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平成19年度

北野天神縁起絵巻（建治本）断簡

（重要文化財）雨下猛虎図鐔　奈良利寿作

一字宝塔法華経巻第一

白磁扁壺 円形切子碗

新収品図版［東京国立博物館］

購　　入

寄　　贈



平成19年度

越中国射水郡鳴戸村墾田図

銅板押出如来倚像

縄文時代遺物ほか

戒壇院厨子扉絵図像

新収品図版〔奈良国立博物館〕

購　　入

寄　　贈



平成19年度

西行物語絵巻

貫之集巻下断簡（石山切　をむな）

鳥花山水図　陳箴筆

御所人形　見立龍退治

ＩＨＳ花入籠目文蒔絵螺鈿書見台

新収品図版〔京都国立博物館〕

購　　入

寄　　贈



平成19年度

洛中洛外図屏風

彫唐津茶碗

（重要文化財）銅鐘　金ノ承安六年ノ銘アリ

（重要文化財）亀甲地螺鈿鞍

（重要美術品）北条時宗書状

新収品図版〔九州国立博物館〕

購　　入
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収支計画 

（単位：百万円） 

区      分 金   額 

費用の部 8,763 

経常経費 8,763 

管理経費 2,040 

うち人件費 773 

うち一般管理費 1,267 

業務経費 6,273 

2,787 

1,047 

116 

16 

227 

118 

1,872 

90 

26 

   減価償却費 424 

    

収益の部 8,763 

運営費交付金収益 7,215 

展示事業等の収入 1,098 

受託収入 26 

資産見返運営費交付金戻入 87 

資産見返物品受贈額戻入 337 

        

資金計画 

（単位：百万円） 

区         分 金 額 

資金支出 10,877 

  業務活動による支出 8,339 

  投資活動による支出 2,538 

    

資金収入 10,877 
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  業務活動による収入 10,166 

運営費交付金による収入 9,042 

展示事業等による収入 1,098 

受託収入 26 

  投資活動による収入 711 

施設整備費補助金による収入 711 

    

施設・設備に関する計画 

 （単位 ： 百万円） 

施設・整備の内容 予定額 財  源 

      

京都国立博物館 685 施設整備費補助金 

平常展示館建替工事（19 年度～23 年度）   

    

文化財最先端研究設備整備 26 施設整備費補助金 

文化財大型資料用非破壊蛍光 線分析装置     

購入品 帝観図押絵貼屏風 



― �� ―

  業務活動による収入 10,166 

運営費交付金による収入 9,042 

展示事業等による収入 1,098 

受託収入 26 

  投資活動による収入 711 

施設整備費補助金による収入 711 

    

施設・設備に関する計画 

 （単位 ： 百万円） 

施設・整備の内容 予定額 財  源 

      

京都国立博物館 685 施設整備費補助金 

平常展示館建替工事（19 年度～23 年度）   

    

文化財最先端研究設備整備 26 施設整備費補助金 

文化財大型資料用非破壊蛍光 線分析装置     

購入品 帝観図押絵貼屏風 



― �� ―

IHS 花入籠目文蒔絵螺

鈿書見台 

越中国射水郡鳴戸村墾田図 

 

戒壇院厨子扉絵図像
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IHS 花入籠目文蒔絵螺

鈿書見台 

越中国射水郡鳴戸村墾田図 

 

戒壇院厨子扉絵図像
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（購入品） 

重要文化財「亀甲地螺鈿鞍」 

寄贈品 男神坐像 
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（購入品） 

重要文化財「亀甲地螺鈿鞍」 

寄贈品 男神坐像 
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寄贈品 鳥花山水図 陳箴筆 

縄文時代遺物（寄贈） 

涅槃図（寄託） 
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寄贈品 鳥花山水図 陳箴筆 

縄文時代遺物（寄贈） 

涅槃図（寄託） 
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（新規寄託品）鎮墓獣（個人蔵）
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（新規寄託品）鎮墓獣（個人蔵）
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温湿度計のメンテナンス 

本格修理における剥落止め



― �� ―

 
温湿度計のメンテナンス 

本格修理における剥落止め
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防虫トラップ 
X 線 CT スキャナ装置による漆器の 

調査 
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防虫トラップ 
X 線 CT スキャナ装置による漆器の 

調査 
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浮世絵の本紙に対する対症修理

油彩画顔料の蛍光 X線分析 
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浮世絵の本紙に対する対症修理

油彩画顔料の蛍光 X線分析 
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修理風景 
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修理風景 
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ハンディ型蛍光X線分析装置を用いた

彩色顔料の非破壊調査 

仏像の道 展示風景 
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ハンディ型蛍光X線分析装置を用いた

彩色顔料の非破壊調査 

仏像の道 展示風景 
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新春イベント和太鼓演奏 
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新春イベント和太鼓演奏 
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特集陳列「雛まつりとお人形」
「仏教美術の名品」（本館）
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特集陳列「雛まつりとお人形」
「仏教美術の名品」（本館）
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「王塚古墳と北部九州の王たち」 

文様の華麗さで、全国的にも著名

な桂川王塚古墳出土品(重要文化

財)を中心に、弥生・古墳時代の出

土品を公開した文化交流展室第 3

室「倭人伝の世界」開催の特集陳

列 

A
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特別展覧会「藤原道長」ちらし
特別展覧会「狩野永徳」プレちらし 
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特別展覧会「狩野永徳」プレちらし 
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特別展覧会「憧れのヨーロッパ陶

磁」ちらし 

神仏習合チラシ 

神仏習合展会場内 
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特別展覧会「憧れのヨーロッパ陶

磁」ちらし 

神仏習合チラシ 

神仏習合展会場内 
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       美麗展チラシ 

 

美麗展会場内

正倉院展チラシ 

 

正倉院展会場内
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       美麗展チラシ 

 

美麗展会場内

正倉院展チラシ 

 

正倉院展会場内
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大集経 巻八・海慧菩薩品 

山東省鉄山摩崖刻経、中国・北周時

代・大象元年(579)、個人蔵
「日本のやきもの」展会場 

第一室
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「松桜孔雀図」 

江戸時代・17 世紀、京都・本願寺 
「京都五山 禅の文化」展  

特別展示室第三室 
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高田馬場駅(松林図

屏風／博物館に初も

うでポスター掲出) 

 

「博物館だより」157 号 
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高田馬場駅(松林図

屏風／博物館に初も

うでポスター掲出) 

 

「博物館だより」157 号 
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屋外大型液晶ディスプレイ 

燻蒸殺虫装置 

季刊情報誌   「京都五山－禅の

アジアージュ   文化展」ポスター
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屋外大型液晶ディスプレイ 

燻蒸殺虫装置 

季刊情報誌   「京都五山－禅の

アジアージュ   文化展」ポスター



― �� ―

重要文化財 湖畔 黒田清輝筆 

 

 

表慶館「みどりのライオン」 

ならせる銅鐸の展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ワークショップ 

「貝合せをつくってみよう」
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スクールプログラム受講風景 

 
 

記念講演会の様子 
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スクールプログラム受講風景 

 
 

記念講演会の様子 
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ギャラリートークの様子 

 

博物館セミナーの様子 
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ギャラリートークの様子 

 

博物館セミナーの様子 



― �0 ―

土曜講座 1600 回記念特別講座 

 

世界遺産学習 
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土曜講座 1600 回記念特別講座 

 

世界遺産学習 
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「あじ庵」での韓国体験展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査の状況 

高校生のジュニア学芸員活動 
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「あじ庵」での韓国体験展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査の状況 

高校生のジュニア学芸員活動 
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ミュージアムトーク実施状況 
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ミュージアムトーク実施状況 
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解説ボランティア 

展示室内ボランティア 
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解説ボランティア 

展示室内ボランティア 
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人と自然の博物館における 

出前講座 
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人と自然の博物館における 

出前講座 
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バロックコンサート 

賛助会芳名板 

博物館で金魚すくい 
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バロックコンサート 

賛助会芳名板 

博物館で金魚すくい 
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朝鮮通信使400周年記念イベントに係

るセレモニー 
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朝鮮通信使400周年記念イベントに係

るセレモニー 
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本館特別 5室[仏像の道] 

解説ボード（韓国語、中国語） 

   

 

 

■本館特別 5室[仏像の道] 

天井から 4,000mm×4,000mm 角のライ

ティング・ダクトを 4箇所設置し、カ

ッタースポットライト約 50 灯による

展示照明が行われている。 
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マナー講習会 

入場待ち列用テント 

ＡＥＤ 
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マナー講習会 

入場待ち列用テント 

ＡＥＤ 
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7 カ国語のリーフレット 

来館者満足度調査の様子 
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7 カ国語のリーフレット 

来館者満足度調査の様子 
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モニター調査報告書（表紙） 

 

 

改装したミュージアムショップ
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モニター調査報告書（表紙） 

 

 

改装したミュージアムショップ
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ミュージアムショップ 

    

昔なつかし駄菓子屋さん 

敷地内出店及び休憩所 
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ミュージアムショップ 

    

昔なつかし駄菓子屋さん 

敷地内出店及び休憩所 
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季刊情報誌アジアージュに掲載した

「本願寺展」に関連したメニュー 

3
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 国際シンポジウム 

「狩野永徳研究の現状と課題」 

The 59th Annual EXHIBITION OF SHOSO-IN 
TREASURES

古玩逍遥図録 
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「狩野永徳研究の現状と課題」 
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古玩逍遥図録 
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釈迦誕生図 

図録表紙 

日本・中国・韓国 学術文化交流協定

締結記念国際シンポジウム 

( )

A   
A

アジア国立博物館協会理事会 

(於：韓国国立中央博物館) 
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釈迦誕生図 

図録表紙 
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(於：韓国国立中央博物館) 
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日中韓学術文化交流協定締結館会議

の開催 
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日中韓学術文化交流協定締結館会議

の開催 
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座談 文化財修理 40 年－絵画書跡－

   

古文書保存修復研修風景 
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座談 文化財修理 40 年－絵画書跡－

   

古文書保存修復研修風景 
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「東京国立博物館広田不孤斎コレク

ション 茶の湯の名品」（富山市佐藤

記念美術館）へ貸与 
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「東京国立博物館広田不孤斎コレク

ション 茶の湯の名品」（富山市佐藤

記念美術館）へ貸与 
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  「毘沙門天立像」 

   八幡市立松花堂美術館 

  「石清水八幡宮展」に貸与

（貸与）（フリーア美術館） 
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本事業は、各国の文化遺産保存の中核となる組織との交流を通して、文化遺産国際協力を効果的に行うために、現地で文化遺産の保護に携わる人

材を養成することを目的としている。平成19 年度事業は、被災した世界遺産プランバナン遺跡をフィールドとしてインドネシア歴史考古総局と実施する

事業と、アジアの文化遺産の中でも保存修復が技術的に困難である土壁に描かれた壁画について問題意識・技術・知識・経験の共有をはかるためイ

ンド考古局と実施する事業からなる。 

2006( 18) 7 2007 ( 19 )2

2006( 18)

08.3 
08.3 

Japan Centre for International Cooperation on Cultural Heritage, Assessment Report on Damaged Prambanan World Heritage 
Compounds, Central Java, 07.6 

Japan Centre for International Cooperation on Cultural Heritage, Survey  Report and Restoration Plan on Prambanan World Heritage 
Temples, 08.3 
Japan Centre for International Cooperation on Cultural Heritage, ‘Historical Documents of Prambanan Temples’, Survey  Report and 
Restoration Plan on Prambanan World Heritage Temples, 08.3
Japan Centre for International Cooperation on Cultural Heritage, ‘Collected Drawings of Prambanan Temples’, Survey  Report and 
Restoration Plan on Prambanan World Heritage Temples, 08.3
Japan Centre for International Cooperation on Cultural Heritage, ‘Geometrically Modified Images of Prambanan Temples’, 
Survey  Report and Restoration Plan on Prambanan World Heritage Temples, 08.3 

08.3 

25,000

11,729
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Ⅱ　施設概要

Ⅱ　施設概要

【東京国立博物館】

土地・建物 （㎡）

土地面積 120,258（黒田記念館、柳瀬荘含む）

建　物 建築面積　21,896

延面積　71,642

展示館 展示面積　　計

収蔵庫面積　計

 18,235

 8,815

本館 建

 延

 展示面積

 収蔵庫面積

 6,602

 22,416

 7,346

 4,087

東洋館 建

 延

 展示面積

 収蔵庫面積

 2,892

 12,531

 3,409

 2,293

平成館 建

 延

 展示面積

 収蔵庫面積

 5,529

 19,393

 4,471

 2,119

法隆寺宝物館 建

 延

 展示面積

 収蔵庫面積

 1,935

 4,031

 1,462

 291

表慶館 建

 延

 展示面積

 1,130

 2,077

 1,179

黒田記念館 建

 延

 展示面積

 収蔵庫面積

 705

 1,958

 368

 25

その他 建

 延

 3,103

 9,236
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【京都国立博物館】

土地・建物 （㎡）

土地面積 53,182

建　物  建　11,742

 延　25,275

展示館 展示面積　　計

収蔵庫面積　計

5,087

3,874

特別展示館 建

 延

 展示面積

 収蔵庫面積

3,015

3,015

2,070

　803

平常展示館 建

 延

 展示面積

 収蔵庫面積

2,465

8,642

3,017

1,163

事務庁舎 建

 延

　980

2,459

管理棟 建

 延

　590

1,954

資料棟 建

 延

　414

1,125

文化財保存修理所 建

 延

　728

2,856

技術資料参考館 建

 延

101

304

東収蔵庫 建

 延

 収蔵庫面積

　1,084

　1,996

1,412

北収蔵庫 建

 延

 収蔵庫面積

310

682

496

その他 建

 延

2,055

2,242
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Ⅱ　施設概要

【奈良国立博物館】

土地・建物 （㎡）

土地面積 78,760

建　物 建　 6,769

延　19,116

展示館 展示面積　　計

収蔵庫面積　計

 4,079

 1,558

本館 建

 延

 展示面積

 1,512

 1,512

 1,261

本館付属棟 建

 延

 展示面積

 341

 664

 470

東新館 建

 延

 展示面積

 収蔵庫面積

 1,825

 6,389

 875

 1,394

西新館 建

 延

 展示面積

 1,649

 5,396

 1,473

仏教美術資料研究センター 建

 延

 718

 718

文化財保存修理所 建

 延

 319

 1,036

地下回廊 延

 収蔵庫面積

 2,152

 164

その他 建

 延

 405

 1,249
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【九州国立博物館】

土地・建物 （㎡）

土地面積 160,715

法人　10,733

県　 149,982

建　物 建　14,623

延　30,675

法人 　9,048

県　 　6,034

共用　15,593

展示館 展示面積　　計

収蔵庫面積　計

5,444

法人　3,844

県　　1,375

共用　　225

4,518

法人　2,744

県　　1,334

共用　　440
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Ⅱ　施設概要

【東京文化財研究所】

土地・建物 （㎡）

土地面積 4,181

建　物 建　 2,258.28

延　10,622.56

【奈良文化財研究所】

土地・建物 （㎡）

土地面積 建物

本館地区 8,860.13
建　　 2,754.25

延　　 6,754.86

平城宮跡資料館地区 （文化庁所属の国有地を無償使用）
建　　10,630.53

延　　16,149.67

都城発掘調査部

（飛鳥・藤原地区）
20,515.03

建　 　6,016.41

延 　　9,477.43

飛鳥資料館地区 17,092.93
建　 　2,657.30

延 　　4,403.50
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Ⅲ　財務諸表

目　　　次

１．貸借対照表

２．損益計算書

３．キャッシュ・フロー計算書

４．行政サービス実施コスト計算書

５．利益の処分に関する書類

６．注記事項（重要な会計方針等）

７．附属明細書
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Ⅲ　財務諸表

貸　借　対　照　表
平成20年3月31日現在

独立行政法人国立文化財機構 (単位：円)

科　　　　　目 金　　　　　額 科　　　　　目 金　　　　　額

（資産の部） （負債の部）

Ⅰ　流動資産 Ⅰ　流動負債

現金及び預金 2,489,903,954 運営費交付金債務 751,735,711

たな卸資産 46,264,587 預り寄附金 113,423,493

前払費用 23,766,949 未払金 1,804,716,760

未収金 553,356,474 未払費用 47,429,109

その他の流動資産      1,306,499 前受金 1,294,000

流動資産合計 3,114,598,463 預り金 122,046,057

Ⅱ　固定資産 その他の流動負債       2,414,600

１有形固定資産 流動負債合計 2,843,059,730

建物 56,836,261,907 Ⅱ　固定負債

減価償却累計額 -10,907,217,358 資産見返負債

減損損失累計額   -102,226,598 45,826,817,951 資産見返運営費交付金 2,111,482,529

構築物 3,286,857,908 資産見返寄附金 42,366,939

減価償却累計額 -1,109,306,654 資産見返物品受贈額 126,627,345

減損損失累計額       -129,865 2,177,421,389 建設仮勘定見返運営費交付金 122,850,000

機械・装置 175,585,296 建設仮勘定見返施設費     115,500,000

機械・装置減価償却累計額    -71,982,113 103,603,183 資産見返負債合計 2,518,826,813

車両運搬具 47,469,956 その他の固定負債

減価償却累計額    -27,907,108 19,562,848 長期未払金      32,737,287

工具器具備品 3,768,273,730 固定負債合計   2,551,564,100

減価償却累計額 -1,621,347,130 2,146,926,600 負債合計 5,394,623,830

収蔵品 95,898,214,485

土地 44,410,675,104 （純資産の部）

建設仮勘定     238,350,000 Ⅰ　資本金

有形固定資産合計 190,821,571,560 政府出資金 104,713,813,740

２無形固定資産 資本金合計 104,713,813,740

ソフトウエア 104,728,657 Ⅱ　資本剰余金

電話加入権       5,266,800 資本剰余金 95,688,890,152

無形固定資産合計 109,995,457 損益外減価償却累計額（－） -12,365,408,604

３投資その他の資産 損益外減損損失累計額（－）    -103,255,271

保証金 929,000 資本剰余金合計 83,220,226,277

長期前払費用         152,674 Ⅲ　利益剰余金

投資その他の資産合計       1,081,674 前中期目標期間繰越積立金 17,387,048

固定資産合計 190,932,648,691 積立金 287,274,512

当期未処分利益
（うち当期総利益　413,921,747）

    413,921,747

利益剰余金合計     718,583,307

純資産合計 188,652,623,324

資産合計 194,047,247,154 負債純資産合計 194,047,247,154

（注）運営費交付金から充当されるべき退職給付の見積額は2,762,965,033円であります。

（注）次期の運営費交付金から充当される賞与の見積額は247,728,018円であります。



― 530 ―

損益計算書
（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

独立行政法人国立文化財機構 （単位：円）

経常費用
業務費
人件費 3,109,929,613
業務経費
調査研究業務費 886,394,798

情報公開業務費 140,693,477

研修業務費 20,163,271
国際研究協力業務費 248,341,623
展示出版業務費 107,457,511
展覧業務費 919,795,126
教育普及業務費 70,325,617
受託業務費 483,432,423
その他業務費 847,893,859 3,724,497,705

減価償却費 307,723,728 7,142,151,046

一般管理費
人件費 845,992,229
一般管理経費 1,035,295,211
減価償却費 70,254,813 1,951,542,253

財務費用 1,702,706
雑損 310,334 1,953,555,293

経常費用合計 9,095,706,339

経常収益
運営費交付金収益 7,009,718,063
受託収入

　　政府関係受託収入 463,978,902
　　地方自治体・民間受託収入 65,023,116
入場料収入 1,081,304,872
展示事業等附帯収入 309,667,781
財産利用収入 161,591,559
寄附金収益 56,628,991
施設費収益 7,401,450
資産見返負債戻入
資産見返運営費交付金戻入 308,617,185
資産見返寄附金戻入 10,968,533
資産見返物品受贈額戻入 39,755,321 359,341,039

財務収益
受取利息 38,131

雑益 2,948,464
経常収益合計 9,517,642,368
　経常利益 421,936,029

臨時損失
固定資産除却損 585,430
その他臨時損失 12,933,200

13,518,630
臨時利益
固定資産売却益 164,918

164,918

当期純利益 408,582,317

前中期目標期間繰越積立金取崩額 5,339,430

当期総利益 413,921,747
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Ⅲ　財務諸表

キャッシュ・フロー計算書

（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

独立行政法人国立文化財機構 （単位：円）

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー
人件費支出 -3,854,465,681
業務支出 -4,929,666,768
科学研究費等支出 -285,812,413
運営費交付金収入 9,042,360,000
科学研究費等収入 314,068,269
展示事業等収入 1,085,573,635
財産利用収入 223,667,647
受託収入 582,062,400
寄付金収入 148,597,393
その他の業務収入 322,318,596
国庫納付金の支払額 -33,943,408

小計 2,614,759,670
利息の受取額 33,640
利息の支払額 -2,962,903

業務活動によるキャッシュ・フロー 2,611,830,407
Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 -2,546,139,001
無形固定資産の取得による支出 -28,132,532
固定資産売却による収入 3,284,068
その他投資活動による支出 -725,000

投資活動によるキャッシュ・フロー -2,571,712,465
Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の支払による支出 -20,241,290
Ⅳ　資金に係る換算差額 0
Ⅴ　資金増加額 19,876,652
Ⅵ　資金期首残高 2,470,027,302
Ⅶ　資金期末残高 2,489,903,954

（注記事項）
⑴　資金の期末残高の貸借対照表科目の内訳
　　現金及び預金勘定 2,489,903,954円
　　資金期末残高 2,489,903,954
⑵　重要な非資金取引
　①現物寄附の受入
　　収蔵品 234,021,237
　　工具器具備品 666,981,089

合計 901,002,326

　②現物出資の受入

　　現金及び預金 394,317,017 　　運営費交付金債務 8,769,080
　　たな卸資産 29,789,001 　　未払金 712,316,916
　　未収金 398,626,548 　　未払国庫納付金 33,943,408
　　前払費用 424,686 　　未払費用 29,505,482
　　その他の流動資産 170,026 　　預り金 12,311,384
　　建物 8,923,359,781 　　その他の流動負債 5,250
　　構築物（立木竹以外） 592,649,467 　　長期未払金 16,073,032
　　立木竹 86,161,000 　　前中期目標期間繰越積立金 20,065,213
　　機械設備 179,157,630
　　車両運搬具 14,191,734
　　工具器具備品 423,403,113
　　土地 5,127,000,000
　　収蔵品 2,662,116,421
　　ソフトウェア 6,859,505
　　電話加入権 2,696,400
　　長期前払費用 115,438
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行政サービス実施コスト計算書

（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

独立行政法人国立文化財機構 （単位：円）

Ⅰ　業務費用

損益計算書上の費用

業務費 7,142,151,046

一般管理費 1,951,542,253 

財務費用 1,702,706

雑損 310,334

臨時損失 13,518,630 9,109,224,969 

（控除） 　

受託収入 -529,002,018

入場料収入 -1,081,304,872 

展示事業附帯収入 -253,219,652 

財産利用収入 -161,591,559 

寄附金収益 -56,628,991 

財務収益 -38,131 

雑益 -2,948,464 

資産見返寄附金戻入 -10,968,533 

臨時利益 -164,918 -2,095,867,138 

Ⅱ　損益外減価償却相当額

損益外減価償却相当額 2,545,338,061

損益外固定資産除売却相当額 6,916,631 2,552,254,692 

Ⅲ　損益外減損損失相当額 102,356,463 

Ⅳ　引当外賞与見積額 4,460,192 

Ⅴ　引当外退職給付増加見積額 -41,931,723 

Ⅵ　機会費用

国有財産無償使用の機会費用 137,930,694

政府出資等の機会費用 2,291,602,905 2,429,533,599 

Ⅶ　行政サービス実施コスト 12,060,031,054 

（注記）

・国有財産無償使用の機会費用の計算方法については、国の庁舎等の使用又は収益を許可する場合の取扱

の基準（昭和33年1月7日付大蔵省管財局長通知蔵管1号）を準用しております。

・政府出資等の機会費用の計算利率については、国債の利回り及び昨今の市場情勢を勘案し、1.275％と

しております。
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Ⅲ　財務諸表

利益の処分に関する書類

独立行政法人国立文化財機構 （単位：円）

Ⅰ　当期未処分利益 413,921,747 

当期総利益 413,921,747

Ⅱ　利益処分額

積立金 413,921,747

413,921,747
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注記事項

Ⅰ．重要な会計方針

１．運営費交付金収益の計上基準
人件費のうちの役員給与、職員給与、法定福利費並びに管理部門の経費（特に指定するものを除く）及

び減価償却費については、業務の実施が運営費交付金と期間的に対応しているため期間進行基準（一定の

期間の経過を業務の進行とみなし、運営費交付金債務を収益化する方法）を採用しております。

人件費のうちの退職手当並びに事業部門の経費及び管理部門の経費のうち特に指定するものについて

は、業務達成基準（当該業務等の達成度に応じて、財源として予定されていた運営費交付金債務を収益化

する方法）を採用しております。

また、人件費のうち公務災害補償費、財務費用、その他計画外の発生費用については、費用進行基準

（発生費用の額を限度として運営費交付金債務を収益化する方法）を採用しております。

（会計処理の変更）

運営費交付金収益の計上基準については、独立行政法人国立博物館（以下「国立博物館」という。）と

独立行政法人文化財研究所（以下「文化財研究所」という。）の統合に伴い、国立博物館が採用していた

費用進行基準から期間進行基準、業務達成基準及び費用進行基準の併用に変更しました。

この変更により、従来と同一の方法によった場合と比較して、損益計算書に与える影響額は僅少であり

ます。

２．減価償却の会計処理方法
⑴　有形固定資産

定額法により行っております。また、特定の償却資産（独立行政法人会計基準第86）の減価償却相

当額については、損益外減価償却累計額として資本剰余金を減額しております。

⑵　無形固定資産

定額法により行っております。なお、法人内利用のソフトウエアについては、法人内における利用

可能期間（5年）に基づいております。

３．退職給付に係る引当金及び見積額の計上方法
職員の退職給付については運営費交付金により財源措置がなされるため、退職給付に係る引当金は

計上しておりません。

また、行政サービス実施コスト計算書における引当外退職給付増加見積額は、自己都合退職金要支

給額に基づき計上しております。

４．賞与に係る引当金及び見積額の計上方法
職員の賞与については運営費交付金により財源措置がなされるため、賞与に係る引当金は計上して

おりません。

また、行政サービス実施コスト計算書における引当外賞与見積額は、6月に支給される賞与見積額

に、その対象となる期間のうち前年度に属する月の割合（4／6）を乗じた額の前年度との差額に基づ

き計上しております。
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Ⅲ　財務諸表

５．たな卸資産の評価基準及び評価方法
貯蔵品･･･最終仕入原価法を採用しております。

６．収蔵品の評価方法
国からの承継分については、承継時の物品目録上の価額をもって評価しており、新規取得分につい

ては取得時の価額をもって評価しております。

７．行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上方法
①国有財産無償使用の機会費用の計算方法

国の庁舎等の使用又は収益を許可する場合の取扱の基準（昭和33年1月7日付大蔵省管財局長通知

蔵管第1号）を準用して算出しております。

②政府出資等の機会費用の計算に使用した利率

国債利回り1.275％で計算しております。

８．リース取引の処理方法
リース料総額が300万円以上のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る方法

に準じた会計処理によっております。

リース料総額が300万円未満のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっております。

９．消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっております。

Ⅱ．重要な会計方針の変更

１．業務費の人件費と一般管理費の人件費については、従前は独立行政法人化当初の部門名称により区

分を行っていたため、事務担当部門については一般管理費の人件費に計上しておりました。これらの

部門についても、業務内容には観覧者への対応業務や各種イベント等の実施業務などの渉外業務が含

まれているため、当年度の統合に伴う組織の変更等を含めて見直しを行い、業務の内容に合わせて渉

外業務担当の人件費を一般管理費の人件費から業務費の人件費に計上する変更を行っております。こ

れにより、前事業年度までの方法に比べて、業務費の人件費が430,822,937円増加し、一般管理費の

人件費が同額減少しております。

２．当事業年度より、独立行政法人会計基準（「独立行政法人会計基準の改訂について」（独立行政法

人会計基準研究会、財政制度等審議会 財政制度分科会 法制・公会計部会 公企業会計小委員会 平成

19年11月19日）及び「「独立行政法人会計基準」及び「独立行政法人会計基準注解」に関するQ&A」

（総務省行政管理局、財務省主計局、日本公認会計士協会 平成20年2月最終改訂）を適用しておりま

す。

独立行政法人会計基準の改訂にともなう重要な会計方針の変更と当該変更による財務諸表への影響

は次のとおりであります。
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⑴　引当外賞与見積額　

当事業年度から財源措置が運営費交付金により行われるため引当金を計上していない賞与見積額

を行政サービス実施コスト計算書に「引当外賞与見積額」として計上しております。これにより、

前事業年度までの方法に比べて、行政サービス実施コストが4,460,192円増加しております。

⑵　資本及び純資産

当事業年度の資本については純資産として表示しております。これによる損益への影響はありま

せん。従来の資本の部の合計に相当する金額は188,652,623,324円であります。

Ⅲ．固定資産の減損

１．減損の認識
⑴　減損を認識した固定資産の場所、用途、種類、帳簿価額等の概要

場所 用途 資産種類 帳簿価格 減損額

京都国立博物館
事務庁舎及び講堂、

旧事務棟

建物・附属設備 110,181,216円 102,226,598円

構築物 135,224円 129,865円

⑵　減損の認識に至った経緯

京都国立博物館の平常展示館建替工事にかかる事務所移転に伴い、今後も使用予定がないため、減

損を認識しております。

⑶　減損額のうち損益計算書に計上した金額と計上していない金額の主要な固定資産ごとの内訳

用途 種類
損益計算書に

計上した金額

損益計算書に計上

していない金額

事務庁舎及び講堂、 

旧事務棟

建物・附属設備 0円 102,226,598円

構築物 0円 129,865円

⑷　回収可能サービス価格

建物等については、建設工事デフレータにより測定しております。

Ⅳ．重要な債務負担行為

京都国立博物館設備改修工事 448,350,000円

Ⅴ．その他独立行政法人の状況を適切に開示するために必要な会計情報

文化財研究所からの権利及び義務の承継

独立行政法人国立博物館法の一部を改正する法律の施行により、「独立行政法人国立博物館」を

「独立行政法人国立文化財機構」に改め、「独立行政法人文化財研究所」は解散し、その一切の権利

及び義務は、平成19年4月1日をもって機構が承継しており、差額の18,008,048,002円は政府出資金と

して処理しております。

承継した権利及び義務の内容は以下の通りです。
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Ⅲ　財務諸表

 （単位：円）

権利（資産） 義務（負債及び利益剰余金）

現金及び預金 394,317,017 運営費交付金債務 8,769,080

たな卸資産 29,789,001 未払金 712,316,916

未収金 398,626,548 未払国庫納付金 33,943,408

前払費用 424,686 未払費用 29,505,482

その他の流動資産 170,026 預り金 12,311,384

建物 8,923,359,781 その他の流動負債 5,250

構築物（立木竹以外） 592,649,467 長期未払金 16,073,032

立木竹 86,161,000 前中期目標期間繰越積立金 20,065,213

機械設備 179,157,630

車両運搬具 14,191,734

工具器具備品 423,403,113

土地 5,127,000,000

収蔵品 2,662,116,421

ソフトウェア 6,859,505

電話加入権 2,696,400

長期前払費用 115,438

文化財研究所の解散時の前中期目標期間繰越積立金残高3,978,257円に、18年度の未処分利益

50,030,364円を加えた積立金54,008,621円のうち、統合法人の当中期目標計画期間の業務の財源とし

て繰越の承認を受けた額は20,065,213円であり、差し引き33,943,408円については国庫に納付してお

ります。

なお、上記繰越承認額20,065,213円は前中期目標期間繰越積立金として処理しております。
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第１期　附属明細書

自：平成19年4月 1 日

至：平成20年3月31日

１．固定資産の取得及び処分並びに減価償却費（「第86特定の償却資産の減価に係る会計処理」による損

益外減価償却相当額も含む。）及び減損損失の明細

２．たな卸資産の明細

３．有価証券の明細

４．長期貸付金の明細

５．長期借入金及び債券の明細

６．引当金の明細

７．法令に基づく引当金等の明細

８．保証債務の明細

９．資本金及び資本剰余金の明細

10．積立金の明細

11．目的積立金の取崩しの明細

12．運営費交付金債務及び当期振替額等の明細

13．運営費交付金以外の国等からの財源措置の明細

14．役員及び職員の給与の明細

15．セグメント情報

16．関連公益法人等
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Ⅲ　財務諸表

１．固定資産の取得及び処分並びに減価償却費(「第86特定の償却資産の減価に係る会計処理」による損

益外減価償却相当額も含む。)及び減損損失の明細

法人全体 （単位：円）

資産の種類 期首残高 承継額 当期増加額 当期減少額 期末残高
減価償却累計額 減損損失累計額

差引当期末残高 摘要

当期償却額 　 当期損益内 当期損益外

有形固定

資産（償

却費損益

内）

建物 1,267,382,566 7,119,636 159,104,951 523,683 1,433,083,470 265,032,819 90,131,213 1,444,792 0 1,444,792 1,166,605,859 　

構築物 27,660,054 0 37,310,120 0 64,970,174 6,983,968 2,128,378 0 0 0 57,986,206 　

機械装置 0 319,725 0 0 319,725 143,876 143,876 0 0 0 175,849 　

車両運搬具 34,857,730 7,084,737 1,870,985 3,450,493 40,362,959 25,554,901 3,464,691 0 0 0 14,808,058 　

工具器具備品 1,906,960,131 21,164,016 211,744,076 48,174,451 2,091,693,772 1,075,550,564 252,023,711 0 0 0 1,016,143,208 　

計 3,236,860,481 35,688,114 410,030,132 52,148,627 3,630,430,100 1,373,266,128 347,891,869 1,444,792 0 1,444,792 2,255,719,180 　

有形固定

資産（償

却費損益

外）

建物 46,487,181,951 8,916,240,145 0 243,659 55,403,178,437 10,642,184,539 2,026,887,086 100,781,806 0 100,781,806 44,660,212,092 　

構築物 2,543,945,969 678,810,467 0 868,702 3,221,887,734 1,102,322,686 181,905,876 129,865 0 129,865 2,119,435,183 　

機械装置 0 178,837,905 0 3,572,334 175,265,571 71,838,237 71,838,237 0 0 0 103,427,334 　

車両運搬具 0 7,106,997 0 0 7,106,997 2,352,207 2,352,207 0 0 0 4,754,790 　

工具器具備品 1,170,537,114 402,239,097 24,990,000 1,080,436 1,596,685,775 545,796,566 261,229,185 0 0 0 1,050,889,209 　

計 50,201,665,034 10,183,234,611 24,990,000 5,765,131 60,404,124,514 12,364,494,235 2,544,212,591 100,911,671 0 100,911,671 47,938,718,608 　

非償却
資産

工具器具備品 62,321,683 0 17,572,500 0 79,894,183 0 0 0 0 0 79,894,183
その他有形固
定資産含む

収蔵品 91,280,570,982 2,662,116,421 1,973,563,082 18,036,000 95,898,214,485 0 0 0 0 0 95,898,214,485 　

土地 39,283,675,104 5,127,000,000 0 0 44,410,675,104 0 0 0 0 0 44,410,675,104 　

建設仮勘定 126,915,600 0 144,837,000 33,402,600 238,350,000 0 0 0 0 0 238,350,000 　

計 130,753,483,369 7,789,116,421 2,135,972,582 51,438,600 140,627,133,772 0 0 0 0 0 140,627,133,772 　

有形固定
資産合計

建物 47,754,564,517 8,923,359,781 159,104,951 767,342 56,836,261,907 10,907,217,358 2,117,018,299 102,226,598 0 102,226,598 45,826,817,951 　

構築物 2,571,606,023 678,810,467 37,310,120 868,702 3,286,857,908 1,109,306,654 184,034,254 129,865 0 129,865 2,177,421,389 　

機械装置 0 179,157,630 0 3,572,334 175,585,296 71,982,113 71,982,113 0 0 0 103,603,183 　

車両運搬具 34,857,730 14,191,734 1,870,985 3,450,493 47,469,956 27,907,108 5,816,898 0 0 0 19,562,848 　

工具器具備品 3,139,818,928 423,403,113 254,306,576 49,254,887 3,768,273,730 1,621,347,130 513,252,896 0 0 0 2,146,926,600
その他有形固
定資産含む

収蔵品 91,280,570,982 2,662,116,421 1,973,563,082 18,036,000 95,898,214,485 0 0 0 0 0 95,898,214,485 　

土地 39,283,675,104 5,127,000,000 0 0 44,410,675,104 0 0 0 0 0 44,410,675,104 　

建設仮勘定 126,915,600 0 144,837,000 33,402,600 238,350,000 0 0 0 0 0 238,350,000 　

計 184,192,008,884 18,008,039,146 2,570,992,714 109,352,358 204,661,688,386 13,737,760,363 2,892,104,460 102,356,463 0 102,356,463 190,821,571,560 　

無形固定
資産（償
却費損益
内）

ソフトウエア 140,413,969 1,136,144 28,132,532 0 169,682,645 68,611,480 30,086,672 0 0 0 101,071,165 　

電話加入権 4,914,000 0 0 0 4,914,000 0 0 2,343,600 0 0 2,570,400 　

計 145,327,969 1,136,144 28,132,532 0 174,596,645 68,611,480 30,086,672 2,343,600 0 0 103,641,565 　

無形固定
資産（償
却費損益
外）

ソフトウエア 0 5,723,361 0 1,151,500 4,571,861 914,369 1,125,470 0 0 0 3,657,492 　

電話加入権 0 2,696,400 0 0 2,696,400 0 0 0 0 0 2,696,400 　

計 0 8,419,761 0 1,151,500 7,268,261 914,369 1,125,470 0 0 0 6,353,892 　

無形固定
資産合計

ソフトウエア 140,413,969 6,859,505 28,132,532 1,151,500 174,254,506 69,525,849 31,212,142 0 0 0 104,728,657 　

電話加入権 4,914,000 2,696,400 0 0 7,610,400 0 0 2,343,600 0 0 5,266,800 　

計 145,327,969 9,555,905 28,132,532 1,151,500 181,864,906 69,525,849 31,212,142 2,343,600 0 0 109,995,457 　

投資その
他の資産

保証金 204,000 0 725,000 0 929,000 0 0 0 0 0 929,000 　

長期前払費用 0 115,438 152,674 115,438 152,674 0 0 0 0 0 152,674 　

計 204,000 115,438 877,674 115,438 1,081,674 0 0 0 0 0 1,081,674 　

（注）当期承継額18,017,710,489は文化財研究所から承継した固定資産であります。
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２．たな卸資産の明細
 （単位：円）

種類 期首残高 承継額
当期増加額 当期減少額

期末残高 摘要当期購入・
製造・振替

その他 払出・振替 その他

貯蔵品等 10,413,438 29,789,001 28,081,045 0 17,611,886 4,407,011 46,264,587 

計 10,413,438 29,789,001 28,081,045 0 17,611,886 4,407,011 46,264,587 

（注）当期減少額その他は、経年等による売却可能性のないものについての評価替えによるものであります。

３．有価証券の明細

当該年度は有価証券を保有していないため、記載を省略しております。

４．長期貸付金の明細

当該年度は長期貸付金に関して該当がないため、記載を省略しております。

５．長期借入金及び債券の明細

当該年度は長期借入金及び債券に関して該当がないため、記載を省略しております。

６．引当金の明細

当該年度は引当金を計上していないため、記載を省略しております。

７．法令に基づく引当金等の明細

当該年度は法令に基づく引当金等を計上していないため、記載を省略しております。

８．保証債務の明細

当該年度は保証債務に関して該当がないため、記載を省略しております。
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Ⅲ　財務諸表

9．資本金及び資本剰余金の明細

 （単位：円）

区　　　分 期首残高 承継額 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘　　　要

資本金

政府出資金 86,705,765,738 18,008,048,002 0 0 104,713,813,740 　

計 86,705,765,738 18,008,048,002 0 0 104,713,813,740 　

資本剰余金

施設費補助金 2,909,859,880 0 24,990,000 0 2,934,849,880 
奈良文化財研究所施

設整備費分

目的積立金 469,592,463 0 0 0 469,592,463 　

運営費交付金 5,825,561,229 0 1,713,871,149 0 7,539,432,378 収蔵品購入

寄附金等 25,000,000 0 21,000,000 0 46,000,000 
寄附金による収蔵品

の取得

贈与 84,608,985,321 0 256,263,395 18,036,000 84,847,212,716 
収蔵品寄贈受入等、

減は計上額の修正

収蔵品編入 115 0 1,038 0 1,153 
一般物品から収蔵品

への組み入れ

損益外固定資

産除売却差額
-141,281,807 0 -6,916,631 0 -148,198,438 出資資産等の除却

計 93,697,717,201 0 2,009,208,951 18,036,000 95,688,890,152 　

損益外減価償

却累計額
-9,820,515,295 0 -2,545,338,061 -444,752 -12,365,408,604 

出資財産等の減価償

却相当、減は除却分

損益外減損損

失累計額
-2,343,600 0 -100,911,671 0 -103,255,271 

京都国立博物館旧事

務棟分

差引計 83,874,858,306 0 -637,040,781 17,591,248 83,220,226,277 　

（注）資本剰余金については、従来無償譲与76,955,296,234円、寄附金等6,792,044,537円としていた区分について寄附金等

25,000,000円、贈与84,608,985,321円に表示を見直しております。

また、少額であるため無償譲与に含めていた収蔵品編入115円を別の区分として記載しております。
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10．積立金の明細

 （単位：円）

区　分 期首残高 承継額 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘要

通則法44条1項積
立金

0 0 287,274,512 0 287,274,512 （注１）

前中期目標期間
繰越積立金

2,661,265 20,065,213 0 5,339,430 17,387,048 
（注２）
（注３）

合　計 2,661,265 20,065,213 287,274,512 5,339,430 304,661,560 　

（注１）通則法44条1項積立金の当期増加額は、平成18年度利益処分によるものです。

（注２）前中期目標期間繰越積立金の承継額は、文化財研究所の解散に伴い国立文化財機構が承継した額

です。

（注３）前中期目標期間繰越積立金の当期減少額の内訳は次のとおりです。

ファイナンスリース損益にかかる取崩額 1,173,820

寄附金購入資産分にかかる減価償却相当分取崩額 180,646

受託研究費購入資産分にかかる減価償却相当分取崩額 3,984,964

11．目的積立金の取崩しの明細

 （単位：円）

区　　　　　分 金　　額 摘　　要

目的積立金取崩額 前中期目標期間繰越積立金 1,173,820 ファイナンスリース損益にかか

る取崩額

前中期目標期間繰越積立金 180,646 寄附金購入資産分にかかる減価

償却相当分取崩額

前中期目標期間繰越積立金 3,984,964 受託研究費購入資産分にかかる

減価償却相当分取崩額

計 5,339,430 　

その他 ――― ――― 　

計 ――― 　

　 合　計 5,339,430 　
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Ⅲ　財務諸表

12．運営費交付金債務及び当期振替額等の明細

⑴　運営費交付金債務の増減の明細 （単位：円）

交付年度 期首残高
交付金当
期交付額

当　　期　　振　　替　　額　　

期末残高
運営費交
付金収益

資産見返運
営費交付金

建設仮勘定見返
運営費交付金

資本剰余金 小　計

18年度 792,021,320 0 792,021,320 0 0 0 792,021,320 0 

19年度 0 9,042,360,000 6,217,696,743 359,056,397 0 1,713,871,149 8,290,624,289 751,735,711 

合　計 792,021,320 9,042,360,000 7,009,718,063 359,056,397 0 1,713,871,149 9,082,645,609 751,735,711 

⑵　運営費交付金債務の当期振替額の明細

①平成18年度交付分 （単位：円）

区　　　　　分 金額 内容

業務達成基
準による振
替額

運営費交付金収益 792,021,320
①業務達成基準を採用した経費:人件費のうちの退職手当並びに事業部門の経費及び

管理部門の経費のうち特に指定するもの

②当該業務に係る損益等

ア）損益計算書に計上した費用の額：792,021,320円

（調査研究事業費：356,712,199円、展覧事業費：359,331,415円、

教育普及事業費：7,639,800円、その他業務費：68,337,906円）

③運営費交付金収益化額の積算根拠

業務等の達成度に応じて、財源として予定されていた運営費交付金の計画額を収益化

資産見返運営費交付金 0

建設仮勘定見返運営費交付金 0

資本剰余金 0

計 792,021,320

期間進行基
準による振
替額

運営費交付金収益 0

―

資産見返運営費交付金 0

建設仮勘定見返運営費交付金 0

資本剰余金 0

計 0

費用進行基
準による振
替額

運営費交付金収益 0

―

資産見返運営費交付金 0

建設仮勘定見返運営費交付金 0

資本剰余金 0

計 0

会計基準第80第3項による振替額 0

合　計 792,021,320
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②平成19年度交付分 （単位：円）

区　　　　　分 金　額 内容

業務達成基
準による振
替額

運営費交付金収益 2,153,470,253
①業務達成基準を採用した経費：人件費のうちの退職手当並びに事業部門の経費及び
管理部門の経費のうち特に指定するもの

②当該業務に係る損益等
ア）損益計算書に計上した費用の額：2,153,470,253円

（退職手当：352,155,000円、一般管理費：50,275,029円、
調査研究事業費：659,379,399円、展覧事業費：389,010,121円、
教育普及事業費：55,048,400円、その他業務費：35,743,094円、
情報公開事業費：160,945,175円、研修事業費：21,790,250円、
国際研究協力事業費：297,683,705円、展示出版事業費：131,440,080円)

イ）固定資産の取得額：1,967,211,517円
（陳列品購入費：1,713,871,149円、一般管理費：2,096,009円、
調査研究事業費：152,679,987円、展覧事業費：61,507,582円、
情報公開事業費：23,876,665円、国際研究協力事業費：4,638,375円、
研修事業費：1,464,750円、展示出版事業費：7,077,000円)

③運営費交付金収益化額の積算根拠
業務等の達成度に応じて、財源として予定されていた運営費交付金の計画額を収益化

資産見返運営費交付金 253,340,368

建設仮勘定見返運営費交付金 0

資本剰余金 1,713,871,149

計 4,120,681,770

期間進行基
準による振
替額

運営費交付金収益 4,063,671,838
①期間進行基準を採用した経費：人件費のうちの役員給与、職員給与、法定福利費並

びに管理部門の経費（特に指定するものを除く）及び減価償却費

②当該業務に係る損益等

ア）損益計算書に計上した費用の額：4,063,671,838円

（役職員給与：2,810,774,000円、法定福利費：356,085,010円、

一般管理費：896,812,828円）

イ）固定資産の取得額：105,716,029円

（一般管理費：105,716,029円）

資産見返運営費交付金 105,716,029

建設仮勘定見返運営費交付金 0

資本剰余金 0

計 4,169,387,867

費用進行基
準による振
替額

運営費交付金収益 554,652
①費用進行基準を採用した経費：人件費のうち公務災害補償費、財務費用、その他計

画外の発生費用

②当該業務に係る損益等

ア）損益計算書に計上した費用の額：554,652円

（雑損：51,680円、財務費用：502,972円）

③運営費交付金の振替額の積算根拠

経費等の全額を運営費交付金収益として収益化

資産見返運営費交付金 0

建設仮勘定見返運営費交付金 0

資本剰余金 0

計 554,652

会計基準第80第3項による振替額 0

合　計 8,290,624,289

⑶　運営費交付金債務残高の明細 （単位：円）

交付年度 運営費交付金債務残高 残高の発生理由及び収益化等の計画

19年度

費用進行基準を採用した業務
に係る分

0 ―

業務達成基準を採用した業務
に係る分

751,735,711

①業務達成基準を採用した業務は、全ての業務である。

②運営費交付金債務残高は、建物耐震調査費、アスベスト対策工事、ならびに陳列品

購入等の、翌年度に執行予定の運営費交付金の計画額である。

③翌事業年度に繰り越した運営費交付金債務残高については、翌事業年度において収

益化する予定である。

期間進行基準を採用した業務
に係る分

0 ―

計 751,735,711
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13．運営費交付金以外の国等からの財源措置の明細

施設費の明細 （単位：円）

区　　　分 当期交付額

左記の会計処理内訳 摘　　　要

建設仮勘定見

返施設費
資本剰余金 その他 　

京都国立博物館平常展示館建替工事 122,901,450 115,500,000 0 7,401,450 　

奈良文化財研究所文化財大型資料用

非破壊蛍光Ｘ線分析装置
24,990,000 0 24,990,000 0

　

合計 147,891,450 115,500,000 24,990,000 7,401,450 　

14．役員及び職員の給与の明細

区　分
報　酬　又　は　給　与 退　　職　　手　　当

支　給　額 支 給 人 員 支　給　額 支 給 人 員

役員
（ 2,880） 千円 （ 2） 人 （ 0） 千円 （ 0） 人

68,504 4 20,159 4

職員
（ 453,127） （ 305） （ 3,720） （ 32）

2,705,184 341 331,234 18

合計
（ 456,007） （ 307） （ 3,720） （ 32）

2,773,688 345 351,393 22

⑴　支給人員数は、平均人員数であります。

⑵　役員報酬基準の概要 理事長 994,000円（期末における金額）

 理事1名 843,000円（期末における金額）

 理事2名 922,000円（期末における金額）

その他諸手当については、独立行政法人国立文化財機構役員報酬規程に

基づき支給しております。

非常勤役員の報酬は、120,000円を月額として支給しております。

⑶　役員退職手当基準の概要 役員の退職手当は、独立行政法人国立文化財機構役員退職手当規程に基

づき支給しております。

⑷　職員給与基準の概要 職員の給与は、俸給及び諸手当としております。　

 俸給は、一般職の職員の給与に関する法律（昭和25年法律第95号）及び

人事院規則を準用し、独立行政法人国立文化財機構職員給与規程に基づ

き支給しております。

⑸　職員退職手当基準の概要 職員の退職手当は、国家公務員退職手当法を準用し、独立行政法人国立

文化財機構職員退職手当規程に基づき支給しております。

⑹　非常勤の役員及び職員に係るものは、上段括弧書外数で記載しております。

⑺　上記の金額には、法定福利費は含まれておりません。

⑻　中期計画における予算上の人件費には、非常勤の役員・職員に係る給与は含まれておりません。
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15．セグメント情報（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日）

独立行政法人 国立文化財機構 （単位：円）

区分 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館 東京文化財研究所 奈良文化財研究所 計 共　通 合　計

Ⅰ事業費用,事業収益及び事業損益

　事業費用

　　業務費 1,801,107,244 587,175,659 836,805,436 1,105,217,214 1,000,326,761 1,811,518,732 7,142,151,046 0 7,142,151,046

人件費 871,900,860 319,830,023 311,557,934 214,516,336 443,884,654 948,239,806 3,109,929,613 0 3,109,929,613

業務経費 864,720,872 262,063,954 508,696,595 678,926,375 554,570,208 855,519,701 3,724,497,705 0 3,724,497,705

調査研究業務費 197,890,758 42,818,515 45,028,133 193,936,705 78,330,856 328,389,831 886,394,798 0 886,394,798

情報公開業務費 0 0 0 0 44,998,071 95,695,406 140,693,477 0 140,693,477

研修業務費 0 0 0 0 2,154,237 18,009,034 20,163,271 0 20,163,271

国際研究協力業務費 0 0 0 0 188,156,330 60,185,293 248,341,623 0 248,341,623

展示出版業務費 0 0 0 0 18,554,149 88,903,362 107,457,511 0 107,457,511

展覧業務費 258,351,996 175,793,696 269,921,977 215,727,457 0 0 919,795,126 0 919,795,126

教育普及業務費 53,507,742 6,738,665 9,849,070 230,140 0 0 70,325,617 0 70,325,617

受託業務費 0 0 0 0 222,376,565 261,055,858 483,432,423 0 483,432,423

その他業務費 354,970,376 36,713,078 183,897,415 269,032,073 0 3,280,917 847,893,859 0 847,893,859

減価償却費 64,485,512 5,281,682 16,550,907 211,774,503 1,871,899 7,759,225 307,723,728 0 307,723,728

　　一般管理費 420,541,614 200,553,232 171,321,074 176,812,150 288,404,447 372,778,776 1,630,411,293 321,130,960 1,951,542,253

人件費 144,504,287 85,294,261 84,668,699 55,757,266 136,963,346 154,005,142 661,193,001 184,799,228 845,992,229

一般管理経費 254,542,353 108,158,074 68,603,534 105,221,646 151,418,770 214,402,500 902,346,877 132,948,334 1,035,295,211

減価償却費 21,494,974 7,100,897 18,048,841 15,833,238 22,331 4,371,134 66,871,415 3,383,398 70,254,813

　　財務費用 21,489 0 0 502,972 178,500 999,745 1,702,706 0 1,702,706

　　雑損 11,191 0 19,000 0 280,143 0 310,334 0 310,334

　事業費用計 2,221,681,538 787,728,891 1,008,145,510 1,282,532,336 1,289,189,851 2,185,297,253 8,774,575,379 321,130,960 9,095,706,339

　事業収益

　　運営費交付金収益 1,657,061,095 550,186,116 705,378,494 900,268,511 1,030,828,470 1,849,566,369 6,693,289,055 316,429,008 7,009,718,063

　　受託収入 0 0 0 2,219,262 251,214,697 275,568,059 529,002,018 0 529,002,018

　　入場料収入 514,039,330 130,218,030 228,342,700 182,000,762 1,728,740 24,975,310 1,081,304,872 0 1,081,304,872

　　展示事業等附帯収入 129,771,217 64,034,431 50,368,751 17,455,831 12,924,990 32,781,619 307,336,839 2,330,942 309,667,781

　　財産利用収入 124,553,020 13,486,781 14,695,130 2,297,818 2,292,337 4,266,473 161,591,559 0 161,591,559

　　寄附金収益 3,296,855 27,830,603 15,736,533 220,000 9,000,000 545,000 56,628,991 0 56,628,991

　　施設費収益 0 7,401,450 0 0 0 0 7,401,450 0 7,401,450

　　資産見返負債戻入 85,071,888 15,465,350 34,599,748 217,937,498 680,168 2,202,989 355,957,641 3,383,398 359,341,039

　　財務収益 14,930 4,491 0 0 0 18,710 38,131 0 38,131

　　雑益 650,017 170,305 78,600 37,012 919,922 1,060,572 2,916,428 32,036 2,948,464

　事業収益計 2,514,458,352 808,797,557 1,049,199,956 1,322,436,694 1,309,589,324 2,190,985,101 9,195,466,984 322,175,384 9,517,642,368

　事業損益 292,776,814 21,068,666 41,054,446 39,904,358 20,399,473 5,687,848 420,891,605 1,044,424 421,936,029
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 （単位：円）

区　　　　　分 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館 東京文化財研究所 奈良文化財研究所 計 共　通 合　計

Ⅱ総資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　流動資産 1,072,492,885 262,711,928 280,987,276 520,604,090 275,513,186 387,447,942 2,799,757,307 314,841,156 3,114,598,463

　固定資産 87,048,026,254 34,668,173,311 29,470,632,688 25,836,792,338 7,348,356,295 6,492,680,242 190,864,661,128 67,987,563 190,932,648,691

　　建物 15,892,447,499 2,595,066,983 5,567,277,824 13,278,543,064 4,428,966,042 4,006,325,912 45,768,627,324 58,190,627 45,826,817,951

　　収蔵品 43,346,332,476 22,477,330,098 19,447,050,151 10,532,647,189 0 94,854,571 95,898,214,485 0 95,898,214,485

　　土地 26,832,788,000 9,071,896,900 3,875,010,204 458,980,000 2,650,000,000 1,522,000,000 44,410,675,104 0 44,410,675,104

　　その他の固定資産 976,458,279 523,879,330 581,294,509 1,566,622,085 269,390,253 869,499,759 4,787,144,215 9,796,936 4,796,941,151

　総資産 88,120,519,139 34,930,885,239 29,751,619,964 26,357,396,428 7,623,869,481 6,880,128,184 193,664,418,435 382,828,719 194,047,247,154

Ⅲ損益外減価償却相当額及び
引当外退職給付増加見積額

　 　 　 　 　 　 　 　 　

　損益外減価償却相当額 800,652,288 154,835,435 271,534,959 685,037,589 302,902,174 326,855,352 2,541,817,797 3,520,264 2,545,338,061

　損益外固定資産除売却相当額 0 1,112,361 0 0 5,804,270 0 6,916,631 0 6,916,631

　損益外減損損失相当額 0 102,356,463 0 0 0 0 102,356,463 0 102,356,463

　前中期目標期間繰越積立金取崩額 -8,334 180,646 0 1,182,154 458,385 3,526,579 5,339,430 0 5,339,430 

　引当外賞与増加見積額 1,293,121 76,792 1,040,444 1,080,236 -138,997 369,862 3,721,458 738,734 4,460,192 

　引当外退職給付増加見積額 36,241,336 34,090,463 -18,382,466 13,834,623 -18,060,650 -70,114,825 -22,391,519 -19,540,204 -41,931,723 

（注）１．事業の種類の区分方法及び事業の内容

⑴　東京国立博物館

我が国を代表する博物館として、日本を中心にして広く東洋諸地域にわたる文化財につい

て収集･保管･展示、調査研究、教育普及事業等を行っております。

⑵　京都国立博物館

平安時代から江戸時代に至る京都文化を中心とした文化財について、収集･保管･展示、調

査研究、教育普及事業等を行っております。

⑶　奈良国立博物館

仏教美術を中心とした文化財について、収集･保管･展示、調査研究、教育普及事業等を

行っております。

⑷　九州国立博物館

日本とアジア諸国との文化交流を中心とした文化財について、収集･保管･展示、調査研

究、教育普及事業等を行っております。

なお、事業の実施に当たっては、福岡県等と連携協力を行っております。

⑸　東京文化財研究所

美術、伝統芸能並びに文化財の保存・修復に関する調査・研究等を行っております。

⑹　奈良文化財研究所

遺跡、建造物、庭園等の不動産的文化財に関する調査・研究等を行っております。

２．事業収益のうち国又は地方公共団体による財源措置等は、運営費交付金収益及び施設費収益で

あります。

３．事業費用のうち共通の項目に含めた配賦不能な金額は321,130,960円であり、全て本部事務局

に係る費用であります。

４．総資産のうち共通の項目に含めた金額は382,828,719円であり、全て本部事務局に係る資産で

あります。

16．関連公益法人等

該当事項なし
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平成19年度　　決算報告書
 （単位：円）

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額 差　　額 備　　考

収　　入

運営費交付金

施設整備費補助金

展示事業等収入

受託収入

その他寄附金等

　

　　計

　

9,042,360,000 

710,555,000 

1,097,979,000 

26,000,000 

0 

　

10,876,894,000 

　

9,042,360,000 

147,891,450 

1,557,733,057 

526,782,756 

148,597,393 

　

11,423,364,656 

　

0 

-562,663,550 

459,754,057 

500,782,756 

148,597,393 

　

546,470,656

　

　

（注記）１

　

（注記）２

　

　

　

支　　出

運営事業費

管理経費

人件費

一般管理費

業務経費

人件費

調査研究事業費

情報公開事業費

研修事業費

国際研究協力事業費

展示出版事業費

展覧事業費

教育普及事業費

　

施設整備費

受託事業費

　

計

　

10,140,339,000 

2,527,446,000 

773,238,000 

1,754,208,000 

7,612,893,000 

2,786,864,000 

1,449,150,000 

160,362,000 

22,500,000 

314,289,000 

163,368,000 

2,591,298,000 

125,062,000 

　

710,555,000 

26,000,000 

　

10,876,894,000

　

10,341,230,369 

1,987,649,696 

796,377,722 

1,191,271,974 

8,353,580,673 

2,686,915,360 

1,261,079,499 

165,814,342 

21,628,021 

248,855,808 

118,692,670 

3,780,269,356 

70,325,617 

　

147,891,450 

486,175,423 

　

10,975,297,242

　

-200,891,369 

539,796,304 

-23,139,722 

562,936,026 

-740,687,673 

99,948,640 

188,070,501 

-5,452,342 

871,979 

65,433,192 

44,675,330 

-1,188,971,356 

54,736,383 

　

562,663,550 

-460,175,423 

　

-98,403,242 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（注記）３

　

　

　

（注記）２

　

　

（注記）

１．施設整備費補助金は翌年度への繰越により当年度交付額が減少したものです。

２．受託収入及び受託事業費について、予算額と決算額の差異が多額になったのは、当初の受入見込み

になかった受託発掘調査、受託調査研究の契約があったためであります。

３．展覧事業費の予算と決算額の差額が多額になったのは、前年度からの繰越額も含めて陳列品の購入

を積極的に行ったためであります。
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独立行政法人国立文化財機構　平成19年度事業報告書

1．国民の皆様へ

　独立行政法人国立文化財機構は、東京・京都・奈良・九州（太宰府）の国立博物館を設置・運営する独

立行政法人国立博物館と、文化財に関する基礎的な調査研究及び先端的な調査研究を実施する独立行政法

人文化財研究所の2法人が統合して設立された法人です。統一的なマネジメントの下で国の文化財保護行

政を総合的に支え、社会の要請に機動的・効果的に対応することを目的として平成19年4月に設置されま

した。

　歴史・伝統文化の保存と継承の中心的拠点としての収蔵品の整備と次代への継承、文化財を活用した歴

史・伝統文化の国内外への発信及び文化財に関する調査・研究の推進等を任務としております。

　統合初年度である19年度は、これまで両法人が実施してきた文化財の保存科学に関する調査研究及び修

復業務について、統一的なマネジメントの下で体系的に実施するため東京文化財研究所に保存修復科学セ

ンターを設置しました。また、同研究所所属の黒田記念館を東京国立博物館へ所属を移して黒田清輝関連

作品の公開機会の拡大を図りました。業務については、「レオナルド・ダ・ヴィンチ展」「狩野永徳展」

「正倉院展」「本願寺展」などを実施して、大きな話題を呼び、4館で総入館者数約356万人の方にお越し

いただきましたが、その一方で会場の混雑や入場規制による待ち時間などの課題も生じました。また、文

化庁に協力して実施した高松塚古墳壁画の保存修復のための石室解体とそれに伴う発掘調査及び石室内カ

ビ問題等の保存対策も社会の注目を頂きました。

　財務面では、国からの運営費交付金による支出は毎年効率化係数により削減されており、極めて厳しい

状況にあります。今後も不断の効率化による支出の削減に努めるとともに、一層の自己収入の増加を目指

して外部資金の獲得などに取り組んでまいります。

　今後の当法人は、国の文化財保護行政の土台をしっかりと支えていくという大きな使命を抱え、文化財

の保存と活用、またそのための基礎研究と最先端の研究という、四つの大きな柱を機能させることを目標

に、更なる活性化を推進すべく努力していく所存です。国民の皆様におかれましては、当法人の事業及び

運営へのご理解とご支援のほどよろしくお願い申し上げます。
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２．基本情報
　⑴　法人の概要

　　①　法人の目的

　独立行政法人国立文化財機構は、博物館を設置して有形文化財（文化財保護法（昭和二十五年法

律第二百十四号）第二条第一項第一号に規定する有形文化財をいう。以下同じ。）を収集し、保管

して公衆の観覧に供するとともに、文化財（同項に規程する文化財をいう。以下に同じ。）に関す

る調査及び研究等を行うことにより、貴重な国民的財産である文化財の保存及び活用を図ることを

目的としております。（独立行政法人国立文化財機構法第三条）

　　②　業務内容

　当法人は、独立行政法人国立文化財機構法第三条の目的を達成するため以下の業務を行います。

⑴　博物館を設置すること。

⑵　有形文化財を収集し、保管して公衆の観覧に供すること。

⑶　前号の業務に関連する講演会の開催、出版物の刊行その他の教育及び普及の事業を行うこと。

⑷　第一号の博物館を文化財の保存又は活用を目的とする事業の利用に供すること。

⑸　文化財に関する調査及び研究を行うこと。

⑹　前号に掲げる業務に係る成果を普及し、及びその活用を促進すること。

⑺　文化財に関する情報及び資料を収集し、整理し、及び提供すること。

⑻　第二号、第三号及び前三号の業務に関し、地方公共団体並びに博物館、文化財に関する調査及

び研究を行う研究所その他これらに類する施設（次号において「地方公共団体等」という。）

の職員に対する研修を行うこと。

⑼　第二号、第三号及び第五号から第七号までの業務に関し、地方公共団体等の求めに応じて援助

及び助言を行うこと。

⑽　前各号の業務に附帯する業務を行うこと。

　　③　沿革

平成19年4月　独立行政法人国立博物館と独立行政法人文化財研究所が統合し、独立行政法人国立

文化財機構として設立

　　④　設立根拠法

独立行政法人国立文化財機構法（平成11年法律第178号）

　　⑤　主務大臣（主務省所管課等）

文部科学大臣（文化庁文化財部美術学芸課）
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⑥　組織図（平成20年3月31日現在）

管理部

企画情報部

無形文化遺産部

保存修復科学
センター

文化遺産国際協力
センター

東京文化財研究所

理事長

事務局

本部事務局長
総務企画課
財務課
経理課

研究調整役

運営委員会

顧問

役員会・理事

監事

外部評価委員会

営業開発部

渉外課

経理課

事業部

　　事業企画課

　　教育普及課

　　情報課

文化財部

　　展示課

　　列品課

　　保存修復課

上席研究員

東京国立博物館

館長

副館長

総務課

学芸課

上席研究員

館長

京都国立博物館

総務課

学芸課

上席研究員

奈良国立博物館

   総務課

学芸部

   企画課

   博物館科学課

   文化財課

九州国立博物館

管理部

　　管理課

　　業務課

　　文化財情報課

企画調整部

文化遺産部

都城発掘調査部

埋蔵文化財
センター

飛鳥資料館長

奈良文化財研究所

副館長

館長

副館長

所長

副所長

館長

副館長

所長

副所長

⑵　本社・支社等の住所

　　　本社：東京都台東区上野公園13－9

　　　支社：東京都台東区上野公園13－9（東京国立博物館）

 東京都台東区上野公園13－43（東京文化財研究所）

 京都府京都市東山区茶屋町527（京都国立博物館）

 奈良県奈良市登大路町50（奈良国立博物館）

 奈良県奈良市二条町2－9－1（奈良文化財研究所）

 福岡県太宰府市石坂4－7－2（九州国立博物館）
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⑶　資本金の状況 （単位：百万円）

区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

政府出資金 86,706 18,008 0 104,714

資本金合計 86,706 18,008 0 104,714

⑷　役員の状況

役職 氏名 任期 担当 経歴

理事長 佐々木丞平 自 平成19年４月１日
至 平成21年３月31日

昭和45年４月 
昭和47年４月 
昭和56年４月 
平成３年３月 
平成12年４月 
平成12年11月 
平成17年３月
平成17年４月 

平成19年３月 

京都府教育委員会
文化庁入庁
京都大学
京都大学文学部教授
京都大学附属図書館長(併任) 
京都大学大学文書館長
退職
(独)国立博物館理事（(兼)京都国立
博物館長）
退職

理事 佐藤禎一 自 平成19年４月１日
至 平成21年３月31日

昭和39年４月
平成９年７月
平成12年３月
平成12年６月
平成12年７月
平成15年１月
平成18年10月

文部省入省
文部事務次官
退職
文部省顧問
日本学術振興会理事長
ユネスコ日本政府代表部特命全権大使
政策研究大学院大学理事（非常勤）

理事 鈴木規夫 自 平成19年４月１日
至 平成21年３月31日

昭和42年３月
昭和46年６月
昭和52年７月
平成13年４月
平成16年３月
平成16年４月
平成17年４月
平成19年３月

東京書籍株式会社 
サントリー美術館 
文化庁入庁
文化庁文化財部文化財鑑査官 
退職
独立行政法人文化財研究所理事 
独立行政法人文化財研究所理事長 
退職（統合による旧法人役員身分の消滅）

理事 遠藤啓 自 平成19年４月１日
至 平成21年３月31日

昭和50年４月
平成13年１月
平成14年８月
平成17年５月
平成17年５月

文部省入省
文化庁文化部長 
内閣府官房審議官（沖縄大学院大学担当） 
文部科学省　退職
北海道大学理事・事務局長 

監事 雪山行二 自 平成19年４月１日
至 平成21年３月31日

昭和51年４月
平成４年９月
平成10年９月
平成10年10月
平成14年４月

国立西洋美術館
国立西洋美術館学芸課長 
退職
愛知県美術館副館長 
横浜美術館長 

監事 篠原啓慶 自 平成19年４月１日
至 平成21年３月31日

昭和38年４月
昭和44年10月
昭和49年２月
昭和53年２月
昭和62年12月
平成10年５月
平成13年４月

三菱工業株式会社入社 
公認会計士芹沢政光事務所入所 
監査法人中央会計事務所 
税理士事務所を開設　現在に至る 
中央監査法人代表社員就任 
同上役職を退任 
独立行政法人国立博物館監事 

（注）経歴の具体的記載内容は、「独立行政法人等の役員に就いている退職公務員等の状況等の公表について」
により公表されているものを参考とする。
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⑸　常勤職員の状況

常勤職員は平成19年度末において344人（前期末比0人減少、0％減）であり、平均年齢は43歳（前期

末42歳）となっている。このうち、国等からの出向者は15人、民間からの出向者は0人です。

３．簡潔に要約された財務諸表
①　貸借対照表

 （単位：百万円）

資産の部 金額 負債の部 金額

流動資産

　現金・預金

　未収金

　その他

　　　流動資産合計

固定資産

　有形固定資産

　　建物

　　収蔵品

　　土地

　　その他

　無形固定資産

　投資その他資産

　　　固定資産合計

2,490

553

71

3,114

45,827

95,898

44,411

4,686

110

1

190,933

流動負債

　運営費交付金債務

　未払金

　その他

　　　　流動負債合計

固定負債

　資産見返負債

　その他の固定負債

　　　　固定負債合計

752

1,805

286

2,843

2,519

33

2,552

負債合計 5,395

純資産の部

資本金

資本剰余金

利益剰余金

104,713

83,220

719

純資産合計 188,652

資産合計 194,047 負債純資産合計 194,047

②　損益計算書

 （単位：百万円）

金額

経常費用（A） 9,096

　業務費

　　人件費

　　業務経費

　　減価償却費

　一般管理費

　　人件費

　　一般管理経費

　　減価償却費

　その他

3,110

3,725

308

846

1,035

70

2

経常収益（B） 9,518

　運営費交付金収益等

　受託収入

　入場料収入

　その他

7,010

529

1,081

898

臨時損益（C） -14

その他調整額（D） 6

当期総利益（B－A＋C＋D） 414
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③　キャッシュ・フロー計算書

 （単位：百万円）

金額

Ⅰ業務活動によるキャッシュ・フロー（A） 2,612

　人件費支出 -3,854

　運営費交付金等収入 9,042

　自己収入等 2,354

　その他の支出 -5,252

　その他収入 322

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー（B） -2,572

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー（C） -20

Ⅳ資金に係る換算差額（D） 0

Ⅴ資金増加額（又は減少額）（E＝A＋B＋C＋D） 20

Ⅵ資金期首残高（F） 2,470

Ⅶ資金期末残高（G＝F＋E） 2,490

④　行政サービス実施コスト計算書

 （単位：百万円）

金額

Ⅰ業務費用 7,013

　損益計算書上の費用

　（控除）自己収入等

9,109

-2,096

（その他の行政サービス実施コスト）

Ⅱ損益外減価償却相当額 2,552

Ⅲ損益外減損損失相当額 102

Ⅳ引当外賞与見積額 5

Ⅴ引当外退職給付増加見積額 -42

Ⅵ機会費用 2,430

Ⅶ（控除）法人税等及び国庫納付額 0

Ⅷ行政サービス実施コスト 12,060

■　財務諸表の科目

①　貸借対照表

現金・預金 ：現金、預金

その他（流動資産） ：たな卸資産、前払費用、未収金など

有形固定資産 ：土地、建物、機械装置、車両、工具、収蔵品など独立行政法人が長期に

わたって使用または利用する有形の固定資産

無形固定資産 ：ソフトウエア、電話加入権など無形の固定資産

その他（固定資産） ：有形固定資産以外の長期資産で、ソフトウエア、電話加入権など具体的

な形態を持たない無形固定資産等が該当

運営費交付金債務等：独立行政法人の業務を実施するために国から交付された運営費交付金、施

設費及び寄附金のうち、未実施の部分に該当する債務残高

未払金等 ：未払金で１年以内に支払期限が到来するもの、給与等に係る未払費用、前
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受金など

その他（流動負債）：給与からの控除額に係る預り金など

資産見返負債 ：固定資産（償却資産）取得額のうち未償却分に相当する額

その他（固定負債）：リース長期未払金など

政府出資金 ：国からの出資金で、独立行政法人の財産的基礎を構成

資本剰余金 ：国から交付された運営費交付金、施設費、または目的積立金、寄付金など

を財源として取得した資産、寄贈により取得した資産で、独立行政法人の

財産的基礎を構成するもの

利益剰余金 ：独立行政法人の業務に関連して発生した剰余金の累計額

繰越欠損金 ：独立行政法人の業務に関連して発生した欠損金の累計額

②　損益計算書

業務費 ：独立行政法人の業務に要した費用

人件費 ：給与、賞与、法定福利費等、独立行政法人の職員等に要する経費

減価償却費 ：業務に要する固定資産の取得原価をその耐用年数にわたって費用として配

分する経費

運営費交付金収益等：国からの運営費交付金、補助金等のうち、当期の収益として認識した収益

自己収入等 ：入場料収入、展示事業付帯収入、受託収入などの収益

その他（収益） ：固定資産の減価償却額について資産見返勘定を取崩した資産見返負債戻入

（収益）など

臨時損益 ：固定資産の売却損益、災害損失等が該当

その他調整額 ：前中期目標期間繰越積立金の取崩額が該当

③　キャッシュ・フロー計算書

業務活動によるキャッシュ・フロー：独立行政法人の通常の業務の実施に係る資金の状態を表

し、サービスの提供等による収入、原材料、商品又はサービスの購入によ

る支出、人件費支出等が該当

投資活動によるキャッシュ・フロー：将来に向けた運営基盤の確立のために行われる投資活動に

係る資金の状態を表し、固定資産の取得・売却等による収入・支出が該当

財務活動によるキャッシュ・フロー：増資等による資金の収入・支出、債券の発行・償還及び借

入れ・返済による収入・支出等、資金の調達及び返済などが該当

④　行政サービス実施コスト計算書

業務費用 ：独立行政法人が実施する行政サービスのコストのうち、独立行政法

人の損益計算書に計上される費用

損益外減価償却相当額 ：償却資産のうち、その減価に対応すべき収益の獲得が予定されな

いものとして特定された資産の減価償却費相当額（損益計算書には

計上していないが、累計額は貸借対照表に記載されている）

損益外減損損失相当額 ：独立行政法人が中期計画等で想定した業務を行ったにもかかわら

ず生じた減損損失相当額（損益計算書には計上していないが、累計

額は貸借対照表に記載されている）

引当外賞与見積額 ：財源措置が運営費交付金により行われることが明らかな場合の賞

与引当金見積額（損益計算書には計上していないが、仮に引き当て

た場合に計上したであろう賞与引当金見積額を貸借対照表に注記し

ている）

引当外退職給付増加見積額：財源措置が運営費交付金により行われることが明らかな場合の退職
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給付引当金増加見積額（損益計算書には計上していないが、仮に引

き当てた場合に計上したであろう退職給付引当金見積額を貸借対照

表に注記している）

機会費用 ：政府から出資された土地・建物等の出資額及び政府から譲与を受け

資本剰余金となっている収蔵品等の金額を市場で運用した場合に得

られたであろう運用益相当額などが該当

４．財務情報（※経年比較の前年度比は、独立行政法人国立博物館と独立行政法人文化財研究所の合
算値（参考情報）との比較によるものです）

⑴　財務諸表の概況

①　経常費用、経常収益、当期総損益、資産、負債、キャッシュ･フローなどの主要な財務データの

経年比較・分析

（経常費用）

　平成19年度の経常費用は9,096百万円と、前年度比51百万円増（0.6％増）となっている。これ

は、展覧業務費が前年度比76百万円増（9.0％増）となったことなどが主な要因である。

（経常収益）

　平成19年度の経常収益は9,518百万円と、前年度28百万円増（0.3％増）となっている。これは、

博物館等に係る入場料収入が前年度比16百万円増（1.5％増）となったことが主な要因である。

（当期総利益）

　上記経常収益の状況及び臨時損失として14百万円を計上した結果、平成19年度の当期総利益は

414百万円と、前年度比77百万円増（22.7％増）となっている。

（資産）

　平成19年度末現在の資産合計は194,047百万円と、前年度末比△391百万円減となっている。これ

は、主な要因は減価償却によるものである。

（負債）

　平成19年度末現在の負債合計は5,395百万円と、前年度末比△713百万円減となっている。これ

は、平成19年4月に文化財研究所を統合した際、文化財研究所の固定資産の減価償却累計額を控除

して承継されたこと等による資産見返運営費交付金の減△306百万円（△12.7％減）が主な要因で

ある。

（業務活動によるキャッシュ・フロー）

　平成19年度の業務活動によるキャッシュ・フローは2,612百万円と、前年度比62百万円増（2.4％

増）となっている。これは、科学研究費等収入が107百万円増（51.8%増）となったことが主な要因

である。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　平成19年度の投資活動によるキャッシュ・フローは△2,572百万円と、前年度比1,027百万円減

（28.6％減）（支出額の減）となっている。これは、有形固定資産の取得による支出が前年度比

1,016百万円減（28.5％減）となったことが主な要因である。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　平成19年度の財務活動によるキャッシュ・フローは△20百万円と、前年度比△2百万円増

（10.8％増）（支出額の増）となっている。これは、リース債務の支払いによる支出が△2百万円

増（10.8％増）となったためである。
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主要な財務データの経年比較（国立文化財機構） （単位：百万円）

区分 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

経常費用 － － － － 9,096

経常収益 － － － － 9,518

当期総利益 － － － － 414

資産 － － － － 194,047

負債 － － － － 5,395

利益剰余金（又は繰越欠損金） － － － － 719

業務活動によるキャッシュ・フロー － － － － 2,612

投資活動によるキャッシュ･フロー － － － － -2,572

財務活動によるキャッシュ・フロー － － － － -20

資金期末残高 － － － － 2,490

〈参考情報〉主要な財務データの経年比較（国立博物館） （単位：百万円）

区分 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

経常費用 4,776 5,709 6,579 5,390 －

経常収益 5,081 5,414 6,486 5,780 －

当期総利益 314 -65 -84 287 －

資産 157,324 174,883 175,305 175,633 －

負債 2,437 5,148 4,827 4,762 －

利益剰余金（又は繰越欠損金） 750 187 21 290 －

業務活動によるキャッシュ・フロー 1,518 1,956 1,298 2,642 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 0 0 0 0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 51 0 -13 -13 －

資金期末残高 3,267 3,789 2,672 2,076 －

〈参考情報〉主要な財務データの経年比較（文化財研究所） （単位：百万円）

区分 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

経常費用 3,555 3,565 3,684 3,655 －

経常収益 3,496 3,628 3,656 3,712 －

当期総利益 -31 86 -17 50 －

資産 19,859 19,527 19,212 18,806 －

負債 1,107 1,139 1,266 1,345 －

利益剰余金（又は繰越欠損金） 86 151 121 54 －

業務活動によるキャッシュ・フロー -213 156 -74 -92 －

投資活動によるキャッシュ･フロー 0 0 0 0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー -1 -1 -4 -5 －

資金期末残高 984 1,024 866 394 －

（注１）当年度を含めて5年度の推移を記載する。
（注２）対前年度比において著しい変動が生じている場合は、その理由を脚注する。
（注３）各計数に重要な影響を及ぼす事象（会計方針の変更等）がある場合は、その旨脚注する。

②　セグメント事業損益の経年比較・分析

（区分経理によるセグメント情報）

　一般勘定の事業損益は422百万円、対前年度比△23百万円の減（△5.2％減）となっているが、

これを施設毎に分析していくと、東京国立博物館においては、入場料収入の増加が主な要因とな

り、対前年度比169百万円の増（136.6％増）となっている。
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　京都国立博物館においては、入場料収入の減少が主な要因となり、対前年度比△15百万円の減

（△41.8％減）となっている。

　奈良国立博物館と九州国立博物館においては、入場料収入と展示事業等附帯収入の減少が主な

要因となり、奈良国立博物館は対前年度比△56百万円の減（△57.9％減）、九州国立博物館は対

前年度比△88百万円の減（△68.8％減）となっている。

　東京文化財研究所においては、資産の所属換えによる減価償却費の減少が主な要因となり、対

前年度比8百万円の増（67.1％増）となっている。

　奈良文化財研究所においては、共同研究における研究分担金の増加が主な原因となり、

△5百万円の減（△48.2％減）となっている。

事業損益の経年比較（一般勘定） （単位：百万円）

国立文化財機構 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

　東京国立博物館 － － － － 293

　京都国立博物館 － － － － 21

　奈良国立博物館 － － － － 41

　九州国立博物館 － － － － 40

　東京文化財研究所 － － － － 20

　奈良文化財研究所 － － － － 6

　共通 － － － － 1

計 － － － － 422

〈参考情報〉事業損益の経年比較（一般勘定） （単位：百万円）

国立博物館 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

　東京国立博物館 157 -265 -7 124 －

　京都国立博物館 129 -8 -22 36 －

　奈良国立博物館 17 -21 -8 97 －

　九州国立博物館 該当なし 該当なし -50 128 －

　共通 2 -1 -6 2 －

計 305 -295 -93 387 －

〈参考情報〉事業損益の経年比較（一般勘定）　 （単位：百万円）

文化財研究所 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

　東京文化財研究所 -18 9 -20 12 －

　奈良文化財研究所 -53 38 -69 11 －

　共通 12 16 61 35 －

計 -59 63 -28 58 －

③　セグメント総資産の経年比較・分析

（区分経理によるセグメント情報）

　一般勘定の総資産は194,047百万円、前年度比△391百万円の減（△0.2％減）となっている。こ

れを施設毎に分析していくと、東京国立博物館においては、統合により黒田記念館にかかる資産

の承継による増加等が主な要因となり、対前年度比3,625百万円の増（4.3％増）となっている。

　京都国立博物館においては、平常展示館建替工事に伴う建設仮勘定の増加が主な要因となり、

対前年度比308百万円の増（0.9％増）となっている。

　奈良国立博物館と九州国立博物館においては、通常の減価償却費の計上による減少のみであ

り、奈良国立博物館は対前年度比△163百万円の減（△0.5％減）、九州国立博物館は対前年度比
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△72百万円の減（△0.3％減）となっている。

  東京文化財研究所においては、統合により黒田記念館にかかる資産の所属換えが主な要因と

なって対前年度比△3,821百万円の減（△33.4％減）、奈良文化財研究所においても、統合によ

る各資産の減少が主な要因となり、対前年度比△355百万円の減（△4.9％減）となっている。

総資産の経年比較（一般勘定） （単位：百万円）

国立文化財機構 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

　東京国立博物館 － － － － 88,121

　京都国立博物館 － － － － 34,931

　奈良国立博物館 － － － － 29,751

　九州国立博物館 － － － － 26,357

　東京文化財研究所 － － － － 7,624

　奈良文化財研究所 － － － － 6,880

　共通 － － － － 383

計 － － － － 194,047

〈参考情報〉総資産の経年比較（一般勘定） （単位：百万円）

国立博物館 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

　東京国立博物館 92,158 91,664 84,744 84,496 －

　京都国立博物館 34,001 34,094 34,493 34,623 －

　奈良国立博物館 29,350 29,345 29,535 29,915 －

　九州国立博物館 該当なし 該当なし 25,693 26,430 －

　共通 1,815 19,780 840 169 －

計 157,324 174,883 175,305 175,633 －

〈参考情報〉総資産の経年比較（一般勘定） （単位：百万円）

文化財研究所 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

　東京文化財研究所 12,206 11,973 11,714 11,445 －

　奈良文化財研究所 7,098 7,062 7,074 7,235 －

　共通 555 492 424 126 －

計 19,859 19,527 19,212 18,806 －

④　目的積立金の申請、取崩内容等

　当期総利益413,921,747円のうち、中期計画の剰余金の使途において定めた博物館・研究所業務

に充てるため、198,444,365円を目的積立金として申請している。

　当期利益のうち215,477,382円は、目的積立金の申請対象としていないが、このうち477,382円に

ついては、消費税の還付にかかる利息や国から承継した資産（車両）の売却に伴う収益など、法人

の自己努力によらない分である。

　215,000,000円については、17年度に購入した収蔵品の分割払いの財源に自己収入を充てたこと

によるもので、簿記上は「現金・預金」が「固定資産（収蔵品）」に変わるだけで費用が発生しな

いため、費用と収益が相殺されず見かけ上残る利益であり、目的積立金の申請対象にはならないも

のである。

　なお、この場合の収蔵品購入の財源選択については、運営費交付金による取得を予定していたも

のであるが、前年度決算時において中期目標期間を超えた分割払いの場合の財源処理についての指

導があり、19年度の支出分についても自己財源で処理することとなったものである。
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⑤　行政サービス実施コスト計算書の経年比較・分析

　平成19年度の行政サービス実施コストは12,060百万円と、前年度比△432百万円減（△3.5％減）

となっている。これは、政府出資金等の機会費用の計算利率の低下による減少が主な要因である。

行政サービス実施コストの経年比較 （単位：百万円）

区分　国立文化財機構 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

業務費用 － － － － 7,013

　うち損益計算書上の費用 － － － － 9,109

　うち自己収入 － － － － -2,096

損益外減価償却相当額 － － － － 2,545

損益外減損損失相当額 － － － － 102

損益外固定資産除売却相当額 － － － － 7

引当外賞与見積額 － － － － 5

引当外退職給付増加見積額 － － － － -42

機会費用 － － － － 2,430

　（控除）法人税等及び国庫納付金 － － － － 0

行政サービス実施コスト － － － － 12,060

〈参考情報〉行政サービス実施コストの経年比較 （単位：百万円）

区分　国立博物館 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

業務費用 3,829 4,659 5,086 3,973 －

　うち損益計算書上の費用 4,788 5,710 6,606 5,492 －

　うち自己収入 -959 -1,051 -1,520 -1,519 －

損益外減価償却相当額 1,444 1,492 2,008 1,881 －

損益外減損損失相当額 0 0 34 2 －

損益外固定資産除売却相当額 7 8 0 18 －

引当外賞与見積額 0 0 0 0 －

引当外退職給付増加見積額 -57 45 -20 112 －

機会費用 2,086 2,061 2,895 2,694 －

　（控除）法人税等及び国庫納付金 0 0 0 0 －

行政サービス実施コスト 7,309 8,265 10,003 8,680 －

〈参考情報〉行政サービス実施コストの経年比較 （単位：百万円）

区分　文化財研究所 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

業務費用 3,302 3,235 3,139 2,930 －

　うち損益計算書上の費用 3,556 3,565 3,686 3,662 －

　うち自己収入 -254 -330 -547 -732 －

損益外減価償却相当額 426 429 420 424 －

損益外減損損失相当額 0 0 0 2 －

損益外固定資産除売却相当額 6 0 0 0 －

引当外賞与見積額 0 0 0 0 －

引当外退職給付増加見積額 -33 -21 -21 36 －

機会費用 417 382 449 420 －

　（控除）法人税等及び国庫納付金 0 0 0 0 －

行政サービス実施コスト 4,118 4,025 3,987 3,812 －
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⑵　施設等投資の状況（重要なもの）

　　①当事業年度中に完成した主要施設等

　　　〈奈良文化財研究所〉

　　　　文化財大型資料用非破壊蛍光Ｘ線分析装置（取得原価　25百万円）

　　②当事業年度において継続中の主要施設等の新設・拡充

　　　〈京都国立博物館〉

　　　　京都国立博物館平常展示館建替工事

　　③当事業年度中に処分した主要施設等

　　　　該当無し

⑶　予算・決算の概況

　国立文化財機構 (単位：百万円)

区分
平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 差額理由

《収入》

　運営費交付金 - - - - - - - - 9,042 9,042

　施設整備費補助金 - - - - - - - - 711 148 次年度へ繰越

　展示事業収入 - - - - - - - - 1,098 1,558

　その他寄付金等 - - - - - - - - 0 148

　受託収入 - - - - - - - - 26 527 当初見込外契約の増加

計 - - - - - - - - 10,877 11,423

《支出》

- - - - - - - - 10,140 10,341　運営事業費

　・人件費 - - - - - - - - 3,560 3,483

　・業務経費 - - - - - - - - 6,580 6,858

　（一般管理費） - - - - - - - - 1,754 1,191

　（展覧事業費） - - - - - - - - 2,591 3,780 陳列品購入増加

　（調査研究事業費） - - - - - - - - 1,449 1,261

　（教育普及事業費） - - - - - - - - 125 70

　（国際研究協力事業費） - - - - - - - - 314 249

　（情報公開事業費） - - - - - - - - 161 166

　（研修事業費） - - - - - - - - 23 22

　（展示出版事業費） - - - - - - - - 163 119

　受託事業費 - - - - - - - - 26 486 当初見込外契約の増加

　施設整備費 - - - - - - - - 711 148 次年度へ繰越

計 - - - - - - - - 10,877 10,975
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〈参考情報〉国立博物館 （単位：百万円）

区分
平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 差額理由

《収入》

　運営費交付金 5,128 5,128 5,956 5,956 6,622 6,622 6,103 6,103 - -

　施設整備費補助金 39 39 2,470 2,159 312 312 0 0 - -

　展示事業収入 574 917 580 995 681 1,339 1,045 1,478 - -

　その他寄付金等 0 41 0 51 0 51 0 51 - -

　その他収入 0 51 0 0 0 0 0 0 - -

計 5,741 6,176 9,006 9,161 7,615 8,324 7,148 7,632 - -

《支出》

　運営費事業費 5,702 5,346 6,536 7,179 7,303 9,158 7,148 6,863 - -

　・人件費 2,139 2,181 2,277 2,345 2,316 2,257 2,367 2,083 - -

　・業務経費 3,563 3,165 4,259 4,834 4,987 6,901 4,781 4,780 - -

　（一般管理費） 476 628 403 664 789 1,001 830 860 - -

　（展覧事業費） 2,023 1,714 1,983 2,580 3,311 4,744 3,143 2,984 - -

　（調査研究事業費） 483 407 448 573 771 1,039 692 868 - -

　（教育普及事業費） 121 84 106 114 116 117 116 68 - -

　（九州国立博物館（仮称）

設立等準備事業費）
460 332 1,319 903 0 0 0 0 - -

　施設整備費 39 39 2,470 2,159 312 808 0 518 - -

計 5,741 5,385 9,006 9,338 7,615 9,966 7,148 7,381 - -

〈参考情報〉文化財研究所 （単位：百万円）

区分
平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 差額理由

《収入》

　運営費交付金 3,086 3,086 3,216 3,216 3,046 3,046 2,985 2,985 - -

　展示事業等収入 21 42 21 41 21 43 42 63 - -

　受託収入 29 188 27 257 27 475 26 627 - -

　附帯収入 0 3 0 3 0 6 0 10 - -

　その他寄付金等 0 8 0 8 0 18 0 8 - -

　固定資産売却益 0 0 0 2 0 0 0 0 - -

計 3,136 3,327 3,264 3,527 3,094 3,588 3,053 3,693 - -

《支出》

　運営事業費 3,107 3,251 3,237 3,192 3,067 3,145 3,027 3,024 - -

　・人件費 1,260 1,320 1,367 1,307 1,256 1,305 1,320 1,301 - -

　・調査研究事業費 636 660 630 661 613 637 583 623 - -

　・展示出版事業費 157 192 152 137 140 131 165 140 - -

　・情報公開事業費 172 219 181 197 179 186 162 187 - -

　・研修事業費 23 23 24 24 23 23 23 24 - -

　・国際研究協力事業費 257 259 321 327 321 329 317 286 - -

　・平城宮跡公開活用支援事業費 72 75 70 69 67 80 0 0 - -

　・管理費 530 503 492 470 468 454 457 463 - -

　施設整備費 0 0 0 14 0 36 0 516 - -

　受託事業費 29 184 27 249 27 466 26 590 - -

　附帯業務費 0 2 0 2 0 3 0 6 - -

　その他寄付金 0 8 0 8 0 18 0 8 - -

計 3,136 3,445 3,264 3,465 3,094 3,668 3,053 4,144 - -
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⑷　経費削減及び効率化目標との関係

　当法人においては、当中期目標期間終了年度における一般管理費を、前中期目標期間の最終年度に

比べて、毎事業年度につき新規に追加される業務、拡充業務分等を除き5年期間中で一般管理費15％

以上の削減を目標としている。

　この目標を達成するため、具体的には下記の措置を講じる。

①　共通的な事務の一元化による業務の効率化

②　使用資源の減少

　　　・省エネルギー（5年期間中1年に1.03％の減少）

　　　・廃棄物減量化（一般廃棄物排出量を5年期間中5％減少）

　　　・リサイクルの推進（古紙の回収、ディスプレイ材料の再利用徹底等）

③施設有効使用の推進

　　　・施設の利用推進

④民間委託の推進

　　　・一般管理部門を含めた組織・業務の見直しを行い、民間開放をさらに積極的に進める。

　　　・各施設の警備・清掃業務について民間委託を推進する。

　　　・来館者サービスを中心に業務の見直しを行い、民間委託を積極的に進める。

⑤競争入札の推進

　　　・契約業者の競合を一層推進することにより、経費の効率化を図る。

　　　・包括契約、近隣他機関や法人内同一地域での共同購入及び複数年契約への変更等により、経費の

効率化を図る。

国立文化財機構

（一般管理費全体で削減目標を定めているため区分は「一般管理費」のみ （単位：百万円）

区分

前中期目標期間終了年度 当中期目標期間

金額 比率
平成18年度 平成19年度

金額 比率 金額 比率

一般管理費 1,455 100% - - 1,191 81.9%

 ※比率は対前中期目標終了年度

〈参考情報〉国立博物館

（一般管理費全体で削減目標を定めているため区分は「一般管理費」のみ） （単位：百万円）

区分

前中期目標期間終了年度 当中期目標期間

金額 比率
平成18年度 平成19年度

金額 比率 金額 比率

一般管理費 1,001 100% 860 85.9% - -

 ※比率は対前中期目標期間終了年度

〈参考情報〉文化財研究所

（一般管理費全体で削減目標を定めているため区分は「一般管理費」のみ） （単位：百万円）

区分

前中期目標期間終了年度 当中期目標期間

金額 比率
平成18年度 平成19年度

金額 比率 金額 比率

一般管理費 454 100% 463 102.0% - -

 ※比率は対前中期目標期間終了年度
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Ⅲ　財務諸表

５．事業の説明
⑴　財源構造

　当法人の経常収益は9,518百万円で、その内訳は、運営費交付金収益7,010百万円（収益の

73.6％）、受託収入529百万円（5.6％）、入場料収入1,081百万円（11.4％）、展示事業等附帯収入

310百万円（3.2％）、財産利用収入162百万円（1.7％）、寄附金収益57百万円（0.6％）、施設費収

益7百万円（0.1％）、資産見返負債戻入359百万円（3.8％）、雑益3百万円（0％）となっている。

⑵　財務データ及び業務実績報告書と関連付けた事業説明

ア　調査研究事業

　調査研究事業は、文化財に関する基礎的・体系的な調査・研究を通して、国内の機関との共同研

究や研究交流を深め、種々の課題に取り組むことにより、国・地方公共団体における文化財保護施

策の企画・立案、文化財の評価等に関する基盤の形成に寄与すること及び、文化財の調査手法に関

する研究・開発を推進し、文化財を生み出した文化的・歴史的・自然的環境等の背景やその変化の

過程を明らかにすることに寄与することを目的としている。

　事業に要した費用は、（平成19年度1,261百万円）となっており、その財源は、運営費交付金

（平成19年度1,209百万円）、自己収入（平成19年度52百万円）となっている。

イ　情報公開事業費

　情報公開事業は、調査・研究に基づく資料の作成及び文化財に関連する資料の収集・整理・保管

を行うとともに、調査・研究成果を積極的に公表・公開し、研究者や広く一般の人が調査・研究成

果を容易に入手できるようにすることを目的としている。

　事業に要した費用は、（平成19年度166百万円）となっており、その財源は、運営費交付金（平

成19年度160百万円）、自己収入（平成19年度6百万円）となっている。

ウ　研修事業

　研修事業は、文化財に関する高度な研究成果をもとに、地方公共団体等で中核となる文化財担当

者に埋蔵文化財に関する研修及び、保存科学に関する保存担当学芸員研修等を行うことにより、文

化財保護に必要な人材を養成することを目的としている。

　事業に要した費用は、（平成19年度22百万円）となっており、その財源は、運営費交付金のみで

ある。

エ　国際研究協力事業

　国際研究協力事業は、文化財の保存・修復に関する国際研究協力に関する事業を有機的・総合的

に展開することにより、人類共通の財産である文化財の保存・修復に関する国際研究協力を通じ

て、我が国の国際貢献に寄与することを目的としている。

　事業に要した費用は、（平成19年度249百万円）となっており、その財源は、運営費交付金（平

成19年度242百万円）、自己収入（平成19年度7百万円）となっている。

オ　展示出版事業

　展示出版事業は、文化財に関する調査・研究に基づく成果について刊行物を発行するとともに、

公開講演会、現地説明会、国際シンポジウムの開催等により、積極的に公開・提供すること及び、

研究成果の公開施設としての役割を強化する観点から展示を充実させ、調査・研究成果の内容を広

く一般に理解を深めてもらうことを目的としている。

　事業に要した費用は、（平成19年度119百万円）となっており、その財源は、運営費交付金（平

成19年度111百万円）、自己収入（平成19年度8百万円）となっている。

カ　展覧事業

　展覧事業は、各国立博物館の特色を十分に発揮した体系的・通史的なものとするとともに、最新

の研究成果を基に、日本の歴史・伝統文化及び東洋文化の理解の促進に寄与する展示を実施するこ
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と及び、国内外の博物館と連携した我が国の中心的拠点にふさわしい質の高い展示を行うことを目

的としている。

　事業に要した費用は、（平成19年度3,780百万円）となっており、その財源は、運営費交付金

（平成19年度2,713百万円）、自己収入（平成19年度1,067百万円）となっている。

キ　教育普及事業

　教育普及事業は、日本の歴史・伝統文化及び東洋文化への理解促進を図るための中心的拠点とし

て相応しい事業を重点的に行うこと及び、教育普及活動の充実に寄与するようボランティア活動を

支援し、ボランティアの資質向上に努めることを目的としている。

　事業に要した費用は、（平成19年度70百万円）となっており、その財源は、運営費交付金のみと

なっている。

ク 受託事業

　受託事業は、高松塚古墳、キトラ古墳の保存対策事業など我が国の文化財保護政策上重要かつ緊

急に保存及び修復の措置等を行うことが必要となった文化財について、国・地方公共団体の要請に

応じて、保存措置等のために必要な実践的な調査・研究を迅速かつ適切に実施することを目的とし

ている。

　事業に要した費用は、（平成19年度486百万円）となっており、その財源は、受託収入のみと

なっている。

 以上
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い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。
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文
部
科
学
省
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
 
文
化
分
科
会

国
立
文
化
財
機
構
部
会
委
員
名
簿

 
（

五
十

音
順

）

（
委

　
　

員
）

　
　

河
野

　
　

栄
子

Ｄ
Ｉ

Ｃ
株

式
会

社
社

外
取

締
役

　
○

竹
内

　
　

順
一

財
団

法
人

永
青

文
庫

館
長

、
茨

城
県

陶
芸

美
術

館
館

長

（
臨

時
委

員
）

　
　

池
上

　
　

徹
彦

宇
宙

開
発

委
員

会
委

員

　
　

吉
川

　
　

周
平

京
都

市
立

芸
術

大
学

名
誉

教
授

　
　

嶋
田

　
実

名
子

花
王

株
式

会
社

コ
ー

ポ
レ

ー
ト

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
部

門
Ｃ

Ｓ
Ｒ

推
進

部
長

　
　

武
田

　
佐

知
子

国
立

大
学

法
人

大
阪

大
学

理
事

・
副

学
長

 
　

　
　

増
澤

　
　

文
武

財
団

法
人

元
興

寺
文

化
財

研
究

所
名

誉
研

究
員

　
　

宮
島

　
　

博
和

公
認

会
計

士

 
○

：
部

会
長
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Ⅳ　評価

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
の
平
成
19
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価

項
目
別
評
価
総
表

項
目
名

中
期
目
標
期
間
中
の
評
価
の
経
年
変
化
※

項
目
名

中
期
目
標
期
間
中
の
評
価
の
経
年
変
化
※

1
8
年
度

1
9
年
度

2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

1
8
年
度

1
9
年
度

2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

博
物
館

研
究
所

博
物
館

研
究
所

（
大

項
目

名
）

国
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質
の
向
上
に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置

Ａ
Ａ

Ａ
（

中
項

目
名

）
文

化
財

の
保

存
・

修
復

に
関

す
る

国
際

協
力

の
推
進

Ａ
Ｓ

（
中

項
目

名
）

日
本

の
歴

史
・

伝
統

文
化

及
び

東
洋

文
化

の
保

存
と

継
承
の
中
心
的
拠
点
と
し
て
の
収
蔵
品
の
整
備
と
、
次
代
へ
の
継
承

Ａ
Ａ

（
小
項
目
名
）
国
際
協
力
に
関
す
る
研
究
基
盤
の
整
備

Ａ
Ｓ

（
小
項
目
名
）
収
蔵
品
の
収
集

Ａ
Ａ

（
小
項
目
名
）
保
存
修
復
に
関
す
る
技
術
移
転
の
推
進

Ａ
Ｓ

（
小
項
目
名
）
収
蔵
品
の
管
理
、
保
存

Ａ
Ｂ

（
中
項
目
名
）
情
報
発
信
機
能
の
強
化

Ａ
Ａ

（
小
項
目
名
）
収
蔵
品
の
修
理
、
保
存
処
理

Ａ
Ａ

（
小
項
目
名
）
情
報
基
盤
の
整
備
充
実

Ａ
Ａ

（
小
項
目
名
）
収
集
、
保
管
の
た
め
の
調
査
研
究

Ａ
－

（
小
項
目
名
）
調
査
研
究
成
果
の
公
開
・
提
供

Ａ
Ａ

（
中

項
目

名
）

文
化

財
を

活
用

し
た

日
本

の
歴

史
・

伝
統

文

化
の
国
内
外
へ
の
発
信

Ｂ
Ａ

（
小
項
目
名
）
公
開
施
設
の
運
用

Ａ
Ａ

（
小
項
目
名
）
展
示
の
充
実

Ｓ
Ｓ

（
小
項
目
名
）
情
報
発
信
機
能
の
強
化

Ｂ
Ａ

（
小
項
目
名
）
歴
史
・
伝
統
文
化
の
理
解
促
進

Ａ
Ａ

（
中

項
目

名
）

地
方

公
共

団
体

へ
の

協
力

等
に

よ
る

文
化

財

保
護
の
質
的
向
上

Ａ
Ａ

（
小

項
目

名
）

展
示
、

教
育

普
及

活
動

な
ど

の
博

物
館
 

活
動
の
た
め
の
調
査
研
究

Ａ
－

（
小

項
目

名
）

地
方

公
共

団
体

や
大

学
、

研
究

機
関

と
の

連
携
・
協
力
体
制
の
構
築

Ａ
Ａ

（
小
項
目
名
）
快
適
な
観
覧
環
境
の
提
供

Ｂ
Ａ

（
小

項
目

名
）

中
核

的
文

化
財

担
当

者
の

研
修
・

若
手

研

究
者
の
育
成

Ａ
Ｓ

（
中

項
目

名
）

我
が

国
に

お
け

る
博

物
館

の
ナ

シ
ョ

ナ
ル

セ

ン
タ
ー
と
し
て
博
物
館
活
動
全
体
の
活
性
化
に
寄
与

Ａ
Ａ

（
大

項
目

名
）

業
務

の
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に
と
る
べ
き
措
置

Ａ
Ａ

Ａ

（
小
項
目
名
）
調
査
研
究
成
果
の
発
信

Ａ
（
小
項
目
名
）
業
務
の
効
率
化

Ａ
（
Ａ
）

Ａ

（
小
項
目
名
）
海
外
研
究
者
の
招
聘

Ａ
（
小
項
目
名
）
外
部
評
価
等
の
実
施

Ａ
（
Ａ
）

Ｂ

（
小

項
目

名
）

博
物

館
等

関
係

者
や

修
理

技
術

関
係

者
等

を
対
象
と
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
、
実
施

Ａ
（
小
項
目
名
）
情
報
の
安
全
向
上

Ａ
Ａ

（
小
項
目
名
）
収
蔵
品
貸
与
の
推
進

Ａ
（
小
項
目
名
）
人
件
費
の
削
減

Ａ
（
Ａ
）

Ａ

（
小

項
目

名
）

公
私

立
博

物
館
・

美
術

館
等

に
対

す
る

援

助
・
助
言

Ａ
（
大
項
目
名
）
財
務
・
人
事

Ａ
Ａ

Ａ

（
中
項
目
名
）
文
化
財
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
の
推
進

Ａ
Ａ

（
小
項
目
名
）
予
算
（
人
件
費
の
見
積
も
り
を
含
む
）
、
収

支
計
画
及
び
資
金
計
画

Ａ
Ａ

Ａ

（
小
項
目
名
）
調
査
研
究
の
目
的
、
内
容
の
適
切
性

Ｓ
Ａ

（
小
項
目
名
）
人
事
計
画
に
関
す
る
計
画

Ａ
Ａ

Ａ

（
小
項
目
名
）
調
査
研
究
の
実
施
状
況

Ｓ
Ａ

（
小
項
目
名
）
調
査
研
究
の
成
果
の
状
況

Ａ
Ａ

※
当
該
中
期
目
標
期
間
の
初
年
度
か
ら
経
年
変
化
を
記
載
。

備
考
（
法
人
の
業
務
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
意
見
募
集
結
果
の
評
価
へ
の
反
映
に
対
す
る
説
明
等
）

本
法
人
の
業
務
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
意
見
募
集
を
実
施
し
た
結
果
、
意
見
は
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
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【
参
考
資
料
１
】
予
算
、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画
に
対
す
る
実
績
の
経
年
比
較
（
過
去
5
年
分
を
記
載
）
 

（
単
位
：
百
万
円
）

区
分

1
9
年
度

2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

2
3
年
度

区
分

1
9
年
度

2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

2
3
年
度

収
入

支
出

　
運
営
費
交
付
金

9
,
0
4
2
 

運
営
事
業
費

1
0
,
3
4
1
 

　
施
設
整
備
費
補
助
金

1
4
8
 

　
人
件
費

3
,
4
8
3
 

　
展
示
事
業
収
入

1
,
5
5
8
 

　
一
般
管
理
費

1
,
1
9
1
 

　
受
託
収
入

5
2
7
 

　
業
務
経
費

5
,
6
6
7
 

　
そ
の
他
寄
附
金
等

1
4
9
 

　
　
調
査
研
究
事
業
費

1
,
2
6
1
 

　
　
情
報
公
開
事
業
費

1
6
6
 

　
　
研
修
事
業
費

2
2
 

　
　
国
際
研
究
協
力
事
業
費

2
4
9
 

　
　
展
示
出
版
事
業
費

1
1
9
 

　
　
展
覧
事
業
費

3
,
7
8
0
 

　
　
教
育
普
及
事
業
費

7
0
 

施
設
整
備
費

1
4
8
 

受
託
事
業
費

4
8
6
 

　
計

1
1
,
4
2
4
 

　
計

1
0
,
9
7
5
 

備
考
（
指
標
に
よ
る
分
析
結
果
や
特
異
的
な
デ
ー
タ
に
対
す
る
説
明
等
）

 
（
単
位
：
百
万
円
）

区
分

1
9
年
度

2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

2
3
年
度

区
分

1
9
年
度

2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

2
3
年
度

費
用

収
益

　
経
常
経
費

9
,
0
9
5
 

　
運
営
費
交
付
金
収
益

7
,
0
1
0
 

　
人
件
費

3
,
9
5
6
 

　
受
託
収
入

5
2
9
 

　
一
般
管
理
費

1
,
0
3
5
 

　
展
示
事
業
等
の
収
入

1
,
5
5
6
 

　
業
務
経
費

4
,
1
0
4
 

　
寄
附
金
収
益

5
7
 

　
　
調
査
研
究
事
業
費

8
8
6
 

　
施
設
費
収
益

7
 

　
　
情
報
公
開
業
務
費

1
4
1
 

　
資
産
見
返
負
債
戻
入

3
5
9
 

　
　
研
修
業
務
費

2
0
 

　
臨
時
利
益

0
 

　
　
国
際
研
究
協
力
業
務
費

2
4
8
 

　
　
展
示
出
版
業
務
費

1
0
8
 

　
　
展
覧
業
務
費

1
,
7
6
8
 

　
　
教
育
普
及
業
務
費

7
0
 

　
　
受
託
業
務
費

4
8
3
 

　
　
減
価
償
却
費

3
7
8
 

　
　
雑
損
等

2
 

　
臨
時
損
失

1
4
 

　
計

9
,
1
0
9
 

　
計

9
,
5
1
8
 

純
利
益

4
0
9
 

目
的
積
立
金
取
崩
額

5
 

総
利
益

4
1
4
 

備
考
（
指
標
に
よ
る
分
析
結
果
や
特
異
的
な
デ
ー
タ
に
対
す
る
説
明
等
）



― 571 ―

Ⅳ　評価

（
単
位
：
百
万
円
）

区
分

1
9
年
度

2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

2
3
年
度

区
分

1
9
年
度

2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

2
3
年
度

資
金
支
出

資
金
収
入

　
業
務
活
動
に
よ
る
支
出

9
,
1
0
7
 

　
業
務
活
動
に
よ
る
収
入

1
1
,
7
1
9
 

　
投
資
活
動
に
よ
る
支
出

2
,
5
7
5
 

　
　
運
営
費
交
付
金
に
よ
る
収
入

9
,
0
4
2
 

　
財
務
活
動
に
よ
る
支
出

2
0
 

　
　
展
示
事
業
等
に
よ
る
収
入

2
,
6
7
7
 

　
翌
年
度
へ
の
繰
越
金

2
,
4
9
0
 

　
投
資
活
動
に
よ
る
収
入

3
 

　
　
施
設
費
に
よ
る
収
入

0
 

　
　
固
定
資
産
売
却
に
よ
る
収
入

3
 

　
財
務
活
動
に
よ
る
収
入

0
 

　
前
年
度
よ
り
の
繰
越
金

2
,
4
7
0
 

　
計

1
4
,
1
9
2
 

　
計

1
4
,
1
9
2
 

備
考
（
指
標
に
よ
る
分
析
結
果
や
特
異
的
な
デ
ー
タ
に
対
す
る
説
明
等
）

【
参
考
資
料
２
】
貸
借
対
照
表
の
経
年
比
較
（
過
去
5
年
分
を
記
載
）
 

（
単
位
：
百
万
円
）

区
分

1
9
年
度

2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

2
3
年
度

区
分

1
9
年
度

2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

2
3
年
度

資
産

負
債

　
流
動
資
産

3
,
1
1
4
 

　
流
動
負
債

2
,
8
4
3
 

　
固
定
資
産

1
9
0
,
9
3
3
 

　
固
定
負
債

2
,
5
5
2
 

　
負
債
合
計

5
,
3
9
5
 

純
資
産

　
資
本
金

1
0
4
,
7
1
3
 

　
資
本
剰
余
金

8
3
,
2
2
0
 

　
利
益
剰
余
金

7
1
9
 

　
（
う
ち
当
期
未
処
分
利
益
）

4
1
4
 

　
純
資
産
合
計

1
8
8
,
6
5
2
 

資
産
合
計

1
9
4
,
0
4
7
 

負
債
純
資
産
合
計

1
9
4
,
0
4
7
 

備
考
（
指
標
に
よ
る
分
析
結
果
や
特
異
的
な
デ
ー
タ
に
対
す
る
説
明
等
）
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【
参
考
資
料
３
】
利
益
（
又
は
損
失
）
の
処
分
に
つ
い
て
の
経
年
比
較
（
過
去
5
年
分
を
記
載
）
（
単
位
：
百
万
円
）

区
分

1
9
年
度

2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

2
3
年
度

Ⅰ
　
当
期
未
処
分
利
益

　
当
期
総
利
益

4
1
4

　
前
期
繰
越
欠
損
金

0

Ⅱ
　
利
益
処
分
額

　
積
立
金

2
1
6

　
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
44
条
第
3項

に
よ
り

　
主
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
額

1
9
8

　
　
業
務
拡
充
積
立
金

1
9
8

　
　
施
設
改
修
積
立
金

0

備
考
（
指
標
に
よ
る
分
析
結
果
や
特
異
的
な
デ
ー
タ
に
対
す
る
説
明
等
）

平
成

1
9
年

度
の

当
期

総
利

益
4
1
4
百

万
円

の
主

な
発

生
要

因
に

つ
い

て
は
、

展
示

事
業

等
収

入
及

び
受

託
収

入
が

多
か

っ
た

た
め

で
あ

る
。

な
お
、

平
成

1
9
年

度
利

益
処

分
額

の
う

ち
業

務
拡

充
積

立
金

1
9
8
百

万
円

に

つ
い
て
は
、
主
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
額
で
あ
る
。

【
参
考
資
料
４
】
人
員
の
増
減
の
経
年
比
較
（
過
去
5
年
分
を
記
載
）
 

（
単
位
：
人
）

職
種
※

1
9
年
度

2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

2
3
年
度

定
年
制
研
究
職
員

1
8
8

任
期
制
研
究
系
職
員

2

再
任
用
研
究
職
員

1

定
年
制
事
務
職
員

1
2
2

任
期
制
事
務
職
員

0

再
任
用
事
務
職
員

2

定
年
制
技
能
・
労
務
職
員

2
3

任
期
制
技
能
・
労
務
職
員

0

再
任
用
技
能
・
労
務
職
員

3

指
定
職
相
当
職
員

3

備
考
（
指
標
に
よ
る
分
析
結
果
や
特
異
的
な
デ
ー
タ
に
対
す
る
説
明
等
）
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Ⅳ　評価

Ｓ
：
特
に
優
れ
た
実
績
を
上
げ
て
い
る
。
（
客
観
的
基
準
は
事
前
に
設
け
ず
、
法
人
の
業
務
の
特
性
に
応
じ
て
評
定
を
付
す
。
）

Ａ
：
中
期
計
画
通
り
、
ま
た
は
中
期
計
画
を
上
回
っ
て
履
行
し
、
中
期
目
標
に
向
か
っ
て
順
調
、
ま
た
は
中
期
目
標
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

 
　
　
（
当
該
年
度
に
実
施
す
べ
き
中
期
計
画
の
達
成
度
が
1
0
0
％
以
上
）

Ｂ
：
中
期
計
画
通
り
に
履
行
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
面
も
あ
る
が
、
工
夫
や
努
力
に
よ
っ
て
、
中
期
目
標
を
達
成
し
得
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　
　
（
当
該
年
度
に
実
施
す
べ
き
中
期
計
画
の
達
成
度
が
7
0
％
以
上
1
0
0
％
未
満
）

Ｃ
：
中
期
計
画
の
履
行
が
遅
れ
て
お
り
、
中
期
目
標
達
成
の
た
め
に
は
業
務
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
（
当
該
年
度
に
実
施
す
べ
き
中
期
計
画
の
達
成
度
が
7
0
％
未
満
）

Ｆ
：
評
価
委
員
会
と
し
て
業
務
運
営
の
改
善
そ
の
他
の
勧
告
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
　
（
客
観
的
基
準
は
事
前
に
設
け
ず
、
業
務
改
善
の
勧
告
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
限
り
F
の
評
定
を
付
す
。
）
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独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
の
平
成
19
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価

Ⅰ
　
国
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

評
　

定

Ａ

中
項

目
の

評
価

評
定

１
．

歴
史

・
伝

統
文

化
の

保
存

と
継

承
の

中
心

的
拠

点
と

し
て

の
収

蔵
品

の
整

備
と

、
次

代
へ

の
継

承
Ａ

２
．

文
化

財
を

活
用

し
た

歴
史

・
伝

統
文

化
の

国
内

外
へ

の
発

信
Ａ

３
．

我
が

国
に

お
け

る
博

物
館

の
ナ

シ
ョ

ナ
ル

セ
ン

タ
ー

と
し

て
博

物
館

活
動

全
体

の
活

性
化

に
寄

与
Ａ

４
．

文
化

財
に

関
す

る
調

査
及

び
研

究
の

推
進

Ａ

５
．

文
化

財
の

保
存

・
修

復
に

関
す

る
国

際
協

力
の

推
進

Ｓ

６
．

情
報

発
信

機
能

の
強

化
Ａ

７
．

地
方

公
共

団
体

へ
の

協
力

等
に

よ
る

文
化

財
保

護
の

質
的

向
上

Ａ

【
中
項
目
評
価
】

１
　

歴
史

・
伝

統
文

化
の

保
存

と
継

承
の

中
心

的
拠

点
と

し
て

の
収

蔵
品

の
整

備
と

、
次

代
へ

の
継

承

評
　

定

Ａ

　
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

　
厳

し
い

財
政

状
況

に
あ

っ
て

、
文

化
財

の
購

入
や

寄
贈

・
寄

託
に

よ
る

収
蔵

品
の

整
備

・
充

実
は

高
く

評
価

で
き

る
。

文
化

財
の

保
存

修
理

に
つ

い
て

は
、

修
理

技
術

者
と

の
連

携
を

積
極

的
に

図
っ

て
実

施
さ

れ
て

お
り

、
継

続
的

に
努

力
が

図

ら
れ

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

　
作

品
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
I
P
M
（

総
合

的
有

害
生

物
管

理
）

に
対

す
る

取
組

み
に

関
し

て
は

、
各

博
物

館
の

間
で

情
報

の
共

有
を

一
層

深
め

る
と

と
も

に
、

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
立

場
を

踏
ま

え
機

構
内

で
一

定
レ

ベ
ル

の
確

保
を

図
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

　
展

示
場

、
収

蔵
庫

の
老

朽
化

対
策

や
耐

震
対

策
は

一
部

の
施

設
で

は
改

善
が

図
ら

れ
て

い
る

が
、

昨
今

の
災

害
多

発
状

況
か

ら
す

る
と

急
務

と
考

え
る

。
耐

震
診

断
段

階
を

終
え

、
耐

震
免

震
工

事
を

早
急

に
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ナ

シ
ョ

ナ
ル

セ
ン

タ
ー

で
あ

る
博

物
館

の
急

務
と

し
て

進
め

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
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Ⅳ　評価

中
期
計
画

主
な
計
画
上
の

評
価
指
標

　
主
な
実
績
及
び
自
己
評
価

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価

評
価
基
準
　
S
A
B
C
F

⑴
－
１
体
系
的
・
通
史
的
に
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
収
蔵
品
の
蓄
積

を
図
る
観
点
か
ら
、
次
に
掲
げ

る
各

館
の

収
集

方
針

に
沿

っ

て
、
外
部
有
識
者
の
意
見
等
を

踏
ま
え
、
適
時
適
切
な
収
集
を

行
う
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の
情

報
収
集
を
行
う
。

（
東
京
国
立
博
物
館
）

日
本
を
中
心
に
し
て
広
く
東
洋

諸
地
域
に
わ
た
る
美
術
、
考
古
資

料
及

び
歴

史
資

料
等

を
収

集
す

る
。

（
京
都
国
立
博
物
館
）

京
都

文
化

を
中

心
と

し
た

美

術
、
考
古
資
料
及
び
歴
史
資
料
等

を
収
集
す
る
。

（
奈
良
国
立
博
物
館
）

仏
教

美
術

を
中

心
と

し
た

美

術
、
考
古
資
料
及
び
歴
史
資
料
等

を
収
集
す
る
。

（
九
州
国
立
博
物
館
）

日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
文
化

交
流
を
中
心
と
し
た
美
術
、
考
古

資
料
歴
史
資
料
等
を
収
集
す
る
。

⑴
－
２
収
蔵
品
の
体
系
的
・
通
史

的
な
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
、
寄

贈
・
寄
託
品
の
受
け
入
れ
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
積
極

的
活
用
を
図
る
。
ま
た
、
既
存

の
寄
託
品
に
つ
い
て
は
、
継
続

し
て
寄
託
す
る
こ
と
を
働
き
か

け
る
。

１
．
収
蔵
品
の
収
集

○
購
入
、
寄
贈
・
寄
託
の
受
け
入

れ
に
よ
り
、
体
系
的
・
通
史
的

に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
こ
と
。

主
な
実
績

　
収
蔵
品
　
1
2
0
,
9
5
2
件
　
（
う
ち
新
収
品
9
7
2
件
　
購
入
9
3
件
、
寄
贈
6
8
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
入
8
1
1
件
）

　
文
化
財
購
入
費
　
1
7
億
3
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
※
1
8
年
度
8
億
4
千
万
円
（
8
億
9
千
万
円
増
）

　
寄
託
品
　
 
1
2
,
0
4
5
件
　
（
う
ち
新
規
寄
託
品
4
6
1
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
※
1
8
年
度
1
2
,
4
1
5
件
（
3
7
0
件
減
）

【
寄
託
件
数
】

東
京
国
立
博
物
館

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

文
化

財
購

入
費

に
重

点
配

分
し

て
、

重
要

な
も

の
を

購
入

し
た

意
義

は
大

き
い

と
考

え
る
。

高
額

な
文

化
財

が
多
い
中
、
購
入
費
が
1
7
億
3
千
万
円
で
は
十
分
と
は
言

え
な

い
が
、

新
規

の
寄

託
品

と
寄

贈
品

及
び

編
入

に
よ

り
収
蔵
品
整
備
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

高
額

な
文

化
財

の
購

入
に

は
、

年
度

の
分

割
払

購
入

方

式
を

と
ら

ざ
る

を
得

な
い

場
合

も
想

定
さ

れ
る

の
で
、

中
期

計
画

年
度

を
ま

た
ぐ

会
計

方
式

に
つ

い
て

検
討

す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

九
博

の
高

麗
・

朝
鮮

王
朝

時
代
、

ベ
ト

ナ
ム

陶
磁

の

寄
託

は
、

九
州

国
立

博
物

館
の

立
場

を
よ

り
一

層
明

ら

か
に

す
る

資
料

で
あ

り
、

今
後

と
も

ア
ジ

ア
地

域
の

収

蔵
品
の
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

寄
託
・

寄
贈

と
い

う
収

集
方

式
は
、

日
頃

の
館

活
動

の
成

果
が

証
明

さ
れ

た
も

の
で

あ
り
、

着
実

に
前

進
し

て
い

る
と

高
く

評
価

し
た

い
。

あ
わ

せ
て

よ
り

一
層
、

寄
託
・

寄
贈

者
へ

の
配

慮
を

継
続

し
て

ほ
し

い
。

寄
贈

者
へ

の
感

謝
を

表
わ

す
配

慮
（

奈
良

博
）

や
寄

贈
者

の

顕
彰
、
特
別
陳
列
等
、
積
極
的
な
取
り
組
み
は
評
価
で
き
、

市
民

に
と

っ
て

も
興

味
深

い
。

寄
託

件
数

に
つ

い
て

は

目
標

を
達

成
し

て
い

る
が
、

本
来

は
件

数
よ

り
質

を
問

う
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
　
績

定
量
的
評
価

2
,
4
0
0
件
以
上

1
,
6
8
0
件
以
上

2
,
4
0
0
件
未
満

1
,
6
8
0
件
未
満

2
,
7
4
3
件

Ａ
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京
都
国
立
博
物
館

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
　
績

定
量
的
評
価

6
,
0
0
0
件
以
上

4
,
2
0
0
件
以
上

6
,
0
0
0
件
未
満

4
,
2
0
0
未
満

6
,
1
5
4
件

Ａ

奈
良
国
立
博
物
館

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
　
績

定
量
的
評
価

1
,
9
6
0
件
以
上

1
,
3
7
2
件
以
上

1
,
9
6
0
件
未
満

1
,
3
7
2
件
未
満

2
,
0
5
7
件

Ａ

九
州
国
立
博
物
館

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
　
績

定
量
的
評
価

3
5
0
件
以
上

2
4
5
件
以
上

3
5
0
件
未
満

2
4
5
件
未
満

1
,
0
9
1
件

Ａ

自
己
評
価

　
1
9
年

度
も

展
示

や
研

究
に

活
か

せ
る

よ
う

な
文

化
財

の
収

集
に

努
め
、

編
入

を
除

い
て

1
6
1
件

の
新

収
品

を
得

た
。

購
入

に
関

し
て

は
、

寄
附

金
活

用
を

含
め
、
1
8
年

度

と
比
較
し
て
4
0
件
増
の
9
3
件
を
購
入
し
た
。

主
な
購
入
品
と
し
て
は
、
東
大
寺
伝
来
「
越
中
国
射
水
郡
鳴
戸
村
墾
田
図
」（

奈
良
博
）

や
狩

野
山

楽
筆
「

帝
鑑

図
押

絵
貼

屏
風

」
（

東
博

）
、
I
H
S
花

入
籠

目
文

蒔
絵

螺
鈿

書
見

台
（

京
博

）
、

重
要

文
化

財
「

亀
甲

地
螺

鈿
鞍

」
（

九
博

）
が

あ
る
。

い
ず

れ
も

平
常

展
の
活
性
化
や
調
査
研
究
を
行
う
上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
文
化
財
で
あ
る
。

寄
贈

に
つ

い
て

は
、

個
人

収
集

家
等

へ
積

極
的

な
働

き
か

け
を

行
っ

た
結

果
、
6
8

件
の

文
化

財
を

新
規

で
寄

贈
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

た
。

寄
贈

は
個

人
収

集
家

や
社

寺
等

の
ご

厚
志

に
よ

る
も

の
で

あ
り
、
1
8
年

度
に

ご
寄

贈
い

た
だ

い
た

方
を

顕
彰

し

た
特

集
陳

列
「

古
玩

逍
遥

－
服

部
和

彦
氏

寄
贈

仏
教

工
芸

展
」
（

奈
良

博
）

な
ど

を
通

し
て
、
さ
ら
な
る
良
好
な
関
係
の
構
築
と
積
極
的
な
働
き
か
け
に
努
め
て
い
る
。

　
寄

託
品

に
つ

い
て

は
、

九
州

国
立

博
物

館
へ

高
麗
・

朝
鮮

王
朝

時
代

の
仏

画
や

ベ

ト
ナ

ム
陶

磁
な

ど
新

規
寄

託
が

2
1
4
件

あ
り
、

今
後
、

平
常

展
の

構
成

に
重

要
な

役
割

を
果

た
す

こ
と

が
期

待
さ

れ
る
。

ま
た
、

寺
院

で
の

保
存

が
困

難
と

の
理

由
か

ら
京

都
国

立
博

物
館

へ
国

宝
・

聚
光

院
障

壁
画

の
新

規
寄

託
が

あ
っ

た
こ

と
は
、

文
化

財

保
存
・

継
承

の
中

心
的

拠
点

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

て
い

る
こ

と
を

示
す

事
例

で

あ
る

と
考

え
る
。

寄
託

品
件

数
は

1
8
年

度
と

比
し

て
3
7
0
件

減
少

し
て

い
る
。

こ
の

大

部
分

は
九

州
国

立
博

物
館

に
お

い
て

約
3
5
0
件

の
寄

託
品

を
一

括
購

入
し
、
1
件

と
し

て
収
蔵
品
に
組
み
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
な

お
、

国
立

博
物

館
と

文
化

財
研

究
所

の
統

合
に

伴
い
、

黒
田

記
念

館
関

連
作

品

8
0
9
件

を
東

京
国

立
博

物
館

の
所

蔵
品

と
し

て
編

入
し
、

黒
田

記
念

館
で

の
公

開
を

継

続
す
る
と
と
も
に
、
平
常
展
の
中
で
特
集
陳
列
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。
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Ⅳ　評価

⑵
　
国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
文
化
財
を
永
く
次
世
代
へ

伝
え
る
と
と
も
に
、
展
示
等
の

博
物
館
活
動
の
充
実
を
図
る
観

点
か
ら
、
収
蔵
品
を
適
切
な
環

境
で
管
理
・
保
存
す
る
。
ま
た
、

展
示
場
、
収
蔵
庫
の
老
朽
化
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
対

策
を
計
画
的
か
つ
速
や
か
に
実

施
し
、
保
存
・
活
用
の
た
め
の

環
境
整
備
を
図
る
。

２
．
収
蔵
品
の
管
理
、
保
存

○
展
示
場
、
収
蔵
庫
の
老
朽
化
対

策
や
耐
震
対
策
を
計
画
的
か
つ

速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
。

○
保
存
環
境
の
調
査
研
究
等
を
実

施
す
る
こ
と
。

主
な
実
績

・
1
8
年
度
に
改
修
し
た
本
館
地
下
特
8
収
蔵
庫
へ
の
収
蔵
品
の
搬
入
（
東
博
）

・
特
別
展
示
館
の
耐
震
診
断
の
実
施
（
京
博
）

・
定
期
的
な
防
虫
ト
ラ
ッ
プ
の
調
査
の
開
始
（
奈
良
博
）

・
生

物
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

清
掃

等
に

よ
る

I
P
M
（

総
合

的
有

害
生

物
管

理
）

活
動

の

実
施
（
九
博
）

■
保
存
カ
ル
テ
作
成
件
数

全
体

東
京

京
都

奈
良

九
州

2
,
2
2
0
件

1
,
7
2
5
件

1
4
0
件

1
0
3
件

2
5
2
件

自
己
評
価

　
1
9
年

度
も

1
8
年

度
同

様
に

展
示

施
設
、

収
蔵

施
設

な
ど

建
物

の
耐

震
診

断
を

継
続

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に
、

温
湿

度
管

理
や

防
虫

対
策

な
ど

日
常

的
な

環
境

管
理

を

行
い
、
万
全
の
体
制
を
図
っ
て
い
る
。

評
定
Ｂ

コ
メ
ン
ト

展
示

場
、

収
蔵

庫
の

老
朽

化
対

策
や

耐
震

対
策

を
進

め
て

ほ
し

い
。

一
部

の
施

設
で

は
、

耐
震

構
造

な
ど

の

改
善

が
図

ら
れ
、

ま
た

将
来

に
向

け
て

改
築

工
事

な
ど

の
計

画
が

あ
り

評
価

で
き

る
が
、

耐
震

対
策

が
、

昨
今

の
災

害
多

発
状

況
か

ら
み

て
急

務
と

考
え

る
。

中
国

四

川
省

や
わ

が
国

の
岩

手
宮

城
内

陸
地

震
の

現
状

を
踏

ま

え
れ

ば
、
「

耐
震

診
断

」
段

階
を

越
え

て
、
「

耐
震
・

免

震
工

事
」

を
早

急
に

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た

め
の
「
世
論
構
築
」
の
努
力
を
も
っ
と
す
べ
き
で
あ
り
、

こ
れ

こ
そ

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
で

あ
る

国
立

博
物

館

の
責
務
で
も
あ
る
。

ま
た
、

災
害

発
生

を
想

定
し

た
体

制
の

再
確

認
も

必

要
で
あ
る
。

収
蔵

す
る

文
化

財
の

保
存

上
の

調
査

と
デ

ー
タ

の
集

積
を

行
う

保
存

カ
ル

テ
作

成
と

い
う

の
は
、

手
間

が
か

か
る

が
将

来
に

向
け

て
大

切
な

業
務

と
考

え
る
。

た
だ

計
画

と
実

施
と

の
関

係
が

や
や

甘
く

な
っ

て
い

る
と

考

え
る
。

目
標

設
定

と
計

画
を

改
め

て
見

直
し
、

引
き

続

き
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
奈

良
博

に
お

け
る

防
虫

ト
ラ

ッ
プ

調
査

の
実

施
な

ど

は
、
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
一
方
、
I
P
M
（
総
合
的
有

害
生

物
管

理
）

の
実

施
が

奨
励
、

実
施

さ
れ

て
数

年
を

経
る

が
、

学
芸

員
の

中
に

温
度

差
が

あ
る

と
見

受
け

ら

れ
た
。

少
な

く
と

も
、

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
で

あ
る

べ
き

本
機

構
に

お
い

て
は
、

研
究

員
・

学
芸

員
に

対
し

て
I
P
M
が

仕
事

の
一

部
で

あ
る

こ
と

を
組

織
と

し
て

啓

発
・
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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⑶
　
修
理
、
保
存
処
理
を
要
す
る

収
蔵
品
等
に
つ
い
て
は
、
機
構

の
保
存
科
学
・
修
復
技
術
担
当

者
が
連
携
し
、
伝
統
的
な
修
理

技
術
と
と
も
に
科
学
的
な
保
存

技
術
の
成
果
を
取
り
入
れ
、
緊

急
性

の
高

い
収

蔵
品

か
ら

順

次
、
計
画
的
に
修
理
す
る
。

３
．
収
蔵
品
修
理
、
保
存
処
理

○
緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
計
画

的
に
修
理
を
実
施
す
る
こ
と
。

○
外
部
の
専
門
家
と
連
携
す
る
こ
と
。

○
科
学
的
な
保
存
技
術
を
取
り
入

れ
る
こ
と
。

主
な
実
績

・
計

画
的

な
本

格
修

理
及

び
必

要
に

応
じ

た
応

急
修

理
を

実
施

し
詳

細
を

修
理

報

告
書
と
し
て
刊
行
（
統
計
表
p
.
4
5
-
p
.
8
8
参
照
）

・
蛍
光
X
線
分
析
及
び
赤
外
線
撮
影
な
ど
の
科
学
的
調
査
を
実
施
（
東
博
）

・
2
0
年

度
以

降
の

修
理

指
針

の
検

討
の

た
め
、

絵
画

の
彩

色
の

蛍
光

X
線

分
析

や
、

生
物
被
害
等
に
よ
る
劣
化
損
傷
状
態
を
調
査
（
九
博
）

【
修
理
件
数
（
本
格
修
理
）
】

東
京
国
立
博
物
館

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

保
存

修
復

に
つ

い
て

は
、

修
理

技
術

者
と

の
連

携
が

よ
り

一
層

緊
密

と
な

り
、

ま
た

発
注

に
際

し
て

の
施

工

者
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
な
さ
れ
て
お
り
、
評
価
さ
れ
る
。

た
だ
、

東
京

国
立

博
物

館
に

お
け

る
修

理
業

務
に

関

し
て

は
、

統
合

後
も

東
京

文
化

財
研

究
所

と
連

携
し

て

実
施

し
て

い
る

も
の

が
見

え
て

こ
な

い
。

も
っ

と
統

合

の
効

果
を

生
か

し
積

極
的

に
連

携
し

て
い

く
こ

と
を

期

待
す
る
。

な
お
、

そ
の

中
に

あ
っ

て
一

部
の

修
理

現
場

の
採

光

な
ど

に
つ

い
て

も
う

少
し

科
学

的
配

慮
を

修
理

者
に

対

し
て
指
導
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、

評
価

の
た

め
に

は
単

に
修

理
件

数
の

み
で

は

な
く
、
「

本
格

修
理

」
か

ら
「

小
規

模
の

応
急

的
措

置
」

ま
で
、
「
修
理
の
質
や
内
容
」
が
判
明
す
る
よ
う
な
統
計

を
と

る
必

要
も

あ
る

と
考

え
る
。

な
お
、

修
理

に
特

化

し
た

外
部

資
金

導
入

に
つ

い
て

の
検

討
を

行
う

時
期

に

き
て
い
る
と
考
え
る
。

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
　
績

定
量
的
評
価

7
0
件
以
上

4
9
件
以
上

7
0
件
未
満

4
9
件
未
満

1
0
1
件

Ａ

京
都
国
立
博
物
館

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
　
績

定
量
的
評
価

1
0
件
以
上

7
件
以
上

1
0
件
未
満

7
件
未
満

1
5
件

Ａ

奈
良
国
立
博
物
館

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
　
績

定
量
的
評
価

4
件
以
上

2
件
以
上

4
件
未
満

2
件
未
満

1
0
件

Ａ

九
州
国
立
博
物
館

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
　
績

定
量
的
評
価

8
件
以
上

5
件
以
上

8
件
未
満

5
件
未
満

2
2
件

Ａ
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自
己
評
価

　
収
蔵
品
の
本
格
修
理
は
、
1
4
8
件
実
施
し
、
1
8
年
度
を
2
4
件
上
回
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
、

文
化

財
の

応
急

的
な

修
理

も
併

せ
て

行
い
、

収
蔵

品
の

保
全

を
図

っ
て

い
る
。
1
9
年

度
は

効
率

的
な

修
理

を
行

う
た

め
、

奈
良

国
立

博
物

館
に

お
い

て
、

修
理

工
房

を
文

化
財

保
存

修
理

所
に

移
設

統
合

さ
せ
、

文
化

財
の

保
存

修
理

施
設

と
し

て
の

充
実

を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。
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２
　

文
化

財
を

活
用

し
た

歴
史

・
伝

統
文

化
の

国
内

外
へ

の
発

信

評
　

定

Ａ

　
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

　
「

レ
オ

ナ
ル

ド
・

ダ
・

ヴ
ィ

ン
チ

展
」
、
「

大
徳

川
展

」
、
「

狩
野

永
徳

展
」

な
ど

特
別

展
に

お
い

て
は

全
般

的
に

入
場

者
が

多

く
目

標
入

館
者

数
を

大
き

く
上

回
っ

て
お

り
定

量
的

評
価

の
観

点
か

ら
は

評
価

で
き

る
が

、
入

場
者

多
数

の
結

果
と

し
て

、
観

覧
者

が
展

示
物

の
全

体
か

ら
深

く
文

化
を

考
え

る
た

め
の

十
分

な
広

さ
が

確
保

で
き

な
く

な
っ

て
い

た
面

も
あ

る
。

混
雑

緩
和

対
策

と
し

て
例

え
ば

夜
の

開
館

延
長

日
を

増
や

す
な

ど
一

層
柔

軟
な

対
策

を
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

平
常

展
に

つ
い

て
は

質
の

高
い

収
蔵

品
を

中
心

に
充

実
が

図
ら

れ
て

い
る

が
、

展
示

方
法

は
も

っ
と

工
夫

で
き

る
余

地
も

あ
り

今
後

に
期

待
し

た
い

。
入

館
者

に
つ

い
て

は
若

者
、

特
に

高
校

生
に

的
を

絞
っ

た
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

全
館

挙
げ

て
取

り
組

み
、

マ
ス

コ
ミ

な
ど

を
巻

き
込

み
広

く
国

民
運

動
化

し
て

い
く

と
い

っ
た

創
意

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

児
童

か
ら

大
人

ま
で

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
充

実
し

て
お

り
参

加
者

も
多

く
高

く
評

価
で

き
る

。
基

本
は

い
か

に
多

く
の

リ

ピ
ー

タ
ー

を
増

や
す

か
と

い
う

点
で

あ
る

た
め

、
人

数
の

確
保

の
難

し
さ

は
あ

る
と

思
う

が
継

続
し

て
実

施
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。
「

留
学

生
の

日
」

ま
で

企
画

す
る

き
め

細
か

さ
は

高
く

評
価

で
き

る
。

も
っ

と
こ

う
し

た
活

動
を

世
間

に
知

ら
し

め

る
べ

き
で

あ
る

。

　
施

設
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
に

つ
い

て
は

年
々

向
上

し
て

い
る

。
点

字
解

説
の

配
布

、
九

州
大

学
と

の
共

同
開

発
な

ど
は

画
期

的
で

あ
り

、
高

く
評

価
さ

れ
る

。

中
期
計
画

主
な
計
画
上
の

評
価
指
標

主
な
実
績
及
び
自
己
評
価

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価

評
価
基
準
　
S
A
B
C
F

⑴
　
展
示
の
充
実

展
示

に
つ

い
て

は
、

常
に

点

検
・

評
価

を
行

い
国

民
の

ニ
ー

ズ
、
学
術
的
動
向
等
を
踏
ま
え
た

質
の
高
い
も
の
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
展
覧
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
開
催
目
的
、
期
待
す

る
成
果
、
学
術
的
意
義
を
明
確
に

し
、
国
際
文
化
交
流
に
配
慮
す
る

な
ど
魅
力
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う

努
力
す
る
。

ま
た
、
見
や
す
さ
分
か
り
や
す

さ
に
配
慮
し
た
展
示
及
び
解
説
や

音
声
ガ
イ
ド
等
の
導
入
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
日
本
の
歴
史
・
伝
統

１
．
展
示
の
充
実

○
国

民
の

ニ
ー

ズ
や

学
術

的
動

向
を

踏
ま

え
た

質
の

高
い

も

の
と
す
る
こ
と
。

○
観

覧
者

の
理

解
が

深
ま

る
よ

う
展

示
・

解
説

を
工

夫
す

る

こ
と
。

（
平
常
展
）

○
平

常
展

を
魅

力
あ

る
も

の
と

し
、

再
来

館
者

を
増

加
さ

せ

る
こ
と
。

○
作

品
の

キ
ャ

プ
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
、

す
べ

て
に

外
国

語

訳
を
付
す
こ
と
。

主
な
実
績

1
9
年
度
国
立
博
物
館
入
場
者
数
合
計
3
5
5
万
7
,
6
6
4
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
1
8
年
度
3
6
4
万
5
,
0
0
3
人
（
約
8
万
8
千
人
、
2
.
4
％
減
）

①
平
常
展
（
入
場
者
数
9
7
万
1
,
9
9
5
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
1
8
年
度
1
1
4
万
7
,
7
8
4
人
（
約
1
7
万
6
千
人
、
1
5
.
3
％
減
）

・
「
仏
像
の
道
」
と
い
う
名
称
の
常
設
展
示
を
本
館
特
別
第
5
室
に
新
設
（
東
博
）

・
特
集
陳
列
に
お
け
る
外
国
語
パ
ネ
ル
の
充
実
（
京
博
）

・
親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
仏
さ
ま
の
彩
り
」
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
画
像
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
併
設
し
た
分
り
や
す
い
展
示
（
奈
良
博
）

・
「

王
塚

古
墳

と
北

部
九

州
の

王
た

ち
」

な
ど

テ
ー

マ
性

に
富

ん
だ

特
集

陳
列

の

実
施
（
九
博
）

②
特
別
展
（
入
場
者
数
2
5
8
万
5
,
6
6
9
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
1
8
年
度
2
4
9
万
7
,
2
1
9
人
（
約
8
万
8
千
人
、
3
.
5
％
増
）

評
定
Ｓ

コ
メ
ン
ト

各
館

と
も

特
別

展
の

活
性

化
と

多
様

性
は

高
く

評
価

で
き
る
。
東
博
の
「
大
徳
川
展
」
、
研
究
成
果
に
よ
り
新

発
見

の
作

品
も

陳
列

し
た

京
博

の
「

狩
野

永
徳

展
」

な

ど
大

き
な

話
題

と
な

る
展

覧
会

が
多

か
っ

た
こ

と
は
、

法
人

化
以

降
、

法
人

化
の

効
果

を
最

大
限

実
現

す
べ

く

各
館

が
意

欲
的

に
対

応
し

た
結

果
と

高
く

評
価

す
べ

き

で
あ
る
。

特
別

展
の

中
心

に
据

え
ら

れ
る

作
品

に
影

響
さ

れ
る

と
こ

ろ
が

大
き

い
が
、

展
示

効
果

と
い

う
点

で
は
、

東

博
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
展
の
「
受
胎
告
知
」

な
ど

は
、

見
や

す
く

快
適

な
展

示
構

成
上

の
工

夫
が

な

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
奈
良
博
の
「
院
政
期
の
絵
画
展
－
美
麗
－
」
は
、
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Ⅳ　評価

文
化
及
び
東
洋
文
化
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
も
の
と
な
る
よ
う

工
夫
す
る
。

①
平
常
展
は
、
展
観
事
業
の
中
核

と
位
置
付
け
、
各
国
を
博
物
館

の
特
色
を
十
分
に
発
揮
し
た
体

系
的
・
通
史
的
な
も
の
と
す
る

と
と
も
に
、
最
新
の
研
究
成
果

を
基
に
、
日
本
の
歴
史
・
伝
統
文

化
及
び
東
洋
文
化
の
理
解
の
促

進
に
寄
与
す
る
展
示
を
実
施
す

る
。
ま
た
、
特
集
陳
列
の
充
実
を

図
る
な
ど
再
来
館
者
の
増
加
が

期
待
で
き
る
魅
力
あ
る
展
示
に

も
努
め
、
一
層
の
入
場
者
の
確

保
を
図
る
。
ま
た
、
展
示
に
関
す

る
外
国
語
説
明
を
一
層
充
実
さ

せ
る
こ
と
に
努
め
、
作
品
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
全
て
に

外
国

語
訳

を
付

す
と

と
も

に
、

展
示
テ
ー
マ
毎
に
そ
の
時
代
背

景
等
を
説
明
し
た
外
国
語
パ
ネ

ル
等
を
8
0
％
以
上
設
置
す
る
。

②
特
別
展
等
に
つ
い
て
は
、
国
内

外
の
博
物
館
と
連
携
し
た
我
が

国
の
中
心
的
拠
点
に
ふ
さ
わ
し

い
質
の
高
い
展
示
を
行
う
。
ま

た
、
積
年
の
研
究
成
果
の
発
表

や
時
機
に
合
わ
せ
た
展
示
を
企

画
し
、
国
民
の
知
的
好
奇
心
を

刺
激

す
る

展
示

を
実

施
す

る
。

特
別
展
等
の
開
催
回
数
は
概
ね

以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

（
東
京
国
立
博
物
館
）

年
3
～
4
回
程
度

（
京
都
国
立
博
物
館
）

年
2
～
3
回
程
度

（
奈
良
国
立
博
物
館
）

年
2
～
3
回
程
度

（
九
州
国
立
博
物
館
）

年
2
～
3
回
程
度

○
海

外
か

ら
の

来
館

者
向

け
に
、

展
示

テ
ー

マ
ご

と
に

外
国

語

の
解

説
パ

ネ
ル

等
を

8
0
％

以

上
設
置
す
る
こ
と
。

（
特
別
展
）

○
我

が
国

の
博

物
館

の
中

心
的

拠
点

に
ふ

さ
わ

し
い

質
の

高

い
展
示
と
す
る
こ
と
。

○
特

別
展

は
年

間
次

の
回

数
実

施
す
る
こ
と
。

・
東
京
国
立
博
物
館

　
3
～
4
回

・
京
都
国
立
博
物
館

　
2
～
3
回

・
奈
良
国
立
博
物
館

　
2
～
3
回

・
九
州
国
立
博
物
館
　

　
2
～
3
回

○
個

々
の

展
覧

会
ご

と
に

目
標

入
館

者
数

を
定

め
、

そ
れ

を

達
成
す
る
こ
と
。

○
黒

田
記

念
館

の
所

蔵
作

品
を

東
京

国
立

博
物

館
で

も
展

示

公
開

す
る

な
ど

公
開

機
会

を

拡
大
す
る
こ
と
。

●
海
外
展

・
「
池
大
雅
・
徳
山
玉
瀾
展
」
（
ア
メ
リ
カ
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
）

　
（
6
万
5
,
9
9
5
人
）
（
東
博
）

　
③
展
覧
会
広
報

・
大
徳
川
展
に
お
け
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
待
ち
時
間
情
報
の
提
供
（
東
博
）

・
特
集
陳
列
に
お
け
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
記
者
発
表
の
開
催
（
京
博
）

・
屋
外
大
型
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
設
置
（
奈
良
博
）

　
④
黒
田
記
念
館
作
品
の
公
開
機
会
拡
大

・
東

京
国

立
博

物
館

企
画

展
示

室
に

お
い

て
、

黒
田

記
念

館
を

テ
ー

マ
に

し
た

特
集
陳
列
を
2
回
開
催
（
東
博
）

総
入
場
者
数

平
常
展

特
別
展
・
共
催
展

入
場
者
数

陳
列
件
数

陳
列
替

特
集
陳
列

入
場
者
数

開
催
回
数

全
体

35
5万

7,
66

4人
97
万
1,
99
5人

14
,7
74
件

76
8回

10
6回

25
8万

5,
66

9人
14
回

東
京

17
6万

8,
19

8人
33
万
4,
29
7人

10
,2
23
件

31
9回

84
回

14
3万

3,
90

1人
4回

京
都

49
万

2,
41

4人
16
万
5,
08
0人

1,
61
1件

53
回

7回
32

万
7,

33
4人

3回

奈
良

44
万

2,
91

4人
13
万
1,
33
6人

92
8件

21
回

10
回

31
万

1,
57

8人
3回

九
州

85
万

4,
13

8人
34
万
1,
28
2人

2,
01
2件

37
5回

5回
51

万
2,

85
6人

4回

通
常

見
る

こ
と

の
少

な
い

当
代

を
代

表
す

る
優

品
を

一

堂
に

紹
介

し
院

政
期

の
美

意
識

を
明

ら
か

に
す

る
も

の

で
本
年
度
随
一
の
特
別
展
だ
っ
た
。

一
方
、

特
別

展
は

全
般

的
に

入
場

者
数

が
多

か
っ

た

た
め
、

そ
の

結
果

と
し

て
展

示
場

の
広

さ
が

十
分

で
な

い
の

か
観

覧
す

る
の

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
と

ら
れ

る
こ

と

が
多

か
っ

た
。

特
別

展
の

満
足

度
に

つ
い

て
は

混
雑

に

関
連

し
て

い
る

か
否

か
の

分
析

を
深

め
て

ほ
し

い
。

一

方
、

京
博
・

奈
良

博
は

比
較

的
空

い
て

い
る

こ
と

を
特

徴
に

す
る

よ
う

な
施

策
（

ゆ
っ

た
り

で
き

る
環

境
等

）

の
検
討
を
望
む
。

平
常

展
に

も
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
東

博
の
「

仏
像

の

道
」

は
高

く
評

価
で

き
る
。

し
か

も
、

キ
ャ

プ
シ

ョ
ン

も
対

象
を

若
者

層
に

焦
点

を
あ

て
て

い
る

点
が

評
価

で

き
る
。

奈
良

博
の
「

親
と

子
の

ギ
ャ

ラ
リ

ー
」

に
お

け
る

デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
の
工
夫
は
評
価
で
き
る
。

京
博

に
お

け
る
「

特
集

陳
列

」
の

記
者

発
表

や
リ

ー

フ
レ

ッ
ト

作
成

は
、

今
後

他
館

で
も

手
本

に
な

る
試

み

で
あ

る
。

た
だ

し
、

他
館

で
は

追
従

出
来

な
い

ほ
ど

の

展
示

作
品

の
質

の
高

さ
の

割
に

は
、

展
示

方
式

が
あ

ま

り
に
「

平
常

」
の

ま
ま

で
あ

る
の

が
目

立
つ

た
め
、

予

算
や

準
備

期
間

の
制

約
は

む
ろ

ん
あ

る
だ

ろ
う

が
、

一

層
意

識
的

に
工

夫
い

た
だ

き
た

い
。

例
え

ば
、

国
内

の

国
宝

の
す

ば
ら

し
い

も
の

が
多

く
あ

る
が
、

会
場

内
の

全
体

的
な

採
光

の
蛍

光
灯

等
の

画
像

が
ガ

ラ
ス

ケ
ー

ス

に
反

射
し
、

観
覧

し
に

く
い

も
の

も
あ

り
、

会
場

の
都

合
上

や
む

を
得

な
い

場
合

も
あ

る
が
、

基
本

的
な

点
で

の
展

示
へ

の
配

慮
は

確
保

す
べ

く
工

夫
す

る
必

要
が

あ

る
。 展

示
解

説
が

ど
の

館
も

ま
す

ま
す

分
か

り
や

す
く

な
っ

て
お

り
評

価
で

き
る
。

な
お

平
常

展
に

お
け

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
解

説
員

の
一

層
の

活
用

も
検

討
い

た
だ

き

た
い
。

外
国

語
パ

ネ
ル

の
設

置
に

つ
い

て
は

特
別

展
を

中
心

に
よ

く
工

夫
を

重
ね

て
い

る
と

思
う
。

学
芸

員
に

は
負

担
だ
ろ
う
が
、
今
後
と
も
一
層
充
実
し
て
ほ
し
い
。

な
お
、

各
展

覧
会

の
入

場
者

数
デ

ー
タ

を
年

齢
層
・

性
別

が
わ

か
る

よ
う

に
す

れ
ば
、

展
示

内
容

に
反

映
で

き
る
と
考
え
る
。
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③
個
々
の
展
覧
会
に
お
い
て
、
広

報
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
ま

た
、
展
覧
会
の
入
館
者
数
に
つ

い
て
は
、
そ
の
開
催
目
的
、
想

定
す

る
対

象
層
、

実
施

内
容
、

学
術
的
意
義
、
広
報
活
動
、
過

去
の
入
館
者
数
の
状
況
等
を
踏

ま
え
て
目
標
を
設
定
し
、
そ
の

達
成
に
努
め
る
。

④
黒
田
記
念
館
に
つ
い
て
は
、
東

京
国

立
博

物
館

に
所

属
を

移

し
、
所
蔵
作
品
を
東
京
国
立
博

物
館
で
も
展
示
す
る
な
ど
公
開

機
会
を
拡
大
す
る
。

⑵
　

歴
史
・
伝
統
文
化
の
理
解
促
進

歴
史
・
伝
統
文
化
の
理
解
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
心
的

拠
点
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
教
育
普

及
事
業
に
重
点
化
す
る
。

①
学

校
、

社
会

教
育

関
係

団
体
、

国
内
外
の
博
物
館
等
と
連
携
協

力
し
な
が
ら
、
講
演
会
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
等
の
学
習
機
会

を
提
供
す
る
。
ま
た
、
参
加
者

数
に
つ
い
て
は
、
各
館
の
年
間

の
平
均
が
前
中
期
目
標
期
間
の

年
間
平
均
の
実
績
を
上
回
る
よ

う
努
め
る
。

②
－
１
教
育
普
及
活
動
の
充
実
に

寄
与
す
る
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
支
援
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
資
質
向
上
に
努
め
る
。

②
－
２
企
業
と
の
連
携
や
友
の
会

活
動
の
活
性
化
等
に
よ
り
博
物

館
支
援
者
の
増
加
を
図
る
。

⑶
　
快
適
な
観
覧
環
境
の
提
供

国
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
を
目

指
し
、
入
館
者
の
立
場
に
立
っ
た

観
覧
環
境
の
整
備
や
利
用
者
の
要

【
外
国
語
パ
ネ
ル
の
設
置
】

東
京
国
立
博
物
館

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

8
0
％
以
上

5
6
％
以
上

8
0
％
未
満

5
6
％
未
満

9
5
％

Ａ

京
都
国
立
博
物
館

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

8
0
％
以
上

5
6
％
以
上

8
0
％
未
満

5
6
％
未
満

1
0
0
％

Ａ

奈
良
国
立
博
物
館

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

8
0
％
以
上

5
6
％
以
上

8
0
％
未
満

5
6
％
未
満

5
6
％

Ｂ

九
州
国
立
博
物
館

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

8
0
％
以
上

5
6
％
以
上

8
0
％
未
満

5
6
％
未
満

6
3
％

Ｂ

【
特
別
展
等
入
館
者
数
】

東
京
国
立
博
物
館

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

9
7
0
,
0
0
0
人
以
上

6
7
9
,
0
0
0
人
以
上

9
7
0
,
0
0
0
人
未
満

6
7
9
,
0
0
0
人
未
満

1
,
4
3
3
,
9
0
1
人

Ａ

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
－
天
才
の
実
像
（
1
9
.
3
.
2
0
～
6
.
1
7
）

5
0
0
,
0
0
0
人
以
上

3
5
0
,
0
0
0
人
以
上

5
0
0
,
0
0
0
人
未
満

3
5
0
,
0
0
0
人
未
満

7
9
6
,
0
0
4
人

Ａ

足
利
義
満
六
百
年
遠
忌
記
念
「
京
都
五
山
　
禅
の
文
化
」
展
（
1
9
.
7
.
3
1
～
9
.
9
）

1
0
0
,
0
0
0
人
以
上

7
0
,
0
0
0
人
以
上

1
0
0
,
0
0
0
人
未
満

7
0
,
0
0
0
人
未
満

1
0
8
,
9
1
7
人

Ａ

大
徳
川
展
（
1
9
.
1
0
.
1
0
～
1
2
.
2
）

2
5
0
,
0
0
0
人
以
上

1
7
5
,
0
0
0
人
以
上

2
5
0
,
0
0
0
人
未
満

1
7
5
,
0
0
0
人
未
満

4
2
5
,
4
9
2
人

Ａ

陽
明
文
庫
創
立
7
0
周
年
記
念
 
特
別
展
「
宮
廷
の
み
や
び
－
近
衞
家
1
0
0
0
年
の
名
宝
」
（
2
0
.
1
.
2
～
2
.
2
4
）

1
2
0
,
0
0
0
人
以
上

8
4
,
0
0
0
人
以
上

1
2
0
,
0
0
0
人
未
満

8
4
,
0
0
0
人
未
満

1
5
7
,
7
1
8
人

Ａ

平
城
遷
都
1
3
0
0
年
記
念
 「
国
宝
　
薬
師
寺
展
」
（
2
0
.
3
.
2
5
～
6
.
8
）
［
入
場
者
数
は
2
0
.
3
.
3
1
ま
で
の
も
の
］

－
－

－
5
1
,
9
9
9
人

－
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望
を
踏
ま
え
た
管
理
運
営
を
行
う
。

①
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進

め
、
高

齢
者
、
身

体
障

害
者
、

外

国
人
等
の
利
用
に
も
配
慮
し
た

快
適
な
観
覧
環
境
を
提
供
す
る
。

②
一

般
入

館
者

を
対

象
と

す
る

満

足
度

調
査

及
び

専
門

家
か

ら
の

批
評

聴
取

等
を

定
期

的
に

実
施

す
る
。

調
査

結
果

か
ら

入
館

者

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し
、

入
場

料

金
及

び
開

館
時

間
の

弾
力

化
な

ど
の
管
理
運
営
の
改
善
を
行
う
。

③
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
や
レ

ス
ト
ラ
ン
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
利
用
者
の
意
見
を
収
集

し
、
改
善
す
る
。

京
都
国
立
博
物
館

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績
 

定
量
的
評
価

9
0
,
0
0
0
人
以
上

6
3
,
0
0
0
人
以
上

9
0
,
0
0
0
人
未
満

6
3
,
0
0
0
人
未
満

3
2
7
,
3
3
4
人

Ａ

金
峯
山
埋
経
1
0
0
0
年
記
念
特
別
展
覧
会
「
藤
原
道
長
－
極
め
た
栄
華
・
願
っ
た
浄
土
－
」（

1
9
.
4
.
2
4
 
～
5
.
2
7
）

2
0
,
0
0
0
人
以
上

1
4
,
0
0
0
人
以
上

2
0
,
0
0
0
人
未
満

1
4
,
0
0
0
人
未
満

3
7
,
4
1
1
人

Ａ

狩
野
永
徳
（
1
9
.
1
0
.
1
6
 
～
 
1
1
.
1
8
）

7
0
,
0
0
0
人
以
上

4
9
,
0
0
0
人
以
上

7
0
,
0
0
0
人
未
満

4
9
,
0
0
0
人
未
満

2
3
0
,
6
5
6
人

Ａ

修
好

通
商

条
約

締
結

1
5
0
年

記
念
「

憧
れ

の
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

陶
磁

－
マ

イ
セ

ン
・

セ
ー

ヴ
ル
・

ミ
ン

ト
ン

と
の

出

会
い
－
」
（
2
0
.
1
.
5
 
～
 
3
.
9
）

－
－

－
5
9
,
2
6
7
人

－

奈
良
国
立
博
物
館

A
B

C
実
績
 

定
量
的
評
価

2
2
0
,
0
0
0
人
以
上

1
5
4
,
0
0
0
人
以
上

2
2
0
,
0
0
0
人
未
満

1
5
4
,
0
0
0
人
未
満

3
1
1
,
5
7
8
人

 
Ａ

神
仏
習
合
－
〈
か
み
〉
と
〈
ほ
と
け
〉
が
織
り
な
す
信
仰
と
美
－
（
1
9
.
4
.
7
～
5
.
2
7
）

3
0
,
0
0
0
人
以
上

2
1
,
0
0
0
人
以
上

3
0
,
0
0
0
人
未
満

2
1
,
0
0
0
人
未
満

4
0
,
4
9
3
人

Ａ

美
麗
　
院
政
期
の
絵
画
（
1
9
.
9
.
1
～
9
.
3
0
）

1
0
,
0
0
0
人
以
上

7
,
0
0
0
人
以
上

1
0
,
0
0
0
人
未
満

7
,
0
0
0
人
未
満

2
2
,
6
9
6
人

Ａ

第
5
4
回
正
倉
院
展
（
1
9
.
1
0
.
2
7
～
1
1
.
1
2
）

1
8
0
,
0
0
0
人
以
上

1
2
6
,
0
0
0
人
以
上

1
8
0
,
0
0
0
人
未
満

1
2
6
,
0
0
0
人
未
満

2
4
8
,
3
8
9
人

Ａ

九
州
国
立
博
物
館

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績
 

定
量
的
評
価

3
8
0
,
0
0
0
人
以
上

2
6
6
,
0
0
0
人
以
上

3
8
0
,
0
0
0
人
未
満

2
6
6
,
0
0
0
人
未
満

5
1
2
,
8
5
6
人

Ａ

未
来
へ
の
贈
り
物
－
中
国
泰
山
石
経
と
浄
土
教
美
術
－
（
1
9
.
4
.
1
0
～
6
.
1
0
）

1
0
0
,
0
0
0
人
以
上

7
0
,
0
0
0
人
以
上

1
0
0
,
0
0
0
人
未
満

7
0
,
0
0
0
人
未
満

7
7
,
3
8
0
人

Ｂ
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日
本
の
や
き
も
の
－
選
び
抜
か
れ
た
名
宝
1
2
0
点
（
1
9
.
7
.
7
～
8
.
2
6
）

5
0
,
0
0
0
人
以
上

3
5
,
0
0
0
人
以
上

5
0
,
0
0
0
人
未
満

3
5
,
0
0
0
人
未
満

5
0
,
9
8
6
人

Ａ

本
願
寺
展
－
親
鸞
と
仏
教
伝
来
の
道
（
1
9
.
9
.
2
2
～
1
1
.
1
8
）

1
5
0
,
0
0
0
人
以
上

1
0
5
,
0
0
0
人
以
上

1
5
0
,
0
0
0
人
未
満

1
0
5
,
0
0
0
人
未
満

1
9
7
,
6
9
7
人

Ａ

京
都
五
山
－
禅
の
文
化
展
（
2
0
.
1
.
1
～
2
.
2
4
）

8
0
,
0
0
0
人
以
上

5
6
,
0
0
0
人
以
上

8
0
,
0
0
0
人
未
満

5
6
,
0
0
0
人
未
満

1
7
1
,
3
3
6
人

Ａ

国
宝
　
大
絵
巻
展
 
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
・
寄
託
の
名
宝
一
挙
大
公
開
（
2
0
.
3
.
2
2
～
6
.
1
）

［
入
場
者
数
は
2
0
.
3
.
3
1
ま
で
の
も
の
］

－
－

－
1
5
,
4
5
7
人

－

自
己
評
価

　
定

量
的

な
目

標
と

し
て

掲
げ

て
い

る
特

別
展

入
場

者
数
、

平
常

展
の

陳
列

総
件

数
、

陳
列

替
え

回
数

に
つ

い
て

は
、

い
ず

れ
の

館
も

目
標

を
達

成
し

た
が
、

外
国

語
パ

ネ
ル

の
設

置
に

つ
い

て
は
、

奈
良

博
及

び
九

博
で

目
標
（
8
0
％

以
上

）
を

達
成

す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
1
9
年

度
に

お
け

る
国

立
博

物
館

へ
の

入
場

者
数

は
、

九
州

国
立

博
物

館
が

開
館

後
3

年
目

に
入

り
、
1
6
万

人
減

と
大

幅
に

減
少

し
た

こ
と

も
あ

り
、

全
体

と
し

て
も

微
減

と
な

っ
た
。

平
常

展
の

入
場

者
は
、
1
8
年

度
は

約
1
1
4
万

8
千

人
で

あ
っ

た
が
、
1
9
年

度
は

約
9
7
万

2
千

人
へ

と
1
7
万

6
千

人
、
1
5
.
3
%
の

減
少

と
な

っ
た
。

こ
れ

は
九

州
国

立
博

物
館

に
お

い
て

入
場

者
数

が
減

少
し

た
こ

と
、

東
京

国
立

博
物

館
に

お
い

て
1
8
年

度
に

開
催

さ
れ

た
「

マ
ー

オ
リ
　

楽
園

の
神

々
」

展
（

入
場

者
数

7
万

2
,
7
2
0
人

）
が

平
常

展
料

金
で

入
場

で
き

る
こ

と
か

ら
平

常
展

入
場

者
数

に
カ

ウ
ン

ト
し

て
い

る
こ

と
、
な
ど
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一

方
、

特
別

展
入

場
者

数
は

1
8
年

度
に

引
き

続
き

増
加

し
て

お
り
、

目
標

入
場

者
数
も
九
州
国
立
博
物
館
「
未
来
へ
の
贈
り
物
」
展
を
除
き
、
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
展
」「

大
徳
川
展
」（

東
博
）
、「
狩
野
永
徳
展
」（

京
博
）

等
は

目
標

を
大

幅
に

上
回

っ
た

が
、

混
雑

等
に

よ
り

快
適

な
環

境
の

提
供

と
い

う
観

点
で
は
課
題
が
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
満
足
度
も
相
対
的
に
は
低
下
し
て
い
る
。

1
9
年

度
も

整
理

券
の

配
布
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

の
混

雑
時

間
の

情
報

発
信

や
奈

良
国

立
博

物
館

に
お

け
る

大
型

液
晶

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
よ

る
案

内
表

示
な

ど
各

館
で

工
夫

は
し

て
い

る
が
、

こ
の

点
は

今
後

も
課

題
と

し
て

取
り

組
ん

で
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な
い
。

海
外

展
は

メ
デ

ィ
ア

に
取

り
上

げ
ら

れ
る

な
ど

評
価

も
高

く
、

日
本

文
化

の
発

信
に
貢
献
し
て
お
り
、
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

ま
た
、

黒
田

記
念

館
所

蔵
作

品
の

特
集

展
示

を
行

い
、

黒
田

記
念

館
で

の
公

開
と

合
わ
せ
公
開
の
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
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２
．

歴
史
・

伝
統

文
化

の
理

解

促
進

○
講

演
会
、

ギ
ャ

ラ
リ

ー
ト

ー

ク
等

の
参

加
者

数
の

各
館

の

年
間

平
均

が
前

中
期

目
標

期

間
の

年
間

平
均

の
実

績
を

上

回
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

○
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

支
援

す
る
こ
と
。

○
企

業
と

の
連

携
や

友
の

会
活

動
の

活
性

化
等

に
よ

り
博

物

館
支

援
者

の
増

加
を

図
る

こ

と
。

主
な
実
績

①
学
習
機
会
の
提
供

・
教
育
普
及
ス
ペ
ー
ス
「
み
ど
り
の
ラ
イ
オ
ン
」
の
設
置
（
東
博
）

・
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
生
徒
・
児
童
の
受
入
れ
（
東
博
）

・
土
曜
講
座
が
累
計
1
,
6
0
0
回
を
達
成
（
京
博
）

・
奈

良
市

内
の

小
学

5
年

生
を

対
象

と
し

た
世

界
遺

産
学

習
を

実
施
。
2
千

人
以

上
が
参
加
（
奈
良
博
）

・
学
校
へ
の
貸
出
し
キ
ッ
ト
「
き
ゅ
う
ぱ
っ
く
」
の
作
成
、
貸
出
し
（
九
博
）

②
-
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
児
童
・
生
徒
の
就
業
体
験
の
実
施
（
東
博
）

・
調
査
・
研
究
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
社
寺
調
査
の
実
施
（
京
博
）

・
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増
員
（
奈
良
博
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
出
前
講
座
の
実
施
（
九
博
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
数

合
計

東
博

京
博

奈
良
博

九
博

5
7
4
人

1
6
2
人

2
3
人

9
6
人

2
9
3
人

　
②
-
２
博
物
館
支
援
者
の
増
加

・
友
の
会
会
員
、パ

ス
ポ
ー
ト
会
員
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
込
受
付
開
始
（
東
博
）

・
賛
助
会
芳
名
看
板
の
設
置
（
奈
良
博
）

・
パ
ス
ポ
ー
ト
会
員
（
3
,
0
0
0
円
）
の
大
幅
な
増
加
 
1
,
3
1
2
人
→
3
,
2
5
2
人
（
九
博
）

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

学
習

機
会

の
提

供
に

つ
い

て
、

児
童

か
ら

大
人

ま
で

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
充

実
し

て
お

り
、

メ
ニ

ュ
ー

も

多
彩
な
上
、
参
加
者
も
多
い
。
 

特
に
東
博
「
み
ど
り
の
ラ
イ
オ
ン
」
、
奈
良
博
「
世
界

遺
産
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
小
学
生
参
加
」
、
京
博
「
土
曜

講
座
」
、
九
博
「
中
学
生
の
職
場
体
験
」
「
高
校
生
の
ジ
ュ

ニ
ア

学
芸

員
活

動
」

な
ど

は
、

新
規
・

継
続

事
業

と
も

に
充

実
し

て
き

た
。

基
本

は
、

い
か

に
多

く
の

リ
ピ

ー

タ
ー

を
増

や
す

か
と

い
う

点
で

あ
る

た
め
、

地
味

な
活

動
で
あ
り
人
数
の
確
保
の
難
し
さ
は
あ
る
と
は
思
う
が
、

継
続

す
べ

き
で

あ
る
。

そ
の

点
か

ら
す

る
と
、

京
博

の

土
曜
講
座
1
6
0
0
回
達
成
は
大
き
な
成
果
と
言
え
る
。

い
ず

れ
に

せ
よ

注
目

す
べ

き
は
、

一
過

性
の
「

イ
ベ

ン
ト
」
と
は
せ
ず
に
、
「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
」
と
い

う
目

標
に

向
か

っ
て

い
る

こ
と

で
あ

る
が
、

キ
ー

マ
ン

の
学

芸
員

の
負

担
に

な
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

心

配
な
点
も
あ
る
。

「
留
学
生
の
日
」
ま
で
企
画
す
る
キ
メ
細
か
さ
は
、
も
っ

と
社

会
に

知
ら

し
め

る
べ

き
で

あ
る
。

効
果

の
高

い
活

動
に

つ
い

て
は
、
4
館

で
情

報
の

交
換

を
行

い
4
館

同
時

企
画

な
ど

も
検

討
す

る
と
、

マ
ス

コ
ミ

な
ど

の
注

目
を

集
め
ら
れ
る
と
思
う
。

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
者

の
数

か
ら

す
る

と
、

対
象

と

し
て

想
定

し
て

い
る

観
客

が
少

な
く
「

カ
ラ

振
り

」
と

な
っ

て
い

る
面

も
あ

る
が

努
力

は
評

価
す

る
。

継
続

は

力
で

あ
る
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

向
上

の
余
地
は
大
き
い
。

各
館

と
も
、

大
学

と
の

連
携

体
制

で
あ

る
「

キ
ャ

ン

パ
ス
・

メ
ン

バ
ー

ズ
」

の
拡

充
も

果
た

さ
れ
、

他
の

公

立
・

私
立

博
物

館
・

美
術

館
の

良
き

手
本

と
な

っ
て

い

る
。
九
博
の
自
己
評
価
に
も
あ
る
よ
う
に
、
P
D
A
（
携
帯

情
報

端
末

）
の

導
入

に
む

け
て

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

が

今
後
の
新
し
い
課
題
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

実
験

段
階

を
経

て
、

各
館

共
同

開
発

の
機

運
を

盛
り

上

げ
て
ほ
し
い
。
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【
講
演
会
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
参
加
者
数
（
前
中
期
目
標
期
間
の
年
間
平
均
実
績
）
】

東
京
国
立
博
物
館
（
1
0
,
9
1
5
人
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

1
0
,
9
1
5
人
以
上

7
,
6
4
1
人
以
上

1
0
,
9
1
5
人
未
満

7
,
6
4
1
人
未
満

1
1
,
3
6
1
人

Ａ

京
都
国
立
博
物
館
（
5
,
1
8
1
人
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

5
,
1
8
1
人
以
上

3
,
6
2
7
人
以
上

5
,
1
8
1
人
未
満

3
,
6
2
7
人
未
満

4
,
4
8
9
人

Ｂ

奈
良
国
立
博
物
館
（
3
,
5
4
2
人
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

3
,
5
4
2
人
以
上

2
,
4
7
9
人
以
上

3
,
5
4
2
人
未
満

2
,
4
7
9
人
未
満

2
,
9
4
9
人

Ｂ

九
州
国
立
博
物
館
（
5
,
2
5
5
人
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

5
,
2
5
5
人
以
上

3
,
6
7
9
人
以
上

5
,
2
5
5
人
未
満

3
,
6
7
9
人
未
満

4
,
1
5
2
人

Ｂ

自
己
評
価

　
各

館
共

通
に

定
量

的
な

目
標

と
し

て
掲

げ
た

講
演

会
等

参
加

者
数

は
、

東
博

を
除

き
目
標
に
達
し
な
か
っ
た
。

東
京

国
立

博
物

館
に

お
い

て
は
、

教
育

普
及

ス
ペ

ー
ス
「

み
ど

り
の

ラ
イ

オ
ン

」

を
表

慶
館

に
設

け
、

児
童
・

生
徒

を
中

心
と

し
て
、

学
習

機
会

の
提

供
の

機
会

拡
充

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

奈
良

国
立

博
物

館
に

お
い

て
は
、

奈
良

市
内

の
小

学
5
年

生

を
対

象
と

し
た

講
座

を
実

施
し
、

市
内

4
8
の

小
学

校
の

う
ち
、
3
0
校

以
上

か
ら

2
千

人

以
上
の
児
童
の
参
加
を
得
る
な
ど
、
新
た
な
取
組
み
を
行
っ
た
。

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

つ
い

て
は
、

博
物

館
に

お
い

て
欠

か
せ

な
い

存
在

で
あ

る
の

で
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
と

っ
て

も
充

実
し

た
活

動
と

な
る

よ
う

協
力

し
て

事
業

を
実

施
し

て
い

る
。
1
9
年

度
に

お
い

て
も
、

児
童
・

生
徒

の
就

業
体

験
の

実
施
（

東
博

）
や

出

前
講
座
の
実
施
（
九
博
）
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

博
物

館
支

援
者

の
増

加
に

関
し

て
は
、
1
9
年

度
は

友
の

会
・

パ
ス

ポ
ー

ト
会

員
の

オ
ン

ラ
イ

ン
申

込
（

東
博

）
等

新
た

な
試

み
を

含
め
、

支
援

者
の

増
加

に
取

り
組

ん

だ
。
し
か
し
、
賛
助
会
員
等
企
業
か
ら
の
寄
附
を
求
め
る
こ
と
は
次
第
に
厳
し
く
な
っ

て
き

て
い

る
の

で
、

よ
り

積
極

的
な

支
援

者
の

増
加

方
策

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る
。
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Ⅳ　評価

３
．
快
適
な
観
覧
環
境
の
提
供

○
施

設
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
を

進
め
る
こ
と
。

○
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え
、

入
場

料
金

や
開

館
時

間
の

弾

力
化

な
ど

の
管

理
運

営
の

改

善
を
行
う
。

○
利

用
者

の
意

見
を

踏
ま

え
、

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

シ
ョ

ッ
プ

や

レ
ス

ト
ラ

ン
等

を
改

善
す

る

こ
と
。

主
な
実
績

・
特
別
展
に
お
け
る
混
雑
対
策
の
実
施

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
改
修
へ
の
協
力
（
東
博
）

・
平
常
展「

仏
像
の
道
」に

お
い
て
、韓

国
語
、中

国
語
の
解
説
パ
ネ
ル
を
設
置
（
東
博
）

・
マ
ナ
ー
講
習
会
の
実
施
（
京
博
）

・
オ
ー
タ
ム
レ
イ
ト
割
引
、
夫
婦
の
日
割
引
な
ど
の
割
引
制
度
の
整
備
（
奈
良
博
）

・
救
護
室
設
備
の
整
備
（
九
博
）

・
点
字
解
説
の
配
布
（
東
博
）

・
ト
イ
レ
手
す
り
の
改
修
（
京
博
）

自
己
評
価

　
1
9
年

度
は

1
8
年

度
に

引
き

続
き
、

特
別

展
に

お
い

て
、

混
雑

す
る

こ
と

が
多

く
、

快
適

な
観

覧
環

境
の

提
供

と
い

う
点

で
は

課
題

を
残

し
た

が
、

新
た

に
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

等
に

お
い

て
、

混
雑

す
る

時
間

帯
を

標
示

し
た

り
、

入
場

待
ち

の
お

客
様

の
た

め
の

日
よ

け
の

設
置

な
ど
、

各
館

の
状

況
に

応
じ

て
様

々
な

工
夫

を
行

っ
た
。

ま
た
、

要
望

の
多

い
整

理
券

に
つ

い
て

は
、

大
徳

川
展
（

東
博

）
に

お
い

て
配

布
す

る
な

ど

一
部

で
試

み
を

行
っ

た
。

今
後

も
引

き
続

き
検

討
を

重
ね
、

よ
り

来
館

者
の

視
点

に

立
っ
た
快
適
な
観
覧
環
境
を
提
供
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
施

設
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
に

つ
い

て
は
、

こ
れ

ま
で

同
様

積
極

的
に

推
進

し
、
1
9

年
度

は
平

常
展

の
点

字
解

説
の

配
布
（

東
博

）
や
、

ト
イ

レ
の

手
す

り
を

車
い

す
の

方
が

利
用

し
や

す
い

よ
う

に
改

修
す

る
な

ど
、

積
極

的
に

進
め

て
い

る
が
、

未
だ

万

全
で
は
な
い
の
で
、
今
後
も
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

施
設

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

に
つ

い
て

は
年

々
向

上
し

て
い
る
。
点
字
解
説
の
配
布
は
画
期
的
な
も
の
と
思
う
。

さ
ら
な
る
推
進
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
N
P
O
を
う
ま
く
活
用

し
て
、

評
価

を
進

め
、

改
善

計
画

を
作

る
こ

と
を

期
待

し
た

い
。

九
博

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

に
お

け
る

九
州

大

と
の

共
同

開
発

な
ど

は
、

高
く

評
価

さ
れ

る
。

京
博

は

平
常
展
示
館
建
替
後
に
期
待
し
た
い
。

混
雑

緩
和

対
策

に
つ

い
て

は
、

夜
の

開
館

延
長

日
を

金
曜
、
土
曜
の
2
日
間
に
増
や
す
な
ど
柔
軟
性
の
あ
る
対

策
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

多
言
語
化
は
世
界
の
博
物
館
の
趨
勢
で
あ
り
、
「
言
語

に
よ

る
差

別
は

し
な

い
」

と
い

う
観

点
か

ら
見

れ
ば
、

経
費

等
の

制
約

の
中

で
努

力
し

て
い

る
が
、

充
分

に
達

成
さ

れ
た

と
は

言
い

難
い
。

平
常

展
に

韓
国

語
・

中
国

語
の

解
説

パ
ネ

ル
を

設
置

し
た

の
は
、

文
化

を
発

信
と

い
う
点
で
は
良
か
っ
た
と
思
う
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

手
法

や
そ

の
結

果
の

解
析

に
、

各
館

と
も

に
独

自
の

工
夫

を
見

せ
て

い
る

こ
と

は
評

価

で
き
る
。
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３
　

我
が

国
に

お
け

る
博

物
館

の
ナ

シ
ョ

ナ
ル

セ
ン

タ
ー

と
し

て
博

物
館

活
動

全
体

の
活

性
化

に
寄

与

評
　

定

Ａ

　
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

　
多

忙
な

中
で

質
の

高
い

定
期

刊
行

物
の

寄
稿

・
編

集
・

発
行

に
つ

い
て

実
施

さ
れ

て
い

る
。

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
内

容
も

充
実

し
て

お
り

国
立

博
物

館
と

し
て

の
調

査
研

究
成

果
の

発
信

は
確

実
に

進
展

し
て

い
る

。
利

用
者

や
参

加
者

か
ら

の
評

価
を

も
っ

と
反

映
し

、
さ

ら
な

る
工

夫
を

期
待

す
る

。
奈

良
博

に
お

い
て

児
童

向
け

普
及

図
録

を
民

間
企

業
と

の
連

携
に

よ
り

販
売

価
格

の
値

下
げ

を
実

現
し

た
こ

と
は

、
広

く
文

化
財

普
及

に
資

す
る

と
こ

ろ
が

大
き

く
評

価
で

き
る

。

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
研

究
成

果
の

公
表

も
定

着
し

て
い

る
が

、
ウ

ェ
ブ

情
報

に
よ

る
多

言
語

化
は

ま
だ

努
力

の
余

地
が

あ
る

。

　
収

蔵
品

の
修

復
事

業
を

対
象

と
し

た
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
ナ

シ
ョ

ナ
ル

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

役
割

も
あ

り
、

各
館

特
色

を
生

か
し

て
前

進
し

て
い

る
。

中
期
計
画

主
な
計
画
上
の

評
価
指
標

主
な
実
績
及
び
自
己
評
価

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価

評
価
基
準
　
S
A
B
C
F

⑴
　
収
蔵
品
等
に
関
す
る
調
査
研

究
の
成
果
を
研
究
紀
要
、
学
術

雑
誌
、
展
覧
会
に
関
わ
る
刊
行

物
、
学
会
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
活
用
し
て
広
く
発
信
す

る
。

ま
た
、

各
種

セ
ミ

ナ
ー
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

　

１
．
調
査
研
究
成
果
の
発
信

○
刊
行
物
の
発
行
、
学
会
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
研
究

成
果
を
広
く
公
表
す
る
こ
と
。

主
な
実
績

　
出
版
物
等
を
通
し
た
情
報
発
信

・
『
M
U
S
E
U
M
』
（

東
博

）
、
『

学
叢

』
（

東
博

）
、
『

紀
要

』
（

奈
良

博
）

や
展

覧
会

図

録
等
を
通
し
て
研
究
成
果
を
発
信

・
企

業
広

告
を

募
り
、

親
と

子
の

ギ
ャ

ラ
リ

ー
「

仏
さ

ま
の

彩
り

」
図

録
を

2
0
0

円
で
販
売
（
奈
良
博
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催

・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
狩
野
永
徳
研
究
の
現
状
と
課
題
」
の
開
催
（
京
博
）

・
「

第
2
回

東
ア

ジ
ア

紙
文

化
財

保
存

修
理

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

―
文

化
を

つ
た

え
る

紙
の
路
―
」
の
開
催
（
九
博
）

・
日
本
・
中
国
・
韓
国
学
術
文
化
交
流
協
定
締
結
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
百
済
と
古
代
東
ア
ジ
ア
の
国
際
交
流
」
の
開
催
（
九
博
）

自
己
評
価

　
収

蔵
品

等
に

関
す

る
調

査
研

究
成

果
の

発
信

は
出

版
物
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

各

種
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
通

し
て

継
続

的
に

行
っ

て
い

る
。

な
お
、

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ

ム
に
お
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
な
ど
、
利
用
者
か
ら
の
意
見
を
聴
取
し
て
い
る
。

1
9
年

度
は

絵
本

の
作

成
、

企
業

の
協

力
に

よ
る

図
録

価
格

の
引

き
下

げ
な

ど
、

新
た

な
試

み
も

行
っ

た
。

ま
た
、

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

も
積

極
的

に
開

催
し
、

情
報

の
発

信
と
と
も
に
、
国
際
交
流
の
進
展
に
も
貢
献
し
た
。

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

調
査

研
究

成
果

の
発

信
に

お
け

る
活

発
な

活
動
、

特

に
展

覧
会

図
録

な
ど

出
版

物
や

保
存

修
復

関
係

の
研

修

や
国

際
協

力
、

各
地

方
な

ど
へ

の
指

導
・

協
力

は
努

力

し
て
お
り
評
価
で
き
る
。

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
の

開
催
、

出
版

物
の

発
行

等
に

よ

り
、

文
化

財
の

国
際

的
位

置
付

け
の

確
認

を
行

っ
て

い

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

奈
良

博
の

児
童

向
け

の
普

及
図

録
『

仏
さ

ま
の

彩
り

』

（
頒

布
価

2
0
0
円

）
は
、

情
報

発
信

の
あ

り
方

の
良

き
手

本
と
な
っ
た
。

6
件
行
な
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
内
容
も
充
実
し
て

お
り
、

国
立

博
物

館
と

し
て

の
調

査
研

究
成

果
の

発
信

と
し

て
評

価
で

き
る
。

昨
年
、

強
く

要
望

し
て

い
た

ナ

シ
ョ

ナ
ル

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

役
割

の
充

実
は
、

積
極

的
な

海
外

と
の

交
流

状
況

を
見

て
も
、

確
実

に
進

展
し

て
い
る
。



― 589 ―

Ⅳ　評価

⑵
　
海
外
の
優
れ
た
研
究
者
を
招

聘
し
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
な
ど
博
物
館
活
動
に
対

す
る
示
唆
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

め
る
。

２
．
海
外
研
究
者
の
招
聘

○
海
外
の
優
れ
た
研
究
者
を
招
聘

し
博
物
館
活
動
に
対
す
る
示
唆

を
得
る
こ
と
。

主
な
実
績

・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
・

ア
ジ

ア
を

初
め

て
と

し
て

世
界

各
国

か
ら

6
4
人

の
研

究
者

を
招

聘
し
学
術
交
流
を
図
る

・
国

際
交

流
協

定
を

結
ん

で
い

る
中

国
の

3
国

立
博

物
館

及
び

韓
国
・

慶
州

博
物

館

よ
り
研
究
者
を
招
聘
（
奈
良
博
）

・
J
I
C
A
草
の
根
技
術
協
力
事
業
に
よ
り
タ
イ
か
ら
3
人
の
研
究
者
を
招
聘
（
九
博
）

自
己
評
価

　
海

外
か

ら
の

研
究

者
招

聘
は
、
1
8
年

度
と

比
較

し
て

2
1
人

増
の

6
4
人
、

海
外

へ
の

研
究

者
の

派
遣

は
1
7
人

増
の

9
3
人

と
積

極
的

に
交

流
を

図
っ

た
。

ま
た
、

ア
ジ

ア
国

立
博

物
館

協
会
（
A
N
M
A
）

に
よ

る
第

1
回

理
事

会
、

定
期

大
会

に
参

加
し

た
が
、

第
2

回
理

事
会
・

定
期

大
会

は
2
0
1
0
年

に
日

本
で

開
催

さ
れ

る
予

定
で

あ
り
、

今
後

も
積

極
的
に
寄
与
し
て
い
く
。

　
さ

ら
に
、
1
8
年

度
に

締
結

し
た

協
定

を
も

と
に

中
国
、

韓
国

を
中

心
と

し
た

海
外

の
博

物
館

と
交

流
を

進
め

て
お

り
、
1
9
年

度
は

東
京

国
立

博
物

館
と

上
海

博
物

館
と

の
間
で
新
た
に
学
術
交
流
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

積
極
的
な
海
外
と
の
交
流
は
評
価
で
き
る
。

　
ア

ジ
ア

国
立

博
物

館
協

会
（
A
N
M
A
）

に
お

け
る

存
在

感
を

示
す

た
め

に
も
、
2
0
1
0
年

定
期

大
会

開
催

に
向

け

た
準
備
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
ほ
し
い
。

⑶
　
博
物
館
等
関
係
者
や
修
理
技

術
関
係
者
等
を
対
象
と
し
た
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

検

討
、
実
施
す
る
。

３
．
博
物
館
等
関
係
者
や
修
理
技

術
関
係
者
等
を
対
象
と
し
た
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
、
実
施

○
博
物
館
等
関
係
者
や
修
理
技
術

関
係
者
等
を
対
象
と
し
た
研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
検

討
、

実
施
す
る
こ
と
。

主
な
実
績

・
イ

ン
タ

ー
ン

と
し

て
保

存
科

学
を

専
攻

す
る

大
学

院
生

の
保

存
修

復
課

へ
の

受

入
れ
（
東
博
）

・
国
宝
修
理
装
潢
師
連
盟
等
と
の
協
定
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
（
京
博
）

・
文
化
財
保
存
修
理
所
の
修
理
技
術
者
に
よ
る
一
般
向
け
講
演
会
の
実
施
（
奈
良
博
）

・
東
ア
ジ
ア
紙
文
化
財
保
存
修
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
（
九
博
）

・
修
理
技
術
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
IP
M研

究
会
」
の
開
催
（
九
博
）

・
文

化
財

保
存

修
復

研
修
、

古
文

書
保

存
基

礎
講

座
等

に
よ

る
博

物
館

の
文

化
財

担
当
者
へ
の
研
修
の
実
施
（
九
博
）

自
己
評
価

博
物

館
等

関
係

者
や

保
存

修
理

技
術

者
を

対
象

と
し

た
研

修
を

通
し

て
、

我
が

国

に
お

け
る

文
化

財
技

術
・

保
存

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

こ
と

が
で

き
た
。

今
後

も

文
化

財
保

護
の

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
と

し
て
、

継
続

的
に

研
修

等
を

通
し

た
支

援

を
実
施
し
て
い
く
。

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

収
蔵

品
の

修
復

事
業

に
つ

い
て

の
ナ

シ
ョ

ナ
ル

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

役
割

も
、

各
館

の
特

色
を

生
か

し
て

前

進
し
て
い
る
。
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⑷
　

収
蔵

品
に

つ
い

て
は
、
そ

の

保
存
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
、公

私

立
の
博
物
館
等
に
対
し
、展

示
等

の
充
実
に
寄
与
す
る
た
め
貸
与

を
推
進
す
る
。収

蔵
品
の
貸
与
に

つ
い
て
は
、貸

与
に
関
す
る
情
報

を
公
開
す
る
な
ど
具
体
的
措
置

を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。

４
．
収
蔵
品
貸
与
の
推
進

○
公

私
立

博
物

館
等

に
対

す
る

支

援
の

た
め
、

収
蔵

品
の

貸
与

に

関
す
る
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
。

主
な
実
績

・
富

山
市

佐
藤

記
念

美
術

館
「

広
田

不
孤

斎
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
」

展
へ

文
化

財
を

貸

与
（
東
博
）

・
フ

リ
ー

ア
美

術
館

に
お

け
る

西
暦

1
6
0
0
年

を
巡

る
特

別
展

に
「

唐
船

南
蛮

船
図

屏
風
」
を
貸
与
（
九
博
）

　
■
文
化
財
の
貸
与
件
数

合
計

東
京

京
都

奈
良

九
州

件
数

1
,
7
3
7
件

1
,
3
0
2
件

1
7
1
件

1
3
7
件

1
2
7
件

館
数

2
7
9
館

1
4
9
館

6
0
館

3
7
館

3
3
館

自
己
評
価

　
国

内
外

の
博

物
館

等
に

積
極

的
に

文
化

財
貸

与
を

実
施

し
て

お
り
、

貸
与

件
数

は

1
8
年

度
と

比
較

し
て

9
2
件

減
の

1
,
7
3
7
件

で
あ

っ
た

が
、

貸
与

先
館

数
は

1
5
館

増
の

2
7
9
件

と
増

加
し

て
い

る
。

海
外

へ
も

フ
リ

ー
ア

美
術

館
の

特
別

展
へ

の
「

唐
船

南
蛮

船
図

屏
風

」
の

貸
与
、

ポ
ル

ト
ガ

ル
の

ソ
ア

レ
ス
・

ド
ス
・

レ
イ

ス
美

術
館

に
お

け

る
日

本
の

や
き

も
の

展
へ

の
重

要
文

化
財
「

緑
釉

四
足

壺
」

の
貸

与
な

ど
そ

れ
ぞ

れ

の
展
覧
会
に
お
い
て
核
と
な
る
よ
う
な
文
化
財
を
貸
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
な
お
、
収
蔵
品
の
貸
与
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
公
開
す
る
体
制
は
ま
だ
整
っ

て
い

な
い
。

収
蔵

品
の

管
理
・

展
示

と
も

大
き

く
関

係
す

る
の

で
全

体
と

し
て

取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

公
私

立
館

へ
の

貸
与
・

公
開

は
、

十
分

実
施

さ
れ

て

い
る

が
、

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
と

し
て

引
き

続
き

さ

ら
な
る
推
進
を
期
待
す
る
。

⑸
　

公
私
立
博
物
館
等
に
対
す
る

援
助
・
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、

博
物

館
関

係
者

の
情

報
交

換
・

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
等

に
努
め
る
。
な
お
、
援
助
・
助
言

の
実
施
に
つ
い
て
は
今
期
5年

間

の
実
績
が
前
中
期
目
標
期
間
の

実
績
を
上
回
る
よ
う
努
め
る
。

５
．
公
私
立
博
物
館
・
美
術
館
等

に
対
す
る
援
助
・
助
言

○
公

私
立

博
物

館
等

に
対

す
る

援

助
・

助
言

の
実

績
が

前
中

期
目

標
期
間
の
実
績
を
上
回
る
こ
と
。

主
な
実
績

・
宮
内
庁
所
蔵
の
「
春
日
権
現
験
記
絵
」
の
修
理
に
関
す
る
援
助
・
助
言
の
実
施
（
京
博
）

・
「

国
宝
　

鑑
真

和
上

展
」
（

福
岡

市
博

物
館

）
へ

の
学

術
協

力
、

出
品

作
品

選
定

等
の
援
助
・
助
言
の
実
施
（
奈
良
博
）

・
松
浦
市
海
底
遺
跡
調
査
（
長
崎
県
松
浦
市
教
育
委
員
会
）
に
関
す
る
指
導
（
九
博
）

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

公
私

立
博

物
館
・

美
術

館
へ

の
助

言
・

協
力

体
制

は

前
進
し
て
い
る
。
地
方
の
博
物
館
へ
の
援
助
・
助
言
は
、

地
方

財
政

の
悪

化
に

よ
る

文
化

事
業

の
予

算
削

減
と

い

う
逼
迫
し
た
状
況
下
で
期
待
が
大
き
い
。

松
浦

市
海

底
遺

跡
調

査
に

つ
い

て
、

九
州

と
い

う
地

を
生

か
し
、

課
題

を
抱

え
る

地
方

へ
の

指
導

は
、

新
し

い
九
博
の
地
盤
作
り
に
も
役
立
つ
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。
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【
公
私
立
博
物
館
に
対
す
る
援
助
助
言
実
績
（
前
中
期
目
標
期
間
の
年
間
平
均
実
績
）
】

東
京
国
立
博
物
館
（
4
0
件
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

4
0
件
以
上

2
8
件
以
上

4
0
件
未
満

2
8
件

1
2
4
件

Ａ

京
都
国
立
博
物
館
 （
1
2
件
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

1
2
件
以
上

8
件
以
上

1
2
件
未
満

8
件
未
満

8
1
件

Ａ

奈
良
国
立
博
物
館
（
5
件
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

5
件
以
上

3
件
以
上

5
件
未
満

3
件
未
満

5
件

Ａ

九
州
国
立
博
物
館
（
1
2
件
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

1
2
件
以
上

8
件
以
上

1
2
件
未
満

8
件
未
満

3
8
件

Ａ

自
己
評
価

　
文

化
財

の
保

存
、

展
示

な
ど

の
分

野
で

の
地

方
の

博
物

館
等

か
ら

国
立

博
物

館
の

援
助
・

助
言

に
期

待
さ

れ
る

役
割

は
大

き
い

の
で
、

今
後

も
積

極
的

に
援

助
・

助
言

に
取

り
組

む
。

援
助
・

助
言

の
件

数
は

1
8
年

度
よ

り
1
0
0
件

増
の

2
4
8
件

と
大

幅
に

増

加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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４
　

文
化

財
に

関
す

る
調

査
及

び
研

究
の

推
進

評
　

定

Ａ

　
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

最
大

の
課

題
で

あ
っ

た
キ

ト
ラ

・
高

松
塚

古
墳

壁
画

の
解

体
等

に
関

わ
る

困
難

な
事

業
を

東
京

・
奈

良
の

両
文

化
財

研
究

所

の
共

同
作

業
と

し
て

無
事

に
成

し
遂

げ
た

点
を

評
価

す
る

。
ま

た
、

こ
れ

ら
に

関
し

て
、

墳
丘

な
ど

の
発

掘
や

石
室

解
体

、
絵

画
の

取
り

外
し

な
ど

、
か

つ
て

無
い

文
化

財
と

し
て

の
在

り
方

を
問

わ
れ

、
現

在
も

大
き

な
課

題
を

残
し

て
い

る
が

、
古

墳
自

体
を

含
め

平
成

1
5
年

度
以

来
、

総
合

的
な

調
査

・
研

究
が

な
さ

れ
て

き
た

こ
と

は
高

く
評

価
で

き
る

。

ま
た

、
上

記
の

問
題

解
決

の
た

め
に

集
中

的
に

多
く

の
メ

ン
バ

ー
と

時
間

、
費

用
等

が
費

や
さ

れ
た

に
も

関
わ

ら
ず

、
他

の

保
存

科
学

的
調

査
・

研
究

が
継

続
さ

れ
成

果
を

得
、

光
学

的
な

先
端

技
術

が
生

か
さ

れ
て

い
る

こ
と

も
評

価
で

き
る

。
平

城
宮

跡
発

掘
調

査
、
古

社
寺

調
査

、
文

化
財

の
制

作
年

代
測

定
に

資
す

る
年

輪
年

代
研

究
、
動

植
物

の
遺

存
体

研
究

な
ど

と
と

も
に

、

近
代

美
術

の
基

礎
研

究
も

行
わ

れ
て

お
り

、
従

来
か

ら
の

継
続

研
究

と
新

規
研

究
と

の
調

和
も

良
く

、
高

く
評

価
で

き
る

。
文

化
財

研
究

の
最

前
線

と
し

て
、

国
立

文
化

財
機

構
の

担
う

責
務

は
重

大
だ

が
、

十
二

分
に

そ
れ

に
答

え
て

い
る

。

な
お

、
中

期
計

画
に

盛
ら

れ
た

目
標

以
上

に
、

調
査

研
究

の
内

容
・

範
囲

は
多

方
面

に
渡

っ
て

お
り

、
長

期
的

な
視

野
の

地

道
な

基
礎

的
研

究
に

か
け

る
時

間
が

制
約

さ
れ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

懸
念

さ
れ

る
が

、
研

究
者

の
自

立
性

・
独

自
性

の
確

保
も

大
切

で
あ

り
、

引
き

続
き

留
意

い
た

だ
き

た
い

。

中
期
計
画

主
な
計
画
上
の

評
価
指
標

主
な
実
績
及
び
自
己
評
価

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価

評
価
基
準
　
S
A
B
C
F

⑴
　
文
化
財
に
関
す
る
基
礎

的
・
体
系
的
な
調
査
・
研

究
の
推
進

　
文

化
財

に
関

す
る

基
礎

的
・
体
系
的
な
調
査
・
研
究

と
し
て
、
国
内
外
の
機
関
と

の
共
同
研
究
や
研
究
交
流
も

含
め
て
以
下
の
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
国
・
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
文
化

財
保

護
施

策
の

企
画
・

立

案
、
文
化
財
の
評
価
等
に
関

す
る
基
盤
の
形
成
に
寄
与
す

る
。

①
文
化
財
保
護
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
新
た
に
保
護
対

１
．
調
査
研
究
の
目
的
、
内

容
の
適
切
性

○
中
期
計
画
に
示
さ
れ
た
課

題
や
文
化
財
保
護
政
策
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
、
研
究

の
目
的
、
テ
ー
マ
を
適
切

に
設
定
す
る
こ
と
。

主
な
実
績

・
中
期
計
画
に
示
し
た
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に
、
毎
年
度
ご
と
に
研
究
目
的
・
テ
ー
マ
を
設
定

⑴
　
文
化
財
に
関
す
る
基
礎
的
・
体
系
的
な
調
査
・
研
究
の
推
進

目
的

文
化
財
に
関
す
る
基
礎
的
・
体
系
的
な
調
査
・
研
究
と
し
て
、
国
内
外
の
機
関
と
の
共
同
研
究
や
研

究
交
流
も
含
め
て
以
下
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
国
・
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
文
化
財
保

護
施
策
の
企
画
・
立
案
、
文
化
財
の
評
価
等
に
関
す
る
基
盤
の
形
成
に
寄
与
す
る
。

主
な

テ
ー
マ

・
新
た
な
保
護
対
象
の
調
査
研
究
（
文
化
的
景
観
・
民
俗
技
術
）

・
新
し
い
美
術
資
料
学
の
確
立
、
近
現
代
美
術
研
究
、
技
法
材
料
の
広
領
域
研
究

・
無
形
文
化
遺
産
研
究

・
歴
史
資
料
・
書
籍
資
料
等
の
調
査

・
文
化
財
建
造
物
の
保
存
・
修
復
・
活
用
の
研
究

・
平
城
京
跡
・
飛
鳥
藤
原
京
跡
の
発
掘
調
査

・
出
土
遺
物
の
分
析
と
ア
ジ
ア
の
古
代
都
城
遺
跡
の
調
査
研
究

・
遺
跡
の
保
存
、
整
備
、
活
用
の
技
術
開
発
（
平
城
宮
跡
、
藤
原
宮
跡
の
整
備
復
原
）

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

文
化
財
の
活
用
と
保
護
と
い
う
相

反
す
る
課
題
を
常
に
抱
え
る
文
化
財

機
構
に
お
い
て
、
そ
の
根
幹
と
な
る

「
文

化
財

の
恒

久
的

保
存

と
持

続
的

公
開
を
具
現
化
す
る
博
物
館
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
に
取
り

組
ま
れ
た
こ
と
を
評
価
し
た
い
。
な

か
な
か
難
し
い
課
題
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
契
機
に
将
来
に
向
け
て
、
よ
り

具
体
的
か
つ
継
続
的
な
研
究
と
な
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

評
価
に
お
け
る
定
量
的
な
も
の
と

し
て
、
展
覧
会
の
観
覧
動
員
数
が
常

に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
根
底
に
あ
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Ⅳ　評価

　
象

と
な

っ
た

文
化

的
景

観
、
民
俗
技
術
に
関
す
る

基
礎

的
・

体
系

的
な

調

査
・
研
究
を
実
施
し
、
今

後
の
指
定
を
は
じ
め
と
す

る
保
護
施
策
に
関
す
る
資

料
と
指
針
を
提
供
す
る
。

②
我
が
国
の
有
形
文
化
財
及

び
そ
れ
に
係
わ
る
諸
外
国

の
文
化
財
に
関
し
、
以
下

の
課
題
に
重
点
的
に
取
り

組
む
。

ⅰ
 
日

本
を

含
む

東
ア

ジ
ア

地
域
に
お
け
る
美
術
の
価

値
形
成
の
多
様
性
の
解
明

ⅱ
 
我

が
国

に
お

け
る

近
現

代
美
術
の
歴
史
の
解
明

ⅲ
 
美

術
や

文
化

財
に

対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
の

美
術
の
創
作
の
プ
ロ
セ
ス

の
解
明

ⅳ
 
古

都
所

在
寺

社
所

蔵
の

歴
史
資
料
・
書
跡
資
料
等

に
関
す
る
原
本
調
査
を
通

じ
た
日
本
の
歴
史
、
文
化

の
研
究

ⅴ
 
歴

史
的

建
造

物
の

保

存
・
修
復
・
活
用
に
関
し

重
点

物
件

に
係

る
調

査
・

研
究
を
通
じ
た
基
礎
デ
ー

タ
の
収
集
整
理
・
公
開

③
我
が
国
の
古
典
芸
能
及
び

伝
統
的
工
芸
技
術
等
の
無

形
文
化
財
の
伝
承
実
態
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
伝
承
・
公
開
の
基
礎
と

な
る
技
法
・
技
術
を
明
ら

か
に
す
る
。

④
我
が
国
の
風
俗
習
慣
、
民

俗
芸
能
、
民
俗
技
術
な
ど

無
形
民
俗
文
化
財
の
現
在

⑵
　
文
化
財
に
関
す
る
新
た
な
調
査
手
法
の
研
究
・
開
発
の
推
進

目
的

文
化

財
の

調
査

手
法

に
関

す
る

以
下

の
研

究
・

開
発

を
推

進
し
、

文
化

財
を

生
み

出
し

た
文

化

的
・
歴
史
的
・
自
然
的
環
境
等
の
背
景
や
そ
の
変
化
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
。

主
な

テ
ー
マ

・
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
応
用

・
文
化
財
の
非
破
壊
調
査
法

・
遺
跡
調
査
の
新
た
な
指
標
・
属
性
分
析
法
の
研
究

・
遺
跡
の
測
量
・
探
査
技
術
の
有
効
利
用
法
の
確
立

・
年
輪
年
代
測
定
法
に
よ
る
研
究

・
動
植
物
遺
存
体
に
よ
る
環
境
考
古
学
研
究

⑶
　
科
学
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
文
化
財
の
保
存
科
学
や
修
復
技
術
に
関
す
る
先
端
的
調
査
研
究
等
の
推
進

目
的

最
新
の
科
学
技
術
の
活
用
に
よ
る
保
存
科
学
に
関
す
る
先
端
的
な
調
査
及
び
研
究
や
、
伝
統
的
な

修
復
技
術
、
製
作
技
法
、
利
用
技
法
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
と
し
て
以
下
の
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
文
化
財
の
保
存
や
修
復
の
質
的
向
上
に
寄
与
す
る
。

主
な

テ
ー
マ

・
文
化
財
の
生
物
劣
化
対
策

・
文
化
財
の
保
存
環
境
研
究

・
周
辺
環
境
が
文
化
財
に
及
ぼ
す
影
響

・
考
古
資
料
の
材
質
、
構
造
の
調
査
と
保
存
、
修
復
の
研
究

・
伝
統
的
修
復
材
料
と
合
成
樹
脂
の
研
究

・
在
外
古
美
術
品
保
存
修
復
協
力
事
業

・
近
代
の
文
化
遺
産
の
保
存
修
復
に
関
す
る
研
究

⑷
　
国
・
地
方
公
共
団
体
の
要
請
に
応
じ
た
文
化
財
の
保
存
措
置
等
の
た
め
の
調
査
・
研
究
の
実
施

目
的

文
化
庁
が
行
う
高
松
塚
古
墳
・
キ
ト
ラ
古
墳
の
壁
画
の
調
査
及
び
保
存
・
活
用
に
関
し
て
技
術
的

に
協
力
す
る
。

主
な

テ
ー
マ

●
高
松
塚
古
墳
壁
画

・
生
物
対
策
と
保
存
修
理

・
石
室
解
体

・
壁
画
の
保
存
修
復
お
よ
び
石
材
の
保
存
修
理

●
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画

・
生
物
対
策
と
保
存
修
理

・
壁
画
の
取
り
外
し

・
手
法
の
開
発
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
）

る
展

示
・

環
境

を
ど

の
よ

う
に

作

り
出

す
か

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て

は
、
従

来
我

が
国

に
お

い
て

希
薄

な

部
分

で
あ

っ
た

と
の

見
方

が
あ

る
。

そ
れ

を
越

え
る

も
の

と
し

て
「

博
物

館
環

境
デ

ザ
イ

ン
に

関
す

る
調

査
」

を
取

り
上

げ
た

こ
と

は
高

く
評

価

し
た

い
。

　
ま
た
、
文
化
的
営
み
の
根
幹
と
も

な
る
本
事
業
に
お
い
て
、
一
般
経
済

界
や
産
業
界
に
ど
の
よ
う
に
し
て
関

心
を
得
る
か
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
考

え
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
「
近
代
工

芸
の
美
術
史
・
産
業
史
・
地
域
史
の

基
礎
資
料
と
し
て
の
内
国
勧
業
博
覧

会
出
品
作
品
の
研
究
」
を
挙
げ
た
こ

と
は
、
即
上
記
の
解
決
に
は
跳
ね
返

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
少
し
で
も
、

そ
の
繋
が
り
を
引
き
立
た
せ
、
よ
り

発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
単
に
歴

史
的
事
実
と
言
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
当
時
の
産
業
界
の
世
界
、
並
び

に
文
化
的
世
界
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
現
代
の
産
業
界
の
眼
を
引
き

つ
け
る
よ
う
な
こ
と
と
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

海
外
の
博
物
館
が
所
蔵
す
る
日
本

古
美
術
作
品
の
修
復
に
成
果
を
挙
げ

て
い
る
こ
と
は
、
高
く
評
価
で
き
る
。

特
に
事
前
調
査
や
計
画
性
に
す
ぐ
れ

た
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

近
代
文
化
遺
産
へ
の
保
存
修
復
に

も
着

手
し

て
い

る
点

は
評

価
で

き

る
。 各

館
と
も
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像

を
利
用
し
た
調
査
・
研
究
を
実
施
し

て
お
り
、
関
係
ス
タ
ッ
フ
が
機
構
内

は
も
と
よ
り
、
機
構
外
部
の
専
門
家

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
む
な

ど
、
研
究
体
制
が
評
価
で
き
る
。

研
究
項
目
の
多
様
化
は
評
価
で
き
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に

お
け

る
伝

承
の

実
態
、

伝
承
組
織
、
公
開
の
あ
り

方
等
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
各
地
の
保
存
団

体
や
保
護
行
政
担
当
者
等

と
こ
れ
ら
研
究
成
果
及
び

問
題
意
識
の
共
有
化
を
図

り
、
「

無
形

民
俗

文
化

財

の
映

像
記

録
作

成
ガ

イ

ド
ラ

イ
ン
（

仮
称

）
」

等

の
指
針
を
作
成
し
公
表
す

る
。

⑤
平
城
京
、
藤
原
京
、
飛
鳥

地
域
を
中
心
と
し
た
我
が

国
及

び
関

連
す

る
中

国
・

韓
国
等
諸
外
国
の
遺
跡
の

発
掘
調
査
並
び
に
共
同
研

究
を
行
う
と
と
も
に
、
出

土
品
・
遺
構
の
調
査
研
究

及
び
庭
園
等
に
関
す
る
基

礎
的
な
調
査
・
研
究
を
実

施
し
、
そ
れ
に
よ
り
古
代

日
本
の
都
城
の
構
造
及
び

建
造

物
の

様
式

並
び

に

瓦
・
陶
磁
器
・
金
属
器
等

の
手
工
業
生
産
技
術
の
実

態
や
そ
の
変
遷
過
程
、
庭

園
等
の
変
遷
過
程
、
飛
鳥

地
域
の
歴
史
等
の
解
明
に

寄
与
す
る
。

⑥
遺
跡
の
保
存
・
整
備
・
活

用
に
関
す
る
一
体
的
な
調

査
・
研
究
、
技
術
開
発
の

推
進

及
び

整
備

事
例

の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
等
に
よ

り
、
個
々
の
遺
跡
の
現
況

に
応
じ
た
適
切
な
保
存
修

理
・
整
備
に
資
す
る
。
ま

た
、

こ
れ

に
関

連
し

て
、

平
城
宮
跡
・
藤
原
宮
跡
の

整
備
・
公
開
・
活
用
に
関

⑸
　
有
形
文
化
財
に
係
る
調
査
研
究

目
的

①
収
集
・
保
管
の
た
め
の
調
査
研
究

　
収
集
・
保
管
に
関
わ
る
研
究
を
実
施
し
、
有
形
文
化
財
に
か
か
る
保
存
に
寄
与
す
る
。

②
公
衆
へ
の
観
覧
を
図
る
た
め
の
研
究
　

　
公
衆
へ
の
観
覧
を
図
る
た
め
の
調
査
研
究
を
実
施
し
、
有
形
文
化
財
の
活
用
を
図
る
。

主
な

テ
ー
マ

①
収
集
・
保
管
の
た
め
の
調
査
研
究

・
特
別
調
査
「
古
写
経
」
（
東
博
）

・
近
畿
地
区
（
特
に
京
都
）
社
寺
文
化
財
の
調
査
研
究
（
京
博
）

・
仏
教
美
術
の
光
学
的
調
査
研
究
（
奈
良
博
）

・
博
物
館
に
お
け
る
文
化
財
保
存
修
復
に
関
す
る
研
究
（
九
博
）

②
公
衆
へ
の
観
覧
を
図
る
た
め
の
研
究
　

・
特
別
展
、
共
催
展
等
の
事
前
調
査
（
4
館
）

・
研
究
の
成
果
を
も
と
に
凸
版
印
刷
と
協
同
で
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ア
タ
ー
を
設
置
（
東
博
）

・
博
物
館
美
術
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究
（
東
博
）

・
高
齢
者
・
障
害
者
・
外
国
人
の
利
用
者
に
対
し
て
の
、
展
示
の
内
容
・
方
法
、
施
設
整
備
、
管

理
運
営
面
か
ら
の
改
善
、
改
修
方
策
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
（
九
博
）

自
己
評
価

　
文
化
財
保
護
政
策
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
研
究
目
的
・
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

る
が
、
中
に
は
報
告
書
な
ど
の
「
成

果
物
」
の
な
い
研
究
も
含
ま
れ
て
い

る
。
原
因
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
展
示
関

連
事
業
に
時
間
を
余
儀
な
く
と
ら
れ

て
い
る
た
め
で
あ
り
、
研
究
と
展
示

活
動
の
調
和
や
研
究
の
公
開
性
が
求

め
ら
れ
る
。

東
博
の
漢
籍
・
洋
書
の
悉
皆
調
査

の
着
手
は
高
く
評
価
で
き
る
。

全
般
的
に
は
、
網
羅
性
を
も
っ
て

研
究

テ
ー

マ
が

定
め

ら
れ

て
お

り
、

実
際
的
な
成
果
の
活
用
も
な
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
、
外
部
へ
の
わ
か
り
や

す
い
情
報
発
信
が
一
般
人
の
理
解
を

得
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
こ
の
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
は
将
来
へ
の
文
化
財
で

あ
る
と
い
う
意
識
を
忘
れ
な
い
で
い

た
だ
き
た
い
。

２
．
調
査
研
究
の
実
施
状
況

○
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
研
究
を

計
画
に
沿
っ
て
適
切
に
実

施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
我

が
国
の
文
化
財
保
護
政
策

上
、
緊
急
に
保
存
修
復
の

措
置
等
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
お
い
て
、
必
要
な

実
践
的
調
査
研
究
を
迅
速

か
つ
適
切
に
実
施
す
る
こ

と
。

⑴
　
文
化
財
に
関
す
る
基
礎
的
・
体
系
的
な
調
査
・
研
究
の
推
進

主
な
実
績

・
上
記
テ
ー
マ
設
定
に
従
い
、
以
下
の
調
査
・
研
究
を
実
施

調
査
研
究
の
名
称

施
設
名

①
ア

文
化
的
景
観
に
関
す
る
調
査
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

高
知

県
四

万
十

川
流

域
の

四
万

十
市
・

四
万

十
町
・

梼
原

町
で

は
国

庫
補

助
事

業
に

よ
り
、

四
万

十
川

流
域

の
文

化
的

景
観

に
つ

い
て

保
存

活
用

事
業

の
調

査
を

お
こ

な
っ

て
お

り
、

そ
れ

に
関

わ
る

調
査

を
そ
れ
ぞ
れ
受
託
し
、
各
報
告
書
を
作
成
し
た
。

・
四
万
十
市
の
文
化
的
景
観
保
全
計
画
策
定
業
務
（
受
託
）

・
四
万
十
町
の
文
化
的
景
観
の
調
査
(
受
託
)

・
梼
原
町
文
化
的
景
観
保
存
調
査
委
託
業
務
（
受
託
）

イ
民

俗
技

術
に

関
す

る
調

査
・

資
料

収
集
　

無
形

民
俗

文
化

財
の

保
存
・

活
用

に
関
す
る
調
査
研
究
　
（
I
4
⑴
④
と
一
体
で
実
施
）

東
京
文
化
財
研
究
所

伝
承

実
態

の
調

査
と

し
て
、

重
要

無
形

民
俗

文
化

財
「

白
間

津
の

オ
オ

マ
チ

行
事

」
等

の
現

地
調

査
を

実
施

し
た
。

公
開

の
実

態
調

査
と

し
て

は
、

各
ブ

ロ
ッ

ク
別

民
俗

芸
能

大
会

等
の

公
開

確
認

調
査

を
実

施
し

た
。

民
俗

技
術

に
つ

い
て

は
、

庄
内

地
方

の
「

飾
り

物
」

の
実

態
調

査
を

行
っ

た
。

無
形

民
俗

文
化

財
研

究
協

議
会

は
、
「

市
町

村
合

併
と

無
形

民
俗

文
化

財
の

保
護

」
を

テ
ー

マ
に

2
0
0
7
年

1
2
月

7
日

に
開
催
し
、
報
告
書
を
刊
行
し
た
。
ま
た
、『

無
形
民
俗
文
化
財
映
像
記
録
作
成
の
手
引
き
』
を
刊
行
し
、

全
市
町
村
に
配
布
し
た
。

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

文
化
財
に
対
す
る
幅
広
い
研
究
を

行
な
っ
て
い
る
状
況
は
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
な
ぜ
、
そ
の
テ
ー
マ
を
選

ん
で
研
究
し
て
い
る
の
か
、
基
礎
的

な
情

報
蓄

積
の

到
達

点
は

ど
こ

で
、

何
年
く
ら
い
で
到
達
す
る
も
の
な
の

か
不

明
で

あ
る
。

文
化

財
の

保
存
・

修
復
に
お
い
て
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
機
能
の
充
実
を
期
待

す
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
で
あ
る
『
無

形
民
俗
文
化
財
映
像
記
録
作
成
の
手

引
き
』
を
刊
行
し
、
全
市
町
村
へ
の

配
布
し
た
こ
と
は
、
近
年
特
に
伝
承

上
の
困
難
に
直
面
し
て
い
る
無
形
文

化
財
と
い
う
こ
と
も
あ
り
時
機
に
即

し
た
も
の
で
、
こ
の
分
野
に
お
け
る

機
構
の
社
会
貢
献
は
高
く
評
価
で
き

る
。
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Ⅳ　評価

　
す

る
調

査
・

研
究

を
行

い
、
文
化
庁
が
行
う
平
城

宮
跡
及
び
飛
鳥
・
藤
原
宮

跡
の

整
備
・

復
原

事
業

に
関
し
て
、
専
門
的
・
技

術
的
な
協
力
・
助
言
を
行

う
。

⑵
　
文
化
財
に
関
す
る
新
た

な
調
査
手
法
の
研
究
・
開

発
の
推
進

文
化
財
の
調
査
手
法
に
関

す
る
以
下
の
研
究
・
開
発
を

推
進
し
、
文
化
財
を
生
み
出

し
た
文
化
的
・
歴
史
的
・
自

然
的
環
境
等
の
背
景
や
そ
の

変
化
の
過
程
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
寄
与
す
る
。

①
光
に
対
す
る
物
性
を
利
用

し
た
高
精
彩
の
デ
ジ
タ
ル

画
像
を
形
成
す
る
手
法
に

関
す
る
調
査
・
研
究
を
行

い
、

文
化

財
の

色
や

形

状
・
肌
合
い
な
ど
を
正
確

か
つ
詳
細
に
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
す
。

②
小
型
可
搬
型
機
器
の
開
発

及
び

応
用

研
究

を
行

い
、

文
化
財
の
材
質
調
査
を
そ

の
場
で
行
え
る
よ
う
に
す

る
。
ま
た
、
有
機
化
合
物

の
物
質
同
定
を
目
的
と
し

た
新
規
手
法
の
検
討
及
び

そ
の

応
用

研
究

を
行

い
、

金
属
文
化
財
や
顔
料
な
ど

無
機
化
合
物
に
関
す
る
元

素
分
析
及
び
構
造
解
析
手

法
の
確
立
等
を
目
指
す
。

③
遺
跡
調
査
に
お
け
る
新
た

な
指
標
や
属
性
分
析
法
の

確
立
に
関
す
る
研
究
会
等

②
ア

東
ア
ジ
ア
の
美
術
に
関
す
る
資
料
学
的
研
究

東
京
文
化
財
研
究
所

作
品

を
め

ぐ
る

価
値

形
成

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
解

明
す

べ
く
「

人
と

モ
ノ

の
力

学
」

と
い

う
テ

ー
マ

で
国

立
台

湾
大

学
芸

術
史

研
究

所
・

陳
芳

妹
氏

の
講

演
会

を
行

っ
た
。

ま
た

一
つ

の
作

品
を

め
ぐ

り
、

そ
の

制
作

か
ら

評
価

の
変

遷
に

至
る

多
角

的
な

研
究

を
盛

り
込

ん
だ

報
告

書
『

美
術

研
究

作
品

資
料

5
  

黒
田

清
輝
《

湖
畔

》
』

を
刊

行
し

た
。

さ
ら

に
美

術
史

研
究

の
た

め
の

コ
ン

テ
ン

ツ
形

成
と

し
て
『

日

本
絵
画
史
年
紀
資
料
集
成
（
1
5
世
紀
）
』
刊
行
に
向
け
て
の
デ
ー
タ
入
力
を
進
め
た
。

イ
近
現
代
美
術
に
関
す
る
総
合
的
研
究

東
京
文
化
財
研
究
所

黒
田

清
輝

宛
フ

ラ
ン

ス
語

書
簡
、

黒
田

清
輝

関
係

写
真
、

現
代

美
術

資
料

等
の

未
公

開
資

料
の

整
理

デ
ー
タ
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
海
外
の
文
化
財
ア
ー
カ
イ
ブ
（
ロ
ン
ド
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ッ
ト
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
に
て
担
当
者
と
研
究
協
議
を
行
っ
た
。
次
に
『
黒
田
清
輝
著
述
集
』（
平
成
1
8
年
度
刊
行
）

の
一

部
を

P
D
F
版

に
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

公
開

す
る

な
ど
、

研
究

成
果

の
公

開
を

進
め

る
と

と
も

に
。

『
昭
和
期
美
術
展
覧
会
の
研
究
』
（
仮
称
、
平
成
2
0
年
度
刊
行
）
の
た
め
の
研
究
協
議
会
を
開
催
し
た
。

ウ
美
術
の
技
法
・
材
料
に
関
す
る
広
領
域
的
研
究

東
京
文
化
財
研
究
所

本
研

究
は

美
術

作
品

が
基

盤
と

し
て

い
る

材
料
・

技
法
・

制
作

の
過

程
等

を
文

献
史

料
あ

る
い

は
作

品
に

対
し

て
の

科
学

的
・

光
学

的
手

法
に

よ
る

分
析

を
援

用
し

な
が

ら
解

明
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

本
年

度
は

天
平

時
代

の
脱

活
乾

漆
像
、

江
戸

時
代

の
木

彫
像
、

中
世

末
期

の
絵

巻
断

簡
に

つ
い

て

調
査

す
る

と
と

も
に
、

関
連

の
平

安
末

期
の

造
像

記
録

(
中

世
写

本
)
の

調
査

を
行

っ
た
。

ま
た
、

奈
良

時
代
史
料
に
あ
ら
わ
れ
た
彩
色
語
彙
の
収
集
に
つ
と
め
、
デ
ー
タ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
逐
次
、

そ
の
更
新
に
努
め
た
。

エ
古
都
所
在
寺
社
の
歴
史
資
料
等
に
関
す
る
調
査
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

興
福

寺
で

は
中

世
東

金
堂

関
係

文
書

等
の

調
書

を
作

成
し
、

調
査

成
果

の
一

部
を
『

奈
良

文
化

財
研

究
所

紀
要

2
0
0
8
』

に
報

告
し

た
。

薬
師

寺
で

は
、

第
3
1
函

～
第

5
3
函

の
調

書
作

成
を

継
続

中
で

あ
る
。

東
大

寺
で

は
新

修
第

3
5
函

等
の

中
村

準
一

寄
贈

文
書

を
調

査
し

た
。

唐
招

提
寺

で
は
、

惣
倉

所
在

の
近

代
書

類
と
、

弁
天

堂
の

弁
才

天
板

絵
を

調
査

し
た
。

高
山

寺
で

は
調

査
成

果
の

一
部

を
公

表
し

た
。

さ

ら
に

氷
室

神
社

大
宮

家
文

書
調

査
を
、

奈
良

市
教

育
委

員
会

と
の

共
同

研
究

と
し

て
実

施
し
、

デ
ー

タ

ベ
ー
ス
を
公
開
し
た
。
ま
た
、
奈
文
研
所
蔵
資
料
の
「
関
野
貞
日
記
」
の
翻
刻
作
業
を
進
め
て
い
る
。

オ
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
・
修
復
・
活
用
の
実
践
的
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

建
造

物
調

査
と

し
て

高
知

県
中

芸
地

区
森

林
鉄

道
遺

構
調

査
、

京
都

府
近

代
和

風
建

築
総

合
調

査
、

出
雲

大
社

境
外

諸
社

殿
調

査
を

実
施

し
、

森
林

鉄
道

遺
構

調
査

で
は

調
査

報
告

書
を

刊
行
、

そ
の

他

の
成

果
は
『

奈
良

文
化

財
研

究
所

紀
要

2
0
0
8
』

に
論

文
と

し
て

掲
載

し
た
。

ま
た
、

古
代

建
築

の
技

術

に
関

す
る

研
究

で
は
、

第
2
回

研
究

集
会

を
開

催
し

て
研

究
成

果
発

表
と

討
議

を
行

っ
た
。

こ
の

ほ
か
、

1
9
6
5
年

～
1
9
7
0
年

分
の
「

建
造

物
現

状
変

更
説

明
」

を
刊

行
し

た
ほ

か
、

ガ
ラ

ス
乾

板
写

真
の

デ
ジ

タ

ル
化
等
の
作
業
を
行
っ
た
。

・
高
知
県
中
芸
地
区
森
林
鉄
道
遺
産
国
指
定
物
件
調
査
（
受
託
）

・
平
成
1
9
年
度
京
都
府
近
代
和
風
建
築
総
合
調
査
事
業
（
受
託
）

③
無
形
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
調
査
研
究

東
京
文
化
財
研
究
所

音
声
資
料
の
調
査
を
行
い
、
無
形
文
化
遺
産
部
公
開
学
術
講
座
で
発
表
し
た
。
楽
器
に
つ
い
て
は
、

研
究
を
博
物
館
の
展
示
に
生
か
す

試
み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

期
待
し
た
い
。

文
化
財
の
防
災
計
画
に
関
す
る
調

査
研

究
は

重
要

で
あ

り
活

動
を

望

む
。 本

年
度

最
も

注
目

さ
れ

た
の

は
、

高
松
塚
古
墳
の
壁
画
修
理
に
関
わ
る

解
体
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た

と
思

う
。

こ
れ

は
、
2
0
0
3
年

以
来
、

従
来
と
は
異
な
る
形
で
壁
画
の
み
で

は
な
く
墳
丘
な
ら
び
に
そ
の
中
の
石

室
を

含
み
、

あ
ら

ゆ
る

観
点

か
ら
、

調
査
研
究
の
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
、
最

終
的
に
は
壁
画
を
切
り
離
す
こ
と
と

な
っ
た
が
、
古
墳
も
含
め
て
総
合
的

な
先
端
技
術
に
根
ざ
し
た
調
査
が
な

さ
れ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

あ

わ
せ

て
、

解
体
・

輸
送

に
お

い
て

も
、
最
先
端
技
術
と
職
人
的
技
術
の

見
事
な
統
合
に
よ
り
、
寸
分
の
狂
い

無
く
目
的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
を
高

く
評
価
し
た
い
。
そ
の
成
果
は
、
東

京
・
奈
良
の
研
究
機
関
の
総
合
的
な

実
施
の
結
果
で
も
あ
り
、
か
つ
今
ま

で
地
道
に
検
討
さ
れ
て
き
た
技
術
的

成
果
、
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
等
の
開
発
と

同
時
に
打
音
試
験
、
エ
コ
ー
チ
ッ
プ

試
験
や
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
検
査
、
監
視
態

勢
に

よ
る

も
の

と
考

え
る
。

ま
た
、

こ
れ
ら
の
事
業
の
進
行
に
際
し
、
一

般
へ
の
公
開
を
原
則
と
し
、
終
了
後

に
お
い
て
も
、
公
開
講
演
や
専
門
家

を
対
象
と
し
た
他
の
装
飾
古
墳
を
含

む
研

究
会

な
ど

の
実

施
を

通
し

て
、

一
般
へ
の
理
解
を
求
め
た
こ
と
も
評

価
で
き
る
。
そ
の
中
で
、
課
題
と
し

て
あ
げ
て
い
る
発
見
後
の
生
物
劣
化

等
に
よ
る
そ
の
原
因
究
明
に
つ
い
て

は
、
実
施
さ
れ
た
修
復
技
術
を
含
め
、



― 596 ―

― 597 ―

　
を
行
い
、
全
国
に
お
け
る

遺
跡
調
査
・
研
究
の
質
的

向
上
と
発
掘
作
業
の
効
率

化
に
資
す
る
。

④
木
質
古
文
化
財
の
年
輪
年

代
測
定
法
等
を
進
め
、
考

古
学
・
建
築
史
・
美
術
史

の
研
究
に
資
す
る
。

⑤
遺
跡
出
土
の
動
植
物
遺
体

や
古
土
壌
の
考
古
科
学
的

分
析
に
よ
り
、
過
去
の
生

業
活
動
の
解
明
と
環
境
復

元
を
行
う
。

⑶
　
科
学
技
術
の
活
用
等
に

よ
る
文
化
財
の
保
存
科
学

や
修
復
技
術
に
関
す
る
中

心
的

な
支

援
拠

点
と

し

て
、
先
端
的
調
査
研
究
等

の
推
進

最
新
の
科
学
技
術
の
活
用

に
よ
る
保
存
科
学
に
関
す
る

先
端

的
な

調
査

及
び

研
究

や
、

伝
統

的
な

修
復

技
術
、

製
作
技
法
、
利
用
技
法
に
関

す
る
調
査
及
び
研
究
と
し
て

以
下
の
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
文
化
財
の
保
存

や
修
復
の
質
的
向
上
に
寄
与

す
る
。

①
生
物
被
害
を
受
け
や
す
い

木
質
文
化
財
（
社
寺
等
建

造
物
、
彫
刻
な
ど
）
の
劣

化
診
断
や
被
害
防
止
対
策

を
確
立
す
る
。

②
環
境
の
調
査
手
法
、
モ
デ

ル
実

験
や

シ
ミ

ュ
レ

ー

シ
ョ
ン
技
術
を
用
い
た
環

境
の
解
析
手
法
の
確
立
の

た
め
の
研
究
及
び
実
践
を

行
い
、
文
化
財
を
取
り
巻

鼓
胴
・

龍
笛
・

能
管

に
つ

い
て

調
査

を
行

っ
た
。

世
阿

弥
自

筆
能

本
に

つ
い

て
調

査
を

実
施

し
た
。

重
要

無
形

文
化

財
保

持
者

吉
田

簑
助

氏
等

か
ら

の
聞

取
り

調
査

を
お

こ
な

い
、
『

無
形

文
化

遺
産

研
究

報
告

』
で

公
表

し
た
。

工
芸

技
術

に
関

し
て

は
、

葛
布

製
造

の
現

状
、

民
平

焼
の
「

土
型

」
に

つ
い

て

調
査
研
究
を
実
施
し
た
。
宝
生
流
と
喜
多
流
の
謡
曲
、
及
び
講
談
に
つ
い
て
、
実
演
記
録
作
成
を
行
っ
た
。

・
文

化
遺

産
保

護
国

際
貢

献
事

業
　

無
形

文
化

遺
産

保
護

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
受
託
）

東
京
文
化
財
研
究
所

⑤
ア

平
城
宮
跡
東
院
地
区
（
第
4
2
1
次
）
の
発
掘
調
査

奈
良
文
化
財
研
究
所

本
調

査
で

は
、

東
院

の
区

画
変

遷
を

ほ
ぼ

解
明

し
た
。

変
遷

の
概

要
は
、

西
半

部
に

官
衙

的
な

建
物

を
配
す
る
段
階
（
奈
良
時
代
前
半
）
か
ら
、東

院
全
体
を
広
く
区
画
す
る
段
階
へ
（
奈
良
時
代
半
ば
以
降
）

と
概

括
さ

れ
、

奈
良

時
代

末
期

に
は
、

東
院

南
門

の
中

軸
線

を
意

識
す

る
、

よ
り

計
画

的
に

配
置

さ
れ

た
建
物
群
が
出
現
す
る
。
な
お
、
奈
良
時
代
後
半
に
属
す
る
単
廊
SC
19
05
0の

検
出
は
特
筆
さ
れ
る
成
果

と
い
え
、
東
院
の
中
枢
部
を
本
調
査
区
北
東
に
推
定
す
る
説
は
、
こ
れ
に
よ
り
さ
ら
に
確
実
に
な
っ
た
。

・
平
城
京
左
京
二
条
三
坊
（
第
4
2
0
次
）
の
発
掘
調
査
（
受
託
）

・
旧
大
乗
院
庭
園
(
第
4
2
4
次
）
の
発
掘
調
査
（
受
託
）

・
法
華
寺
旧
境
内
（
第
4
2
6
次
）
の
発
掘
調
査
（
受
託
）

・
法
華
寺
旧
境
内
（
第
4
3
0
次
）
の
発
掘
調
査
（
受
託
）

・
喜
光
寺
旧
境
内
（
第
4
3
3
次
）
の
発
掘
調
査
（
受
託
）

平
城
宮
跡
東
院
地
区
（
第
4
2
3
次
）
の
発
掘
調
査

奈
良
文
化
財
研
究
所

掘
立

柱
建

物
1
3
棟
、

石
組

溝
8
条
、

礫
敷

な
ど

を
検

出
し

た
。

特
徴

は
奈

良
時

代
後

半
の

短
い

期
間

に
前

代
の

建
物

を
ほ

ぼ
全

面
的

に
改

作
し

て
い

る
点

で
あ

る
。

大
規

模
な

総
柱

建
物

や
石

組
溝

が
多

い

と
い

う
特

徴
は
、

建
物

外
を

礫
敷

で
舗

装
す

る
こ

と
と

あ
わ

せ
て
、

宮
殿

の
様

相
に

類
似

し
て

い
る
。

今
後

の
調

査
に

お
い

て
、

建
物

配
置

だ
け

で
な

く
、

舗
装

や
排

水
施

設
な

ど
生

活
空

間
全

般
を

検
討

す

る
上

で
の

足
が

か
り

を
得

た
こ

と
と

な
る
。

ま
た
、

各
時

期
に

わ
た

っ
て

本
調

査
区

の
一

段
高

い
東

側

に
東
院
地
区
中
枢
部
の
主
要
施
設
が
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

平
城
宮
跡
東
方
官
衙
地
区
(
第
4
2
9
次
)
の
発
掘
調
査

奈
良
文
化
財
研
究
所

平
城

宮
中

枢
部

の
1
つ

東
区

朝
堂

院
と

東
院

の
間

に
位

置
す

る
東

方
官

衙
地

区
を

対
象

と
し

て
発

掘

調
査

を
実

施
し

た
。

こ
の

地
区

に
お

け
る

官
衙

の
配

置
や

規
模

の
概

要
を

把
握

す
る

た
め

に
昨

年
度

よ

り
、

数
年

に
わ

た
り

調
査

す
る

こ
と

を
計

画
し
、

本
調

査
は

そ
の

第
2
回

目
と

な
る
。

昨
年

度
の

調
査

区
の

南
側

を
調

査
対

象
と

し
、

南
北

9
6
ｍ
、

東
西

1
2
9
ｍ
、

調
査

面
積

1
3
1
4
㎡

の
調

査
区

を
設

定
し

た
。

調
査
は
平
成
2
0
年
1
月
1
1
日
よ
り
開
始
し
た
。

旧
大
乗
院
庭
園
(
第
4
2
4
次
）
の
発
掘
調
査

奈
良
文
化
財
研
究
所

西
調

査
区

は
、
3
9
0
次

調
査

で
検

出
し

た
鎌

倉
～

室
町

時
代

の
S
B
8
9
8
3
の

西
側

の
続

き
を

確
認

す
る

こ
と
を
主
目
的
と
し
て
調
査
し
た
が
、
近
代
に
標
高
8
9
.
5
ｍ
ま
で
大
き
く
削
平
さ
れ
て
い
る
事
が
判
明
、

顕
著

な
遺

構
は

検
出

で
き

な
か

っ
た
。

東
調

査
区

は
、

西
小

池
南

側
が

大
池

方
向

と
池

尻
方

向
の

二
股

に
分

か
れ

る
岬

に
位

置
す

る
が
、

こ
の

部
分

の
汀

線
及

び
護

岸
状

況
の

詳
細

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
が

で
き
た
。

生
物
劣
化
の
み
な
ら
ず
化
学
分
野
等

を
含
む
総
合
的
な
分
析
と
解
明
を
期

待
す
る
。

　
こ
う
し
た
最
も
大
き
い
重
要
な
課

題
に
取
り
組
む
中
で
、
そ
の
他
多
く

の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
展
示

さ
れ
て
い
る
山
田
寺
の
出
土
部
材
の

経
年
変
化
の
計
測
の
継
続
は
高
く
評

価
す
る
。
機
構
の
基
本
で
あ
る
文
化

財
の
保
存
継
承
と
い
う
点
で
、
さ
ら

に
一
層
、
長
期
的
安
定
性
の
追
求
を

期
待
す
る
。

年
輪
年
代
法
に
つ
い
て
は
、
長
い

研
究

成
果

が
華

を
咲

か
せ

て
お

り
、

ま
た
、
X
線

C
T
を

用
い

た
非

破
壊

年

輪
年
代
測
定
法
の
開
発
は
、
現
実
に

成
果
を
上
げ
て
お
り
、
仏
像
な
ど
の

美
術
工
芸
品
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ

る
。
同
時
に
我
が
国
の
歴
史
的
資
料

に
裏

付
け

ら
れ

た
デ

ー
タ

に
よ

り
、

国
際
的
に
も
よ
り
信
頼
さ
れ
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

あ
わ
せ
て
、
『
動
物
考
古
学
—F
un

-

da
me

nt
al

s 
of

 
Zo

oa
rc

ha
eo

lo
gy

 

in
 J
ap
an

』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、

国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
利
用
さ

れ
る
も
の
と
期
待
す
る
。

考
古
学
発
掘
調
査
に
特
化
し
た
イ

メ
ー
ジ
の
あ
る
奈
良
文
化
財
研
究
所

の
景
観
保
存
受
託
事
業
や
近
代
和
風

建
築
調
査
は
、
今
後
の
受
託
事
業
と

社
会
貢
献
の
進
展
を
示
唆
す
る
新
し

い
典
型
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
さ
れ
る
。
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Ⅳ　評価

　
く
保
存
環
境
の
現
状
を
把

握
し
、
改
善
す
る
こ
と
に

資
す
る
。

③
屋
外
文
化
財
の
保
存
・
修

復
の

手
法

を
確

立
す

る
。

ま
た
、
文
化
財
の
防
災
に

つ
い
て
そ
の
予
防
と
被
災

後
の

情
報

収
集

を
行

い
、

文
化

財
防

災
の

ネ
ッ

ト

ワ
ー
ク
化
の
一
層
の
推
進

を
図
る
。

④
考
古
資
料
の
材
質
・
構
造

の
調
査
法
に
関
し
て
、
特

に
レ
ー
ザ
ー
ラ
マ
ン
分
光

分
析
法
や
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

X
線

C
T
・
C
R
法

の
実

用
化

を
図
る
。
ま
た
、
考
古
資

料
の
保
存
・
修
復
に
関
す

る
実
践
的
な
研
究
を
実
施

す
る
。

⑤
伝
統
的
修
復
材
料
や
合
成

樹
脂
な
ど
の
物
性
、
製
作

技
法
、
利
用
技
法
に
関
す

る
調

査
・

研
究

を
も

と

に
、
修
復
材
料
・
技
法
の

評
価

及
び

開
発

を
行

う
。

ま
た
、
海
外
の
文
化
財
保

存
担
当
者
を
対
象
に
、
日

本
の
修
復
材
料
の
使
用
法

や
修
理
技
術
に
関
す
る
研

修
等
を
行
い
本
国
で
の
基

本
的
な
作
品
の
取
り
扱
い

や
保
存
処
理
に
反
映
さ
せ

る
。

⑥
近
代
の
文
化
遺
産
に
特
徴

的
な
鉄
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
の

複
合
素
材
及
び
技
法
に
つ

い
て
国
際
共
同
研
究
を
実

施
し
、
そ
の
成
果
を
も
と

に
国
内
所
在
の
近
代
文
化

藤
原
宮
跡
大
極
殿
院
南
門
発
掘
調
査

奈
良
文
化
財
研
究
所

藤
原

宮
の

中
枢

施
設

で
あ

る
大

極
殿

院
南

門
の

規
模

お
よ

び
構

造
、

築
成

方
法
、

大
極

殿
院

回
廊

と

の
関
係
、
儀
式
用
施
設
の
有
無
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
発
掘
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
の

結
果
、

大
極

殿
南

門
基

壇
の

規
模

は
、

東
西

3
9
.
1
ｍ

×
南

北
1
4
ｍ

と
な

り
、

従
来

の
想

定
よ

り
も

大
き

く
な

る
こ

と
が

判
明

し
た
。

ま
た
、

基
壇

の
詳

細
な

築
成

方
法

を
明

ら
か

に
し

た
。

さ
ら

に
、

南

面
西

回
廊

に
お

い
て

地
鎮

遺
構

を
確

認
し

た
。

日
本

の
都

城
、

宮
殿

遺
跡

に
お

け
る

最
古

の
地

鎮
具

で

あ
る
。
調
査
面
積
1
5
6
0
㎡
、
調
査
期
間
は
2
0
0
7
年
4
月
1
日
〜
1
1
月
1
2
日
。
調
査
成
果
は
、
論
文
、
報
道
発
表
、

現
地
説
明
会
で
公
表
し
た
。

・
甘
樫
丘
平
吉
遺
跡
北
方
の
発
掘
調
査
（
受
託
）

・
藤
原
京
横
大
路
の
発
掘
調
査
（
受
託
）

・
藤
原
京
本
薬
師
寺
跡
の
発
掘
調
査
（
受
託
）

・
藤
原
京
山
田
道
の
発
掘
調
査
（
受
託
）

・
藤
原
宮
東
方
官
衙
地
区
の
発
掘
調
査
（
受
託
）

・
秋
田
県
胡
桃
館
遺
跡
出
土
遺
材
の
調
査
研
究
（
受
託
）

石
神
遺
跡
（
第
2
0
次
）
発
掘
調
査

奈
良
文
化
財
研
究
所

飛
鳥

の
重

要
な

宮
殿

遺
跡

の
一

つ
で

あ
り
、
7
世

紀
中

頃
の

外
交

上
の

饗
宴

施
設

と
考

え
ら

れ
て

い

る
石

神
遺

跡
に

お
い

て
、

遺
跡

範
囲

確
認

を
主

な
目

的
と

し
た

調
査

を
お

こ
な

っ
た
。

そ
の

結
果
、

既

調
査

成
果

で
あ

る
北

限
施

設
の
、

東
限

に
推

定
さ

れ
る

施
設

群
を

確
認

し
た
。

こ
れ

に
よ

り
、

次
年

度

以
降

の
具

体
的

な
調

査
目

的
を

固
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

調
査

面
積

4
8
4
㎡
、

調
査

期
間

は
平

成
1
9
年

1
0
月

1
日

〜
翌

年
2
月

1
4
日

で
あ

る
。

調
査

成
果

は
、

論
文
、

報
道

発
表
、

現
地

説
明

会
、

講
演

会
で

公

表
し
た
。

甘
樫
丘
東
麓
遺
跡
発
掘
調
査

奈
良
文
化
財
研
究
所

甘
樫

丘
東

麓
遺

跡
で

9
5
0
㎡

の
発

掘
調

査
を

お
こ

な
い
、

調
査

区
内

で
5
棟

の
掘

立
柱

建
物

を
確

認
し

た
。

そ
の

う
ち

2
棟

は
7
世

紀
中

頃
、

残
る

3
棟

は
7
世

紀
後

半
の

も
の

で
あ

る
。

前
者

は
『

日
本

書
紀

』

に
記

さ
れ

た
蘇

我
氏

の
邸

宅
と

関
わ

る
可

能
性

が
高

い
が
、

倉
庫

や
小

規
模

な
掘

立
柱

建
物

で
あ

る
。

今
後

は
谷

地
に

お
け

る
居

住
空

間
の

有
無
、
7
世

紀
後

半
の

建
物

群
の

性
格

を
解

明
す

る
た

め
、

遺
跡

の
全
体
像
を
把
握
す
る
調
査
が
必
要
と
な
っ
た
。

イ
平
城
京
跡
出
土
遺
物
の
調
査
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

発
掘
調
査
研
究
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
平
城
宮
・
京
跡
で
出
土
し
た
木
製
品
・
金
属
製
品
・
石
製
品
・

土
器
・

土
製

品
・

瓦
磚

類
・

木
簡

な
ど

の
整

理
、

分
析

研
究
、

出
土

遺
構

の
整

理
、

分
析

研
究
、

出
土

遺
構

の
図

面
・

写
真

作
成
、

分
析

研
究
、

及
び

出
土

遺
物

の
科

学
的

保
存

処
理

を
、

年
間

を
通

じ
て

発

掘
調

査
と

併
行

し
て

実
施

し
た
。

ま
た
、

第
一

次
大

極
殿

院
に

係
る

デ
ー

タ
に

つ
い

て
、
『

平
城

宮
発

掘
調
査
報
告
（
第
一
次
大
極
殿
院
）
』
の
刊
行
に
向
け
て
基
礎
的
分
析
作
業
を
引
き
続
き
実
施
し
た
。

飛
鳥
・
藤
原
京
跡
出
土
遺
物
・
遺
構
に
関
す
る
調
査
研
究
等

奈
良
文
化
財
研
究
所

本
年

度
の

発
掘

調
査

に
よ

る
飛

鳥
・

藤
原

京
跡

出
土

の
木

製
品
・

金
属

製
品
・

石
製

品
・

動
植

物
遺

存
体
、

土
器
・

土
製

品
・

瓦
塼

類
、

木
簡

な
ど

の
整

理
、

分
析

研
究
、

発
掘

遺
構

の
図

面
お

よ
び

写
真

資
料

の
整

理
・

作
成
、

分
析

作
業

は
年

間
を

通
じ

て
実

施
し
、

合
わ

せ
て

前
年

度
ま

で
の

発
掘

調
査

成
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遺
産
の
保
存
・
修
復
に
関

す
る
手
法
を
開
発
す
る
。

⑷
　
高
松
塚
古
墳
、
キ
ト
ラ

古
墳
の
保
存
対
策
事
業
な

ど
、
我
が
国
の
文
化
財
保

護
政
策
上
重
要
か
つ
緊
急

に
保
存
及
び
修
復
の
措
置

等
を
行
う
こ
と
が
必
要
と

な
っ

た
文

化
財

に
つ

い

て
、
国
・
地
方
公
共
団
体

の
要
請
に
応
じ
て
、
保
存

措
置
等
の
た
め
に
必
要
な

実
践
的
な
調
査
・
研
究
を

迅
速
か
つ
適
切
に
実
施
す

る
。

⑸
　

有
形

文
化

財
の

収
集
・

保
管
・
公
衆
へ
の
観
覧
に

か
か
る
調
査
・
研
究

有
形
文
化
財
の
収
集
・
保

管
・
公
衆
へ
の
観
覧
に
か
か

る
調

査
・

研
究

を
実

施
し
、

そ
の
保
存
と
活
用
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
次
世
代
へ

の
継
承
及
び
我
が
国
文
化
の

向
上
に
寄
与
す
る
。

①
収
集
・
保
管
に
関
す
る
研

究
を
実
施
し
、
有
形
文
化

財
の
保
存
に
寄
与
す
る
。

ⅰ
 
保

存
環

境
の

調
査

研
究

等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
収
蔵
品
の
保
存
環
境

の
向
上
を
図
る
。

ⅱ
 
日

本
の

文
化

財
及

び
日

本
の
文
化
に
影
響
を
与
え

た
東
洋
諸
地
域
を
中
心
に

東
洋
全
般
に
わ
た
る
各
国

固
有
の
文
化
財
の
調
査
研

究
を
実
施
す
る
。

果
を

報
告

書
等

で
公

開
す

る
た

め
の

基
礎

的
整

理
・

分
析
・

復
原

研
究

を
行

っ
た
。

ま
た
、

出
土

遺
物

の
保

存
処

理
を

継
続

的
に

実
施

し
た
。

研
究

成
果

は
、

公
刊

図
書

等
に

お
い

て
公

表
し

た
。

韓
国

と
の

共
同
研
究
で
は
、
研
究
員
を
相
互
に
派
遣
し
研
究
交
流
を
お
こ
な
っ
た
。

古
代
瓦
に
関
す
る
研
究
集
会
の
開
催

奈
良
文
化
財
研
究
所

飛
鳥

白
鳳

期
の

古
代

瓦
を
、

実
物

を
見

な
が

ら
議

論
し
、

造
瓦

技
術

の
変

遷
と

伝
播

を
明

ら
か

に
す

る
研

究
集

会
で

あ
る
。
1
1
回

目
の

今
回

は
、

藤
原

宮
式

軒
瓦

お
よ

び
本

薬
師

寺
式

軒
瓦

の
展

開
を

テ
ー

マ
と
し
て
、
2
0
0
8
年
2
月
2
日
・
3
日
に
平
城
宮
跡
資
料
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。
成
果
に
関
し
て
は
、『

飛

鳥
白

鳳
の

瓦
づ

く
り

X
I
－

藤
原

宮
式

軒
瓦

の
展

開
－

発
表

要
旨

』
に

よ
っ

て
公

開
し

た
。

研
究

集
会

を

通
じ

て
、

近
年

の
資

料
の

蓄
積

や
新

出
資

料
に

よ
る

新
た

な
知

見
が

得
ら

れ
る

と
と

も
に
、

丸
・

平
瓦

も
含
め
た
総
合
的
な
検
討
の
必
要
性
も
今
後
の
課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

ウ
ア

ジ
ア

に
お

け
る

古
代

都
城

遺
跡
、

生
産

遺
跡
、

墓
制

及
び

陶
磁

器
に

関
す

る

中
国
、
韓
国
と
の
共
同
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

中
国

と
の

共
同

研
究

で
は
、

漢
長

安
城

桂
宮

発
掘

調
査

報
告

書
作

成
の

準
備
、

唐
長

安
城

太
液

池
の

出
土

遺
物

調
査
、

漢
魏

洛
陽

城
の

日
中

共
同

発
掘

調
査

協
議

書
締

結
と

共
同

発
掘

調
査

の
準

備
を

実
施

し
た
。

遼
寧

省
で

は
引

き
続

き
朝

陽
地

区
隋

唐
墓

出
土

品
の

調
査

を
進

め
、

河
南

省
で

は
鞏

義
窯

の
発

掘
調

査
に

参
加

し
出

土
品

を
調

査
し

た
。

ま
た
、

中
国

側
研

究
員

を
招

聘
し

学
術

交
流

を
深

め
た
。

韓

国
と

の
共

同
研

究
で

は
、
『

日
韓

文
化

財
論

集
I
』

を
刊

行
、

慶
州

文
化

財
研

究
所

と
は

発
掘

調
査

交
流

を
行
っ
た
。

エ
庭
園
に
関
す
る
調
査
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

古
代

庭
園

に
関

す
る

研
究

で
は
『

平
安

時
代

庭
園

に
関

す
る

研
究

I
』

を
発

行
し

た
。

古
代

の
宮

殿

の
朝

庭
部

の
研

究
で

は
、

奈
良

時
代

前
半

の
大

極
殿

前
庭

に
あ

る
塼

積
擁

壁
と

そ
れ

を
含

む
大

極
殿

院

に
関

す
る

研
究

を
多

数
発

表
し

た
。

こ
の

ほ
か
、

近
代

の
庭

園
で

あ
る

和
歌

山
県

海
南

市
の

琴
の

浦
・

温
山

荘
庭

園
の

基
礎

調
査

を
実

施
し

た
。

文
化

遺
産

部
の

遺
跡

整
備

研
究

室
と

合
同

で
、
「

宮
中

儀
礼

の
復
興
に
よ
る
文
化
遺
産
の
活
用
」
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
た
。

オ
飛
鳥
地
域
の
歴
史
に
関
す
る
調
査
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

出
土

部
材

展
示

の
経

年
変

化
の

研
究

で
は

1
9
8
2
年

に
出

土
し

た
山

田
寺

東
回

廊
の

出
土

部
材

を
、

展

示
後
に
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、
計
測
を
続
け
て
き
て
い
る
。

　
飛

鳥
時

代
の

工
芸

技
術

の
研

究
に

関
し

て
は
、

継
続

し
て

高
松

塚
古

墳
出

土
海

獣
葡

萄
鏡

を
は

じ
め

と
す

る
唐

式
鏡

を
全

国
的

に
ま

と
め

て
研

究
し

て
い

る
。

今
年

度
は

当
該

研
究

と
し

て
、

延
岡

市
教

育

委
員

会
所

蔵
の

鏡
8
面

を
借

用
し

て
種

々
の

調
査

を
行

い
、

そ
の

研
究

成
果

を
ま

と
め

た
。

壁
画

古
墳

の
研

究
と

し
て

は
、

飛
鳥

地
方

の
壁

画
古

墳
に

つ
い

て
の

資
料

を
収

集
す

る
と

共
に
、

特
に

中
国

に
お

け
る
壁
画
古
墳
の
現
状
と
、
そ
の
保
存
に
関
す
る
資
料
収
集
を
行
っ
た
。

⑥
ア

遺
跡
の
保
存
・
整
備
・
活
用
に
関
す
る
調
査
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

昨
年
度
開
催
し
た
研
究
集
会
「
遺
跡
の
教
育
面
に
関
す
る
活
用
」
の
報
告
書
を
刊
行
す
る
と
と
も
に
、
研

究
集
会
「
遺
跡
の
保
存
管
理
・
公
開
活
用
と
指
定
管
理
者
制
度
」
を
開
催
し
た
。
遺
構
の
露
出
展
示
に
関
す

る
整
備
例
の
資
料
収
集
を
継
続
し
つ
つ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
課
題
を
検
討
し
た
。
ま
た
、
旧

文
化

遺
産

研

究
部

遺
跡

研
究

室
が

ま
と

め
た

大
規

模
遺

跡
の

整
備
・

管
理
・

活
用

に
関

す
る

調
査

研
究

成
果

を
C
D
と

し
て

制
作
・

発
行

し
た
。

そ
の

ほ
か
、
「
宮
中
儀
礼
の
復
興
に
よ
る
文
化
遺
産
の
活
用
」
に
関
す
る
講
演
会

を
開
催
し
た
。
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Ⅳ　評価

ⅲ
 
収

蔵
品

の
調

査
研

究
を

重
視
し
、
特
に
重
要
な
項

目
に
つ
い
て
は
特
別
調
査

を
実
施
す
る
。
ま
た
、
特

別
展
及
び
海
外
展
実
施
に

向
け
た
事
前
調
査
を
実
施

す
る
。

ⅳ
 
ト

ー
タ

ル
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構
築
に
向
け
た
応
用
研

究
を
実
施
し
、
有
形
文
化

財
の
恒
久
的
保
存
と
持
続

的
公
開
を
具
現
化
す
る
。

ⅴ
 
修

復
文

化
財

に
関

す
る

調
査
研
究
を
実
施
し
、
補

修
紙
製
作
、
剥
落
止
め
等

修
復
方
針
決
定
に
寄
与
す

る
。

ⅵ
 
収

蔵
品

に
つ

い
て
、

科

学
的

分
析

に
基

づ
く

保

存
・
修
復
に
関
す
る
調
査

研
究
を
実
施
し
、
文
化
財

の
適

切
な

保
存
・

展
示
・

活
用
に
反
映
さ
せ
る
。

②
公
衆
へ
の
観
覧
を
図
る
た

め
の
研
究
を
実
施
し
、
有

形
文
化
財
の
活
用
に
寄
与

す
る
。

ⅰ
 
有

形
文

化
財

の
展

示
デ

ザ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
た
め
の
応
用
研
究
を

実
施
す
る
。

ⅱ
 
博

物
館

情
報

学
を

構
築

す
る
た
め
の
研
究
を
実
施

す
る
。

ⅲ
 
博

物
館

教
育

理
論

の
構

築
に
関
す
る
研
究
を
実
施

し
、
有
形
文
化
財
理
解
の

推
進
に
寄
与
す
る
。

ⅳ
 
京

都
文

化
を

中
心

に
し

た
文
化
財
の
調
査
研
究
を

⑥
イ

遺
跡
の
保
存
・
整
備
・
活
用
に
関
す
る
技
術
開
発
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

遺
跡

の
保

存
・

整
備
・

活
用

に
つ

い
て
、

保
存
・

整
備

の
工

法
を

検
討

す
る

た
め

ア
コ

ー
ス

テ
ィ

ッ

ク
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
法
、
比
抵
抗
映
像
法
、
打
音
試
験
、
エ
コ
ー
チ
ッ
プ
試
験
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ハ
ン
マ
ー

試
験

法
な

ど
の

各
種

測
定

法
を

フ
ィ

ー
ル

ド
に

お
い

て
応

用
し
、

有
用

な
デ

ー
タ

を
提

示
す

る
こ

と
が

で
き
た
。

ウ
第
一
次
大
極
殿
復
原
整
備
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

宮
跡

の
管

理
・

活
用

を
検

討
す

る
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
構

成
し
、

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
内

で

検
討

会
を

お
こ

な
い

な
が

ら
、

今
後

の
宮

跡
の

管
理
・

活
用

に
つ

い
て

の
調

査
研

究
を

お
こ

な
っ

た
。

今
年

度
は

主
と

し
て
、

宮
跡

管
理
・

活
用
・

整
備

の
た

め
の

ゾ
ー

ニ
ン

グ
、

導
線

計
画

に
つ

い
て

検
討

を
お

こ
な

っ
た
。

ま
た
、

昭
和

5
3
年

に
策

定
さ

れ
た
「

基
本

構
想

」
の

見
直

案
を

検
討

し
た
。

な
お
、

一
昨

年
来

お
こ

な
っ

て
き

た
、

遺
跡

の
管

理
活

用
に

関
す

る
類

例
調

査
の

成
果

を
、
『

遺
跡

整
備

調
査

報
告
書
　
管
理
運
営
体
制
お
よ
び
整
備
活
用
手
法
に
関
す
る
類
例
調
査
』
と
し
て
、
刊
行
し
た
。

自
己
評
価

　
1
9
年
度
も
1
8
年
度
同
様
、
様
々
な
調
査
・
研
究
を
通
し
て
文
化
財
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
を
蓄
積
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
基
礎
的
・
体
系
的
な
調
査
・
研
究
は
、
成
果
が
す
ぐ
に
出
る
も
の
で
は
な
く
、
長
期
的
な
視
野
に
立
つ
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
が
、
そ
の
中
で
も
報
告
書
の
刊
行
や
研
究
会
・
学
会
で
の
発
表
を
通
じ
て
、
調
査
・
研
究
の
成
果

を
広
く
、
国
民
に
還
元
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
調
査
・
研
究
を
通
じ
て
、
我
が
国
に
お
け

る
文
化
財
に
関
す
る
調
査
・
研
究
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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実
施
し
、
展
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
民
の
文
化
財

保
存
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
に
寄
与
す
る
。

ⅴ
 
平

安
仏

教
と

そ
の

造
形

に
関
す
る
調
査
研
究
を
実

施
し
、
展
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
国
民
の
文
化
財
保

存
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

に
寄
与
す
る
。

ⅵ
 
南

都
諸

社
寺

等
に

関
す

る
計
画
的
な
調
査
研
究
を

実
施
し
、
展
覧
会
の
活
性

化
に
反
映
さ
せ
る
。

ⅶ
 
我

が
国

に
お

け
る

仏
教

美
術

の
展

開
と
、

中
国
・

韓
国
の
仏
教
文
化
が
及
ぼ

し
た
影
響
の
研
究
を
実
施

し
、
仏
教
美
術
の
解
説
の

充
実
を
図
る
。

ⅷ
 
仏

教
美

術
の

光
学

的
調

査
研
究
を
実
施
し
、
作
品

の
材
料
・
技
術
の
解
明
に

寄
与
す
る
。

ⅸ
 
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

文
化
交
流
に
関
す
る
文
化

財
の
調
査
研
究
を
実
施
し
、

こ
れ
ら
の
文
化
財
の
収
集
・

保
管
・

展
示
、

教
育

普
及

事
業
等
を
展
開
す
る
。

⑵
　
文
化
財
に
関
す
る
新
た
な
調
査
手
法
の
研
究
・
開
発
の
推
進

主
な
実
績

・
上
記
テ
ー
マ
設
定
に
従
い
、
以
下
の
調
査
・
研
究
を
実
施

調
査
研
究
の
名
称

施
設
名

①
　

高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
応
用
に
関
す
る
調
査
研
究

東
京
文
化
財
研
究
所

平
成

1
7
年

度
に

行
っ

た
奈

良
国

立
博

物
館

と
の

薬
師

寺
蔵
「

吉
祥

天
像

」
の

共
同

研
究

の
報

告
書
、

お
よ

び
平

成
1
8
年

度
か

ら
彦

根
城

博
物

館
と

共
同

で
行

っ
た

国
宝
「

彦
根

屏
風

」
の

調
査

報
告

書
を

刊

行
し
た
。
ま
た
、
黒
田
記
念
館
で
の
黒
田
清
輝
筆
「
智
・
感
・
情
」
「
湖
畔
」
ほ
か
の
画
像
展
示
（
0
7
.
4

～
）
、

国
宝
「

彦
根

屏
風

」
　

特
殊

撮
影

画
像

展
示
（
「

よ
み

が
え

っ
た

国
宝
・

彦
根

屏
風

と
湖

東
焼

の

精
華

」
0
7
.
9
.
2
8
～

1
0
.
2
6
、

彦
根

城
博

物
館

）
な

ど
を

行
っ

た
ほ

か
、

写
真

画
像

の
撮

影
、

保
存

の
試

み
の

ひ
と

つ
と

し
て
、

黒
田

清
輝

遺
族

よ
り

寄
贈

さ
れ

た
関

連
資

料
の

う
ち
、

当
時

の
写

真
を

そ
の

質

感
を

再
現

す
べ

く
デ

ジ
タ

ル
撮

影
お

よ
び

出
力

を
行

い
、

特
集

陳
列
「

写
さ

れ
た

黒
田

清
輝

」
に

て
展

示
し
た
（
黒
田
記
念
館
　
0
7
.
1
1
.
1
5
～
）
。

②
　

文
化
財
の
非
破
壊
調
査
法
の
研
究

東
京
文
化
財
研
究
所

ポ
ー

タ
ブ

ル
蛍

光
X
線

分
析

装
置

を
用

い
て
、

絵
画

や
建

造
物

な
ど

の
彩

色
調

査
を

実
施

し
、

材
料
・

技
法

を
明

ら
か

に
す

る
研

究
を

推
進

し
た
。

ま
た
、

基
礎

的
研

究
と

し
て
、

反
射

分
光

分
析

の
測

定
精

度
お

よ
び

微
小

試
料

分
析

の
可

能
性

を
検

討
し

た
。

ま
た
、

他
の

調
査

手
法

に
よ

っ
て

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
を
相
互
に
関
連
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
研
究
展
開
を
図
っ
た
。

③
ア

遺
跡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
公
開

奈
良
文
化
財
研
究
所

官
衙

関
連

遺
跡

等
の

資
料

に
つ

い
て
、

中
国

地
方

以
西

の
デ

ー
タ

収
集

と
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
入

力
を

進

め
る

と
と

も
に
、

建
物

遺
構

等
の

属
性

分
析

に
よ

っ
て

新
た

に
デ

ー
タ

項
目

を
追

加
・

改
訂

し
た

こ
と

に
伴

い
、

近
畿

以
東

の
遺

跡
デ

ー
タ

に
つ

い
て

も
補

訂
作

業
を

お
こ

な
っ

た
。

そ
し

て
、

全
国

の
主

要

官
衙

関
係

遺
跡

の
デ

ー
タ

を
奈

良
文

化
財

研
究

所
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
一

般
公

開
し

た
。

ま
た
、

豪
族

居
宅
建
物
の
属
性
分
析
成
果
を
論
文
と
し
て
ま
と
め
刊
行
し
た
。

イ
古
代
官
衙
・
集
落
に
関
す
る
研
究
集
会
の
開
催

奈
良
文
化
財
研
究
所

1
2
月

1
4
･
1
5
日

の
両

日
に
、
「

古
代

地
方

行
政

単
位

の
成

立
と

在
地

社
会

」
の

テ
ー

マ
で

研
究

集
会

を

開
催

し
た
。

木
簡

や
文

献
史

料
、

古
墳

分
布

や
官

衙
遺

跡
の

様
相

な
ど

か
ら
、

国
・

郡
（

評
）
・

里
制

成
立

の
画

期
、

地
方

行
政

単
位

成
立

の
在

地
社

会
に

お
け

る
意

味
に

つ
い

て
、
7
本

の
研

究
報

告
を

お

こ
な

い
、

討
議

を
し

た
。

参
加

者
は

1
5
8
名

で
あ

っ
た
。

ま
た
、

昨
年

度
の

研
究

集
会

の
報

告
・

討
議

録
を
掲
載
し
た
論
文
報
告
集
『
古
代
豪
族
居
宅
の
構
造
と
機
能
』
を
刊
行
し
た
。

ウ
遺
跡
の
測
量
・
探
査
技
術
の
有
効
利
用
法
の
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

国
内

各
地

お
よ

び
中

国
遼

寧
省

で
機

器
の

実
地

テ
ス

ト
を

兼
ね

た
デ

ー
タ

の
収

集
と

分
析

を
お

こ

な
っ

た
。

本
年

度
は
、
地

中
レ

ー
ダ
・
磁

気
・
電

気
の

3
種

類
の

物
理

探
査

手
法

を
組

み
合

わ
せ

た
1
8
件

の

遺
跡

探
査

と
、

三
次

元
デ

ジ
タ

イ
ザ

お
よ

び
デ

ジ
タ

ル
写

真
な

ど
を

用
い

た
遺

構
・

遺
物

の
三

次
元

計

測
を

実
施

し
た
。

ま
た
、

第
2
回

D
D
C
H
（

文
化

遺
産

の
デ

ジ
タ

ル
ド

キ
ュ

メ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
と

利
活

用

に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を
主
催
し
た
ほ
か
、
国
内
外
で
研
究
発
表
と
測
量
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。
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Ⅳ　評価

④
　

年
輪
年
代
学
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

7
府

県
下

9
遺

跡
か

ら
出

土
し

た
考

古
学

関
連

の
木

材
試

料
、

国
宝

1
棟
・

重
文

2
棟

を
含

む
7
府

県
下

8

棟
の

建
造

物
、

国
宝

3
点
・

重
文

1
点

を
含

む
6
府

県
下

の
2
6
躯

の
木

彫
像

な
ら

び
に

4
点

の
工

芸
品

に
対

し
て

年
輪

年
代

調
査

を
実

施
し

た
。

ま
た
、

マ
イ

ク
ロ

フ
ォ

ー
カ

ス
X
線

C
T
を

用
い

た
非

破
壊

年
輪

年

代
測

定
法

の
開

発
に

よ
り
、

ハ
ル

シ
ュ

タ
ッ

ト
出

土
木

製
品

に
対

し
て

オ
ー

ス
ト

リ
ア

と
の

国
際

共
同

研
究
を
実
施
し
た
。
以
上
の
研
究
成
果
の
一
部
を
、
論
文
等
4
件
、
学
会
発
表
等
4
件
と
し
て
発
表
し
た
。

⑤
動
物
遺
存
体
に
よ
る
環
境
考
古
学
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

　
現

生
動

物
骨

格
標

本
の

標
本

作
製

は
、

魚
類

9
6
点
、

鳥
類

2
0
点
、

哺
乳

類
7
点

と
順

調
で

あ
っ

た
。

韓
国

慶
南

考
古

学
研

究
所

が
発

掘
し

た
金

海
ヘ

ヒ
ョ

ン
ニ

貝
塚

の
報

告
書

作
成

の
た

め
の

指

導
、

協
力

を
継

続
。
7
月

に
中

国
河

南
省

で
開

催
さ

れ
た

考
古

科
学

国
際

会
議

で
発

表
。
9
月

に
は

米

国
コ

ロ
ン

ビ
ア

川
河

畔
の

サ
ン

ケ
ン
・

ビ
レ

ッ
ジ

遺
跡

の
発

掘
に

参
加
。
『

動
物

考
古

学
—
F
u
n
d
a
m
e
n-

t
a
l
s
 
o
f
 
Z
o
o
a
r
c
h
a
e
o
l
o
g
y
 
i
n
 
J
a
p
a
n
』
を
日
英
併
記
で
京
都
大
学
学
術
出
版
会
か
ら
刊
行
で
き
た
。

・
東
名
遺
跡
出
土
動
物
遺
存
体
調
査
（
受
託
）

自
己
評
価

　
文
化
財
の
調
査
・
研
究
に
お
い
て
、
新
た
な
手
法
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
知
り
得
な
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
1
9
年
度
も
文
化
財
に
関
す
る
新
た
な
手
法
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
研

究
を

実
施

し
て

い
る
。

文
化

財
の

非
破

壊
調

査
や

年
輪

年
代

研
究
、

動
植

物
の

遺
存

体
の

調
査
・

研
究

等
か

ら
は
、

製
作
時
期
の
特
定
な
ど
、
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
調
査
・
研
究
を
継
続
的
に
実

施
し
、
新
た
な
調
査
手
法
の
開
発
を
通
し
て
、
調
査
・
研
究
に
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

⑶
　
科
学
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
文
化
財
の
保
存
科
学
や
修
復
技
術
に
関
す
る
先
端
的
調
査
研
究
等
の
推
進

主
な
実
績

・
上
記
テ
ー
マ
に
従
い
、
以
下
の
調
査
・
研
究
を
実
施

調
査
研
究
の
名
称

施
設
名

① 　

文
化
財
の
生
物
劣
化
対
策
の
研
究

東
京
文
化
財
研
究
所

主
に
屋
外
、
あ
る
い
は
屋
外
に
近
い
環
境
に
あ
る
文
化
財
の
生
物
劣
化
の
診
断
や
防
止
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
り
、
本
年
度
は
、
⑴
高
松
塚
古
墳
の
解
体
に
伴
い
、
現
場
作
業
に
あ
わ
せ
た
防
黴
処
置
方
法
の
検
討
、

施
工
、
⑵
H
E
P
A
フ
ィ
ル
タ
ー
を
利
用
す
る
新
た
な
殺
菌
処
理
に
よ
る
仏
像
の
処
理
、
⑶
歴
史
的
建
造
物
の
黴

の
調
査
と
施
設
改
善
、
⑷
害
虫
侵
入
早
期
検
出
の
た
め
、
木
質
文
化
財
の
劣
化
診
断
に
つ
い
て
の
研
究
会
の

開
催
、
な
ど
を
行
っ
た
。

② 　

文
化
財
の
保
存
環
境
の
研
究

東
京
文
化
財
研
究
所

文
化
財
施
設
内
の
温
湿
度
解
析
の
対
象
と
し
て
、
施
設
の
耐
震
工
事
を
計
画
し
て
い
る
石
水
博
物
館
千
歳

文
庫
を
選
択
し
、
熱
・
換
気
回
路
網
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
温
湿
度
解
析
を
行
い
、
実
測
し
た
温
湿
度

デ
ー
タ
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
今
回
作
成
し
た
計
算
モ
デ
ル
か
ら
得
ら
れ
た
計
算
結
果
と
実
測
結
果
は
概
ね

対
応
し
た
。
今
後
、
壁
面
の
吸
放
湿
性
能
を
モ
デ
ル
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
解
析
精
度
を
上
げ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

　
「

金
属

試
験

片
曝

露
に

よ
る

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

」
の

研
究

会
を

開
催

し
、

空
気

汚
染

物
質

に
よ

る
文

化

財
へ
の
影
響
調
査
手
法
な
ど
の
討
論
を
行
っ
た
。
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③
周
辺
環
境
が
文
化
財
に
及
ぼ
す
影
響
評
価
と
そ
の
対
策
に
関
す
る
研
究

東
京
文
化
財
研
究
所

石
造

文
化

財
や

木
造

建
造

物
な

ど
の

屋
外

文
化

財
に

つ
い

て
、

周
辺

環
境

を
観

測
し

た
。

そ
れ

に
基

づ
い

て
劣

化
要

因
の

解
明

と
、

修
復

材
料
・

技
法

の
開

発
・

評
価

を
試

み
た
。

臼
杵

磨
崖

仏
で

は
今

後
の

修
復

事

業
の

た
め

に
、

劣
化

機
構

の
把

握
を

目
的

と
し

た
微

気
象

や
岩

体
水

分
な

ど
の

観
測

を
続

け
て

い
る
。

凍
結

劣
化
対
策
と
し
て
覆
屋
閉
鎖
実
験
を
、
生
物
制
御
の
た
め
に
紫
外
線
灯
照
射
実
験
を
行
っ
た
。
富
貴
寺
で
は
、

菌
類
の
分
布
調
査
お
よ
び
環
境
測
定
を
行
っ
た
。
ま
た
、韓

国
国
立
文
化
財
研
究
所
と
研
究
報
告
会
を
行
っ
た
。

文
化
財
の
防
災
計
画
に
関
す
る
調
査
研
究

東
京
文
化
財
研
究
所

能
登
半
島
地
震
、
三
重
県
中
部
地
震
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
な
ど
の
発
生
後
、
文
化
財
防
災
情
報
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
震
災
地
域
内
の
文
化
財
建
造
物
を
抽
出
し
た
。
続
い
て
現
地
調
査
を
行
い
、
応
急
処
置
方
法
に
関

し
て
助
言
し
た
。
新
潟
県
中
越
地
震
で
被
災
し
た
長
岡
市
の
博
物
館
で
の
耐
震
対
策
の
実
効
性
を
確
認
し
た
。

本
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
あ
た
り
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
情
報
や
文
化
財
の
修
復
履
歴
な
ど
の
入
力
方
法

を
改
良
し
、
防
災
地
図
と
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
よ
り
浸
水
や
地
す
べ
り
危
険
区
域
を
表
示
可
能
と
し
た
。
第

3
回
文
化
財
の
防
災
計
画
に
関
す
る
研
究
会
の
報
告
書
を
刊
行
し
た
。

④
考
古
資
料
の
材
質
・
構
造
の
調
査
法
及
び
保
存
・
修
復
に
関
す
る
実
践
的
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

標
準
資
料
お
よ
び
考
古
遺
物
の
ラ
マ
ン
ス
ペ
ク
ト
ル
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
お
こ
な
っ
た
。
考
古
遺
物
の

X
線
C
T
撮
影
、
オ
ー
ト
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
X
線
C
R
撮
影
を
実
施
し
た
。
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
顕
微
赤
外
分

析
法
に
よ
る
出
土
絹
繊
維
の
埋
蔵
中
の
劣
化
に
つ
い
て
解
析
を
進
め
た
。
超
臨
界
点
溶
媒
乾
燥
に
つ
い
て
強

化
含
浸
に
用
い
る
薬
剤
に
リ
グ
ノ
ク
レ
ゾ
ー
ル
を
選
択
し
、
含
浸
濃
度
の
違
い
と
木
材
へ
の
吸
着
性
に
つ
い

て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。
装
飾
古
墳
の
保
存
の
問
題
に
つ
い
て
保
存
科
学
研
究
集
会
を
開
催
し
た
。

⑤
伝
統
的
修
復
材
料
及
び
合
成
樹
脂
に
関
す
る
調
査
研
究

東
京
文
化
財
研
究
所

伝
統
的
修
復
材
料
に
関
し
て
、
調
査
研
究
を
行
っ
た
。
紙
に
関
し
て
は
、
収
集
し
た
試
料
の
繊
維
組
成
分

析
を
行
い
、
適
切
な
紙
を
選
ぶ
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
を
集
積
し
た
。
ま
た
、
本
年
よ
り
、
本
研
究
所
が
携
わ
っ

た
修
復
事
業
の
う
ち
、
研
究
所
が
所
蔵
す
る
資
料
を
分
類
整
理
し
、
目
録
を
作
成
し
始
め
た
。
ま
た
、
ネ
ガ
フ
ィ

ル
ム
な
ど
の
資
料
に
関
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
を
進
め
た
。
「
漆
芸
品
に
用
い
ら
れ
た
金
属
の
劣
化
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
第
一
回
 
伝
統
的
修
復
材
料
お
よ
び
合
成
樹
脂
に
関
す
る
研
究
会
を
開
催
し
た
。

国
際
研
修
｢
漆
の
保
存
と
修
復
｣

東
京
文
化
財
研
究
所

今
年
度
は
平
成
1
9
年
9
月
1
0
日
よ
り
9
月
1
4
日
ま
で
こ
れ
ま
で
当
研
究
所
の
研
修
に
参
加
し
た
海
外
の
漆
の

修
復
家
や
保
存
担
当
者
1
2
人
を
招
き
以
前
の
研
修
の
後
、
母
国
に
帰
国
し
た
後
の
状
況
に
関
す
る
報
告
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
弘
前
市
、
八
戸
市
博
物
館
、
八
戸
市
縄
文
学
習
館
、
浄
法
寺
、
中
尊
寺
な
ど
に

お
い
て
調
査
研
究
を
実
施
し
た
。
 

在
外
日
本
古
美
術
品
保
存
修
復
協
力
事
業

東
京
文
化
財
研
究
所

　
平

成
1
9
年

度
は
、
1
1
館

1
1
点

の
作

品
（

絵
画

5
点
、

工
芸

品
6
点

）
を

修
復

し
た
。

う
ち

4
点
（

絵
画

1
点
、

工
芸
品
3
点
が
1
8
年
度
か
ら
の
継
続
、
2
点
（
工
芸
品
2
点
）
を
海
外
で
修
復
し
た
。
絵
画
の
事
前
調
査
で
は
ロ
ー

マ
国
立
東
洋
美
術
館
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
5
館
2
5
作
品
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
美
術
館
な
ど
北
米
地
区
で
4
館
1
9

点
の

調
査

を
行

っ
た
。

工
芸

品
は

ビ
ク

ト
リ

ア
＆

ア
ル

バ
ー

ト
美

術
館

な
ど

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で

6
館

4
4
点

の
調

査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
平
成
1
8
年
度
に
修
復
し
た
絵
画
、
工
芸
品
の
修
理
状
況
を
ま
と
め
て
「
在
外
日
本
古

美
術
品
保
存
修
復
協
力
事
業
」
の
報
告
書
を
刊
行
し
た
。
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Ⅳ　評価

⑥
近
代
の
文
化
遺
産
の
保
存
修
復
に
関
す
る
研
究

東
京
文
化
財
研
究
所

今
年
度
は
近
代
化
遺
産
の
利
活
用
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
を
行
っ
た
。
航
空
機
の
保
存
に
関
す
る
関
係
者

を
、
海
外
、
国
内
か
ら
招
き
、
研
究
会
を
開
催
し
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
航
空
機
の
保
存
と
活
用
に
関
す
る

発
表
を
行
っ
た
。
ま
た
、
設
計
図
面
な
ど
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
青
図
の
再
発
色
に
関
す
る
現
地
調
査
も
加

え
研

究
を

実
施

し
た
。

屋
外

展
示

さ
れ

て
い

る
鉄

道
車

両
や

航
空

機
な

ど
の

文
化

財
の

防
錆

対
策

の
た

め
、

試
験
片
を
使
っ
た
屋
外
暴
露
試
験
に
て
、
塗
装
仕
様
と
劣
化
速
度
の
相
関
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
昨

年
度
の
研
究
会
を
ま
と
め
た
報
告
書
も
刊
行
し
た
。

・
初
代
南
極
観
測
船
“
宗
谷
”
の
文
化
財
的
価
値
及
び
保
存
整
備
に
係
わ
る
調
査
研
究
（
受
託
）

自
己
評
価

　
我
が
国
の
有
形
文
化
財
は
紙
や
木
な
ど
劣
化
し
や
す
い
材
質
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
保
存
環
境
や
修
復

に
関
す
る
調
査
・
研
究
は
重
要
で
あ
る
。
1
9
年
度
は
生
物
や
環
境
か
ら
の
影
響
に
よ
る
劣
化
診
断
と
防
止
対
策
や
地

震
や
台
風
な
ど
の
災
害
対
策
に
関
す
る
研
究
を
行
い
、
文
化
財
周
辺
の
環
境
の
調
査
や
解
析
の
手
法
を
確
立
す
る
た

め
の
研
究
・
実
践
な
ど
を
含
め
て
幅
広
く
文
化
財
の
保
存
・
修
復
に
関
す
る
研
究
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
海
外
に
お
い
て
我
が
国
の
古
美
術
品
の
修
復
を
実
施
す
る
な
ど
国
内
か
ら
だ
け
で
な
く
、
外
国
か
ら
も
期
待
さ

れ
て
い
る
分
野
で
あ
る
。
今
後
も
先
駆
的
な
調
査
研
究
を
継
続
的
に
実
施
し
、
我
が
国
文
化
財
の
保
存
・
修
復
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

⑷
　
国
・
地
方
公
共
団
体
の
要
請
に
応
じ
た
文
化
財
の
保
存
措
置
等
の
た
め
の
調
査
・
研
究
の
実
施

主
な
実
績

・
先
述
し
た
テ
ー
マ
に
従
い
、
以
下
の
調
査
・
研
究
を
実
施

調
査
・
研
究
の
名
称

施
設
名

文
化

庁
が

行
う

高
松

塚
古

墳
・

キ
ト

ラ
古

墳
の

壁
画

の
調

査
及

び
保

存
・

活
用

に
関

す

る
技
術
的
協
力

東
京
・

奈
良

文
化

財

研
究
所

キ
ト

ラ
古

墳
で

は
東

西
壁

の
無

地
部

分
、

天
井

は
無

地
部

分
、

朱
線

部
分
、

星
宿

部
分

の
劣

化
が

著
し

い
箇

所
を

優
先

的
に

剥
ぎ

取
っ

た
。

保
存

に
か

か
わ

る
環

境
の

計
測

と
制

御
を

行
っ

た
。

こ
の

他
、

発
掘

調
査

報
告

書
の
編
集
と
刊
行
を
行
っ
た
。

　
高

松
塚

古
墳

で
は
、

国
宝

壁
画

の
保

存
修

理
に

向
け

て
石

室
解

体
を

無
事

に
成

功
さ

せ
た
。

解
体

作
業

と
並

行
し

て
石

室
細

部
の

調
査
・

壁
画

の
養

生
作

業
・

生
物

試
料

採
取

な
ど

を
行

い
、

石
室

の
構

築
方

法
や

壁
画

の

保
存

環
境

を
明

ら
か

に
し

た
。

ま
た
、

仮
設

修
理

施
設

に
搬

入
さ

れ
た

壁
画

の
経

過
を

観
察

し
、

損
傷

図
面

の

作
成

を
順

次
始

め
た
。

採
取

し
た

試
料

に
対

す
る

菌
類

の
詳

細
な

同
定

に
よ

り
、

そ
の

由
来

や
生

理
的

性
状

な

ど
に
つ
い
て
重
要
な
情
報
が
得
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

・
国
宝
高
松
塚
古
墳
壁
画
恒
久
保
存
対
策
に
関
す
る
調
査
等
業
務
・
前
期
（
受
託
）

・
特
別
史
跡
キ
ト
ラ
古
墳
保
存
対
策
等
調
査
業
務
（
受
託
）

・
国
宝
高
松
塚
古
墳
壁
画
恒
久
保
存
対
策
に
関
す
る
研
究
等
業
務
・
後
期
（
受
託
）

外
部
機
関
の
要
請
に
基
づ
く
文
化
財
の
保
存
修
復
に
関
す
る
実
践
的
研
究

奈
良
文
化
財
研
究
所

平
成
1
9
年
度
は
、
受

託
研

究
と

し
て

、
文

化
庁

1
件

、
地

方
公

共
団

体
4
件
（

秋
田

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

、

日
田

市
、

徳
島

市
、

石
岡

市
）

お
よ

び
財

団
2
件

（
長

野
県

文
化

振
興

事
業

団
、

群
馬

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

事
業

団
）

を
実

施
し

た
。
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・
長
野
県
千
曲
市
社
宮
司
遺
跡
出
土
の
六
角
木
幢
保
存
修
復
委
託
業
務
（
受
託
）

・
秋
田
県
漆
下
遺
跡
出
土
漆
関
連
遺
物
分
析
調
査
（
受
託
）

・
重
要
文
化
財
奈
良
県
黒
塚
古
墳
出
土
品
事
前
調
査
な
ら
び
に
保
存
修
理
（
受
託
）

・
史
跡
ガ
ラ
ン
ド
ヤ
古
墳
の
保
存
整
備
に
伴
う
環
境
調
査
（
受
託
）

・
群
馬
県
万
蔵
寺
廻
り
遺
跡
出
土
炭
化
繊
維
遺
物
の
分
析
調
査
(
受
託
）

・
徳
島
城
本
丸
跡
の
石
垣
遺
構
等
の
科
学
的
探
査
(
受
託
)

・
石
岡
市
瓦
塚
瓦
窯
の
探
査
(
受
託
)

自
己
評
価

　
1
9
年
度
は
1
8
年
度
に
引
き
続
き
、
文
化
庁
の
要
請
に
応
じ
て
、
高
松
塚
古
墳
壁
画
及
び
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
の
修
復

事
業
を
実
施
し
た
。
高
松
塚
古
墳
壁
画
は
石
室
の
解
体
等
万
全
を
期
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
キ
ト
ラ
古
墳

壁
画

に
つ

い
て

も
同

様
に

東
西

壁
の

無
地

部
分

の
ワ

イ
ヤ

ソ
ー
、

バ
ン

ド
ソ

ー
を

用
い

た
は

ぎ
取

り
を

行
っ

た
が
、

事
前
の
実
験
や
使
用
材
の
選
定
な
ど
万
全
を
期
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
今
後
も
文
化
庁
の
要
請

に
応
じ
て
、
適
宜
協
力
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

⑸
　
有
形
文
化
財
に
係
る
調
査
研
究

主
な
実
績

・
先
述
し
た
テ
ー
マ
に
従
い
、
以
下
の
調
査
・
研
究
を
実
施

調
査
研
究
の
名
称

①
収
集
・
保
管
の
た
め
の
調
査
研
究
　

博
物
館
の
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
日
々
の
研
究
は
欠
か
せ
な
い
。
1
9
年
度
は
、
有
形
文
化
財
の
研

究
と

し
て
、

京
都

国
立

博
物

館
を

中
心

に
実

施
し

た
日

中
韓

の
金

属
工

芸
品

に
つ

い
て

の
国

際
共

同
研

究
、

奈
良
国
立
博
物
館
に
お
け
る
我
が
国
に
お
け
る
仏
教
美
術
の
中
国
・
韓
国
の
影
響
に
つ
い
て
、
学
術
協
定
を

も
と
に
国
際
交
流
を
図
り
な
が
ら
の
調
査
・
研
究
な
ど
、
調
査
・
研
究
の
範
囲
に
収
ま
ら
な
い
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

東
京
国
立
博
物
館

・
特
別
展
調
査
法
隆
寺
献
納
宝
物
（
第
2
9
次
）
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
第
3
回

・
特
別
調
査
「
書
跡
」
第
4
回
（
1
7
年
度
写
経
1
回
、
1
8
年
度
写
経
2
回
実
施
）

・
特
別
調
査
金
地
屏
風
の
金
箔
地
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
─
尾
形
光
琳
風
神
雷
神
図
屏
風
を
中
心
に

・
応
挙
館
障
壁
画
の
復
元
に
関
す
る
調
査
研
究

・
館
蔵
の
漢
籍
・
洋
書
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

・
館
蔵
博
物
図
譜
の
調
査
研
究
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
補
助
金
）

・
日
本
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
に
関
す
る
調
査
研
究
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
江
戸
幕
府
旧
蔵
資
料
の
総
合
的
研
究
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
日

本
古

代
手

工
業

史
に

お
け

る
埴

輪
生

産
構

造
の

変
遷

と
技

術
移

転
か

ら
み

た
古

墳
時

代
政

治

史
の
研
究
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）
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・
東
ア
ジ
ア
の
書
道
史
に
お
け
る
料
紙
と
書
風
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
教
寺
院
の
伽
藍
配
置
と
遺
物
に
関
す
る
研
究

・
文

化
財

の
恒

久
的

保
存

と
持

続
的

公
開

を
具

現
化

す
る

博
物

館
ト

ー
タ

ル
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
環
境
保
存
に
関
す
る
研
究

・
耐
震
性
の
高
い
展
示
手
法
に
関
す
る
研
究

・
大
型
油
彩
画
の
ロ
ー
ル
状
保
存
と
木
枠
に
張
り
込
ま
な
い
展
示
手
法
の
開
発
に
関
す
る
調
査
研
究

・
国
立
博
物
館
の
機
能
と
役
割
の
変
遷
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
─
館
史
資
料
の
分
析
を
中
心
に
─

　
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
写
真
資
料
の
調
査
研
究
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
補
助
金
）

・
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
古
地
図
の
調
査
研
究
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
補
助
金
）

・
特
別
展
の
事
前
調
査

京
都
国
立
博
物
館

・
近
畿
地
区
（
特
に
京
都
）
社
寺
文
化
財
の
調
査
研
究

・
平
安
仏
教
と
そ
の
造
形
に
関
す
る
調
査
研
究

・
江
戸
時
代
京
焼
の
技
術
基
盤
に
関
す
る
研
究
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
仏
教
に
お
け
る
衣
服
の
寄
進
と
再
利
用
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
─
袈
裟
、
打
敷
、
幡
─

　
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
日
本
に
お
け
る
木
の
造
形
的
表
現
と
そ
の
文
化
的
背
景
に
関
す
る
総
合
的
考
察

　
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
建
仁
寺
両
足
院
に
所
蔵
さ
れ
る
五
山
文
学
関
係
典
籍
書
類
の
調
査
研
究
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
修
復
文
化
財
に
関
す
る
資
料
収
集
及
び
調
査
研
究

・
永
徳
に
関
す
る
調
査
研
究
（
客
員
研
究
員
）

・
近
世
絵
画
に
関
す
る
調
査
研
究
（
客
員
研
究
員
）

・
文
化
財
情
報
に
関
す
る
調
査
研
究
（
客
員
研
究
員
）

・
訓
点
資
料
と
し
て
の
典
籍
に
関
す
る
調
査
研
究
（
客
員
研
究
員
）

・
彫
刻
に
関
す
る
調
査
研
究
（
客
員
研
究
員
）

・
建
仁
寺
本
坊
所
蔵
典
籍
の
調
査
・
研
究

・
古
写
経
の
書
誌
学
的
研
究

・
日
本
の
漆
芸
品
に
か
か
る
調
査
研
究

・
中
・

近
世

の
金

属
工

芸
品

の
制

作
と

受
用

に
み

る
江

南
、

嶺
・

湖
南
、

瀬
戸

内
の

地
域

特
質

と

相
互
文
化
意
識
、
交
流
媒
体
の
研
究
（
ト
ヨ
タ
財
団
研
究
助
成
）

・
古
代
中
世
山
林
寺
院
の
調
査
・
研
究
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・
仏
教
工
芸
の
調
査
・
研
究

・
特
別
展
の
事
前
調
査

・
宸
翰
（
天
皇
の
書
）
の
歴
史
学
的
見
地
か
ら
見
た
調
査
・
研
究

・
特
別
展
覧
会
開
催
に
向
け
て
の
在
日
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
陶
磁
の
調
査
研
究

・
敦
煌
写
本
の
保
存
と
修
理

奈
良
国
立
博
物
館

・
南
都
諸
社
寺
等
に
関
す
る
計
画
的
な
調
査
研
究
等
を
実
施

・
大
和
古
代
寺
院
出
土
遺
物
の
研
究
を
帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
所
と
の
共
同
研
究
と
し
て
実
施

・
仏
教
美
術
の
光
学
的
調
査
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
と
の
共
同
研
究
）

・
仏
教
美
術
写
真
収
集
及
び
そ
の
調
査
研
究

・
我
が
国
に
お
け
る
仏
教
美
術
の
展
開
と
、
中
国
・
韓
国
の
仏
教
文
化
が
及
ぼ
し
た
影
響
の
研
究

・
当
館
所
蔵
品
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
（
客
員
研
究
員
）

・
統
一
新
羅
期
の
道
具
瓦
集
成
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
古
墳
時
代
中
期
に
お
け
る
対
外
交
渉
の
特
質
と
地
域
圏
の
形
成
・
展
開
過
程

　
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
特
別
展
の
事
前
調
査

九
州
国
立
博
物
館

・
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
文
化
交
流
に
関
す
る
調
査
研
究

・
文
化
財
の
材
質
・
構
造
等
に
関
す
る
共
同
研
究
（
客
員
研
究
員
）

・
博
物
館
に
お
け
る
文
化
財
保
存
修
復
に
関
す
る
研
究
（
客
員
研
究
員
）

・
彩
色
水
浸
文
物
の
保
存
科
学
的
研
究
─
中
国
江
蘇
省
泗
水
王
陵
出
土
文
物
の
保
存
─

　
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時
代
の
墳
墓
大
量
出
土
ベ
ン
ガ
ラ
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究

　
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
室
町
時
代
の
中
国
文
物
の
受
容
に
関
す
る
調
査
研
究
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
日
本
近
世
宗
門
改
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
V
R
画
像
を
活
用
し
た
日
本
装
飾
古
墳
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
博
物
館
危
機
管
理
と
し
て
の
市
民
共
同
型
I
P
M
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て
の
基
礎
研
究

　
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
博
物
館
に
お
け
る
X
線
C
T
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
古

代
東

南
ア

ジ
ア

に
お

け
る

三
尊

像
図

像
の

研
究

─
タ

イ
・

ミ
ャ

ン
マ

ー
の

図
像

を
中

心
に

─

（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
超
高
精
細
大
容
量
画
像
の
安
全
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
表
示
総
合
シ
ス
テ
ム
の
開
発

　
（
科
学
技
術
振
興
機
構
）
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・
近

代
工

芸
の

美
術

史
・

産
業

史
・

地
域

史
の

基
礎

資
料

と
し

て
の

内
国

勧
業

博
覧

会
出

品
作

品

の
研
究
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

・
特
別
展
の
事
前
調
査

②
公
衆
へ
の
観
覧
を
図
る
た
め
の
研
究

展
示
や
教
育
普
及
等
、
文
化
財
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
だ
け
で
な
く
、
博
物
館
か
ら
一
般
へ
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
調
査
・
研
究
し
て
い
る
。
特
に
、
東
京
国
立
博
物
館
に
お
け
る
環
境
デ
ザ
イ
ン
の
研
究

は
平
常
展
「
仏
像
の
道
」
に
反
映
さ
れ
、
奈
良
国
立
博
物
館
に
お
け
る
南
都
諸
社
寺
の
調
査
は
特
別
展
「
神

仏
習
合
」
等
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
九
州
国
立
博
物
館
で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
観
覧
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

東
京
国
立
博
物
館

・
博
物
館
環
境
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
調
査
研
究

・
博
物
館
美
術
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究

・
博

物
館

教
育
・

普
及

事
業

の
事

例
分

析
と

日
本

の
伝

統
文

化
に

関
す

る
先

駆
的

教
育
・

普
及

理

論
の
構
築
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）

京
都
国
立
博
物
館

・
妙
心
寺
本
坊
、
塔
頭
（
麟
祥
院
及
び
衡
梅
院
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化
財
の
調
査
研
究

・
輸
出
漆
器
に
関
す
る
調
査
研
究

・
本
満
寺
境
内
蓮
乗
院
廟
の
発
掘
調
査
に
伴
う
出
土
品
の
整
理

奈
良
国
立
博
物
館

・
平
安
仏
教
と
そ
の
造
形
に
関
す
る
調
査
研
究
成
果
の
「
院
政
期
の
絵
画
」
展
へ
の
反
映
　

・
南

都
諸

社
寺

に
関

す
る

計
画

的
な

調
査

研
究

成
果

の
「

神
仏

習
合

」
展

並
び

に
特

別
陳

列
「

お

ん
祭
と
春
日
信
仰
の
美
術
」
へ
の
反
映

・
我

が
国

に
お

け
る

仏
教

美
術

の
展

開
と

中
国
・

韓
国

の
仏

教
文

化
が

及
ぼ

し
た

影
響

の
調

査
研

究
成
果
の
平
常
展
へ
の
反
映

・
仏
教
美
術
の
光
学
的
調
査
研
究
成
果
の
親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
仏
さ
ま
の
彩
り
」
へ
の
反
映

九
州
国
立
博
物
館

・
高

齢
者
・

障
害

者
・

外
国

人
の

利
用

者
に

対
し

て
の
、

展
示

の
内

容
・

方
法
、

施
設

整
備
、

管

理
運
営
面
か
ら
の
改
善
、
改
善
方
策
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

自
己
評
価

　
博
物
館
の
調
査
研
究
は
、
展
覧
会
の
事
前
調
査
や
収
蔵
品
の
調
査
研
究
な
ど
日
常
業
務
に
密
着
し
た
も
の
が
多
く
、

論
文
や
学
会
発
表
だ
け
で
な
く
、
展
覧
会
等
で
そ
の
成
果
を
反
映
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

　
1
9
年
度
に
お
け
る
研
究
成
果
の
展
示
へ
の
反
映
に
つ
い
て
は
、
東
京
国
立
博
物
館
に
お
い
て
、
継
続
的
な
法
隆
寺

献
納
宝
物
の
調
査
を
凸
版
印
刷
と
協
同
で
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ア
タ
ー
と
し
て
公
開
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
頃

の
研
究
の
成
果
が
「
狩
野
永
徳
」
展
（
京
博
）
や
「
美
麗
　
院
政
期
の
絵
画
」
展
（
奈
良
博
）
な
ど
の
特
別
展
等
の

事
業

に
結

び
つ

い
て

い
る
。

こ
の

よ
う

に
、

博
物

館
に

お
い

て
日

常
的

な
調

査
・

研
究

活
動

は
欠

か
せ

な
い

の
で
、

今
後
も
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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主
な
実
績

学
術
雑
誌

等
へ
の
論

文
掲
載
数

学
会
、
研
究

会
等
で
の

 

発
表
件
数

⑴
文
化
財
に
関
す
る
基
礎
的
・
体
系
的
な
調
査
・
研
究
の
推
進

　
7
0
件

3
4
件

⑵
文
化
財
に
関
す
る
新
た
な
調
査
手
法
の
研
究
・
開
発
の
推
進

1
7
件

1
5
件

⑶
科
学
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
文
化
財
の
保
存
科
学
や
修
復
技
術
に
関
す
る
先
端

的
調
査
研
究
等
の
推
進

3
7
件

2
7
件

⑷
国
・

地
方

公
共

団
体

の
要

請
に

応
じ

た
文

化
財

の
保

存
措

置
等

の
た

め
の

調

査
・
研
究
の
実
施

3
件

―

⑸
有
形
文
化
財
に
係
る
調
査
研
究

7
8
件

6
2
件

⑹
文
化
財
の
保
護
制
度
や
施
策
の
国
際
動
向
及
び
国
際
協
力
及
び
国
際
共
同
研
究

2
件

6
件

３
．
調
査
研
究
の
成
果
の
状
況

○
調
査
研
究
の
成
果
に
よ
り

我
が
国
の
文
化
財
保
護
政

策
に

寄
与

す
る

と
と

も

に
、
学
術
雑
誌
等
へ
の
論

文
の

掲
載
、

学
会
、

研

究
会
で
の
発
表
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
追
加
等
に
よ
り

定
量
的
観
点
か
ら
も
調
査

研
究
の
成
果
を
確
保
す
る

こ
と
。

○
有
形
文
化
財
の
収
集
・
保

管
・
公
衆
へ
の
観
覧
に
か

か
る

調
査

研
究

を
実

施

し
、
そ
の
保
存
と
活
用
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

次
世
代
へ
の
継
承
及
び
我

が
国
文
化
の
向
上
に
寄
与

す
る
。

【
学
術
雑
誌
等
へ
の
掲
載
論
文
数
】

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

学
術
雑
誌
へ
の
寄
稿
と
学
会
・
研

究
会
発
表
な
ど
、
貢
献
度
は
著
し
い
。

調
査
研
究
し
た
成
果
を
発
表
し
て
い

る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

1
0
0
件
以
上

1
0
0
件
未
満
7
0
件
以
上

7
0
件
未
満

2
0
7
件

Ａ

【
学
会
、
研
究
会
等
で
の
発
表
件
数
】

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

8
0
件
以
上

8
0
件
未
満
5
6
件
以
上

5
6
件
未
満

1
4
4
件

Ａ

自
己
評
価

　
展
示
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
修
等
一
般
へ
の
研
究
成
果
の
還
元
に
つ
い
て
は
、
別
項
に
ゆ
ず
る
が
、
論
文
や
学
会

で
の
発
表
を
通
し
て
、
専
門
家
や
研
究
者
へ
の
研
究
成
果
の
還
元
に
つ
い
て
は
、
1
9
年
度
も
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て

い
る
と
考
え
る
。
定
量
的
観
点
か
ら
も
論
文
の
発
表
件
数
、
学
会
等
で
の
発
表
件
数
と
も
順
調
に
成
果
を
上
げ
て
い

る
と
言
え
る
。
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Ⅳ　評価

５
　

文
化

財
の

保
存

・
修

復
に

関
す

る
国

際
協

力
の

推
進

評
　

定

Ｓ

　
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

東
ア

ジ
ア

に
お

い
て

先
進

的
で

タ
イ

ム
リ

ー
な

国
際

協
力

を
、

研
究

者
相

互
の

信
頼

関
係

を
築

き
な

が
ら

行
っ

て
い

る
。

研

究
者

自
身

も
こ

う
し

た
信

頼
関

係
が

文
化

財
の

保
存

・
修

復
の

国
際

協
力

に
欠

か
せ

な
い

こ
と

を
十

分
認

識
し

、
確

実
に

実
施

し
て

い
る

こ
と

は
高

く
評

価
で

き
る

。

自
然

界
の

中
で

の
遺

跡
、

遺
物

の
保

存
修

復
は

困
難

な
も

の
で

あ
る

が
、

遺
物

そ
の

も
の

の
劣

化
状

態
な

ど
を

定
量

化
す

る

方
法

な
ど

を
研

究
し

、
世

界
的

に
重

要
な

遺
跡

等
に

応
用

さ
れ

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

今
後

の
そ

の
効

果
が

ど
う

な
る

の
か

期
待

し
た

い
。

文
化

財
修

復
の

国
際

協
力

に
つ

い
て

「
援

助
す

る
当

事
国

の
国

民
に

よ
る

修
復

の
実

施
」

と
い

う
基

本
理

念
を

掲
げ

、
技

術

移
転

を
継

続
し

て
実

施
し

て
い

る
こ

と
は

、
世

界
の

中
で

日
本

が
、

ひ
い

て
は

本
機

構
が

最
も

積
極

的
に

行
っ

て
い

る
こ

と
と

思
わ

れ
、

文
化

財
修

復
に

関
す

る
国

際
協

力
に

お
い

て
最

も
重

要
な

こ
と

で
あ

る
。

将
来

に
向

け
て

よ
り

一
層

、
当

事
国

か
ら

の
評

価
を

得
る

も
の

と
期

待
す

る
。

中
期
計
画

主
な
計
画
上
の

評
価
指
標

主
な
実
績
及
び
自
己
評
価

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価

評
価
基
準
　
S
A
B
C
F

文
化

財
の

保
存
・

修
復

に
関

す

る
国

際
協

力
に

関
し

て
、

以
下

の

事
業

を
有

機
的
・

総
合

的
に

展
開

す
る

こ
と

に
よ

り
、

人
類

共
通

の

財
産

で
あ

る
文

化
財

の
保

存
・

修

復
に

関
す

る
国

際
協

力
を

通
じ

て
、

我
が

国
の

国
際

貢
献

に
寄

与

す
る
。

⑴
　

文
化

財
の

保
護

制
度

や
施

策

の
国

際
動

向
及

び
国

際
協

力
等

の
情

報
を

収
集
、

分
析

し
て

活

用
す

る
と

と
も

に
、

国
際

共
同

研
究

を
通

じ
て

保
存
・

修
復

事

業
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

研
究
基
盤
整
備
を
行
う
。
ま
た
、

国
内

の
研

究
機

関
間

の
連

携
強

化
や

共
同

研
究
、

研
究

者
間

の

情
報

交
換

の
活

発
化
、

継
続

的

な
国
際
協
力
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

１
．

国
際

協
力

に
関

す
る

研
究

基

盤
の
整
備

○
情

報
の

収
集
・

分
析

及
び

そ
の

提
供
を
行
う
こ
と
。

○
国

際
協

力
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を

構
築
す
る
こ
と
。

主
な
実
績

・
敦
煌
壁
画
・
龍
門
石
窟
・
唐
代
陵
墓
（
中
国
）

　
　
1
1
月

1
9
日

か
ら

1
2
月

1
6
日

の
日

程
で
、

龍
門

石
窟

研
究

院
保

護
セ

ン
タ

ー
の

研
究

員
2
名

を
招

へ

い
し
、

石
質

文
化

財
の

修
理

技
術
、

撥
水

材
料

を
塗

布
し

た
後

の
効

果
の

評
価

方
法
、

修
理

作
業

終

了
後

の
環

境
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

な
ど

に
つ

い
て
、

研
修

を
実

施
し

た
。
1
0
月

1
1
日

か
ら

1
3
日

の
日

程

で
西

安
文

物
保

護
修

復
セ

ン
タ

ー
と

共
同

で
「

石
造

文
化

財
の

保
存

処
理

技
術

に
関

す
る

研
究

会
―

石
造

文
化

財
の

保
存

修
復

と
展

示
方

法
/
保

存
処

置
に

際
し

て
の

接
合

部
分

及
び

表
面

の
化

粧
方

法
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
日
中
専
門
家
に
よ
る
研
究
会
を
開
催
し
た
。

　
　

年
間

を
通

じ
て

3
回

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を
派

遣
し
、

敦
煌

研
究

院
と

共
同

で
、

莫
高

窟
第

2
8
5
窟

壁
画

に
対

す
る

光
学

調
査
、

肉
眼

観
察

に
よ

る
壁

画
の

保
存

状
態

の
調

査
、

第
2
8
5
窟

壁
画

に
使

用
さ

れ

て
い

る
色

料
に

つ
い

て
の

デ
ジ

タ
ル

顕
微

鏡
・

携
帯

型
蛍

光
X
線

分
析

装
置
・

携
帯

型
ラ

マ
ン

分
光

計
を

用
い

た
非

接
触

分
析

調
査
、

第
2
8
5
窟

を
含

む
主

要
研

究
対

象
窟

で
の

1
4
C
年

代
測

定
及

び
分

析

研
究

の
た

め
の

試
料

採
取

を
行

っ
た
。

日
中

若
手

研
究

者
の

相
互

派
遣

研
修

を
行

っ
た
。

敦
煌

莫
高

窟
に
お
け
る
G
I
S
活
用
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
。
2
0
0
7
年
に
成
果
報
告
書
を
編
集
、
発
行
し
た
。

・
タ
・
ネ
イ
遺
跡
・
西
ト
ッ
プ
寺
院
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

・
プ
ラ
ン
バ
ナ
ン
遺
跡
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

・
ア
ユ
タ
ヤ
遺
跡
、
ス
コ
ー
タ
イ
遺
跡
（
タ
イ
）

・
タ
ン
ロ
ン
遺
跡
（
ベ
ト
ナ
ム
）

評
定
Ｓ

コ
メ
ン
ト

文
化

財
の

保
存
・

修
復

の
国

際
協

力
と

は
、

国
家

間
や

機
関

間
の

公
式

な
協

力
体

制
の

ほ
か

に
、

研
究

者
同

士
の

個
人

レ
ベ

ル
の

信
頼

関
係

が
欠

か
せ

な
い
。

こ
の

こ
と

を
十

分
認

識

し
確
実
に
実
践
し
て
い
る
。

受
託

事
業

を
含

め
て
、

ア
ジ

ア
諸

国
、

及
び
、

ド
イ

ツ
、

北
米

な
ど

と

も
積

極
的

な
交

流
を

は
か

り
、

日
本

の
レ

ピ
ュ

テ
ー

シ
ョ

ン
(
評

価
・

評

判
)
を

高
め

て
い

る
点

は
高

く
評

価

で
き
る
。

自
然

の
中

で
の

遺
跡
、

遺
物

の
保

存
修

復
は

最
も

困
難

な
も

の
で

あ
る

が
、

こ
う

し
た

中
で
、

文
化

財
表

面

の
凹

凸
程

度
を

定
量

化
、

石
材

の
硬

さ
を
定
量
化
す
る
方
法
、
さ
ら
に
合
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を

構
築

し
、

そ
の

成
果

を
も

と

に
ア

ジ
ア

諸
国

に
お

い
て

文
化

財
の

保
存
・

修
復

事
業

を
推

進

す
る
。

（
２
）

諸
外

国
に

お
け

る
文

化
財

の
保

存
・

修
復

に
関

す
る

技
術

移
転
を
積
極
的
に
進
め
る
。

　
　

ま
た
、

ア
ジ

ア
諸

国
の

文
化

財
保

護
担

当
者

や
保

存
・

修
復

専
門

家
な

ど
の

人
材

養
成

に
関

す
る

支
援

事
業

を
国

内
外

で
実

施
す

る
と

と
も

に
、

人
材

養
成

に
必

要
な

教
材

や
教

育
手

法
に

関
す
る
研
究
開
発
を
行
う
。

　
　

文
化

財
表

面
の

凹
凸

程
度

を
定

量
化

で
き

る
シ

ス
テ

ム
と
、

石
材

の
硬

さ
を

定
量

化
す

る
方

法
、

さ
ら

に
合

成
樹

脂
に

よ
る

撥
水

処
理

効
果

を
定

量
化

す
る

方
法

を
確

立
し

た
。

こ
う

し
た

基
礎

研
究

を
受

け
て
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

タ
・

ネ
イ

遺
跡

に
お

い
て
、

砂
岩

の
表

面
に

蘚
苔

類
が

繁
茂

し
た

部
分

が
そ
う
で
な
い
部
分
に
比
べ
て
表
面
硬
度
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
タ
イ
・

ス
コ

ー
タ

イ
遺

跡
に

お
い

て
、

生
物

劣
化

防
止

の
た

め
の

撥
水

処
理

効
果

に
関

す
る

現
地

実
験

を
開

始
し
た
。

　
　

西
ト

ッ
プ

寺
院

で
は

引
き

続
き

西
ト

ッ
プ

寺
院

で
の

諸
調

査
を

行
っ

た
。

今
年

度
か

ら
は

テ
ラ

ス

部
の

調
査

を
終

え
、

中
央

塔
の

周
囲

に
調

査
区

を
設

定
し
、

基
礎

地
業

の
あ

り
方

を
明

ら
か

に
す

る

こ
と

を
目

指
し

た
。
8
月

に
は

中
央

塔
の

西
側

に
ト

レ
ン

チ
を

設
定

し
、
1
2
月

に
は

同
じ

く
中

央
塔

の
東

北
部

に
ト

レ
ン

チ
を

設
定

し
た
。

そ
の

結
果
、

掘
り

込
み

地
業

の
存

在
は

確
か

め
ら

れ
な

か
っ

た
が
、
2
層

の
整

地
層

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き
、
1
2
世

紀
頃

に
第

一
の

整
備

が
、
1
4
世

紀
頃

に
第

二
の

整
備

が
行

わ
れ

た
と

考
え

る
こ

と
が

で
き

た
。
1
月

に
は

建
築

班
の

調
査

が
行

わ
れ
、

現
状

の

図
面

作
成

を
前

提
と

し
た

調
査

が
行

わ
れ

た
。

こ
う

し
た

成
果

に
つ

い
て

は
6
月

と
1
2
月

の
国

際
調

整
委
員
会
で
発
表
す
る
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
の
国
内
の
研
究
会
で
発
表
を
行
っ
た
。

・
バ
ー
ミ
ヤ
ン
遺
跡
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
）

・
ア
ジ
ナ
・
テ
パ
遺
跡
（
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
）

　
　

西
ア

ジ
ア

諸
国

の
文

化
財

の
保

護
・

保
存
・

修
復

に
関

す
る

協
力
・

支
援

事
業

の
一

環
と

し
て
、

と
く

に
内

戦
・

紛
争

に
よ

っ
て

破
壊

の
危

機
に

さ
ら

さ
れ

て
い

る
ア

フ
ガ

ニ
ス

タ
ン

及
び

イ
ラ

ク
の

文
化

財
の

調
査

研
究

を
行

い
、

破
壊

さ
れ

た
文

化
財

の
保

存
・

修
復

事
業

を
通

し
て
、

関
連

す
る

分

野
の

技
術

移
転

を
図

る
と

と
も

に
、

人
材

育
成

を
行

い
、

自
国

民
の

手
に

よ
る

文
化

財
保

護
事

業
の

確
立

の
支

援
を

目
指

し
た
。

ま
た
、

あ
わ

せ
て

周
辺

地
域
（

特
に

中
央

ア
ジ

ア
）

の
文

化
財

の
調

査

研
究
を
実
施
し
た
。

・
学
術
交
流
、
共
同
研
究
（
ド
イ
ツ
、
北
米
、
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
央
ア
ジ
ア
）

・
文
化
財
施
策
の
国
際
的
研
究

　
　
文
化
財
保
存
施
策
の
国
際
的
研
究
に
つ
い
て
、
以
下
の
事
業
を
実
施
し
た
。

１
．

文
化

財
保

存
施

策
に

関
す

る
情

報
の

収
集

分
析
：

北
欧

の
文

化
財

保
存

施
策

に
つ

い
て

の
調

査

を
実
施
し
、
情
報
を
収
集
し
、
分
析
し
た
。

２
．

国
際

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

開
催
：

ア
ジ

ア
各

国
の

専
門

家
を

招
へ

い
し

て
ア

ジ
ア

の
文

化
財

に

つ
い

て
考

え
る

ラ
ウ

ン
ド

テ
ー

ブ
ル

形
式

の
国

際
会

議
を

1
回
、

国
内

外
の

専
門

家
を

講
師

と
す

る
一
般
公
開
の
国
内
専
門
家
向
け
研
究
集
会
を
1
回
、
計
2
回
開
催
し
た
。

・
文
化
遺
産
国
際
協
力
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

・
ア
ジ
ア
諸
国
の
専
門
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

東
京
文
化
財
研
究
所

陝
西
省
唐
代
陵
墓
石
彫
像
保
護
修
理
事
業
（
受
託
）

龍
門
石
窟
保
護
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
受
託
）

ユ
ネ
ス
コ
／
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
遺
跡
保
存
事
業
（
受
託
）
※
奈
文
研
と
共
同

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
ア
ジ
ナ
・
テ
パ
仏
教
寺
院
の
保
存
修
復
事
業
（
受
託
）

中
国

及
び

中
央

ア
ジ

ア
各

国
に

お
け

る
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
広

域
の

世
界

遺
産

登
録

推
進

運
動

の
実

態
調
査
及
び
登
録
文
化
遺
産
ま
た
は
登
録
の
可
能
性
の
あ
る
文
化
遺
産
の
現
状
調
査
（
受
託
）

ユ
ネ

ス
コ

／
バ

ー
ミ

ヤ
ー

ン
遺

跡
保

存
に

関
す

る
第

6
回

専
門

家
作

業
グ

ル
ー

プ
国

際
会

議
の

開

催
（
受
託
）
※
奈
文
研
と
共
同

成
樹

脂
に

よ
る

撥
水

処
理

効
果

を
定

量
化

す
る

方
法

を
確

立
し
、

さ
ら

に

そ
れ

ら
を

国
際

的
に

も
重

要
な

遺

跡
で

実
施

さ
れ

た
こ

と
を

評
価

す

る
。

引
き

続
き
、

そ
の

応
用

面
か

ら

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
さ

れ
た

効
果

の
確

認
を
期
待
す
る
。

ま
た
、

国
際

協
力

の
研

究
成

果
を

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

公
開

す
る

な

ど
、

我
が

国
で

普
及

に
努

め
て

い
る

こ
と
も
評
価
で
き
る
。

奈
文

研
『

日
韓

文
化

財
論

集
I
』

の
発
行
を
評
価
し
た
い
。
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Ⅳ　評価

自
己
評
価

　
文

化
財

の
保

存
・

修
復

事
業

を
通

じ
た

国
際

協
力

は
、

ア
ジ

ア
を

中
心

に
1
9
年

度
も

順
調

に
実

施
す

る

こ
と
が
で
き
た
。
特
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
な
ど
破
壊
さ
れ
た
文
化
財
の
修
復
事
業
に
お
い
て
は
、

保
存
・

修
復

事
業

を
通

し
て

技
術

移
転

も
進

め
る

な
ど
、

自
国

民
に

よ
る

文
化

財
修

復
が

行
え

る
よ

う
な

体
制
を
目
指
し
て
支
援
を
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
運
営
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
情
報
の
共
有
化
、

国
際

協
力

に
向

け
た

活
動

調
査

な
ど

を
実

施
し

て
お

り
、

今
後

の
活

動
に

向
け

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

が
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。

２
．

保
存

修
復

に
関

す
る

技
術

移

転
の
推
進

○
諸

外
国

へ
の

技
術

移
転

を
積

極

的
に
進
め
る
こ
と
。

○
ア

ジ
ア

諸
国

に
お

け
る

専
門

的

な
人

材
の

育
成

の
た

め
の

支
援

事
業
等
を
行
う
こ
と
。

主
な
実
績

・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
等
の
専
門
家
養
成

　
　

文
化

遺
産

の
保

存
修

復
を

実
施

す
る

た
め

に
は
、

経
験

豊
か

な
修

復
専

門
家

の
関

与
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る
。

し
か

し
紛

争
や

治
安

の
不

安
定

な
状

態
が

長
期

間
続

い
た

国
々

で
は
、

文
化

遺
産

を
保

存
・

修
復

す
る

人
材

が
決

定
的

に
不

足
し

て
お

り
、

そ
の

養
成

が
緊

急
的

課
題

に
な

っ
て

い
る
。

そ

の
た

め
諸

外
国

に
お

け
る

専
門

家
の

研
修

を
実

施
す

る
際

の
教

材
と

し
て

使
用

す
る

こ
と

を
目

的
に

し
、
「

水
浸

木
材

」
を

テ
ー

マ
に

し
た

D
V
D
映

像
と
、

過
去

の
保

存
・

修
復

や
研

究
事

例
の

極
端

に
少

な
い
「
樺
皮
仏
典
文
書
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
キ
ス
ト
及
び
D
V
D
映
像
を
作
成
し
た
。

・
J
I
C
A
，
A
C
C
U
研
修
事
業
へ
の
協
力

　
　
2
0
0
7
年

度
は
、

ユ
ネ

ス
コ

ア
ジ

ア
文

化
セ

ン
タ

ー
（
A
C
C
U
）

が
実

施
し

た
三

つ
の

長
期
、

短
期

研

修
に

つ
い

て
、

当
研

究
所

が
有

す
る

人
材

の
知

識
、

経
験

お
よ

び
設

備
な

ど
を

有
効

に
活

用
し

て
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
か
ら
来
日
し
た
研
修
生
に
対
し
て
効
果
的
な
研
修
を
実
施
し
た
。

・
I
C
C
R
O
M
国
際
研
修
「
漆
」

・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
化
財
保
護
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
事
業
協
力

東
京
文
化
財
研
究
所

文
化

遺
産

保
護

国
際

貢
献

事
業
　

専
門

家
派

遣
：

ベ
ト

ナ
ム
・

タ
ン

ロ
ン

皇
城

遺
跡

の
保

存
に

関
す
る
活
動
計
画
案
協
議
の
た
め
の
専
門
家
派
遣
（
受
託
）
※
奈
文
研
と
共
同

文
化

遺
産

保
護

国
際

貢
献

事
業
　

専
門

家
派

遣
：

ベ
ト

ナ
ム
・

タ
ン

ロ
ン

皇
城

遺
跡

の
保

存
に

関
す
る
専
門
家
派
遣
と
研
修
事
業
（
受
託
）
※
奈
文
研
と
共
同

文
化
遺
産
国
際
協
力
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
業
（
受
託
）

文
化

遺
産

国
際

協
力

拠
点

交
流

事
業
　

イ
ン

ド
ネ

シ
ア
・

プ
ラ

ン
バ

ナ
ン

遺
跡

群
復

興
お

よ
び

イ
ン
ド
・
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
壁
画
の
保
存
修
復
に
関
す
る
人
材
養
成
・
技
術
移
転
（
受
託
）

日
中

韓
共

同
に

よ
る

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

沿
線

の
文

化
財

保
護

修
復

技
術

人
員

の
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
受
託
）

ユ
ネ
ス
コ
／
日
本
信
託
基
金
　
イ
ラ
ク
博
物
館
に
お
け
る
修
復
研
究
室
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
受
託
）
※
奈
文
研
と
共
同

評
定
Ｓ

コ
メ
ン
ト

絶
え

ず
劣

化
す

る
文

化
財

の
保

存

修
復

に
関

し
て
、

日
本

が
持

つ
技

術

を
移

転
す

る
と

と
も

に
専

門
的

な
人

材
を

育
て

る
こ

と
は

大
変

重
要

で
あ

る
。

ア
ジ

ア
諸

国
へ

の
継

続
的

な
技

術
移

転
、

人
材

育
成

は
日

本
の

ア
ジ

ア
に

お
け

る
評

価
を

高
め

る
活

動
で

あ
り
、

地
球

規
模

で
考

え
て

も
文

化

的
意

義
が

高
い
。

受
託

研
究

の
バ

ラ

ン
ス
も
良
い
。

特
に

以
前

か
ら

本
機

構
、

あ
る

い

は
日

本
の

文
化

財
修

復
の

姿
勢

と
し

て
、

国
際

協
力

の
基

本
と

し
て
“

援

助
す

る
当

事
国

の
国

民
に

よ
る

修
復

の
実

施
”

に
向

け
て

の
技

術
移

転
を

掲
げ

ら
れ

て
い

る
が
、

そ
れ

が
継

続

し
て

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

敬
意

を
表

し
た

い
。

国
際

協
力

に
お

け
る

最
も

大
事

な
こ

と
で

あ
り
、

世
界

の

中
で

日
本

が
最

も
積

極
的

に
行

っ
て

い
る

も
の

と
考

え
ら

れ
、

将
来

に
向

け
て

よ
り

一
層
、

当
事

国
か

ら
の

評

価
を
得
る
も
の
と
期
待
す
る
。

自
己
評
価

　
ユ

ネ
ス

コ
ア

ジ
ア

文
化

セ
ン

タ
ー
（
A
C
C
U
）

へ
の

協
力

等
を

通
し

て
、

ア
ジ

ア
各

国
へ

の
技

術
移

転
を

進
め
て
い
る
。
今
後
も
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
専
門
家
の
養
成
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。
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６
　

情
報

発
信

機
能

の
強

化

評
　

定

Ａ

　
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

高
松

塚
古

墳
壁

画
の

一
件

の
影

響
も

あ
り

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
件

数
、

飛
鳥

資
料

館
の

入
館

者
数

は
驚

異
的

な
増

加

で
あ

っ
た

。
東

京
国

立
博

物
館

に
移

管
さ

れ
た

黒
田

記
念

館
の

よ
り

一
層

の
公

開
体

制
の

拡
大

を
期

待
す

る
。

　
東

京
文

化
財

研
究

所
企

画
情

報
部

が
専

門
的

ア
ー

カ
イ

ブ
の

拡
充

事
業

で
実

施
し

て
い

る
3
5
種

の
更

新
中

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス

な
ど

は
、

我
が

国
は

も
と

よ
り

日
本

語
を

解
す

る
外

国
人

研
究

家
に

と
っ

て
も

極
め

て
有

用
な

も
の

で
あ

り
、

美
術

史
学

の
発

展
に

大
い

に
貢

献
し

て
お

り
高

く
評

価
で

き
る

。

　
収

蔵
品

の
デ

ジ
タ

ル
画

像
化

は
急

務
で

あ
る

。
文

化
財

機
構

全
体

の
「

作
品

悉
皆

目
録

」
の

公
開

を
望

む
。

中
期
計
画

主
な
計
画
上
の

評
価
指
標

主
な
実
績
及
び
自
己
評
価

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価

評
価
基
準
　
S
A
B
C
F

以
下
の
と
お
り
、
調
査
・
研
究

に
基
づ
く
資
料
の
作
成
及
び
文
化

財
に
関
連
す
る
資
料
の
収
集
・
整

理
・
保
管
を
行
う
と
と
も
に
、
調

査
・

研
究

成
果

を
積

極
的

に
公

表
・
公
開
し
、
研
究
者
や
広
く
一

般
の
人
が
調
査
・
研
究
成
果
を
容

易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⑴
　
文
化
財
関
係
の
情
報
を
収
集

し
て

積
極

的
に

発
信

す
る

た

め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
強
化
及
び
高
速
化
等

に
対

応
し

た
情

報
基

盤
の

整

備
・
充
実
を
図
る
。

　
　
ま
た
、
文
化
財
情
報
の
計
画

的
収
集
・
整
理
・
保
管
及
び
そ

れ
ら
の
電
子
化
の
推
進
に
よ
る

文
化
財
に
関
す
る
専
門
的
ア
ー

カ
イ
ブ
の
拡
充
を
行
う
と
と
も

に
、
調
査
研
究
に
基
づ
く
成
果

と
し
て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充

実
を
図
る
。

１
．
情
報
基
盤
の
整
備
充
実

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
強
化
及
び
高
速
化
等
に
対
応

し
た
情
報
基
盤
の
整
備
充
実
を

図
る
こ
と
。

○
文
化
財
に
関
す
る
専
門
的
ア
ー

カ
イ

ブ
の

拡
充

を
行

う
と

も

に
、
調
査
研
究
に
基
づ
く
成
果

と
し
て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充

実
を
図
る
こ
と
。

主
な
実
績

・
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー
ル
の
更
新
、
ス
パ
ム
対
策
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
の
導
入
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

の
整
備
を
実
施

・
専
門
的
ア
ー
カ
イ
ブ
の
拡
充

・
文
化
財
関
係
資
料
の
充
実
と
文
化
財
情
報
の
電
子
化
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実

・
定
期
刊
行
物
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
と
広
報
誌

自
己
評
価

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ア
ク

セ
ス

件
数

に
関

し
て

は
、
1
8
年

度
と

比
し

て
も

順
調

に
延

び
て

お
り
、

調
査
・

研
究
の
成
果
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
国
民
に
還
元
し
て
い
る
と
言
え
る
。
同
様
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
の
整
備
や
ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備
を
通
し
て
、
研
究
成
果
の
利
用
を
促
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
刊
行
物
に

つ
い
て
も
例
年
通
り
発
行
し
て
お
り
、
順
調
に
研
究
成
果
の
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
が
し
っ

か
り
と
定
着
し
、
良
き
手
本
と
な
っ

て
い
る
。

引
き
続
き
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実

と
そ
の
活
用
、
多
言
語
化
を
進
め
て

ほ
し
い
。
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⑵
　
文
化
財
に
関
す
る
調
査
・
研

究
に

基
づ

く
成

果
に

つ
い

て
、

定
期
的
な
刊
行
物
を
平
成
1
7
年

度
の
実
績
以
上
刊
行
す
る
と
と

も
に
、
公
開
講
演
会
、
現
地
説
明

会
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
等

に
よ

り
、

積
極

的
に

公

開
・
提
供
す
る
。
ま
た
、
研
究
所

の
研
究
・
業
務
等
を
広
報
す
る

た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を

図
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ

ス
件
数
を
前
期
中
期
計
画
期
間

の
年
度
平
均
以
上
確
保
す
る
。

２
．
調
査
研
究
成
果
の
公
開
・
提

供

○
公

開
講

演
会
、

現
地

説
明

会
、

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
積
極

的
に
行
う
こ
と
。

○
HP

の
充

実
を

図
り
、
HP

ア
ク

セ
ス

件
数

を
前

期
中

期
計

画
期

間
の

年

度
平
均
以
上
確
保
す
る
こ
と
。

主
な
実
績

・
研

究
報

告
書
、

日
本

美
術

年
鑑
、

美
術

研
究
、

無
形

文
化

遺
産

研
究

報
告
、

保
存

科
学
（
4
7
号

）
、

年
報
等
の
刊
行

・
第
3
1
回
文
化
財
の
保
存
・
修
復
に
関
す
る
国
際
研
究
集
会
の
開
催

・
オ
ー
プ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
の
開
催

・
発
掘
調
査
の
現
地
説
明
会
の
開
催
と
公
開
講
演
会
の
実
施

・
第
3
1
回
文
化
財
の
保
存
・
修
復
に
関
す
る
国
際
研
究
集
会
の
開
催

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

高
松
塚
古
墳
壁
画
の
件
で
マ
ス
コ

ミ
を
賑
わ
せ
た
た
め
か
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の

ア
ク

セ
ス

数
は

驚
異

的
で

あ

る
。 ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
保
護

条
約

の
取

組
に
、
「

先
進

国
日

本
」

の
立
場
か
ら
積
極
的
に
貢
献
し
、
文

化
庁
と
の
協
力
体
制
を
強
化
し
て
ほ

し
い
。

【
研
究
所
 
H
P
ア
ク
セ
ス
件
数
（
前
期
中
期
計
画
期
間
年
度
平
均
件
数
1
,
1
2
2
,
6
9
5
件
）
】

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

1
,
1
2
2
,
6
9
5
件
以
上

1
,
1
2
2
,
6
9
5
件
未
満

7
8
5
,
8
8
6
件
以
上

7
8
5
,
8
8
6
万
件
未
満

2
,
4
4
9
,
8
7
5
件

Ａ

自
己
評
価

　
19
年
度
も
研
究
報
告
書
や
年
報
等
定
期
刊
行
物
を
通
し
て
、
研
究
成
果
の
公
表
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

文
化
財
の
保
存
・
修
復
に
関
す
る
国
際
研
究
集
会
を
通
し
て
、
文
化
財
の
保
存
・
修
復
の
国
際
的
な
問
題
や

取
組
み
な
ど
を
検
討
す
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
研
究
成
果
を
積
極
的
に
公
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
も
目
標
を
達
成
し
、
オ
ー
プ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
や
現
地
説
明
会
な
ど
を
通
し
た
一
般

へ
の
研
究
成
果
の
公
表
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
後
も
積
極
的
に
公
表
の
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。

⑶
　
黒
田
記
念
館
、
平
城
宮
跡
資

料
館
、
藤
原
宮
跡
資
料
室
、
飛

鳥
資
料
館
に
つ
い
て
は
、
研
究

成
果
の
公
開
施
設
と
し
て
の
役

割
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
展
示

を
充
実
さ
せ
、
調
査
・
研
究
成

果
の
内
容
を
広
く
一
般
に
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
に
資
す

る
。

入
館

者
数

に
つ

い
て

は
、

前
期
中
期
計
画
期
間
の
年
度
平

均
以
上
確
保
す
る
。

⑷
　
文
化
庁
が
行
う
平
城
宮
跡
、

　
飛

鳥
・

藤
原

宮
跡

等
の

公
開
・

活
用
事
業
に
協
力
し
、
支
援
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
宮
跡
等
へ

の
来
訪
者
に
文
化
財
に
関
す
る

３
．
公
開
施
設
の
運
用

○
黒
田
記
念
館
、
平
城
宮
跡
資
料

館
、
藤
原
宮
跡
資
料
室
、
飛
鳥

資
料
館
の
展
示
の
充
実
を
図
る

こ
と
。

○
入
館
者
数
に
つ
い
て
は
、
前
期

中
期
計
画
期
間
の
年
度
平
均
以

上
を
確
保
す
る
こ
と
。

○
文
化
庁
が
行
う
平
城
宮
跡
、
飛

鳥
・
藤
原
宮
跡
等
の
公
開
・
活

用
事
業
に
協
力
す
る
こ
と
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
活
動

支
援
を
行
う
こ
と
。

○
奈
良
県
の
「
平
城
遷
都
1
3
0
0
年

記
念
事
業
」
に
あ
わ
せ
、
平
城

京
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
調

査
・
研
究
成
果
を
生
か
し
た
展

主
な
実
績

・
黒
田
記
念
館
・
平
城
宮
跡
資
料
館
・
藤
原
宮
跡
資
料
室
・
飛
鳥
資
料
館
の
展
示
公
開

・
平
城
宮
跡
に
お
け
る
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
運
営
と
支
援

・
飛
鳥
資
料
館
に
お
い
て
、
春
期
特
別
展
示
「
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
四
神
玄
武
」
等
を
開
催

・
朱
雀
門
の
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
申
し
出
の
あ
っ
た
地
元
N
P
O
法
人
へ
活
動
機
会
を
提
供

・
平

城
宮

跡
に

お
け

る
発

掘
調

査
を

速
報

展
「

平
城

宮
東

方
官

衙
の

調
査

」
（

平
城

宮
跡

資
料

館
）

等

で
公
開

【
研
究
公
開
施
設
入
場
者
数
】

黒
田
記
念
館
入
館
者
数
　
（
前
期
中
期
計
画
期
間
年
度
平
均
入
場
者
数
1
0
,
5
3
1
人
）

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

高
松
塚
古
墳
、
キ
ト
ラ
古
墳
な
ど
、

人
口
に
膾
炙
す
る
状
況
が
ピ
ー
ク
に

達
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
う

が
、
藤
原
宮
跡
・
飛
鳥
資
料
館
の
動

員
数
の
増
加
を
評
価
す
る
。

黒
田
記
念
館
の
一
層
の
公
開
体
制

拡
大
を
含
め
た
公
開
施
設
の
活
用
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
活
動
支
援
を
一

層
進
め
て
ほ
し
い
。

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

1
0
,
5
3
1
人
以
上

1
0
,
5
3
1
人
未
満

7
,
3
7
1
人
以
上

7
,
3
7
1
人
未
満

1
3
,
7
0
7
人

Ａ
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理

解
を

深
め

て
も

ら
う

た
め
、

解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
運

営
す
る
と
と
も
に
、
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
、
活
動
機

会
・
場
所
の
提
供
等
の
支
援
を

行
う
。

⑸
 
奈

良
県

の
「

平
城

遷
都

1
3
0
0

年
記
念
事
業
」
に
あ
わ
せ
、
平

城
京
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の

調
査
・
研
究
成
果
を
生
か
し
た

展
示
・
公
開
事
業
を
行
う
。

　
示
・
公
開
事
業
を
行
う
こ
と
。

平
城
宮
跡
資
料
館
入
場
者
数
　
（
前
期
中
期
計
画
期
間
年
度
平
均
入
場
者
数
7
2
,
4
3
0
人
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

7
2
,
4
3
0
人
以
上

7
2
,
4
3
0
人
未
満

5
0
,
7
0
1
人
以
上

5
0
,
7
0
1
人
未
満

8
5
,
4
8
6
人

Ａ

藤
原
宮
跡
資
料
室
入
館
者
数
　
（
前
期
中
期
計
画
期
間
年
度
平
均
入
場
者
数
4
,
4
8
6
人
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

4
,
4
8
6
人
以
上

4
,
4
8
6
人
未
満

3
,
1
4
0
人
以
上

3
,
1
4
0
人
未
満

6
,
8
8
5
人

Ａ

飛
鳥
資
料
館
入
館
者
数
　
（
前
期
中
期
計
画
期
間
年
度
平
均
入
場
者
数
5
5
,
2
7
4
人
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

5
5
,
2
7
4
人
以
上

5
5
,
2
7
4
人
未
満

3
8
,
6
9
1
人
以
上

3
8
,
6
9
1
人
未
満

1
0
0
,
8
2
5
人

Ａ

自
己
評
価

　
1
9
年
度
も
1
8
年
度
に
引
き
続
き
、
施
設
の
公
開
を
通
し
て
、
文
化
財
研
究
所
の
研
究
成
果
を
公
開
し
た
。

黒
田
記
念
館
で
は
、
巡
回
展
を
行
う
と
と
も
に
、
東
京
国
立
博
物
館
に
お
い
て
所
蔵
作
品
の
展
示
を
す
る

な
ど
公
開
の
機
会
拡
大
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
飛
鳥
資
料
館
で
は
キ
ト
ラ
古
墳
関
連
資
料
の
展
示
公
開

を
通

じ
て
、

発
掘

の
成

果
を

公
開

し
て

い
る
。

い
ず

れ
の

施
設

に
お

い
て

も
目

標
値

を
上

回
っ

て
お

り
、

当
初

の
目

標
は

達
成

し
て

い
る

と
言

え
る
。

今
後

も
引

き
続

き
研

究
の

成
果

を
発

信
す

る
こ

と
に

よ
り
、

文
化
財
研
究
所
の
事
業
内
容
を
積
極
的
に
公
開
し
て
い
き
た
い
。
　

　
文
化
庁
事
業
へ
の
協
力
と
し
て
は
、
飛
鳥
資
料
館
に
お
い
て
「
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
四
神
玄
武
」
を
開
催

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
協
力
に
つ
い
て
は
、
各
種
解
説
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
と
し
た
学
習
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
朱
雀
門
の
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
し
出
に
対

し
て
活
動
機
会
を
与
え
る
な
ど
積
極
的
に
協
力
し
て
お
り
、
評
価
で
き
る
。

　
平

城
京

に
つ

い
て

の
調

査
結

果
の

公
表

に
つ

い
て

は
、

平
城

宮
跡

資
料

館
に

お
い

て
、
「

平
城

宮
東

方

官
衙
の
調
査
」
を
展
示
す
る
な
ど
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
評
価
で
き
る
。
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Ⅳ　評価

⑹
 
文
化
財
情
報
・
研
究
成
果
な
ど

を
広
く
公
表
す
る
こ
と
等
を
通

じ
て

歴
史
・

伝
統

文
化

に
対

す

る
理
解
が
深
ま
る
よ
う
努
め
る
。

①
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
自
主
媒
体
の

活
用
及
び
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の

連
携

強
化

等
に

よ
り
、

広
く

国
内

外
に

情
報

を
発

信
す

る
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
件

数
は
年
間
の
平
均
が
前
中
期
目

標
期
間
の
年
間
平
均
の
実
績
を

上
回
る
こ
と
と
す
る
。

②
－
１
収
蔵
品
等
の
文
化
財
そ
の

他
関
連
す
る
資
料
の
情
報
に
つ

い
て
、
永
く
後
世
に
記
録
を
残

す
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
し
、
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム

等
に
よ
り
広
く
積
極
的
に
公
開

す
る
。
ま
た
、
収
蔵
品
等
に
関

す
る
デ
ジ
タ
ル
化
件
数
は
、
年

間
の
平
均
が
前
中
期
目
標
期
間

の
年
間
平
均
の
実
績
を
上
回
る

よ
う
に
す
る
。

②
－

２
美

術
史
・

考
古

学
・

博
物

館
学

そ
の

他
の

関
連

諸
学

に
関

す
る

基
礎

資
料

及
び

国
内

外
の

博
物

館
等

に
関

す
る

情
報

及
び

資
料

に
つ

い
て

広
く

収
集

し
、

蓄
積
を
図
る
と
と
も
に
、レ

フ
ァ

レ
ン
ス
機
能
を
充
実
さ
せ
る
。

４
．
情
報
発
信
機
能
の
強
化

○
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
の

年
間
平
均
が
前
中
期
目
標
期
間

の
年
間
平
均
の
実
績
を
上
回
る

こ
と
。

○
収

蔵
品

等
に

関
す

る
デ

ジ
タ

ル

化
件
数
は
、
年
間
の
平
均
が
前
中

期
目

標
期

間
の

年
間

平
均

の
実

績
を
上
回
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

○
情
報
資
料
を
収
集
し
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
。

主
な
実
績

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
の
発
信

・
モ
バ
イ
ル
版
文
化
財
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
充
（
京
博
）

・
重
要
文
化
財
高
精
細
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
「
K
N
M
　
G
a
l
l
e
r
y
」
の
整
備
と
公
開
に
向
け
た
準
備

　
（
図
6
-
3
、
京
博
）

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
研
究
紀
要
の
掲
示
（
奈
良
博
）

・
特
別
展
に
お
け
る
「
ブ
ロ
グ
る
ぽ
」
（
館
の
W
E
B
上
で
ブ
ロ
グ
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
仕
組
み
）
の
設
定

（
九
博
）

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
充
は
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
て
い
く
と
期
待
で
き

る
。
ま
た
、
九
州
国
立
博
物
館
が
行
っ

て
い
る
「
双
方
向
」
シ
ス
テ
ム
の
導

入
が
今
後
は
機
構
全
体
の
課
題
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

ア
ク
セ
ス
数
は
驚
異
的
で
さ
え
あ

る
。
む
し
ろ
目
標
数
の
設
定
を
再
検

討
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

収
蔵
品
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
は
急

務
で
あ
る
。
文
字
情
報
の
み
で
も
検

索
機
能
を
伴
っ
た
機
構
全
体
の
「
作

品
悉
皆
目
録
」
の
公
開
を
望
む
。

【
博
物
館
 
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
年
間
平
均
件
数
（
前
中
期
目
標
期
間
の
年
間
平
均
実
績
）
】

東
京
国
立
博
物
館
（
1
,
9
2
8
,
9
6
6
件
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

1
,
9
2
8
,
9
6
6
件
以
上

1
,
3
5
0
,
2
7
6
件
以
上

1
,
9
2
8
,
9
6
6
件
未
満

1
,
3
5
0
,
2
7
6
件
未
満

5
,
5
0
4
,
4
6
8
件

Ａ

京
都
国
立
博
物
館
（
5
2
1
,
9
6
5
件
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

5
2
1
,
9
6
5
件
以
上

3
6
5
,
3
7
6
件
以
上

5
2
1
,
9
6
5
件
未
満

3
6
5
,
3
7
6
件
未
満

7
3
3
,
8
8
5
件

Ａ

奈
良
国
立
博
物
館
（
6
7
0
,
9
4
8
件
以
上
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

6
7
0
,
9
4
8
件
以
上

4
6
9
,
6
6
4
件
以
上

6
7
0
,
9
4
8
件
未
満

4
6
9
,
6
6
4
件
未
満

1
,
4
0
2
,
8
3
4
件

Ａ

九
州
国
立
博
物
館
(
7
8
3
,
4
8
7
件
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

7
8
3
,
4
8
7
件
以
上

5
4
8
,
4
4
1
件
以
上

7
8
3
,
4
8
7
件
未
満

5
4
8
,
4
4
1
件
未
満

5
,
9
4
3
,
6
1
6
件

Ａ

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
充
実

・
継
続
的
な
文
化
財
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
推
進

・
O
P
A
C
で

の
公

開
及

び
美

術
図

書
館

横
断

検
索
（
A
L
C
）

へ
の

参
加

に
よ

る
資

料
館

所
蔵

の
図

書
検

索
の

利
便
性
向
上
（
東
博
）

・
「
あ
じ
っ
ぱ
」
内
の
「
あ
じ
庵
」
や
「
た
な
だ
」
で
活
用
す
る
映
像
を
撮
影
（
九
博
）
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【
収
蔵
品
等
に
関
す
る
画
像
の
デ
ジ
タ
ル
化
件
数
（
前
中
期
目
標
期
間
の
年
間
平
均
実
績
／
1
8
年
度
実
績
）
】

東
京
国
立
博
物
館
（
1
8
,
8
2
9
件
／
4
,
4
7
2
件
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

1
8
,
8
2
9
件
以
上

1
3
,
1
8
0
件
以
上

1
8
,
8
2
9
件
未
満

1
3
,
1
8
0
件
未
満

1
2
4
,
9
9
6
件

Ａ

京
都
国
立
博
物
館
（
4
,
3
5
9
件
／
6
,
1
6
9
件
）

 
 
 
 
 

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

4
,
3
5
9
件
以
上

3
,
0
5
1
件
以
上

4
,
3
5
9
件
未
満

3
,
0
5
1
件
未
満

8
,
0
4
7
件

Ａ

奈
良
国
立
博
物
館
（
8
,
4
7
1
件
以
上
／
3
,
8
3
0
件
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

8
,
4
7
1
件
以
上

5
,
9
3
0
件
以
上

8
,
4
7
1
件
未
満

5
,
9
3
0
件
未
満

4
,
5
8
4
件

Ｃ

九
州
国
立
博
物
館
(
1
,
8
9
0
件
／
1
,
9
8
6
件
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

1
,
8
9
0
件
以
上

1
,
3
2
3
件
以
上

1
,
8
9
0
件
未
満

1
,
3
2
3
件
未
満

3
,
2
9
5
件

Ａ

自
己
評
価

　
W
E
B
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
件
数
に
つ
い
て
は
、
4
館
と
も
目
標
を
大
幅
に
上
回
る
件
数
を
達
成
し
、
1
8
年

度
と
比
較
し
て
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
1
9
年
度
は
各
館
に
お
い
て
写
真
・
デ
ー
タ
を
さ
ら
に
整
備
し
、

文
化
財
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
京
博
）
な
ど
を
通
し
て
、
利
用
者
が
文
化
財
に
気
軽
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う

な
シ

ス
テ

ム
を

新
た

に
構

築
す

る
と

と
も

に
、

情
報

の
発

信
に

つ
い

て
も
「

ブ
ロ

グ
る

ぽ
」
（

九
博

）
の

よ
う
に
双
方
向
で
情
報
の
や
り
と
り
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
新
た
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ

ル
化
に
つ
い
て
は
、
1
8
年
度
は
予
算
の
都
合
も
あ
り
、
実
施
件
数
が
中
期
計
画
期
間
中
に
達
成
す
べ
き
目

標
を
下
回
る
館
が
多
か
っ
た
が
、
1
9
年
度
は
文
化
財
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
奈
良
国
立
博
物
館

を
除
き
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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Ⅳ　評価

７
　

地
方

公
共

団
体

へ
の

協
力

等
に

よ
る

文
化

財
保

護
の

質
的

向
上

評
　

定

Ａ

　
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

地
方

公
共

団
体

か
ら

の
多

種
多

様
な

要
請

に
対

し
、

4
博

物
館

・
2
研

究
所

と
も

に
現

地
出

張
を

含
み

着
実

に
指

導
助

言
を

行
っ

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

地
方

公
共

団
体

の
財

政
難

や
担

当
者

の
配

置
転

換
な

ど
の

課
題

が
あ

る
中

で
専

門
性

を

持
っ

た
文

化
財

機
構

か
ら

の
助

言
は

大
い

に
役

立
つ

も
の

で
あ

る
た

め
今

後
も

継
続

し
て

実
施

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

　
単

な
る

資
格

取
得

を
目

的
と

す
る

「
大

学
・

学
芸

員
実

習
」

で
は

な
く

、
保

存
活

動
に

絞
っ

た
専

門
的

な
実

習
受

け
入

れ
や

大
学

院
生

に
対

す
る

授
業

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
高

く
評

価
で

き
る

。

組
織

統
合

に
よ

り
国

立
博

物
館

の
収

蔵
品

の
保

存
修

復
を

発
注

す
る

際
の

ノ
ウ

ハ
ウ

に
つ

い
て

も
例

示
す

る
な

ど
、

ナ
シ

ョ

ナ
ル

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

役
割

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

期
待

す
る

。

中
期
計
画

主
な
計
画
上
の

評
価
指
標

主
な
実
績
及
び
自
己
評
価

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価

評
価
基
準
　
S
A
B
C
F

我
が

国
の

文
化

財
に

関
す

る

調
査
・

研
究

の
ナ

シ
ョ

ナ
ル

セ

ン
タ

ー
と

し
て
、

こ
れ

ま
で

の

調
査
・

研
究

の
成

果
を

活
か

し
、

国
・
地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る

専
門
的
・
技
術
的
な
協
力
・
助
言

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
全

体
の
文
化
財
の
調
査
・
研
究
の
質

的
向
上
に
寄
与
す
る
。
ま
た
、
専

門
指
導
者
層
を
対
象
と
し
た
研
修

等
を
行
い
、
文
化
財
保
護
に
必
要

な
人
材
を
養
成
す
る
。

⑴
 
地

方
公

共
団

体
や

大
学
、

研

究
機
関
と
の
連
携
・
協
力
体
制

を
構
築
し
、
こ
れ
ら
の
機
関
が

有
す
る
文
化
財
に
関
す
る
情
報

の
収
集
、
知
見
・
技
術
の
活
用
、

本
法
人
が
行
っ
た
調
査
・
研
究

成
果
の
発
信
等
を
通
じ
て
、
文

化
財
に
関
す
る
協
力
・
助
言
の

円
滑
か
つ
積
極
的
な
実
施
を
行

う
。

１
．
地
方
公
共
団
体
や
大
学
、
研

究
機
関
と
の
連
携
・
協
力
体
制

の
構
築

○
文
化
財
に
関
す
る
協
力
・
助
言

の
円
滑
か
つ
積
極
的
な
実
施
を

行
う
こ
と
。

主
な
実
績

　
協
力
・
助
言
の
積
極
的
な
実
施

・
文
化
財
公
開
施
設
の
調
査
・
支
援

・
無
形
文
化
遺
産
の
保
存
・
伝
承
・
活
用
等

・
文
化
財
の
修
復
・
整
備

・
文
化
財
の
発
掘
調
査
・
史
跡
整
備
等
の
助
言

研
修
実
施

・
博
物
館
・
美
術
館
の
保
存
担
当
学
芸
員
研
修

・
文
化
財
担
当
者
を
対
象
と
し
た
埋
蔵
文
化
財
担
当
者
研
修

自
己
評
価

　
文
化
財
研
究
所
は
文
化
財
に
関
す
る
研
究
や
保
存
・
修
復
、
発
掘
調
査
等
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
機

能
を

有
し

て
い

る
。
1
9
年

度
も

地
方

公
共

団
体

等
へ

文
化

財
の

調
査

に
関

す
る

援
助
・

助
言

を
5
3
4
件

実

施
し
、
地
域
に
お
け
る
文
化
財
行
政
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
我
が
国
の
文
化
財
の
保
護
に
努
め
て
い
る
。

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

文
化
財
調
査
に
関
す
る
援
助
、
助

言
の

件
数

5
3
4
件

が
、

多
い

か
少

な

い
か
は
判
断
の
つ
き
に
く
い
と
こ
ろ

だ
が
、
地
方
公
共
団
体
の
予
算
の
縮

小
と
担
当
者
の
配
置
転
換

等
の
問
題

が
あ
る
中
で
、
専
門
性
を
持
っ
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
機
関
と
し
て
の
文

化
財
研
究
所
に
よ
る
助
言
は
大
い
に

役
立
つ
も
の
で
あ
り
、
十
分
に
機
能

を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
。

博
物
館
で
収
蔵
品
の
保
存
修
復
を

発
注
す
る
際
の
基
本
理
念
、
設
計
仕

様
な
ど
の
例
を
地
方
公
共
団
体
、
外

郭
団
体
等
に
例
示
し
、
地
方
に
お
け

る
文

化
財

の
保

存
修

復
の

適
正

化
、

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

っ
て

欲
し

い
。

そ
の
分
野
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
を
期
待
し
た
い
。
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⑵
　
文
化
財
に
関
す
る
高
度
な
研

究
成
果
を
も
と
に
、
地
方
公
共

団
体
等
で
中
核
と
な
る
文
化
財

担
当
者
に
埋
蔵
文
化
財
に
関
す

る
研
修
及
び
保
存
科
学
に
関
す

る
保
存
担
当
学
芸
員
研
修
を
実

施
す
る
。
な
お
、
参
加
者
等
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
8
0
％
以
上
の
満
足
度
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
ま
た
、
東
京
藝
術
大
学
、
京

都
大
学
、
奈
良
女
子
大
学
と
の

間
で
の
連
携
大
学
院
教
育
を
実

施
し
、
若
手
研
究
者
の
育
成
に

寄
与
す
る
。

２
．
中
核
的
文
化
財
担
当
者
の
研

修
・
若
手
研
究
者
の
育
成

○
埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
高
度
な

研
究
成
果
を
も
と
に
、
中
核
と

な
る
文
化
財
担
当
者
に
、
各
種

の
研

修
を

実
施

す
る

と
と

も

に
、
参
加
者
等
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
8
0
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
の
満
足
度
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

○
連

携
大

学
院

教
育

を
実

施
し
、

若
手
研
究
者
の
育
成
に
寄
与
す

る
こ
と
。

主
な
実
績

　
埋
蔵
文
化
財
研
修
の
実
施

・
一
般
課
程
1
課
程
、
専
門
課
程
1
2
課
程
、
計
1
3
課
程
の
実
施
（
1
5
5
名
参
加
）

保
存
担
当
者
研
修
の
実
施

・
1
回

3
2
名

の
参

加
者

を
得

て
実

施
、
そ

の
後
「

保
存

担
当

学
芸

員
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

」
を

実
施

（
6
2
名
参
加
）

大
学
院
教
育
の
推
進
（
連
携
大
学
院
）

・
東
京
芸
術
大
学
：
シ
ス
テ
ム
保
存
学
（
文
化
財
保
存
学
演
習
、
保
存
環
境
計
画
論
、
修
復
材
料
学

特
論
等
）

・
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
：
共
生
文
明
学
（
文
化
財
調
査
法
論
、
環
境
考
古
学
論
等
）

・
奈
良
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
：
比
較
文
化
学
（
日
本
考
古
学
の
諸
問
題
、
歴
史
考
古

学
特
論
等
）

【
埋
蔵
文
化
財
研
修
　
満
足
度
％
】

評
定
Ｓ

コ
メ
ン
ト

中
核
的
文
化
財
担
当
者
の
研
修
や

若
手
研
究
者
の
育
成
に
果
た
す
役
割

は
大

き
い

と
考

え
ら

れ
る
。

ま
た
、

保
存
に
絞
っ
た
高
度
な
実
習
生
の
受

け
入
れ
が
高
く
評
価
で
き
る
。

特
に
、
目
的
意
識
を
強
く
持
っ
た

参
加
者
に
対
し
そ
れ
に
十
分
応
え
ら

れ
る
内
容
の
研
修
を
継
続
的
に
実
施

し
て
い
る
こ
と
は
、
高
回
収
率
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
示
さ
れ
て
お
り

高
く
評
価
で
き
る
。

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

8
0
％
以
上

8
0
％
未
満
6
4
％
以
上

6
4
％
未
満

1
0
0
％

（
ア

ン
ケ

ー
ト

回
収

率
10

0％
）

Ａ

【
保
存
担
当
学
芸
員
研
修
　
満
足
度
％
】

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

8
0
％
以
上

8
0
％
未
満
6
4
％
以
上

6
4
％
未
満

1
0
0
％

（
ア

ン
ケ

ー
ト

回
収

率
90

％
）

Ａ

自
己
評
価

　
地
方
公
共
団
体
の
文
化
財
担
当
者
や
博
物
館
・
美
術
館
の
保
存
担
当
学
芸
員
、
東
京
芸
術
大
学
、
京
都

大
学
等
の
大
学
院
の
学
生
を
対
象
に
、
文
化
財
の
調
査
研
究
や
保
護
に
つ
い
て
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
的
な
文
化
財
保
護
行
政
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。
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Ⅳ　評価

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
の
平
成
19
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価

Ⅱ
　
業
務
運
営
の
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

評
　

定

Ａ

　
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

一
般

管
理

費
及

び
陳

列
品

購
入

の
影

響
を

除
い

た
業

務
経

費
が

削
減

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
施

設
の

有
償

貸
出

に
よ

る
収

入

が
増

加
し

て
い

る
。

　
随

意
契

約
見

直
し

状
況

に
つ

い
て

は
、

一
般

競
争

入
札

が
で

き
な

い
収

蔵
品

購
入

を
考

慮
す

る
と

一
定

の
成

果
は

上
が

っ
て

い
る

。
収

蔵
品

購
入

は
文

化
財

機
構

の
中

心
と

な
る

業
務

で
あ

り
減

少
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

た
め

、
契

約
全

体
と

し
て

み
る

と
成

果
が

表
れ

て
こ

な
い

こ
と

か
ら

、
一

般
競

争
入

札
の

促
進

が
数

値
と

し
て

判
明

で
き

る
統

計
処

置
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
文

化
財

修
理

に
お

け
る

一
般

競
争

入
札

へ
の

推
進

は
、

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
の

役
割

と
し

て
地

方
に

契
約

の
在

り
方

を
示

す
た

め
に

も
検

討
を

進
め

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。

　
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
体

制
に

つ
い

て
は

従
来

か
ら

整
備

に
務

め
て

い
る

が
、

財
務

に
関

す
る

内
部

統
制

に
関

し
て

体
制

の
整

備
・

強
化

が
必

要
で

あ
る

。

中
期
計
画

主
な
計
画
上
の

評
価
指
標

主
な
実
績
及
び
自
己
評
価

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価

評
価
基
準
　
S
A
B
C
F

１
　
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
と

と
も
に
、
収
蔵
品
の
安
全
性
の

確
保
及
び
入
館
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
考
慮
す
る
。
ま
た
、

運
営
費
交
付
金
を
充
当
し
て
行

う
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
に
お

い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
行
政
コ

ス
ト
の
効
率
化
を
踏
ま
え
、
業

務
の
効
率
化
を
進
め
、
さ
ら
に
、

外
部

委
託

の
推

進
等

に
よ

り
、

中
期
目
標
の
期
間
中
、
毎
事
業

年
度
に
つ
き
新
規
に
追
加
さ
れ

る
業

務
、

拡
充

業
務

分
等

を

除
き

5
年

期
間

中
一

般
管

理
費

1
5
％

以
上
、

業
務

経
費

5
％

以

上
の
業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
法
人
統
合
の
メ
リ
ッ

ト
も

最
大

限
に

生
か

し
つ

１
．
業
務
の
効
率
化

○
中
期
目
標
の
期
間
中
、
毎
事
業

年
度
に
つ
き
新
規
に
追
加
さ
れ

る
業

務
、

拡
充

業
務

分
等

を

除
き

5
年

期
間

中
一

般
管

理
費

1
5
％

以
上
、

業
務

経
費

5
％

以

上
の
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
。

○
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
5
年
期
間
中
、
1

年
に

1
.
0
3
％

減
少

を
図

る
こ

と
。

○
施
設
の
有
効
利
用
の
推
進
を
図

る
こ
と
。

○
民

間
委

託
の

推
進

を
図

る
こ

と
。

○
競

争
入

札
の

推
進

を
図

る
こ

と
。

主
な
実
績

　
・
各
施
設
の
業
務
の
一
元
化
に
よ
る
効
率
化

　
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

■
光
熱
水
量
（
千
円
） 事

項
1
8
年
度

1
9
年
度

差
額

電
気
料

3
9
7
,
5
1
1

3
9
7
,
3
0
4

△
2
0
7

水
道
料

8
5
,
0
7
4

8
9
,
0
8
1

4
,
0
0
7

ガ
ス
料

1
0
8
,
5
3
8

1
1
4
,
0
0
8

5
,
4
7
0

計
5
9
1
,
1
2
3

6
0
0
,
3
9
3

9
,
2
7
0
（
1
.
6
％
増
）

■
一
般
廃
棄
物
（
㎏
）

1
8
年
度

1
9
年
度

増
減
率
（
％
）

2
3
0
,
8
9
2

2
2
4
,
2
7
4

△
2
.
9
％

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

一
般
管
理
費
及
び
陳
列
品
購
入
の

影
響
を
除
い
た
業
務
経
費
が
削
減
さ

れ
て
い
る
。

新
年
度
に
お
い
て
も
人
事
給
与
シ

ス
テ
ム
の
本
稼
働
に
伴
う
各
施
設
の

業
務
の
一
元
化
に
よ
る
効
率
化
に
期

待
し
て
い
る
。
た
だ
、
博
物
館
の
活

動
が

活
性

化
さ

れ
れ

ば
さ

れ
る

程
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
負
荷
さ
れ
る
こ
と
と

な
る

中
で
、

現
段

階
に

お
い

て
5
年

間
で
一
般
管
理
費
1
5
％
以
上
、
業
務

経
費

5
％

以
上

の
削

減
と

い
う

中
期

目
標
・
中
期
計
画
が
実
現
さ
れ
る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
が
、

一
方
、
5
年

期
間
中
5
％
の
削
減
を
す
る
為
に
1
年

に
1
.
0
3
%
（
5
％

÷
5
）

減
少

を
図

る

と
い
う
や
り
方
は
、
余
り
に
も
数
式
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つ
業
務
の
効
率
化
に
務
め
、
機

構
の

業
務

運
営

に
際

し
て

は
、

一
般
管
理
業
務
の
本
部
へ
の
一

元
化
、
集
約
化
等
を
図
り
、
1
9

年
度

一
般

管
理

費
（

物
件

費
）

の
1
0
％

相
当

を
統

合
後

5
年

間

で
削
減
を
図
る
。

　
　
具
体
的
に
は
下
記
の
措
置
を

講
じ
る
。

⑴
　
共
通
的
な
事
務
の
一
元
化
に

よ
る
業
務
の
効
率
化

⑵
　
使
用
資
源
の
減
少

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
5
年
期
間
中
1

年
に
1
.
0
3
％
の
減
少
）

・
廃

棄
物

減
量

化
（

一
般

廃
棄

物
排
出
量
を
5
年
期
間
中
5
％
減

少
）

・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

⑶
　
施
設
有
効
使
用
の
推
進

・
施
設
の
利
用
推
進

⑷
　
民
間
委
託
の
推
進

・
一

般
管

理
部

門
を

含
め

た
組

織
・

業
務

の
見

直
し

を
行

い
、

民
間
開
放
を
さ
ら
に
積
極
的
に

進
め
る
。

・
館
の
警
備
・
清
掃
業
務
に
つ
い

て
民
間
委
託
を
推
進
す
る
。

・
来
館
者
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
業

務
の
見
直
し
を
行
い
、
民
間
委

託
を
積
極
的
に
進
め
る
。

⑸
　
競
争
入
札
の
推
進

・
契
約
業
者
の
競
合
を
一
層
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
費
の
効

率
化
を
図
る
。

○
保
有
固
定
資
産
の
活
用
状
況
に

つ
い
て
、
減
損
会
計
の
情
報
（
保

有
目
的
、
利
用
実
績
な
ど
）
を

考
慮
し
、
十
分
な
推
進
を
図
る

こ
と
。

○
官
民
競
争
入
札
等
の
推
進
を
図

る
こ
と
。

施
設
有
効
利
用
の
推
進

以
下
の
よ
う
に
施
設
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
る
。
京
都
国
立
博
物
館
の
事
務
施
設
等
に
つ
い
て

は
平
常
展
示
館
建
替
工
事
の
地
上
建
物
で
あ
り
、
事
務
所
移
転
に
伴
い
今
後
も
使
用
予
定
が
な
い
た

め
、
減
損
を
認
識
し
て
い
る
。

■
施
設
の
有
効
利
用
件
数
（
有
償
利
用
件
数
）

合
計

東
博

京
博

奈
良
博

九
博

東
文
研

奈
文
研

3
,
3
5
8
件

（
5
4
1
件
）

8
8
5
件

（
3
5
0
件
）

5
6
件

（
3
0
件
）

1
2
2
件

(
1
8
件
）

1
8
8
件

（
2
8
件
）

2
6
6
件

（
4
0
件
）

1
,
8
4
1
件

（
7
5
件
）

■
固
定
資
産
の
減
損

場
所

用
途

資
産
種
類

帳
簿
価
格

減
損
額

京
都
国
立

博
物
館

事
務
庁
舎
及
び
講
堂
、

旧
事
務
棟

建
物
・
附
属
設
備

1
1
0
,
1
8
1
,
2
1
6
円

1
0
2
,
2
2
6
,
5
9
8
円

構
築
物

1
3
5
,
2
2
4
円

1
2
9
,
8
6
5
円

上
記
以
外
の
保
有
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
、
国
立
博
物
館
に
お
い
て
は
、
収
蔵
・
展
示
等
に
有

効
に

利
用

さ
れ

て
お

り
、

平
成

1
9
年

度
は

東
京

1
7
7
万

人
、

京
都

4
9
万

人
、

奈
良

4
4
万

人
、

九
州

8
5
万
人
の
入
館
者
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
東
京
、
奈
良
の
文
化
財
研
究
所
に
お
い
て
は
、
調
査
研
究

等
の
用
途
に
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

・
官
民
競
争
入
札
等
の
推
進

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
基
本
方
針
（
1
9
年
1
2
月
）
に
基
づ
き
、
2
1
年
1
0
月
か
ら
の
民
間
競
争
入
札
を
実

施
に
向
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
検
討
を
開
始
し
た
。

だ
け
の
便
法
と
も
判
断
さ
れ
る
。
削

減
項

目
、

削
減

方
法

を
洗

い
出

し
、

実
現
で
き
る
も
の
は
ど
ん
ど
ん
進
め

て
い

く
と

い
う

や
り

方
が

望
ま

し

い
。 光

熱
水
量
（
特
に
水
道
料
及
び
ガ

ス
料
）
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
特
別

展
の
夜
間
開
館
延
長
や
イ
ベ
ン
ト
増

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
新
年
度
は
原

油
を
始
め
と
し
た
資
源
等
の
価
格
の

高
騰
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
対
応
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
一
般
廃
棄

物
の
減
量
化
は
順
調
に
推
進
さ
れ
て

い
る
。

施
設
有
効
利
用
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
有
償
貸
出
に
よ
る
収
入
が
増
加

し
て
い
る
。
増
加
理
由
は
、
民
間
企

業
等

へ
の

貸
出

と
の

こ
と

で
あ

る

が
、
新
年
度
に
お
い
て
も
有
効
利
用

の
努

力
を

引
き

続
き

お
願

い
し

た

い
。 京

都
国
立
博
物
館
に
お
い
て
減
損

を
認
識
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
保
有

固
定
資
産
は
博
物
館
に
つ
い
て
は
入

館
者
の
利
用
実
績
、
文
化
財
研
究
所

に
つ
い
て
は
調
査
研
究
の
用
途
に
有

効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
る
た
め
固
定
資
産
の
減
損
は
不
要

で
あ
る
。
新
年
度
に
お
い
て
も
、
こ

の
利
用
実
績
を
踏
ま
え
た
保
有
固
定

資
産
の
活
用
を
期
待
し
て
い
る
。

民
間

委
託

の
推

進
に

つ
い

て
は
、

経
費

削
減

を
図

る
だ

け
で

は
な

く
、

今
後
は
サ
ー
ビ
ス
や
安
全
面
等
の
向

上
に
結
び
つ
く
も
の
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
官
民
競
争
入
札
等
の
推
進

に
当
た
っ
て
も
そ
れ
ら
の
点
を
十
分

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
競
争
入
札
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
随
意
契
約
の
件
数
及
び
金
額
が

7
0
％
超
と
高
い
。
し
か
し
、
一
般
競
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Ⅳ　評価

２
　
外
部
有
識
者
も
含
め
た
事
業

評
価

の
在

り
方

に
つ

い
て

適

宜
、

検
討

を
行

い
つ

つ
、

年
1

回
以

上
事

業
評

価
を

実
施

し
、

そ
の
結
果
は
組
織
、
事
務
、
事

業
等

の
改

善
に

反
映

さ
せ

る
。

ま
た
、
研
修
等
を
通
じ
て
職
員

の
理
解
促
進
、
意
識
や
取
り
組

み
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

３
　
機
構
が
管
理
す
る
情
報
の
安

全
性
向
上
の
た
め
、
必
要
な
措

置
を
と
る
。

４
「
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実

現
す

る
た

め
の

行
政

改
革

の

推
進

に
関

す
る

法
律

」
（

平
成

1
8
年

法
律

第
4
7
号

）
に

基
づ

き
、
国
家
公
務
員
に
準
じ
た
人

件
費
改
革
に
取
り
組
み
、
平
成

1
8
年

度
か

ら
の

5
年

間
に

お
い

て
、

△
5
％

以
上

の
人

件
費

削

減
を
行
う
。
ま
た
、
国
家
公
務

員
の
給
与
構
造
改
革
を
踏
ま
え

た
給

与
体

系
の

見
直

し
を

行

う
。

更
に
、
「

経
済

財
政

運
営

と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方

針
2
0
0
6
」
（

平
成

1
8
年

7
月

7
日

閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
国
家

公
務
員
の
改
革
を
踏
ま
え
、
人

件
費
改
革
を
平
成
2
3
年
度
ま
で

継
続
す
る
。
た
だ
し
、
今
後
の

人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
た
給
与

改
定
分
に
つ
い
て
は
削
減
対
象

か
ら
除
く
。
ま
た
、
削
減
対
象

の
「
人
件
費
」
の
範
囲
は
、
各

年
度
中
に
支
給
し
た
報
酬
（
給

与
）
、

賞
与
、

そ
の

他
の

手
当

の
合
計
額
と
し
、
退
職
金
、
福

利
厚
生
費
は
含
ま
な
い
。
そ
の

際
、
役
職
員
の
給
与
に
関
し
、

・
民
間
委
託
の
推
進

　
電
気
・
機
械
等
施
設
設
備
保
守
、
清
掃
業
務
、
警
備
業
務
、
展
示
室
監
視
、
売
札
業
務
等
の
大
部
分

に
つ
い
て
は
民
間
委
託
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
複
数
の
業
務
に
つ
い
て
の
包
括
契
約
化
、
複
数
年

契
約
、
近
隣
の
機
関
及
び
法
人
内
同
一
地
域
で
の
一
括
契
約
な
ど
に
よ
り
、
経
費
の
効
率
化
を
図
っ
て

い
る
。

・
一
般
競
争
入
札
の
推
進

■
随
意
契
約
見
直
し
状
況

区
　
分

平
成
1
8
年
度
契
約
実
績

平
成
1
9
年
度
契
約
実
績

備
考

契
約
総
数

(
Ａ
)

随
意
契
約

件
数
(
Ｂ
)

割
 
合

(Ｃ
＝
Ｂ
/Ａ

)

契
約
総
数

(
Ｄ
)

随
意
契
約

件
数
(
Ｅ
)

割
 
合

(Ｆ
＝
Ｅ
/Ｄ

)

合 計

件
数

5
8
4

5
1
1

8
7
.
5
％

3
9
7

2
8
4

7
1
.
5
％

金
額

4
,
3
0
2
,
3
6
0
千
円

2
,
7
0
8
,
3
9
3
千
円

6
3
.
0
％

4
,
6
3
2
,
9
2
6
千
円

3
,
2
9
1
,
4
9
1
千
円

7
1
.
0
％

※
少
額
随
意
契
約
は
除
く
。

※
電
気
料
等
の
年
間
契
約
は
、
月
毎
の
支
払
件
数
も
含
ま
れ
る
。

○
18
年

度
に

法
人

規
程

の
予

定
価

格
の

基
準

の
見

直
し

に
よ

り
、
19
年

度
か

ら
国

の
基

準
額

と
同

一

と
し

た
。

ま
た

競
争

性
の

あ
る

契
約

方
式

導
入

に
向

け
て

随
意

契
約

の
見

直
し

計
画

を
作

成
し
、

検
討

を
進

め
て

き
て

い
る
。

そ
の

結
果
、
18
年

度
の

競
争

契
約

件
数
73
件

に
対

し
て
19
年

度
競

争

契
約
件
数
は
11
3件

と
18
年
度
に
比
べ
約
55
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
な
お
、
金
額
ベ
ー
ス
で
は
随
意
契
約
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
が
、
収
蔵
品
の
購
入
費
を
除
く

と
1
8
年
度
の
2
,
0
0
4
,
5
6
8
千
円
に
対
し
て
1
9
年
度
1
,
5
5
9
,
8
7
8
千
円
と
減
少
し
て
い
る
。

　
　
し
か
し
、
1
8
年
度
に
策
定
し
た
見
直
し
計
画
と
比
較
す
る
と
、
随
意
契
約
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
陳
列
品
修
理
及
び
そ
れ
ら
に
附
帯
す
る
契
約
に
つ
い
て
、
慎
重
な
検
討
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
1
9
年
度
は
見
直
し
の
途
上
で
あ
り
従
前
の
取
扱
い
に
よ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

保
守

等
の

1
者

に
特

定
さ

れ
る

契
約

を
新

た
に

行
っ

た
こ

と
な

ど
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

○
競
争
入
札
等
に
移
行
し
た
事
例

・
複
写
機
賃
貸
借
及
び
保
守
業
務
一
式
（
奈
良
博
）、

・
特
別
展
に
係
る
広
告
業
務
の
請
負
一
式
（
京
博
）、

・
平
城
宮
東
院
地
区
空
中
写
真
測
量
業
務
（
奈
文
研
）、

・
図
書
貸
出
等
業
務
（
九
博
）、

・
保
全
業
務
（
昇
降
機
設
備
等
）
一
式
（
京
博
）　

■
情
報
公
開
の
実
施
状
況

　
総
務
省
「
随
意
契
約
見
直
し
計
画
」
に
従
い
、
平
成
1
9
年
4
月
1
日
以
降
の
随
意
契
約
情
報
を
、
ま
た
、

「
独
立
行
政
法
人
整
理
合
理
化
計
画
」
（
平
成
1
9
年
1
2
月
2
4
日
閣
議
決
定
）
に
従
い
、
平
成
2
0
年
1
月
1
日

以
降
の
契
約
に
関
す
る
情
報
を
当
機
構
W
E
B
サ
イ
ト
に
て
公
開
し
て
い
る
。

争
入
札
が
で
き
な
い
収
蔵
品
購
入
を

考
慮
す
る
と
一
定
の
成
果
は
上
が
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
般
競

争
入
札
の
促
進
が
数
値
と
し
て
判
明

す
る
よ
う
な
統
計
処
置
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
随
意
契
約
は
コ
ス
ト
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
優
先
で
残
す
べ
き
も

の
は
そ
の
ま
ま
継
続
し
た
方
が
よ
い

と
考
え
る
。

一
方
、
「

随
意

契
約

の
見

直
し

計

画
」
に
よ
り
随
意
契
約
か
ら
一
般
競

争
入
札
と
い
う
流
れ
が
あ
る
。
文
化

財
を

扱
う

だ
け

に
一

般
的

な
物

品

の
購
入
や
業
務
委
託
と
は
確
か
に
異

な
る
も
の
で
あ
る
が
、
地
方
に
お
い

て
も
一
般
競
争
入
札
の
徹
底
が
叫
ば

れ
、
文
化
財
の
修
理
な
ど
で
実
施
さ

れ
て
い
る
例
が
増
加
し
て
い
る
。
保

存
修
復
の
世
界
で
は
、
必
ず
し
も
そ

の
た
め
の
設
計
書
や
基
準
、
仕
様
が

十
分

な
状

況
で

は
な

い
と

こ
ろ

で
、

一
般
競
争
入
札
が
な
さ
れ
て
い
る
例

が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
中

に
あ
っ
て
、
文
化
財
機
構
も
そ
の
検

討
時
期
で
あ
る
が
、
研
究
部
門
、
保

存
修
復
部
門
の
み
な
ら
ず
、
事
務
部

門
に
お
い
て
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
の
役
割
と
し
て
、
契
約
の
在
り

方
を
地
方
に
示
し
、
指
導
す
る
立
場

を
取

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
考

え

る
。
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国
家
公
務
員
の
給
与
構
造
改
革
を

踏
ま
え
た
、
地
場
賃
金
の
適
正
な

反
映
、
年
功
的
な
給
与
上
昇
の
抑

制
、
勤
務
実
績
の
給
与
等
へ
の
反

映
等
に
取
り
組
む
。

【
一
般
管
理
費
効
率
化
率
（
対
前
年
比
）
】

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

3
.
2
0
％
以
上

2
.
2
4
％
以
上

3
.
2
0
％
未
満

2
.
2
4
％
未
満

7
.
4
9
％
減

Ａ

・
非
常
勤
職
員
の
数
を
見
直
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
7
.
4
9
％
減
と
な
っ
た
。

【
業
務
経
費
効
率
化
率
（
対
前
年
比
）
】

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

1
.
0
3
％
以
上

0
.
7
2
％
以
上

1
.
0
3
％
未
満

0
.
7
2
％
未
満

7
.
7
4
％
増

(
陳
列
品
購
入
費
を
除
い

た
場
合
6
.
0
6
%
減
)

Ｃ

（
Ａ
）

・
特
別
展
、
自
主
企
画
展
等
の
入
場
者
増
の
対
応
と
し
て
非
常
勤
職
員
を
採
用
し
た
こ
と
、
陳
列
品
の
購

入
を
1
8
年
度
運
営
費
交
付
金
債
務
の
繰
り
越
し
分
も
含
め
て
実
施
し
、
1
8
年
度
と
比
較
し
て
大
幅
に
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
前
年
度
比
7
.
7
4
％
増
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
陳
列
品
の
購
入
費
を
除
い
た
ベ
ー
ス

で
、
対
前
年
度
比
6
.
0
6
％
の
減
と
な
る
。

【
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
対
前
年
比
）
】

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

1
.
0
3
％
以
上

0
.
7
2
％
以
上

1
.
0
3
％
未
満

0
.
7
2
％
未
満

1
.
6
％
増

Ｃ

【
法
人
統
合
に
よ
る
一
般
管
理
費
の
減
額
（
対
前
年
比
）
】

平
成
1
9
年
度
一
般
管
理
費

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

2
.
0
9
％
以
上

1
.
8
9
％
以
上

2
.
0
9
％
未
満

1
.
8
9
％
未
満

4
.
9
6
％
減

Ａ

・
統
合
に
よ
り
新
た
に
加
え
ら
れ
た
目
標
で
あ
る
が
、
1
9
年
度
は
1
8
年
度
に
比
し
て
4
.
9
6
％
減
少
し
て
い

る
。

自
己
評
価

　
非
常
勤
職
員
の
数
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
管
理
経
費
は
7
.
4
9
％
の
減
と
な
っ
た
。
反
面
、
業
務
経
費

は
7
.
7
4
（
6
億
円
）
の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
陳
列
品
の
購
入
費
の
増
加
分
を
除
く
と
、
6
.
0
6
％
（
4
億
円
）

の
減
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
効
率
化
は
達
成
で
き
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

一
元
化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
に
関
し
て
は
、
人
事
給
与
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
取
組
み
、
こ
れ
ま
で
は

各
施

設
が

各
自

行
っ

て
い

た
事

務
を

統
一

的
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

準
備

を
進

め
、
2
0
年

4
月

か
ら
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Ⅳ　評価

本
稼
働
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
関
し
て
は
、
光
熱
水
量
の
節
減
に
努
め
た
が
、
展
示
ス
ペ
ー

ス
の
増
加
分
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
増
加
し
、
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

　
一

般
廃

棄
物

排
出

量
に

関
し

て
は
、
2
.
9
％

減
と

な
り
、

目
標

で
あ

る
1
.
0
3
％

減
を

達
成

す
る

こ
と

が

で
き
た
。

施
設

の
有

効
利

用
に

関
し

て
は
、

民
間

企
業

等
へ

の
貸

出
を

行
い
、
5
4
1
件

の
有

償
貸

出
を

実
施

し
、

5
,
5
0
0
万

円
の

収
入

を
得

た
。

こ
れ

は
1
8
年

度
の

3
,
9
0
0
万

円
と

比
較

し
て

も
約

1
,
6
0
0
万

円
増

加
し

て
い

る
。
自
己
収
入
の
大
き
な
柱
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
民
間
委
託
の
推
進
に
関
し
て
は
、
2
1
年
度
に
東
京
国
立
博
物
館
等
の
施
設
管
理
・
運
営
業
務
（
展
示
事

業
の

企
画

等
を

除
く
。
）

に
つ

い
て

民
間

競
争

入
札
（

市
場

化
テ

ス
ト

）
が

導
入

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り
、

今
後
も
継
続
し
て
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
一

般
競

争
入

札
に

関
し

て
は
、

随
意

契
約

を
見

直
し

た
結

果
、
1
8
年

度
の

7
3
件

か
ら

1
9
年

度
は

1
1
3
件

へ
と
件
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
包
括
契
約
、
共
同
購
入
、
複
数
年
度
契
約
な
ど
も
併

せ
て
実
施
し
、
効
率
化
に
努
め
て
い
る
。

２
．
外
部
評
価
等
の
実
施

○
事
務
事
業
改
善
の
た
め
の
外
部

評
価
及
び
職
員
の
研
修
を
実
施

す
る
こ
と
。

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
（
倫

理
行
動
規
程
の
策
定
、
第
三
者

を
入
れ
た
倫
理
委
員
会
等
の
設

置
、
監
事
に
よ
る
内
部
統
制
に

つ
い
て
の
評
価
の
実
施
）
を
整

備
す
る
こ
と
。

主
な
実
績

事
業
評
価

・
実
績
報
告
書
作
成
時
の
自
己
点
検
評
価
の
実
施
（
年
1
回
）

・
外
部
評
価
委
員
会
の
開
催
及
び
外
部
評
価
報
告
の
実
施

　
平
成
1
8
年
度
の
外
部
評
価
報
告
で
、
専
門
分
野
ご
と
の
組
織
の
な
い
機
能
別
に
再
編
成
さ
れ
た
組

織
で
の
学
芸
部
門
に
お
け
る
専
門
性
の
継
承
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
1
9

年
度
に
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成
2
0
年
4
月
に
組
織
を
改
編
し
た
。

・
監
事
に
よ
る
業
務
・
会
計
監
査
の
実
施
（
年
1
回
）

・
文
部
科
学
省
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
国
立
文
化
財
機
構
部
会
に
よ
る
評
価

・
総
務
省
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価

・
博

物
館

に
お

け
る

評
価

を
「

実
績

報
告

」
か

ら
「

自
己

点
検

評
価

」
へ

改
め
、
「

評
価

」
シ

ス
テ

ム
を
明
確
化

・
監
事
に
よ
る
定
期
監
事
監
査
（
1
回
）
及
び
各
施
設
の
実
地
監
査
（
各
施
設
1
回
）
を
実
施
し
た
。

・
接
遇
研
修
会
、
普
通
救
命
講
習
会
、
A
E
D
操
作
講
習
会
等
の
研
修
を
実
施

職
員
の
意
識
改
革

・
1
8
年

度
に

実
施

し
た

業
務

改
善

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
結

果
を

踏
ま

え
、
2
0
年

4
月

に
組

織
改

革
を

実

施
（
東
博
）

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
維
持

・
競
争
的
資
金
に
よ
る
公
的
研
究
費
の
管
理
体
制
（
不
正
防
止
計
画
管
理
部
署
の
設
置
、
監
査
体
制

の
整
備
、
検
収
窓
口
の
設
置
等
）
に
つ
い
て
規
則
を
整
備

・
研
究
員
の
行
動
規
範
に
つ
い
て
規
則
を
整
備

・
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
規
程
を
制
定
し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
整
備
の
準
備
を
行
っ
た
。

・
随
意
契
約
見
直
し
計
画
の
制
定
、
実
施
及
び
随
意
契
約
情
報
、
競
争
契
約
情
報
の
公
開

内
部
統
制
の
整
備

従
来
よ
り
、
研
究
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
公
募
に
よ
り
、
委
員
会
方
式
で
選
考
し
、
収
蔵
品
購

入
に
つ
い
て
は
外
部
委
員
に
よ
る
委
員
会
の
意
見
を
聞
い
て
、
購
入
の
是
非
、
価
格
を
決
定
す
る
な

評
定
Ｂ

コ
メ
ン
ト

法
人
統
合
に
伴
い
評
価
シ
ス
テ
ム

を
明
確
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
部

評
価
の
結
果
を
反
映
し
て
、
学
芸
部

門
の
組
織
改
編
を
行
う
等
、
事
務
事

業
改
善
の
た
め
の
態
勢
を
整
備
し
た

こ
と
は
評
価
で
き
る
。

東
博
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人

化
の
際
に
、
抜
本
的
な
組
織
改
革
が

実
施
さ
れ
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
成

果
と
課
題
が
生
ま
れ
た
こ
と
と
思
う

が
、

今
回
、

そ
の

上
に

立
っ

て
組

織
改
正
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
評
価

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
態
勢
の
中
で

さ
ら
に
質
的
、
効
率
的
な
組
織
を
模

索
し
、
職
員
の
意
識
改
革
の
状
況
を

把
握
し
た
上
で
、
他
の
施
設
に
適
用

が
可
能
か
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
及
び
内

部
統
制
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
整

備
に

努
め

て
い

た
と

考
え

ら
れ

る
。

1
9
年
度
に
お
い
て
も
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
全
般
に
関
す
る
規
則
を
整
備

す
る
等
、
そ
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
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ど
、
体
制
を
整
備
し
、
適
正
な
執
行
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
規
則

等
が
未
整
備
で
あ
っ
た
の
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
全
般
に
関
す
る
規
則
と
し
て
1
9
年
度
に
制
定
し
た
。

自
己
評
価

1
9
年
度
は
統
合
の
初
年
度
で
あ
る
が
、
博
物
館
と
研
究
所
で
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
行
っ
て
き
た
評
価
の
統

一
を
図
り
、
「
自
己
点
検
評
価
」
を
明
確
に
位
置
づ
け
、
評
価
シ
ス
テ
ム
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
職

員
の

意
識

改
革

に
つ

い
て

は
、

東
京

国
立

博
物

館
に

お
い

て
1
8
年

度
に

実
施

し
た

業
務

改
善

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
か

ら
の

提
言

を
受

け
て
、

館
内

で
検

討
を

行
い
、
2
0
年

4
月

よ
り

組
織

を
改

組
し

た
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
は
職
員
の
運
営
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
意
識
改
革
に
も
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
整
備
に
関
し
て
は
、
1
9
年
度
は
国
の
指
針
等
に
よ
る
必
要
最
低
限
の
整
備

は
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
整
備
さ
れ
た
体
制
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
継
続
的
に
実
施
し
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
維
持
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

が
、
実
行
プ
ラ
ン
が
全
般
的
に
不
完

全
で
あ
る
。
ま
た
統
合
作
業
に
追
わ

れ
年
度
計
画
予
算
の
移
し
替
え
作
業

を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は

財
務
に
関
す
る
内
部
統
制
を
徹
底
す

べ
き
で
あ
る
。

具
体

的
に

は
、

予
算

策
定

作
業
、

予
算

統
制

に
不

備
が

あ
っ

た
こ

と

や
、
問
題
が
発
見
さ
れ
た
際
に
上
司

に
報
告
す
る
体
制
の
徹
底
が
な
さ
れ

て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

統
合
業
務
や
日
々
の
照
会
へ
の
対
応

に
追
わ
れ
上
記
の
点
が
十
分
に
対
応

で
き

な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
れ

ば
、

財
務
組
織
が
脆
弱
（
人
が
足
り
な
い
）

と
い
う
問
題
点
も
考
え
ら
れ
る
。
今

後
、
そ
の
点
に
つ
い
て
真
摯
に
反
省

し
体
制
の
整
備
・
強
化
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

３
．
情
報
の
安
全
向
上

○
機
構
が
管
理
す
る
情
報
の
安
全

性
向
上
の
た
め
、
必
要
な
措
置

を
と
る
こ
と
。

主
な
実
績

・
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
規
程
を
制
定
し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
整
備
の
準
備
を
行
っ
た
。

自
己
評
価

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
整
備
は
1
8
年
度
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
が
、
管
理
規
程
を
制
定
し
、
2
0
年
度
以

降
に
具
体
的
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
今
後
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
内
容

　
　
・
情
報
格
付
け
基
準
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
手
順
な
ど
の
具
体
の
要
項
を
作
成
し
て
い
く
予
定

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
規
程
を
制
定

し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、
今
後

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
実
施
に
つ
い

て
早
急
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
す
る
。

４
．
人
件
費
の
削
減
、
給
与
体
系

の
見
直
し

○
平

成
1
8
年

度
か

ら
の

5
年

間
に

お
い

て
△

5
％

以
上

の
人

件
費

削
減
を
行
う
。

○
ま
た
、
役
職
員
の
給
与
に
関
し
、

国
家
公
務
員
の
給
与
構
造
改
革

を
踏
ま
え
た
、
地
場
賃
金
の
適

正
な
反
映
、
年
功
的
な
給
与
上

昇
の
抑
制
、
勤
務
実
績
の
給
与

等
へ
の
反
映
等
に
取
り
組
む
こ

と
。

主
な
実
績

・
現
業
職
職
員
の
定
年
退
職
後
不
補
充
に
よ
る
人
件
費
抑
制

・
人

件
費

の
統

一
的

な
管

理
を

図
る

た
め
、
2
0
年

4
月

に
開

始
す

る
人

事
給

与
シ

ス
テ

ム
を

統
合

さ
せ

る
作
業
を
実
施

　
【
人
件
費
削
減
率
（
対
前
年
比
）
】

1
7
年
度

1
8
年
度

1
9
年
度

2
2
年
度
目
標
値

　
（
Ａ
分
類
実
績
ベ
ー
ス
）

　
　

（
17
年
度
に
比
し
て
△
5.
00
％
）

実
績
（
千
円
）

2
,
8
7
8
,
7
5
0

2
,
7
8
9
,
3
6
1

2
,
7
7
3
,
6
8
9

2
,
7
3
4
,
8
1
2

前
年
度
に
対
す
る

削
減
率

－
△
3
.
1
1
％

△
0
.
5
6
％

－

1
7
年
度
に
対
す
る

削
減
率

－
△
3
.
1
1
％

△
3
.
6
5
％

－

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

政
府
方
針
に
よ
る
人
件
費
削
減
の

達
成
に
つ
い
て
は
、
創
意
工
夫
を
お

願
い
し
た
い
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス

及
び

調
査

研
究

体
制

の
質

を
維

持
・

向
上

さ
せ

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

定
年
退
職
に
伴
う
技
術
等
の
承
継
に

も
留
意
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
質

を
落

と
さ

ず
、

人
件

費
を

削
減

す

る
こ
と
が
肝
心
で
そ
の
点
が
心
配
さ

れ
る
。
ヒ
ト
は
最
も
重
要
な
経
営
資

源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
件
費
の
枠

い
っ
ぱ
い
に
使
っ
て
目
標
を
達
成
し
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Ⅳ　評価

て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
職
員
が
あ
ま
り
に
多
忙
で

目
標

を
持

て
な

い
よ

う
で

あ
れ

ば
、

機
構
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
改
め
て
確
認

し
、
か
け
が
え
の
な
い
素
晴
ら
し
い

職
場
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
よ

う
な
何
ら
か
の
体
制
づ
く
り
も
必
要

と
考
え
る
。

研
究
者
の
育
成
や
ベ
テ
ラ
ン
職
員

か
ら
若
手
へ
の
世
代
交
代
は
、
充
実

し
た
日
常
生
活
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能

で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
の
低
下
を
招
く
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

な
お
、

給
与

水
準

に
関

し
て

は
、

対
国
家
公
務
員
指
数
で
事
務
・
技
術

職
員
、
研
究
職
員
と
も
に
国
家
公
務

員
の
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
旨
を
国

民
に
公
表
さ
れ
て
い
る
資
料
に
お
い

て
も
示
し
て
お
り
、
適
切
で
あ
る
。

Ａ
Ｂ

Ｃ
実
績

定
量
的
評
価

1
.
0
3
％
以
上

0
.
7
2
％
以
上

1
.
0
3
％
未
満

0
.
7
2
％
未
満

0
.
5
6
%
減

Ｃ

自
己
評
価

　
1
8
年
度
か
ら
5
年
間
で
5
％
の
人
件
費
の
削
減
が
政
府
方
針
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。
1
9
年
度
は
対
前
年
度

比
で
は
マ
イ
ナ
ス
0
.
5
6
％
と
一
年
あ
た
り
の
削
減
率
で
は
、
目
標
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
1
7
年
度
決
算
比

で
は
3
.
6
5
％
の
削
減
と
な
っ
て
お
り
、
中
期
計
画
の
達
成
に
対
し
て
は
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

今
後

も
退

職
者

の
不

補
充

や
民

間
委

託
の

推
進

な
ど

に
よ

り
継

続
的

な
業

務
の

効
率

化
を

図
り
、

人
件
費
の
抑
制
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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Ⅲ
　
財
務
・
人
事

評
　

定

Ａ

　
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

　
運

営
費

交
付

金
の

削
減

が
続

く
中

で
、

展
示

事
業

等
収

入
と

受
託

収
入

の
大

幅
な

増
額

に
つ

い
て

は
高

く
評

価
で

き
る

。
今

後
も

積
極

的
な

外
部

資
金

の
獲

得
を

期
待

す
る

。

　
任

期
付

研
究

員
制

度
の

積
極

的
な

活
用

と
人

事
交

流
の

活
性

化
を

並
行

し
て

進
め

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
人

事
交

流
に

つ
い

て
は

、
特

に
管

理
部

門
を

中
心

に
民

間
と

の
流

動
性

を
図

る
よ

う
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

中
期
計
画

主
な
計
画
上
の

評
価
指
標

主
な
実
績
及
び
自
己
評
価

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価

評
価
基
準
　
S
A
B
C
F

　
管
理
業
務
の
効
率
化
を
図
る
観

点
か
ら
、
各
事
業
年
度
に
お
い
て
、

適
切
な
効
率
化
を
見
込
ん
だ
予
算

に
よ
る
運
営
に
努
め
る
。

ま
た
、

収
入

面
に

関
し

て
は
、

実
績
を
勘
案
し
つ
つ
、
税
制
措
置

も
活
用
し
た
寄
付
金
な
ど
の
外
部

資
金
、
施
設
使
用
料
等
の
財
源
の

多
様
化
を
図
り
、
法
人
全
体
と
し

て
積
極
的
に
自
己
収
入
の
増
加
に

努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
的
な

収
支
計
画
に
よ
る
運
営
を
図
る
。

１
　
予
算
（
中
期
計
画
の
予
算
）

　
別
紙
の
と
お
り

２
　
収
支
計
画

　
別
紙
の
と
お
り

３
　
資
金
計
画

　
別
紙
の
と
お
り

Ⅳ
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
短
期
借
入
金
の
限
度
額
は
16
億
円

　
短
期
借
入
金
が
想
定
さ
れ
る
理

由
は
、
運
営
費
交
付
金
の
受
入
れ

に
遅
延
が
生
じ
た
場
合
で
あ
る
。

１
．
予
算
（
人
件
費
の
見
積
も
り

を
含

む
）
、

収
支

計
画

及
び

資

金
計
画
（
中
期
計
画
Ⅲ
）

○
外
部
資
金
等
を
積
極
的
に
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
的
な

収
支
計
画
に
よ
る
運
営
を
図
る

こ
と
。

○
適
切
な
効
率
化
を
見
込
ん
だ
予

算
に

よ
る

運
営

に
努

め
る

こ

と
。

　 ○
税
制
措
置
も
活
用
し
た
寄
附
金

な
ど
の
外
部
資
金
、
施
設
利
用

等
の

財
源

多
様

化
を

図
る

こ

と
。

○
法
人
全
体
と
し
て
積
極
的
に
自

己
収

入
の

増
加

に
努

め
る

こ

と
。

○
総
利
益
を
計
上
し
た
場
合
に
は

目
的

積
立

金
を

申
請

す
る

こ

と
。

主
な
実
績

 
（
単
位
：
千
円
）

（
収
入
）

予
算
額

決
算
額

差
引
増
減
額

備
考

運
営
費
交
付
金

9
,
0
4
2
,
3
6
0

9
,
0
4
2
,
3
6
0

0

施
設
整
備
費
補
助
金

7
1
0
,
5
5
5

1
4
7
,
8
9
1

-
5
6
2
,
6
6
4

次
年
度
へ
繰
越

展
示
事
業
等
収
入

1
,
0
9
7
,
9
7
9

1
,
5
5
7
,
7
3
3

4
5
9
,
7
5
4

受
託
収
入

2
6
,
0
0
0

5
2
6
,
7
8
3

5
0
0
,
7
8
3

当
初
見
込
外
契
約
の
増
加

そ
の
他
寄
附
金
等

0
1
4
8
,
5
9
7

1
4
8
,
5
9
7

計
1
0
,
8
7
6
,
8
9
4

1
1
,
4
2
3
,
3
6
5

5
4
6
,
4
7
1

決
算
額
の
収
入
は
予
算
額
と
比
較
し
て
約
6
億
8
3
5
万
円
の
増
加
で
あ
っ
た
（
施
設
整
備
費
補
助
金
、
受

託
収
入
を
除
く
）
。
増
加
の
主
な
理
由
は
特
別
展
に
お
け
る
入
場
者
数
が
目
標
値
を
超
え
た
こ
と
に
よ
る
。

受
託

収
入

は
予

算
額

2
,
6
0
0
千

円
に

対
し

て
約

5
億

7
8
3
千

円
の

増
加

と
な

っ
て

い
る
。

予
算

額
と

決
算

額

の
差
異
が
多
額
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
高
松
塚
古
墳
・
キ
ト
ラ
古
墳
関
連
の
受
託
業
務
な
ど
を
始
め
と
し

て
、
当
初
の
収
入
見
込
み
に
な
か
っ
た
受
託
発
掘
調
査
、
受
託
調
査
研
究
の
契
約
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

制
度
上
、
予
算
設
定
時
に
見
込
め

な
い
受
託
関
係
及
び
施
設
整
備
関
係

の
乖

離
に

つ
い

て
は
、
「

主
な

実
績

及
び
自
己
評
価
」
を
見
た
限
り
で
は

特
に
問
題
点
は
な
い
と
判
断
す
る
。

特
別
展
に
お
け
る
入
場
者
数
の
増

加
が
展
示
事
業
等
収
入
の
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
役
職
員
全

員
に
よ
る
営
業
努
力
と
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
た
企
画
力
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
も
積
極
的
な

収
入
獲
得
を
期
待
し
て
い
る
。

　
統
合
作
業
に
追
わ
れ
年
度
計
画
予

算
の
移
し
替
え
作
業
を
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
真
摯
に
反

省
し
体
制
の
整
備
・
強
化
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
外
部
資
金
の
獲
得
額
は
前

年
度
を
上
回
っ
て
お
り
、
積
極
的
な

導
入
に
注
力
し
て
い
る
。
特
に
寄
付

金
増
に
は
今
後
も
継
続
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。
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Ⅳ　評価

Ⅴ
　
重
要
な
財
産
の
処
分
等
に
関

す
る
計
画

①
 
 
京
都
国
立
博
物
館
新
館
の
取

り
壊
し
予
定
。

②
 
 
奈
良
文
化
財
研
究
所
本
館
改

築
計
画
の
実
施
に
伴
い
取
り
壊

し
予
定
。
 

Ⅵ
　
剰
余
金
の
使
途

　
決
算
に
お
い
て
、
剰
余
金
が
発

生
し
た
時
は
、
次
の
購
入
等
に
充

て
る
。

１
　
文
化
財
の
購
入
・
修
理

２
　
調
査
・
研
究
、
出
版
事
業
の

充
実

３
　
展
覧
会
の
充
実

４
　
入
館
者
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
提

供
の
質
的
向
上

５
　
国
際
協
力

６
　
老
朽
化
対
応
の
た
め
の
施
設

設
備
の
充
実

Ⅶ
　
そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る

業
務
運
営
に
関
す
る
事
項

１
　
人
事
計
画
に
関
す
る
計
画

⑴
　
方
針

①
国
家
公
務
員
制
度
改
革
や
類
似

独
立
行
政
法
人
等
の
人
事
・
給

与
制
度
改
革
の
動
向
を
勘
案
し

つ
つ
、
職
員
の
能
力
や
業
績
を

適
切
に
反
映
で
き
る
人
事
・
給

与
制
度
を
検
討
し
、
導
入
す
る
。

②
調
査
研
究
の
機
動
的
実
施
な
ど

研
究
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に

実
施
す
る
た
め
、
任
期
付
研
究

員
制
度
を
導
入
す
る
。

③
人
事
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る

た
め
の
研
修
機
会
の
提
供
に
努

め
る
。
ま
た
、
効
率
的
か
つ
効

果
的

な
業

務
運

営
を

行
う

た

 
（
単
位
：
千
円
）

　
（
支
出
）

予
算
額

決
算
額

差
引
増
減
額

備
考

運
営
事
業
費

1
0
,
1
4
0
,
3
3
9

1
0
,
3
4
1
,
2
3
0

-
2
0
0
,
8
9
1

管
理
経
費

2
,
5
2
7
,
4
4
6

1
,
9
8
7
,
6
5
0

5
3
9
,
7
9
6

人
件
費

7
7
3
,
2
3
8

7
9
6
,
3
7
8

-
2
3
,
1
4
0

一
般
管
理
費

1
,
7
5
4
,
2
0
8

1
,
1
9
1
,
2
7
2

5
6
2
,
9
3
6

業
務
経
費

7
,
6
1
2
,
8
9
3

8
,
3
5
3
,
5
8
1

-
7
4
0
,
6
8
8

人
件
費

2
,
7
8
6
,
8
6
4

2
,
6
8
6
,
9
1
5

9
9
,
9
4
9

調
査
研
究
事
業
費

1
,
4
4
9
,
1
5
0

1
,
2
6
1
,
0
7
9

1
8
8
,
0
7
1

情
報
公
開
事
業
費

1
6
0
,
3
6
2

1
6
5
,
8
1
4

-
5
,
4
5
2

研
修
事
業
費

2
2
,
5
0
0

2
1
,
6
2
8

8
7
2

国
際

研
究

協
力

事
業

費
3
1
4
,
2
8
9

2
4
8
,
8
5
6

6
5
,
4
3
3

展
示
出
版
事
業
費

1
6
3
,
3
6
8

1
1
8
,
6
9
3

4
4
,
6
7
5

展
覧
事
業
費

2
,
5
9
1
,
2
9
8

3
,
7
8
0
,
2
6
9

-
1
,
1
8
8
,
9
7
1

陳
列
品
購
入
増
加

教
育
普
及
事
業
費

1
2
5
,
0
6
2

7
0
,
3
2
6

5
4
,
7
3
6

施
設
整
備
費

7
1
0
,
5
5
5

1
4
7
,
8
9
1

5
6
2
,
6
6
4

次
年
度
へ
繰
越

受
託
事
業
費

2
6
,
0
0
0

4
8
6
,
1
7
5

-
4
6
0
,
1
7
5

当
初
見
込
外
契
約
の
増
加

計
1
0
,
8
7
6
,
8
9
4

1
0
,
9
7
5
,
2
9
7

-
9
8
,
4
0
3

決
算

額
の

支
出

は
、

予
算

額
と

比
較

し
て

9
8
,
4
0
3
千

円
の

増
と

な
っ

て
い

る
。

大
き

く
増

減
し

て
い

る
の

は
、

一
般

管
理

費
5
6
2
,
9
3
6
千

円
の

減
少
、

施
設

整
備

費
約

5
6
2
,
6
6
4
千

円
の

減
少
、

展
覧

事
業

費

1
,
1
8
8
,
9
7
1
千
円
の
増
加
、
受
託
事
業
費
の
4
6
0
,
1
7
5
千
円
の
増
加
で
あ
る
。
こ
れ
は
施
設
整
備
費
補
助
金

の
翌
年
度
へ
の
繰
越
、
展
覧
事
業
費
は
陳
列
品
の
購
入
を
積
極
的
に
行
っ
た
こ
と
、
受
託
事
業
費
は
高
松

塚
古
墳
・
キ
ト
ラ
古
墳
関
連
の
受
託
業
務
な
ど
を
始
め
と
し
て
、
当
初
の
収
入
見
込
み
に
な
か
っ
た
受
託

発
掘
調
査
、
受
託
調
査
研
究
の
契
約
が
増
え
て
い
る
事
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
般
管
理
費
に
つ
い
て
は
、

統
合
作
業
に
お
わ
れ
、
年
度
計
画
予
算
の
策
定
段
階
で
一
般
管
理
費
か
ら
展
覧
事
業
費
へ
移
し
換
え
る
べ

き
作

業
を

し
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

乖
離

が
主

な
原

因
で

あ
る
。
（

移
し

換
え

た
場

合
の

一
般

管
理

費
予

算
額
は
1
,
1
4
0
,
1
4
6
千
円
）

外
部
資
金
の
獲
得
状
況

科
学
研
究
費
補
助
金
　
2
8
3
,
9
7
0
千
円
　
（
1
8
年
度
 
　
 
　
2
1
8
,
4
9
0
千
円
）

研
究
助
成
金
　
　
　
　
 
3
9
,
3
9
5
千
円
　
（
1
8
年
度
　
　
 
 
 
4
1
,
5
0
6
千
円
）

寄
附
金
　
　
　
　
　
　
1
4
7
,
8
5
4
千
円
　
（
1
8
年
度
 
　
　
 
 
5
0
,
1
8
6
千
円
）

合
計
　
　
　
　
　
　
　
4
7
1
,
2
1
9
千
円
　
（
1
8
年
度
 
　
 
　
3
1
0
,
1
8
2
千
円
）
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め
、
非
公
務
員
化
の
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
た
制
度
を
活
用
す
る
。

⑵
　
人
員
に
係
る
指
標

常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の

職
員
数
の
抑
制
を
図
る
。

（
参
考
１
）

１
）
期
初
の
常
勤
職
員
数

　
　
3
6
7
人

２
）
期
末
の
常
勤
職
員
の
見
込
み

　
　
3
5
5
人

（
参

考
２
）

中
期

目
標

期
間

中
の

人
件

費
総

額
見

込
額
 
1
4
,
3
4
3

百
万
円

但
し
、
上
記
の
額
は
、
役
職
員

に
対
し
支
給
す
る
報
酬
（
給
与
）
、

賞
与
、
そ
の
他
の
手
当
の
合
計
額

で
あ
り
、
退
職
金
、
福
利
厚
生
費

を
含
ま
な
い
。

２
　
別
紙
の
と
お
り
の
施
設
整
備

に
関
す
る
計
画
に
沿
っ
た
整
備

を
推
進
す
る
。

○
目
的
積
立
金
の
申
請

当
期

総
利

益
4
1
3
,
9
2
2
千

円
の

う
ち
、

中
期

計
画

の
剰

余
金

の
使

途
に

お
い

て
定

め
た

博
物

館
・

研
究

所
業
務
に
充
て
る
た
め
、
1
9
8
,
4
4
4
千
円
を
目
的
積
立
金
と
し
て
申
請
す
る
。

当
期
総
利
益
の
う
ち
2
1
5
,
4
7
7
千
円
は
目
的
積
立
金
の
申
請
対
象
と
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
う
ち
4
7
8
千

円
に
つ
い
て
は
消
費
税
の
還
付
に
か
か
る
利
息
や
国
か
ら
継
承
し
た
資
産
（
車
両
）
の
売
却
に
伴
う
収
益

な
ど
、

法
人

の
自

己
努

力
に

よ
ら

な
い

分
で

あ
る
。
2
1
5
,
0
0
0
千

円
に

つ
い

て
は
、
1
7
年

度
に

購
入

し
た

収
蔵

品
の

分
割

払
い

の
財

源
に

自
己

収
入

を
充

て
た

こ
と

に
よ

る
も

の
で
、

簿
記

上
は
「

現
金
・

預
金

」

が
「

固
定

資
産
（

収
蔵

品
）
」

に
変

わ
る

だ
け

で
費

用
は

発
生

し
て

い
な

い
た

め
、

費
用

と
収

益
が

相
殺

さ
れ
ず
見
か
け
上
残
る
利
益
で
あ
る
。

自
己
評
価

　
法
人
全
体
で
自
己
収
入
確
保
に
努
め
、
目
標
額
を
上
回
る
こ
と
と
な
っ
た
。
支
出
に
つ
い
て
は
、
一
般

管
理
費
は
、
統
合
作
業
に
お
わ
れ
、
年
度
計
画
予
算
の
策
定
段
階
で
一
般
管
理
費
か
ら
展
覧
事
業
費
へ
移

し
換
え
る
べ
き
作
業
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
乖
離
が
主
な
要
因
で
あ
り
、
速
や
か
に
財
務
組
織

体
制
等
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
他
、
展
覧
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
主
な
も
の
は
陳
列
品
購
入

と
い
う
特
殊
要
因
で
あ
り
、
お
お
む
ね
妥
当
な
運
営
状
況
で
あ
っ
た
。

２
．
人
事
計
画
に
関
す
る
計
画
（
中

期
計
画
Ⅶ
１
）

○
職
員
の
能
力
や
業
績
を
適
切
に

反
映
で
き
る
人
事
・
給
与
制
度

の
検
討
・
導
入
を
図
る
こ
と
。

○
任
期
付
研
究
員
制
度
の
導
入
を

図
る
。

○
人
事
交
流
、
職
員
の
研
修
等
に

努
め
る
こ
と
。

主
な
実
績

・
特
殊
技
術
及
び
技
能
を
持
つ
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
技
術
職
員
及
び
技
能
・
労
務
職
員
に

つ
い
て
、
機
構
独
自
で
採
用
可
能
と
す
る
規
定
を
整
備

・
技

術
職

員
（

写
真

技
士

）
を

京
都

国
立

博
物

館
で

1
名
、

ま
た

労
務

職
員
（

衛
士

）
を

奈
良

国
立

博

物
館
で
1
名
に
つ
い
て
独
自
の
選
考
採
用
を
実
施

・
任
期
付
研
究
員
制
度
に
よ
り
3
名
の
研
究
員
が
在
職
（
2
0
.
3
.
3
1
現
在
）

・
以
下
の
人
事
交
流
の
実
施

事
務
系
職
員
：
東
京
大
学
、
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
、
九
州
大
学
及
び
国
立
西
洋
美
術
館
等
と
の
人

事
交
流
を
実
施

　
　
　
　
　
　
：
東
京
都
特
別
区
及
び
新
聞
社
と
の
人
事
交
流
を
実
施

　
研
究
系
職
員
：
文
化
庁
（
1
3
名
）
と
の
人
事
交
流
の
実
施

・
新

任
職

員
や

職
員

を
対

象
と

し
た

各
種

研
修
（
3
件

）
の

実
施
。

他
機

関
で

実
施

す
る

研
修

に
積

極

的
に
参
加

自
己
評
価

1
9
年
度
は
独
立
行
政
法
人
の
特
性
を
活
か
し
た
人
事
制
度
と
し
て
、
技
術
職
員
・
技
能
労
務
職
員
を
機

構
独
自
で
採
用
で
き
る
よ
う
規
定
を
整
備
し
、
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
独
法
制
度
の
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
た
人
事
制
度
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

任
期
付
研
究
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
3
名
が
在
職
し
て
お
り
、
今
後
も
制
度
の
活
用
を
図
り
た
い
。

人
事
交
流
に
つ
い
て
は
、
事
務
系
職
員
に
お
い
て
は
、
大
学
法
人
や
他
の
独
法
と
の
間
で
の
交
流
だ
け

で
な
く
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間
企
業
と
も
交
流
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
的
に
交
流
を
進
め
て
い

き
た
い
。
大
学
法
人
以
外
は
、
現
在
は
受
入
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
相
互
交
流
を
図
る
こ
と
を
検

討
し
た
い
。
研
究
系
職
員
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
と
の
人
事
交
流
は
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は

大
学
等
と
の
交
流
の
拡
大
が
課
題
で
あ
る
。

評
定
Ａ

コ
メ
ン
ト

人
材

は
育

成
に

時
間

が
か

か
る

が
、
組
織
の
大
切
な
リ
ソ
ー
ス
で
あ

る
。
こ
の
点
を
勘
案
し
な
が
ら
人
件

費
の
合
理
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

独
自
の
選
考
採
用
、
任
期
付
研
究

員
制
度
及
び
人
事
交
流
な
ど
を
と
お

し
て
、
役
職
員
の
能
力
を
高
め
活
力

の
あ
る
組
織
作
り
を
行
っ
た
こ
と
は

評
価
さ
れ
る
。
今
後
も
努
力
し
て
ほ

し
い
。

人
事
交
流
に
つ
い
て
は
、
従
前
の

国
立
機
関
内
で
の
人
事
交
流
を
挙
げ

て
い
る
が
、
特
に
事
務
系
職
員
の
場

合
、
従
前
の
国
家
公
務
員
で
は
何
の

変
化
も
も
た
ら
さ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
も
っ
と

刷
新
す
る
手
段
と
し
て
は
、
民
間
人

の
登
用
な
ど
も
念
頭
に
置
く
べ
き
と

思
わ
れ
る
。
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平成１９年度　入札・契約の適正化に係る追加評価

独立行政法人国立文化財機構

評価項目 評価結果 備考（実績等）

Ⅰ　契約に係る規程類、体制の整備状況等に係る評価

１

契約方式、契約事務手続、公表事項等
契約に係る規程類の適正性についての
評価

（項目別評価p47　評価委員会による評価欄）
（略）一般競争入札の推進については、
随意契約の件数及び金額が70％超と高
い。しかし、一般競争入札ができない
収蔵品購入を考慮すると一定の成果は
上がっていると考えられるが、一般競
争入札の促進が数値として判明するよ
うな統計処置が必要だと考える。

（項目別評価p48　主な実績及び自己評価欄）
・一般競争入札の推進
18年度に法人規程の予定価格の基準の
見直しにより、19年度から国の基準額
と同一とした。（略）「独立行政法人整理
合理化計画」（平成19年12月24日閣議決
定）に従い、平成20年1月1日以降の契約
に関する情報を当機構ＷＥＢサイトに
て公開している。

（項目別評価p50　主な実績及び自己評
価欄）
（略）包括契約、共同購入、複数年契約
なども併せて実施し、効率化に努めて
いる。

２

契約の適正実施確保のための取組（※
１）についての評価

（項目別評価p50　評価委員会による評価欄）
（略）コンプライアンス体制及び内部統
制については、従来から整備に努めて
いたと考えられる。

（項目別評価p50　主な実績及び自己評価欄）
・収蔵品購入については外部委員によ
る委員会の意見を聞いて、購入の是非、
価格を決定するなど、体制を整備し、
適正な執行を努めているところである。
・競争的資金による公的研究費の管理
体制（不正防止計画管理部署の設置、
監査体制の整備、検収窓口の設置等）
について規則を整備

３

「随意契約見直し計画」の実施・進捗状
況や目標達成に向けた具体的取組状況
についての評価

（項目別評価p47　評価委員会による評価欄）
「随意契約の見直し計画」により随意契
約から一般競争入札という流れがある。
文化財を扱うだけに一般的な物品の購
入や業務委託とは確かに異なるもので
あるが、地方においても一般競争入札
の徹底が叫ばれ、文化財の修理などで
実施されている例が増加している。保
存修復の世界では、必ずしもそのため
の設計書や基準、仕様が十分な状況で
はないところで、一般競争入札がなさ
れているにあって、文化財機構もその
検討時期であるが、研究部門、保存修
復部門のみならず、事務部門において
も、ナショナルセンターの役割として、
契約の在り方を地方に指し示し、指導
する立場を取っていただきたいと考え
る。

（項目別評価p48 主な実績及び自己評価欄）
・一般競争入札の推進 
競争性のある契約方式導入に向けて随
意契約の見直し計画を作成し、検討を
進めてきている。その結果、18年度の
競争契約件数73件に対して平成19年度
競争契約件数は113件と18年度に比べ
約55％の増加となっている。なお、金
額ベースでは随意契約の割合が増加し
ているが、収蔵品の購入費を除くと18
年度の2,004,568千円に対して19年度
1,559,878千円と減少している。

（項目別評価p50　主な実績及び自己評価欄）
一般競争入札に関しては、随意契約を
見直した結果、18年度の73件から19年度
は113件へと件数を増加させることがで
きた。また、包括契約、共同購入、複
数年度契約なども併せて実施し、効率
化に努めている。

Ⅱ　個々の契約に係る評価

監事による個々の契約のチェックプロセス
や第三者によるチェックプロセスを把握し
た上で行う、契約における競争性・透明性
の確保の観点からの、特定の契約（※２）
に対する監事等によるチェックプロセスに
ついての評価

監査実施の基準を書面化し、監査手順
を明確にしたうえで監査を実施すると
ともに、監査事項としては法人特有の
業務の契約を抽出している。
また、19年度については500万円未満で
はあるが、監事監査及び監査法人の監
査で一部実績があるとの報告を受けた
が、今後は前述の監査方針策定の中に
盛り込むなど特定の契約について対応
していくことが望まれる。

（確認した主な資料）
資料配付
・独立行政法人国立文化財機構におけ
るコンプライアンス体制の整備状況
・平成19事業年度の業務に係る監事監
査の実施について

特定の契約の監査状況
○　監事監査
予定価格500万円以上の契約については
監査実績はないが、500万円未満の契約
で高落札率、若しくは応札者数1の契約
（３件、6,984千円）について監査を実
施した。
○　監査法人の監査
財務諸表監査の中で実施している。

※　　斜体部分はすでに提出している評価書に記載している事項
※１　契約事務の適正実施確保のためにとられている措置や体制（内部審査体制、外部審査体制、監事監査等）についての評価を記載（措置や体

制がとられていない場合はその必要性について評価）
※２　関連公益法人との随意契約及び落札率が95%以上の契約（予定価格を公表していない場合は応札者が１者のみの契約）（500万円以上）を対象

とする。500万円以上を対象としたときに該当する契約件数が多い場合は、契約金額上位30件程度が入る金額で下限を定める。
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２．独立行政法人国立文化財機構外部評価委員会評価

独立行政法人国立文化財機構外部評価委員会報告書

はじめに

独立行政法人国立文化財機構は19年4月に国立博物館と文化財研究所が統合され設立された。よって、

19年度が統合後の中期計画の最初の評価の年ということになる。本委員会では、機構の自己点検評価を全

体として適切に自己点検評価が行われているかをはじめとして、統合による事業の相乗効果、効率的な運

営などについて、客観性のある評価に努めた。

ただし、「Ⅱ　業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置」及び「Ⅲ　予算（人件

費の見積もりを含む）、収支計画及び資金計画」に関しては、決算の途上であることから財務関係の資料

がそろわなかったため、機構から示された一部の資料に基づいた評価となっている。評価スケジュールの

前倒しも資料がそろわない要因ではあるが、今後迅速に決算処理を進めるなど一層の努力を要求したい。

また、評価スケジュールの前倒しについては、主として次年度概算要求との関係からと理解するが、法

人が自ら点検評価し、それを外部の目で検証することは法人運営の改善のために大きな意義を有するもの

であり、独立行政法人の評価を担当する関係機関へは適正な自己点検評価が実施できる十分な期間確保を

働きかける必要がある。

【総　評】

独立行政法人国立文化財機構の19年度の実績は全体として高く評価でき、自己点検評価も概ね適正に行

われていると評価できる。しかし、数値目標として掲げられている数値の基準の説明が不十分なところな

どより一層の工夫が必要と思われる。

　なお、統合したことにより自己点検評価報告書の特に調査及び研究に係る事項を統一の様式で行ってい

るが、「有形文化財の収集・保管・公衆の観覧にかかる調査研究」として行われている国立博物館の調査・

研究の成果は、論文や学会等における発表だけでなく、収集・保管や展示等の博物館での日常業務や展覧

会図録等の形でも示されるものであり、調査・研究に裏付けられた収集・保管・展示が博物館の本質であ

る。このため、こうした特徴が十分反映されるよう自己点検評価報告書の書き方についても更なる検討が

必要と思われる。

今後も、国立博物館と文化財研究所が統合したことにより、国立文化財機構が文化財についてのナショ

ナルセンターにふさわしい存在となるとともに、質の高い運営を実施していくことを期待する。

Ⅰ　国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成

するためにとるべき措置

１　歴史・伝統文化の保存と継承の中心的拠点としての収蔵品の整備と、次代への継承

収蔵品の整備、次代への継承については、概ね適正に行われており、自己点検評価も妥当であると

評価する。

文化財の収集については、「東大寺越中国射水郡鳴戸村墾田図」等貴重な文化財を収集できたこと

は評価できる。今後も継続的に予算を確保するとともに、オークションに出品された「運慶作・大日

如来坐像」など重要な文化財の散逸を防ぐためにも、文化庁に対して緊急的な予算を確保できるよう

働きかけていく必要がある。また、黒田記念館関連作品が東京国立博物館に移管され、その後、公開

の機会が拡大されたことは喜ばしい。なお、文化財の散逸の防止、適正な状態での管理のためにも寄
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Ⅳ　評価

贈・寄託による機構における文化財の管理は重要であるが、これを促進するためにも篤志家の顕彰を

継続してほしい。

文化財の保存・管理に関しては、京都や奈良で耐震診断が行われたことやIPM体制の整備など文化

財を適正な状態で管理していると評価できる。今後は、耐震診断の結果を踏まえた耐震化に向けた予

算措置が必要である。

文化財の修復については、適正に行われていると評価するが、保存カルテの作成状況については、

作成件数だけでなく、必要な全体量に対する達成状況などその進捗状況を示してほしい。

２　文化財を活用した歴史・伝統文化の国内外への発信

文化財を活用した歴史・伝統文化の国内外への発信については、国内については概ね評価できるが、

海外に対しては充分であるとは言えない。また、自己点検評価も概ね適正であるが、展覧会の質につ

いて、より踏み込んだ評価が必要である。

平常展に関しては、18年度に比べて入場者数が減少しており、児童・生徒へのアプローチによる入

館者の裾野を広げる取組みが重要であり、特別展とのバランスも考えた取組みが必要である。収蔵品

の増加による平常展の充実も入場者増加には重要である。また、東京国立博物館と一体的に運営され

ることとなった黒田記念館については、さらなる活用方策が必要である。

特別展については、「狩野永徳展」や「大徳川展」のように反響を呼んだ共催の展覧会だけでなく、

奈良、九州で開催された自主企画展においても優れた企画があり、評価できる。ただし、自己点検評

価でも反省点としてあげられているが、19年度も混雑した展覧会があり、さらなる混雑対策を図られ

たい。なお、入館者数の設定方法について、その設定基準が示されていないので、示す必要があると

思われる。展覧会の図録は、研究成果を示す意義もあるので、4国立博物館のどこでも、過去の開催

分も含め購入できるように工夫してほしい。

海外展については、ナショナルセンターとして一層の充実が必要である。ヨーロッパでは中国関連

の展示が盛んとなっていることもあり、海外研究者との交流を通して、国を挙げての取組みに期待し

たい。

教育普及活動については、九州国立博物館をはじめ、各館とも充実した取組みがなされていると評

価できるが、講演会等の参加者数は減少しており、広報活動などさらなる取組みが必要である。

快適な観覧環境はバリアフリー化をはじめ評価できるが、レストラン、ミュージアムショップの取

組みは各館でばらつきがあるので、さらなる充実を期待したい。

博物館支援者の増加に関しては、具体的な数値目標を定めるなど、より積極的な取組みが必要であ

る。

３　我が国における博物館のナショナルセンターとして博物館活動全体の活性化に寄与

博物館のナショナルセンターとしての取組みは評価できる。しかし、その活動内容が一般にはあま

り伝わっていない。活動自体の意義・重要性をアピールしていくと同時に、活動内容を積極的に公表

していくべきである。具体的には、ナショナルセンター活動に特化した広報媒体の作成や機構全体の

活動を網羅したニュース等の作成、国内外の研究者や関係者が利用できるような情報の提供などが考

えられる。他の博物館等との協力については、年度計画に盛り込むことが望まれる。

外国に対しては、研究発表や図録における外国語の充実、インターネットにおける外国語による情

報提供の強化が望まれるが、特に研究論文はアブストラクトの英訳だけでも公開し、研究成果を積極

的に公表してほしい。海外研究者との交流や国際会議などについては評価できるが、やはりその内容

が周知されていないので、より積極的な広報が必要である。

文化財の貸与については、韓国国立中央博物館に対する長期貸与のように、海外への貸与をより充
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実させてほしい。ただし、保険等リスクにどう対応するのか、その方針を明確化する必要がある。ま

た、東京国立博物館から九州国立博物館への文化財の管理換が目標に達していないので、今後達成に

向けて取り組む必要がある。

４　文化財に関する調査及び研究の推進

文化財に関する調査・研究は全体として適正かつ活発に行われていると評価する。しかし、博物館、

研究所ともに自己評価が全て高くなっているが、自己評価の根拠がより明確になるよう一層の工夫が

必要ではないだろうか。

博物館の調査研究に関しては、今回から研究所と様式を統一し、これまでと大きく変わったことも

あり、評価の基準や記述にバラツキもあったようである。より適正な自己点検評価に向けて一層の努

力を望みたい。

東京国立博物館における漢籍・洋書の悉皆調査や京都国立博物館における京都を中心とした近畿地

区の社寺文化財の調査など、価値のある調査・研究を実施していることは評価できる。ただし、研究

者が研究に割く時間が少ないという実状があるので、週に1日など研究に専念できる時間を設けるこ

とを望む。また、海外への情報発信が不足しているので、さらなる充実を期待したい。

研究所の調査研究に関しては、新しい文化的景観、無形民俗文化財の調査、都城調査などの基礎的

な調査に大きな成果をあげており、さらに保存科学、年輪年代研究、環境考古学など先端研究への取

組みにより文化財に関するナショナルセンターとしての機能を充実させていることは評価できる。ま

た、文化財の防災に関する研究など時機にあった研究を実施している点を評価したい。

独自開発のマイクロフォーカスX線CT装置による非破壊年輪年代測定法は、世界最先端をゆく新技

術とのことなので、知財権の獲得に留意されたい。

５　文化財の保存・修復に関する国際協力の推進

国際協力の推進に関しては適正に実施していると評価できる。特にカンボジア、アフガニスタンに

おける支援やバーミヤン等シルクロード周辺の遺跡修復の支援をしていること、在外古美術品の修復

事業について評価したい。また、保存修復に関する国際協力は現地での修復に留まらず、保存修復の

専門家の要請など長期的な視野に立った事業が評価できる。

ただし、他の事業同様に、成果に比して一般国民の認知度が低いので、継続的に広報・情報の発信

を行うことが必要である。また、支援の受け手側の評価も聞きたい。

なお、四川の大地震に代表される被災文化財への修復に関して国立文化財機構が期待される役割は

国内外問わず大きく、保存修復家の養成も含め、推進してほしい。

６　情報発信機能の強化

情報の発信機能については毎年度向上しており、評価できる。

インターネットによる情報の発信については、WEBサイトのアクセス件数も増加しており、積極的

に公開していることは評価できる。

研究成果を画像データのデジタル化を推進していることは評価できるので、今後はさらに文献デー

タのデジタル化を進めてほしい。デジタル化された画像データはインターネットを介して広く公開が

進んでいるので、今後も継続的に公開を推進し、広く国民が利用できる環境を整えてほしい。

７　地方公共団体への協力等による文化財保護の質的向上

大学院との連携や地方公共団体等の文化財担当者に対する研修は評価できる。ただし、地方公共団

体の中には、機構がどのような協力ができるのか知らないことも多く、「敷居が高い」と感じている
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場合も多いので、情報公開を積極的に行い、現状に満足せず、さらに事業を推進してほしい。そのた

めの組織等の制度を整える必要がある。

Ⅱ　業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

業務の効率化については、決算関係の資料が整っておらず評価できないが、光熱水量費は18年度よりも

増加しているので、担当役員を決めるなどして積極的に推進すべきである。民間委託、一般競争入札の推

進は評価できるが、民間委託を実施するにあたっては、委託の適切性について充分検討した上で実施し、

コストが増加しないよう配慮して決定されたい。

自己収入の増加方策に関しては、施設の有効利用の推進など評価できる。今後は施設のメンテナンスな

ど課題があると思うが、収入面からのみならず、社会とのつながりという面からも重要な事業となり得る

ので、積極的に推進されたい。また、有償利用が少ないので、その点を改善していく必要がある。

意識改革に関しては、博物館の評価を「自己点検評価」と改めたことは、評価できる。6施設が総合し

たにも関わらず、相乗効果が見えてこないことは今後の課題であるが、それぞれの施設の特性を活かし、

互いに連携しながら意識改革を図ってほしい。

人件費の削減については、18年度と比較すると目標を達成していないが、中期計画の遂行に向けては、

問題なく進捗していると評価できる。

今後は、経費削減も重要であるが、収入の増加や人員の効率的な配置をより図っていくことが重要であ

る。

Ⅲ　予算（人件費の見積もりを含む）、収支計画及び資金計画

次年度は評価に間に合うように決算関係の資料が提供できるよう独立行政法人の評価を担当する関係機

関とのスケジュール調整を含め、改善を図られたい。

自己収入が前年度実績と比較してほとんど増加しておらず、一層の努力を期待したい。

予算が年々減少しているが、人材の確保は長期的には重要であるので、研究員の確保を図られたい。

目的積立金の申請がなかなか認められない点に関しては、広く有識者にアピールし、インセンティブの

働く予算制度となるよう積極的に働きかけるべきである。

Ⅳ　その他人事計画等

人事交流の実績等は示されているが、法人の人事計画の全体像が示されていないため、全体的な評価は

困難である。

法人内の人事交流が進んでいることについては、評価できる。今後とも私立大学も含め、交流機関の多

様化に努力されたい。

採用については、技能・労務系職員を機構独自に採用したことは評価できる。

人件費が削減されていく中で、そのことが単純な人員の抑制ではなく、将来ビジョンを明確にして、人

事計画を国民に示してほしい。退職者を単純に不補充とするのではなく、職員の世代配置を見直すなどし

て、必要な分野は重点化することが重要である。

Ⅴ　国立文化財機構のナショナルセンターとしての取組について

国立文化財機構は、文化財の保存及び活用という同一の目的を有する国立博物館と文化財研究所を発展



― 634 ―

的に統合し、統一的なマネジメントの下で文化財保護行政を総合的に支えることを任務とするものであり、

我が国で唯一の文化財に関する総合的な機関である。言わば文化財保護のナショナルセンターとしての機

能を持っており、日本の文化財保護行政にとって極めて重要な役割を果たすものである。

機構のナショナルセンターとしての役割についての評価は「博物館のナショナルセンターとして博物館

活動全体の活性化に寄与」や「文化財に関する調査及び研究の推進」などそれぞれの項目でも記述されて

いるが、非常に重要な役割であるとの観点から一つの項目を立てて明記することとしたい。

総じて言えば、収集・保管、調査・研究、文化財の保存・修復に関する国際協力などを中心にナショナ

ルセンターとしての取組が評価されるべきと考えるが、一方で、それらの取組を国民に周知する努力がさ

らに必要であろう。

また、海外展や調査研究成果の国外への発信等の海外への発信については、活発な活動を行っているが、

今後一層の積極的な取組を求めたい。

更に地方の博物館や地方公共団体への協力に関しては、一定の成果は上がっているものの、機構からど

のような協力が得られるのか周知が徹底せず、まだまだ「敷居が高い」と感じられているようである。機

構として公私立博物館や地方公共団体に対し、どのような援助・助言が可能かより明確に示すことなど現

状に満足せず、文化財保護のナショナルセンターとしてより積極的な取組を求めたい。

独立行政法人国立文化財機構外部評価委員会

 委 員 長 清　水　眞　澄（成城大学学長）

 副委員長　　　横　里　幸　一（NHKプロモーション代表取締役社長）

 委　　員　　　稲　田　孝　司（岡山大学名誉教授）

 委　　員　　　岡　本　健　一（毎日新聞社客員編集委員）

 委　　員　　　小　林　 　 忠（学習院大学教授）

 委　　員　　　佐　藤　　　信（東京大学大学院人文社会系研究科教授）

 委　　員　　　酒　井　忠　康（世田谷美術館館長）

 委　　員　　　園　田　直　子（国立民族学博物館文化資源研究センター教授）

 委　　員　　　竹　本　幹　夫（早稲田大学坪内博士記念演劇博物館長）

 委　　員　　　玉　蟲　敏　子（武蔵野美術大学造形学部教授）

 委　　員　　　野　口　　　昇（日本ユネスコ協会連盟理事長）

 委　　員　　　藤　田　治　彦（大阪大学大学院教授）

 委　　員　　　藤　好　優　臣（公認会計士）

 委　　員　　　森　　　弘　子（福岡県文化財保護審議会専門委員）
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独立行政法人国立文化財機構博物館調査研究等部会評価

 部 会 長 小　林　 　 忠（学習院大学教授）

  酒　井　忠　康（世田谷美術館館長）

  藤　田　治　彦（大阪大学大学院教授）

  森　　　弘　子（福岡県文化財保護審議会専門委員）
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独立行政法人国立文化財機構外部評価委員評価書

◎博物館調査研究等部会

外部評価委員名

小林　忠

１　総合的な事項

博物館の展示に関しては、各館ともに見やすく、教育的な配慮の行き届いた工夫を凝らしているこ

とを高く評価したい。展示空間のデザインや照明の適切などは、ひと頃と比べて各段に進歩している。

寺社などの所蔵文化財に関して国立博物館として協力し、大きな成果を上げていることも評価される。

しかしながら、一寺社や一宗派の協力による展観は比較的労少なく大量の入場者を期待できるため

に、近年目立って機会が増えているように思われる。日本各地や各時代に焦点を当て全国的な視野や

問題意識から新しい価値や問題点を掘り起こすような、意欲的な調査研究や、それに基づく斬新な展

開を期待したい。

２　自己点検評価に関する事項

定性的評価および定量的評価ともに自己点検評価の点が甘すぎる。成果の実績を誇るとともに至ら

ない反省点をこそ自己評価すべきである。その点で、東京国立博物館の「中期計画　4　文化財に関

する調査および研究」は、金地屏風の客観的なデータを収集するという喫緊かつ重要な研究課題が館

の日常業務の繁忙に追われて十二分に達成できなかった反省が示しており、好感を得た。学芸員への

研究環境の整備、充実を配慮願いたい。

３　調査研究に関する事項

各国立博物館4館とも、繁忙を極める日常業務に加えて、収集、展示に直接関係する研究のみならず、

基礎的、基盤的な研究にも意欲的に取り組んでいることを、敬意を以て高く評価する。

伝統ある3館と、新設の九州国立博物館が、それぞれの特性を活かし、国民の期待に応え、さらに

未来を見据えた文化財に関する調査研究を強力に推進していくことを期待したい。

４　その他

国立博物館への国民の期待は極めて大きい。独立行政法人国立美術館とも緊密に連携、協力して、

我が国の文化財の充実と安全、文化財教育のいっそうの発展を期待している。
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独立行政法人国立文化財機構外部評価委員評価書

◎博物館調査研究等部会

外部評価委員名

酒井　忠康

１　総合的な事項

創意工夫を加えて成果の期待できる細やかな配慮が感じられた。いましばらく、こうした方向での

進展を見守りたい。

２　自己点検評価に関する事項

概ね妥当な判断となっています。

３　調査研究に関する事項

研究発表に関しては、やや物足りない印象を受けました。欧文による海外への発信も大切です。

４　その他

長期的な視点からの、創造的な制度の見直しを期待したい。
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独立行政法人国立文化財機構外部評価委員評価書

◎博物館調査研究等部会

外部評価委員名

藤田　治彦

１　総合的な事項

東京、京都、奈良、九州の4国立博物館をあわせて（独）国立博物館が成立し、さらには（独）文

化財研究所との統合により（独）国立文化財機構となって初めての外部評価、総合的な評価の実施で

あり、それに先立つ、自己点検評価など、これまでにない配慮が必要だったのではないかと想像する。

組織改革の途上でのこの種の評価の実施はどの部局にとっても大きな負担であっただろうと思うが、

有形文化財を収集・保管して国民および世界の人々への観覧に供するという4博物館の役割は、継続

的かつ順調に果たされている。

２　自己点検評価に関する事項

自己点検評価報告書は全般的によくできており、各館における活発な活動が伝わる。ただし、業務

実績書、自己点検評価調書ともに記入不足で、判断が困難な事業も含まれる。それらの事業の内容自

体は優れたものである場合もあるのだが、それが適切に記述されなければ内容は伝わらない。かたち

だけのものにならないよう、自己点検評価報告書のありかた、外部評価委員への送付の時期、日時を

含む外部評価委員会の設定のしかた等、もう少し工夫ないし配慮が必要であろう。

３　調査研究に関する事項

東京国立博物館における漢籍・洋書の悉皆調査は非常に価値がある。将来的には情報アーカイブで

公開を予定しているとのことだが、早期実現を期待したい。同館を中心とした、東アジアの書道史に

おける料紙と書風に関する基礎的研究も注目される。文化財のトータルケアシステム構築に向けた応

用研究の実施も有意義である。

京都国立博物館における、京都を中心とした近畿地区の社寺文化財の調査は、長く行われているも

のだが、学術的にも、文化財の現状を把握し保存に役立てるという意味でも、極めて重要である。建

仁寺土蔵の典籍の調査等がとくに注目される。

奈良国立博物館においては、日本における仏教美術の展開と、中国および韓国の仏教美術が及ぼし

た影響の研究が、両国との研究員の交流等も含めて、活発に展開されている。

九州国立博物館においては、有形文化財の保存修復に関する分析的かつ実践的研究が充実している。

文献を重視した歴史的研究も行われつつあり、今後の進展が期待される。

４　その他

展覧会に関しては、海外における日本の文化の紹介にもさらに力を入れてほしいが、国内の展覧会

は各館それぞれに充実し、入館者が極めて多いものもある。ただし、あまり入館者数に気をとられる

ことなく、各館が一層独自性を発揮するべきだろう。4国立博物館はすべて「設置されている地方を

代表する国立博物館」であり、「日本を代表する博物館」であり、「世界の主要博物館のひとつ」でも

ある。したがって、設置された土地だけに固執する必要はない。しかし、東京でも九州でも例えば近

畿の社寺文化財等の展覧会が常時主体となるようなことになれば―京都と奈良は当然近畿の文化財を

中心にしており―国全体としてのバランスに欠ける。関東・東北・北海道の文化財の調査・研究・保
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存・展観をリードするのは、規模からしても、東京以東に国立博物館が開設されていない現状からし

ても、やはり東京国立博物館であろう。九州国立博物館は、地元福岡県を重視する十分な理由はあるが、

九州には、大分、宮崎、鹿児島、熊本、長崎、佐賀と、多様かつ重要な歴史と文化があり、その役割

も一層意識してほしい。四国や中国地方はどうなのだろうか。（独）国立博物館さらには（独）国立

文化財機構の成立が、人員削減や経営の合理化といったことではなく、日本の博物館自らが、日本や

アジア、あるいは東京、京都、奈良、九州（福岡）を中心としながらも、世界全体を国際的視野で見る

ことにつながる、といった積極的意味で考えられるようになると有意義であろう。1991年にヴェネツィ

アで開催されたケルト展のように、意外であると同時に十分な意味や背景があり、その後10年も20年

も全世界に影響を与え続ける展覧会が、国立文化財機構の博物館から生まれることを期待している。
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独立行政法人国立文化財機構外部評価委員評価書

◎博物館調査研究等部会

外部評価委員名

森　弘子

１　総合的な事項

近年の国立博物館は展示方法に飛躍的な進歩が見られる。高度な内容の展示にもかかわらず、見や

すく、わかりやすく、時にはファンタスティックに人々の五感を刺激している。その裏には、職員の

たゆまぬ調査研究と工夫があることが、説明によってよくわかった。ただ一般にはそうした様々な努

力があることが周知されていない傾向にあると思われ、それが予算や人員の削減につながることが危

惧される。この会議で説明されたような内容が、もっとひろくアピールされるよう努力されたい。裏

の苦労を見せないのが美徳とされたのは過去のものとなった。そう言う意味では、こういう評価シス

テムも有効であると考えられる。

２　自己点検評価に関する事項

自己点検評価が導入されて日が浅く、慣れておられないせいか、趣旨が職員に周知徹底されていな

いせいか、評価の基準が曖昧でA評価ばかりが目立つのは、自己評価の意味をなすのであろうか。ま

た実績数値で示せるようなことと違い、研究における定性的評価項目の「適時性」「独創性」「発展性」

などは、それがない研究に時間を割いて取り組む価値は最初からなく、職員が自信を持って取り組ん

でいる研究テーマに「A」でない自己評価などあり得ようはずもないと思われる。

小学校の外部評価もしているが、初年度は項目そのものが理解し難くまことに評価しにくいもので

あったが、評価にかかわる専門教員を配置し、評価項目・方法の研究、見直しが行われ、その徹底し

た説明がなされ、ようやくすっきりと評価ができるようになった。博物館の評価においても、真に評

価の実が上がり業務に反映できるような「方法論」が研究されるべきではなかろうか。

３　調査研究に関する事項

非常に多岐にわたる研究が精力的に進められていることが評価できる。ただ一人でいくつもの研究

テーマをかかえている研究員もあり、様々な業務があるなか、はたして研究の時間が十分に確保でき、

研究の実績をあげることができるのか疑問に感じる点もある。それぞれの研究が何年計画のものであ

り、現在何年目であるのか、できればその年の中間報告なども記載されてはいかがであろうか。

　海外や他館、大学など外部研究者と共同研究を行うことは幅広い視野から大きな成果が上げられ、

また人的ネットワーク構築の上からも望ましいことであり、このような機会が増えればよいと考える。

科研費、企業からの研究助成費など外部資金の獲得にも努力されている。その方面への一層の働き

かけ、また助成金の獲得を可能たらしめる研究テーマに期待したい。

いずれの研究も興味深いものであるが、九州の博物館の業務そのもの（保存・修復・展示など）に

対する研究の数々が注目される。新しい博物館のあり方を模索するものであり、成果が広く共有され

るものとなることを望むものである。また市民協同型IPMの活動に注目してきたが、さらにそのシス

テム構築に向けての基礎的研究が市民協同で進められており、一市民として興味深い。

４　その他

独法化以来、各館ともに非常によく努力され、その成果が着実にあげられていると感じられた。博
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物館といえば、古くさい、暗い、堅い等といったイメージはいまや過去のものとなり、国民にとって

親しみやすく、知的・文化的充足感を与えられる「場」となった。ことに九博はまちづくりの中核と

もなり地域活性化と地方文化の底上げに大きな役割を果たしている。今後とも、それぞれの館の設立

趣旨や法人の目的を尊重しながら、時代の要請に応えるとともに、不易に守らなければならないもの

はしっかりと守っていっていただきたい。
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独立行政法人国立文化財機構研究所調査研究等部会評価

 部 会 長 佐　藤　　　信（東京大学大学院人文社会系研究科教授）

  稲　田　孝　司（岡山大学名誉教授）

  岡　本　健　一（毎日新聞社客員編集委員）

  園　田　直　子（国立民族学博物館文化資源研究センター教授）

  竹　本　幹　夫（早稲田大学坪内博士記念演劇博物館長）

  玉　蟲　敏　子（武蔵野美術大学造形学部教授）

  野　口　　　昇（日本ユネスコ協会連盟理事長）
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Ⅳ　評価

独立行政法人国立文化財機構外部評価委員評価書

◎研究所調査研究等部会

外部評価委員名

佐藤　信

１　総合的な事項

基礎的な調査・研究や先端研究、他機関などとの共同調査・研究、研究成果の発信（報告書の刊行）、

国際協力の推進などに、大変大きな成果を挙げているものと評価する。

大きな調査・研究成果をより多くの国民に理解してもらえるよう、さらに発信の努力をお願いしたい。

２　自己点検評価に関する事項

国立文化財機構として、自己評価のAとSをどうランク付けするのか、意思疎通していただきたい。

出来るだけ定量的評価を記載していただきたい。

この外部評価委員会以外の、受賞・書評・マスコミ評価・アンケートなどの評価を記載してほしい。

３　調査研究に関する事項

新しい文化的景観、無形民俗文化財の調査、都城調査などの基礎的な調査に、両研究所ならではの

大きな成果を挙げていることを評価する。

保存科学、年輪年代研究、環境考古学などの先端的な研究に、両研究所ならではの大きな成果を挙

げていることを評価する。

大きな調査・研究成果をより多くの国民に理解してもらえるよう、さらに発信の努力をお願いしたい。

４　国際協力の推進に関する事項

文化財の国際共同研究や保存修復のアジアへの国際協力は、非常に精力的に推進されたと評価する。

ただし、その成果はもっと広く国民に発信されてよいのではないか。また、相手国からの評価も聴

きたい。

５　調査研究成果の発信に関する事項

専門的な報告書・研究紀要のみでなく、より多くの国民に調査研究成果を知ってもらえるような発

信にも、工夫を願いたい。

高松塚・キトラ古墳についての一般向けのシンポジウム・講演などの企画を、さらにお願いしたい。

HP・データベースなどのアクセス件数をさらに増やす努力をお願いしたい。

６　国、地方公共団体等に対する協力・助言等に関する事項

国、地方公共団体等に対する協力・助言の面で、両研究所の知的資産をよく活用していると評価する。

相手方の国・地方公共団体等からの評価・満足度について、報告書に記載できないものか。

７　その他

大学・大学院など高等教育への協力について、さらに柔軟に推進してほしい。

外部資金の獲得にも努力されているが、さらにその拡大を図っていただきたい。
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独立行政法人国立文化財機構外部評価委員評価書

◎研究所調査研究等部会

外部評価委員名

稲田　孝司

１　総合的な事項

平成19年度における東京・奈良両文化財研究所における調査研究事業は、高松塚古墳・キトラ古墳

の壁画保存関連事業への協力で世間の大きな注目をあびたことに象徴されるように、困難な事業を計

画以上の内容で達成したものが多い。ただ、高い評価を受けた事業も、研究所における永年の研究成

果の積み重ねの上に成り立ったものであり、また脚光の当たりにくい研究分野との連携や、文化庁・

地方公共団体等関連機関との密接な協力のもとで実現できた面が多いことも十分考慮し、今後とも基

礎的・体系的な研究と先端研究とのバランスに配慮しつつ、研究所全体の総合力を発展させることが

期待される。

２　自己点検評価に関する事項

事業は計画通りの成果を得ており、全体として報告書の評価は適切である。ただ、S評価の扱いで

バランスを欠くようにみえるのが残念である。例えば、評価報告書では高松塚古墳・キトラ古墳保存

対策事業（41）がAで、外部機関の要請の基づく文化財の保存修復に関する実践的研究（42）がSとさ

れているが、あえて両者を比較しSとAで差をつけるのであれば、後述のように前者をS、後者をAとし

た方が大方の納得を得られるのではあるまいか。

３　調査研究に関する事項

基礎的・体系的な調査研究事業（整理番号１～24、28等）については、古代都城の発掘、寺社歴史

資料等の調査、近現代美術に関する総合研究等、研究所が従来からもっとも得意としてきた分野の研

究を系統的に深化させるとともに、文化的景観概念整理のための調査を展開して新しい行政課題に資

するなど、着実かつ意欲的に研究業績を蓄積した。また、新たな調査手法の開拓や先端研究分野（25

～40等）では、文化財の生物劣化対策や保存環境に関する研究、考古資料の材質・構造の調査法の開

拓など、幅広い学問分野の手法を文化財の調査・保護に活用しつつ独自の成果を発展させた。文化財

の防災に関する研究（34・35等）については，近年における災害多発の状況から見て時宜を得た課題

だといえる。

４　国際協力の推進に関する事項

国際協力に関する事業（（19、38、39、43 ～50等）については、とりわけ各国の文化財保護政策・

施策のあり方を系統的に比較研究してきた実績をもとに自然保護との連携を課題に取り上げたこと

（43）、中国・韓国との共同調査で成熟した協力関係を発展させつつあること（19、46、47）、カンボ

ジアやアフガンなど困難な状況下での支援を発展させたこと（44・45・48）等の成果がとくに注目さ

れる。文化財に関する国際協力は国の国際協力全般の中でもますます重要度を増す分野であり、研究

所が関係諸国の言語に熟達した研究者を採用・育成する等の配慮を行っていることが評価されるとは

いえ、人的資源の面で国の格別な支援が期待される。



― 645 ―

Ⅳ　評価

５　調査研究成果の発信に関する事項

東京文化財研究所七十五年史の刊行（54）、無形文化財に関わる音声・画像・映像資料のデジタル

化（55）、カンボジアの文化財保護関連法令集の和訳・印刷（57）等は、東京文化財研究所の地道な

調査研究成果を知ってもらう上で貴重であり、国際協力の推進に資する面もある。奈良における発掘

調査現地説明会・公開講演会の開催には多数の専門家・愛好者の期待が集まっており、飛鳥資料館で

入館者には飛躍的なのびがあった。研究成果を国民に還元し正当な事業評価を得るための情報発信は

大いに期待するところだが、両研究所はあくまで調査研究機関であり、今後とも誇大な宣伝や過渡な

パフォーマンスに流れることのない姿勢は貫いていただきたい。

６　国、地方公共団体等に対する協力・助言等に関する事項

高松塚古墳・キトラ古墳の保存対策事業（32、41、受託事業41-1 ～3等）では、特筆すべき成果があっ

た。平成19年4月以降、高松塚の石室解体作業が行われ、またキトラ古墳壁画の剥ぎ取り作業が行わ

れる等、社会的に大きな注目をあびた事業であり、困難な条件を克服して成功裏に作業を推進し得た

ことにより、両研究所に対する社会的な認知度・信頼度は格段に高まった。壁画保存作業はなお継続

しており、保存状況をこれからもなお慎重に見守る必要があることはもちろんだが、壁画を最終的に

石室に戻すか否か等の恒久的保存策が検討される場合には、保存科学等の研究成果を踏まえ、技術的

観点から研究所が適切な助言を行って国の施策に万全を期することが望まれる。

７　その他

平城宮跡の整備・管理が国営公園として国交省主体に行われることとなったが、奈良文化財研究所

が文化庁・国交省と緊密に連携しつつ、その永年にわたる調査研究の成果を適切に国民に還元し、平

城宮跡の研究・保存・活用を今後とも一体的に発展させられるよう尽力されることを願ってやまない。
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独立行政法人国立文化財機構外部評価委員評価書

◎研究所調査研究等部会

外部評価委員名

岡本　健一

１　総合的な事項

国立博物館との統合後、はじめての委員会らしく、緊張感のある真摯な報告・審議がおこなわれた、

と思う。ただし、従前とちがって、1件平均2分の説明で評価するのは、(事前に自己点検報告書を下

読みするとはいえ)心苦しさを禁じ得ない。

２　自己点検評価に関する事項

前期の5年間を通じて「特A」は数えるほどしかなかった。突然の「Sの乱発／インフレ」に驚かさ

れたが、担当者の熱意と精進の表れでもあろう。斯道奨励をかねて、許容範囲と考えたい。もちろん、

私どもも、真に素晴らしい研究成果があがれば、率先して評価・顕彰する注意義務が負わされよう。

３　調査研究に関する事項

上で「Sの乱発／インフレ」と記したが、さすがに自信に満ちた報告揃いで、興味津々であった。

とくに、独自開発のマイクロフォーカスX線CT装置による非破壊年輪年代測定法は、世界最先端をゆ

く新技術で、新しい地平を開けるという。知財権をしっかり獲得し、存分に成果をあげられたい。滋

賀県で出土した伐採木の年輪から、「甲賀杣」のルーツが664年以前に遡ると判明したのも、目からウ

ロコの発見である。それと対照的だが、伝統的な古文書学的方法による、古都大寺社の歴史資料の悉

皆調査も、着実に進められている。「平成資財帳」ともいうべき長期プロジェクトの成就を祈りたい。

４　国際協力の推進に関する事項

　東アジア古代都城の共同研究をはじめ、アンコールワット、シルクロード縁辺の遺跡（敦煌、バー

ミヤーンなど）の保存修復、在外日本古美術品の保存修復協力、さらに海外諸国の保存修復専門家の

育成などの事業が、ひきつづき推進されている。

５　調査研究成果の発信に関する事項

調査・研究の成果は、現地説明会をはじめ報告書・講演会・学会発表・論文などのかたちで発信さ

れている。ただし、部会で指摘されたように、「せっかく興味深いＳ級の研究成果がありながら、学

会誌の狭い範囲にとどまって、マスメディアによって広く社会に周知されない」のは、勿体ない話で

ある。所員の個人的な研究をふくめて、一般向きの面白い発見・解釈なら、積極的にメディアに広報

してもいいのではないか。石神遺跡にかんする新説（中大兄皇子の東宮跡）が一部の新聞に載ったの

は、学会誌発表から数ヶ月後。もちろん、ニュースを探索するメディア側の日常的な努力が肝要なの

ではあるけれど。

６　国、地方公共団体等に対する協力・助言等に関する事項

今年度も文化財の調査・保存から出土文字の解読、学芸員の研修まで、多岐にわたる支援・助言が

おこなわれている。
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７　その他

昨夏、高松塚の解体が無事終わった。壁画剥離の機材を開発し、慎重な実験を重ねながら、国民環

視のなかで苦心の解体作業を遂行されたことに、敬意を表する。壁画の再生に向けて一段の尽瘁を願

います。　　



― 648 ―

独立行政法人国立文化財機構外部評価委員評価書

◎研究所調査研究等部会

外部評価委員名

園田　直子

１　総合的な事項

各担当部課が、それぞれ多くの事業を実施しながらも、いずれにおいても成果をあげており評価で

きる。フォーマットの関係でやむを得ないのかもしれないが、各事業における充実度や到達度が明確

な一方で、各担当部課間でどのような協力体制が築かれ、どのように相互に刺激しあっているのか、

という関係がみえてこないのが残念である。総合的に活発な活動が展開されているだけに、この点が

惜しまれる。

２　自己点検評価に関する事項

各担当部課が自己点検評価するにあたって、共通した基準ができていないのが気にかかる。同じ基

準で「S」、「A」等の判断をするように見直すと、「S」評価の数が、相対的に増えると予想できる。

３　調査研究に関する事項

著書をはじめ、発表論文や報告集などの実績値が多いことが特筆でき、活発な研究活動が行われて

いる。

保存に関連する事項に注目すると、AE法による石造文化財の劣化予知など新手法の開発研究ととも

に、小型可搬型機器での材質調査、非破壊年輪年代測定法など応用研究から実用化段階に入った調査

法のさらなる展開を積極的に進めている。その一方で、文化財の生物劣化対策や保存環境に関する研

究、周辺環境の文化財への影響評価をはじめ、文化財修復材料に関する研究など、先駆的な研究を継

続実施しており、ナショナルセンターとしての役割を充分に果たしている。さらには、文化財保護法

改正に伴い新たに保護対象となった文化的景観や民俗技術、あるいは、近代の文化遺産の保存修復、

文化財防災情報システムの構築といった、今後、重要性が一層増すことが予測できる分野の研究も併

せて実行されている。

実施事業のなかでも高松塚古墳およびキトラ古墳の保存対策事業は、社会的にとくに注目されてい

る。時間的制約が厳しいなか、継続的な調査を行い、保存修復手法を逐次開発し、保存対策を実行す

るのは、並大抵の努力では行えないものであり、関係者の方々のご尽力は大変なものであろう。キト

ラ古墳の正式報告書は作成されたようであるが、高松塚古墳においても、これら一大事業で開発した

保存修復道具、技術、手法、調査結果の科学的検証と解析、そしてそこから見出された新しい知見や

発見、これら保存対策事業の全般について、次世代のために記録を残しておくことは、日本の保存科

学研究の発展にも直接的に寄与するものと考える。

４　国際協力の推進に関する事項

「漆の保存と修復」国際研修や、在外日本古美術品保存修復協力事業、ユネスコアジア文化センター

への研修協力は、継続的に実施している事業であり、このような機会を通じて、日本および日本の文

化財に対する理解が、諸外国で高まると期待できる。

保存修復協力事業における国際協力は、アジアを中心に数多く実施されている。その内容は、現地

での調査・実験にとどまらず、人材育成や研究会開催までと幅広い。外部の研究者や専門業者との協

力体制もとれており、効率的な調査研究になっている。
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５　調査研究成果の発信に関する事項

全般的にみて、適切に実行されている。（ただ内容が同じでも、別の事業としてあげられているも

のがある。たとえばネットワークのセキュリティ強化は、東京と奈良では、求められるセキュリティー

レベルが異なるのであろうか。）

研究論文集、報告書、年報、図録等の刊行も活発に行われている。最近、日本からの情報発信が少

ないとの意見が、海外の研究機関や研究者からよせられるようになっている。『保存科学』のように

アブストラクトだけでもよいので、是非、刊行物の外国語対応を積極的に進めていただきたい。

６　国、地方公共団体等に対する協力・助言等に関する事項

地方公共団体等が実施する事業への援助・助言は、文化財、建造物・遺跡等の有形文化遺産のみな

らず、無形文化遺産も対象としており、各分野でバランスよく展開されている。

博物館・美術館等の保存担当学芸員研修や、埋蔵文化財担当者研修などを通じて、国内で各種文化

財に関わる人びとの知識や技術の総合的なレベルアップに寄与している。さらには連携大学院教育で、

次世代の人材育成に貢献している。

７　その他

　特になし。
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独立行政法人国立文化財機構外部評価委員評価書

◎研究所調査研究等部会

外部評価委員名

竹本　幹夫

１　総合的な事項

無形文化財保護という多様な分野の中で、バランスの取れた活動を展開しており、高く評価できる。

とくに成果発表については、決して多いとはいえない専任スタッフ各位の非常な努力を認めうる。国

際的なパートナーシップの確立についても着実な前進を続けており、今後も大きな成果が期待される。

無形文化財は様々な分野で急速に消滅の危機を迎えており、その記録・保全・育成についての本研究

所の任務はきわめて重要である。

２　自己点検評価に関する事項

すべての項目でA評価となっており、実績から見ても妥当とは思われるが、自己点検作業の本来の

意味からすれば、現状に対する課題意識の低さともみなしうる評価内容ともいえる。すべての分野に

おいてほとんどがA評価であるならば、自己評価としての意味はない。自己評価が低いからといって外

部評価が低下するわけではなく、むしろそこに組織としての課題を見出して、適切なアドバイスを与

えるのが外部評価委員会の務めであると考えたい。今後の自己評価のあり方について再考を促したい。

３　調査研究に関する事項

四国・中国地方の無形文化財調査について、とくに積極的かつ体系的な事業が行われたことが評価

される。また全国規模での公開確認調査も高く評価される。近年の無形文化財の衰退には甚だしいも

のがあるので、非常勤の調査スタッフ増員などの手だてを講じて、今後もさらに積極的に調査活動を

推進する必要がある。また過去の芸能記録の調査やデジタル化事業についても、十二分な成果をあげ

たと評価できる。ただしデジタル化事業は、［7その他］の項目で言及したような問題があるので、注

意されたい。

４　国際協力の推進に関する事項

国際研究集会等を通じて、海外の研究機関・研究者との交流が推進され、またアジア地域における

文化財保護の実態把握とアドバイスについても、成果があった。それらについての成果報告も着実に

なされており、とくに大きな問題は見出しがたい。わが国を含め、アジア地域は無形文化財の宝庫で

あるので、今後も積極的に国際協力の推進に努められたい。

５　調査研究成果の発信に関する事項

年間を通じて国際研究集会の開催や紀要・報告書の刊行を行っており、データベースによる情報発

信も積極的で、いずれも評価できる。各研究員の成果発表が紀要に集中して外部の研究誌への投稿が

少ないように見えるのは、研究所内での成果発表の機会が豊富にあることの裏返しなのであろう。な

お舞台写真データなどで、権利処理の問題からか、目録のみでホームページ上での閲覧が出来ない形

になっているのは惜しまれる。公共機関である本研究所に、研究用ホームページでの、舞台写真・映

像を含むあらゆる研究情報の公開について、先鞭を付けていただきたい。
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Ⅳ　評価

６　国、地方公共団体等に対する協力・助言等に関する事項

国公私立の諸機関・諸団体に対して年間を通して74件に上る指導・助言を行っており、研究所の社

会事業として高く評価できる。委員会への出席や招聘のみならず、諸機関・団体からの研究所への直

接の問い合わせについても、今後とも積極的に対応することが期待される。なお受託事業については、

国際研究集会の開催という方法を通じて、社会連携事業としても十二分な成果を上げており、適正と

認められる。

７　その他

多くの記録をデジタル・データ化する作業が業務の主要な柱の一つとなっているが、デジタル・

データは永続性に大きな不安があり、数年を経ずして劣化もしくはOSとの不整合をきたすおそれすら

ある。デジタル・データの永続性の保証に関する研究を行うのでなければ、データ・バックアップ態

勢確立のための予算の確保が必要不可欠となろう。これは本研究所のみの課題ではないが、比較的近

い将来に、データの保全に関する不安が増大することが見込まれるので、デジタル化事業の不安要因

として念頭に置いてほしい。
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独立行政法人国立文化財機構外部評価委員評価書

◎研究所調査研究等部会

外部評価委員名

玉蟲　敏子

１　総合的な事項

　・東京・奈良ともにそれぞれの事業計画の遂行が充実しており、評価される。

　・特に奈文研の科学的諸技法の応用実施、東文研の情報発信能力の充実には目を見張るものがある。

２　自己点検評価に関する事項

　A評価とS評価の基準について、担当者や分野によって認識がばらついている感があり、来年度に向

けて問題を整理する必要がある。

３　調査研究に関する事項

　順調に進んでおり評価できる。

４　国際協力の推進に関する事項

　順調に進んでおり評価される。

　展覧会だけではなくメディアを通じた、情報の周知は課題ではないか（5に通じる）

５　調査研究成果の発信に関する事項

　東文研のホームページのアクセス件数の増加は、関心を持っている人の多数さを示しており、研究

成果発信の受信者、理解者としても大いに期待できる。関心をつなげるよう、さらに内容を充実され

たい。

６　国、地方公共団体等に対する協力・助言等に関する事項

　順調に進んでおり、評価できる。

７　その他

　東京、奈良両研究所の活動の積極性と充実ぶりはよく理解できたが、限られた時間内での概要説明

の方法は、一工夫が必要であろう。
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Ⅳ　評価

独立行政法人国立文化財機構外部評価委員評価書

◎研究所調査研究等部会

外部評価委員名

野口　昇

１　総合的な事項

平成19年度においても、東京・奈良の両文化財研究所が、有形・無形の文化財を対象として、多分

野にわたる調査、研究、研修等の事業を積極的に推進されたことを高く評価したい。研究方法につい

ては、最先端の光学的手法、非破壊調査法等のさらなる前進が図られたこと、また地震・台風など自

然災害から文化財を守るためのデータの収集・分析の事業も、時宜を得たものと評価し、今後その成

果が広く活用されることを期待したい。

また、キトラ古墳壁画取り外し作業、高松塚古墳石室解体作業など、貴重な貢献がなされた。文化

財保護の国際協力を含め、両研究所の諸事業は、国の行政施策を反映した極めて重要なものであるこ

とを再確認した次第である。

２　自己点検評価に関する事項

実績に照らし、適切になされていると思われる。

３　調査研究に関する事項

上記の通り、多分野にわたる調査研究が実施されていることを評価したい。なおユネスコの世界遺

産登録で関心が高まっている「文化的景観」等については、今後、各国の事例との比較研究をさらに

進めて、その成果を広く公開されることを期待したい。

また、「無形文化遺産条約」の発効に伴い、今後、日本からの「傑作宣言」に続く登録申請が重要

な課題となると思われるが、両研究所の貢献が期待される。

４　国際協力の推進に関する事項

カンボジアのアンコール、タイのスコータイ、中国の龍門石窟、敦煌等の文化財保存に関し、有意

義な国際協力が続けられているが、特にアフガニスタンのバーミヤン遺跡の調査研究や人材育成の事

業は世界に誇り得るものと思われる。イラクの文化財保存については、現地の治安上の制約から日本

での研修等に限られているのは止むを得ないことであろう。文化財保存の面での国際貢献は、今後益々

重要になっていくものと思われる。この分野での活動のさらなる発展を期待したい。

５　調査研究成果の発信に関する事項

「年報」、「概要」「ニュース」の広報三誌は継続して刊行されている。「保存科学」、「美術年鑑」、「美

術研究」等の刊行も順調に進んでいると思われる。このほか、無形文化の画像等のデジタル化が進め

られ、また、多様なデータベースが作成されていることを評価したい。なお、国民一般への広報や、

海外への広報には、さらなる工夫や努力も必要と思われる。

６　国、地方公共団体等に対する協力・助言等に関する事項

国、地方公共団体等の要請に応じ、必要な協力や助言が提供されていると思われる。また、ACCUの

研修事業への協力も評価したい。国の困難な財政状況を考えると、今後、受託事業の拡充がさらに重

要になってくるように思われる。
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７　その他

私見であるが、我が国は今後、日本からの文化発信能力を強め、広義の文化面での国際協力を一層

強化すべきであると考えるが、両研究所は、このための重要な拠点の一つとしてその経験と知見を生

かし、益々重要な役割を果たしていくことを期待したい。

この意味でも、関係の民間財団等をも取り込んだ「文化遺産国際協力コンソーシアム」の役割は重

要であり、東文研がその運営にさらに積極的に取り組まれることを期待する。なお、今後、各国の文

化遺産保存への協力事業が拡大していく中で、大学等との協力がさらに必要になっていくのではない

かと考える。
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Ⅴ　日誌

Ⅴ　日誌

(法人全体及び六施設共通事項)

年 月 日 記　　　　　　　　事

19． 4. 1 第1回役員会（東京国立博物館）

19． 6. 6 文部科学省独立行政法人評価委員会文化分科会国立文化財機構部会（第48回）

（東京国立博物館）

19． 6. 18 第2回役員会（東京文化財研究所）

19． 6. 18 第1回4国立博物館連絡協議会（東京文化財研究所）

19． 6. 18 平成18年度定期監査（東京文化財研究所）

19． 6. 20 文部科学省独立行政法人評価委員会文化分科会国立文化財機構部会（第49回）

（奈良文化財研究所）

19． 6. 20 監査法人の監査結果（平成18年度）通知（文化財研究所分）

19． 6. 27 監査法人の監査結果（平成18年度）通知（国立博物館分）

19． 6. 29 独立行政法人文化財研究所の第6期事業年度財務諸表の承認の通知

19. 7. 12 健康管理のための講習会（東京）

19. 7. 17 平成19年度新任職員研修会（接遇研修及び個人情報保護に関する講演も同時実施）

（東京）（～7月19日）

19. 8. 10 文部科学省独立行政法人評価委員会文化分科会国立文化財機構部会（第50回）

（東京文化財研究所）

19． 8. 30 独立行政法人評価委員会総会（第28回）

19． 9. 7 第1回6施設連絡協議会（東京国立博物館）

19． 9. 7 第2回4国立博物館連絡協議会（東京国立博物館）

19． 9. 14 第3回役員会（京都国立博物館）

19． 11. 28 第1回研究・学芸系職員連絡協議会（東京国立博物館）

19． 11. 30 独立行政法人国立博物館の第6期事業年度財務諸表の承認の通知

19． 12. 12 第2回6施設連絡協議会（東京国立博物館）

19． 12. 25 第4回役員会（東京国立博物館）

20. 1. 10 健康管理のための講習会（東京）

20． 1. 11 第5回役員会（奈良文化財研究所）

20． 2. 18 第1回運営委員会（東京国立博物館）

20． 3. 5 第3回6施設連絡協議会（東京国立博物館）

20． 3. 14 第6回役員会（東京国立博物館）
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( 東京国立博物館 )

年 月 日 記　　　　　　　　事

19． 4. 2 オルセー美術館館長来館

19． 4. 13 綿貫衆議院議員来館

19． 4. 16 安倍総理夫妻、イタリア　プローディ首相来館

19． 4. 22 「美と知の時代」を支えるミュージアム（平成館大講堂）

19． 4. 25 インド陸軍参謀総長一行来館

19． 4. 28 イタリア　トスカーナ州知事、家族政策担当大臣一行来館

19． 5. 2 小野晋也衆議院議員来館

19． 5. 7 水野清総務庁長官来館

19． 5. 8 鶴保庸介参議院議員来館

19． 5. 10 高円宮妃殿下　特別展「レオナルド・ダ・ヴィンチ　天才の実像」展お成り

19． 5. 10 韓国国立博物館視察訪問団一行来館

19． 5. 17 国際博物館の日記念講演会

「東京国立博物館のはじまりの日々―博覧会・美術館・動物園」

19． 5. 18 平常展無料観覧日（国際博物館の日）

19． 5. 18 国際博物館の日記念イベント「博物館・動物園セミナー　上野の山でゾウめぐり」

19． 5. 25 中川昭一政務調査会長来館

19． 5. 26 フランス　ジェローム・モノ政治顧問館長来館

19． 5. 28 松島みどり外務大臣政務官来館

19． 5. 29 青木保文化庁長官視察

19． 5. 30 第1回鑑査会議（寄贈・編入・出品）

19． 6. 5 二井関成山口県知事来館

19． 6. 6 JET特別鑑賞会（平成館ほか）

19． 6. 17 皇后陛下　特別展「レオナルド・ダ・ヴィンチ　天才の実像」展行啓

19． 6. 23 ローナン・マギル　ピアノコンサート（平成館）

19． 6. 24 ハーバード大学　男声ア・カペラコーラスグループ

「クロコディロス」公演（本館）

19． 7. 22 ファミリーコンサート（平成館大講堂）

19． 7. 30 特別展「京都五山　禅の文化」展開会式及び特別内覧会

（会期7月31日～9月9日)
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Ⅴ　日誌

19． 8. 2 天皇皇后両陛下　特別展「京都五山　禅の文化展」行幸啓

19． 8. 3 ネグロポンテ米国務副長官夫人来館

19． 8. 3 夏休み子ども音楽会（東京文化会館ほか）

19． 8. 12 シンガポール大使来館

19． 8. 18 日本フルートコンベンション　ジャズ＆ラテンLIVE（平成館大講堂）

19． 9. 4 リトアニアユネスコ大使来館

19． 9. 5 タンザニア情報・文化・スポーツ省文化局長一行来館

19． 9. 6 遠山敦子元文部科学大臣来館

19． 9. 17 平常展無料観覧日（敬老の日）

19． 9. 20 第2回鑑査会議（寄贈・出品・修理）

19． 9. 24 ジェラールプーレ　ヴァイオリンリサイタル（平成館）

19． 9. 30 エレーナ・イオーノワ＆ワレーリー・イスリャイキン　オペレッタアリア

コンサート（平成館）

19． 10. 3 上野の山文化ゾーンフェスティバル講演会「日本の文化による国際貢献」

平山郁夫（平成館大講堂）

19． 10. 9 特別展「大徳川展」開会式及び特別内覧会（会期10月10日～12月2日)

19． 10. 27 上野の山文化ゾーンフェスティバル講演会

「日本原始・古代の鉄と国家」古谷毅（平成館大講堂）

19． 10. 27 外国人向観光体験コース（九条館、応挙館、本館）

19． 10. 30 常陸宮妃殿下　特別展「大徳川展」お成り

19． 10. 30 東大寺講演会（平成館大講堂）

19． 10. 30 綿貫衆議院議員来館

19． 10. 31 第3回鑑査会議（寄贈・購入）

19． 11. 3 デビット・ロックフェラー氏来館

19． 11. 10 上野の山文化ゾーンフェスティバル講演会

「黒田清輝の生涯と芸術－画家のいる『場所』から」田中淳（平成館大講堂）

19． 11. 12 東京国立博物館の記念日祝賀会

19． 11. 17 留学生の日（本館ほか）

19． 11. 18 中国文化副大臣一行来館

19． 11. 20 天皇皇后両陛下　特別展「大徳川展」行幸啓
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19． 11. 21 第1回有形文化財買取協議会

19． 11. 21 第4回鑑査会議（編入・出品・模造・修理）

19． 11. 23 外国人向観光体験コース（九条館、応挙館、本館）

19． 11. 24 渡海文部科学大臣夫妻来館

19． 11. 29 山東昭子参議院副議長来館

19． 12. 8 藤原真理チェロコンサート（平成館）

19． 12. 13 台東ファッションザッカ展（平成館）（～12月16日）

19． 12. 14 ナーランダ大学賢人会一行来館

20． 1. 2 平常展無料観覧日「博物館に初もうで」

20． 1. 6 新春東博寄席～上野の山で初笑い～（平成館大講堂）

20． 1. 7 特別展「宮廷のみやび　近衛家1000年の名宝」展開会記念式典及び特別内覧会

(会期1月2日～2月24日)

20． 1. 8 常陸宮同妃両殿下　特別展「宮廷のみやび　近衛家1000年の名宝」展お成り

20． 1. 13 三笠宮同妃両殿下、高円宮妃殿下　特別展「宮廷のみやび　近衛家1000年の名宝」

展お成り

20． 1. 15 テロ対策訓練

20． 1. 21 第1回評議員会

20． 1. 26 ニューイヤーコンサート2008　綾乃ひびき

20． 2. 1 会計検査院一行視察

20． 2. 4 皇太子同妃両殿下　特別展「宮廷のみやび　近衛家1000年の名宝」展行啓

20． 2. 5 台東区の伝統工芸職人展（～2月11日）

20． 2. 6 第5回鑑査会議（購入）

20． 2. 8 皇太子殿下「子どものための友情の架け橋コンサート2008」行啓

20． 2. 9 韓国財務大臣一行来館

20． 2. 12 消防訓練

20． 2. 13 天皇皇后両陛下　特別展「宮廷のみやび　近衛家1000年の名宝」展行幸啓

20． 2. 13 山東昭子参議院副議長来館

20． 2. 15 皇太子殿下　特別展「宮廷のみやび　近衛家1000年の名宝」展行啓

20． 2. 18 秋篠宮同妃両殿下　特別展「宮廷のみやび　近衛家1000年の名宝」展お成り

20． 2. 18 第2回有形文化財買取協議会

20． 2. 20 桂宮殿下　特別展「宮廷のみやび　近衛家1000年の名宝」展お成り
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20． 2. 21 高円宮妃殿下、典子女王殿下　特別展「宮廷のみやび　近衛家1000年の名宝」展お成り

20． 2. 22 豊田宗一郎トヨタ自動車会長来館

20． 2. 29 高田泰治フォルテピアノリサイタル（法隆寺宝物館）

20． 3. 5 ガマ・ポルトガル国会議長一行来館

20． 3. 8 東京のオペラの森2008　トークイベント「チャイコフスキー　その生涯」

（平成館大講堂）

20． 3. 16 東京のオペラの森2008　木管の調べ（本館）

20． 3. 18 第6回鑑査会議（寄贈・編入・出品）

20． 3. 19 平成19年度　東博感謝会

20． 3. 20 ロマン・ギュイオ＆中島由紀　クラリネットとピアノのデュオコンサート（平成館）

20． 3. 20 外国人向観光体験コース（九条館、応挙館、本館）

20． 3. 21 東京のオペラの森2008　佐藤美枝子ソプラノリサイタル（平成館）

20． 3. 22 東京のオペラの森2008　秋場敬浩ピアノリサイタル（平成館）

20． 3. 23 東京のオペラの森2008　江口玲ピアノリサイタル（平成館）

20． 3. 24 特別展「国宝　薬師寺展」開会式及び特別内覧会（会期3月25日～6月8日)

20． 3. 25 石造バイラーヴァ立像展示記念式典　森元総理他

20． 3. 25 キューバ大使一行来館
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( 京都国立博物館 )　

年 月 日 記　　　　　　　　事

19． 4. 7 土曜講座（以後毎週土曜日実施）

19． 4. 12 鑑査会（以後毎月第2木曜日実施）

19． 4. 14 平常展無料観覧日（以後毎月第2，第4土曜日実施）

19． 4. 23 特別展覧会「金峯山埋経一千年記念　藤原道長－極めた栄華・願った浄土－」

開会式及び特別内覧会（会期4月24日～5月27日）

19． 4. 27 「京都・らくご博物館【春】～春宵寄席～」（講堂）

19. 5. 18 国際博物館の日記念講演会（平常展無料観覧日）

19. 5. 19 土曜講座1600回記念・特別展覧会関連特別講座

19． 6. 18 普通救命講習

19． 6. 20 特集陳列「新収品展」（～7月29日）

19． 6. 26 文化財保存修理所運営委員会

19． 7. 11 第12回評議員会

19. 7. 12 消防訓練

19． 8. 1 夏期講座「文化の波及と変容」（～8月3日）

19． 8. 8 特集陳列「後宇多法皇入山700年記念　大覚寺の名宝」（～9月17日）

19． 8. 17 「京都・らくご博物館【夏】～納涼寄席～」（講堂）

19． 9. 15 バロック　コンサート（特別展示館）

19． 9. 17 平常展無料観覧日（敬老の日）

19． 10. 1 マナー講習会

19． 10. 8 留学生の日

19． 10. 9 産業医による職員対象の健康管理講習会

19． 10. 11 特集陳列「能楽と美術」（～11月11日）

19． 10. 15 特別展覧会「狩野永徳」開会式及び特別内覧会（会期10月16日～11月18日）

19． 10. 22 買取協議会

19． 10. 26 「京都・らくご博物館【秋】～栗名月の会～」（講堂）

「狩野永徳」展入場者5万人セレモニー

19． 11. 3 国際シンポジウム「狩野永徳研究の現状と課題」開催

19． 11. 21 特集陳列「館蔵品のはじまり－京都博物館からの贈りもの－」（～12月24日）

19． 11. 24 関西文化の日（無料観覧日）（～11月25日）
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20． 1. 2 新春特集陳列「社寺伝来の名刀」（～2月11日）

20． 1. 2 新春特集陳列「仏師　清水隆慶－老いらくのてんごう－」（～3月30日）

20． 1. 4 新春特別展覧会「修好通商条約締結150周年　憧れのヨーロッパ陶磁－マイセン・

セーヴル・ミントンとの出会い」開会式及び特別内覧会（会期1月5日～3月9日）

20． 1. 11 チェンバロ　ミニコンサート（特別展示館）（～3月7日）

20． 1. 21 買取協議会

20． 1. 25 「京都・らくご博物館【冬】～新春寄席～」（講堂）

20． 1. 28 総合防火訓練

20． 2. 13 バレンタイン　コンサート（講堂）

20． 2. 23 特集陳列「雛まつりとお人形」（～3月30日）

20. 3. 17 第13回評議員会

20． 3. 21 スプリングオペラコンサート（特別展示館）（～3月22日）



― 662 ―

( 奈良国立博物館 )

年 月 日 記　　　　　　　　事

19. 4. 6 特別展「神仏習合－〈かみ〉と〈ほとけ〉が織りなす信仰と美－」

開会式、特別招待日（会期4月7日～5月27日）

19. 4. 14 特別展「神仏習合－〈かみ〉と〈ほとけ〉が織りなす信仰と美－」特別鑑賞会

19. 4. 15 サンデートーク「奈良時代の神仏習合」

19. 4. 21 公開講座「神仏習合の論理と造像－インド・中国から日本へ」

19. 4. 28 公開講座「本地垂迹の美術」

19. 5. 5 平常展無料観覧日（こどもの日）

19. 5. 12 公開講座「黎明期の神像」

19. 5. 15 第1回陳列品鑑査会

19. 5. 18 平常展無料観覧日（国際博物館の日）

19. 5. 19 公開講座「中世神道と神道灌頂」

19. 5. 20 サンデートーク「聖地に宿る神仏」

19. 6. 8 特別陳列「古玩逍遥－服部和彦氏寄贈仏教工芸展－」プレスプレビュー　

（会期6月9日～7月8日）

19. 6. 17 サンデートーク「瓦経－土に刻まれたお経」

19. 6. 21 第1回評議員会

19. 6. 30 公開講座「密教法具入門」

19. 7. 10 青木文化庁長官視察

19. 7. 14 親と子のギャラリー「仏さまの彩り」（会期7月14日～8月19日）

19. 7. 14 特別陳列「文化庁購入文化財展　新たな国民のたから」「平城宮の木簡」

（会期7月14日～8月19日）

19. 7. 15 サンデートーク「近づいてみる色とりどりの世界」

19. 7. 21 国際研究集会「東アジアの墓葬と画像」

19. 7. 24 第2回陳列品鑑査会

19. 8. 1 奈良市教育委員会教職員研修

19. 8. 4 公開講座「座談　文化財修理40年－絵画・書跡－」

19. 8. 19 サンデートーク「モンゴルの月を仰いで－異文化交流の体験」

19. 8. 31 特別展「美麗　院政期の絵画」開会式、特別招待日（会期9月1日～9月30日）

19. 9. 4 第3回陳列品鑑査会、特別展「美麗　院政期の絵画」特別観賞会（9月5日まで）



― 663 ―

Ⅴ　日誌

19． 9. 8 賛助会員特別鑑賞会

19. 9. 15 公開講座「院政期の絵画　－色とかたち－」

19. 9. 16 サンデートーク「院政期の絵画・入門編」

19. 9. 17 平常展無料観覧日（敬老の日）

19. 9. 19 夏季講座「院政期絵画」（9月21日まで）

19. 9. 24 特別講座「香文化について」

19. 9. 27 秋季興福寺仏像仏画供養法要

19. 9. 29 公開講座「院政期の料紙装飾と文字の荘厳」

19. 10. 9 第4回陳列品鑑査会

19. 10. 17 第1回陳列品買取等協議会

19. 10. 18 国史館台湾文献館　林金田副館長来館

19. 10. 21 サンデートーク「仏像調査からわかること」

19. 10. 24 第1回陳列品買取等評価会

19. 10. 26 特別展「第59回正倉院展」開会式、特別招待日

（会期10月27日～11月12日）

19. 10. 27 公開講座「正倉院の文房四宝」

19. 10. 30 タクシーホテル関係者向け特別解説観覧「第59回正倉院展」

19. 11. 1 留学生の日「着物で正倉院展を見よう」

19. 11. 2 近藤元文化庁長官来館

19. 11. 2 賛助会員向け特別観覧「第59回正倉院展」

19. 11. 3 公開講座「正倉院事務所の仕事－受け継いできたもの、そして今」

19. 11. 9 なら燈花会in正倉院展2007（～11月10日）

19. 11. 9 雅楽の夕べ　管絃と舞楽

19. 11. 10 公開講座「シルクロードを駆け抜けた動物たち－正倉院宝物の動物文様」

19. 11. 10 陜西歴史博物館成建正館長招へい（～11月19日）

19. 11. 11 正倉院シンポジウム2007「守る・伝える　正倉院宝物」

19. 11. 17 平常展無料観覧日（関西文化の日）（～11月18日）

19. 11. 18 サンデートーク「法隆寺金堂西の間天蓋について」

19. 11. 22 平常展無料観覧日（いい夫婦の日）

19. 12. 7 特別陳列「おん祭りと春日信仰の美術」プレスプレビュー
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（会期12月8日～20年1月20日）

19. 12. 16 サンデートーク「おん祭参観記」

19. 12. 22 高橋成典フルートコンサート

20. 1. 4 奈良国立博物館で初笑い

20. 1. 12 公開講座「社殿神楽と富田光美」

20. 1. 13 和太鼓演奏会

20. 1. 19 春日若宮おん祭の舞楽

20. 1. 20 サンデートーク「縄文との出会い」

20. 1. 25 消防訓練

20. 1. 30 福岡県議会文教委員会視察

20. 2. 1 特別陳列「お水取り」プレスプレビュー（会期2月2日～3月16日）

20. 2. 1 第5回陳列品鑑査会

20. 2. 3 平常展無料観覧日（節分の日）

20. 2. 5 第2回陳列品買取等協議会、第2回陳列品買取等評価会

20. 2. 16 お水取り「講話」と「粥」の会

20. 2. 17 サンデートーク「お水取り　存続の危機を超えて」

20. 2. 23 奈良市世界遺産学習実践研究会

20 2. 26 第6回陳列品鑑査会

20. 3. 2 公開講座「修二会について」

20. 3. 4 お水取り展観賞とお松明

20. 3. 11 第2回評議員会

20. 3. 14 燈火のあるカフェテラスライブ（～3月15日）

20. 3. 15 公開講座「座談　文化財修理40年　－彫刻－」

20. 3. 16 サンデートーク「仏教の説話絵」

20. 3. 21 第7回陳列品鑑査会

20. 3. 28 第3回陳列品買取等協議会、第3回陳列品買取等評価会
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( 九州国立博物館 )

年 月 日 記　　　　　　　　事

19. 4. 1 文化交流展示室講座「文化交流展示室の歩き方」（以下、毎月開催、5月休講）

19. 4. 9 特別展「未来への贈りもの」開会式及び特別内覧会（会期4月10日～6月10日）

19. 4. 15 第34回きゅーはくミュージアムコンサート

「春爛漫ミュージアムジャズコンサート」

19. 4. 25 2007韓流文化フェスティバルin福岡「文化展示会」（～4月27日）

19. 4. 28 特別展「未来への贈りもの」関連講演会

（5月12日,5月19日,6月2日の合計4回実施）

19. 4. 29 九博ボランティア企画イベント「昭和からの贈りもの」（～5月5日）

19. 5. 3 第35回きゅーはくミュージアムコンサート「素敵な音楽物語Vol.2」

19. 5. 13 第6回九博朝日寄席「志ん生を語り継ぐ」

19. 5. 16 第1回陳列品鑑査会議

19. 5. 18 文化交流展（平常展）無料観覧日（国際博物館の日）

19. 5. 26 美術史学会全国大会（～5月27日）

19. 5. 28 普通救命講習

19. 6. 7 第1回買取協議会、買取評価会

19. 6. 9 ワークショップ「インドネシアのガムラン演奏体験」

19. 6. 10 印度仏教音楽の調べ　～こころがよろこぶおと～　コンサート

19. 6. 17 カンボジア観光大臣一行来館

19. 6. 24 第36回きゅーはくミュージアムコンサート「華麗なマリンバの音色に酔う」

19. 6. 30 第37回きゅーはくミュージアムコンサート「peace in love」

19. 7. 1 優優コンサート in きゅーはく

19. 7. 1 九博ボランティア企画イベント「親子で七夕まつり」

19. 7. 7 文化庁海外展記念「日本のやきもの」開会式及び特別内覧会

（会期7月7日～8月26日）

19. 7. 7 ワークショップ「インドネシアのガムラン演奏体験」

19. 7. 16 筑紫楽所「九州国立博物館公演」

19. 7. 21 第38回きゅーはくミュージアムコンサート・高崎裕士「和魂洋祭」

19. 7. 22 文化庁海外展記念「日本のやきもの」関連講演会

（8月4日,8月18日の合計3回実施）
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19. 7. 28 山鹿の観光と物産展

19. 7. 29 太宰府市民吹奏楽団「まほろばコンサート」

19. 8. 1 絵本カーニバル「きゅうはくの絵本であそぼう」（～8月30日）

19. 8. 2 展示「博多祇園山笠飾り山」（～11月18日）

19. 8. 4 ワークショップ「つくってみよう☆わたしの掛け軸」（～8月5日）

19. 8. 6 第1回評議員会

19. 8. 18 第39回きゅーはくミュージアムコンサート

「大地からの贈り物」オカリナ＆ギターDuo

19. 8. 22 ミュージアムカフェ　ジャズ・ライヴ

19. 8. 24 アジア民族造形学会　創立10周年記念九州国際大会（～8月25日）

19. 8. 30 ピアノとヴァイオリンによる「小林正枝＆中島萌デュオコンサート」

19. 9. 1 やさしい能楽講座「能の世界へようこそ！」

19. 9. 1 福岡県江蘇省友好提携15周年記念展覧会「徐湖平中国画展」（～9月16日）

19. 9. 2 第40回きゅーはくミュージアムコンサート

「筑紫寿楽“和”　ジャズ　岩崎　大輔」

19. 9. 7 国際シンポジウム「第2回東アジア紙文化財修理シンポジウム」（～9月8日）

19. 9. 15 文化交流展（平常展）無料観覧日（敬老の日）

19. 9. 15 第7回九博朝日寄席「鮮やか！女流噺家三人衆」

19. 9. 16 第12回教育講座シリーズ・アジアージュ「王塚装飾古墳の謎」

19. 9. 21 特別展「本願寺展」開会式及び特別内覧会（会期9月22日～11月18日）

19. 9. 22 福岡県・インド デリー州友好提携記念事業「インドフェア」開催（～9月30日）

19. 10. 5 特別展「本願寺展」関連講演会（10月12日の合計2回実施）

19. 10. 7 第41回きゅーはくミュージアムコンサート「深沢功コントラバスコンサート」

19. 10. 23 「日替わり」足湯コーナー開設「温泉（ゆ）に浸り悠久の歴史に浸る」（～10月28日）

19. 10. 27 第13回教育講座シリーズ・アジアージュ

「北部九州地域における経塚と経筒」

19. 10. 28 特別展「本願寺展」落語のルーツは浄土真宗のお説教！？

19. 10. 31 天皇皇后両陛下文化交流展（平常展）等行幸啓

19. 11. 1 第2回陳列品鑑査会議

19. 11. 4 第42回きゅーはくミュージアムコンサート
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「于波（ウハ）Fantastic Trio」

19. 11. 10 特別展「本願寺展」こころに響く浄土の調べ

19. 11. 11 第14回教育講座シリーズ・アジアージュ

「発掘調査からみた古代の大宰府」

19. 11. 18 国際シンポジウム「百済と古代東アジアの国際交流」

19. 11. 18 開館二周年記念「九博夜能」

19. 12. 2 国際シンポジウム「宗像・沖ノ島と関連遺産群　古代東アジアの交流」

19. 12. 4 九州地区伝統的工芸品のまつりを実施（～12月9日）

19. 12. 5 第3回陳列品鑑査会議

19. 12. 7 第2回買取協議会、買取評価会

19. 12. 8 ワークショップ「インドネシアのガムラン演奏体験」

19. 12. 9 第15回教育講座シリーズ・アジアージュ「朝鮮白磁の美と技」

19. 12. 11 American Winter Music Concert　ピアニスト　グスタボ・ロメロ

19. 12. 13 第16回教育講座シリーズ・アジアージュ「日本に伝来した朝鮮鐘」

19. 12. 15 国際シンポジウム朝鮮通信使400年記念シンポジウム「アジアのなかの日朝関係史」

19. 12. 22 「吉野ヶ里 Days in 九博」

19. 12. 24 第43回きゅーはくミュージアムコンサート「Christmas Special Live」

19. 12. 26 特別展「京都五山展」開会式及び特別内覧会（会期20年1月1日～2月24日）

20. 1. 3 九博ボランティア企画イベント「九博のお正月」（～1月5日）

20. 1. 6 九博朝日寄席「初笑い！　南喬・さん喬　二人会」

20. 1. 10 長崎の観光と物産展（～1月14日）

20. 1. 14 第44回きゅーはくミュージアムコンサート「悠久の響き～二胡のしらべ～」

20. 1. 14 特別展「京都五山展」関連講演会（1月14日，1月19日，1月20日，2月3日，2月9日

の合計5回実施）

20. 1. 14 京都物産展

20. 1. 18 時空を翔るシルクロード・壱岐観光ＰＲ展

20. 1. 22 ひなの国フェスタ2008（～2月3日）

20. 1. 25 高島肇久外務省参与夫妻来館

20. 1. 31 第4回陳列品鑑査会議

20. 2. 10 第17回教育講座シリーズ・アジアージュ「九州陶磁の精華」

20. 2. 10 特別展「本願寺展」体験坐禅会（～2月11日）
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20. 2. 11 第45回きゅーはくミュージアムコンサート

「日本の冬を奏でる～ ピアノと尺八の調べ ～」

20. 2. 12 防災訓練

20. 2. 13 第3回買取協議会、買取評価会

20. 2. 16 ワークショップ「インドネシアのガムラン演奏体験」

20. 2. 19 第5回陳列品鑑査会議

20. 2. 23 郷土芸能「九博で博多にわかば楽しみまっしょう」

20. 2. 27 第4回買取協議会、買取評価会

20. 3. 4 大川　建具・彫刻・創作家具「伝統と匠の技」展

20. 3. 7 第2回評議員会

20. 3. 13 駐福岡中国領事館武総領事一行来館

20. 3. 14 フォーラム「九州地域ブランドフォーラム」

20. 3. 16 第46回きゅーはくミュージアムコンサート「島風にのせて」金城安紀＆カリー娘

20. 3. 16 第18回教育講座シリーズ・アジアージュ「国宝島津家文書の世界」

20. 3. 18 第6回陳列品鑑査会議

第5回買取協議会、買取評価会

20. 3. 20 フォーラム「3Dデジタルアーカイブと超高精細映像」

20. 3. 24 マサチューセッツ大学長一行来館
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( 東京文化財研究所 )　

年 月 日 記　　　　　　　　事

19. 4. 20 在外日本古美術品保存修復協力事業運営委員会（第1回）

19. 6. 1 在外日本古美術品保存修復協力事業運営委員会（第2回）

19. 7. 9 博物館・美術館等保存担当学芸員研修（～7月20日）

19. 7. 21 共催展「近代日本洋画の巨匠　黒田清輝展」（平塚市美術館）（～9月2日）

19. 9. 10 国際研修「漆の保存と修復」研修効果の評価セミナー（～9月14日）

19. 10. 29 保存担当学芸員フォローアップ研修

19. 10. 30 黒田記念館特別公開（～11月4日）

19. 11. 2 第41回オープンレクチャー「人とモノの力学」（～11月3日）

19. 11. 19 保存修復科学センター研究会「文化財の生物劣化対策の研究」

19. 12. 6 第21回国際文化財保存修復研究会「保存処置後のモニタリング」

19. 12. 7 第2回無形民俗文化財研究協議会

19. 12. 12 無形文化遺産部公開学術講座（国立文楽劇場）

19. 12. 21 在外日本古美術品保存修復協力事業運営委員会（第3回）

20. 1. 9 文化遺産国際協力コンソーシアム研究会「リビング・ヘリテージの国際協力」

20. 1. 20 バーミヤーン遺跡保存事業に関する第6回専門家作業グループ国際会議・公開シン

ポジウム「バーミヤーン遺跡保存の現在」（～1月22日）

20. 1. 25 第21回近代の文化遺産の保存修復に関する研究会「航空機の保存と活用」

20. 2. 5 第31回文化財の保存・修復に関する国際研究集会「文化財を取り巻く環境の調査と

対策」（～2月7日）

20. 2. 18 文化遺産国際協力コンソーシアム総会・シンポジウム「文化遺産の国際協力と人材

育成」

20. 2. 27 第1回伝統的修復材料および合成樹脂に関する研究会「漆芸品に用いられた金属の

劣化」

20. 3. 3 保存修復科学センター研究会「文化財の保存環境の研究」

20. 3. 12 第1回アジア無形文化遺産保護研究会（～3月13日）

20. 3. 12 アジア文化遺産国際会議（ウズベキスタン）（～3月14日）
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( 奈良文化財研究所 )　

年 月 日 記　　　　　　　　事

19. 4. 20 特別展「キトラ古墳壁画四神玄武」（飛鳥資料館）(会期4月20日～6月24日)

19. 5. 10 キトラ古墳壁画「玄武」特別公開内覧会（飛鳥資料館）（会期5月11日～5月27日）

19. 5. 20 記念講演会「キトラ古墳壁画四神玄武」（飛鳥資料館）

19. 5. 20 講演会「平城京寺院の造営－木簡からの考察」（平城宮跡資料館講堂）

19. 6. 1 速報展「奈良時代の霞ヶ関か－平城宮東方官衙の調査」（平城宮跡資料館）

（会期6月1日～7月1日）

19. 6. 4 埋蔵文化財担当者研修「遺物観察調査課程」（～6月29日）

19. 6. 16 公開講演会（第100回）（平城宮跡資料館講堂）

「阿倍山田道と古代の道路」「年輪年代学とデジタル画像技術」「西大寺伽藍に迫る

－最新の発掘調査成果から－」

19. 7. 9 埋蔵文化財担当者研修「文化財写真Ⅰ（基礎）課程」（～7月25日）

19. 7. 25 埋蔵文化財担当者研修「文化財写真Ⅱ（応用）課程」（～8月8日）

19. 8. 1 企画展「『とき』を撮す－発掘調査と写真－」（飛鳥資料館）

(会期8月1日～9月2日)

19. 8. 7 速報展「西大寺薬師金堂の調査」（平城宮跡資料館）（会期8月7日～9月14日）

19. 8. 15 無料観覧日（飛鳥資料館）

19. 8. 18 ギャラリートーク（飛鳥資料館）

19. 9. 1 現地説明会「平城第421次（平城宮東院地区）発掘調査」

19. 9. 6 埋蔵文化財担当者研修「古代・中近世瓦調査課程」（～9月13日）

19. 9. 8 現地説明会「飛鳥藤原第148次（藤原宮大極殿院南門）発掘調査」

19. 9. 23 平城宮跡歴史文化講座（第3回）「長屋王家の木簡と貴族」（平城宮跡資料館講堂）

19. 10. 1 埋蔵文化財担当者研修「地方官衙遺跡調査課程」（～10月5日）

19. 10. 16 埋蔵文化財担当者研修「保存科学Ⅰ（無機質遺物）課程」（～10月24日）

19. 10. 19 特別展「奇偉荘厳　山田寺」（飛鳥資料館）

（会期10月19日～11月25日）

19. 10. 20 公開講演会（第101回）（平城宮跡資料館講堂）

「版築の話」「キトラ古墳壁画の保存」「文化遺産としての風景の保存」

19. 10. 23 特別企画展「地下の正倉院展－平城宮木簡の世界」（平城宮跡資料館）

（会期10月23日～12月16日）
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Ⅴ　日誌

19. 10. 24 埋蔵文化財担当者研修「保存科学Ⅱ（有機質遺物）課程」（～11月1日）

19. 10. 28 特別講演会「山田寺の発掘調査と重要文化財指定」（飛鳥資料館）

19. 11. 3 特別講演会「山田寺の建築を再考する」（飛鳥資料館）

19. 11. 3 無料観覧日（飛鳥資料館）

19. 11. 7 埋蔵文化財担当者研修「報告書作成課程」（～11月16日）

19. 11. 13 速報展「平城宮跡東院地区中枢部の調査」（平城宮跡資料館）

（会期11月13日～12月16日）

19. 11. 23 公開シンポジウム「出土文字資料研究の最前線－地下の正倉院文書を読む－」

（平城宮跡資料館講堂）

19. 11. 27 埋蔵文化財担当者研修「遺跡地図情報課程」(～11月30日)

19. 12. 10 埋蔵文化財担当者研修「測量外注課程」(～12月14日)

19. 12. 15 現地説明会「飛鳥藤原第150次（石神遺跡第20次）発掘調査」

20. 1. 4 企画展「飛鳥の考古学2007」（飛鳥資料館）(会期1月4日～2月3日)

20. 1. 15 埋蔵文化財担当者研修「遺跡整備活用課程」（～1月25日）

20. 1. 19 現地説明会「平城第423次（東院地区中枢部）発掘調査」

20. 1. 26 高松塚古墳シンポジウム（橿原文化会館大ホール）

「石室解体レポート」「パネルディスカッション」

20. 1. 27 平城宮跡歴史文化講座（第4回）「木簡からみた文字文化」（平城宮跡資料館講堂）

20. 1. 29 消防訓練及び救命講習

20. 2. 3 無料観覧日（飛鳥資料館）

20. 2. 4 埋蔵文化財担当者研修「竪穴建物遺構調査課程」（～2月8日）

20. 2. 9 巡回展示「絵でみる考古学－早川和子原画展」（飛鳥資料館）

(会期2月9日～3月2日)

20. 2. 21 埋蔵文化財担当者研修「地質環境調査課程」（～2月28日）

20. 2. 23 ギャラリートーク（飛鳥資料館）

20. 3. 18 速報展「藤原宮大極殿院南門出土地鎮具」（藤原宮跡資料室）

(会期3月18日～4月18日)

20. 3. 29 現地説明会「飛鳥藤原第151次（甘樫丘東麓遺跡）発掘調査」

20. 3. 30 現地説明会「平城第429次（東方官衙地区）発掘調査」
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Ⅵ　運営委員・評議員・外部評価委員名簿及び組織図、役職員名簿

独立行政法人国立文化財機構運営委員会委員名簿

 （平成20年3月31日現在、敬称略）

氏　　　名 現　　　　　職 備　　考

福　原　義　春 株式会社資生堂名誉会長 委員長

大　沼　　　淳 学校法人文化学園理事長 副委員長

阿　部　充　夫 財団法人放送大学教育振興会会長

石　澤　良　昭 上智大学長

上　野　尚　一 朝日新聞社社主

小　倉　和　夫 独立行政法人国際交流基金理事長

佐　藤　宗　諄 長浜バイオ大学教授

白　石　太一郎 奈良大学教授

田　中　浩　二 九州旅客鉄道株式会社取締役会長

千　野　忠　男 株式会社野村総合研究所顧問

辻　　　惟　雄 東京大学名誉教授

辻　村　泰　善 財団法人元興寺文化財研究所理事長

辻　村　哲　夫 独立行政法人国立美術館理事長

中　島　史　子 フリーライター

羽毛田　信　吾 宮内庁長官

林  田　ス  マ 大野城市まどかぴあ男女平等推進センター所長

福　田　正　己 アラスカ大学教授

マリ・クリスティ－ヌ 異文化コミュニケーター

冷　泉　為　人 財団法人冷泉家時雨亭文庫理事長
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Ⅵ　運営委員・評議員・外部評価委員名簿及び組織図、役職員名簿

・各館の評議員会評議員名簿

東京国立博物館評議員会評議員名簿

	 （平成20年3月31日現在、敬称略）

氏　　　名 現　　　　　職 備　　考

大　沼　　　淳 学校法人文化学園理事長 会長

辻　　　惟　雄 東京大学名誉教授 副会長

青　柳　正　規 独立行政法人国立美術館国立西洋美術館長

阿　部　充　夫 財団法人放送大学教育振興会会長

浦　井　正　明 台東区文化財保護審議会委員

大　橋　久　芳 台東区立忍岡中学校長

齋　藤　順　治 東日本旅客鉄道株式会社上野駅長

境　田　和　男 台東区立根岸小学校長

城　　　善　範 東京都立上野高等学校長

千　野　忠　男 株式会社野村総合研究所顧問

二　木　忠　男 上野観光連盟会長

福　原　義　春 株式会社資生堂名誉会長

牧　　　美也子 漫画家

マリ・クリスティ－ヌ 異文化コミュニケーター

宮　田　亮　平 東京芸術大学長

吉　住　　　弘 台東区長

林　原　行　雄 日興コーディアルグループ取締役
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京都国立博物館評議員会評議員名簿

 （平成20年3月31日現在、敬称略）

氏　　　　　名 現　　　　　　　　　　職 備　　　考

興　膳　　　宏 京都大学名誉教授 会長

嶋　崎　　　丞 石川県立美術館長 副会長

荒　巻　禎　一 京都文化博物館長

池　坊　由　紀 華道家元池坊次期家元

岩　城　見　一 京都国立近代美術館長

上　野　尚　一 朝日新聞社社主

肥　塚　　　隆 大阪人間科学大学及び大阪薫英女子短期大学学長

佐　藤　茂　雄 京阪電気鉄道株式会社最高経営責任者

竹　下　景　子 女優

仲　田　順　和 総本山醍醐寺執行長

藤　井　讓　治 京都大学大学院文学研究科教授

星　川　茂　一 京都市副市長

矢　嶋　英　敏 株式会社島津製作所代表取締役会長

湯　山　賢　一 奈良国立博物館長

冷　泉　為　人 財団法人冷泉家時雨亭文庫理事長
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Ⅵ　運営委員・評議員・外部評価委員名簿及び組織図、役職員名簿

奈良国立博物館評議員会評議員名簿

 （平成20年3月31日現在、敬称略）

氏　　　名 現　　　　　職 備　　考

木　村　重　信 大阪大学名誉教授 会長

金　関　　　恕 天理大学名誉教授 副会長

大　野　玄　妙 聖徳宗管長・法隆寺住職

北　　　啓　太 宮内庁正倉院事務所長

佐々木　丞　平 京都国立博物館長

田　辺　征　夫 奈良文化財研究所長

辻　井　昭　雄 近畿日本鉄道株式会社取締役会長

辻　村　泰　善 財団法人元興寺文化財研究所理事長

中　島　史　子 フリーライター

西　口　廣　宗 株式会社南都銀行取締役頭取

丹　羽　雅　子 奈良女子大学名誉教授

葉　室　賴　昭 春日大社宮司

水　野　正　好 大阪府文化財センター理事長

森　本　公　誠 東大寺長老

山　崎　しげ子 随筆家

矢和多　忠　一 奈良県教育委員会教育長
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九州国立博物館評議員会評議員名簿

 （平成20年3月31日現在、敬称略）

氏　　　名 現　　　　　職 備　　考

田　中　浩　二 九州旅客鉄道株式会社取締役会長 会長

高　倉　洋　彰 西南学院大学教授 副会長

阿　川　佐和子 エッセイスト

石　田　研　一 ＮＨＫ福岡放送局長

井　上　保　廣 太宰府市長

衛　藤　卓　也 福岡大学長

海老井　悦　子 福岡県副知事

王　　　貞　治 福岡ソフトバンクホークス監督

酒井田柿右衛門 陶芸作家

坂　下　政　子 国際ソロプチミストアメリカ日本南リジョンガバナー

高　良　倉　吉 琉球大学法文学部教授

多　田　昭　重 株式会社西日本新聞社代表取締役社長

西高辻　信　良 太宰府天満宮宮司

林　田　ス　マ 大野城市まどかぴあ男女平等推進センター所長
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Ⅵ　運営委員・評議員・外部評価委員名簿及び組織図、役職員名簿

独立行政法人国立文化財機構外部評価委員会委員名簿
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附属資料：事業実績統計表

１．歴史・伝統文化の保存と継承の中心的拠点としての収蔵品の整備と、次代へ

の継承

　⑴　収蔵品
　　①　平成19年度新収品一覧表� 平成20年３月31日現在

国立博物館 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

購入 寄贈 編入 購入 寄贈 編入 購入 寄贈 編入 購入 寄贈 編入 購入 寄贈 編入

合 計 972 850 66 4 52

計 93 68 811 13 26 811� 36 30 0 2 2 0 42 10 0

絵 画 21 16 0 6 1 0 7 15 0 1 0 0 7 0 0

書 跡 5 2 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 2 0 0

彫 刻 2 8 0 0 6 0 0 0 0 0 1 0 2 1 0

建 築 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

金 工 3 11 0 0 0 0 1 10 0 0 0 0 2 1 0

刀 剣 1 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

陶 磁 14 1 0 1 0 0 3 1 0 0 0 0 10 0 0

漆 工 20 1 0 0 0 0 5 1 0 0 0 0 15 0 0

染 織 20 4 0 2 1 0 17 2 0 0 0 0 1 1 0

考 古 6 2 1 1 0 1 2 0 0 0 1 0 3 1 0

民 族 資 料 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

歴 史 資 料 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

和 書 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

東　
　
　
　

洋

絵 画 0 0 0 0 0 0

書 跡 0 0 0 0 0 0

彫 刻 0 0 0 0 0 0

金 工 0 1 0 0 1 0

陶 磁 0 12 0 0 12 0

漆 工 0 1 0 0 1 0

染 織 0 0 0 0 0 0

考 古 1 3 1 1 3 1

民 族 0 0 0 0 0 0

法隆寺献納宝物 0 0 0 0 0 0

黒田記念館収蔵品 0 0 809 0 0 809

＊東京国立博物館は、列品管理規程による「旧東洋課所掌分」あり。

＊16年度より15年度以降の「歴史資料」と分類していたものを「和書」と「歴史資料」に分け表示している。

＊平成19年４月１日付けで黒田記念館収蔵品が東京文化財研究所から東京国立博物館に移管となった。
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　　②　収蔵品一覧表	 平成20年３月31日現在

国立博物館 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

計 国宝 重文 計 国宝 重文 計 国宝 重文 計 国宝 重文 計 国宝 重文

合 計 120,952 129 919 112,439� 87 619 6,386 27 177 1,794 12 99 333 3 24

絵 画 13,283 34 191 11,081� 20 97 1,868 9 54 282 4 36 52 1 4

書 跡 3,131 34 163 1,690� 14 57 1,292 15 77 127 4 25 22 1 4

彫 刻 1,384 1 43 1,098� 0 20 131 0 1 140 1 16 15 0 6

建 築 77 0 2 21� 0 0 49 0 1 5 0 0 2 0 1

金 工 16,357 3 53 15,828� 1 17

��
360

��
2

��
23 157 0 11 12 0 2

刀 剣 3,413 20 56 3,392� 19 56 16 0 0 5 1 0

陶 磁 3,727 0 16 2,931� 0 11 694 0 2 81 0 0 21 0 3

漆 工 4,116 6 26 3,727� 4 18 176 0 2 65 2 4 148 0 2

染 織 4,593 2 24 3,612� 0 17 885 1 6 92 1 1 4 0 0

考 古 29,902 4 72 28,496� 4 55 651 0 10 728 0 6 27 0 1

民 族 資 料 1,298 0 0 1,189� 0 0 0 0 0 101 0 0 8 0 0

歴 史 資 料 2,951 0 3 2,657� 0 1 280 0 1 0 0 0 14 0 1

和 書 17,562 0 1 17,562� 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 3 0 0 0� 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0

東　
　
　
　

洋

絵 画 649 4 31 649� 4 31

　 　 　

書 跡 1,644 10 12 1,644� 10 12

彫 刻 797 0 20 797� 0 20

金 工 986 0 0 986� 0 0

陶 磁 3,001 0 10 3,001� 0 10

漆 工 524 0 4 524� 0 4

染 織 585 0 1 585� 0 1

考 古 5,806 0 3 5,806� 0 3

民 族 3,458 0 0 3,458� 0 0

法隆寺献納宝物 321 11 181 321� 11 181

黒田記念館収蔵品 809 0 2 809� 0 2

準歴史資料（含和書） 575 0 5 575� 0 5

＊東京国立博物館は、列品管理規程による「旧東洋課所掌分」あり。

＊列品に編入されていない資料については「準歴史資料（含和書）」の項目に記し、列品化整理中の資料

とを分けて表示。

＊東京国立博物館、京都国立博物館では、国宝・重要文化財の数は文化庁の指定件数に合わせることとし

た（このほか東京国立博物館には建造物の重要文化財が５件ある）。
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附属資料：事業実績統計表

（参考）

【奈良文化財研究所】

○保管及び所蔵文化財・資料概要（主なもの）� 平成20年３月31日現在

保管及び所蔵文化財・資料名 数
［文化遺産部］ 　
　国宝・重要文化財建造物保存図 約30,000枚
　国宝・重要文化財建造物摺拓本 約26,000枚
　国宝・重要文化財建造物写真乾板 約32,000枚
　北浦定政関係資料（重要文化財） 1,195点
　棚田嘉十郎関係資料 20点
　関野貞関係資料 54点
　菅原大三郎資料関係 7箱
［都城発掘調査部（平城地区）］ 　
　平城宮跡大膳職推定地出土木簡（重要文化財） 39点
　平城宮跡内裏北外郭官衙出土木簡（重要文化財） 1,785点
　興福寺旧境内土壙（一乗院宸殿跡下層）出土品（重要文化財） 一括
　平城宮・京出土土器・土製品 28,840箱
　平城宮・京出土木製品・金属製品・石製品 29,664点
　平城宮・京出土瓦類 482,216点
　平城宮・京出土木簡 171,000点
［都城発掘調査部（飛鳥・藤原地区）］ 　
　軒丸瓦・軒平瓦 33,715点
　丸瓦・平瓦　　土嚢袋 167,035袋
　丸瓦・平瓦　　整理箱 36,185箱
　土器　　　　　整理箱 15,140箱
　土製品 13,190点
　木器・木製品 32,400点
　木簡 35,092点
　建築部材 2,905点
　金属製品 19,559点
　石器・石製品 13,726点
　漏刻復原模型 1点
　山田寺金堂軒先復原模型 1点
　古代飛鳥の模型（台付き） 1点
　著墓の戦いの模型（台付き） 1点
　幢幡復原模型（台付き） 一式
　飛鳥大仏頭部複製（模刻） 1点
　藤ノ木古墳鞍復原模型 1点
　山田寺灯籠復原模型 1点
　七世紀の武人復原模型 一式
　富本銭枝銭復原模型 一式
　碁盤復原模型 1点
　鉄釜鋳造土坑復原模型 1点
［飛鳥資料館］ 　
　高松塚古墳出土品（海獣葡萄鏡　銀製太刀金具　棺金具　ガラス小

玉漆塗り木棺）
一式

　須弥山石 1点
　石人像 1点
　飛鳥寺塔跡出土舎利荘厳具 一式
　飛鳥寺出土瓦類 一式
　山田寺跡出土品（重要文化財） 一括
　和田廃寺鴟尾（飛鳥藤原宮跡発掘調査部所属） 1点
　川原寺出土水波紋土磚 2点
　岡出土車石 8点
　飛鳥各地出土瓦類 一式
　川原寺裏山出土三尊磚仏 2点
　飛鳥川原宮出土唐居敷 1点
　高松塚古墳壁画模写（前田青邨、平山郁夫等） 3面
　高松塚古墳人物復元衣装 一式
　石上神宮七枝刀レプリカ 1点
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　水落遺跡水時計復元模型 1点
　猿石模刻 1点
　亀石模刻 1点
　須弥山石復元模刻 1点
　石人像復元模刻 1点
　出水酒船石模刻 2点
　阿武山古墳出土　玉枕　冠帽　復元模型 3点
　川原寺伽藍1/50模型 1点
　山田寺金堂1/10模型 1点
　飛鳥藤原京1/1000模型 1点
　山田寺発掘遺構1/100模型 1点
　石舞台古墳1/20模型 1点
　飛鳥寺発掘遺構1/100模型 1点
　石のカラト古墳1/20模型 1点
　野中寺銅造弥勒菩薩半伽像レプリカ 1点
　銅造摩耶夫人及天人像レプリカ 4点
　威奈大村骨蔵器レプリカ 1点
　長谷寺法華説相図レプリカ 1点
［埋蔵文化財センター］ 　
　埼玉県真福寺貝塚資料 一式
　岡山県福田貝塚資料 一式
　埼玉県上福岡貝塚資料 一式
　神奈川県田戸遺跡資料 一式
　神奈川県子母口貝塚 一式
　神奈川県大口坂貝塚資料 一式
　能登縄文資料（15遺跡） 一式
　千葉県曽谷貝塚資料 一式
　長野県石小屋遺跡資料 一式
　山形県蛭沢洞窟資料 一式
　東京都小豆沢貝塚資料 一式
　茨城県広畑貝塚資料 一式
　中国・朝鮮瓦磚資料 一式
　岡山地方陶棺資料 一式
　下総国分寺・尼寺資料 一式
　関東地方加曽利B式資料 一式
　岩手県足沢遺跡資料 一式
　茨城県浮島貝塚資料 一式
　千葉県幸田貝塚資料 一式
　滋賀県安土遺跡資料 一式
　岡山県黒土遺跡資料 一式
　神奈川県保土ヶ谷貝塚資料 一式
　千葉県姥山貝塚資料 一式
　宮城県川下り・響き資料 一式
　　大木囲貝塚 　
　　東貝塚 　
　　室浜貝塚 　
　　福浦島貝塚 　
　　里浜貝塚 　
　東北縄文晩期末資料 一式
　東北各地発見縄文資料 一式
　北海道資料 一式
　発見地不詳縄文資料 一式
　発見地不詳須恵器資料 一式
　発見地不詳石器・石斧資料 一式
　愛知県西滋賀貝塚資料 一式
　愛知県吉胡貝塚資料 一式
　茨城県前浦遺跡資料 一式
　関東地方埴輪資料 一式
　静岡県登呂遺跡資料 一式
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附属資料：事業実績統計表

　⑵　寄託品

　　①　寄託品増減表	 平成20年３月31日現在

国立博物館 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

18年度 19年度 増減 18年度 19年度 増減 18年度 19年度 増減 18年度 19年度 増減 18年度 19年度 増減

合 計 12,415 12,045 △�370 2,773 2,743 △�30 6,179 6,154 △�25 1,957 2,057 100 1,506 1,091 △�415

絵 画 3,295 3,296 1 432 426 △�6 2,057 2,070 13 577 578 1 229 222 △�7

書 跡 1,927 1,980 53 490 481 △�9 961 959 △�2 312 415 103 164 125 △�39

彫 刻 814 761 △�53 142 140 △�2 250 250 0 368 365 △�3 54 6 △�48

建 築 4 4 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 0 0 0

金 工 933 927 △�6 167 167 0

��
497

��
493 △�4 249 249 0 20 18 △�2

刀 剣 260 259 △�1 226 224 △�2 0 34 34 0 0 1 1

陶 磁 1,306 1,363 57 143 139 △�4 852 813 △�39 11 11 0 300 400 100

漆 工 843 788 △�55 143 144 1 482 481 △�1 107 105 △�2 111 58 △�53

染 織 937 710 △�227 74 74 0 544 542 △�2 47 47 0 272 47 △�225

考 古 1,050 948 △�102 156 157 1 488 498 10 217 218 1 189 75 △�114

民 族 資 料 120 121 1 5 5 0 0 0 0 6 6 0 109 110 1

歴 史 資 料 130 102 △�28 0 0 0 44 44 0 29 29 0 57 29 △�28

和 書 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 1 0 △�1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 △�1

東　
　
　

洋

絵 画 144 140 △�4 144 140 △�4

　 　 　

書 跡 28 28 0 28 28 0

彫 刻 17 18 1 17 18 1

金 工 1 1 0 1 1 0

陶 磁 76 75 △�1 76 75 △�1

漆 工 26 26 0 26 26 0

染 織 8 8 0 8 8 0

考 古 495 490 △�5 495 490 △�5

民 族 0 0 0 0 0 0

＊東京国立博物館は、列品管理規程による「旧東洋課所掌分」あり。
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　　②　寄託品一覧表	 平成20年３月31日現在

国立博物館 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

計 国宝 重文 計 国宝 重文 計 国宝 重文 計 国宝 重文 計 国宝 重文

合 計 12,045 191 1,190 2,743 53 264 6,154 83 605 2,057 55 319 1,091 0 2

絵 画 3,296 54 398 426 12 72 2,070 28 224 578 14 102 222 0 0

書 跡 1,980 63 278 481 12 30 959 39 211 415 12 36 125 0 1

彫 刻 761 15 218 140 1 41 250 2 72 365 12 105 6 0 0

建 築 4 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0

金 工 927 13 89 167 5 17

��
493

��
1

��
41 249 7 31 18 0 0

刀 剣 259 10 70 224 8 57 　 　 　 34 2 13 1 0 0

陶 磁 1,363 0 4 139 0 2 813 0 1 11 0 0 400 0 1

漆 工 788 12 47 144 5 16 481 4 9 105 3 22 58 0 0

染 織 710 7 29 74 2 4 542 3 24 47 2 1 47 0 0

考 古 948 13 35 157 4 12 498 6 14 218 3 9 75 0 0

民 族 資 料 121 0 0 5 0 0 0 0 0 6 0 0 110 0 0

歴 史 資 料 102 0 9 0 0 0 44 0 9 29 0 0 29 0 0

和 書 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

東　
　
　
　

洋

絵 画 140 2 9 140 2 9

　 　 　

書 跡 28 1 1 28 1 1

彫 刻 18 0 0 18 0 0

金 工 1 0 1 1 0 1

陶 磁 75 1 0 75 1 0

漆 工 26 0 2 26 0 2

染 織 8 0 0 8 0 0

考 古 490 0 0 490 0 0

民 族 0 0 0 0 0 0

＊京都国立博物館・奈良国立博物館は、東洋の寄託品も「日本」に含む。

＊東京国立博物館では、国宝・重要文化財の数は文化庁の指定件数に合わせることとした。
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附属資料：事業実績統計表

　　③　登録美術品一覧表� 平成20年３月31日現在

国立博物館 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

計 国宝 重文 計 国宝 重文 計 国宝 重文 計 国宝 重文 計 国宝 重文

合 計 6 0 3 3 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0

絵 画 2 0 2 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

書 跡 2 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

彫 刻 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

染 織 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
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　⑶　修理

　　①　修理件数

東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

計 101(0/36) 15 10 22

絵 画 12 7 2 3

書 跡 7 5 2 1

彫 刻 1 1 1 1

建 築 0 0 0 1

金 工 1 0 1 0

刀 剣 3 0 0 8

陶 磁 1 1 0 0

漆 工 2 0 0 3

染 織 4 1 0 0

考 古 51(0/36) 0 4 2

歴 史 資 料 4 0 0 3

和 　 　 書 1 0 0 0

民 族 資 料 1 0 0 0

東　
　
　
　

洋

絵 画 0

書 跡 2

彫 刻 0

金 工 0

陶 磁 1

漆 工 1

染 織 2

考 古 6

民 族 0

法隆寺献納宝物 0

黒田記念館収蔵品 0

館史資料(収蔵品外) 1

※東京国立博物館 (　)内は九州国立博物館経費 /考古相互貸借経費
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附属資料：事業実績統計表

２．文化財を活用した歴史・伝統文化の国内外への発信

　⑴　展示の充実
　　①　入館者数	

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ｄ①

　　②　入館者数（過去５ヵ年）

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ｄ②

　　③　入場料収入

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ｄ③

　　④　平常展・特別展

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ｄ④
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⑵　歴史・伝統文化の理解促進

①　学習機会の提供（過去５ヵ年実績）

15年度 16年度 17年度
前中期目標期間
(13 ～17年度)�

の平均値
18年度 19年度

○情報及び資料の収集

����東京国立博物館

������公開件数（利用者数）

8,515件（写真原版）

4,374人

7,162件（写真原版）

4,288人

5,432件（写真原版）

3,769人

7,423件（写真原板）

4,135人

4,472件（写真原版）

2,920人

3,640件（写真原版）

3,134人

○ホームページのアクセス件数

　東京国立博物館 2,001,279件 2,209,800件 2,923,564件 1,928,966件 3,680,028件 5,504,468件

　京都国立博物館 680,652件 499,248件 572,936件 521,965件 757,812件 733,885件

　奈良国立博物館 721,878件 783,487件 986,133件 670,948件 1,249,608件 1,402,834件

　九州国立博物館 － － 5,017,378件 5,017,378件 7,118,540件 5,943,616件

○デジタル化件数

　東京国立博物館

　　画像 20,000枚 9,589枚※ 20,556枚 18,829枚 4,472枚 124,996枚

　　文字 3,847,179字 0字※ 　6,957,789字 4,276,549字 500,000字 553,000字

　京都国立博物館 8,498件 7,239件 5,568件 4,359件 6,169件 8,047件

　奈良国立博物館 9,638件 9,810件 3,755件 8,471件 3,830件 4,584件

　九州国立博物館 － － 1,890件 1,890件 1,986件 3,295件

○講演会等の回数

　東京国立博物館

　　①講演会 30回 30回 24回

7,339人 6,542人 4,770人

78.37% 79%

　　　(内訳)

��　　・月例講演会等 21回 12回 13回 14回 12回 12回

3,988人 2,157人 3,092人 2,602人 1,612人 1,304人

� アンケート結果 83％ 83％ 80％ 81％ 73％ 82％

�　�　・記念講演会 12回 15回 10回 12回 11回 ６回

4,379人 4,051人 3,136人 3,891人 3,519人 1,869人

� アンケート結果 78％ 82％ 86％ 80％ 81％ 81％

　　　・テーマ別講演会 － ４回 ４回 ４回 ４回 ４回

－ 731人 960人 846人 958人 908人

� アンケート結果 － 84％ 86％ 85％ 87％ 69％

　　　・特別講演会 － － － － ３回 ２回

－ － － － 453人 689人

� アンケート結果 － － － － 80％ －

　　②連続講座（17年度までは夏期講座） ２日 ２日 ３日 ２日 ３日 ３日

　 211人 206人 354人 248人 325人 288人

� アンケート結果 73％ 92％ 84％ 82％ 83％ 77％

　　③公開講座 12回 10回 10回 12回 26回 16回

－ － － － 1,113人 2,369人

� アンケート結果 92％ 94％ 87％ 90％ 85％ 72％

　　④列品解説(ギャラリートーク等) 43回 41回 41回 43回 41回 101回

3,581人 3,088人 3,286人 3,328人 3,055人 3,934人

　　⑤教育的イベント － － － － ５回 56回

－ － － － 6,525人 1,501人

　京都国立博物館

　　①土曜講座　 46回 46回 44回 46回 47回 45回

4,975人 5,074人 4,975人 4,989人 4,827人 4,329人

� アンケート結果 85％ 86％ 87％ 84％ 84％ 81％

　　②夏期講座　 ３日 ３日 ３日 ３日 ３日 ３日

　 374人 185人 184人 192人 153人 160人

� アンケート結果 80％ 94％ 91％ 86％ 94％ 88％

　奈良国立博物館

　　①特別展等講座　 12回 20回 19回 16回 12回 15回

　 1,816人 2,867人 2,947人 2,263人 1,586人 1,943人

� アンケート結果 78％ － 82％ 85％ 86.3％ 87.0％

　　②夏期講座　 ３日 ３日 ３日 ３日 ３日 ３日

374人 331人 434人 328人 486人 358人

� アンケート結果 80％ － 82.5％ 81％ 93％ 84％

　　③ギャラリートーク 15回 16回 16回 16回 12回 12回

695人 893人 692人 951人 671人 648人

　九州国立博物館

　　①開館記念講演及びシンポジウム － － ４回 ４回 ６回 １回

－ － 1,350人 1,350人 1,280人 316人

� アンケート結果 － － －％ －％ －％ －％
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15年度 16年度 17年度
前中期目標期間
(13 ～17年度)�

の平均値
18年度 19年度

　　②特別展記念講演会 － － ２回 ２回 12回 ７回

－ － 550人 550人 2,153人 1,892人

� アンケート結果 － － －％ －％ －％ －％

　　③特別展連続講座 － － ４回 ４回 ０回 ０回

－ － 595人 595人 －人 －人

� アンケート結果 － － 第４回�81.3％ 81.3％ －％ －％

　　④ミュージアム講座 － － ３回 ３回 11回 11回

　　（教育講座アジアージュ） － － 349人 349人 1,255人 640人

� アンケート結果 － － 第３回�86.9％ 86.9％ －％ －％

　　⑤ミュージアムトーク － － 66回 66回 47回 42回

－ － 2,411人 2,411人 1,806人 1,320人

○友の会会員を中心とした講演会

　東京国立博物館 ２回 ３回 ６回 ３回 １回 １回

　奈良国立博物館 １回 １回 １回 １回 １回 １回

○大学生等の受入件数

　奈良国立博物館

　　①放送大学の面接授業 ６回 ６回 ４回 ４回 ２回 ２回

各150名 各150名 各170名 154人 160人 150人

　　②奈良女子大学との連携講座 大学院生３人 大学院生７人 大学院生１人 大学院生３人 大学院生２人 216人

　　③神戸大学との連携講座 － － 大学院生６人 大学院生６人 大学院生２人 10人

　九州国立博物館

　　①放送大学の面接授業 ２回 ２回

－ － － － 50人 34人

○公私立博物館・美術館等への

援助・助言回数

　　東京国立博物館 47件 51件 45件 40件 56件 124件

　　京都国立博物館 ５件 ９件 32件 12件 28件 81件

　　奈良国立博物館 ２件 ２件 ３件 ５件 ７件 ５件

　　九州国立博物館 － 16件 46件 12件 57件 38件

※平成16年度東京国立博物館実績の文字データについてはデジタル化する形式を見直し、既存のSGMLデータすべてについて、現行通用するXMLデー

タに変換する作業を行ったため、文字のデジタル化は行わなかった。



―�12�―

②　児童生徒を対象とした教育普及事業

【東京国立博物館】

１）みどりのライオンプロジェクト

｢博物館のおもちゃ箱｣

開催期間 ４月17日～

開催場所 表慶館「出会いの間」「体験の間」「対話の間」「創作の間」「探求の間」

入場者数 130,490人

担当研究員数 ７人

事業内容 みんなで楽しむ教育普及スペース・表慶館「みどりのライオン」を開設。パネル展示

により館全体のガイダンス機能をもたせるとともに、各種レクチャーや体験型プログ

ラム、製作工程模型展示などを児童生徒から一般まで幅広い層に向けて展開。博物館

へのアプローチから作品の鑑賞を深めるためのプログラムまで、伝統文化の理解促進

に寄与するさまざまな教育普及活動を実施した。

２)「親と子のギャラリー」

｢博物館のおもちゃ箱｣

開催期間 ７月３日～９月24日（75日間）

開催場所 本館14室

入場者数 90,350人（本館入館者数）

担当研究員数 ３人

事業内容 夏休み恒例の「親と子のギャラリー」として、収蔵品の中から「おもちゃ」や「ゲーム」

など遊びに関連する作品を展示し、遊びながら博物館構内を回れる「オリジナル東博

すごろく」（裏面は絵双六甲冑着用備双六の複製）を配布し、平常展示に親しみをもっ

て接することのできる鑑賞方法を提案した。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

及
び
関
連
事
業

ハンズ・オン体験コーナー「昔のゲームを楽しもう！」（申込不要）

期　　間 ７月３日～９月24日

開催場所 表慶館みどりのライオン「体験の間」

参加者数 8,363人

担当研究員数 ３人

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

及
び
関
連
事
業

ハンズ・オン体験コーナー「東博かるたコンクール」（申込不要）

期　　間 ７月３日～９月24日

開催場所 表慶館みどりのライオン「体験の間」

参加者数 8,363人

担当研究員数 ３人

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

及
び
関
連
事
業

イブニング・ワークショップ「オリジナル貝合せを作ってみよう」（申込不要）

期　　間 ８月10日、８月17日

開催場所 表慶館みどりのライオン「体験の間」

参加者数 320人

担当研究員数 ３人

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

及
び
関
連
事
業

ワークショップ「動くおもちゃ自在エビを作ってみよう」（事前申込制）

期　　間 ８月11日、８月12日

開催場所 表慶館みどりのライオン「創作の間」

参加者数 46人（18組）�

担当研究員数 ３人
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「版でつくる」

開催期間 11月27日～12月24日（20日間）

開催場所 本館特別２室

入場者数 38,830人（本館入館者数）

担当研究員数 ３人

事業内容 平安時代の印仏や南北朝時代の木版刷りの曼荼羅、古筆や料紙装飾、江戸時代の浮世

絵など、版で表現された作品を集め、その多様な展開を概観できるようにした。展示

にあわせたハンズオン体験コーナーを設け、版でつくる楽しさを体験し、版画につい

ての理解を深めるワークショップやアクティビティも実施した。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

及
び
関
連
事
業

ハンズ・オン体験コーナー「版で遊ぶ」（申込不要）

期　　間 11月27日～12月24日（20日間）

開催場所 表慶館みどりのライオン「体験の間」

参加者数 3,678人

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

及
び
関
連
事
業

浮世絵版画制作実演「北斎の富士ができるまで」

期　　間 12月１日、12月２日

開催場所 表慶館みどりのライオン「対話の間」

参加者数 130人

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

及
び
関
連
事
業

ファミリーワークショップ「北斎の富士ができるまで」（申込制）

期　　間 12月１日、12月２日

開催場所 表慶館みどりのライオン「創作の間」

参加者数 51人（16組）

３）体験型プログラムの実施

　①　平常展示関連体験型プログラム

ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム

特集陳列「屏風」（本館７室・８室）関連「屏風ってなに？」

期　　間 ４月24日～６月３日

開催場所 表慶館みどりのライオン「体験の間」

参加者数 5,156人

ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験
型

プ
ロ
グ
ラ
ム

平常陳列「弥生時代の金属器」（平成館考古展示室）・「日本美術のあけぼの―縄文・弥生・古墳」

（本館１室）関連「銅鐸を鳴らしてみよう」

期　　間 ４月17日～７月１日

開催場所 表慶館みどりのライオン「体験の間」

参加者数 17,666人

ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム

特集陳列「拓本の世界」（東洋館８室）関連「コピーの元祖『拓本』体験」

期　　間 ４月17日～７月１日

開催場所 表慶館みどりのライオン「体験の間」

参加者数 8,863人
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ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験
型

プ
ロ
グ
ラ
ム

特集陳列「漢時代の明器―ミニチュア模型にみる2000年前の暮らし」（東洋館５室）関連「ミ

ニミニ模型」

期　　間 ９月４日～12月２日

開催場所 表慶館みどりのライオン「体験の間」

参加者数 12,527人

ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム

「魔鏡の不思議」

期　　間 10月２日～20年６月１日

開催場所 表慶館みどりのライオン「体験の間」

参加者数 20,914人

ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム

平常陳列「暮らしの調度」（本館８室）関連「わたしの鏡」

期　　間 20年１月16日～４月20日

開催場所 表慶館みどりのライオン「体験の間」

参加者数 7,788人

　②　制作工程模型展示

ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム

「仏頭はどうやってつくられたのか？」

期　　間 ４月17日～９月30日

開催場所 表慶館みどりのライオン「体験の間」

参加者数 17,666人

ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム

「盧舎那仏のひみつ」

期　　間 10月２日～20年２月24日

開催場所 表慶館みどりのライオン「体験の間」

参加者数 14,544人

ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム

「押出仏ができるまで」

期　　間 20年２月26日～６月１日

開催場所 表慶館みどりのライオン「体験の間」

参加者数 2,991人

　③　ワークショップ

ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム

特集陳列「拓本の世界」（東洋館８室）関連「親子で拓本に挑戦！」

期　　間 ５月19日、６月10日

開催場所 表慶館みどりのライオン「創作の間」

参加者数 28人（12組）

ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験
型

プ
ロ
グ
ラ
ム

日本美術の流れ「暮らしの調度」（本館８室）関連「イブニングワークショップ・オリジナル貝

合せをつくってみよう」

期　　間 10月19日、10月26日

開催場所 表慶館みどりのライオン「創作の間」

参加者数 36人
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ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験
型

プ
ロ
グ
ラ
ム

日本美術の流れ「暮らしの調度」（本館８室）関連「ファミリーワークショップ・貝合せをつくっ

て貝合せに挑戦！」

期　　間 10月27日、10月28日

開催場所 表慶館みどりのライオン「創作の間」

参加者数 32人（13組）

　④　特別展関連体験型プログラム

ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験
型

プ
ロ
グ
ラ
ム

特別展「宮廷のみやび―近衞家1000年の名宝」関連「ファミリーワークショップ・唐紙を摺って

散らし書きに挑戦！オリジナルカレンダーを作ってみよう」

期　　間 20年１月５日、１月20日

開催場所 表慶館みどりのライオン「創作の間」

参加者数 40人（13組）

ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験
型

プ
ロ
グ
ラ
ム

特別展「宮廷のみやび―近衞家1000年の名宝」関連「一般向けワークショップ・古筆の魅力を体験！

唐紙摺りと散らし書き」

期　　間 20年１月５日、１月20日

開催場所 表慶館みどりのライオン「創作の間」

参加者数 39人

ハ
ン
ズ
オ
ン
体
験
型

プ
ロ
グ
ラ
ム

特別展「宮廷のみやび―近衞家1000年の名宝」関連「小学校キャラバン・唐紙を摺って散らし書

きに挑戦！オリジナルカレンダーを作ってみよう」

期　　間 20年１月24日

開催場所 豊島区立豊成小学校

参加者数 36人

３）東博スクールプログラム

期　　間 年間

開催場所 全館対象

参加者数 小学校14校、712人／中学校77校、2,636人／高校31校、1,377人／

中高一貫３校115人　計4,840人

担当研究員数 ２人

事業内容 総合的な学習などで児童生徒学生を受け入れる。伝統文化理解のための鑑賞教育や就

業体験を実施した。プログラム内容を説明した教員向けのパンフレットも近隣県の学

校へ配布した。

４)高等学校との連携教育実施

期　　間 ６月23日、７月14日、９月15日

開催場所 全館対象

参加者数 ９人

担当研究員数 ２人

事業内容 学校ではなく実際に博物館を訪れ体験する単位制のプログラム。鑑賞、取り扱い体験、

ボランティア活動体験、保存修復をテーマとした展示鑑賞、博物館の裏側探険、まとめ。
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【京都国立博物館】

１）少年少女博物館くらぶ

事業名：雛まつり再発見！

実施日 20年３月２日

対象 小学生から中学生

参加者数 46人（うち子ども20人）

２）博物館Dictionaryの発行　　12回

　　・発行部数　60,000部（１月5,000部）

　　・配�布�先　京都市内小中学校、館内観覧者等

【奈良国立博物館】

１）小中学生を対象に特別展の入場料金無料

　　・特別展「神仏習合－かみとほとけが織りなす信仰と美」、特別展「美麗　院政期の絵画」

２）修学旅行生等を対象とした文化財の案内・説明資料等の作成と解説

　　・期間、場所　　開館中随時、展示会場・講堂

　　・団体申込数　　67件

　　・担当研究員数　３人

　　・事業内容　　　解説ボランティアによる展示作品の解説及び課題学習等への対応

３）子ども向け音声ガイドの制作

　　・特別展「第59回正倉院展」で制作、761台の利用があった

【九州国立博物館】

１）博物館における体験型事業の充実

　①�体験型展示室「あじっぱ」で活用する様々な教育キットの開発

体験型キットの開発・展開

内容 「あじっぱ」の展示に関する理解を促進するための体験型キットの開発。

①ＢＯＸキット「太宰府はどんなところ？～パズルであそぼう～」「日本の着物」

②あじ庵「ポジャギぬりえ・はりえ」「バンコクの街をつくろう」　

対象 子どもおよび親子連れを中心とした来館者全般

人数 定員なし

実施 開館時は常時開放

　②　幅広い層に向け体験活動の促進を図るため、教育活動の場を提供

　　○福岡教育大学との連携によるワークショップ「つくってみよう☆わたしの掛け軸」実施。

　　　（８月４日・５日）

　　○劇団道化との連携によるワークショップ（６月17日）
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附属資料：事業実績統計表

　③　博物館の諸活動を体験できるプログラムの開発

なりきり学芸員体験

内容 「あじっぱ」において、学芸員の仕事の一部を40 ～50分で体験するワークショップ。収蔵棚から

文化財に見立てた資料を選び、実際に手にとって観察し、調査カードを作成し、展示ケースに展

示する。

対象 小学校中学年以上

人数 １回につき最大８名

実施 ボランティアによる司会進行が可能になり、ほぼ毎週末実施することができた。

　④　アジア諸国の文化を理解する様々な体験学習プログラムの開発

体験型展示室「あじっぱ」の運営

内容 日本と古くから交流のあるアジア・ヨーロッパ７ヵ国の文物を屋台風に展示、資料を実際に使用

する・制作する等の体験をとおして素材やデザイン、用途などにおける国相互の類似性や相違性

を体感する。

対象 子どもおよび親子連れを中心とした来館者全般

人数 最大収容可能人数約80人

実施 開館時は常時開放

「アートワゴン」の展開

内容 展示資料に関連のある内容のペーパークラフト材料を可動式ワゴンに搭載してエントランス

ホールに出向き、来館者に制作の機会と場を提供する。

対象 子どもおよび親子連れを中心とした来館者全般

人数 １回につき約20名

実施 絵本カーニバルの１プログラムとして、夏休みに「ハーリー船をつくろう」を２日間実施

２）家族向けに平常展を利用したＰＤＡ（携帯情報端末）によるプログラムの開発

文化交流展示室におけるＰＤＡ機器の開発

ＰＤＡ機器導入の目的・方針 ・最新のメディア機器を用いて、より豊かな博物館体験を提供する。

・ＰＤＡの映像を通して研究員による解説と作品の背景がわかる動画を

楽しめる。

・操作性が簡易であること、展示替えに応じてコンテンツを館内で更新

できる機種を採用する予定。

制作および運営方法調査 林原自然科学博物館、国立科学博物館、東京都現代美術館を視察

導入機種の検討 現在２機種を候補としている。コンテンツに関するヒヤリングを進める。

３）学校教育との連携事業の実施

　①　ジュニア学芸員（高校生）による教育プログラムの開発

ジュニア学芸員活動

内容 博物館に関心のある高校生が、学芸員による講話や演習を体験することで、博物館の活動を理解

するとともに、自らの進路や職業を考える機会を提供する。

人数 ７校21名

実施 11月～20年２月の日曜日を中心に全８回
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　　○筑紫中央高校太宰府臨場研修（11月７日）

　　○筑紫高校１年生総合学習（11月22日）

　　○筑陽学園中学・高校自主選択特別講座（７月４日）

※中学生の職場体験学習（片江中学校、学業院中学校、太宰府西中学校、大野中学校、二日市中学校、

筑紫野中学校、大利中学校）

　②　教員との交流の場を設け、活動の情報を発信できるようにする

　　○「日本のやきもの」教員対象内覧会の実施（７月９日）

　　○福岡県内の高等学校の教員を対象とした、特別展「東大史料編纂所展（仮称）」に出品予定の資料

の一部を学芸員が解説（20年３月16日）

　　○博物館利用の促進を図るため、教員研修の場の設置

　　　・福岡県立高等学校普通教科担当教員長期社会体験派遣研修（７月１日～９月30日）

　　　・福岡県教育センター専門研修（６月19日）

　　　・福岡県高等学校歴史研究会研修（６月29日）

　　　・福岡県高等学校日本史研究会研修（10月５日）

　　　・熊本県私学教育研修会地歴・公民部会（８月10日）

　　　・福岡県高等学校芸術・文化連盟学校担当者研修会（10月24日）

　　　・福岡県高等学校10年経験者社会貢献活動体験研修（３校７名）

　③　学校貸出キット「きゅうぱっく」の完成・運用

　　○太宰府市小・中学校教員対象説明会（12月25日）

　　○福岡フレンド少年少女合唱団による館内での体験学習（20年１月19日）
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附属資料：事業実績統計表

③　大学等との連携

１)インターンシップ

【東京国立博物館】

受入期間 ８月１日～20年３月31日

開催場所 全館

参加者数� 20人（12大学）

担当研究員数 10人

事業内容 特別展室・平常展室・教育普及室・教育講座室・デザイン室・情報課・広報室・保存

修復課・上席研究員を対象に12大学からインターンの受け入れを行った。

【京都国立博物館】

受入期間 ８月20日～９月14日

開催場所 文化財保存修理所

参加者数 １人（１大学）

担当者数 １人

【奈良国立博物館】

受入期間 ６月11日～20年３月31日（期間中、週１回）

受入部門 学芸課

参加者数 １人

担当研究員数 13人

受入期間 20年３月10日～３月27日（期間中　５日間）

受入部門 総務課

参加者数 １人

担当職員数 11人

【九州国立博物館】

受入期間 20年３月４日～３月９日の６日間

受入部門 あじっぱ　ほか

参加者数 ３人（３大学）

担当研究員数 ２人

　○博物館実習（８月６日～17日、８月20日～31日、各10日　計24名）

２）放送大学の面接授業の実施

【奈良国立博物館】

実施期間 20年２月９日･10日（２日）

開催場所 講堂
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参加者数 150人

【九州国立博物館】

実施期間 12月８日・９日

開催場所 研修室

参加者数 34人

３）大学生及び教育関連機関等の見学対応

【東京国立博物館】

期　　間 年間

開催場所 全館対象

参加者数 22件（大学15件、461人／教育関連機関等７件、251人　計712人）

担当研究員数 ３人

事業内容 博物館リテラシーも含めた東京国立博物館の紹介スライドショーや古美術品の展示解

説など

４）東京芸術大学学生ボランティア

【東京国立博物館】

期　　間 ギャラリートーク班

前期：９月５日～10月21日(30回)　後期：20年１月13日～20年３月９日（24回）

制作工程模型作成班ギャラリートーク

20年３月６･８･11･13･15日（５回）

開催場所 当館展示室内ほか　

参加者数 ギャラリートーク班

ボランティア６人、聴講者　前期：658人�後期：636人

制作工程模型作成班ギャラリートーク

ボランティア３人　聴講者109人

担当研究員数 ３人

事業内容 東京芸術大学大学院生ギャラリートーク班により入館者に対するギャラリートークを

実施。また工程模型作成班により、法隆寺献納宝物押出仏「阿弥陀如来及び僧形像」

の６工程の制作工程模型の制作、それに係るギャラリートークを実施。

５）教員鑑賞会の実施

【東京国立博物館】

期　　間 ①５月12日（みどりのライオン）、②10月12日（大徳川展）、③20年３月28日（薬師寺展）

開催場所 ①表慶館１階「みどりのライオン」及び平常展

②平成館２階特別展会場及び平成館１階ガイダンスルーム

③平成館２階特別展会場及び平成館１階ガイダンスルーム

参加者数 ①60人、②348人、③412人

担当研究員数 ３人
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附属資料：事業実績統計表

事業内容 学校との連携を考慮した教員を対象のプログラム。特別展の観覧、解説を実施し、指

導要領と関連した授業案を配布した。

【九州国立博物館】

期　　間 ①７月９日、②20年３月16日

開催場所 ①ミュージアムホール及び特別展会場

②研修室

参加者数 ①43人、②21人

担当研究員数 ３人

事業内容 学校との連携を考慮した教員を対象のプログラム。特別展の観覧、解説を実施した。

平成20年度の「島津の国宝と篤姫の時代」に向けて社会科教員向けの事前展覧会解説

も実施。

６）全国高等学校美術・工芸教育研究会との連携事業の実施（共催：東京藝術大学）

【東京国立博物館】

期　　間 ７月25日～27日

開催場所 本館展示室、会議室／東京藝術大学

参加者数 38人

担当研究員数 ３人

事業内容 全国の高等学校で美術、工芸の授業を担当している教員を対象。研修を通じて伝統美

術や工芸に対する理解を深めてもらう。第４回目として「日本の絵画」をテーマに博

物館では歴史と鑑賞を、大学では彩色などの実技を実施した。

７）大学等との連携講座

【京都国立博物館】

京都大学大学院人間・環境学研究科の歴史文化社会論講座の実施

実 施 日 通年

開催場所 当館

受入人数 ５人

担当研究員数 ６人

【奈良国立博物館】

大�学�名 奈良女子大学

実施期間 通年

開催場所 奈良女子大学、奈良国立博物館

参加者数 216人

担当研究員数 ２人

大�学�名 神戸大学(大学院文化学研究科)

実施期間 通年
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開催場所 神戸大学、奈良国立博物館

参加者数 10人

担当研究員数 ２人

【九州国立博物館】

実施期間 ４月13日、４月20日、４月27日、５月11日、５月18日、６月１日、６月８日、６月15日、

７月６日、７月20日、８月10日、８月17日、８月31日、９月14日、９月28日、10月12日、

10月19日、11月９日、11月30日、12月14日、12月21日、20年１月11日、20年１月25日、

20年２月８日、20年２月15日、20年３月28日

開催場所 九州国立博物館１階エントランスホール　オープンカフェ

参加者数 毎回３名程度

内����容 カフェコンサート。福岡女子短期大学の学生によるピアノ演奏

８）京都橘大学との教育提携・学術交流

【京都国立博物館】

実施期間 通年

開催場所 京都国立博物館

参加者数 18人

担当研究員数 １人

９）福岡教育大学との連携による教育普及キットの開発・ワークショップの開催

【九州国立博物館】

実�施�日 ８月４日（土）、５日（日）

開催場所 九州国立博物館・研修室

参加者数 ４日：24名　５日：46名　合計70名

内　　容 福岡教育大学の美術教育講座の講師と学生の指導で、「つくってみよう☆わたしの掛

け軸」を実施。小・中学生を対象に、九州国立博物館の収蔵品である「針聞書」に出

てくる虫たちを塗り絵にした、ミニ掛け軸を作成。その後、本物の掛け軸を鑑賞し実

際に手にとって巻き方などを体験した。

10）筑紫女学園大学の指導によるガムランワークショップの定期的な開催

【九州国立博物館】　

実�施�日 ６月９日（土）、７月７日（土）、10月27日（土）、11月10日（土）、12月８日（土）、

20年１月12日（土）、20年２月16日（土）

開催場所 九州国立博物館・ミュージアムホールもしくはエントランスホール

参加者数 毎回約20名程度

内　　容 筑紫女学園大学のガムラン部の准教授と学生の指導で、ジャワの伝統的な楽器である

ガムランの演奏を体験するワークショップ。事前申込の一般市民ほか当日の参加も可

能。７月７日（月）には、当館のボランティア・職員対象のワークショップも実施。
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附属資料：事業実績統計表

11）教育センター専門講座

【九州国立博物館】

実�施�日 ６月19日（火）

開催場所 研修室・文化交流展示室・体験型展示室「あじっぱ」

参加者数 小学校教員20名・中学校教員15名　

内　　容 福岡県教育センターとの共同で、小・中学校の教員を対象に「キャリアアップ講座」

を実施。教育普及部のボランティアの協力の下、体験型展示室「あじっぱ」の資料を

とおして九州国立博物館の特色を理解する。その後、文化交流展示室・「あじっぱ」

を見学し、「博物館をつかった授業づくり」という社会科の学習指導案を作成。

12）キャンパスメンバーズ

東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

22校 21校（※） 20校（※） 21校

� ※うち京都・奈良共通加入16�校

【東京国立博物館】

　①　加入校数（22校）

学　　校　　名 学　生　数 備考（入会日）

1 桜美林大学 7,571�人 2006/4/1

2 武蔵野美術大学 7,600�人 2006/4/1

3 文化学園 10,426�人 2006/4/1

4 東京学芸大学 4,987�人 2006/4/1

5 東京芸術大学 3,300�人� 2006/4/1

6 東京大学 27,954�人 2006/4/1

7 お茶の水女子大学 3,460�人 2006/4/1

8 杉野学園 3,000�人 2006/4/1

9 武蔵野大学 9,567�人 2006/4/28

10 大正大学 4,822�人 2006/4/27

11 東海大学 29,259�人 2006/5/26

12 東京歯科大学 1,190�人 2006/6/27

13 青山学院大学 20,176�人 2006/7/21

14 ハリウッド美容専門学校 1,130�人 2006/7/20

15 成蹊大学 1,625�人 2006/12/1

16 多摩美術大学 5,349�人 2007/4/1

17 立教大学 17,822�人 2007/4/1

18 東京工業大学 12,038�人 2007/4/1

19 首都大学東京 9,402�人 2007/4/1

20 女子美術大学 4,302�人 2008/2/15

21 東京造形大学 1,970�人 2008/3/27

22 法政大学 46,865�人 2008/3/28
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　②　キャンパスメンバーズを対象とした事業

事業名：キャンパスメンバーズ博物館セミナー

期　　間 ９月７・18・21日（各日１回、計３回実施）

開催場所 平成館大講堂

参加者数 58人

担当研究員数 ６人

事業内容 キャンパスメンバーズ加入校の学生を対象に、博物館の歴史、保存修復、博物館情報、

教育普及事業等について当館の職員が実例を交えた解説を実施。

事業名：キャンパスメンバーズ教育連携事業

期　　間 ９月11 ～14・19 ～20日（６日間）

開催場所 全館

参加者数 ７人

担当研究員数 10人

事業内容 キャンパスメンバーズ加入校の学芸員志望学生を対象として、作品の取り扱いを含む

博物館実務全般について演習・実習の形式により体験的講座を実施。

【京都国立博物館】

　①　加入校数（21校）

学校名 学生数 入会日 入会内容 申請場所 備　　考

1 佛教大学 24,265人 ４月１日 奈良博との２館併用 京博 通信教育課程含む

2 奈良教育大学 1,453人 ４月１日 奈良博との２館併用 奈良博

3 奈良大学 4,491人 ５月２日 奈良博との２館併用 奈良博 通信教育部含む

4 帝塚山大学 6,585人 ５月８日 奈良博との２館併用 奈良博 高等学校含む

5 奈良女子大学 2,896人 ５月15日 奈良博との２館併用 奈良博

6 京都造形芸術大学 8,817人 ５月24日 京博のみ 京博 通信教育部含む

7 京都工芸繊維大学 4,537人 ６月１日 奈良博との２館併用 京博

8 同志社大学 842人 ６月１日 奈良博との２館併用 京博 文化情報学部及び同

研究科

9 大阪成蹊大学 829人 ６月１日 奈良博との２館併用 奈良博 芸術学部のみ

10 種智院大学 543人 ６月12日 奈良博との２館併用 京博

11 京都嵯峨芸術大学 1,196人 ６月12日 奈良博との２館併用 京博 短期大学含む

12 京都精華大学 4,176人 ７月１日 奈良博との２館併用 京博 正規生のみ

13 龍谷大学 19,306人 ７月１日 奈良博との２館併用 京博 正規生のみ

14 京都橘大学 2,561人 ７月１日 奈良博との２館併用 京博 正規生のみ

15 京都女子大学 7,616人 ７月１日 京博のみ 京博 高校含む

16 成安造形大学 1,285人 ７月20日 京博のみ 京博

17 京都大学 23,265人 ８月22日 奈良博との２館併用 京博 京都アメリカ大学コ

ンソーシアムより受

入の学生含む

18 近畿大学 2,276人 ８月24日 奈良博との２館併用 奈良博 文芸学部のみ

19 花園大学 2,552人 10月２日 京博のみ 京博
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20 奈良先端科学技術

大学院大学

1,068人 11月７日 奈良博との２館併用 奈良博 正規生及び研究生等

21 大谷大学 4,230人 11月８日 京博のみ 京博 短期大学含む

【奈良国立博物館】

　①　加入校数（20校）

学校名 学生数 備考

1 奈良産業大学

（奈良文化女子短期大学附属高等学校、奈良学園高等

学校）

2,486人 当館の１館利用

2 奈良佐保短期大学 440人 　　　　〃

3 大阪教育大学 4,946人 　　　　〃

4 大阪大谷大学 3,178人 　　　　〃

5 大阪成蹊大学芸術学部 801人 京都国立博物館との２館利用

6 京都嵯峨芸術大学 1,196人 　　　　　〃

7 奈良教育大学 1,455人 　　　　　〃

8 京都精華大学 4,176人 　　　　　〃

9 京都橘大学 2,561人 　　　　　〃

10 龍谷大学 19,306人 　　　　　〃

11 京都大学 23,265人 　　　　　〃

12 近畿大学文芸学部 2,276人 　　　　　〃

13 帝塚山大学（帝塚山高校を含む） 6,585人 　　　　　〃

14 佛教大学 22,698人 　　　　　〃

15 奈良大学 4,442人 　　　　　〃

16 京都工芸繊維大学 4,537人 　　　　　〃

17 同志社大学文化情報部 842人 　　　　　〃

18 奈良女子大学 2,896人 　　　　　〃

19 種智院大学 543人 　　　　　〃

20 奈良先端科学技術大学院大学 1,068人 　　　　　〃

【九州国立博物館】

　①　加入校数（21校）

学校名 学生数 備考

1 九州産業大学� 12,592人

2 久留米大学 7,756人

3 佐賀大学� 7,455人

4 西南学院大学� 7,965人

5 筑紫女学園大学� 2,770人

6 福岡大学� 20,704人

7 福岡教育大学 469人
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8 福岡国際大学� 550人

9 放送大学福岡学習センター 2,348人

10 九州造形短期大学 336人

11 筑紫女学園短期大学部 492人

12 福岡女子短期大学 639人

13 久留米大学医学部附属臨床検査専門学校 138人

14 福岡大学附属看護専門学校 137人

15 久留米大学附設高等学校 614人

16 佐賀大学文化教育学部附属養護学校高等部 22人

17 西南学院高等学校 1,366人

18 筑紫女学園高等学校 1,859人

19 筑紫台高等学校 1,512人

20 東福岡高等学校 2,303人

21 福岡大学附属大濠高等学校 1,938人
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④　講座・講演会等の開催実績

東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

回
数
・
人
数

200回・12,862人

(講演会24回・4,770人、

連続講座３日・288人、

公開講座16回・2,369

人、列品解説（ギャラ

リートーク等）101回・

3,934人、その他教育

的 イ ベ ン ト 等56回・

1,501人)

48回・4,489人

（土曜講座45回・4,329

人、 夏 期 講 座 ３ 日・

160人）

30回・2,949人

（公開講座15回・1,943

人、 夏 季 講 座 ３ 日・

358人、サンデートー

ク12回・648人）

61回・4,168人

(特別展記念講演会７

回・1,892人、教育講

座アジアージュ11回・

640人、ミュージアム

トーク42回・1,320人、

開館記念講演及びシン

ポジウム１回・316人)

【東京国立博物館】

１）講演会24回　参加者総数4,770人

　①　月例講演会　12回　参加者数1,304人

開催日
テーマ

講師等
参加者数

担当

研究員数

“良い”の

割合

４月７日 東京国立博物館と桜

講師：国立民族学博物館教授　佐々木利和氏

109人 ４人 65.85％

５月19日 世界の文化遺産：その保存と活用

講師：筑波大学大学院教授　斎藤英俊氏

58人 １人 83.72％

６月２日 拓本入門―中国碑帖の魅力―

講師：列品室長　富田淳

109人 ３人 91.07％

７月21日 敦煌出土裂と日本の古代染織

講師：上席研究員　澤田むつ代

105人 ３人 79.66％

８月11日 「《悲母観音》の生命誌」

講師：東京文化財研究所主任研究員　塩谷純氏

111人 ２人 69.84％

９月29日 美麗なる仏画―虚空蔵菩薩像―

講師：東北大学大学院教授　泉武夫氏

157人 ２人 82.43％

10月27日 日本原始・古代の鉄と国家

講師：保存修復室長　古谷毅

73人 ３人 74.54％

11月10日 黒田清輝の生涯と芸術

講師：東京文化財研究所近・現代視覚芸術研究室長

　　　田中淳氏

57人 ２人 90.63％

12月15日 神護寺の肖像画をめぐるいくつかの問題

講師：上智大学国際教養学部教授　米倉迪夫氏

185人 ２人 90.10％

20年

１月19日

韓国と日本の架け橋―韓国における日本美術の展示―

講師：韓国国立中央博物館学芸研究士　宣承慧氏

92人 ２人 78.26％

20年

２月９日

ときめきをもたらすもの

講師：東京芸術大学学長　宮田亮平氏

155人 ２人 92％

20年

３月１日

明治初期美術界への外来の風―フォンタネージ、ラ

グーザとその周辺―

講師：東京文化財研究所　

　　　文化財アーカイブズ研究室長　山梨絵美子氏

93人 ２人 90.47％
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　②　テーマ講演会「京都五山の文化」全４回　参加者数908人

開催日
テーマ

講師等
参加者数

担当

研究員数

“良い”の

割合

６月９日 五山派の彫刻

講師：出版企画室長　浅見龍介�

186人 ３人 71.73％

６月30日 京都五山の絵画

講師：特別展室長　救仁郷秀明

300人 ３人 50.43％

７月14日 室町幕府外交と京都五山

講師：北海道大学大学院准教授　橋本雄氏

182人 ２人 84.69％

７月28日 五山僧と学芸

講師：情報管理室長　田良島哲

240人 ３人 70.47％

　③　記念講演会　６回　参加者数1,869人

開催日
テーマ

講師等
参加者数

担当

研究員数

“良い”の

割合

４月21日 レオナルドで知るルネサンス―波乱の生涯と、激動

の時代の魅力

講師：恵泉女学園大学助教授　池上英洋氏

322人 ２人 93.78％

８月４日 京都五山の歴史と文化

講師：出版企画室長　浅見龍介

344人 ３人 63.27％

８月25日 禅の山河

講師：臨済宗相国寺派管長　有馬賴底氏

366人 ２人 79.56％

10月20日 江戸の遺伝子

講師：財団法人徳川記念財団理事長　徳川恒孝氏

337人 ２人 87.27％

20年

２月２日

近衛家・陽明文庫について

講師：陽明文庫理事・文庫長　名和修氏

370人 ２人 83.96％

20年

２月16日

文化財を運ぶ（座談会）

講師：日本通運美術品事業部技術顧問　海老名和明氏

　　　保存修復課長　神庭信幸

130人 ２人 77.77％

　④　特別講演会　２回　参加者数689人

開催日
テーマ

講師等
参加者数

担当

研究員数

20年

３月29日

薬師寺展のみどころ

大唐西域壁画と薬師寺の魅力

講師：日本画家　平山郁夫氏、

　　　薬師寺管主　安田暎胤氏

333人 ３人

20年

３月30日

慈のこころ　悲のこころ

講師：作家　五木寛之氏

356人 ２人

２）連続講座「近衞家と陽明文庫―公家文化一千年をひもとく―」　３日　参加者総数288人

開催日
テーマ

講師等
参加者数

担当

研究員数

“良い”の

割合
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20年

１月12日

近衞家熙について

講師：陽明文庫理事・文庫長　名和修氏

陽明文庫の近世絵画－公家の絵と武家の絵

講師：展示課平常展室研究員　松嶋雅人

288人 ３人 77.43％

20年

１月13日

戦国時代の近衞家　

講師：情報課長　高橋裕二

人形と雛道具と家熈表具

講師：展示課平常展室研究員　小山弓弦葉

４人

20年

１月14日

公家の教養と信仰　古筆・日記

講師：文化財部長　島谷弘幸

３人

３）公開講座　16回　参加者総数2,369人

　①　「博物館交流セミナー」　２回　参加者数98人

開催日
テーマ

講師等
参加者数

担当

研究員数

10月10日 リニューアルしたスイス・リートベルク美術館

講師：スイス・リートベルク美術館館長

　　　アルベルト・ルツ博士

37人 ３人

11月20日 展示デザインのボキャブラリー　アメリカで日本美

術を語る

講師：インディアナポリス美術館主任研究員

　　　ジョン・Ｔ・テラモト氏、

　　　デザイン室長　木下史青

61人 ５人

　②　イブニングレクチャー　５回　参加者数419人

開催日 題目・講師等 参加者数
担当

研究員数

“良い”の

割合

５月11日 拓本の世界

講師：三井記念美術館学芸員　樋口一貴氏、

　　　台東区立書道博物館研究員　鍋島稲子氏、

　　　列品室長　富田淳

80人 ３人 66.15％

８月31日 板碑の流通－考古学と岩石学で探る－

講師：松戸市教育委員会　倉田恵津子氏、

　　　東海大学非常勤講師　柴田　徹氏

89人 ２人 57.14％

11月２日 運慶研究最前線

講師：清泉女子大学教授　山本　勉氏、

　　　清泉女子大学大学院生　木村祥子氏

83人 ３人 78.57％

20年

３月21日

王羲之と蘭亭序

講師：台東区立書道博物館研究員　鍋島稲子氏、

　　　列品室長　富田淳

84人 ３人 74.5％

20年

３月28日

美術の中の桜たち

講師：あしかがフラワーパーク園長　塚本こなみ氏、

　　　上席研究員　松原茂

83人 ３人 82.69％
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　③　その他解説等　９回　参加者数1,852人

開催日 題目・講師等
実施

回数
参加者数

担当

研究員数

10月13日 唐と奈良時代の墓誌―死者の名札と生者からの弔辞―

講師：滋賀県立大学教授　菅谷文則氏

１回 27人 ２人

11月17日 留学生の日

東京国立博物館へようこそ

講師：教育講座室研究員　神辺知加

２回 60人 ２人

20年

３月25・26日

薬師寺展ガイダンス

講師：薬師寺副住職　山田法胤師

６回 1,765人 ２人

４）列品解説（ギャラリートーク等）　101回　参加者総数3,934人

　①　列品解説　42回

　　・参加者総数　2,531人

　　・担当研究員数　延べ42人

　　・事業内容　各展示室にて担当の研究員が作品に関する解説を行った。

　　　（原則として毎週火曜日の午後２時より約30分間）

　②　東京芸術大学学生ボランティアによるギャラリートーク　59回　参加者総数�1,403人

５）その他教育的イベント　56回　参加者総数1,501人

開催日 題目・講師等 実施回数 参加者数
担当

研究員数

４月15日 レオナルド・ダ・ヴィンチ誕生日記念コンサート

出演：Ｎ響メンバー

２回 222人 ２人

５月10日 上野の山でライオンめぐり

講師：ボランティア室長　鷲塚麻季

１回 17人 ２人

８月３･10･17日、

９月７日

座禅会

講師：相国寺

12回 390人 ２人

８月７･８･26日、

９月４･５･６日

お茶会

講師：宗徧流、表千家、武者小路千家、裏千家、

　　　薮内家、遠州流

36回 399人 ２人

10月６・12日 板碑三昧～トーク＆ツアー

講師：台東区文化財保護調査員　伊藤宏之氏、

　　　上席研究員　望月幹夫

２回 106人 ５人

20年

１月26日

天平楽府コンサート

出演：天平楽府

１回 261人 ２人

20年

２月20・21日

保存修復ツアー

講師：保存修復課長　神庭信幸、上席研究員　澤田

むつ代、環境保存室長　塚田全彦、環境保存

室研究員　和田浩、保存修復室長　古谷毅　

保存修復室主任研究員　土屋裕子

２回 106人 ８人
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【京都国立博物館】

①　土曜講座　45回　参加者総数4,329人

　　　　※特別展覧会関連講座　◆特集陳列関連講座

月日 テーマ 講師 聴講者数

４月７日 　天台の教説と鏡像 久保智康 62人

４月14日 　狩野探幽と狩野山雪 山下善也 102人

４月21日 　－修理完成報告を兼ねて－束熨斗文様振袖と野村正治郎 山川曉 92人

４月28日 ※道長の時代の仏像－仏師康尚の作風を中心に－ 淺湫毅 174人

５月５日 ※藤原道長－金峯山への道－ 宮川禎一 176人

５月12日 ※末法と作善－写経を中心に－ 赤尾栄慶 125人

５月19日 ※｢この世｣はわが世だったのか－藤原道長－ 永井路子 246人

５月26日 ※道長時代の仏教絵画 大原嘉豊 174人

６月２日 ��三田焼の始まりとその戦略 尾野善裕 49人

６月９日 ��こうして人は仏を作った―仏教美術の心―　 中村康 78人

６月16日 ��羅什三蔵絵伝をめぐって� 若杉準治 77人

６月23日 ◆明代宮廷絵画と浙
せっぱ

派　 西上実 70人

６月30日 ◆古文書の貼られた手鑑　 羽田聡 61人

７月７日 　東洋絵画の思想Ⅲ－｢写生｣と｢写実｣－ 佐々木丞平 62人

７月14日 ◆衣
きぬ

かつぎ風俗ときもの 山川曉 48人

７月21日 ◆かたちの伝承－新収の刀剣と仏具を通して－ 久保智康 75人

７月25日 　呉
ご

彬
ひん

の奇石図 西上実 62人

７月28日 ◆お姫さまをさがせ！蒔絵婚礼調度の持ち主はだれ？ 永島明子 95人

９月１日 ◆後宇多天皇－その人と書－ 赤尾栄慶 83人

９月８日 ◆明円作の五大明王像 淺湫毅 131人

９月15日 ◆狩野山楽による大覚寺の障壁画 山下善也 114人

９月22日 　京都周辺の経塚について 宮川禎一 64人

９月29日 　近畿式銅鐸の成立とその意義 難波洋三 52人

10月６日 　青磁から白磁へ―10・11世紀の輸入中国陶磁と日本のやきもの― 尾野善裕 70人

10月10日 ※天下人の造形－永徳と大画－ 川本桂子 176人

10月13日 ◆新出の加賀前田家伝来の能装束について 山川曉 74人

10月17日 ��中世仏教美術序論 大原嘉豊 51人

10月20日 ※元信から永徳へ－国宝・聚光院障壁画を中心に－ 山本英男 176人

10月24日 ��絵巻の中の子どもたち 若杉準治 54人

10月27日 ※新発見の永徳筆洛外名所遊楽図屏風 狩野博幸 176人

12月１日 ◆明治政府の文化財保護施策 森田稔 44人

12月８日 ◆京都博物館の旧蔵品 羽田聡 55人

12月12日 　中国の追儺図 西上実 67人

12月15日 　法隆寺の建築・彫刻と飛鳥時代の天文学 中村康 69人

12月19日 ※万国博覧会とヨーロッパ陶磁 伊藤嘉章 82人

12月26日 ◆清水隆慶とその時代 田邉三郎助 71人

20年２月２日 ※オランダ渡りの西洋陶器とその影響－江戸時代後期を中心に－ 岡秦正 91人
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20年２月９日 ※岩倉使節団の見たヨーロッパ陶磁－ミントン・セーヴル・ベル

リン・ジノリ－

大平雅巳 82人

20年２月16日 ※マイセン磁器の動物彫刻 櫻庭美咲 106人

20年２月23日 ※近代日本が見た西洋陶磁－旧・国立陶磁試験所コレクションを中心に－ 佐藤一信 127人

20年３月１日 ※京と伝来の阿蘭陀焼 尾野善裕 159人

20年３月８日 　あこがれの東洋漆器－マイセン焼を作らせた王さまの漆器コレ

クション－

永島明子 100人

20年３月15日 　金戒光明寺の文殊菩薩騎獅像 淺湫毅 69人

20年３月22日 　百済観音と救世観音が表現する彼岸世界 中村康 86人

20年３月29日 　仏を映す鏡－南都寺院の鏡と華厳経－ 久保智康 72人

②　夏期講座�３日

開講日 テーマ 講師名 参加者数

８月１日 第１講「門の文化－法隆寺金堂から

東大寺南大門へ－」

中村康（文化財管理監） 160人

第２講「東アジアにおける陶質土器

の系譜」

宮川禎一（考古室）

第３講「聖母像の変容と波及」 宮下規久朗

（神戸大学大学院人文学研究科准教授）

８月２日 第１講「閑院宮邸跡の変遷」 鈴木久男（京都産業大学文化学部教授）

見学「閑院宮邸跡庭園ほか見学」

８月３日 第１講「名物裂の素性」 山川暁（研究員）

第２講「天台常行阿弥陀五尊の原型

と変容－円仁が見た憧れの中国浄土

信仰の謎－」

大原嘉豊（研究員）

第３講「室町水墨画を中世東国から

見る」

相澤正彦（成城大学文芸学部芸術学科

教授）

【奈良国立博物館】

①　公開講座　15回　　参加者総数　1,943人

開�催�日 テ　ー　マ 講　　師 参加者数

４月21日 ｢神仏習合の論理と造像－インド・中国から

日本へ｣

企画室長　稲本泰生 230人

４月28日 ｢本地垂迹の美術」 研究員　谷口耕生 165人

５月12日 ｢黎明期の神像」 伊東史郎�氏 195人

５月19日 ｢中世神道と神道灌頂｣ 伊藤聡�氏 187人

６月30日 ｢密教法具入門｣ 工芸考古室長　内藤榮 73人

８月４日 ｢座談　文化財修理40年－絵画・書跡－｣ 田畦徳一�氏 80人

９月１日 ｢院政期、その美意識｣ 濱田陸�氏 112人

９月15日 ｢院政期の絵画－色とかたち｣ 学芸課長　梶谷亮治 126人

９月29日 ｢院政期の料紙装飾と文字の荘厳｣ 松原茂�氏 125人
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10月27日 ｢正倉院の文房四宝｣ 角井博�氏 106人

11月３日 ｢正倉院事務所の仕事－受け継いできたもの、

そして今－｣

杉本一樹�氏 167人

11月10日 ｢シルクロードを駆け抜けた動物たち－正倉

院宝物の動物文様－｣

資料室長　吉澤悟 112人

20年１月12日 「社伝神楽と冨田光美」 岡本彰夫�氏 63人

20年３月２日 「修二会について」 上野道善�氏 123人

20年３月15日 「座談　文化財修理40年－彫刻－」 松永忠興�氏 79人

②　夏季講座　3日

開講日 テ　ー　マ 講　師　名 参加者数

９月19日 「院政期の絵画」 学芸課長

梶谷亮治

358人

９月20日 「院政期　その時代と特質」 立命館大学教授

元木泰雄�氏

「院政期の仏教」 大阪大学大学院教授

平雅行�氏

「院政期の文学－往生の表現－」 奈良女子大学教授

千本英史�氏

「院政期の美術－過差と奇巧－」 学習院大学教授

佐野みどり�氏

９月21日 「信西一門という真俗ネットワークと院政期

絵画制作」

京都大学非常勤講師

マイケル　ジャメンツ�氏

「院政期仏画における賦彩と文様表現について」 東北大学名誉教授

有賀祥隆�氏

「「伴大納言絵巻」を味わう」 出光美術館学芸課長

黒田泰三�氏

「「応徳涅槃図」の醍醐味」 東北大学大学院教授

泉武夫�氏

③　ギャラリートーク・サンデートーク　12回

　　・参加者総数　　　���648人

　　・担当研究員数　　　��12人

　　・外部講師　　　　　　�0人

　　・事業内容　文化財への理解を深めるために、平常展・特別展・特別陳列作品について解説を行った。
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【九州国立博物館】

１）特別展記念講演会　７回　　参加者総数1,892人

開催日 テーマ 講師 参加者数

５月12日 安道壹（あんどういつ）と摩崖（まがい）石

刻経

立正大学大学院講師・本納

寺住職

桐谷征一�氏

80人

７月22日 桃山の茶陶 東京国立博物館名誉館員

林屋晴三�氏

230人

８月４日 華やかな江戸の陶磁 当館企画課長

伊藤嘉章

150人

10月５日 親鸞の悲しみ 作家

五木寛之�氏

580人

10月21日 シルクロード－共存の道～大谷探検隊からの

メッセージ～

①シルクロードと仏教文化

②大谷探検隊の現代的意義

③パネルディスカッション

①京都大学名誉教授・泉屋

博古館館長

　樋口隆康�氏

②浄土真宗本願寺派教学伝道

研究センター所長

　上山大峻�氏

③龍谷大学教授　入澤崇�氏

　筑紫女学園大学教授

　大津忠彦�氏

　大谷記念館副館長

　掬月誓成�氏

　当館文化財課長

　臺信祐爾

300人

20年１月20日 京都五山と禅宗文化 臨済宗相国寺派管長

有馬頼底�氏

285人

20年２月３日 対談　禅の文化と京都を語る 女優�真野響子�氏

×当館館長　三輪嘉六

267人

２）教育講座シリーズ・アジアージュ　11回　参加者総数640人

開催日
テーマ

講師等
参加者数

担当

研究員数

４月１日 「文化交流展示室の歩き方」

講師：当館展示課長�赤司善彦

100人 １人

６月３日 「西と東の縄文文化」

講師：当館展示課研究員�宮地聡一郎

40人 １人

７月８日 「旧石器時代のくらし」

講師：当館博物館科学課研究員�志賀智史

20人 １人

８月11日 「弥生と古墳時代の対外交流」

講師：当館文化財課研究員�市元塁

50人 １人

９月16日 「王塚装飾古墳の謎」

講師：当館企画課文化交流展室長�河野一隆

80人 １人

10月27日 「北部九州地域における経塚と経筒」

講師：当館展示課研究員�森井啓次

30人 １人
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11月11日 「発掘調査からみた古代の大宰府」

講師：九州歴史資料館�技術主査�杉原敏之�氏

30人 １人

12月９日 「朝鮮白磁の美と技」

講師：当館交流課研究員�遠藤啓介

50人 １人

20年１月13日 「日本に伝来した朝鮮鐘」

講師：当館文化財課資料管理室長�伊藤信二

40人 １人

20年２月10日 「九州陶磁の精華～田中丸コレクション～」

講師：当館交流課研究員�遠藤啓介

100人 １人

20年３月16日 「国宝島津家文書の世界～朝鮮出兵の虎狩から篤姫まで～」

講師：当館文化財課研究員�東�昇

100人 １人

３）ミュージアムトーク　42回

　　・参加者総数�������1,320人

　　・担当研究員数　研究員22人

　　・事業内容　文化交流展示室にて担当の研究員が作品に関する解説を行った。

　　　　　　　　（週１回の午後３時より約15分間）

４）開館記念講演及びシンポジウム　１回　参加者数316人

開催日 テーマ 講師 参加者数

９月７日・８日 九州国立博物館開館２周年記念

「第２回東アジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム－文化をつたえる紙の路－」

【第１部】

①古代中国と日本の手漉き紙の比較と趨勢

②朝鮮時代の製紙手工業と製紙技術

③日本における紙文化の変遷

【第１部】

①潘吉星（中国科学院自然

科学史研究所研究員）

②金三基（韓国国立文化

財研究所芸能民俗研究室

長）

③湯山�賢一（奈良国立博

物館長）

316人

【第２部】

④敦煌文書の修理について

⑤「朝鮮王朝実録」の抄紙技術分析および劣

化の評価

⑥掛軸装紙本絵画の修理について（重要文化

財維摩居士図の修理事例）

【第２部】

（座長）

赤尾栄慶（京都国立博物館

学芸課企画室長）、坂田雅

之（国宝修理装潢師連盟）

④杜偉生（中国国家図書館

善本特蔵部副研究館員）

⑤趙炳黙（江原大学校山

林科学大学製紙工学科教

授）

⑥竹上幸宏（国宝修理装潢

師連盟）
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【第２部（続）】

⑦中国紙文化財における保存修理理念の発展

⑧紙類遺物の保存処理と状態調査

⑨劣化した宋版本の修理について

【第２部（続）】

（座長）

藤田励夫（保存修復室長）、

藤岡�春樹（国宝修理装潢

師連盟）

⑦王�珊（中国文物研究所

助理研究員）

⑧鄭小英（韓国国立文化財

研究所保存科学研究室研

究員）

⑨森香代子（国宝修理装潢

師連盟）

【第３部】

⑩パネルディスカッション

「製紙技術と修復技術の各国の現状について」

【第３部】

⑩コーディネーター：

三輪�嘉六（九州国立博

物館長）

パネラー：

講演者・事例報告者、杜暁

帆（ユネスコ北京事務所文

化部文化遺産保存委員）、

朴智善（靖齊文化財保存研

究所長、龍仁大学校文化財

保存学科教授）、岡岩太郎

（国宝修理装潢師連盟理事長）
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⑤　ギャラリートーク実施状況

東京国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

件数 101 12 42

【東京国立博物館】

　○列品解説　42回　参加者総数2,531人

実施日 テーマ 解　説　者 参加者

４月３日 加耶最強国の面影 教育講座室長

白井克也

52人

４月10日 古墳時代の海外交流 列品室主任研究員

日高慎

90人

４月17日 水滴について 上席研究員

原田一敏

66人

４月24日 日本出土の中国陶磁 平常展室長

今井敦

63人

５月15日 屏風 上席研究員

松原茂　

64人

５月22日 所蔵品の情報を管理する 情報管理室研究員

村田良二

35人

５月29日 ライオン、東博の銅像に迫る ボランティア室長

鷲塚麻季

52人

６月５日 神護寺山水屏風 広報室研究員

遠藤楽子

95人

６月12日 古写真―記録と記憶― 保存修復室主任研究員

冨坂賢

49人

６月19日 豊臣秀吉の“唐御陣”後陽成天皇宸翰女房奉

書の分析から

列品室研究員

高梨真行

80人

６月27日 海外での展覧会協力―フィラデルフィア美術

館主催「池大雅・徳山玉瀾」展―�

特別展室研究員

丸山猶計

53人

７月３日 修法記録に見る密教絵画制作の舞台裏―安鎮

曼荼羅の場合―

出版企画室主任研究員

沖松健次郎

73人

７月10日 東京国立博物館の板碑 上席研究員

望月幹夫

60人

７月24日 彫刻の名品 列品室主任研究員

丸山士郎

73人

７月31日 銅鐸の響き 事業企画課長

井上洋一

90人

８月３日 古代中国の貨幣 展示課長・列品課長

谷豊信

34人

８月７日 博物館のおもちゃ箱 教育普及課長

加島勝

47人

８月14日 敦煌出土の幡 上席研究員　

澤田むつ代

51人
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８月21日 不動明王八大童子像 出版企画室主任研究員　

沖松健次郎

73人

８月28日 本館特別５室　展示の変遷　復興本館建設か

ら仏像の道まで

デザイン室長　

木下史青

50人

９月11日 漢時代の明器―ミニチュア模型にみる2000年

前の暮らし―

列品室研究員　

川村佳男

50人

10月２日 描くやきもの―奔放なる鉄絵の世界　唐時代

以前の鉄絵について―

列品室研究員　

三笠景子

57人

10月16日 良全の如意輪観音図 特別展室長　

救仁郷秀明

45人

10月23日 梁楷の李白吟行図 副館長　

湊信幸

60人

10月30日 描くやきもの―奔放なる鉄絵の世界　宋元と

高麗の鉄絵

平常展室長　

今井敦

46人

11月６日 康円作文殊菩薩および侍者像 出版企画室長　

浅見龍介

80人

11月13日 描くやきもの―奔放なる鉄絵の世界　日本の

鉄絵

九州国立博物館企画課長　

伊藤嘉章氏

64人

11月20日 古代ペルシャの首飾り 上席研究員

後藤健

63人

11月27日 洛中洛外図（舟木本） 列品室主任研究員

田沢裕賀

118人

12月４日 私撰集の古筆 文化財部長

島谷弘幸

60人

12月11日 刀装具の素材と技術について 平常展室研究員　

酒井元樹

52人

12月18日 甲信地域の縄文土器 平常展室主任研究員　

日高慎

73人

20年１月８日 久国と粟田口派 広報室長　

立道恵子

65人

20年１月22日 甦る天平の宝―正倉院宝物模造 特別展室主任研究員　

竹内奈美子

100人

20年１月29日 資料目録が語ること 情報管理室長　

田良島哲

30人

20年２月13日 臨床保存学のすすめ 保存修復課長　

神庭信幸

42人

20年２月19日 山本達郎氏寄贈の東南アジア彫刻コレクション 平常展室主任研究員　

小泉惠英

60人

20年２月26日 光と展示・保存・調査 環境保存室長　

塚田全彦

41人

20年３月４日 臨床保存における修理の位置付け 保存修復室主任研究員　

土屋裕子

37人

20年３月11日 埴輪・土器の解体修理と調査 保存修復室長　

古谷毅

55人
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20年３月18日 博物館の環境を調べる 環境保存室研究員　

和田浩

23人

20年３月25日 東京帝室博物館歴史部の変遷 情報課長　

高橋祐次

60人

○東京芸術大学学生ボランティアによるギャラリートーク　59回　参加者総数1,403人

　・平常展示作品ギャラリートーク　54回　参加者総数1,294人

実施日 回数 テーマ 氏名 参加者

９月７･14･21･28日,

10月13日

5 東南アジアの彫刻 河内田絵美 90人

９月５･12･19･26･30日 5 京都・禅林寺所蔵、国宝「金銅蓮華唐草文磬」 長久智子 103人

９月20･27日,

10月３･６･10日

5 前田青邨筆「切支丹と仏徒」について 永松左知 94人

９月17･24日,

10月４･８･18日

5 江戸時代のファッション・モード 中村京子 149人

９月６･13･16･22･29日 5 黒田清輝の作品について 野澤広紀 100人

10月７･11･14･17･21日 5 憧憬の中国絵画 和田千春 122人

20年１月13･20日,

２月17･24日,３月９日

5 近代工芸美術 河内田絵美 85人

20年２月６･15･20･22･27日 5 国宝・興福寺金堂鎮壇具 長久智子 138人

20年１月31日,

２月７･10･14日

4 浅井忠「春畝」 永松左知 101人

20年１月25日,

２月１･８･９･11日

5 津田信夫「白熊置物」 野澤広紀 116人

20年１月17･19･23･24･27日 5 雪舟筆「秋冬山水図」 和田千春 196人

　・制作工程模型ギャラリートーク　５回　参加者総数109人

日時 回数 テーマ 氏名 参加者

20年３月６･８･11･13･15日 5 押出仏ができるまで 瀬田愛子、佐々木あすか、志田理子 109人

【奈良国立博物館】

○サンデートーク　12回　参加者総数　648人

実施日 テーマ 解　説　者 参加者

４月15日 奈良時代の神仏習合 研究員　野尻忠 159人

５月20日 聖地に宿る神仏 研究員　清水健 119人

６月17日 瓦経－土に刻まれたお経 研究員　永井洋之 30人

７月15日 近づいてみる色とりどりの世界 研究員　宮崎幹子 34人

８月19日 モンゴルの月を仰いで－異文化交流の体験 資料室長　吉澤悟 20人

９月16日 院政期絵画・入門編 研究員　北澤菜月 59人

10月21日 仏像調査からわかること 美術室長　岩田茂樹 15人

11月18日 法隆寺金堂西の間天蓋について 工芸考古室長　内藤榮 23人



―�40�―

12月16日 おん祭参観記 研究員　清水健 33人

20年１月20日 縄文との出会い 研究員　岩戸晶子 13人

20年２月17日 お水取り　存続の危機を越えて 教育室長　西山厚 63人

20年３月16日 仏教の説話絵 学芸課長　梶谷亮治 80人

　

【九州国立博物館】

○ミュージアムトーク　42回　参加者総数1,320人

実施日 テーマ 解　説　者 場����所 参加者

４月10日 縄文時代の石の道具 展示課研究員

宮地聡一郎

文化交流展室

第１室前

27人

４月17日 朱をめぐる品々 博物館科学課長

本田光子

文化交流展室

第３室前

31人

４月24日 水墨画の楽しみ 企画課特別展室研究員

畑靖紀

文化交流展室

第９室前

33人

５月８日 対馬宗家の花押と図書 文化財課資料管理室研究員

東�昇

文化交流展室

第11室前

22人

５月15日 仏像の体内をのぞいてみよう 展示課主任研究員

楠井隆志

文化交流展室

第６室内

34人

５月22日 蒙古襲来 博物館科学課保存修復室長

藤田励夫

文化交流展室

第８室前

32人

５月29日 琉球・円覚寺の美術 企画課特別展室研究員

原田あゆみ

文化交流展室

第11室前

28人

６月５日 ガラスの器の持ち主 文化財課資料登録室研究員

市元塁

文化交流展室

第８室内

17人

６月12日 漢籍の受容 展示課研究員

松川博一

文化交流展室

第７室前

23人

６月19日 お金の話　～出土古銭から～ 博物館科学課環境保全室

研究員

鳥越俊行

文化交流展室

第９室前

32人

６月26日 扇絵－手元で楽しむ絵画 企画課文化交流展室研究員

金井裕子

文化交流展室

第11室内

25人

７月３日 アジアの赤 文化財課資料登録室長

小林公治

文化交流展室

第４室前

15人

７月10日 朝鮮白磁の美 交流課研究員

遠藤啓介

文化交流展室

第10室内

31人

７月24日 石器をつくる 博物館科学課保存修復室

研究員

志賀智史

文化交流展室

第１室内

26人

７月31日 日本人が愛したアジアの陶磁

（「爆発…桃山の茶陶」を支えた

海外のやきもの）

企画課長

伊藤嘉章

文化交流展室

第９室内

52人

８月７日 「麻布山水図」について 文化財課長

臺信祐爾

文化交流展室

第８室内

30人
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８月21日 埴輪の内側をのぞいてみよう 博物館科学課環境保全室長

今津節生

文化交流展室

第４室内

41人

８月28日 古墳時代の青銅鏡の作り方につ

いて

企画課文化交流展室長

河野一隆

文化交流展室

第３室内

25人

９月４日 「ベトナムの螺鈿について」 文化財課資料登録室長

小林公治

文化交流展室

第９室内

23人

９月11日 「碇石」について 展示課長

赤司善彦

文化交流展室

第８室前

32人

10月２日 「針聞書」について 文化財課資料管理室研究員

東�昇

あじぎゃら 15人

10月16日 「特別史跡　王塚古墳」について 展示課研究員

森井啓次

文化交流展室

第３室内

22人

10月16日 「観世音寺絵図」について 展示課研究員

松川博一

文化交流展室

第７室前

31人

10月23日 釈迦誕生図の修理について 博物館科学課保存修復室長

藤田励夫

文化交流展室

第11室内

40人

10月30日 釈迦誕生図－美しい朝鮮の仏画－ 企画課特別展室研究員

畑靖紀

文化交流展室

第11室内

50人

11月６日 隋使　裴世清がみた日本 文化財課資料登録室研究員

市元塁

文化交流展室

第３室前

33人

11月13日 弥生時代の赤 博物館科学課長

本田光子

文化交流展室

第３室前

31人

11月20日 さまざまな縄文土器 展示課研究員

宮地聡一郎

文化交流展室

第１室前

26人

11月27日 釈奠器（せきてんき）について 企画課特別展室研究員

川畑憲子

文化交流展室

中央展示付近

30人

12月４日 重要文化財の金銅孔雀文磬 文化財課資料管理室長

伊藤信二

文化交流展室

第６室前

24人

12月11日 朝鮮白磁の美 交流課研究員

遠藤啓介

文化交流展室

第10室内

31人

12月18日 琉球の風俗 企画課特別展室研究員

原田あゆみ

文化交流展室

第11室前

22人

20年１月８日 唐招提寺宝蔵模型について 文化財課長

臺信祐爾

文化交流展室

第８室内

31人

20年１月22日 菅原道真と漢詩 展示課研究員

松川博一

文化交流展室

第７室前

30人

20年１月29日 文化財を科学する 博物館科学課環境保全室

研究員

鳥越俊行

文化交流展室

第６室前

33人

20年２月５日 禅僧の肖像彫刻 展示課主任研究員

楠井隆志

文化交流展室

第９室内

61人

20年２月19日 九州の考古学と邪馬台国 企画課文化交流展室長

河野一隆

文化交流展室

第３室内

73人

20年２月26日 石器造りの地域性 博物館科学課保存修復室

研究員

志賀智史

文化交流展室

第１室前

22人
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20年３月４日 高麗時代の銅鋺 文化財課資料管理室長

伊藤信二

文化交流展室

第７室前

21人

20年３月11日 好太王碑文の意義 展示課長

赤司善彦

文化交流展室

第３室内

32人

20年３月18日 見るだけじゃない、触れて感じ

る古代の技術

博物館科学課環境保全室長

今津節生

文化交流展室

第３室内

30人

20年３月25日 物語と絵巻 企画課文化交流展室研究員

金井裕子

文化交流展室

第11室内

53人

⑥　ボランティア受入れ実績

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ｂ
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⑦　友の会

１）会員数

　　　　　区分

館名

友の会会員

(年会費�

� １万円)

友の会会員

(年会費�

� ４千円)

友の会会員

(年会費�

� ３千円)

友の会会員

(学生)

(年会費�

�２千５百円)

友の会会員

(学生)

(年会費�

� ２千円)

友の会会員

(家族)

(年会費�

� ６千円)

東京国立博物館 1,341人 ※15,232人 － ※803人 － －

京都国立博物館 － － 3,033人 － 191人 －

奈良国立博物館 － － 2,215人 － 206人 18人

九州国立博物館 167人 － ※1,500人 － ※1,752人 －

※東京国立博物館、九州国立博物館では「パスポート会員」としている。

２）�友の会を対象とした事業

【東京国立博物館】

　①　講演会の実施

　　　10月30日「東大寺の伝統法要について」

　　　　　　　講師：東大寺長老�狭川宗玄

　　　　　　　参加者数：327人

　②　東京国立博物館友の会対象旅行会の実施

　　　11月７日～９日

　　　　・旅行会　　奈良国立博物館「第59回正倉院展」と奈良の歴史を辿る旅

　　　　・旅行先　　奈良国立博物館、薬師寺、法隆寺、大安寺、西大寺

　　　　・参加者数　19人

　③　その他

　　　博物館ニュース送付、イベントの鑑賞割引等

【京都国立博物館】

　①　年１回（４月）、年間催事案内を送付

　②　京都国立近代美術館、国立国際美術館の平常展、特別展を団体料金に割引

　③　当館ミュージアムショップの商品の10％割引

【奈良国立博物館】

　　第36回夏季講座「院政期の絵画」

　　　・実施期間　９月19日～21日

　　　・事業内容　奈良女子大学講堂において９講座、博物館において展覧会概説及び見学を実施した。

　　　・参加者数　402人

【九州国立博物館】

　　季刊情報誌「アジアージュ」、特別展ちらし、特別展連続講座等イベント案内送付
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⑧　賛助会

１）会員数

館名 東京国立博物館 京都国立博物館

（社団法人清風会）

奈良国立博物館

件数 163件 390件 45件

内訳 特別会員：16件

維持会員（個人）：123件

維持会員（団体）：24件

賛助会員：34件

特別会員：67件

普通会員：289件

特別賛助会員：１件

特別会員：６件

一般会員（個人）：25件

一般会員（団体）：13件

２）賛助会を対象とした事業

【東京国立博物館】

　①　感謝会の実施　20年３月19日

　　　　当館の事業報告、弦楽四重奏の演奏つき軽食パーティー、

　　　　特集陳列「仏像の道」特別内覧会およびギャラリートーク

　②　各特別展開会式へのご招待

　③　各特別展につき１回の内覧会へのご招待�

【京都国立博物館】

　①　「京都国立博物館だより」（年４回）の配布

　②　当館平常展、特別展の無料観覧

　③　清風会が行う鑑賞会、見学会、会報に協力

　④　当館ミュージアムショップの商品の一部割引

【奈良国立博物館】

　○当館研究員による解説付きの賛助会員特別鑑賞会を実施

　４月14日（土）�特別展「神仏習合　－かみとほとけが織りなす信仰と美－」

� 特別鑑賞会　参加人数34名

　９月８日（土）�特別展「美麗�院政期の絵画」

� 特別鑑賞会　参加人数48名

　11月２日（金）�特別展「第59回正倉院展」

� 特別鑑賞会　参加人数57名
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⑨　渉外活動

【東京国立博物館】

１）会場提供（26件　共催展に関連するものは３）展示に関連する事業参照）

期間 種類 イベント等の概要 会場 出席者数 備考

４月５日 懇談会 LCFエドモン・ドゥ・ロスチャイ

ルド・日興コーディアル主催によ

る展示鑑賞およびレセプション

法隆寺

宝物館

約50人

４月９日 懇談会 伝承の饗宴主催による展示鑑賞お

よびレセプション

法隆寺

宝物館

約150人

４月12日 懇談会 東京国立近代美術館フィルムセン

ター主催による展示鑑賞およびレ

セプション

法隆寺

宝物館

約200人

４月26日 懇談会 アムジェン株式会社主催による展

示鑑賞およびレセプション

平成館 約300人

５月７日 懇談会 文化庁主催による説明会およびレ

セプション

平成館 約200人

５月15日 懇談会 日本ベーリンガーインゲルハイム

主催による展示鑑賞及びレセプ

ション

法隆寺

宝物館

約100人

５月28日 懇談会 SRAホールディングス主催による

展示鑑賞およびレセプション

本館・

平成館

約300人

５月30日 懇談会 EUVA主催による展示鑑賞・講演会

およびレセプション

平成館・

法隆寺

宝物館

約200人

６月12日 懇談会 日伊ビジネスグループによる展示

鑑賞およびレセプション

本館・

平成館

約100人

８月２日 懇談会 丹青モールマネジメント主催によ

る展示鑑賞およびレセプション

平成館 約250人

９月８日 懇談会 文化庁伝統文化課主催による展示

鑑賞およびレセプション

本館・

法隆寺

宝物館

約100人

９月13日 懇談会 東京大学大学院工学部専攻主催に

よる展示鑑賞およびレセプション

平成館 約200人

９月29日

９月30日

音楽会 台東区主催によるイベント 九条館・

応挙館

約320人

10月１日 懇談会 ワイリージャパン主催による展示

鑑賞及びレセプション

法隆寺

宝物館

約200人

10月15日 懇談会 ルイナール�ジャパン主催による

展示鑑賞およびレセプション

法隆寺

宝物館

約100人

10月16日 懇談会 Max�Mara主催による展示鑑賞およ

びレセプション

法隆寺

宝物館

約80人

11月５日 懇談会 ロシアと日本の円卓会議主催によ

る展示鑑賞およびレセプション

法隆寺

宝物館

応挙館・

九条館

約100人
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11月12日 懇談会 CLD主催による展示鑑賞および新

製品発表会、レセプション

法隆寺

宝物館

約200人

11月27日

～12月２日

展示会 新日本様式協議会主催による選定

作品展示およびレセプション

表慶館・

法隆寺

宝物館

－

12月５日 懇談会 本田技研工業主催による展示鑑賞

およびレセプション

法隆寺

宝物館

約100人

20年１月24日 懇談会 アウディ�ジャパン主催による社

員向け研修会およびレセプション

平成館・

法隆寺

宝物館

約150人

20年２月８日 音楽会 子どものための友情の架け橋コン

サート2008実行委員会主催による

展示鑑賞およびコンサート、レセ

プション

平成館 約300人

20年３月７日 懇談会 P.G.Japan主催による展示鑑賞お

よびレセプション

法隆寺

宝物館・

本館・

平成館

約300人

４月13日

５月11日

７月13日

８月10日

８月31日

９月30日

10月28日

11月23日

12月16日

20年１月27日

20年３月１日

20年３月23日

ガイド

ツアー

リレ・アカデミー

ガイドツアー

本館等 約40人

（24回）

株式会社スタイルカ

フェ・ドット・ネット

４月25日

５月23日

７月25日

10月24日

11月28日

12月22日

講演会 リレ・アカデミー

スクーリング

平成館・

本館等

約20人

（６回）

株式会社スタイルカ

フェ・ドット・ネット

12月23日

20年１月20日

20年２月24日

講演会 リレ・アカデミー会員募集

キャンペーン

大人の休日クラブ会員対象

講演会

平成館 約790人

（３回）

株式会社スタイルカ

フェ・ドット・ネット

２）館主催・協力イベント(27件)

期間 種類 タイトル 会場 出席者数 備考

４月22日 講演会 「美と知の時代」を支えるミュー

ジアム

平成館

大講堂

約110人 乃村工藝社後援

６月６日 鑑賞会 JET特別鑑賞会 平成館

ほか

約50人 日本英語交流連盟共催
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附属資料：事業実績統計表

６月23日 音楽会 ローナン・マギル　ピアノコン

サート

平成館 234人 サロン・ド・ソネット

共同主催

６月24日 音楽会 ハーバード大学　男声ア・カペラ

コーラスグループ

「クロコディロス」公演

本館 約680人

(２回)

東芝国際交流財団共催

上野のれん会協力

７月22日 音楽会 ファミリーコンサート 平成館

大講堂

約500人

(２回)

東京クラリネット・

クワイヤー共催

上野のれん会協力

８月３日 音楽会 夏休み子ども音楽会 東京文

化会館

ほか

192人 平常展無料入館の協力

８月18日 音楽会 日本フルートコンベンション　

ジャズ＆ラテンLIVE

平成館

大講堂

約430人 日本フルート協会主催

９月24日 音楽会 ジェラールプーレ　ヴァイオリン

リサイタル

平成館 189人 東京藝術大学協力

９月30日 音楽会 エレーナ・イオーノワ＆ワレー

リー・イスリャイキン　オペレッ

タアリア�コンサート

平成館 221人 サロン・ド・ソネット

共同主催

10月３日 講演会 上野の山文化ゾーンフェスティバ

ル講演会「日本の文化による国際

貢献」

平山郁夫

平成館

大講堂

約240人 会場提供

10月27日 講演会 上野の山文化ゾーンフェスティバ

ル講演会「日本原始・古代の鉄と

国家」古谷毅

平成館

大講堂

約80人

10月27日

11月23日

20年３月20日

観光

紹介

外国人向観光体験コース 九条館・

応挙館・

本館

各日約10名 無料入館の協力

ボランティアツアー

の協力

10月30日 講演会 東大寺講演会 平成館

大講堂

約330人 東大寺共催

上野のれん会協力

11月10日 講演会 上野の山文化ゾーンフェスティバ

ル講演会「黒田清輝の生涯と芸術

－画家のいる『場所』から」

田中淳

平成館

大講堂

約60人

11月17日 普及イ

ベント

留学生の日 本館

ほか

約1,020人 ㈱東京美術協賛

12月８日 音楽会 藤原真理チェロコンサート 平成館 208人 サロン・ド・ソネット

共同主催

12月13日

～16日

実演

展示

台東ファッションザッカ展 平成館 約670人 会場提供

20年１月６日 音楽会 新春東博寄席～上野の山で初笑い～ 平成館

大講堂

351人

20年１月26日 音楽会 ニューイヤーコンサート2008

綾乃ひびき

平成館 157人 サロン・ド・ソネット

共同主催

20年２月５日

～２月11日

実演

展示

台東区の伝統工芸職人展 表慶館 約6,120人 台東区共催



―�48�―

20年２月29日 音楽会 高田泰治フォルテピアノリサイタル 法隆寺

宝物館

79人 日本テレマン協会

20年３月８日 講演会 東京のオペラの森2008

トークイベント「チャイコフス

キー　その生涯」

平成館

大講堂

約140人 東京のオペラの森共催

20年３月16日 音楽会 東京のオペラの森2008　

木管の調べ

本館 約250人 東京のオペラの森共催

20年３月20日 音楽会 ロマン・ギュイオ＆中島由紀

クラリネットとピアノのデュオコ

ンサート

平成館 192人 サロン・ド・ソネット

共同主催

20年３月21日 音楽会 東京のオペラの森2008

佐藤美枝子ソプラノリサイタル

平成館 138人 東京のオペラの森共催

20年３月22日 音楽会 東京のオペラの森2008

秋場敬浩ピアノリサイタル

平成館 約160人 東京のオペラの森共催

20年３月23日 音楽会 東京のオペラの森2008

江口玲ピアノリサイタル

平成館 200人 東京のオペラの森共催

３）展示に関連する事業（計９件）

展覧会名 期間 イベント種類 会場 回数 参加者数

レオナルド・ダ・ヴィ

ンチ　－天才の実像

４月15日 レオナルド・ダ・ヴィンチ誕生

日記念コンサート

出演：Ｎ響メンバー

平成館

大講堂

２回 222人

京都五山　禅の文化 ８月３･10･17日、

９月７日

座禅会

講師：相国寺

平成館

小講堂

12回 390人

８月７･８･26日、

９月４・５・６日

お茶会

講師：宗徧流、表千家、武者小

路千家、裏千家、薮内家、遠州流

平成館

小講堂

36回 399人

博物館に初もうで 20年

１月２日、３日

和太鼓演奏 前庭 ４回 約2,120人

20年

１月２日、３日

獅子舞 前庭 ４回 約1,800人

20年１月２日 江戸の遊芸 前庭 ２回 約940人

20年１月３日 クラリネットコンサート 本館 ２回 約550人

20年

１月２日～14日

いけばな 本館　他 ― ―

宮廷のみやび―近衞

家1000年の名宝

20年１月26日 天平楽府コンサート

出演：天平楽府

平成館

大講堂

１回 261人

４）撮影件数（計120件）
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附属資料：事業実績統計表

【京都国立博物館】

１）会場提供　17件

期間 種類 イベント等の概要 会場 出席者 備考

４月27日 講演会 建築物に関する学習 講堂 120人 古社寺会

４月29日 講演会 「道長展」関連講座 講堂 170人 第14回京阪・文

化フォーラム

５月７日 講演会 「道長展」鑑賞会 講堂 60人 清風会

５月12日 講演会 「道長展」鑑賞前解説 講堂 70人 リビング京都

８月23日 講演会 「大覚寺の名宝展」鑑賞会 講堂 60人 清風会

９月15日 講演会 「大覚寺の名宝展」に伴う講演 講堂 80人 京都仏教各宗派

連合会

９月19日 講演会 ボランティア研修会 講堂 40人 虹の会

10月19日 講演会 セミナー 講堂 27人 リビング京都

10月29日 講演会 「狩野永徳展」鑑賞会 講堂 150人 清風会

10月26日 講演会 セミナー 講堂 36人 リビング京都

11月９日 講演会 セミナー 講堂 20人 静岡カルチャー

センター

11月４日 講演会 狩野永徳関連講座 講堂 170人 JR東海

20年１月21日 講演会 「ヨーロッパ陶磁展」解説 講堂 80人 清風会

20年２月20日 説明会 ミュージアムタウン構想の推進 講堂 150人 文化庁美術学芸課

20年２月22日 講演会 「ヨーロッパ陶磁展」解説 講堂 80人 清風会

20年２月22日 講演会 「ヨーロッパ陶磁展」解説 講堂 40人 読売新聞社

20年２月24日 講演会 「ヨーロッパ陶磁展」解説 講堂 40人 BONブーケ企画

2）�館主催イベント　９件

期間 種類 タイトル 会場 出席者数 備考

４月27日 落語 京都・らくご博物館（春）　

～春宵寄席～

講堂 191人 米朝事務所共催

８月17日 落語 京都・らくご博物館（夏）　

～納涼寄席～

講堂 178人 米朝事務所共催

９月15日　

　　　

音楽会 バロック　コンサート 特別展示館 224人 日本テレマン協会

10月26日 落語 京都・らくご博物館（秋）　

～栗名月の会～

講堂 167人 米朝事務所共催

20年１月11日

～3月7日

音楽会 チェンバロ　ミニコンサート 特別展示館 ― 日本テレマン協

会・ 読 売 新 聞・

テレビ

20年１月25日 落語 京都・らくご博物館（冬）　

～新春寄席～

講堂 167人 米朝事務所共催

20年２月13日 音楽会 バレンタイン　コンサート 講堂 112人 日本テレマン協

会・ 読 売 新 聞・

テレビ
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20年３月21日 音楽会 スプリングオペラコンサート 特別展示館 186人 京 阪 電 鉄 共 催、

新国立劇場協力

20年３月21日 音楽会 スプリングオペラコンサート 特別展示館 180人 京 阪 電 鉄 共 催、

新国立劇場協力

３）撮影　８件

【奈良国立博物館】

１）会場提供　28件

期間 種類 イベント等の概要 会場 出席者 備考

４月１日 献血 奈良県赤十字血液センターに

よる移動採血車での献血業務

新館前敷地 ―

５月３日 献血 奈良県赤十字血液センターに

よる移動採血車での献血業務

新館前敷地 ―

５月13日 イベント 株式会社ツーアンドフォー主

催による「ニッポンクラシッ

クカーラリー2007　大和路・

奈良」開催

講堂

敷地

地下回廊

180人 特別協力：

奈良国立博物館

７月21日 イベント 東京藝術大学ミュージカルエ

クスプレス主催によるミュー

ジカルコンサート「Pieces」

開催

地下回廊 ―

８月１日 研修 奈良市学校教育課による奈良

市教職員研修講座

講堂 120人

８月５日

～14日

イベント なら燈花会の会主催による

「なら燈花会」

新館前敷地 ―

８月７日、

９日～12日

雅楽公演 雅楽コンサート実行委員会主

催による「なら燈花会」に協

賛して、奈良の伝統雅楽を鑑

賞していただく会

講堂 8/7�…147名

8/9�…139名

8/10�…76名

8/11�…97名

8/12�…99名

共催：

奈良テレビ放送

８月８日 セミナー 能楽学会による世阿弥忌セミ

ナーの開催及び懇親会

講堂�

会議室�

地下回廊

講堂123人

会議室10人

地下回廊61人

協力：

談山神社、関西

大学、神戸女子

大学古典芸能研

究センター

９月８日 研修 奈良県企画部観光交流局文化

国際課による外国語観光ボラ

ンティアガイド養成研修

講堂 180人

９月19日

～24日

イベント 奈良テレビ放送株式会社、

株式会社龍村光峯主催による

「龍村光峯の織物美術展」及び

一部販売

地下回廊 ― 協力：

奈良国立博物館

日本伝統織物保

存研究会

協賛：

三笠コカ・コー

ラボトリング㈱
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10月27日

～11月12日

普及キャン

ペーン

奈良県農林部農政課による

「奈良のうまいもの」紹介パ

ネル展示及び試食販売

地下回廊 ―

10月27日

～11月12日

普及キャン

ペーン

奈良県農林部農業水産振興課

による奈良県特産品パネル展示

地下回廊 ―

10月26日

～11月12日

観光PR 大和郡山市商工観光課による

観光ガイドの配布

地下回廊 ―

10月27日

～11月12日

販売 株式会社ワールドヘリテージ

による季節の土産物販売

新館西側�

敷地

―

10月27日

～11月12日

休憩所

設置

株式会社�鶴屋吉信による休

憩所設置のため

新館西側�

敷地

―

10月27日

～11月12日

休憩所

設置

有限会社日本クリーンシステ

ムズによる休憩所及び喫茶の

販売のため

新館西側�

敷地

―

10月27日

～11月12日

スタンプ

ラリー

はじまりは正倉院展実行委員

会によるスタンプラリーの

スタートブース及び冊子の配

布、PRのため

新館西側�

敷地

―

10月27日

～11月12日

販売 校倉な会による正倉院「御物」

の文様・色などの特徴を取り

上げ「奈良にしかないモノづ

くり」運動を広めていくため

の商品販売

新館西側�

敷地

―

10月31日 会議 奈良県警察本部による奈良県

文化財保安連絡会

会議室 約20人

11月７日 講演 奈良県警察本部によるサイ

バー犯罪捜査・生活安全実務

専科

会議室 15人

11月９日、

10日

イベント なら燈花会の会によるなら

「燈花会�in�正倉院展　2007

秋」

新館前敷地 ― 協力：

奈良国立博物館

11月17日 講話 長浜市長浜城歴史博物館によ

る｢平成19年度� 友の会臨時

見学会(当館学芸員による講

話)｣

講堂 45人 長浜城歴史博物館

友の会事務局

11月17日 挙式 オーシャンフロントによる

模擬挙式のため

仏教美術資

料研究セン

ター

40人

12月17日 イベント 株式会社　フリーフェイス主

催による「木塲孝志アコース

ティックグループ公演」

新館前敷地 ―

20年２月

９日、10日

講義 放送大学奈良学習センターに

よる平成19年度第２学期　面

接授業（集中型）開講のため

講堂 約150人

20年３月８日 フォーラム 奈良県家庭教育推進協議会に

よる「お父さん出番です！」

ミニフォーラムの開催

講堂

応接室

150人 共催：

奈良県教育委員会
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20年３月８日 挙式 オーシャンフロントによる挙式 仏教美術資

料研究セン

ター

20人

20年３月

14日、15日

イベント 燈火のあるカフェテラス実行

委員会主催による「燈火のあ

るカフェテラスLIVE」開催の

ため

西新館

南 側 ピ ロ

ティ

3/14

1st75人

2nd80人

3/15

1st147人

2nd126人

後援：

奈良国立博物館

協力：

奈良交通株式会社

企画制作：

寧屋工房

プロデュース：

武田高明

２）特別展等に関連する事業　10件

展覧会名 期間 イベント種類 会場 参加者数 備考

美麗

院政期の絵画

９月24日 「特別講座�香文化と粥の会」

○当館学芸課長による「美麗

　院政期の絵画」展解説　

○（株）香十�社長・（株）日

本香堂�顧問�稲坂良弘によ

る日本の香文化についての

講演及香木の香り鑑賞

講堂 １回目�84人

２回目�84人

共催：日本香道

第59回

正倉院展

10月28日 「再現！！これがベートー

ヴェンの聞いた音」

テレマン協会によるコンサート

フォルテピアノ：高田泰治、

お話：延原武治、ヴァイオリ

ン：姜　隆光、ヴァイオリン：

大谷史子、チェロ：曽田　健

仏教美術資

料研究セン

ター

69人 主催：

奈良国立博物館

日本テレマン協会

共催：

奈良テレビ放送

後援：

読売新聞大阪本社

11月1日 「着物で正倉院展を見よう」

留学生の日にあわせ留学生を

対象に着物の貸出・着付けを

行い、着物で正倉院展を観覧

する行事

展示室 41人 協力：

着物着付ボラン

ティア「松乃」

11月９日 「雅楽の夕べ　管絃と舞楽」

南都楽所による雅楽演奏

管絃の部：角調音取、傾盃酔

　　　　　郷楽

舞楽の部：北庭楽、林歌

講堂 189人

10月27日

～11月12日

「野点のお茶会」

正倉院展会期中の入館者を対

象とした呈茶席

西新館

ピロティ

20,659人 主催：結の会
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第59回

正倉院展

10月27日

～11月12日

●読売新聞社が制作した「正

倉院展」ポスターのパネル

展示

●読売新聞社が制作した「正

倉院展」DVD映像の放映

●「第59回正倉院展」に関す

るクイズの実施

●来場者に抽選くじによる記

念品贈呈

新館西側

敷地

― 読売新聞大阪本社

10月27日

～11月12日

●読売新聞による「第59回正

倉院展」関連紙面、読売新

聞社が写真取材したシルク

ロードの風景のパネル展示

地下回廊 ― 読売新聞大阪本社

特別陳列

「おん祭と

春日信仰の

美術」

20年１月19日 「春日若宮おん祭の舞楽」

南都楽所による舞楽公演

講堂 71人

特別陳列

「お水取り」

20年２月16日 『お水取り「講話」と「粥」の会』

東大寺�守屋弘斎長老による

講話、当館西山教育室長によ

る特別陳列「お水取り」の解

説及び見学、茶粥試食、お水

取り準備作業見学

講堂・特別

陳列会場・

茶室控室・

東大寺

29人

20年３月４日 「お水取り展鑑賞とお松明」

当館西山研究員による特別陳

列「お水取り」展の解説及び

鑑賞、「お水取り」ビデオ鑑賞、

東大寺二月堂にておたいまつ

見学

講堂・特別

陳列会場・

東大寺二月堂

133人 主催：結の会

後援：奈良国立

　　　博物館

３）その他イベント等　７件

期間 種類 イベント等の概要 会場 出席者 備考

７月14日

～８月19日

販売 「昔なつかし駄菓子屋さん」

地下回廊葉風泰夢で駄菓子を

販売

地下回廊 ―

８月４日

８月５日

イベント 「博物館で金魚すくい」

親と子のギャラリー「仏さま

の彩り」観覧者を対象に金魚

すくいを実施

新館前 8/4：�90人

8/5：151人

８月12日 イベント 「和太鼓演奏会」

奈良工業高校・奈良朱雀高校�

和太鼓部「秋篠」による和太

鼓演奏

新館前 10時～

：151人

13時30分～

：305人
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12月22日 イベント 「高橋成典フルートコンサー

ト～クリスマスに響く美しき

音色～」

フルート�高橋成典、チェン

バロ�高橋曜子によるクリス

マスコンサート

講堂 117人 後援：奈良テレ

ビ放送

　　　奈良市

12月23日

～20年１月10日

絵画展示 奈良女子大学附属小学校２年

生により描かれた奈良国立博

物館のスケッチを展示

地下回廊 ―

１月４日 イベント 「奈良国立博物館で初笑い」

桂小春團治らによる新春寄席

講堂 104人 制作：奈良テレ

ビ放送

１月13日 イベント 「和太鼓演奏会」

奈良工業高校・奈良朱雀高校�

和太鼓部「秋篠」による和太

鼓演奏

新館前 ― 無料

【九州国立博物館】

１）会場提供　計40件　（共催展に関連するものは３）展示に関連する事業参照)

期間 種類 イベント等の概要 会場 出席者数 備考

３月27日

～４月８日

展示 第10回福岡県景観文化展 エントラン

スホール

20,406人 美・まちづくり

会議　福岡県

４月10日

～22日

展示 第14回九州・山口女流代表書

作家展

ミュージア

ムホール

�4,424人 読売新聞社西部

本社事業部

４月14日 研修会 つくしの歴史を学ぶ会

九州国立博物館における勉強会

研修室 － つくしの歴史を

学ぶ会

４月25日

～27日

展示 2007韓流文化フェスティバル

in福岡「韓国文化展示会」

ミュージア

ムホール・

エントラン

スホール・

天満宮アク

セス

�8,840人 韓国観光公社・

㈲クラッチ

４月29日 茶会 西日本新聞創刊130周年記念

第20回大宰府茶会

研修室 ��300人 太宰府茶会実行

委員会・西日本

新聞社

５月２日

～27日

展示 博多おきあげ（押絵）展示 天満宮アク

セス

－ 博多手職人連盟

６月10日 音楽会 印度仏教音楽の調べ

～こころが�よろこぶ�おと～

ミュージア

ムホール

��100人 Meloghobia

（メロゴビア）

６月16日

～７月29日

展示 カンボジアPPSの子ども達の

絵画展

天満宮アク

セス

－ NPO法人国際サー

カス村協会

６月20日 会議

研修会

社団法人筑紫法人会女性部会

第13回定時総会及び講話

研修室 － 社団法人筑紫法

人会女性部会

６月29日 会議 福岡県高等学校歴史研究会

県総会

研修室 － 福岡県高等学校

歴史研究会
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６月30日 研修会 福岡教育大学新入生歓迎合宿

博物館見学及び研修室におけ

る研修

研修室 － 福岡教育大学

７月４日 研修会 筑陽学園高等学校

自主選択特別講座（講話）

研修室 － 筑陽学園高等学校

７月16日 芸能 筑紫樂所　雅楽公演 ミュージア

ムホール・

研修室

����300人 筑紫樂所

７月27日

８月３日

８月７日

８月10日

研修会 学童保育�大野城キートスク

ラブ　バスハイク

博物館を探検しよう

研修室 － キートスクラブ

事務局

７月31日 演劇 カンボジアサーカス学校日本

ツアー太宰府公演

エントラン

スホール

100人 NPO法人国際サー

カス村協会・カ

ンボジアサーカ

ス学校太宰府公

演実行委員会

７月31日 講演 釜山高校生との美術文化交流 研修室 50人 釜山高校生との

美術文化交流実

行委員会

８月３日 研修会 全国聾学校校長会総会・研究

協議会研修

ミュージア

ムホール

－ 福岡県立福岡高

等聾学校

８月５日 講演 第４回日本の次世代リーダー

養成塾

ミュージア

ムホール

300人 福岡県青少年ア

ンビシャス運動

推進室

８月10日 研修会 熊本県私学教育研修会　地

歴・公民部会

熊本私学地歴・公民部会一斉

研修

ミュージア

ムホール

－ 熊本県私学教育

研 修 会　 地 歴・

公民部会

８月21日

～30日

イベント 太宰府発見フェスティバル

「第１回太宰府発見コンクール」

ミュージア

ムホール・

エントラン

スホール

33,543人 福岡県教育委員会

８月22日 音楽会 ミュージアムカフェジャズラ

イブ

エントラン

スホール

140人 松宮敬・川上俊彦

９月６日 懇親会 国際歯学学会パーティ エントラン

スホール

300人 国際歯学学会

９月16日 イベント 九博からはじまるこころの交流 研 修 室・ あ

じっぱ・文化

交流展示室

－ つくし青年会議所

10月２日 研修会 太宰府川柳倶楽部例会 研修室 － 太宰府川柳倶楽部

10月５日 研修会 福岡県高等学校歴史研究会

第２回日本史研究会

研修室 － 福岡県高等学校

歴史研究会

10月13日 研修会 第54回日本家政学会九州支部

大会

特別講演会及び博物館研修

研修室 － 日本家政学会

九州支部
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10月23日

～28日

イベント 開館２周年記念　福岡県観光

温泉地協会イベント“日替わ

り”足湯「温泉（ゆ）に浸り

　悠久の歴史に浸る」

エントラン

スホール・

屋外

48,903人 福岡県観光温泉

地協会

10月23日

～28日

観光紹介 佐賀市バルーンフェスタPR展 エントラン

スホール

48,903人 佐賀市観光・文

化課

10月24日 会議 福岡県高等学校芸術文化連盟

加盟校担当者会議

研修室 － 福岡県高等学校

芸術文化連盟

10月27日 研修会 福岡県共栄会福岡支部

本願寺展講演及び観覧

研修室 － 福岡県共栄会

福岡支部

11月２日 展示 第11回國華清和会特別鑑賞会 研修室 －

11月20日 研修会 小郡市立三国中学校

総合学習

研修室 － 小郡市立三国中

学校

12月４日

～９日

展示 第24回九州地区伝統的工芸品

まつり

エントラン

スホール・

研修室

14,806人 伝統的工芸品月間

推進九州協議会

他２団体

12月８日

～９日

講義 放送大学面接授業

（19年度第２学期）

研修室 34人 放送大学福岡学

習センター

12月20日 講演 第15回ふくおか県民文化祭

2007in太宰府「芸術の祭典講

演会」

ミュージア

ムホール

130人 福岡県民文化祭

実行委員会

20年２月13日 研修会 浄土宗青年会福岡教区研修会 研修室 － 浄土宗青年会

福岡教区

20年２月17日 講演 松永耳庵展（九州・山口の茶

文化展）講演会

ミュージア

ムホール

300人 表千家同門会

福岡県支部

20年２月19日 会議 福岡県市町村教育委員会女性

教育委員研修会・役員会

研修室 － 福岡県市町村教

育委員会女性教

育委員研修会

20年２月26日 研修会 福岡市こども総合相談センター

適応指導教室はまかぜ学級

学習会

研修室 － 福岡市こども総

合相談センター

20年３月８日 イベント 三条子ども会お別れ会

科学実験、ゲーム

研修室 － 三条子ども会
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２）館主催・協力イベント��計97件

期間 種類 イベント等の概要 会場 出席者数 備考

４月13日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

70人 福岡女子短期大学

４月15日 音楽会 第34回きゅーはくミュージア

ムコンサート

エントラン

スホール

300人 ＫＥＮＧ、浦上

眞紀、緒方公治

４月20日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

50人 福岡女子短期大学

４月27日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

80人 福岡女子短期大学

４月29日

～５月５日

イベント 九博ボランティア企画イベント

「昭和からの贈りもの」

ミュージア

ムホール・

エントラン

スホール・

研修室

44,936人 九博ボランティ

アイベント部会

５月３日 音楽会 第35回きゅーはくミュージア

ムコンサート

エントラン

スホール

260人 川谷和也、内田

浩誠、うしじま

あおい

５月11日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

60人 福岡女子短期大学

５月13日 落語 第６回九博朝日寄席「志ん生

を語り継ぐ～高弟圓菊と孫弟

子たち～」

ミュージア

ムホール

250人 古今亭圓菊、金

原亭馬の助、古

今亭菊可、五街

道雲助

５月18日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

100人 福岡女子短期大学

５月26日

～27日

学会 第60回美術史学会全国大会 ミュージア

ムホール

350人 美術史学会

６月１日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

60人 福岡女子短期大学

６月１日

～７月７日

イベント 九博ボランティア企画イベント

「親子で七夕まつり」

エントラン

スホール

99,415人 九博ボランティア

イベント部会

６月８日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

100人 福岡女子短期大学

６月９日 ワーク

ショップ

第１回ガムランワークショップ ミュージア

ムホール

60人 九州国立博物館

６月15日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

80人 福岡女子短期大学

６月16日 演劇 劇団道化　日中合作「しょう

ぼうじどうしゃ�じぷた」

帰国報告公演

ミュージア

ムホール

500人 劇団道化・中国国

立児童芸術劇院

６月17日 ワーク

ショップ

劇団道化　中国演劇のワーク

ショップ

研修室・エ

ントランス

ホール

60人 劇団道化・中国国

立児童芸術劇院
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６月24日 音楽会 第36回きゅーはくミュージア

ムコンサート

エントラン

スホール

250人 田代佳代子、八

谷和歌子、塚崎

美子

６月30日 音楽会 第37回きゅーはくミュージア

ムコンサート

エントラン

スホール

180人 宮崎たかし、塚

本美樹、間村清

７月１日 音楽会 福岡女子短期大学音楽科演奏会

～優優コンサートinきゅうは

く～

ミュージア

ムホール

300人 福岡女子短期大学

７月６日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

60人 福岡女子短期大学

７月７日 ワーク

ショップ

第２回ガムランワークショップ ミュージア

ムホール

50人 九州国立博物館

７月14日

～15日

講演 日韓新石器時代研究会 ミュージア

ムホール

150人 九州縄文研究会・

韓国新石器研究会

７月20日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

60人 福岡女子短期大学

７月21日 音楽会 第38回きゅーはくミュージア

ムコンサート

エントラン

スホール

500人 高崎裕士、佐藤金

之助、山崎箜山

７月28日 観光紹介 山鹿の観光と物産展 エントラン

スホール・

屋外

300人 熊本県山鹿市

７月29日 音楽会 太宰府市民吹奏楽団「まほろ

ばコンサート」

ミュージア

ムホール

400人 ボランティア太宰

府市民吹奏楽団

８月４日

～19日

展示 西日本陶芸30人選抜展 エントラン

スホール

61,429人 西日本新聞社

８月４日

～５日

ワーク

ショップ

つくってみよう☆わたしの掛

け軸

研修室 120人 福岡教育大学

美術教育講座

８月10日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

160人 福岡女子短期大学

８月17日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

160人 福岡女子短期大学

８月18日 講演 文化庁海外展記念

「日本のやきもの」特別講演会

研修室 －

８月18日 音楽会 第39回きゅーはくミュージア

ムコンサート

エントラン

スホール

250人 宮村将広、橋口

武史

８月19日 ワーク

ショップ

エレキット夏休み工作教室in

太宰府

研修室 60人 株式会社イーケ

イジャパン

８月24日

～25日

学会 アジア民族造形学会　

創立10周年記念九州国際大会

－アジアの民族造形から九州

を考える－

ミュージア

ムホール

100人 アジア民族造形

学会

韓国・亜細亜民

族造形学会
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８月26日 講演 NTT西日本スペシャル� 絵本

カーニバルin� Fukuoka2007�

きゅーはくの絵本であそぼう！

座談会�

「展示品が絵本になった!?」

ミュージア

ムホール

100人 西日本新聞社・

九 州 大 学 ユ ー

ザーサイエンス

機構子どもプロ

ジェクト・テレ

ビ西日本・ＮＰ

Ｏ子ども文化コ

ミュニティ

８月30日 音楽会 小林正枝＆中島萌デュオコン

サート

オープンカ

フェ前

140人 九州産業大学

美術館

８月31日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

120人 福岡女子短期大学

９月１日 講演 やさしい能楽講座

「能の世界へようこそ！」

ミュージア

ムホール

300人 (社)観世皐風会

９月１日

～16日

展示 福岡県江蘇省友好提携15周年

記念展覧会

「徐湖平（じょこへい）中国

画展」

特別展示室

第３室

38,452人 九州国立博物館

９月２日 音楽会 第40回きゅーはくミュージア

ムコンサート

エントラン

スホール

300人 筑紫寿楽、筑紫

祥楽、岩崎大輔

９月７日

～９日

シンポジウム 開館２周年記念

「第２回東アジア紙文化財保

存修理シンポジウム

－文化をつたえる紙の路－」

ミュージア

ムホール・

エントラン

スホール

10,846人 国宝修理装こう

師連盟

９月14日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

120人 福岡女子短期大学

９月15日 落語 第７回九博朝日寄席

「艶やか！女流噺家三人衆」

ミュージア

ムホール

200人 露の都、桂右團

治、三遊亭歌る

多、三遊亭歌る美

９月22日

～30日

イベント 福岡県・デリー州友好提携記

念事業｢インド・フェア」

ミュージア

ムホール・

エントラン

スホール

40,675人 福岡県

９月28日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

120人 福岡女子短期大学

10月２日

～20日

展示

イベント

九州国立博物館開館２周年記念

「迫真のアンコールワット遺

跡　尊顔とバイヨン寺院展」

ミュージア

ムホール

100,552人 凸版印刷・朝日

新聞社・九州朝

日放送

10月７日 音楽会 第41回きゅーはくミュージア

ムコンサート

エントラン

スホール

300人 深沢功、藤本史子

10月12日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

120人 福岡女子短期大学

10月19日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

120人 福岡女子短期大学

10月27日 ワーク

ショップ

第３回ガムランワークショップ エントラン

スホール

100人 九州国立博物館
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10月31日 式典 開館２周年記念式典 ミュージア

ムホール

150人 九州国立博物館

11月３日 イベント 「留学生の日」イベント ミュージア

ムホール・

エントラン

スホール

12,000人

11月４日 音楽会 第42回きゅーはくミュージア

ムコンサート

エントラン

スホール

300人 于波、佐久間大

和、河本絵理

11月９日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

120人 福岡女子短期大学

11月10日 ワーク

ショップ

第4回ガムランワークショップ エントラン

スホール

100人 九州国立博物館

11月16日 シンポジウム 福岡国際大学開学10周年記念

国際シンポジウム

ミュージア

ムホール

250人 九州学園福岡国

際大学

11月18日 シンポジウム 日・中・韓学術文化交流協定

締結記念国際シンポジウム

「百済と古代東アジアの国際

交流」

ミュージア

ムホール

270人 九州国立博物館

11月20日

～29日

展示 平成19年度筑紫地区文化財パ

ネル展ちくし歴史散歩「ちく

しの文化遺産を歩く」

エントラン

スホール

36,846人 筑紫地区社会教

育振興協議会

11月23日

～25日

舞踊 朝鮮通信使シンポ記念関連イ

ベント「舞踊」

屋外 300人 朝鮮通信使400年

記念フェア実行

委員会

11月24日

～25日

学会 日本遺跡学会2007年度大会

「遺跡コンソーシアム－地域

連携－」

ミュージア

ムホール・

研修室

250人 日本遺跡学会

11月30日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

70人 福岡女子短期大学

12月１日 能楽 開館２周年記念「九博夜能」 ミュージア

ムホール

260人 九州国立博物館

12月２日 シンポジウム 国際シンポジウム

「宗像・沖ノ島と関連遺跡群」

ミュージア

ムホール

300人 福岡県教育委員

会・宗像市・福

津市

12月７日 音楽会 太宰府市小学校音楽会 ミュージア

ムホール

300人 太宰府市教育委

員会・太宰府市

小学校音楽会実

行委員会

12月８日 ワーク

ショップ

第５回ガムランワークショップ ミュージア

ムホール

50人 九州国立博物館

12月11日 音楽会 American� Winter� Music�

Concert

ミュージア

ムホール

160人 福岡アメリカン・

センター（在福

岡米国領事館広

報部）

12月11日

～20日

展示 朝鮮通信使写真展 エントラン

スホール

15,999人 九州国立博物館
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12月14日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

70人 福岡女子短期大学

12月15日

～16日

シンポジウム 朝鮮通信使400年記念国際シ

ンポジウム

「アジアのなかの日朝関係史」

ミュージア

ムホール

130人 朝鮮王朝実録講

読会

12月21日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

70人 福岡女子短期大学

12月22日

～23日

観光紹介 吉野ヶ里Days�in�九博 エントラン

スホール

5,227人 佐賀県教育委員会

文化課　吉野ヶ里

歴史公園事務所　

公園緑地管理財団

吉野ヶ里公園管理

センター　

12月24日 音楽会 第43回きゅーはくミュージア

ムコンサート

エントラン

スホール

200人 内田浩誠、森山

由美子、小車洋行

20年１月３日

～７日

イベント 九博ボランティア企画イベント

「お正月あそびを楽しもう

『九博のお正月』」

エントラン

スホール・

研修室・屋外

32,858人 九博ボランティア

イベント部会

20年１月６日 落語 第８回九博朝日寄席

「初笑い！南喬・さん喬二人会」

ミュージア

ムホール

220人 柳家さん喬、桂

南喬、林家二楽

20年１月10日

～14日

観光紹介 長崎の観光と物産展 エントラン

スホール・

屋外

30,542人 長崎市・長崎ブ

ランド振興会

20年１月11日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

70人 福岡女子短期大学

20年１月12日 ワーク

ショップ

第６回ガムランワークショップ ミュージア

ムホール

30人 九州国立博物館

20年１月14日 音楽会 第44回きゅーはくミュージア

ムコンサート

エントラン

スホール

300人 于微、中村由輝子

20年１月18日 展示 時空を翔るシルクロード・壱

岐観光ＰＲ展

ミュージア

ムホール・

エントラン

スホール

3,725人 壱岐市・壱岐観

光協会

20年１月22日

～２月３日

展示 ひなの国九州フェスタ2008 エントラン

スホール

59,259人 九州のひなまつ

り広域振興協議会

20年１月25日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

70人 福岡女子短期大学

20年２月８日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

100人 福岡女子短期大学

20年２月11日 音楽会 第45回きゅーはくミュージア

ムコンサート

エントラン

スホール

300人 岩崎大輔、山崎箜山

20年２月15日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

120人 福岡女子短期大学

20年２月16日 ワーク

ショップ

第７回ガムランワークショップ ミュージア

ムホール

70人 九州国立博物館

20年２月19日 講演 山西省太原市文物考古研究所

所長　講演会

研修室 30人 九州国立博物館
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20年２月19日

～24日

展示 日韓大学生『書』交流展 エントラン

スホール

56,299人 福岡県国際交流

センター・九州

大学韓国研究セ

ンター

20年２月23日 芸能 九博で博多にわかば楽しみ

まっしょう

ミュージア

ムホール

600人 博多仁和加振興会

20年３月１日

～２日

展示 第２回福岡県景観大会 ミュージア

ムホール・

エントラン

スホール

10,646人 福岡県、実行委

員会、福岡県都

市計画協会

20年３月４日

～９日

展示

イベント

大川建具・彫刻・創作家具「伝

統と匠の技展」in九州国立博

物館

エントラン

スホール

23,560人 大川建具事業協

同組合・大川ラ

ンマ彫刻振興会・

大川特注家具協

議会

20年３月９日 音楽会 第３回まほろばコンサート　

太宰府市民吹奏楽団

ミュージア

ムホール

300人 九博ボランティ

ア・太宰府市民

吹奏楽団

20年３月14日

～16日

イベント 第２回九州地域ブランド

フォーラム

ミュージア

ムホール・

エントラン

スホール・

屋外

13,642人 日本イベントプ

ロデュース協会

九州本部

20年３月16日 音楽会 第46回きゅーはくミュージア

ムコンサート

エントラン

スホール

250人 金城安紀

20年３月20日 講演 第83回研究会�『3Dデジタル

アーカイブと超高精細映像』

ミュージア

ムホール

70人 三 次 元 映 像 の

フォーラム

20年３月28日 音楽会 きゅーはくカフェコンサート オープンカ

フェ前

－ 福岡女子短期大学

20年３月29日 講演 第12回九博デー

「文化を未来に伝えるために…」

ミュージア

ムホール

－ 九州国立博物館

を愛する会

３）展示に関連する事業　計29件

展覧会名 期間 イベント種類 会場 参加者数

文化交流展 ４月１日 教育講座シリーズ・アジアージュ

「文化交流展示室の歩き方」

ミュージアム

ホール

100人

６月３日 教育講座シリーズ・アジアージュ

「西と東の縄文文化」

ミュージアム

ホール

40人

７月８日 教育講座シリーズ・アジアージュ

「旧石器時代のくらし」

ミュージアム

ホール

20人

８月11日 教育講座シリーズ・アジアージュ

「弥生と古墳時代の対外交流」

ミュージアム

ホール

50人

９月16日 教育講座シリーズ・アジアージュ

「王塚装飾古墳の謎」

ミュージアム

ホール

80人
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10月27日 教育講座シリーズ・アジアージュ

「北部九州地域における経塚と経筒」

ミュージアム

ホール

30人

11月11日 教育講座シリーズ・アジアージュ

「発掘調査からみた古代の大宰府」

ミュージアム

ホール

30人

12月９日 教育講座シリーズ・アジアージュ

「朝鮮白磁の美と技」

ミュージアム

ホール

50人

20年１月13日 教育講座シリーズ・アジアージュ

「日本に伝来した朝鮮鐘」

ミュージアム

ホール

40人

20年２月10日 教育講座シリーズ・アジアージュ

「九州陶磁の精華～田中丸コレクション～」

ミュージアム

ホール

100人

20年３月16日 教育講座シリーズ・アジアージュ

「国宝島津家文書の世界～朝鮮出兵の虎狩から

篤姫まで～」

ミュージアム

ホール

100人

未来への贈り

もの

４月28日 手嶌葵ミニライブ ミュージアム

ホール

480人

５月12日 記念講演会

「安道壹（あんどういつ）と摩崖（まがい）石刻経」

ミュージアム

ホール

80人

５月19日 天台宗開宗1200年記念　天台声明公演 ミュージアム

ホール

300人

６月２日 伎楽公演

「三蔵法師　求法（ぐほう）の旅」

ミュージアム

ホール

300人

日本のやきもの ７月22日 記念講演会

「桃山の茶陶」

ミュージアム

ホール

230人

８月４日 記念講演会

「華やかな江戸の陶磁」

ミュージアム

ホール

150人

本願寺展 10月５日 開催記念講演会

「親鸞の悲しみ」

エルガーラ

ホ ー ル� 大

ホール

580人

10月21日 開催記念シンポジウム

「シルクロード�－�共存の道～大谷探検隊から

のメッセージ～」

ミュージアム

ホール

300人

10月28日 落語のルーツは浄土真宗のお説教？ ミュージアム

ホール

300人

11月10日 こころに響く浄土の調べ ミュージアム

ホール

300人

京都五山 20年１月14日 記念講演会

「五山文化と香道」

ミュージアム

ホール・研修室

50人

20年１月19日 禅と茶の講演会

「つくしの茶ばなし」と呈茶会

ミュージアム

ホール

70人

20年１月19日

～20日

京都五山展開催記念　

博多うどんと禅

屋外 －

20年１月20日 記念講演会

「京都五山と禅宗文化」

ミュージアム

ホール

285人

20年２月３日 記念講演会

「対談�禅の文化と京都を語る」

ミュージアム

ホール

267人
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20年２月９日 禅と茶の講演会「茶道とは」と呈茶会 ミュージアム

ホール・エン

トランスホール

－

20年２月10日

～11日

体験座禅会 研修室 180人

20年２月13日

～17日

京都物産展 エントランス

ホール

40,580人
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３．我が国における博物館のナショナルセンターとして博物館活動全体の活性化

に寄与

⑴　収蔵品等に関する調査研究成果の発信
①　研究交流実績一覧

　　　　（後述の資料に記載）�◎共通資料ａ①

②　学会等発表実績一覧

　　　　（後述の資料に記載）�◎共通資料ａ③

③　論文等発表実績一覧

　　　　（後述の資料に記載）�◎共通資料ａ④

④　調査研究刊行物一覧

　　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ⑤
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⑵　公私立博物館等への貸与の推進

①　公私立博物館等への収蔵品貸与件数� 平成20年３月31日現在

国立博物館計 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

計 国内 海外 計 国内 海外 計 国内 海外 計 国内 海外 計 国内 海外

貸与先件数 279 259 20 149 137 12 60 59 1 37 35 2 33 28 5

合� � � � 計 1,737 1,528 209 1,302 1,118 184 171 168 3 137 133 4 127 109 18

絵 画 449 399 50 306 266 40 83 83 0 47 46 1 13 4 9

書 跡 114 92 22 65 49 16 37 34 3 11 8 3 1 1 0

彫 刻 127 111 16 114 98 16 0 0 0 12 12 0 1 1 0

建 築 2 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0

金 工 113 96 17 99 82 17

��
5 5 0 5 5 0 4 4 0

刀 剣 18 17 1 18 17 1 0 0 0 0 0 0

陶 磁 206 173 33 152 123 29 19 19 0 0 0 0 35 31 4

漆 工 52 43 9 49 41 8 0 0 0 1 1 0 2 1 1

染 織 92 66 26 80 54 26 8 8 0 4 4 0 0 0 0

考 古 275 246 29 139 110 29 14 14 0 57 57 0 65 65 0

民 族 資 料 4 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 4

歴 史 資 料 13 13 0 7 7 0 5 5 0 0 0 0 1 1 0

和 書 15 15 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

東　
　
　

洋

絵 画 18 17 1 18 17 1

書 跡 23 23 0 23 23 0

彫 刻 50 49 1 50 49 1

金 工 0 0 0 0 0 0

陶 磁 141 141 0 141 141 0

漆 工 0 0 0 0 0 0

染 織 0 0 0 0 0 0

考 古 22 22 0 22 22 0

民 族 0 0 0 0 0 0

法隆寺献納宝物 3 3 0 3 3 0

※東京国立博物館は、上記のほかに古写真20件を貸与。
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附属資料：事業実績統計表

②　海外への列品貸与

【東京国立博物館】

展覧会名称 申請者�【�会場�】 貸与期間 種別 員数

韓国国立中央博物館

「日本室常設展示」

韓国国立中央博物館長　李健茂

【国立中央博物館(大韓民国)】

17年９月５日

～19年10月下旬

絵画、書跡、

彫刻、金工、

陶磁、漆工、

考古

絵画22件（２

巻、６曲１双・

３、17枚、１

幅、２曲１隻・

１、４面、８曲

１隻・１）、書

跡10件（７幅、

１巻、１葉）、

彫刻３件（３

躯）�、金工17

件（10口、２

躯、３面、１

頭、１柄）、陶

磁９件（９口、

１枚、３本）、

漆工６件（５

合、１基）、考

古28件(28個)�

「KATAGAMI― 日 本

の型紙とジャポニ

ズム」展

独立行政法人国際交流基金理事長

小倉和夫

【国際交流基金パリ日本文化会館

(フランス)】

18年７月18日

～19年４月20日

刀剣

染織

刀剣１件

染織５件

「観音菩薩展」 奈良国立博物館長　湯山賢一

【リートベルク美術館(スイス)】

19年１月中旬

～４月下旬

絵画 絵画１件

「悟りの世界：中

世日本における禅

宗の人物および説

話画」展

文化庁長官　近藤信司　

【ジャパン・ソサエティー・ギャ

ラリー(アメリカ合衆国ニュー

ヨーク市)】

19年２月７日

～7月31日

絵画

東洋絵画

絵画５件

東洋絵画１件

「池大雅・徳山玉

瀾」展

フィラデルフィア美術館長　

アン・ダノンコート

【フィラデルフィア美術館(アメ

リカ合衆国)】

19年３月１日

～８月30日

絵画

書跡

絵画10件

書跡５件

「韓国仏教1700年

三宝特別展Ⅰ－

仏」

大韓仏教曹溪宗総務院長　智冠

【仏教中央博物館(大韓民国)】

19年３月17日

～５月31日

東洋彫刻 東洋彫刻１件

「世界を取り巻く：

16,17世紀のポル

トガルと世界」展

アーサー・Ｍ．サックラー美術館

(スミソニアン協会)�

館長　ジュリアン・ラビー

【アーサー・Ｍ．サックラー美

術館】

５月23日

～10月16日

彫刻

漆工

彫刻13件

漆工１件

企画特別展「手で

書き、描いた高麗

の仏国土、写経変

相図」

韓国国立中央博物館館長

金紅男

【韓国国立中央博物館】　

６月１日

～９月28日

書跡 書跡１件
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「パリに学んだ日

本の洋画家」展

東京芸術大学大学美術館館長　

増村紀一郎

【パリ日本文化会館(フランス共

和国）】

９月17日

～20年２月16日

絵画 絵画２件

文化庁主催「日本

陶磁の名宝」展

文化庁長官�青木�保

【ソアレス・ドス・レイス国立

美術館(ポルトガル共和国)】

９月８日

～12月28日

陶磁

考古

陶磁５件

考古１件

「薩摩焼パリ伝統

美展」

薩摩焼パリ伝統美展実行委員会

委員長

大野芳雄

【フランス国立陶磁器美術館】

10月15日

～20年３月15日

陶磁 陶磁10件

｢江戸の工芸｣展 文化庁長官�青木�保

【サンパウロ州立美術館(ブラジ

ル連邦共和国サンパウロ市)】

20年３月18日

～７月22日

陶磁

漆工

染織

陶磁５件

漆工１件

染織21件

【京都国立博物館】

展覧会名称 申請者�【�会場�】 貸与期間 種別・員数

夏季特別展「手で書き、描い

た高麗の仏国土、写経変相図」

韓国国立中央博物館長　

金紅男

【国立中央博物館(大韓民国)】

７月６日

～９月20日

書跡３件（１件）

� ※(　)は寄託品で外数

【奈良国立博物館】

展覧会名称 申請者【会場】 貸与期間 種別・員数

「修業と功徳の世界

－写経変相図」展

韓国国立中央博物館 ７月２日

～９月21日

書跡３件（１件）

� ※(　)は寄託品

【九州国立博物館】

展覧会名称 申請者�【�会場�】 貸与期間 種別・員数

フィラデルフィア美術館

「池大雅・徳山玉瀾」展

フィラデルフィア美術館長

アン・ダノンコート

【フィラデルフィア美術館】

19年３月

～９月上旬

絵画１件

「世界を取り巻く：16、17世紀

のポルトガルと世界展」

フリーア/サックラー美術館長

ジム�ユーラック

【フリーア/サックラー美術館】

５月～10月 絵画２件

ソアレス・ドス・レイス国立

美術　海外交流展「日本のや

きもの」

文化庁長官

青木　保

【ソアレス・ドス・レイス国立

美術館】

６月中旬

～12月初旬

陶磁３件

国立済州博物館

海洋文物交流特別展Ⅱ「琉球

王国展」

国立済州博物館長

具一會

【国立済州博物館】

７月上旬

～９月上旬

絵画６件

民族資料４件

漆工１件
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附属資料：事業実績統計表

フランス・セーブル美術館

パリ万国博覧会140年記念

「薩摩焼パリ伝統美展」

薩摩焼パリ伝統美展実行委員

会委員長

大野芳雄

【フランス・セーブル美術館】

10月～20年４月 陶磁１件

フィラデルフィア美術館

「池大雅・徳山玉瀾」展

フィラデルフィア美術館長

アン・ダノンコート

【フィラデルフィア美術館】

19年3月5日

～9月上旬

絵画１件（１巻)
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③　考古の相互貸借実績

【東京国立博物館】

貸与先名 貸与件数 借用件数

山梨県立考古博物館 18 20

長野県立歴史館 18 20

【奈良国立博物館】

　浜松市博物館（静岡県）：貸与件数　１件、借用件数　２件

　桜井市立埋蔵文化財センター（奈良県）：貸与件数　１件、借用件数　１件

⑶　公私立博物館等に対する援助・助言の推進
①　公私立博物館等に対する援助・助言

計 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

248件 124件 81件 ５件 38件
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附属資料：事業実績統計表

４．文化財に関する調査及び研究の推進

⑴　文化財に関する基礎的・体系的な調査・研究の推進
①　調査研究テーマ一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ②

②　論文等発表実績一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ④

③　学会、研究会等発表実績一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ③

⑵　文化財に関する新たな調査手法の研究・開発の推進
①　調査研究テーマ一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ②

②　論文等発表実績一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ④

③　学会、研究会等発表実績一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ③

⑶　文化財の保存科学や修復技術に関する中心的な支援拠点として先端的調査

研究等の推進
①　調査研究テーマ一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ②

②　論文等発表実績一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ④

③　学会、研究会等発表実績一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ③

⑷　国・地方公共団体の要請に応じた保存措置等のために必要な実践的な調査・

研究の実施
①　調査研究テーマ一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ②

②　論文等発表実績一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ④

③　学会、研究会等発表実績一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ③

⑸　有形文化財の収集・保管・公衆への観覧にかかる調査・研究
①　調査研究テーマ一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ②

②　科学研究費補助金による調査研究

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ⑥

③　客員研究員一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ⑦
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５．文化財の保存・修復に関する国際協力の推進

⑴　文化財の保護制度や施策の国際動向及び国際協力及び国際共同研究
①　調査研究テーマ一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ②

②　国際ワークショップ開催実績一覧

【東京文化財研究所】

開催件数：２件　参加者総数：153人

開催日 テ　ー　マ 講　　　師 参加者数

20年

3月12日～16日

中央アジアの文化遺産と日本の貢献 前田耕作（客員研究員）、山内和

也（地域環境研究室長）、Sh.ムスタ

ファイェフ（中央アジア国際研究所

長）、加藤九祚（国立民族学博物館

名誉教授）、B.カリムシャコヴァ（キ

ルギス）、M.アジゾフ（タジキスタ

ン）、M.マメドフ（トルクメニスタ

ン）、R.マンスロフ（ウズベキスタ

ン）、西村康（ACCU奈良）、稲葉信子

（国際企画情報研究室長）、K.バイパ

コフ（カザフスタン）、B.アマンバ

エヴァ（キルギス）、N.ビャシモヴァ

（トルクメニスタン）、Sh.ピダエフ

（ウズベキスタン）、清水真一（文化

遺産国際協力センター長）

60人

12月16日 保存処置後のモニタリング 西浦忠輝（国士舘大学）

ナハール・チャヤンダル（ボロブ

ドゥール遺産保存研究所）

金思悳（韓国国立文化財研究所）

93人

③　論文等発表実績一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ④

④　学会、研究会等発表実績一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ③
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⑵　諸外国における文化財の保存・修復に関する技術移転とアジア諸国の文化

財保護担当者や保存・修復専門家などの人材養成に関する支援事業及び人材

養成に必要な教材や教育手法に関する研究開発

①　調査研究テーマ一覧

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ａ②

②　アジア諸国文化財保護担当者などの人材養成に関する研修等実施状況

【奈良文化財研究所】　３件

研修課程 研修期間 日数 研修対象 研修内容 参加者数

1 木造文化財の保存と

修復に係わるさまざ

まな技術や考え方

９月18日

～10月19日

４日 アジア・太平洋

地域諸国の若い

世代の専門家

「文化遺産の保護に関する

研修2007

―木造建造物の保存と修復」

14人

2 ベトナム国ハタイ省

ドンラム村の伝統的

村落保存事業に関わ

る現地の専門家を育

成するため

８月28日

～９月27日

６日 ハタイ省及び

ドゥオンラム村

遺産管理事務所

職員

「ベトナム　ドンラム村保

存事業に伴う専門家育成

研修」

３人

3 博物館における資料

保管法、収蔵システ

ム、管理システム、

展示方法などの諸課

題につき、必要な知

識・技術を習得する

ことによって、今後

モルジブ国の博物館

運営や文化遺産に寄

与すること

11月26日

～12月21日

５日 モルジブ国立言

語・歴史研究セ

ンター所属職員

「文化遺産の保護に資する

研修2007」

２人

６．情報発信機能の強化

⑴　ネットワークのセキュリティの強化及び情報基盤の整備・充実と文化財情

報の計画的収集・整理・保管及び文化財に関する専門的アーカイブの拡充

①　文化財関係資料及び図書の受入件数

東京文化財研究所 奈良文化財研究所

19年度受入件数 総件数 19年度受入件数 総件数

図　　　書 2,054冊 216,004冊 14,148冊 280,130冊
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⑵　文化財に関する調査・研究の成果について、定期刊行物の発行及び公開講

演会、現地説明会、国際シンポジウム等の開催と広報のためのホームページ

の充実

①　調査研究刊行物一覧

　　　　（後述の資料に記載）◎共通資料a⑤

②　公開講演会、現地説明会、国際シンポジウムの開催実績一覧

【東京文化財研究所】

公開講演会　２件

　○公開講演会「平成19年度オープンレクチャー」

　　・開�催�日：11月２日

　　・開催場所：東京文化財研究所セミナー室

　　・主����催：上野の山文化ゾーン連絡協議会

　　・参加人数：276人（11月２日、３日の２日間延べ数）

　　・事業内容：美術史研究の成果を一般に公表すること

　　　　　　　　「光琳の目と手」

　　　　　　　　「矢代幸雄の琳派観」

　○公開講演会「平成19年度オープンレクチャー」

　　・開�催�日：11月３日

　　・開催場所：東京文化財研究所セミナー室

　　・主����催：上野の山文化ゾーン連絡協議会

　　・参加人数：276人（11月２日、３日の２日間延べ数）

　　・事業内容：美術史研究の成果を一般に公表すること

　　　　　　　　「矢代幸雄と美術研究所」

　　　　　　　　「黒田清輝のフランス体験―芸術家村グレーから黒田記念館へ」

国際シンポジウム　１件

　○国際シンポジウム「第31回文化財の保存および修復に関する国際研究集会」

　　・開�催�日：20年２月５～７日

　　・開催場所：東京文化財研究所地下セミナー室

　　・主����催：東京文化財研究所

　　・参加人数：74人

　　・事業内容：「文化財を取り巻く環境の調査と対策」

【奈良文化財研究所】

公開講演会　４件

　○公開講演会「第100回公開講演会」

　　・開�催�日：６月16日

　　・開催場所：奈良文化財研究所平城宮跡資料館講堂

　　・主����催：奈良文化財研究所
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附属資料：事業実績統計表

　　・参加人数：230人

　　・事業内容：文化財に関する調査・研究に基づく成果について、積極的に公開・提供する。

　　　　　　　　「阿倍山田道と古代の道路」

　　　　　　　　「西大寺伽藍に迫る－最新の発掘調査成果から－」

　　　　　　　　「年輪年代学とデジタル画像技術」

　○公開講演会「第101回公開講演会」

　　・開�催�日：10月20日

　　・開催場所：奈良文化財研究所平城宮跡資料館講堂

　　・主����催：奈良文化財研究所

　　・参加人数：220人

　　・事業内容：文化財に関する調査・研究に基づく成果について、積極的に公開・提供する。

　　　　　　　　「版築の話」

　　　　　　　　「キトラ古墳壁画の保存」

　　　　　　　　「文化遺産としての風景の保存」

　○公開講演会「飛鳥資料館特別講演会」

　　・開�催�日：10月28日

　　・開催場所：飛鳥資料館講堂

　　・主����催：奈良文化財研究所

　　・参加人数：60人

　　・事業内容：文化財に関する調査・研究に基づく成果について、積極的に公開・提供する。

　　　　　　　　「山田寺の発掘調査と重要文化財指定」

　○公開講演会「飛鳥資料館特別講演会」

　　・開�催�日：11月３日

　　・開催場所：飛鳥資料館講堂

　　・主����催：奈良文化財研究所

　　・参加人数：74人

　　・事業内容：文化財に関する調査・研究に基づく成果について、積極的に公開・提供する。

　　　　　　　　「山田寺の建築を再考する」

現地説明会　６件

　○現地説明会「平城第421次（東院地区中枢部）発掘調査」

　　・開�催�日：９月１日

　　・開催場所：東院地区中枢部

　　・主����催：奈良文化財研究所

　　・参加人数：750人

　　・事業内容：文化財に関する調査・研究に基づく成果について、積極的に公開・提供する。

　　　　　　　　発掘調査

　○現地説明会「飛鳥藤原第148次（藤原宮大極殿院南門）発掘調査」

　　・開�催�日：９月８日
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　　・開催場所：藤原宮大極殿院南門

　　・主����催：奈良文化財研究所

　　・参加人数：1,073人

　　・事業内容：文化財に関する調査・研究に基づく成果について、積極的に公開・提供する。

　　　　　　　　発掘調査

　○現地説明会「飛鳥藤原第150次（石神遺跡第20次）発掘調査」

　　・開�催�日：12月15日

　　・開催場所：石神遺跡第20次

　　・主����催：奈良文化財研究所

　　・参加人数：867人

　　・事業内容：文化財に関する調査・研究に基づく成果について、積極的に公開・提供する。

　　　　　　　　発掘調査

　○現地説明会「平城第423次(東院地区中枢部)発掘調査」

　　・開�催�日：20年１月19日

　　・開催場所：東院地区中枢部

　　・主����催：奈良文化財研究所

　　・参加人数：819人

　　・事業内容：文化財に関する調査・研究に基づく成果について、積極的に公開・提供する。

　　　　　　　　発掘調査

　○現地説明会「飛鳥藤原第151次（甘樫丘東麓遺跡）発掘調査」

　　・開�催�日：20年３月29日

　　・開催場所：甘樫丘東麓遺跡

　　・主����催：奈良文化財研究所

　　・参加人数：2,100人

　　・事業内容：文化財に関する調査・研究に基づく成果について、積極的に公開・提供する。

　　　　　　　　発掘調査

　○現地説明会「平城第429次（東院朝堂院東方官衙地区）発掘調査」

　　・開�催�日：20年３月30日

　　・開催場所：東院朝堂院東方官衙地区

　　・主����催：奈良文化財研究所

　　・参加人数：453人

　　・事業内容：文化財に関する調査・研究に基づく成果について、積極的に公開・提供する。

　　　　　　　　発掘調査

③　ホームページアクセス件数

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ｃ
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附属資料：事業実績統計表

⑶　黒田記念館、平城宮跡資料館、藤原宮跡資料室、飛鳥資料館の展示公開

①　入館者数

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ｄ①

②　入館者数（過去５ヵ年）

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ｄ②

③　入場料収入

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ｄ③

④　平常展・特別展

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ｄ④

⑷　文化庁が行う平城宮跡、飛鳥・藤原宮跡等の公開・活用事業に協力・事業

の運営と各種ボランティア支援
①　ボランティア受入れ実績

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ｂ
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⑸　文化財情報・研究成果の促進

①　ウェブサイトのアクセス件数

　　　（後述の資料に記載）◎共通資料ｃ

②　情報資料の収集

東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

写 真 原 板 304,325枚 237,227枚 347,128枚 14,002枚

資　

料

模 造 0 0 0 0

模 写 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 24件

計 0 0 0 24件

図　

書

和 書 153,569冊 46,465冊 57,757冊 46,307冊

漢 書 37,170冊 18,908冊 4,524冊 0

洋 書 11,237冊 1,328冊 1,449冊 1,359冊

計 201,976冊 66,701冊 63,730冊 47,666冊

映 画 フ ィ ル ム 0 24巻 30巻 0

ス ラ イ ド 0 26本2,779コマ 21本2,192コマ 0

マイクロフィルム 3,615巻 0 0 480巻

東京国立博物館資料館の利用者数（過去５年間）

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

利 用 者 数 4,374人 4,228人 3,769人 2,920人 3,134人

閉架図書（閲覧） 2,773件 2,776件 2,758件 2,770件 3,321件

古文献資料（閲覧） ―― ―― ―― ―― ――

マイクロフィルム（閲覧） 366件 133件 817件 1,093件 650件

レファレンスサービス ―― ―― 3,063件 3,632件 3,299件

コピーサービス ―― ―― ―― 22,530枚 23,287枚
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附属資料：事業実績統計表

７．地方公共団体への協力等による文化財保護の質的向上

①　国・地方公共団体への協力等に対する専門的・技術的な協力・助言

計 東京文化財研究所 奈良文化財研究所

534件 101件 433件

②　専門指導者層を対象とした研修等実施状況及び研究参加者等に対するアンケート結果

【東京文化財研究所】　１件

研修課程 研修期間 日数 研修対象 研修内容 参加者数 満足度

1 博物館・美術館等

保存担当学芸員研修

７月９日

～24日

16日 博物館・美術館等

の保存担当学芸員

保存環境や生物被

害対策に関する講

義と実習、文化財

の種類ごとの劣化

と修復に関する講義

32人 100％

【奈良文化財研究所】　13件

研修課程 研修期間 日数 研修対象 研修内容 参加者数 満足度

1 遺物観察調査課程 ６月４日

～29日

26日 地方公共団体の埋

蔵文化財担当職員

若しくはこれに準

ずる者

遺物観察調査 ６人 100％

2 文化財写真Ⅰ(基

礎)課程

７月９日

～25日

17日 地方公共団体の埋

蔵文化財担当職員

若しくはこれに準

ずる者

文化財写真Ⅰ(基

礎)

６人 100％

3 文化財写真Ⅱ(応

用)課程

７月25日

～８月８日

15日 地方公共団体の埋

蔵文化財担当職員

若しくはこれに準

ずる者

文化財写真Ⅱ(応

用)

６人 100％

4 古代・中近世瓦調

査課程

９月６日

～13日

８日 地方公共団体の埋

蔵文化財担当職員

若しくはこれに準

ずる者

古代・中近世瓦調査 20人 100％

5 地方官衙遺跡調査

課程

10月１日

～５日

５日 地方公共団体の埋

蔵文化財担当職員

若しくはこれに準

ずる者

地方官衙遺跡調査 14人 100％

6 保存科学Ⅰ(無機

質遺物)課程

10月16日

～24日

９日 地方公共団体の埋

蔵文化財担当職員

若しくはこれに準

ずる者

保存科学Ⅰ(無機

質遺物)

８人 100％

7 保存科学Ⅱ(有機

質遺物)課程

10月24日

～11月1日

９日 地方公共団体の埋

蔵文化財担当職員

若しくはこれに準

ずる者

保存科学Ⅱ(有機

質遺物)

８人 100％
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8 報告書作成課程 11月７日

～16日

10日 地方公共団体の埋

蔵文化財担当職員

若しくはこれに準

ずる者

報告書作成 18人 100％

9 遺跡地図情報課程 11月27日

～30日

４日 地方公共団体の埋

蔵文化財担当職員

若しくはこれに準

ずる者

遺跡地図情報 15人 100％

10 測量外注課程 12月10日

～14日

５日 地方公共団体の埋

蔵文化財担当職員

若しくはこれに準

ずる者

測量外注 14人 100％

11 遺跡整備活用課程 20年

1月15日

～25日

11日 地方公共団体の埋

蔵文化財担当職員

若しくはこれに準

ずる者

遺跡整備活用 14人 100％

12 竪穴建物遺構調査

課程

20年

2月4日

～8日

５日 地方公共団体の埋

蔵文化財担当職員

若しくはこれに準

ずる者

竪穴建物遺構調査 10人 100％

13 地質環境調査課程 20年

2月21日

～28日

８日 地方公共団体の埋

蔵文化財担当職員

若しくはこれに準

ずる者

地質環境調査 16人 100％
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附属資料：事業実績統計表

◎共通資料

ａ．調査研究
①　研究交流実績一覧

１）海外研究者招聘・受入実績（延べ人数）

国立文化財機構 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館 東京文化財研究所 奈良文化財研究所

204人 10人 ７人 ９人 38人 76人 64人

【東京国立博物館】　10人

氏名 国名 所属機関・職名 用務 期間

蕫　理 中国 陝西歴史博物館

陳列部主任(部

長代理)

陝西歴史博物館展示リニューア

ルについての発表および、作品

展示について館研究員との意見

交換

20年３月16日

 ～25日

姜炯台 韓国 中央博物館

保存科学室長

日韓国際学術交流協定事業

館蔵の漆作品および高麗漆器の

保存・修復について共同調査・

意見交換

５月14日

 ～21日

李容喜 同室

宣承慧 韓国 中央博物館

アジア部学芸研

究士

月例講演会講師 20年１月18日

 ～20日

ルイーズ･ポティエ カナダ モントリオール

歴史考古博物館

展示部マネー

ジャー

国際展事業と文化交流展につい

て事例報告および意見交換

６月16日

 ～25日

ジョン・テラモト アメリカ インディアナポ

リス美術館

東洋美術担当

主任学芸員

インディアナポリス美術館のア

ジアギャラリーのリニューアル

についてセミナー開催および、

当館研究員らとアジア美術品展

示について共同調査、意見交換

(文化庁外国人芸術家・文化財専

門家招へい事業により招へい)

11月11日

 ～21日

アルベルト・ルツ スイス リートベルク

美術館館長

リートベルク美術館リニューア

ルについてのレクチャーおよび

今後の国際交流事業についての

意見交換

10月５日

 ～19日

エリス・アロワン フランス アルザス レナ

ン埋蔵文化財セ

ンター

保存修復研究課長

館蔵の考古遺物修復(立体物)に

ついての意見交換

11月11日

 ～22日

ゼルフィラ・トレグ

ローヴァ

ロシア クレムリン博物館

副館長

今年５月より開催のクレムリン

博物館200周年記念｢サムライ―

日本の武家の宝物｣展準備のため

20年３月23日

 ～29日、30日

アイヌラ・ユスポワ ロシア クレムリン博物館

学芸員
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【京都国立博物館】延べ７人

氏名 国名 所属機関・職名 用務 期間

陳　鶯 中国 香港中文大学

文学部芸術系

中国芸術史博士

課程

「中国近現代の洋画家　符羅飛

の芸術と思想」

（香港洽蕙基金会）

８月10日

 ～９月７日

韋　荃 中国 四川省文物考古

研究院

副研究員

東アジア紙文化財の保存と修復

の技術交流

（アジア諸国博物館・美術館

研究協力事業）

９月６日

 ～15日

アンドリュー・ワツ

キー

アメリカ バーサー大学　

准教授

国際シンポジウム「狩野永徳研

究の現状と課題」研究発表及び

パネリスト

10月29日

 ～11月６日

グレゴリー・レヴィン アメリカ カリフォルニア大

学バークレー校

准教授

国際シンポジウム「狩野永徳研

究の現状と課題」研究発表及び

パネリスト

10月31日

 ～11月９日

イリナ・ポポヴァ ロシア ロシア科学アカ

デミー東洋学

研究所

所長

ロシア探検隊収集「西域出土文

献と壁画」展(仮称)開催のため

詳細打合せ

20年２月３日

 ～８日

ロジーナ・ブックラ

ンド

英国 大英博物館

クーリエ

暁斎展作品輸送等 20年３月25日

 ～４月13日

コーネル・バレット オランダ ライデン国立民

俗学博物館

クーリエ

暁斎展作品輸送等 20年３月25日

 ～４月１日

【奈良国立博物館】延べ９人

氏名 国名 所属機関・職名 用務 期間

譚淑琴 中国 河南博物院 

館員

当館との学術交流 ５月７日

 ～６月６日

甘　嵐 中国 河南博物院

館員

当館との学術交流 ５月７日

 ～６月６日

信立祥 中国 中国国家博物館

田野考古部主任

研究館員

当館との学術交流 ７月２日

 ～８月１日

盛為人 中国 中国国家博物館

蔵品保管一部

副主任研究館員

当館との学術交流 ７月２日

 ～８月１日

金憓璟　 韓国 韓国国立慶州博

物館

学芸研究士

当館との学術交流 ７月18日

 ～８月17日

呉敏偉 中国 上海博物館

保衛処主任

当館との学術交流 ９月５日

 ～14日

陳　平 中国 上海博物館

地面文物管理部

副研究館員

当館との学術交流 ９月５日

 ～14日
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許篠江 中国 上海博物館

弁公室館員

当館との学術交流 ９月５日

 ～14日

咸舜燮 韓国 韓国国立慶州博

物館

学芸研究士

当館との学術交流 20年２月13日

 ～３月13日

●その他招へい

マリー　アルバート アメリカ シカゴ美術館 「神仏習合展」出陳品作品に随行 19年３月30日

 ～４月７日

エレノア　パールス

ティン

アメリカ シカゴ美術館 「神仏習合展」出陳品作品撤収

作業及び随行

５月23日

 ～６月１日

ニコール　シンプソン アメリカ ニューヨーク

パブリックライ

ブラリー

｢院政期絵画展｣出陳作品に随行 ８月21日

 ～９月１日

Jacki Elgar アメリカ ボストン美術館 ｢院政期絵画展｣出陳作品に随行 ８月26日

 ～９月４日

マーガレット　グロ

バー

アメリカ ニューヨークパ

ブリックライブ

ラリー

図書館員

｢院政期絵画展｣出陳作品返却に

随行

９月27日

 ～10月３日

アン　ニシムラ　

モース

アメリカ ボストン美術館

学芸員

｢院政期絵画展｣出陳作品返却に

随行

９月26日

 ～10月４日

李栄勲 韓国 韓国国立慶州博

物館

館長

｢正倉院展｣開会式への出席及び

当館職員との意見交換

10月25日

 ～27日

楊柄福 韓国 韓国国立慶州博

物館

企画運営課長

｢正倉院展｣開会式への出席及び

当館職員との意見交換

10月25日

 ～27日

成建正 中国 陜西歴史博物館

館長

文化交流に関する情報交換、

特別展の開催に関する打合せ

11月９日

 ～20日

郝建文 中国 河北省文物研究所 「天馬展」出陳作品に随行 20年３月30日

 ～４月４日

倪麗燁 中国 西安碑林博物館 「天馬展」出陳作品に随行 20年３月30日

 ～４月４日

許　嫈 中国 中国文物交流中心 「天馬展」出陳作品に随行 20年３月30日

 ～４月４日

【九州国立博物館】延べ38人

氏名 国名 職名 用務 期間

ヴォ クアン チョン ベトナム 国立ベトナム

民族学博物館

館長

文化交流展示に関する指導・助言 ８月25日

 ～27日

グエン デュイ チウ ベトナム 国立ベトナム

民族学博物館

副館長

文化交流展示に関する指導・助言 ８月25日

 ～27日
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ルオン ホン クアン ベトナム 国立ベトナム

民族学博物館

文化情報機構副

所長

文化交流展示に関する指導・助言 ８月25日

 ～27日

レ ゴック チュイ ベトナム 国立ベトナム

民族学博物館

文化調査、支援、

発展センター

副所長

文化交流展示に関する指導・助言 ８月25日

 ～27日

ラ チ タイン チュイ ベトナム 国立ベトナム

民族学博物館

国際関係担当官

文化交流展示に関する指導・助言 ８月25日

 ～27日

ルータイワン・

マノーサ

タイ 博物館登録事務所

研究員

JICA草の根技術協力事業「文化

財の保存と地域の活性化」によ

る招へい

９月４日

 ～20日

シリン・ユワンヤイ

ディー

タイ バンコク国立博

物館

研究員

JICA草の根技術協力事業「文化

財の保存と地域の活性化」によ

る招へい

９月４日

 ～20日

ワッチャリー・チョ

ムプー

タイ チェンマイ国立

博物館

研究員

JICA草の根技術協力事業「文化

財の保存と地域の活性化」によ

る招へい

９月４日

 ～20日

尹軫暎 韓国 韓国学中央研究

院蔵書閣

研究員

平成19年度アジア諸国博物館・

美術館研究協力事業（文化庁）

による招へい

９月６日

 ～12日

杜偉生 中国 中国国家図書館

善本特蔵部

副研究館員

平成19年度アジア諸国博物館・

美術館研究協力事業（文化庁）

による招へい

９月６日

 ～12日

呉来明 中国 上海博物館

文物保護考古科

学実験室副主任

平成19年度アジア諸国博物館・

美術館研究協力事業（文化庁）

による招へい

10月９日

 ～18日

金三基 韓国 国立文化財研究所

芸能民俗研究室長

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

趙炳黙 韓国 江原大学校山林

科学大学

製紙工学科教授

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

鄭小英 韓国 国立文化財研究所

保存科学研究室

研究員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

朴智善 韓国 靖齊文化財保存

研究所長

龍仁大学校文化

財保存学科教授

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

宋珉宣 韓国 文化財庁文化遺

産局

動産文化財科長

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日
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金貴培 韓国 ユネスコ韓国委

員会

Team manager

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

潘吉星 中国 中国科学院自然

科学史研究所

研究員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

王　珊 中国 中国文物研究所

助理研究員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

杜晓帆 中国 ユネスコ北京事

務所文化部

文化遺産保存委員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

苏荣誉 中国 中國科學院傳統

與工藝文物科技

研究中心　主任

中国科学院自然

科学史研究所

研究員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

詹长法 中国 中国文物研究所

研究員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

黄栄光 中国 中国科学院自然

科学史研究所

副研究員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

高　峰 中国 中国文物研究所

文物科技中心副

主任

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

解玉林 中国 中国上海博物館

研究員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

周志元 中国 中国湖南省博物館

副研究員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

汪自强 中国 中国絲綢博物館

技術部主任研究員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

陈　刚 中国 復旦大学文物与

博物館系

助教授

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

郭桂香 中国 中国文物報社

編審（教授）

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

卢　叶 中国 ユネスコ北京事

務所文化部

初級項目助理

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

张志红 中国 故宮博物院文保

科技部

副研究員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日
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马艺蓉 中国 陝西歴史博物館

館員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

龔徳才 中国 南京博物院文物

保護科学技術研

究所

副研究員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

玛尔亚木 依不拉音木 中国 トルファン学研

究院技術保護室

助理館員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

徐文娟 中国 上海博物館

館員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

张晓梅 中国 北京大学考古文

博学院文物保護系

助教授

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

李耀申 中国 中国国家文物局

博物館司

副司長

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

曹明成 中国 中国国家文物局

博物館司

科員

国際シンポジウム「第２回東ア

ジア紙文化財保存修理シンポジ

ウム」における研究発表等

９月６日

 ～10日

【東京文化財研究所】延べ76人

氏名 国名 所属機関・職名 用務 期間

Zoltan ASZTALOS ハンガリー フレンツ・ホッ

プ東洋美術館

木材と漆器の修

復主任

漆器の修復（特に蒔絵の修復技

術）の研究及び、英語版、ハン

ガリー語版の漆芸用語集の作成

５月８日

 ～12日

Fabio Colombo イタリア 絵画保存修復専

門家

バーミヤーン遺跡保存事業の実施 ６月23日

 ～７月11日

楊剛亮 中国 龍門石窟研究院

技術保護センター

助理館員

龍門石窟の保護に関する研究

（山西省、河北省の石窟寺院に

おける地理情報システムGISの

現場実習）

８月26日

 ～９月２日

Mitra Etezadi イラン テヘランボン

ヤード博物館文

化研究所

保存部長

国際研修「漆の修復と保存」参加 ９月６日

 ～17日

Francesco Civita イタリア スティッツベルト

博物館

学芸員

国際研修「漆の修復と保存」参加 ９月９日

 ～15日

Julia Hutt イギリス ヴィクトリア・

アルバート美術館

日本・アジア部

門・学芸員

国際研修「漆の修復と保存」参加 ９月９日

 ～15日
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Chenkyo Tshering 

Dorji

ブータン フリーランス・

国立ブータン博

物館

国際研修「漆の修復と保存」参加 ９月９日

～15日

Balazs Lencz ハンガリー ハンガリー国立

博物館

日本美術保管担

当主任

国際研修「漆の修復と保存」参加 ９月９日

～15日

Margarita Kirchner スペイン バルセロナ市立

装飾美術学校

修復企画官

国際研修「漆の修復と保存」参加 ９月９日

～15日

Ya Hui Liu Zhou スペイン カタルーニャ国

立美術館

美術担当学芸員

国際研修「漆の修復と保存」参加 ９月９日

～15日

Jürgen Huber ドイツ ウォレスコレク

ション

家具保存担当主任

国際研修「漆の修復と保存」参加 ９月９日

～15日

Melissa Carr アメリカ 個人修復家 国際研修「漆の修復と保存」参加 ９月９日

～15日

Sinan A. Younis イラク ニネヴェ古物遺

産局保存修復室

考古学研究員

文化財の保存修復に関する専門

知識および技術の習得

９月16日

～12月14日

Faeza M. Jumaah イラク イラク国立博物館

中央修復研究

室・保存修復技

術者

文化財の保存修復に関する専門

知識および技術の習得

９月17日

～12月13日

Taghreed 

H.Khudhair

イラク イラク国立博物館

中央修復研究

室・保存修復技

術者

文化財の保存修復に関する専門

知識および技術の習得

９月17日

～12月13日

Jamal A. A. H. 

Ismael

イラク ナーシリーヤ博

物館

考古学研究員

文化財の保存修復に関する専門

知識および技術の習得

９月17日

～12月13日

Anna Pusoska ポーランド クラコウ国立美

術館（日本美術

技術センター）

在外日本古美術品保存修復協力

事業中間視察及び打ち合わせの

ため

10月８日

～14日

Jennifer CaslerPrice アメリカ キンベル美術館

学芸員

在外日本古美術品保存修復協力

事業19年度修理打合せ

10月14日

～18日

Andrea Wise オーストラリア オーストラリア

国立美術館

紙担当・主任修

復師

在外修復中間視察 10月22日

～27日

Wynne Phelan アメリカ ヒューストン美

術館

保存部

ヒューストン美術館蔵「日吉山

王祭礼図屏風」修復事業の打ち

合わせ等

11月７日

～14日

アフガニスタン 出土文化財（仏典）の保存修復

作業およびそれに関連する専門

知識の研修

11月９日

～12月20日
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Thomas J. K.Strang カナダ カナダ保存研究所

上級保存科学者

文化財の生物劣化対策の研究 11月12日

～25日

李建厚 中国 龍門石窟研究院

技術保護センター

助理館員

龍門石窟の保存修復に関する調

査研究

11月18日

～12月17日

高東亮 中国 龍門石窟研究院

技術保護センター

館員

龍門石窟の保存修復に関する調

査研究

11月18日

～12月17日

周偉強 中国 陝西省西安文物

保護修復センター

副研究員

中国陝西省唐代陵墓石彫像の保

存修理に関する研究

11月19日

～12月16日

甄　剛 中国 陝西省西安文物保

護修復センター

工程部

中国陝西省唐代陵墓石彫像の保

存修理に関する研究

11月19日

～12月16日

NaharCahy–andaru インドネシア ル遺産保存研究所

保存室長

第21回国際文化財保存修復研究

会への参加

12月３日

～８日

金思悳 韓国 韓国国立文化財

研究所

保存科学室・研

究官

第21回国際文化財保存修復研究

会への参加

12月４日

～８日

島津美子 オランダ オランダ文化遺

産研究所（ICN）

研究員

イタリアの壁画の表面洗浄に関

する調査（科研）

12月14日

～21日

Roberta De Angelis マルタ 絵画保存修復専

門家

イタリアの壁画の表面洗浄に関

する調査（科研）

12月15日

～21日

Richard A. Engel-

hardt

アメリカ ユネスコ・バン

コク事務所

アジア太平洋地

域文化担当アド

バイザー

文化遺産国際協力コンソーシア

ム 第２回研究会「Living Heri-

tageの国際協力」参加のため

20年１月８日

～10日

陳芳妹 台湾 国立台湾大学芸

術史研究所

教授

研究協力・講演 20年１月14日

～18日

王小偉 中国 敦煌研究院保護

研究所

館員

敦煌壁画の保護に関する共同研究 20年１月15日

～３月８日

李燕飛 中国 敦煌研究院保護

研究所

館員

敦煌壁画の保護に関する共同研究 20年１月15日

～３月８日

Brendan Cassar オーストラリア ユネスコ・カー

ブル事務所

文化担当コンサ

ルタント

バーミヤーン遺跡保存に関する

第６回専門家作業グループ会議

に出席

20年１月18日

～23日

長岡正哲 オーストラリア ユネスコ・カー

ブル事務所

文化担当専門家

バーミヤーン遺跡保存に関する

第６回専門家作業グループ会議

に出席

20年１月18日

～23日
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アフガニスタン バーミヤーン遺跡保存に関する

第６回専門家作業グループ会議

に出席

20年１月19日

～23日

Michael Petzet ドイツ 世界イコモス

会長

バーミヤーン遺跡保存に関する

第６回専門家作業グループ会議

に出席

20年１月19日

～23日

Roland Lin フランス ユネスコ世界遺

産センター

職員

バーミヤーン遺跡保存に関する

第６回専門家作業グループ会議

に出席

20年１月19日

～23日

Claudio Margottini イタリア モデナ大学

教授

バーミヤーン遺跡保存に関する

第６回専門家作業グループ会議

に出席

20年１月19日

～23日

Georgios Toubekis ドイツ アーヘン工科大学

保存建築家

バーミヤーン遺跡保存に関する

第６回専門家作業グループ会議

に出席

20年１月19日

～23日

Michael Jansen ドイツ アーヘン工科大学

教授

バーミヤーン遺跡保存に関する

第６回専門家作業グループ会議

に出席

20年１月19日

～23日

Dave Morris イギリス イギリス海軍航

空隊兵器博物館

航空機部門・学芸

員兼主任技術者

屋外展示航空機の防錆に関する

調査及び屋外保存の航空機に関

する調査

20年１月21日

～26日

Saneh Mahapol タイ タイ国立博物館

保存科学部門・

保存担当官

日タイ共同研究に関わる協議及

び研修

20年１月21日

～27日

Ruth Shervington オーストラリア ヴィクトリア国

立美術館

上級紙修復家

在外日本古美術品保存修復協力

事業にかかる現地協議

20年１月28日

～２月１日

徐萬哲 韓国 国立公州大学

教授

第31回文化財の保存及び修復に

関する国際研究集会

20年２月１日

～６日

Vinod Daniel オーストラリア オーストラリア

博物館

保存科学研究室長

第31回文化財の保存及び修復に

関する国際研究集会

20年２月２日

～10日

Genevieve Orial フランス フランス歴史記

念物研究所

研究員

第31回文化財の保存及び修復に

関する国際研究集会

20年２月２日

～10日

Isabelle Pallot-

Frossard

フランス フランス歴史記

念物研究所

所長

第31回文化財の保存及び修復に

関する国際研究集会

20年２月２日

～10日

Delphin Lacanette フランス ボルドー大学

研究員

第31回文化財の保存及び修復に

関する国際研究集会

20年２月２日

～10日

Mauro Bacci イタリア イタリア電磁気

学研究所

部長

第31回文化財の保存及び修復に

関する国際研究集会

20年２月２日

～12日
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Rudolf Plagge ドイツ ドレスデン工科

大学

研究員

第31回文化財の保存及び修復に

関する国際研究集会

20年２月２日

～16日

Beatrice Kaldun ドイツ ユネスコ・北京

事務所・文化プ

ログラム専門家

文化遺産国際協力コンソーシア

ムシンポジウム「文化遺産国際

協力と人材育成」基調講演

20年２月17日

～19日

Rolf Hohmann ドイツ 産業考古学事務所

所長

長崎端島（軍艦島）の保存に関

する現地調査、広島原爆ドーム

及び被爆電車に関する現地調

査、鉄道博物館における鉄道保

存に関する現地調査

20年２月25日

～３月５日

Alfred Gottwaldt ドイツ ドイツ技術博物

館・鉄道部門

上級学芸員

長崎端島（軍艦島）の保存に関

する現地調査、広島原爆ドーム

及び被爆電車に関する現地調

査、鉄道博物館における鉄道保

存に関する現地調査、京都・便

利堂でのコロタイプ印刷の現地

調査、京丹後市役所における青

図の現地調査

20年２月25日

～３月８日

Dinu Bumbaru カナダ 国際記念物遺跡会

議（イコモス）

事務局長

科研「文化と景観およびその保

護手法の研究－信仰に関わる文

化的景観の調査・分析」に伴う

海外調査

20年２月28日

～３月６日

Poonam Thakur インド 文化遺産専門家 科研「文化と景観およびその保

護手法の研究－信仰に関わる文

化的景観の調査・分析」に伴う

海外調査

20年３月１日

～５日

Volker Koesling ドイツ ドイツ技術博物館

修復部門責任者

青図の再発色に関する東文研と

の打ち合わせ、コロタイプ印刷

に関する現地調査及び京丹後市

行政文章内の青図に関する現地

調査

20年３月３日

～９日

苑　利 中国 中国芸術研究院

教授

第１回アジア無形文化遺産保護

研究会参加

20年３月11日

～14日

Bui Hoai Son ベトナム ベトナム文化情

報研究所

国際文化情報

部・部長

第１回アジア無形文化遺産保護

研究会参加

20年３月11日

～14日

Karl Baipakov カザフスタン カザフスタン考

古学研究所

所長

「文化遺産専門家会議：日本と

中央アジア」出席

20年３月11日

～14日

Yuri Peshkov カザフスタン ユネスコ・アル

マトイ事務局

職員

「文化遺産専門家会議：日本と中

央アジア」出席、サマルカンド

における文化財保存の現状調査

20年３月11日

～15日

Shahin　Mustafayev ウズベキスタン 中央アジア国際

研究所

所長

「文化遺産専門家会議：日本と中

央アジア」出席、サマルカンド

における文化財保存の現状調査

20年３月11日

～15日
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Muzaff ar D.Azizov タジキスタン タジキスタン文

化歴史記念物保

護局

局長

「文化遺産専門家会議：日本と中

央アジア」出席、サマルカンド

における文化財保存の現状調査

20年３月11日

 ～17日

Barahan　Karymsha-

kova

キルギス キルギス文化遺

産保護修復局

局長

「文化遺産専門家会議：日本と中

央アジア」出席、サマルカンド

における文化財保存の現状調査

20年３月11日

 ～17日

Bakyt　Amanbaeva キルギス キルギスタン科

学アカデミー歴

史研究所

考古局・研究員

「文化遺産専門家会議：日本と中

央アジア」出席、サマルカンド

における文化財保存の現状調査

20年３月11日

 ～17日

Nurgozel　Saryyevna トルクメニスタン トルクメニスタ

ン歴史研究所

考古局長

「文化遺産専門家会議：日本と中

央アジア」出席、サマルカンド

における文化財保存の現状調査

20年３月11日

 ～17日

Muhametdurdy　A 

Mamedow

トルクメニスタン トルクメニスタ

ン記念物保護修

復局

局長

「文化遺産専門家会議：日本と中

央アジア」出席、サマルカンド

における文化財保存の現状調査

20年３月11日

 ～17日

Ravshanbek　Mansurov ウズベキスタン ウズベキスタン

文化遺産保護局

局長

「文化遺産専門家会議：日本と中

央アジア」出席、サマルカンド

における文化財保存の現状調査

20年３月12日

 ～16日

Shokirjon Pidaev ウズベキスタン ウズベキスタン

考古学研究所

所長

「文化遺産専門家会議：日本と中

央アジア」出席、サマルカンド

における文化財保存の現状調査

20年３月12日

 ～16日

Sanjar Allayarov ウズベキスタン ユネスコタシケ

ント事務所

「文化遺産専門家会議：日本と中

央アジア」出席、サマルカンド

における文化財保存の現状調査

20年３月12日

 ～16日

Alisher Ikramov ウズベキスタン ウズベキスタ

ン・ユネスコ国

内委員会

「文化遺産専門家会議：日本と中

央アジア」出席、サマルカンド

における文化財保存の現状調査

20年３月12日

 ～16日

Katri Lisitzin スウェーデン スウェーデン農

業大学

都市,地域開発

学科・上級研究

員・助教授

諸外国の文化財保護制度に関す

る研究の一環としてスウェーデ

ンの研究者を招聘し、当該国の

文化遺産保護制度について情報

を収集し、日本人専門家との意

見交換の機会を設ける

20年３月23日

 ～30日

Anu Laurila フィンランド フィンランド政

府文化遺産局

ハーメ地域事務

所・保存建築家

諸外国の文化財保護制度に関す

る研究の一環としてフィンラン

ドの研究者を招聘し、当該国の

文化遺産保護制度について情報

を収集し、日本人専門家との意

見交換の機会を設ける

20年３月24日

 ～27日

Emilie Checroun フランス 絵画保存修復専

門家

拠点交流事業（専門家間の意見

交換、修復材料や手法に関する

方針の策定）

20年３月24日

 ～30日
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Dag Myklebust ノルウェー ノルウェー政府

文化遺産局

国際シニアアド

バイザー

諸外国の文化財保護制度に関す

る研究の一環としてノルウェー

の研究者を招聘し、当該国の文

化遺産保護制度について情報を

収集し、日本人専門家との意見

交換の機会を設ける

20年３月24日

 ～31日

【奈良文化財研究所】延べ64人

氏名 国名 所属機関・職名 用務 期間

宋玉彬　外４人 中国 中国吉林省文物

考古研究所 

副所長

渤海西古城遺跡研究報告会、平

城京出土渤海関係遺物見学、平

城京視察

４月19日

Le Liem　外２名 ベトナム ハタイ省文化遺

産管理事務所

管理専門官

文化遺産保護に資する研修

2007(ACCU個人研修・ベトナム） 

(講義名(講師名):文化財修理技

法概説(窪寺)、町並･集落保存

概説(島田)、町並保存の実務Ⅰ

(清水)、町並保存の実務Ⅱ(大

林)、町並保存の実務Ⅲ(島田)、

レポート作成(島田))受講

８月28日

 ～31日

９月６･７･26日

姜　賢 韓国 韓国国立文化財

研究所

建造物研究室

研究員

日韓中三国古建築模型展第二回

準備会議のため

９月２日

 ～６日

李容準 韓国 韓国国立文化財

研究所

建造物研究室

研究員

日韓中三国古建築模型展第二回

準備会議のため

９月２日

 ～６日

沈　陽 中国 中国文物研究所

古代建築与古跡

保護中心高級工

程師

日韓中三国古建築模型展第二回

準備会議のため

９月２日

 ～６日

丁　燕 中国 中国文物研究所

古代建築与古跡

保護中心高級工

程師

日韓中三国古建築模型展第二回

準備会議のため

９月２日

 ～６日

陳　青 中国 中国文物研究所

文物保護科技中

心副研究員

日韓中三国古建築模型展第二回

準備会議のため

９月２日

 ～６日

裵秉宣 韓国 韓国国立文化財

研究所

建造物研究室長

日韓中三国古建築模型展第二回

準備会議のため

９月５日

 ～７日

グゥエンコクフン　

外１名

ベトナム ベトナム文化情

報省文化遺産局 

副局長

所長表敬訪問 ９月26日
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司治平 中国 河南省文物管理

局文物処処長

共同研究「鞏義市唐三彩窯とそ

の産品に関する共同研究」推進

のため

10月21日

 ～31日

賈連敏 中国 河南省文物考古

研究所

副所長

共同研究「鞏義市唐三彩窯とそ

の産品に関する共同研究」推進

のため

10月21日

 ～31日

丁清旭 中国 河南省政府刅公

庁四処

副主任科員

共同研究「鞏義市唐三彩窯とそ

の産品に関する共同研究」推進

のため

10月21日

 ～31日

趙志文 中国 河南省文物考古

研究所

副所長

共同研究「鞏義市唐三彩窯とそ

の産品に関する共同研究」推進

のため

10月21日

 ～31日

李秀萍 中国 河南省文物考古

研究所

研究館員

共同研究「鞏義市唐三彩窯とそ

の産品に関する共同研究」推進

のため

10月21日

 ～31日

焦南峰 中国 陝西省考古研究院

院長

壁画保存法などの研究交流を行

うため

11月１日

 ～10日

華玉冰 中国 遼寧省文物考古

研究所

副所長

共同研究「朝陽地区隋唐墓の整

理と研究」推進のため

11月６日

 ～17日

方殿春 中国 遼寧省文物考古

研究所

研究員

共同研究「朝陽地区隋唐墓の整

理と研究」推進のため

11月６日

 ～17日

白宝玉 中国 遼寧省文物考古

研究所

考古隊員

共同研究「朝陽地区隋唐墓の整

理と研究」推進のため

11月６日

 ～17日

徐韶鋼 中国 遼寧省文物考古

研究所

考古隊員

共同研究「朝陽地区隋唐墓の整

理と研究」推進のため

11月６日

 ～17日

熊増瓏 中国 遼寧省文物考古

研究所

考古隊員

共同研究「朝陽地区隋唐墓の整

理と研究」推進のため

11月６日

 ～17日

呉炎亮 中国 遼寧省文化庁文

物処処長

共同研究「朝陽地区隋唐墓の整

理と研究」推進のため

11月６日

 ～17日

HOU Jian 中国 中国ユネスコ国

内委員会

プログラム担当官

見学及び意見交換等 11月16日

HWANG Tae-hak 韓国 韓国ユネスコ国

内委員会 

財政課長

見学及び意見交換等 11月16日

YAMOLANAN Komutee タイ タイユネスコ国

内委員会 

対外関係官

見学及び意見交換等 11月16日
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Stefan RENNICKE ドイツ ドイツユネスコ

国内委員会

パブリック・プ

ライベートパー

トナーシップ長

見学及び意見交換等 11月16日

Emmy Anne B.YANGA フィリピン フィリピンユネ

スコ国内委員会

開発マネジメン

ト担当官

見学及び意見交換等 11月16日

Faeza.M.Junaah

外３名

イラク イラク国立博物館

中央修復研究室 

保存修復技術者

イラク人保存科学研修（ユネス

コ・イラク／西アジア）（内容：

木製品の保存修復）

11月19日

～12月２日

曺美順　外２名 韓国 羅周国立文化財

研究所 

研究者

平城宮跡視察 11月23日

安家瑶 中国 中国社会科学院

考古研究所

西安研究室主任

日中の造瓦技術の比較検討なら

びに意見交換のため

11月27日

 ～12月４日

楊　勇 中国 中国社会科学院

考古研究所

助理研究員

日中の造瓦技術の比較検討なら

びに意見交換のため

11月27日

 ～12月４日

何歳利 中国 中国社会科学院

考古研究所

助理研究員

日中の造瓦技術の比較検討なら

びに意見交換のため

11月27日

 ～12月４日

チョン タジン 韓国 慶南考古学研究所 金海貝塚出土の動物骨の同定の

研修受講

12月１日

 ～２月29日

HAFIZ ALI　外１名 モルディヴ 国立言語・歴史

研究センター

研究員

文 化 遺 産 に 資 す る 研 修

2007(ACCU個人研修)(博物館実

務研修の一部を担当：飛鳥資料

館(杉山外)講義名：遺物収蔵・

借用の実務Ⅰ･Ⅱ、展覧会準備

の実際、臨地講義Ⅰ) 受講

12月３日

 ～７日

邱敏勇 中国 中央研究院歴史

語言研究所

考古学問 助理

研究員

動物考古学の研修受講 12月３日

 ～13日

鄭雨陽　外２名 韓国 韓国国立全南大学

教授

施設見学・意見交換 12月17日

 ～19日

李柱憲 韓国 慶州文化財研究所

学芸研究官

共同研究推進のため 20年１月21日

 ～２月10日

Lam Sopheak カンボジア 奈良文化財研究所

カンボジア事業

現地事務所長

アンコール文化遺産保護に携わ

るカンボジアの研究者と協力し

て、保存修復及び環境整備等を

中心とする共同研究を実施する

ため

20年１月28日

 ～2月３日
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Loeung Ravattey カンボジア 奈良文化財研究所

カンボジア事業

現地事務所総括

担当

アンコール文化遺産保護に携わ

るカンボジアの研究者と協力し

て、保存修復及び環境整備等を

中心とする共同研究を実施する

ため

20年１月28日

 ～2月３日

ミヒャエル・グラブナー オーストリア ウィーン天然資

源・応用生命科

学大学 材料科

学・処理工学科 

木材科学技術研

究所 博士

「青銅器時代および鉄器時代の

オーストリーハルシュタットの

木器の年輪年代測定」に関する

共同研究

20年２月５日

 ～23日

兪洪植 韓国 慶州文化財研究所

研究員

共同研究推進のため 20年２月11日

 ～３月９日

李　非　外１名 中国 太原市文物考古

研究所 

所長

高松塚壁画保存研究状況など視察 20年２月22日

王　巍 中国 中国社会科学院

考古研究所

所長

共同研究「洛陽市漢魏洛陽故城

址の共同発掘調査研究」推進の

ため

20年３月12日

 ～17日

朱岩石 中国 中国社会科学院

考古研究所漢唐

研究室

主任

共同研究「洛陽市漢魏洛陽故城

址の共同発掘調査研究」推進の

ため

20年３月12日

 ～18日

銭国祥 中国 中国社会科学院

考古研究所

研究員

共同研究「洛陽市漢魏洛陽故城

址の共同発掘調査研究」推進の

ため

20年３月12日

 ～18日

ジョージ・アブング ケニア 世界遺産委員会

ケニア代表団

団長

平城宮跡視察 20年３月21日

Heang Sophal カンボジア プノンペン王立

芸術大学卒業生

アンコール文化遺産保護に携わ

るカンボジアの研究者と協力し

て、保存修復及び環境整備等を

中心とする共同研究を実施する

ため

20年３月22日

 ～28日

Huot Nora カンボジア プノンペン王立

芸術大学卒業生

アンコール文化遺産保護に携わ

るカンボジアの研究者と協力し

て、保存修復及び環境整備等を

中心とする共同研究を実施する

ため

20年３月22日

 ～28日

安泰旭 韓国 韓国文化財保護

財団

文化事業室長

宮中儀礼の復興による文化遺産

の活用に関する研究会に出席・

講演

20年３月26日

 ～30日

２）他機関の共同研究への参画実績

　科学研究費補助金の研究分担者等として参画（延べ人数）

国立文化財機構 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館 東京文化財研究所 奈良文化財研究所

63人 17人 ８人 ５人 １人 ７人 25人
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【東京国立博物館】延べ17人

機関名 研究課題 研究代表者名 分担者名

日本学術会議 博物館・美術館等の組織運営に関

する分科会

東京大学名誉教授

樺山紘一

事業部事業企画課長

井上洋一

株式会社三菱総合

研究所

博物館における施設管理・リスク

マネージメントに関する調査研究

（文部科学省委託事業）

常磐大学教授

水嶋英治

事業部事業企画課長

井上洋一

徳川美術館 国宝「初音の調度」の総合的研究

（科学研究費補助金〔基盤研究Ｃ〕）

財団法人徳川黎明

会徳川美術館

学芸員

小池富雄

事業部事業企画課特別展室

主任研究員

竹内奈美子

東京工業大学大学院 博物館における鑑賞者の視線方向

変化を考慮した照明計画　東京国

立博物館を実例として

東京工業大学大学院

鈴野徳之

事業部事業企画課デザイ

ン室長　

木下史青

東京文化財研究所 日本古代金銅仏の荘厳に関する調

査研究（科学研究費補助金〔基盤

研究Ｂ〕）

東京文化財研究所研究員

津田徹英

事業部教育普及課長

加島勝

国立歴史民俗博物館 人間文化研究機構連携研究「武士

関係資料の総合化－比較史および

異文化表象の素材として－」

国立歴史民俗博物館

研究部教授

小島道裕

事業部情報課長

高橋裕次

国立歴史民俗博物館 共同研究「デジタル化された博物

館資料に関する情報記述法の研究」

国立歴史民俗博物館

研究部教授　

安達文夫

事業部情報課情報管理室

室長

田良島哲

国立歴史民俗博物館 共同研究「デジタル化された博物

館資料に関する情報記述法の研究」

国立歴史民俗博物館

研究部教授　

安達文夫

事業部情報課情報管理室

研究員

村田良二

国立歴史民俗博物館 歴史資料の材質・製作技法と生産

地に関する調査研究　

宇田川武久 文化財部上席研究員

原田一敏

富山大学 韓国鍮器調査を基点とした亜細亜地

域の青銅器熱処理技術研究の展開

(科学研究費補助金〔基盤研究Ｂ・

一般〕）

三船温尚 文化財部上席研究員

原田一敏

奈良県立橿原考古

学研究所

古墳時代におけるコウヤマキ材の

利用実態に関する総合的研究

岡林孝作 文化財部列品課列品室

主任研究員

日高慎

神奈川県立金沢文庫 金沢北条氏領下総国下河辺庄の総

合的研究(科学研究補助金〔基盤

研究Ｃ〕)

神奈川県立金沢文庫

主任学芸員　

永井晋

文化財部列品課列品室

研究員

髙梨真行

天理大学 初期ヤマト王権の対外交渉と地域

間交流の考古学的研究(科学研究

費補助金〔基盤研究B〕)

天理大学名誉教授

金関恕

上席研究員

望月幹夫

奈良県立橿原考古

学研究所

鏡笵の調査による東アジアの銅鏡

製作技術と流通に関する研究

（科学研究費補助金〔基盤研究Ｂ〕）

奈良県立橿原考古

学研究所　研究員

清水康二

文化財部列品課列品室

研究員

川村佳男
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奈良県立橿原考古

学研究所

考古資料における三次元デジタ

ル・アーカイブの活用と展開

（科学研究費補助金 [基盤研究Ａ]）

所長

樋口隆康

文化財部保存修復課

保存修復室主任研究員

古谷毅

国立歴史民俗博物館 マロ塚古墳出土品を中心とした古

墳時代中期武器武具の研究

[国立歴史民俗博物館 共同研究]

国立歴史民俗博物館

客員教員 

熊本大学助教授 

杉井健

文化財部保存修復課

保存修復室主任研究員

古谷毅

天理大学 初期ヤマト王権の対外交渉と地域

間交流の考古学的研究(科学研究

費補助金 ［基盤研究Ｂ])

名誉教授 

金関恕

文化財部保存修復課

保存修復室主任研究員

古谷毅

【京都国立博物館】　延べ８人

機関名 研究課題 代表者名 分担者名

奈良文化財研究所 霊廟建築に於ける荘厳手法の総合

的比較研究

文化遺産部・建造

物研究室長

窪寺茂

学芸課工芸室長

久保智康

大阪人間科学大学 環タイ湾地域におけるインド系文

化の変容に関する基礎的研究

学長　

肥塚隆

学芸課保存修理指導室

主任研究員

淺湫毅

東京大学 荘園絵図の史料学とデジタル画像

解析の発展的研究

史料編纂所教授

林　譲

学芸課企画室研究員

羽田聡

東京国立博物館 法隆寺献納宝物聖徳太子絵伝の調

査研究

文化財部上席研究員

松原茂

学芸課列品管理室長

若杉準治

財団法人大阪市文

化財協会

関西陶磁技術の成立をめぐる膳所

焼を中心とした美術工芸史・考古

学の総合的研究

文化財研究部係長

佐藤隆

学芸課企画室主任研究員

尾野善裕

京都橘大学 中世における東アジアの鋳物生産

と流通に関する研究

文学部教授

五十川伸矢

学芸課工芸室長

久保智康

東京大学 美術に即した文化的・国家的自己

同一性の追求・形成の研究－全ア

ジアから全世界へ

東洋文化研究所教授

小川裕充

学芸課上席研究員

西上実

成城大学 真言密教寺院に伝わる典籍の学際的

調査・研究―金剛寺蔵本を中心に―

文芸学部教授

後藤昭雄

学芸課企画室長

赤尾栄慶

【奈良国立博物館】　延べ５人

機関名 研究課題 代表者名 分担者名

富山大学 紙素材文化財（文書・典籍・聖教・

絵図）の年代測定に関する基礎的

研究

教授

富田正弘

館長

湯山賢一

種智院大学 中インド新発掘仏教遺跡の総合的

研究

学長

頼富本宏

学芸課工芸考古室長

内藤榮

東京国立博物館 法隆寺献納宝物聖徳太子絵伝の調

査研究

文化財部上席研究員

松原茂

学芸課保存修理指導室

研究員

谷口耕生
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九州大学大学院

人文科学研究院

寧波をめぐる絵画と人的ネット

ワーク

教授

井手誠之輔

学芸課保存修理指導室

研究員

谷口耕生

札幌学院大学 北東アジア中世遺跡の考古学的研究 教授

臼杵勲

学芸課資料室長

吉澤悟

【九州国立博物館】　延べ１人

機関名 研究課題 代表者名 分担者名

福岡県立アジア文

化交流センター

文化財用大型Ｘ線CTによる九州所

在木彫像の内部構造解析

楠井隆志 博物館科学課環境保全室

研究員

鳥越俊行

【東京文化財研究所】　延べ７人

機関名 研究課題 代表者名 分担者名

東京大学大学院

農学生命科学研究科

文理融合型文化財修復科学の確立

を目指した紙文化財修復法の妥当

性評価

助教授

江前敏晴

修復技術部　研究員

加藤雅人

神奈川大学経営学部

国際経営学科

モーションキャプチャ技術を応用

した無形文化遺産保護の有効性、

伝習及比較研究の展開

教授

廣田律子

無形文化遺産部部長

宮田繁幸

早稲田大学ユネスコ

世界遺産研究所

エジプト、メンフィス・ネクロポ

リスの文化財保存面から観た遺跡

整備計画の学術的研究

客員教授

吉村作治

文化遺産国際協力セン

ター長

青木繁夫

大阪府立大学大学

院工学研究科

重要文化財をカビ被害から守る環

境調和型光触媒の適用条件の確立

教授

安保正一

保存科学部生物化学研究

室室長

佐野千絵

千葉大学文学部 地域社会における「総合的な学習

の時間」と年中行事の連携に関す

る基礎的研究

教授

橋本裕之

無形文化遺産部　主任研究員

俵木悟

京都大学霊長類研

究所

アジア・インド洋圏の家畜化と狩

猟誌に関する標本資料の恒久的安

定化とその学際的解析

教授

遠藤秀紀

保存科学部　主任研究員

木川りか

京都大学文学研究科 模倣の意味と機能をめぐる研究―

写す・抜き出す・変容させる

教授

根立研介

企画情報部　研究員

皿井舞

【奈良文化財研究所】　延べ25人

機関名 研究課題 代表者名 分担者名

岐阜大学 インドネシアが分子進化上の起源

地と推測される東アジアのイノシ

シ属の遺伝子調査

石黒直隆 埋蔵文化財センター環境

考古学研究室長　

松井章

京都大学 北魏時代の平城と雲岡の歴史考古

学的研究

岡村秀典 都城発掘調査部考古第三

研究室研究員

今井晃樹

東京大学 木造建造物文化財の為の木材及び

植物性資材確保に関する研究

山本博一 文化遺産部建造物研究室長

窪寺茂



― 99 ―

附属資料：事業実績統計表

㈶元興寺文化財研

究所

海底遺跡出土遺物の調査・分析・

保存に関する基礎的研究－鷹島海

底遺跡出土武具類を中心に－

植田直見 埋蔵文化財センター主任

研究員

高妻洋成

京都大学 木材の材料寿命－歴史的木造古建

築および木彫文化財由来の試料を

用いた検討－

川井秀一 文化遺産部建造物研究室長

窪寺茂

京都大学 木材の材料寿命－歴史的木造古建

築および木彫文化財由来の試料を

用いた検討－

川井秀一 文化遺産部建造物研究室

研究員

清水重敦

京都大学 木材の材料寿命－歴史的木造古建

築および木彫文化財由来の試料を

用いた検討－

川井秀一 埋蔵文化財センター客員

研究員

伊藤隆夫

中央大学 中世考古学の総合的研究 前川要 企画調整部展示企画室長

杉山洋

奈良女子大学 東アジアの古代都城の苑地に関す

る総合的研究

金子裕之 文化遺産部景観研究室長

内田和伸

奈良女子大学 東アジアの古代都城の苑地に関す

る総合的研究

金子裕之 都城発掘調査部遺構研究室

研究員

箱崎和久

奈良女子大学 東アジアの古代都城の苑地に関す

る総合的研究

金子裕之 都城発掘調査部史料研究室

研究員

市大樹

奈良女子大学 東アジアの古代都城の苑地に関す

る総合的研究

金子裕之 文化遺産部長

高瀬要一

金沢大学 河姆渡文化研究の再構築－余姚田

螺山遺跡の学術的総合調査－

中村慎一 埋蔵文化財センター

環境考古学研究室長

松井章

東京大学 画像史料解析による全近代日本の

儀式構造の空間構成と時間的遷移

に関する研究

加藤友康 都城発掘調査部史料研究

室長

渡邉晃宏

早稲田大学 日本における仏教美術の受容と特

定受種木材の流通に関する研究

大橋一章 埋蔵文化財センター

年代学研究室長

光谷拓実

総合研究大学院大学 西アジア先史時代から都市文明社

会への生業基盤の変化に関する動

物・植物考古学的研究

本郷一美 埋蔵文化財センター

客員研究員

茂原信夫

大阪市立大学 今和次郎『日本の民家』（1922）

再訪を通した日本の居住生活空

間・景観の変容調査

中谷礼仁 文化遺産部建造物研究室

研究員

清水重敦

日本女子大学 蝋管等の録音資料からの音声復元

と内容情報の分析に関する横断的

研究

清水康行 都城発掘調査部上席研究員

村上隆

国立歴史民俗博物館 弥生農耕の起源と東アジア－炭素

年代測定による高精度編年体系の

構築－

西本豊弘 埋蔵文化財センター

年代学研究室長

光谷拓実
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明治大学 全国墨書土器データベースの構築

と在地社会の研究

吉村武彦 都城発掘調査部史料研究室

研究員

市大樹

東京大学 目録学の構築と古典学の再生－天

皇家・公家文庫の実態復原と伝統

的知識体系の解明－

田島公 都城発掘調査部史料研究

室長

渡邉晃宏

神戸大学 第四紀黎明期の磁場気擾乱－気候

とのリンク

兵頭政幸 埋蔵文化財センター

客員研究員

松下まり子

東京大学 絵画における建築の表現方法に関

する史料論的研究

藤井恵介 文化遺産部建造物研究室

研究員

清水重敦

東京文化財研究所 古墳壁画の保存環境に関する研究 三浦定俊 埋蔵文化財センター

保存修復科学研究室長

肥塚隆保

神戸女子大学 仮面データベース構築に基づく

能・狂言面の総合的研究

大谷節子 埋蔵文化財センター

主任研究員

高妻洋成

３）研究者海外派遣実績（延べ人数）

国立文化財機構 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館 東京文化財研究所 奈良文化財研究所

389人 22人 21人 ６人 43人 151人 146人

【東京国立博物館】延べ22人

氏　名 用務先 期　間 用　務 備　考

鬼頭智美 イタリア ４月15日～23日 国際展覧会マネージャー、コー

ディネータｰ会議出席およびイ

タリア国内各館の事情視察と交

流事業についての意見交換

（ローマ国立近代美術館ほか）

職員旅費

原田一敏

鬼頭智美

ロシア ５月27日～６月２日 クレムリン博物館200周年記念

「サムライ―日本の武家の宝物｣

展に関する協議、会場調査、展

示指導および作品調査

（クレムリン博物館、エルミター

ジュ美術館）

モスクワ・クレム

リン博物館

職員旅費

三笠景子 韓国 10月３日～13日 韓国博物館学芸員セミナー参加

（国立博物館等）

コリア・ファン

デーション

職員旅費

松本伸之

鬼頭智美

韓国 10月24日～27日 アジア国立博物館協会理事会お

よび設立総会出席

（国立博物館等）

職員旅費
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矢野賀一

酒井元樹

韓国 10月30日～５日 日韓国際学術交流協定事業

展示デザインおよび金工品につ

いての調査研究

（国立中央博物館、国立慶州博

物館等）

韓国国立中央博物館

職員旅費

加島勝

小泉惠英

インド 11月25日～12月10日 2008年開催「スリランカ文化遺

産展」(仮称)に関する事前作品

調査

（アーンドラプラデーシュ州考

古局、サラール・ジャング博物

館、チェンナイ州立博物館等）

職員旅費

原田一敏

鬼頭智美

アメリカ

（バウワーズ

博物館、ロサ

ンゼルスカウ

ンティ美術館

等）

11月27日～12月１日 2009年共同開催展覧会に関する

基本協議、作品・会場調査

（バウワーズ博物館、ロサンゼ

ルスカウンティ美術館等）

バウワーズ美術館

井上洋一

田沢裕賀

スペイン、

フランス

20年１月28日

 ～２月８日

プラド美術館等の国際展事業に

ついての情報収集ならびにパリ

文化会館で開催検討中の｢サム

ライ｣展の会議およびギメ美術

館も含め今後の事業についての

意見交換

（プラド美術館、グッゲンハイ

ム美術館ビルバオ分館、ギメ美

術館、パリ文化会館等）

職員旅費

川村佳男 中国 20年２月19日～25日 河南省の文物展についての事前

調査および担当研究員との交流

（広州博物館等）

職員旅費

木下史青

矢野賀一

鬼頭智美

アメリカ 20年２月24日

 ～３月２日

サックラー美術館開催中の「プ

ライス・コレクション」展展示

･事業について現地調査・展示

デザイン／技術についての調査

研究、および来年度以降の共同

研究事業についての意見交換、

協議

（スミソニアン研究所アーサー・

M.サックラー美術館、メトロポ

リタン美術館､フィラデルフィ

ア美術館等）

職員旅費

湊信幸

富田淳

楊　鋭

中国 20年３月６日～11日 来年度以降の学術交流・展覧会

開催についての協議・意見交換

（上海博物館等）

職員旅費

高橋裕次 オランダ 20年３月16日～24日 調査先収蔵の日本美術･歴史文

献等の調査研究

（国立アムステルダム博物館、

ライデン民俗学博物館、ライデ

ン大学、マウリッツハイス王立

美術館等）

職員旅費
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●その他調査等のための海外渡航実績

氏　名 用務先 期　間 用　務 備　考

小泉惠英 フランス ４月10日～15日 ギメ東洋美術館、グランパレ開

催中の特別展、平常展の作品調

査のため

（ギメ美術館等）

研修

丸山猶計 アメリカ ４月10日～23日 「池大雅・徳山玉瀾」展出品作

品輸送ならびに展示指導のため

（フィラデルフィア美術館）

フィラデルフィア

美術館

島谷弘幸 アメリカ ４月24日～30日 フィラデルフィア美術館「池大

雅・徳山玉瀾」展レセプション

出席のため

（フィラデルフィア美術館等）

フィラデルフィア

美術館

鈴木みどり アメリカ ５月13日～20日 科学研究費補助金「博物館教育・

普及事業の事例分析と日本の伝

統文化」に関する調査研究なら

びにアメリカ博物館協会会議出

席のため

（マコーミック・プレース等）

科学研究費補助金

藤田千織 アメリカ ５月13日～20日 科学研究費補助金「博物館教育・

普及事業の事例分析と日本の伝

統文化」に関する調査研究なら

びにアメリカ博物館協会会議出

席のため

（マコーミック・プレース等）

科学研究費補助金

丸山士郎 韓国 ５月24日～28日 仏 教 中 央 博 物 館「 仏 －The 

Buddha」展作品撤収のため

（仏教中央博物館）

仏教中央博物館

加島勝 スリランカ ５月26日～６月９日 「スリランカ文化遺産展」（仮称）

の出品交渉・調査のため

（スリランカ国立博物館等）

読売新聞社

小泉惠英 スリランカ ５月26日～６月９日 「スリランカ文化遺産展」（仮称）

の出品交渉・調査のため

（スリランカ国立博物館等）

読売新聞社

丸山猶計 アメリカ ６月７日～14日 「池大雅・徳山玉瀾」展展示替

えのため

（フィラデルフィア美術館）

フィラデルフィア

美術館

松原茂 アメリカ ６月７日～14日 「池大雅・徳山玉瀾」展シンポ

ジウム基調講演のため

（フィラデルフィア美術館）

フィラデルフィア

美術館

三笠景子 アメリカ ６月８日～15日 アーサー・Ｍ・サックラー美術

館「世界を取り巻く：16、17世

紀のポルトガルと世界」への列

品貸与にかかる輸送のため

（フリーア美術館／アーサー・

Ｍ・サックラー美術館）

アーサー・Ｍ・サッ

クラー美術館
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田沢裕賀 アメリカ ６月10日～16日 「大写楽展」（仮称）出品作品調

査、依頼のため

（シカゴ美術館等）

東京新聞

白井克也 ポーランド ６月19日～26日 科学研究費補助金「博物館教育・

普及事業の事例分析と日本の伝統

文化」に関する調査研究のため

（チェルトリスキ美術館等）

科学研究費補助金

小泉惠英 スイス ６月20日～24日 「レオナルド・ダ・ヴィンチー

天才の実像」展作品返却のため

（幼子のキリスト作品保管先）

朝日新聞社

井上洋一 イタリア ６月20日～29日 「レオナルド・ダ・ヴィンチ－

天才の実像」展作品返却ならび

に出品御礼のため

（ウフィッツィ美術館等）

朝日新聞社

田沢裕賀 アメリカ ６月21日～30日 「プライスコレクション　若冲

と江戸絵画展」返却輸送および

作品点検のため

（フリーア美術館）

日本経済新聞社

松本伸之　 フランス ７月８日～11日 オルセー美術館での協議ならび

に作品調査

（オルセー美術館）

日本経済新聞社

谷豊信 中国 ７月10日～13日 館長中国訪問随行のため

（故宮博物館等）

職員旅費

竹内奈美子 イギリス、

オーストリア

７月10日～24日 在外日本古美術品（工芸）調査

のため

（V&A美術館等）

東京文化財研究所

猪熊兼樹 イギリス、

オーストリア

７月10日～24日 在外日本古美術品（工芸）調査

のため

（V&A美術館等）

東京文化財研究所

井上洋一 アメリカ ７月15日～20日 ボストン美術館での予備的調査

のため

（ボストン美術館）

ＮＨＫプロモー

ション

丸山猶計 アメリカ ７月19日～２日 「池大雅・徳山玉瀾」展作品撤収

および点検、梱包立会いのため

（フィラデルフィア美術館）

フィラデルフィア

美術館

富田淳 中国 ８月２日～５日 科学研究費補助金「中国書画コ

レクション」に関する調査研究

のため

（香港芸術館）

科学研究費補助金

白井克也 オーストリア ８月18日～24日 科学研究費補助金「博物館教育・

普及事業の事例分析と日本の伝

統文化」に関する調査研究なら

びに国際会議出席のため

（ウィーン大学等）

科学研究費補助金
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藤田千織 オーストリア ８月19日～25日 科学研究費補助金「博物館教育・

普及事業の事例分析と日本の伝

統文化」に関する調査研究なら

びに国際会議出席のため

（ウィーン大学等）

科学研究費補助金

小泉惠英 タイ、シン

ガポール、

マレーシア

８月29日～９月９日 東南アジア彫刻調査のため

（バンコク国立博物館等）

科学研究費補助金

猪熊兼樹　 ベトナム、

タイ

９月７日～17日 ベトナム螺鈿の調査研究のため

（ハノイ国立歴史博物館等）

研修

松原茂 韓国 ９月15日～20日 韓国国立中央博物館への長期貸

与文化財の返却作業のため

（韓国国立中央博物館）

韓国国立中央博物館

原田一敏 韓国 ９月15日～20日 韓国国立中央博物館への長期貸

与文化財の返却作業のため

（韓国国立中央博物館）

韓国国立中央博物館

高梨真行 アメリカ ９月15日～22日 アーサー・Ｍ・サックラー美術

館「世界を取り巻く：16、17世

紀のポルトガルと世界」の返却

にかかる撤収・輸送のため

（アーサー・Ｍ・サックラー美

術館／フリーア美術館）

アーサー・Ｍ・サッ

クラー美術館

川村佳男 アメリカ ９月26日～10月８日 フリーア美術館での国際シンポ

ジウムでの発表ならびに東アジ

ア陶器に関する調査・意見交換

のため

（フリーア美術館等）

研修

土屋裕子 フランス 10月14日～18日 「黒田清輝から藤田嗣治まで～

パリに学んだ日本の洋画家たち

～」展開催に伴う当館収蔵品の

輸送随伴、開梱、点検および展

示立会いのため

（パリ日本文化会館）

東京藝術大学大学

美術館

日高慎 韓国 10月15日～20日 韓国国立中央博物館への長期貸

与文化財の返却作業のため

（韓国国立中央博物館）

韓国国立中央博物館

鬼頭智美 韓国 10月24日～27日 第二回日中韓国立博物館館長会

議ならびにＡＮＭＡ会議に出席

のため

（韓国国立中央博物館）

職員旅費

神庭信幸 韓国 10月29日～31日 韓国国立中央博物館所蔵の高麗

漆器保存修理に関する専門家会

議に出席のため

（韓国国立中央博物館）

韓国国立中央博物館
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和田浩 韓国 10月29日～11月３日 科学研究費「東アジアの書道史

における料紙と書風に関する基

礎的研究」にかかる国立中央博

物館での予備調査、国際シンポ

ジウム参加、韓国料紙に関する

情報収集のため

（靖齋文化財保存研究所）

科学研究費補助金

救仁郷秀明 アメリカ 10月29日～11月４日 特別展「ボストン美術館　日本

美術の至宝」展（仮称）開催に

伴うボストン美術館での作品調

査のため

（ボストン美術館）

ＮＨＫプロモー

ション

田沢裕賀 アメリカ 10月29日～11月４日 特別展「ボストン美術館　日本

美術の至宝」展（仮称）開催に

伴うボストン美術館での作品調

査のため

（ボストン美術館）

ＮＨＫプロモー

ション

神庭信幸 韓国 11月１日～３日 東アジア文化遺産保存国際シン

ポジウムでの発表のため

（韓国国立中央博物館）

研修

猪熊兼樹 ポルトガル 11月９日～12月11日 文化庁海外展「日本陶磁の名宝」

展にかかる監督、撤収、輸送随

伴のため

（ソレアス・ドス・レイス国立

美術館）

文化庁

日高慎 中国 11月16日～28日 平成19年度科学研究費補助金

｢古墳時代におけるコウヤマキ

材の利用実態に関する総合的研

究｣にかかる調査のため

（中国社会科学院考古学研究所

等）

科学研究費補助金

白井克也 フランス 11月21日～30日 科学研究費補助金「博物館教育・

普及事業の事例分析と日本の伝統

文化」に関する調査研究のため

（ケ・ブランリ博物館等）

科学研究費補助金

遠藤楽子 フランス 11月21日～30日 科学研究費補助金「博物館教育・

普及事業の事例分析と日本の伝統

文化」に関する調査研究のため

（ケ・ブランリ博物館等）

科学研究費補助金

古谷毅 韓国 11月22日～25日 釜山大学で開催される国際研究

集会「韓日における三国・古墳

時代の年代観（２）」への参加

のため

（釜山大学）

国立歴史民俗博物館

松本伸之 中国 11月29日～25日 「中国文物精華展～文明之発祥・

河南～」（仮称）に係る調査、

協議のため

（河南省文物局等）

職員旅費
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金子啓明 韓国 12月２日～５日 大韓民国忠清北道博物館美術館

協会ワークショップ「忠清北道

の博物館・美術館」での講演の

ため

（韓国国立清州博物館）

韓国国立清州博物館

後藤健 バーレーン 12月８日～13日 考古学国際会議「バーレーン考

古学の20年」に出席のため

（バーレーン国立博物館）

バーレーン国立博

物館

神辺知加 スイス 12月16日～23日 科学研究費補助金「博物館教育・

普及事業の事例分析と日本の伝

統文化」に関する海外事例調査

のため

（スイスナショナルミュージア

ム等）

科学研究費補助金

藤田千織 スイス 12月16日～23日 科学研究費補助金「博物館教育・

普及事業の事例分析と日本の伝

統文化」に関する海外事例調査

のため

（スイスナショナルミュージア

ム等）

科学研究費補助金

猪熊兼樹 ベトナム 12月29日～１月３日 ベトナム螺鈿の調査研究のため

（ホーチミン市内収集家等）

研修

神庭信幸 韓国 20年１月９日～11日 韓国国立中央博物館所蔵の高麗

漆器保存修理に関する専門家会

議に出席のため

（韓国国立中央博物館）

韓国国立中央博物館

鬼頭智美　 ギリシャ 20年１月14日～22日 科学研究費補助金「博物館教育・

普及事業の事例分析と日本の伝

統文化」に関する海外事例調査

のため

（ギリシャ民芸博物館等）

科学研究費補助金

鈴木みどり ギリシャ 20年１月14日～22日 科学研究費補助金「博物館教育・

普及事業の事例分析と日本の伝

統文化」に関する海外事例調査

のため

（ギリシャ民芸博物館等）

科学研究費補助金

土屋裕子 フランス 20年１月20日～26日 保存修復にかかる調査のため

（ルーブル美術館等）

東京国立博物館

運営協力会助成金

神庭信幸 フランス 20年１月20日～27日 保存修復にかかる調査のため

（ルーブル美術館等）

東京国立博物館

運営協力会助成金

塚田全彦 フランス 20年１月20日～27日 保存修復にかかる調査のため

（ルーブル美術館等）

東京国立博物館

運営協力会助成金

土屋裕子 フランス 20年１月27日

 ～2月１日

「黒田清輝から藤田嗣治まで～パ

リに学んだ日本の洋画家たち～」

展開催に伴う当館収蔵品の貸与

作品の点検・梱包確認のため

（パリ日本文化会館）

東京藝術大学大学

美術館
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小林牧 スペイン、

フランス

20年１月28日

 ～2月６日

科学研究費補助金「博物館教育・

普及事業の事例分析と日本の伝

統文化」に関する海外事例調査

のため

（プラド美術館等）

科学研究費補助金

今井敦 中国 20年２月15日～22日 宋代官窯青磁に関する研究のため

（浙江省博物館等）

研修

三笠景子 中国 20年２月15日～22日 宋代官窯青磁に関する研究のため

（浙江省博物館等）

研修

谷豊信 中国 20年２月19日～25日 「中国文明の源展（仮称）」にか

かる出品交渉、作品調査のため

（広東省博物館等）

読売新聞社

楊　鋭 中国 20年３月６日～11日 上海博物館との展覧会に関する

打ち合わせ、調査のため

（上海博物館等）

職員旅費

松本伸之 中国 20年３月６日～11日 中国歴代文物・遺跡等の調査の

ため

（浙江省博物館等）

研修

小泉惠英 スリランカ 20年３月８日～22日 「スリランカ文化遺産展」（仮称）

にかかる打ち合わせ、作品撮影

のため

（コロンボ国立博物館等）

読売新聞社

藤瀬雄輔 スリランカ 20年３月８日～22日 「スリランカ文化遺産展」（仮称）

にかかる打ち合わせ、作品撮影

のため

（コロンボ国立博物館等）

読売新聞社

神庭信幸 韓国 20年３月25日～27日 韓国国立中央博物館所蔵の高麗

漆器保存修理に関する専門調査

のため

（韓国国立中央博物館）

韓国国立中央博物館

【京都国立博物館】延べ21人

氏　名 用務先 期　間 用　務 備　考

山川曉 アメリカ ４月12日～17日 プリンストン大学で開催の国際

シンポジウム「Re-presenting 

Emptiness: Zen and Art in  

Medieval Japan」のパネリスト

として発表

旅費先方負担

山本英男 アメリカ ５月14日～23日 特別展覧会「狩野永徳」作品調

査及び出品交渉

メトロポリタン美

術館、フランクロイ

ドライト財団・フェ

ニックス美術館、ホ

ノルル美術館
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赤尾栄慶 イギリス、

フランス

５月14日～25日 A hundred years of Dunghuang

国際会議出席及び仏敦煌写本調査

大英図書館、フラ

ンス国立図書館

（旅費：国際仏教学

大学院大学　学術

フロンティア事業）

西上実 中国 ５月21日～27日 中国近代絵画の調査

「美術に即した文化的・国家的

自己同一性の追求・形成の研究

－全アジアから全世界へ」

（平成19年度科学研究費補助金）

広東省博物館、広

州芸術博物院、広

東美術館、陳樹人

記念館

研究代表者：小川

裕充（東京大学）

山下善也 アメリカ ６月１日～26日 文化庁海外展「悟りの世界」出

品作品撤収・輸送随伴

ニューヨーク

ジャパンソサエ

ティーギャラリー

（旅費先方負担）

赤尾栄慶 韓国 ７月16日～23日 韓国国立中央博物館「修行と功

徳の世界－写経変相図」展出品

作品輸送随伴

旅費先方負担

佐々木丞平 韓国 ７月22日～24日 韓国国立中央博物館「写経変相図

の世界」展オープニングに出席

旅費先方負担

淺湫毅 タイ、カン

ボジア

８月８日～16日 彫刻作品の調査

「環タイ湾地域におけるインド

系文化の変容に関する基礎的研

究」（平成19年度科学研究費補

助金）

バンコク国立博物

館、アンコール遺

跡、サンボール遺

跡、プノンペン国

立博物館

研究代表者：

肥塚隆

（大阪人間科学大学）

羽田聡 韓国 ８月19日～22日 韓国国立中央博物館「修行と功

徳の世界－写経変相図」展出品

作品展示替え

旅費先方負担

久保智康 中国 ９月14日～21日 国際シンポジウム「東アジア文

化交流の源流」に参加及び蘇州

博物館等見学

浙江工商大学日本

文化研究所、蘇州

博物館、松江区博

物館、金山区博物

館（海外研修旅行）

羽田聡 韓国 ９月15日～18日 韓国国立中央博物館「修行と功

徳の世界－写経変相図」展出品

作品撤収・輸送随伴

旅費先方負担

西上実 中国 ９月26日～10月１日 中国美術学院主催「書画為寄－

趙孟頫国際学術検討会」に参

加・口頭発表及び湖州市博物館

見学・作品調査

中国美術学院、湖

州市博物館（旅費

先方負担）

赤尾栄慶 ロシア 10月17日～24日 敦煌出土文物の調査研究

「日本における木の造形的表現

とその文化的背景に関する総合

的考察」（平成19年度科学研究

費補助金）

ロシア科学アカデ

ミー東洋学研究所

研究代表者：

佐々木丞平
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山下善也 韓国 10月26日～28日 韓国美術史学会主催の国際シン

ポジウム「18世紀東アジア山水

画の様相と関係性」に参加・発

表・討論

韓国国立中央博物館

（旅費先方負担）

西上実 アメリカ 11月３日～25日 在米美術館が所有する中国絵画

作品の調査・撮影

「美術に即した文化的・国家的

自己同一性の追求・形成の研究

―全アジアから全世界へ」

（平成19年度科学研究費補助金）

プリンストン大

学、シンシナティ

美術館、デートレ

美術館、クリーヴ

ランド美術館、シ

アトル美術館、サ

ンディエゴ美術館

研究代表者：

小川裕充

（東京大学）

久保智康 韓国 11月19日～25日 国立海洋遺物展示館「新安海底

遺物シンポジウム」発表及び作

品調査

国立海洋遺物展示館、

国立中央博物館

（旅費先方負担）

西上実 中国 12月22日～25日 広東美術館開館10周年記念シン

ポジウム「浮遊するモダニズム

―20世紀前半の広州・上海・東

京における美術運動と都市文

化」に参加・口頭発表

旅費先方負担

淺湫毅 インド 12月28日～20年１月11日 彫刻作品及び仏教遺跡の調査

「環タイ湾地域におけるインド

系文化の変容に関する基礎的研

究」（平成19年度科学研究費補

助金）

国立博物館、考古

局、仏教遺跡、マ

トゥラー博物館

研究代表者：

肥塚隆

（大阪人間科学大学）

久保智康 中国 20年２月４日～10日 博物館所蔵の金工品調査

「日本中世における銅鉄の金属

生産とその流通に関する研究」

（平成19年度科学研究費補助金）

広東省博物館、広

州市博物館、深せ

ん市博物館、珠海

市博物館、茘湾博

物館

研究代表者：

五十川伸矢

（京都橘大学）

赤尾栄慶 韓国 20年２月18日～22日 韓日国際ワークショップ「古代

韓日の言語文化比較研究」に参

加・発表

ソウル大学校

（旅費先方負担）

西上実 中国 20年３月12日～18日 上海博物館：中国古代人物画国

際学術研究会に出席・発表およ

び上海大学芸術研究院で講演

上海博物館、上海

大学

（滞在費先方負担）

【奈良国立博物館】延べ６人

氏名 用務先 期間 用務 備考

最所親志 中国 ６月24日～７月３日 上海博物館との学術交流に伴う

視察及び調査研究のため

上海博物館
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梶谷亮治 中国 ６月24日～７月３日 上海博物館との学術交流に伴う

視察及び調査研究のため

上海博物館

清水健 中国 ６月24日～７月３日 上海博物館との学術交流に伴う

視察及び調査研究のため

上海博物館

鈴木喜博 中国 12月３日～30日 河南博物院との学術交流協定に

基づく調査研究及び視察

河南博物院

永井洋之 中国 12月３日～30日 河南博物院との学術交流協定に

基づく調査研究及び視察

河南博物院

谷口耕生 韓国 11月29日～12月19日 韓国国立慶州博物館との学術交流

協定に基づく調査研究及び視察

国立慶州博物館

●その他調査等のための海外渡航実績

氏名 用務先 期間 用務 備考

北澤菜月 スイス ４月８日～21日 「観音菩薩展」撤収作業 リートベルク美術館

中島博 アメリカ ４月24日～５月17日 文化庁海外展「悟りの世界」作

品随行、展示監督

文化庁

湯山賢一 中国 ７月７日～15日 科学研究費補助金「紙素材文化

財（文書・典籍・聖教・絵図）

の年代推定に関する基礎的研

究」調査

科学研究費補助金

吉澤悟 イギリス、

イタリア、

ギリシア

７月15日～24日 「天馬展」調査及び出陳交渉 職員旅費

永井洋之 中国 ７月22日～28日 「天馬展」調査及び出陳交渉 職員旅費

梶谷亮治 韓国 ７月30日～８月１日 ソウル国立中央博物館シンポジ

ウム出席

ソウル国立中央博

物館

吉澤悟 モンゴル ８月３日～14日 契丹窯址遺跡の物理探査 科学研究費補助金

内藤榮 アメリカ ８月８日～13日 「天馬展」調査及び出陳交渉 職員旅費

吉澤悟 ウズベキス

タン

８月22日～９月14日 「正倉院展」に関する取材に同行 読売新聞社

岩戸晶子 韓国 11月１日～８日 科学研究費補助金調査 科学研究費補助金

谷口耕生 中国 20年２月16日～25日 科学研究費補助金「寧波をめぐ

る絵画と人的ネットワーク」に

伴う調査研究

科学研究費補助金

梶谷亮治 中国 20年２月16日～24日 科学研究費補助金「寧波をめぐ

る絵画と人的ネットワーク」に

伴う調査研究

科学研究費補助金

北澤菜月 中国 20年２月16日～24日 科学研究費補助金「寧波をめぐ

る絵画と人的ネットワーク」に

伴う調査研究

科学研究費補助金

内藤榮 インド 20年２月21日

 ～３月５日

科学研究費補助金「中インド新

発掘仏教遺跡の総合的研究」に

係る海外学術調査

科学研究費補助金

稲本泰生 中国 20年２月24日

 ～３月４日

「遣唐使展」事前調査及び交渉 職員旅費



― 111 ―

附属資料：事業実績統計表

岩戸晶子 韓国 20年２月29日

 ～３月23日

科学研究費補助金「統一新羅期

の道具瓦集成」に係る調査研究

のため

職員旅費

【九州国立博物館】延べ43人　

氏名 用務先 期間 用務 備考

小松大秀 韓国 ４月16日～22日 西本願寺展出品交渉、文化交流

展示品作品調査、工芸品調査、

在外日本古美術品保存修復協力

事業運営委員会出席のため

展覧特別展業務費

小林公治 韓国 ４月16日～18日 文化交流展示次期韓国借用品協

議、西本願寺展借用協議のため

展覧平常展業務費

伊藤信二 韓国 ４月16日～18日 文化交流展示次期韓国借用品協

議、西本願寺展借用協議のため

展覧平常展業務費

小林公治 ベトナム ４月21日～30日 「ベトナム漆器に関する基礎的

研究（平成19年度ポーラ美術振

興財団調査研究助成）」に係る

調査のため

ポーラ美術振興財団

猪熊兼樹 ベトナム ４月21日～30日 「ベトナム漆器に関する基礎的

研究（平成19年度ポーラ美術振

興財団調査研究助成）」に係る

調査のため

ポーラ美術振興財団

畑靖紀 アメリカ ５月13日～６月６日 文化庁主催海外展「悟りの世界：

中世日本における禅宗の人物お

よび説話画」にかかる管理・監

督、文化庁への報告のため

ジャパン・ソサエ

ティー、文化庁

臺信祐爾 ドイツ、

フランス

５月17日～24日 東アジア美術館チベット美術展

見学、ベルリンプロイセン文化

財団博物館群視察、日本文化会

館懇談、博物館・美術館見学の

ため

調査研究業務費

臺信祐爾 中国 ５月26日～６月１日 チベット展出品候補作品調査、

紫壇博物館・五塔寺・大沼寺・

遺跡見学のため

調査研究業務費

金井裕子 アメリカ ６月７日～15日 アメリカ合衆国ワシントンD.C 

サックラー美術館への作品貸与に

伴う輸送および展示作業のため

サックラー美術館

三輪嘉六 中国 ６月８日～12日 保存修復事業に関わる調査と協

議のため

一般管理費

今津節生 中国 ６月８日～12日 保存修復事業に関わる調査と協

議のため

科学研究費補助金

市元塁 中国 ６月８日～12日 保存修復事業に関わる調査と協

議のため

調査研究業務費

小林公治 韓国 ６月10日～16日 文化交流展示次期韓国借用品協

議、百済シンポジウム協議、九

州国立博物館での特別観覧に関

する協議のため

展覧平常展業務費
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市元塁 中国 ６月25日～29日 寄託品関連調査及び展示予備調

査のため

調査研究業務費

今津節生 台湾 ６月26日～30日 台湾国立雲林科技大学開催国際

シンポジウム発表のため

台湾国立雲林科技

大学

藤田励夫 イタリア、

英国、スイ

ス

７月２日～15日 在外日本古美術保存修復協力事

業の候補作品調査のため

東京文化財研究所

臺信祐爾 アメリカ ７月17日～21日 フリーア美術館、アーサー・Ｍ・

サックラー美術館開催中の展覧

会において、九博が長期貸与を

受けている文化庁保管の点検展

示のため

サックラー美術館

原田あゆみ タイ ７月23日～21日 JICA草の根技術協力事業に係る

セミナー事前準備および開催・

研修受け入れ打ち合わせ・遺跡

保存および活用例見学のため

JICA草の根技術協

力事業費

小林公治 韓国 ８月５日～９日 文化交流展示次期韓国借用品点

検・梱包・韓国搬出クーリエ・

九博搬入クーリエのため、韓国

内博物館美術館調査のため

展覧平常展業務費

原田あゆみ タイ、ミャ

ンマー

８月５日～19日 調査研究「古代東南アジアにお

ける三尊像図像の研究－タイ・

ミャンマーの図像を中心に－」

のため

科学研究費補助金

畑靖紀 韓国 ８月10日～12日 科学研究費補助金若手研究(B)

「室町時代の中国文物の受容に

関する調査研究」による東洋絵

画の調査研究のため

科学研究費補助金

金井裕子 韓国 ８月10日～12日 科学研究費補助金若手研究(B)

「室町時代の中国文物の受容に

関する調査研究」による東洋絵

画の調査研究協力のため

科学研究費補助金

小林公治 韓国 ８月21日～23日 文化交流展示次期第１次韓国借

用品返却クーリエ・返却に伴う

挨拶・開梱・点検のため

展覧平常展業務費

三輪嘉六 中国 ８月26日～９月１日 保存修復事業に関わる調印式及

び協議、展覧会予備調査及び協

議のため

一般管理費

市元塁 中国 ８月26日～９月１日 保存修復事業に関わる調印式及

び協議、展覧会予備調査及び協

議のため

調査研究費

志賀智史 韓国 ８月26日～31日 科学研究費補助金による調査の

ため

科学研究費補助金

小林公治 ベトナム、

タイ、

ラオス

９月７日～20日 ベトナム螺鈿・漆器調査、バン

コク国立博物館漆セミナー参

加、タイ螺鈿・漆器調査、バン

チェン文化遺跡・遺物調査、ラ

オス漆器・螺鈿調査のため

ポーラ美術振興財団
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今津節生 オランダ、

デンマーク

９月９日～20日 アムステルダム（王立科学芸術

アカデミー）にて開催の国際学

会研究発表および関連研究調査

のため

科学研究費補助金

本田光子 アメリカ、

東京

９月13日～23日 貸与文化財の返却にともなう点

検・輸送、修理・保存施設、美

術館、博物館の視察のため

調査研究業務費

臺信祐爾 中国 ９月22日～10月２日 刻下文物局との打ち合わせ、チ

ベット自治区文物局との打ち合

わせ、チベット自治区博物館・

ポタラ宮などにおける作品調

査、調査内容の整理・検討など

のため

調査研究業務費

今津節生 中国 ９月27日～10月２日 科学研究費補助金関連調査のため 科学研究費補助金

志賀智史 ポルトガル 10月10日～11月12日 文化庁海外展記念『日本のやき

もの』の展示会場における監督

用務のため

文化庁

今津節生 韓国 10月31日～11月３日 東アジア文化遺産保存国際シン

ポジウム、展示環境調査のため

科学研究費補助金

鳥越俊行 韓国 10月31日～11月４日 東アジア文化遺産保存国際シン

ポジウム、展示環境調査のため

科学研究費補助金

藤田励夫 中国 10月31日～11月５日 「日中共同シルクロード沿線文

化財保護修復技術人員育成プロ

グラム」中の「紙文化財」保存

修復研修コースの講師のため

東京文化財研究所

伊藤嘉章 ポルトガル 11月29日～12月12日 文化庁主催「日本のやきもの」

展　ポルトガル　ソアレス・ド

ス・レイス国立美術館開催撤収、

輸送のため

文化庁

藤田励夫 韓国 12月１日～６日 「第２回紙文化財保存修理国際

会議」にて発表のため

国民大学、国立江

原大学、国立文化

財研究所

河野一隆 韓国 12月17日～21日 韓国国立公州博物館からの招聘

による研修のため

韓国国立公州博物館

小林公治 ベトナム 12月23日

 ～20年１月６日

ベトナム螺鈿、漆器調査のため ポーラ美術振興財団

藤田励夫 タイ 20年１月10日～18日 調査研究「古代東南アジアにおけ

る三尊像図像の研究－タイ・ミャ

ンマーの図像を中心に－」、文化

庁海外展に係る打合せのため

科学研究費補助金

原田あゆみ タイ 20年１月10日～18日 調査研究「古代東南アジアにおけ

る三尊像図像の研究－タイ・ミャ

ンマーの図像を中心に－」、文化

庁海外展に係る打合せのため

科学研究費補助金
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小林公治 韓国、中国 20年２月24日

 ～３月１日

韓国国立扶餘博物館との友好交

流協議・施設見学等、韓国国立

公州博物館との友好交流協議・

施設見学等、韓国国立中央博物

館への表敬・施設見学、中国南

京博物院との友好交流協議・施

設見学等のため

一般管理費

臺信祐爾 中国 20年３月16日～19日 国家文物局・文物交流中心チ

ベット自治区文物局との打ち合

わせ、作品調査のため

調査研究業務費

●その他調査等のための海外渡航実績

氏名 用務先 期間 用務 備考

浅井浩文 ドイツ、

フランス

５月17日～24日 展示品調査、人事交流、共同研

究等に関する打ち合わせのため

調査研究業務費

永野間一成 中国 ８月26日～９月１日 保存修復事業に関わる調印式及

び協議、展覧会予備調査及び協

議のため

一般管理費

平中英二 韓国、中国 20年２月24日

 ～３月１日

韓国国立扶餘博物館との友好交

流協議・施設見学等、韓国国立

公州博物館との友好交流協議・

施設見学等、韓国国立中央博物

館への表敬・施設見学、中国南

京博物院との友好交流協議・施

設見学等のため

一般管理費

【東京文化財研究所】　延べ151人

氏名 用務先 期間 用務 備考

宮田繁幸 インド ４月１日～５日 無形文化遺産保護条約に関する

専門家会合にオブザーバー出席

し、情報収集を行う

調査研究事業費

岩井俊平 タジキスタン ４月12日～18日 ユネスコ文化遺産保存日本信託

基金によるアジナ・テパ遺跡保

存事業

受託（ユネスコ・

タジキスタン）

山内和也 カザフスタ

ン、タジキ

スタン

４月12日～27日 ユネスコ文化遺産保存日本信託

基金によるアジナ・テパ仏教寺

院保存修復事業の実施（タジキ

スタン）、文化遺産国際フォー

ラムの開催に関する打ち合わせ

（カザフスタン、タジキスタン）、

世界遺産「シルクロード」登録

のための準備会議への出席

国際研究協力事業費

岡田健 中国 ４月15日～21日 日中共同シルクロード沿線文化

財保護修復技術人員育成プログ

ラム」の運営及び講師

受託（文化財保

護・藝術研究助成

財団・シルクロー

ド）



― 115 ―

附属資料：事業実績統計表

宇野朋子 タイ ４月22日～25日 スコータイ遺跡におけるタイ芸

術局との共同研究

国際研究協力事業費

朽津信明 タイ ４月22日～25日 スコータイ遺跡におけるタイ芸

術局との共同研究

国際研究協力事業費

二神葉子 タイ ４月22日～25日 スコータイ遺跡におけるタイ芸

術局との共同研究

国際研究協力事業費

岡田健 中国 ４月23日～26日 「陝西省唐代陵墓石彫像保護修

復事業」専門家会議

受託（文化財保

護・藝術研究助成

財団・陝西唐代陵

墓）、西安文物保

護修復センター

宮田繁幸 韓国 ５月５日～９日 「宗廟祭礼」に関する国際文化

行事参加

韓国文化財庁

岡田健 中国 ５月６日～19日 「日中共同シルクロード沿線文

化財保護修復技術人員育成プロ

グラム」の運営、「敦煌研究院

における壁画保存に関する研

修」派遣事業

受託（文化財保

護・藝術研究助成

財団・シルクロー

ド）、助成金（文

化財保護・藝術研

究助成財団・敦煌）

谷口陽子 中国 ５月13日～24日 敦煌莫高窟共同学術調査第5期

実施のため

国際研究協力事業費

朽津信明 中国 ５月14日～17日 「日中共同シルクロード沿線文

化財保護修復技術人員育成プロ

グラム」の運営及び講師担当

受託（文化財保

護・藝術研究助成

財団・シルクロー

ド）

宮田繁幸 中国 ５月21日～29日 「無形文化遺産保護条約」臨時

政府間委員会参加

調査研究事業費

稲葉信子 中国 ５月24日～28日 ユネスコ・中国国家文物局主催「北

京市内世界遺産の歴史的建造物の

保存と修復の概念と方法に関する

国際シンポジウム」出席

中国国家文物局

清水真一 中国 ５月24日～28日 ユネスコ・中国国家文物局主催

「北京市内世界遺産の歴史的建造

物の保存と修復の概念と方法に

関する国際シンポジウム」出席、

中国文物研究所との「日中共同

によるシルクロード沿線の文化

財保護修復技術人員の育成プロ

グラム」の実施に関する協議

国際研究協力事業

費、中国国家文物

局

岡田健 中国 ５月30日～６月14日 龍門石窟撮影・調査 助成金（文化財保

護・藝術研究助成

財団・龍門）

城野誠治 中国 ５月30日～６月14日 龍門石窟撮影・調査 助成金（文化財保

護・藝術研究助成

財団・龍門）

有村誠 フランス ６月８日～16日 科学研究費補助金（若手研究

（B）：研究代表者　有村誠）に

よる研究遂行のため

科学研究費補助金
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稲葉信子 スペイン ６月９日～17日 スペイン政府がASEM（アジア欧

州会合）の枠組みで行う文化遺

産と雇用対策に関する会議出席

（外務省の要請によるもの）

外務省

岩井俊平 アフガニス

タン、イン

ド

６月９日～７月15日 西アジア諸国等文化遺産保存修

復協力事業及びユネスコ文化遺

産保存日本信託基金によるバー

ミヤーン遺跡保存事業の実施と

インドアジャンタ石窟保存修復

事業の打ち合わせのため

国際研究協力事業費

山内和也 アフガニス

タン、イン

ド

６月９日～７月15日 西アジア諸国等文化遺産保存修

復協力事業及びユネスコ文化遺

産保存日本信託基金によるバー

ミヤーン遺跡保存事業の実施と

インドアジャンタ石窟保存修復

事業の打ち合わせのため

国際研究協力事業費

稲葉信子 ニュージー

ランド

６月21日～７月６日 第31回ユネスコ世界遺産委員会

出席

国際研究協力事業費

谷口陽子 アフガニス

タン、イン

ド

６月23日～７月15日 ユネスコ文化遺産保存日本信託

基金によるバーミヤーン遺跡保

存事業の実施およびインド考古

局とバーミヤーン遺跡保存事業

に関する情報収集と意見交換

受託（ユネスコ・

バーミヤーン）

鈴木規夫 アフガニス

タン

６月24日～７月７日 西アジア諸国等文化遺産保存修

復協力事業及びユネスコ文化遺

産保存日本信託基金によるバー

ミヤーン遺跡保存事業の実施

国際研究協力事業費

有村誠 アフガニス

タン

６月24日～７月14日 西アジア諸国等文化遺産保存修

復協力事業及びユネスコ文化遺

産保存日本信託基金によるバー

ミヤーン遺跡保存事業の実施

国際研究協力事業費

清水真一 インドネシア ６月28日～７月２日 ユネスコ・インドネシア政府主

催「世界遺産プラバナン遺跡群

およびジョグジャカルタ周辺地

域文化遺産復興のための修復技

術会議」への出席

受託（文化庁・ジャワ）

宇野朋子 カンボジア、

タイ

７月３日～10日 カンボジア・アンコール遺跡群

での現地調査、アンコール遺跡

の救済と発展に関する国際調整

委員会出席、およびタイ芸術総

局との共同研究に関する協議

国際研究協力事業費

二神葉子 カンボジア、

タイ

７月３日～10日 カンボジア・アンコール遺跡群

での現地調査、アンコール遺跡

の救済と発展に関する国際調整

委員会出席、およびタイ芸術総

局との共同研究に関する協議

国際研究協力事業費

加藤雅人 イタリア、

イギリス、

スイス

７月３日～15日 在外日本古美術品保存修復協力

事業のための日本絵画作品調査

（工芸班）

国際協力研究事業費
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江村知子 イタリア、

イギリス、

スイス

７月５日～15日 在外日本古美術品保存修復協力

事業のための日本絵画作品調査

（絵画班）

国際協力研究事業費

塩谷純 イタリア、

イギリス、

スイス

７月５日～15日 在外日本古美術品保存修復協力

事業のための日本絵画作品調査

（絵画班）

国際協力研究事業費

津田徹英 イタリア、

イギリス、

スイス

７月５日～15日 在外日本古美術品保存修復協力

事業のための日本絵画作品調査

（絵画班）

国際協力研究事業費

早川典子 イタリア、

イギリス、

スイス

７月５日～15日 在外日本古美術品保存修復協力

事業のための日本絵画作品調査

（工芸班）

国際協力研究事業費

岡田健 中国 ７月10日～19日 「日中共同シルクロード沿線文

化財保護修復技術人員育成プロ

グラム」の運営、「敦煌研究院

における壁画保存に関する研

修」派遣事業

受託（文化財保

護・藝術研究助成

財団・シルクロー

ド）、助成金（文

化財保護・藝術研

究助成財団助成・

敦煌）

中山俊介 イギリス、

チェコ

７月10日～24日 在外日本古美術品保存修復協力

事業のための工芸作品調査（工

芸班）

国際協力研究事業費

清水真一 ベトナム ７月11日～17日 ユネスコおよびベトナム政府側

とのタンロン皇城遺跡の保護の

係る支援協議

受託（文化庁・タ

ンロン）

早川泰弘 アメリカ ７月29日～８月３日 Ｘ線分析に関する調査と研究発表 調査研究事業費

稲葉信子 ベトナム ８月13日～18日 タンロン遺跡保存事業のための

ユネスコ専門家会議出席

ユネスコ

清水真一 ベトナム ８月13日～18日 タンロン遺跡保存事業のための

ユネスコ専門家会議出席

ユネスコ

飯島満 イラン ８月20日～27日 伝統的・儀礼的演劇に関する国

際セミナー

イラン演劇芸術セ

ンター

俵木悟 イラン ８月20日～27日 伝統的・儀礼的演劇に関する国

際セミナー

イラン演劇芸術セ

ンター

有村誠 タジキスタン ８月22日～31日 タジキスタン文化遺産の調査 国際研究協力事業費

谷口陽子 タジキスタン ８月22日～31日 タジキスタン文化遺産の調査 国際研究協力事業費

山内和也 タジキスタン ８月22日～31日 ユネスコ文化遺産保存日本信託

基金によるアジナ・テパ遺跡保

護事業に関する国際運営委員会

への出席

ユネスコ

中野照男 インド ８月25日～９月４日 平成19年度科学研究費補助金・

基盤研究Ｂ（「アジアの無形文

化における仮頭の研究－仮面と

の比較から－」のための実地調

査・資料収集）

科学研究費補助金

（立教大学）

岡田健 中国 ８月28日～９月３日 中国山西省石窟寺院の保護に関

する調査研究

科学研究費補助金
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田代亜紀子 カンボジア ８月29日～９月６日 上智大学「文化遺産教育戦略に

資する国際連帯の推進」文化遺

産研究Ⅰの講義

上智大学

中山俊介 ドイツ、

イギリス

９月８日～10月４日 国際会議出席（ボーチャム)、

近代文化遺産調査（ケルン、ベ

ルリン、ドイツ北部)、調査打

合せ（V&A、アシュモリアン）

調査研究事業費、

ドイツ鉱業博物館

岡田健 中国 ９月８日～13日 「敦煌研究院における壁画保存

に関する研修」派遣事業

助成金（文化財保

護・藝術研究助成

財団助成・敦煌）

稲葉信子 ウズベキス

タン、カザ

フスタン

９月９日～16日 アジア文化遺産国際会議の準備

のための現地政府との打ち合わ

せおよび中央アジアにおける文

化財保存施策に関する現状調査

国際研究協力事業費

岩出まゆ ウズベキス

タン、カザ

フスタン

９月９日～16日 アジア文化遺産国際会議の準備

のための現地政府との打ち合わ

せおよび中央アジアにおける文

化財保存施策に関する現状調査

国際研究協力事業費

朽津信明 タイ、カン

ボジア

９月９日～17日 タイ芸術局との共同研究カンボ

ジア政府アンコール・シェリム

アップ地域保護管理機構との共

同研究

国際研究協力事業費

二神葉子 タイ、カン

ボジア

９月９日～18日 タイ・スコータイ遺跡、アユタ

ヤ遺跡およびカンボジア・アン

コール遺跡群での現地調査

国際研究協力事業費

勝木言一郎 アメリカ ９月10日～16日 在外日本古美術品保存修復協力

事業（絵画班）

国際協力研究事業費

皿井舞 アメリカ ９月10日～16日 在外日本古美術品保存修復協力

事業（絵画班）

国際協力研究事業費

綿田稔 アメリカ ９月10日～16日 在外日本古美術品保存修復協力

事業（絵画班）

国際協力研究事業費

加藤雅人 アメリカ ９月10日～19日 在外日本古美術品保存修復協力

事業（工芸班）

国際協力研究事業費

川野邊渉 ドイツ ９月18日～22日 在外日本古美術品保存修復協力

事業および近代の文化遺産に関

する調査

国際協力研究事業費、

調査研究事業費

北野信彦 ドイツ、

イギリス

９月23日～28日 在外修復作品の確認及び調査の

ため

国際協力研究事業費

佐野智典 イギリス、

ドイツ

９月23日～29日 在外日本古美術品保存修復協力事

業に係る事務打ち合わせのため

一般管理費

横山隆史 イギリス、

ドイツ

９月23日～29日 在外日本古美術品保存修復協力事

業に係る事務打ち合わせのため

一般管理費

宮田繁幸 タイ、バン

グラデシュ

９月23日～10月１日 無形文化遺産保護パートナー

シッププログラムに基づくタイ

国関係機関調査及びバングラデ

シュ関係機関調査

受託（文化庁・無

形）
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清水真一 インド ９月25日～10月３日 インドにおける「文化遺産国際拠

点交流事業」のための予備調査

受託（文化庁・ア

ジャンター）

谷口陽子 インド ９月25日～10月３日 インドにおける「文化遺産国際拠

点交流事業」のための予備調査

受託（文化庁・ア

ジャンター）

山内和也 インド ９月25日～10月３日 インドにおける「文化遺産国際拠

点交流事業」のための予備調査

受託（文化庁・ア

ジャンター）

二神葉子 モンゴル ９月26日～10月１日 第３回日本モンゴル文化フォー

ラムへの参加および講演

モンゴル教育文化

科学省

稲葉信子 ドイツ ９月29日～10月６日 科研「保存を前提とした歴史的

建造物の活用に関する研究」に

伴う海外調査

科学研究費補助金

（筑波大学）

清水真一 中国 10月７日～11日 「日中共同シルクロード沿線文

化財保護修復技術人員育成プロ

グラム」の運営

受託（文化財保護・

藝術研究助成財

団・シルクロード）

岡田健 中国 10月７日～14日 「日中共同シルクロード沿線文

化財保護修復技術人員育成プロ

グラム」の運営陝西省唐代陵墓

石彫像保存修理事業

国際研究協力事業

費、受託（文化財

保護・藝術研究助

成財団・シルク

ロード）

犬塚将英 アメリカ 10月10日～14日 IEEE国際シンポジウム 科学研究費補助金

岩出まゆ 中国 10月10日～14日 東京文化財研究所と西安文物保護

修復センターが共同で開催する

「石造文化財の保存処理技術に関

する研究会」に出席のため

国際研究協力事業費

二神葉子 中国 10月10日～14日 陝西省唐代陵墓石彫像保存修理

事業

国際研究協力事業費

岡田健 中国 10月21日～24日 「日中韓共同シルクロード沿線

文化財保護修復技術人員育成プ

ログラム」の運営

受託（文化財保護・

藝術研究助成財

団・シルクロード）

稲葉信子 インドネシア 10月21日～28日 平成18年度５月に発生した中部

ジャワ地震により被災した世界

遺産プランバナン遺跡群の復興

修理計画作成調査

受託（文化庁・プ

ランバナン）

田代亜紀子 インドネシア 10月21日～11月４日 平成18年度５月に発生した中部

ジャワ地震により被災した世界

遺産プランバナン遺跡群の復興

修理計画作成調査

受託（文化庁・プ

ランバナン）

岩出まゆ インドネシア 10月22日～11月４日 平成18年度５月に発生した中部

ジャワ地震により被災した世界

遺産プランバナン遺跡群の復興

修理計画作成調査

受託（文化庁・プ

ランバナン）

山内和也 中国 10月29日～11月２日 「シルクロードの世界遺産登録

のための国際シンポジウム」へ

の参加

国際研究協力事業費

石崎武志 韓国 10月30日～11月３日 東アジア文化遺産保存シンポジウ

ムでの研究発表および、国立文化

財研究所での研究打ち合わせ

科学研究費補助金
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森井順之 韓国 10月30日～11月３日 日韓共同研究打ち合わせ、2007 

東アジア文化遺産保存シンポジ

ウム参加・発表

調査研究事業費

鈴木規夫 韓国 10月31日～11月３日 東アジア文化遺産保存シンポジ

ウム参加

東アジア文化遺産

保存シンポジウム

三浦定俊 韓国 10月31日～11月３日 東アジア文化遺産保存シンポジ

ウム参加

科学研究費補助金

稲葉信子 中国 11月１日～５日 北京大学・北京市教育庁他主催

「北京フォーラム」パネリスト

（セッション「文明の発展にお

ける人類の遺産」）

北京大学、フォー

ラム主催者

岡田健 韓国、中国 11月１日～11日 2007東アジア文化遺産保存シン

ポジウム出席（韓国）、「日中韓

共同シルクロード沿線文化財保

護修復技術人員育成プログラ

ム」（中国）、韓国中央アジア学

会国際シンポジウム出席（韓国）

受託（文化財保

護・藝術研究助成

財団・シルクロー

ド）、韓国中央ア

ジア学会

吉田直人 中国 11月５日～13日 文化財保存・修復を専門とする若

手のための敦煌派遣研修、陝西省

唐代陵墓石彫像保護修復事業

助成（敦煌）、受

託（陝西）、西安

文物保護修復セン

ター

谷口陽子 アメリカ 11月５日～27日 壁画の彩色試料に含まれる有機

物質の分析

ゲティ保存研究所

加藤雅人 中国 11月６日～10日 「日中共同シルクロード沿線文化

財保護修復技術人員育成プログ

ラム」において講演を行うため

受託（文化財保護・

藝術研究助成財

団・シルクロード

中山俊介 イギリス、

ドイツ、

イタリア

11月６日～21日 在外修復に関するワークショッ

プ開催と近代化遺産の保存修復

のための材料技法の開発に関す

る調査及び打ち合わせ

国際協力研究事業費、

調査研究事業費

山内和也 アフガニス

タン

11月７日～９日 バーミヤーン出土仏典の保存修

復に関する打ち合わせ及び仏典

の移送

国際研究協力事業費

山内和也 エジプト 11月12日～19日 「大エジプト博物館」保存修復

センターへの協力事業

JICA

川野邊渉 ドイツ、

イギリス、

イタリア

11月12日～21日 在外修復に関するワークショッ

プ開催と近代化遺産の保存修復

のための材料技法の開発に関す

る調査及び打ち合わせのため

国際協力研究事業費、

調査研究事業費

後藤嘉信 ドイツ、

イギリス、

イタリア

11月12日～21日 在外修復に関するワークショッ

プ事務補助及び修復作品の完了

検査、近代化遺産にかかる共同

研究についての事務打ち合わせ

及びローマ中央修復研究所にお

ける日本美術品修復研修に関す

る事務打ち合わせのため

間接経費

清水真一 エジプト 11月12日～21日 「大エジプト博物館」保存修復

センターへの協力事業

JICA 
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松本康男 ドイツ、

イギリス、

イタリア

11月12日～21日 在外修復に関するワークショッ

プ事務補助及び修復作品の完了

検査、近代化遺産にかかる共同

研究についての事務打ち合わせ

及びローマ中央修復研究所にお

ける日本美術品修復研修に関す

る事務打ち合わせのため

間接経費

宮田繁幸 韓国 11月13日～16日 国際シンポジウム「無形文化遺

産アーカイビング－その現在と

未来」参加

韓国国立文化財研

究所

石崎武志 ドイツ、

デンマーク

11月14日～24日 文化財施設の環境解析に関する研

究打ち合わせおよび博物館の微気

象に関する国際シンポジウム

調査研究事業費

犬塚将英 デンマーク 11月18日～25日 博物館の微気象に関する国際シ

ンポジウム

科学研究費補助金

森井順之 韓国 11月20日～24日 石造文化財の保存修復に関する

日韓共同調査

韓国国立文化財研

究所

岡田健 中国 11月25日～28日 「日中韓共同シルクロード沿線

文化財保護修復技術人員育成プ

ログラム」の運営

受託（文化財保護・

藝術研究助成財団・

シルクロード

二神葉子 カンボジア 11月26日～12月１日 カンボジア・アンコール遺跡群

での現地調査、アンコール遺跡

の救済と発展に関する国際調整

委員会出席

国際研究協力事業費

谷口陽子 インド 12月２日～６日 インドにおける「文化遺産国際

拠点交流事業」合意書締結のた

めの打合せ

受託（文化庁・ア

ジャンター）

山内和也 インド 12月２日～６日 インドにおける「文化遺産国際

拠点交流事業」合意書締結のた

めの打合せ

受託（文化庁・ア

ジャンター）

宮田繁幸 台湾 12月７日～９日 文化資源シンポジウム「地方文

化からの観点」基調講演

国立台北芸術大学

文化資源学院

岡田健 中国 12月９日～14日 「日中韓共同シルクロード沿線

文化財保護修復技術人員育成プ

ログラム」の運営

受託（文化財保護・

藝術研究助成財団・

シルクロード

二神葉子 ベトナム 12月９日～14日 タンロン皇城遺跡の保存に関す

る専門家派遣と研修事業

受託（文化庁・タ

ンロン）

谷口陽子 エジプト、

イタリア

12月10日～22日 大エジプト博物館保存修復セン

ター支援調査イタリアの壁画の

表面洗浄に関する調査

国際研究協力事業費、

科学研究費補助金

中山俊介 韓国 12月18日～20日 非武装地帯に放置されていた蒸

気機関車の保存修復を韓国で実

施しているが、それに関する調

査、打ち合わせのため

調査研究事業費

山内和也 アフガニス

タン

12月19日～23日 バーミヤーン出土仏典の保存修

復に関する打ち合わせ及び仏典

の移送

国際研究協力事業費
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岡田健 中国 12月24日～27日 「日中韓共同シルクロード沿線

文化財保護修復技術人員育成プ

ログラム」の運営

受託（文化財保護・

藝術研究助成財団・

シルクロード

谷口陽子 中国 20年１月５日～12日 中国新疆ウイグル自治区および

中国西域の仏教ロード沿いに分

布する仏教壁画を有する石窟の

現状調査

受託（NHK）

清水真一 カンボジア 20年１月10日～15日 文化遺産国際協力に関する相手

国調査およびユネスコ・カンボ

ジア政府主催「プリア・ヴィヒ

ア遺跡に関する技術会議」参加

外務省

二神葉子 カンボジア 20年１月10日～15日 文化遺産国際協力に関する相手

国調査およびユネスコ・カンボ

ジア政府主催「プリア・ヴィヒ

ア遺跡に関する技術会議」参加

受託（文化庁・コ

ンソーシアム）

山梨絵美子 フランス 20年１月20日～24日 フランス国立美術館保存修復研

究所における油彩画の技法・材

料調査法の調査

東京国立博物館

宮田繁幸 フランス 20年１月26日

 ～2月１日

ユネスコ無形文化遺産保護条約政

府間委員会の補助組織会合出席

受託（文化庁・無形）

岡田健 中国 20年１月27日

 ～2月１日

UNESCO／日本信託基金龍門石窟

保存修復事業

受託（ユネスコ・

龍門）

清水真一 中国 20年１月27日

 ～２月１日

UNESCO／日本信託基金龍門石窟

保存修復事業

受託（ユネスコ・

龍門）

城野誠治 台湾 20年１月28日

 ～２月１日

国立故宮博物院との共同研究に

よる作品調査・撮影および研究

成果についての協議

調査研究事業費

山梨絵美子 台湾 20年１月28日

 ～２月１日

国立故宮博物院との共同研究に

よる作品調査・撮影および研究

成果についての協議

調査研究事業費

有村誠 アルメニア 20年２月３日～23日 科学研究費補助金（若手研究

（Ｂ）：研究代表者　有村誠）と西

アジア諸国等文化遺産保存修復

協力事業による研究遂行のため

（トランスコーカサスの初期農耕

遺跡に関する考古学調査とアル

メニアにおける壁画の状態調査）

国際研究協力事業費、

科学研究費補助金

宮田繁幸 ブルガリア 20年２月17日～24日 ユネスコ無形文化遺産保護条約

第２回臨時政府間委員会出席

受託（文化庁・無形）

清水真一 ラオス 20年２月19日～26日 文化遺産国際協力コンソーシア

ム業務　協力相手国調査のため

受託（文化庁・コ

ンソーシアム）

田代亜紀子 ラオス 20年２月19日～26日 文化遺産国際協力コンソーシア

ム業務　協力相手国調査のため

受託（文化庁・コ

ンソーシアム）

谷口陽子 エジプト 20年２月20日

 ～３月１日

大エジプト博物館保存修復セン

タープロジェクト形成調査

JICA 

飯島満 モンゴル 20年２月26日

 ～３月４日

モンゴル国における無形文化遺

産保護部局調査・他

受託（文化庁・無形）
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豊島久乃 モンゴル 20年２月26日

 ～３月４日

文化遺産国際協力コンソーシア

ムの協力相手国調査

受託（文化庁・コ

ンソーシアム）

二神葉子 モンゴル 20年２月26日

 ～３月４日

文化遺産国際協力コンソーシア

ムの協力相手国調査

受託（文化庁・コ

ンソーシアム）

稲葉信子 インド 20年２月29日

 ～３月６日

「文化と景観およびその保護手

法の研究－信仰に関わる文化的

景観の調査・分析」（科学研究

費補助金）に伴う海外調査

科学研究費補助金

俵木悟 インド 20年２月29日

 ～３月６日

「文化と景観およびその保護手

法の研究－信仰に関わる文化的

景観の調査・分析」（科学研究

費補助金）に伴う海外調査

科学研究費補助金

江村知子 イギリス 20年３月３日～８日 美術史資料のアーカイブ構築の

ための調査

科学研究費補助金

中村節子 イギリス 20年３月３日～８日 美術史資料アーカイブ構築にか

かる事務作業および事務的協議

調査研究事業費

山梨絵美子 イギリス 20年３月３日～８日 美術史資料のアーカイブ構築の

ための調査

調査研究事業費

田代亜紀子 タイ 20年３月７日～14日 科学研究費補助金「東南アジア

における文化の継承と記憶の創

出に関する研究」（代表：上智

大学・丸井雅子）調査

上智大学

山内和也 ウズベキス

タン、タジ

キスタン

20年３月７日～15日 東京文化財研究所主催、ウズベ

キスタン政府ユネスコ国内委員

会・ユスコタシケント事務所共

催「文化遺産専門家会議：中央

アジアと日本」参加、タジキス

タン共和国科学アカデミー歴

史・考古・民族研究所と東京文

化財研究所の間の文化遺産保護

のための協力に関する合意書の

署名

国際研究協力事業費

皿井舞 アメリカ 20年３月９日～14日 サンフランシスコ東洋美術館に

おける日本彫刻作品に関する

アーカイブズ現状視察と館蔵作

品の調査

調査研究事業費

津田徹英 アメリカ 20年３月９日～14日 サンフランシスコ東洋美術館に

おける日本彫刻作品に関する

アーカイブズ現状視察と館蔵作

品の調査

調査研究事業費

稲葉信子 ウズベキス

タン

20年３月９日～15日 東京文化財研究所主催、ウズベ

キスタン政府ユネスコ国内委員

会・ユネスコタシケント事務所

共催「文化遺産専門家会議：中

央アジアと日本」参加

国際研究協力事業費
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影山悦子 ウズベキス

タン

20年３月９日～18日 東京文化財研究所主催、ウズベ

キスタン政府ユネスコ国内委員

会・ユネスコタシケント事務所

共催「文化遺産専門家会議：中

央アジアと日本」参加

国際研究協力事業費

岡田健 ウズベキス

タン

20年３月10日～18日 東京文化財研究所主催、ウズベ

キスタン政府ユネスコ国内委員

会・ユスコタシケント事務所共

催「文化遺産専門家会議：中央

アジアと日本」参加、サマルカ

ンドにおける文化財保存の現状

調査

国際研究協力事業費

朽津信明 ウズベキス

タン

20年３月11日～15日 東京文化財研究所主催、ウズベ

キスタン政府ユネスコ国内委員

会・ユネスコタシケント事務所

共催「文化遺産専門家会議：中

央アジアと日本」参加

国際研究協力事業費

清水真一 ウズベキス

タン

20年３月11日～15日 東京文化財研究所主催、ウズベ

キスタン政府ユネスコ国内委員

会・ユネスコタシケント事務所

共催「文化遺産専門家会議：中

央アジアと日本」参加

国際研究協力事業費

二神葉子 アメリカ 20年３月15日～20日 文化財防災、特に地震への対策

の現状に関する現地調査

科学研究費補助金

俵木悟 韓国 20年３月17日～19日 韓国国立文化財研究所との研究

交流計画打ち合わせ

受託（文化庁・無形）

佐野智典 ドイツ 20年３月23日～27日 在外日本古美術品保存修復協力

事業によるドイツ技術博物館に

おける修復作業に係る事務打ち

合わせのため

間接経費

川野邊渉 ドイツ 20年３月23日～28日 ベルリンにおける在外作品修復

に関する準備作業及び打ち合わ

せのため

国際協力研究事業費

中山俊介 ドイツ 20年３月23日～28日 ベルリンにおける在外作品修復

に関する準備作業及び打ち合わ

せのため

国際協力研究事業費

綿田稔 ドイツ 20年３月23日～28日 ベルリンにおける在外作品修復

に関する準備作業及び打ち合わ

せのため

国際協力研究事業費

宮田繁幸 タイ 20年３月24日～30日 無形文化遺産に関するサブリー

ジョナルワークショップ出席

受託（文化庁・無形）

田代亜紀子 インドネシア 20年３月26日～29日 世界遺産プランバナン遺跡群復

興修理計画供与

国際研究協力事業費

二神葉子 インドネシア 20年３月26日～29日 世界遺産プランバナン遺跡群復

興修理計画供与

国際研究協力事業費

飯島満 インドネシア 20年３月26日～30日 インドネシア国における無形文

化遺産保護部局調査

受託（文化庁・無形）
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上野智子 インドネシア 20年３月26日～30日 インドネシア国における無形文

化遺産保護部局調査

受託（文化庁・無形）

山内和也 エジプト 20年３月31日

 ～４月４日

「エジプト国大エジプト博物館

保存修復センタープロジェク

ト」への協力

JICA

【奈良文化財研究所】延べ146人

氏名 用務先 期間 用務 備考

金田明大 ドイツ ４月２日～８日 国際学会ＣＡＡ（Computer 

Applications and Quantitative 

methods in Archaeology)での

発表及び参加

職員旅費

松井章 韓国 ４月15日～18日 金海貝塚出土動物遺存体の研究

指導

先方負担

窪寺茂 中国 ４月18日～22日 中日韓古建築模型学術交流活動

準備会議への出席(中国文物研

究所からの招聘)、建造物研究

室特別研究「古代建築の構法」

研究に関する現地視察

渡航費：職員旅費

滞在費：先方負担

箱崎和久 中国 ４月18日～22日 中日韓古建築模型学術交流活動

準備会議への出席(中国文物研

究所からの招聘)、建造物研究

室特別研究「古代建築の構法」

研究に関する現地視察

渡航費：職員旅費

滞在費：先方負担

加藤真二 中国 ４月22日～27日 平成20年度秋期特別展開催に関

する調整・調査

職員旅費

西田紀子 中国 ４月22日～27日 平成20年度秋期特別展開催に関

する調整・調査

職員旅費

島田敏男 ベトナム ４月29日～５月５日 文化庁が行っているベトナムへ

の集落保存協力の一環としての

現地協議

他機関負担

西口壽生 中国 ５月17日～27日 河南省文物考古研究所との共同

研究

職員旅費

玉田芳英 中国 ５月17日～27日 河南省文物考古研究所との共同

研究

職員旅費

森川実 中国 ５月17日～27日 河南省文物考古研究所との共同

研究

職員旅費

小田裕樹 中国 ５月17日～27日 河南省文物考古研究所との共同

研究

職員旅費

川越俊一 中国 ５月22日～27日 河南省文物考古研究所との共同

研究

職員旅費

巽淳一郎 中国 ５月22日～27日 河南省文物考古研究所との共同

研究

職員旅費

内田和伸 中国 ５月24日～30日 大極殿院の思想と文化に関する

研究のため（儒教建築の構成と

活用に関する調査研究）

科学研究費補助金
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森本晋 ロシア ５月27日～６月５日 電子文化地図学会に出席・発表 職員旅費

松井章 韓国 ５月28日～６月１日 慶南考古学研究所において金海

貝塚出土動物遺存体の研究指導

科学研究費補助金

石村智 アフガニス

タン

６月８日～７月14日 バーミヤーン遺跡の調査 職員旅費

森本晋 アフガニス

タン

６月９日～20日 バーミヤーン遺跡の調査 職員旅費

関広尚世 エジプト ６月12日～20日 ヌビア文化の研究に関する遺

跡・博物館の見学

私費(研修）

杉山洋 カンボジア ６月18日～22日 西トップ寺院の調査研究 職員旅費

森本晋 ニュージー

ランド

６月21日～７月３日 第31回世界遺産委員会出席 他機関負担

岡村道雄 カンボジア ７月３日～７日 西トップ寺院の調査研究 職員旅費

安田龍太郎 カンボジア ７月３日～７日 西トップ寺院の調査研究 職員旅費

杉山洋 カンボジア ７月３日～７日 西トップ寺院の調査研究 職員旅費

森本晋 カンボジア ７月４日～７日 アンコール遺跡保存国際調整委

員会出席

職員旅費

松井章 中国 ７月12日～17日 動 物 考 古 学 会「Chinese 

perspectives and global 

developments」に出席、発表、

研究討議。遺跡出土骨の観察及

び記録、中国研究者との研究討

議

科学研究費補助金

金井健 アメリカ ７月12日～11月16日 フルブライト交流プログラム海

外研究歴史的建造物保存の方策

と実践に関する研究

フルブライト交流

プログラム

石村智 カンボジア ７月17日～27日 西トップ寺院の調査研究 職員旅費

豊島直博 カンボジア ７月17日～27日 西トップ寺院の調査研究 職員旅費

杉山洋 カンボジア ７月17日～27日 「カンボジアにおける中世遺跡

と日本人町の研究」現地調査

科学研究費補助金

加藤真二 韓国 ７月18日～23日 古墳壁画（獣頭人身十二支像）

の調査・研究

職員旅費

山中敏史 韓国 ７月24日～26日 大韓民国国立文化財研究所が主

催する研修教育で講演

先方負担

山崎信二 中国 ７月26日～28日 中国社会科学院考古研究所との

共同研究

職員旅費

小池伸彦 中国 ７月26日～28日 中国社会科学院考古研究所との

共同研究

職員旅費

今井晃樹 中国 ７月26日～28日 中国社会科学院考古研究所との

共同研究

職員旅費

石村智 サモア ８月４日～13日 サモア独立国における考古学調

査・ワークショップの開催

福武学術文化振興

財団助成金

杉山洋 カンボジア、

タイ

８月15日～22日 西トップ寺院の調査研究、タイ

国内クメール遺跡の視察

職員旅費

丹羽崇史 中国 ８月18日～28日 青銅器および鋳造関連遺物の調査 高梨学術奨励基金
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石村智 スウェーデン ８月19日～27日 スウェーデン・ゴットランド

大学における国際学会「VII 

International conference 

: Easter Island and the 

Pacific」で研究発表

科学研究費補助金

平澤毅 ベトナム、

中国

８月21日～31日 ベトナム・ハロン湾の文化的景

観に関する現地調査、ベトナム・

中国国境地帯少数民族居住地の

文化的景観の現地調査

他機関科学研究費

補助金

橋本裕子 ヨルダン ８月21日～９月25日 発掘調査 科学研究費補助金

山崎信二 中国 ８月25日～31日 中国の南朝および隋唐代の瓦調査 職員旅費

石田由紀子 中国 ８月25日～９月５日 中国の南朝および隋唐代の瓦調査 職員旅費

小澤毅 中国 ８月25日～９月５日 古代東アジアの造瓦技法の比較

検討

科学研究費補助金

黒坂貴裕 韓国 ９月２日～７日 第4回日韓文化財建造物保存協

力協議会

文化庁

森本晋 チェコ ９月３日～10日 ヨーロッパコンピュータグラフィ

クス学会文化遺産分科会出席

職員旅費

高瀬要一 フィリピン ９月５日～10日 世界遺産フィリピンコルディラ棚

田の保存管理の現状と課題調査

職員旅費

松井章 インドネシア ９月６日～11日 イノシシの調査 他機関科学研究費

補助金

大河内隆之 タイ ９月８日～17日 国 際 学 会 (The First Asian 

Dendrochronology Conference 

and Workshop))に出席、及び発

表のため

職員旅費

金田明大 スロバキア ９月10日～17日 国際遺跡探査学会発表のため 職員旅費

西村康 スロバキア ９月10日～17日 国際遺跡探査学会発表のため 職員旅費

高瀬要一 韓国 ９月12日～15日 大韓民国国立文化財研究所主催

「第16回文化財研究学術大会」

に参加・発表

先方負担

松井章 アメリカ ９月14日～28日 北西海岸先史文化のオレゴン州

サンケン・ビレッジ遺跡の発掘

に参加し、縄文文化に関する情

報の供与と、発掘技術の指導を

行う

科学研究費補助金

吉川聡 中国 ９月17日～21日 中国雲南省イ族土地関係文書料

紙調査

他機関科学研究費

補助金

和田一之輔 中国 ９月17日～28日 太液池出土遺物の調査 職員旅費

今井晃樹 中国 ９月17日～28日 太液池出土遺物の調査 職員旅費

廣瀬覚 中国 ９月17日～28日 太液池出土遺物の調査 職員旅費

牛嶋茂 中国 ９月17日～28日 太液池出土遺物の調査 職員旅費

中川あや 韓国 ９月18日～11月15日 慶州国立文化財研究所との研究

交流

渡航費：職員旅費、

滞在費：先方負担
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杉山洋 アメリカ ９月21日～27日 アメリカ所在のクメール陶器の

調査研究及びスミソニアン研究

機構においてクメール陶器に関

する意見交換を行うため

研修

降幡順子 アメリカ ９月22日～10月１日 第4回フォーブスシンポジウム

参加・発表

科学研究費補助金

児島大輔 中国 ９月25日～10月３日 河南省龍門石窟における調査の

ため

科学研究費補助金

金田明大 ギリシャ 10月１日～８日 CIPA国際シンポジウム出席 職員旅費

肥塚隆保 中国 10月３日～５日 石造文化財の劣化状態調査法に

関する研究会

科学研究費補助金

高妻洋成 中国 10月３日～５日 石造文化財の劣化状態調査法に

関する研究会

科学研究費補助金

村上隆 ドイツ 10月３日～12日 国際会議における招待講演、科学

研究費補助金による調査・研究

先方負担（内10.8

～12滞在費：他機関

科学研究費補助金）

松井章 韓国 10月10日～13日 韓国慶南考古学研究所において

金海貝塚出土動物遺存体の研究

指導

科学研究費補助金

小林謙一 中国 10月10日～13日 日中古代墳墓副葬品の比較研究 科学研究費補助金

金田明大 中国 10月10日～17日 日中古代墳墓副葬品の比較研究 科学研究費補助金

小池伸彦 中国 10月10日～20日 日中古代墳墓副葬品の比較研究 科学研究費補助金

牛嶋茂 中国 10月10日～20日 日中古代墳墓副葬品の比較研究 科学研究費補助金

豊島直博 中国 10月10日～20日 日中古代墳墓副葬品の比較研究 科学研究費補助金

小澤毅 韓国 10月13日～17日 新羅の都城と寺院の立地に関す

る資料収集

科学研究費補助金

加藤真二 韓国 10月22日～26日 慶州における獣頭人身十二支像

の調査と写真撮影

職員旅費

井上直夫 韓国 10月22日～26日 平成20年度飛鳥資料館特別展

「キトラ古墳壁画異貌の一二支

神像」展における展示、及び図

録用写真撮影

職員旅費

岡田愛 韓国 10月22日～26日 平成20年度飛鳥資料館特別展

「キトラ古墳壁画異貌の一二支

神像」展における展示、及び図

録用写真撮影

職員旅費

松井章 中国 10月28日～11月４日 遺物調査、田螺山遺跡関連資料

の収集、余姚田螺山遺跡出土品

の調査

他機関科学研究費

補助金

田辺征夫 韓国 10月31日～11月２日 2007年東アジア文化遺産保存

シンポジウムへ出席

先方負担

森本晋 カンボジア 10月31日～11月３日 西トップ寺院関係資料の調査 科学研究費補助金

杉山洋 カンボジア、

中国

10月31日～11月18日 ソサイ窯跡出土土器の調査、

東南アジア陶磁器の視察

科学研究費補助金
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清水重敦 韓国 11月１日～４日 大韓民国における文化遺産の

オーセンティシティに関する現

地調査

科学研究費補助金

肥塚隆保 韓国 11月１日～５日 東アジア文化遺産保存シンポジ

ウムへの出席(研究発表)ならび

に石造文化財の劣化状態調査法

に関する資料収集

先方負担

高妻洋成 韓国 11月１日～５日 東アジア文化遺産保存シンポジ

ウムへの出席(研究発表)ならび

に石造文化財の劣化状態調査法

に関する資料収集

科学研究費補助金

降幡順子 韓国 11月１日～５日 東アジア文化遺産保存シンポジ

ウムへの出席(研究発表)ならび

に石造文化財の劣化状態調査法

に関する資料収集

科学研究費補助金

脇谷草一郎 韓国 11月１日～５日 東アジア文化遺産保存シンポジ

ウムへの出席(研究発表)ならび

に石造文化財の劣化状態調査法

に関する資料収集

科学研究費補助金

小澤毅 韓国 11月１日～10日 古代東アジアの造瓦技法の比較

検討

科学研究費補助金

高田貫太 韓国 11月１日～10日 古代東アジアの造瓦技法の比較

検討

科学研究費補助金

林正憲 韓国 11月１日～10日 古代東アジアの造瓦技法の比較

検討

科学研究費補助金

箱崎和久 中国 11月７日～16日 河北省における塔婆建築を中心

とした古建築の構造と意匠に関

する調査

科学研究費補助金

今井晃樹 中国 11月20日～23日 洛陽との共同研究のための事前

調査

職員旅費

杉山洋 カンボジア 11月26日～30日 国際会議出席と西トップ寺院の

調査成果発表

職員旅費

石村智 フィジー 11月29日～12月12日 フィジー諸島共和国、ボウレワ・

ラピタ遺跡の発掘調査

科学研究費補助金

玉田芳英 中国 12月５日～11日 河南省文物考古研究所との共同

研究

職員旅費

森川実 中国 12月５日～11日 河南省文物考古研究所との共同

研究

職員旅費

降幡順子 中国 12月５日～11日 河南省文物考古研究所との共同

研究

職員旅費

加藤真二 中国 12月５日～19日 河南省鄭州・洛陽における唐三彩・

十二支俑の写真撮影、山西省太原

における十二支壁画の調査

職員旅費

牛嶋茂 中国 12月５日～19日 河南省鄭州・洛陽における唐三彩・

十二支俑の写真撮影、山西省太原

における十二支壁画の調査

職員旅費
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森本晋 フランス 12月５日～13日 フランス極東学院所蔵、西トッ

プ寺院関連資料の調査

職員旅費

肥塚隆保 ベトナム 12月９日～14日 ベトナム・タンロン遺跡の保存

に関する調査

他機関負担

高妻洋成 ベトナム 12月９日～14日 ベトナム・タンロン遺跡の保存

に関する調査

他機関負担

豊島直博 韓国 12月12日～14日 「弥生・古墳時代における日韓

墳墓出土鉄製武器の比較研究」

に関する資料調査

科学研究費補助金

田辺征夫 韓国 12月16日～19日 古代都城遺跡発掘現場交流の状

況および今後の推進の仕方につ

いての協議

先方負担

安田龍太郎 韓国 12月16日～19日 古代都城遺跡発掘現場交流の状

況および今後の推進の仕方につ

いての協議

先方負担

松村恵司 韓国 12月16日～19日 古代都城遺跡発掘現場交流の状

況および今後の推進の仕方につ

いての協議

先方負担

吉川聡 カンボジア 12月17日～21日 アンコールワット遺跡所在日本

人墨書銘の調査

科学研究費補助金

杉山洋 カンボジア 12月17日～27日 ソサイ窯跡の調査研究 科学研究費補助金

井上直夫 カンボジア 12月17日～27日 ソサイ窯跡より出土した遺物及

び窯跡の空撮のため

科学研究費補助金

林正憲 カンボジア 12月17日～27日 西トップ寺院の調査 職員旅費

石村智 カンボジア 12月17日～27日 西トップ寺院の調査 職員旅費

島田敏男 カンボジア 20年１月21日～26日 西トップ寺院の調査 職員旅費

杉山洋 カンボジア 20年１月21日～26日 アンコール遺跡群共同研究西

トップ寺院調査

職員旅費

清水重敦 カンボジア 20年１月21日～26日 アンコール西トップ寺院遺跡の

建造物調査

職員旅費

窪寺茂 韓国 20年１月22日～24日 韓国国立全南大学校主催のシン

ポジウムで発表（招聘）

先方負担

杉山洋 カンボジア 20年２月７日～16日 アンコール文化遺産保護共同研

究現地調査のため

職員旅費

森本晋 アルメニア 20年２月９日～17日 壁画遺構の保全状況調査 職員旅費

馬場基 韓国 20年２月12日～14日 国際シンポジウム「古代東亜細亜

世界の物流と木簡」報告のため

先方負担

小澤毅 ベトナム 20年２月19日～25日 タンロン皇城遺跡発掘調査支援 他機関負担

井上和人 ベトナム 20年２月19日

 ～３月１日

タンロン皇城遺跡発掘調査支援 他機関負担

小田裕樹 韓国 20年２月25日～29日 扶余・慶州地域における火葬墓

関連資料、遺跡の調査

科学研究費補助金

次山淳 韓国 20年３月７日～９日 日韓共同研究の一環として、国

立加耶文化財研究所における咸

安城山山城出土木簡の見学なら

びに研究交流をおこなうため

職員旅費
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高田貫太 韓国 20年３月７日～９日 日韓共同研究の一環として、国

立加耶文化財研究所における咸

安城山山城出土木簡の見学なら

びに研究交流をおこなうため

職員旅費

竹本晃 韓国 20年３月７日～９日 日韓共同研究の一環として、国

立加耶文化財研究所における咸

安城山山城出土木簡の見学なら

びに研究交流をおこなうため

職員旅費

馬場基 韓国 20年３月７日～９日 日韓共同研究の一環として、国

立加耶文化財研究所における咸

安城山山城出土木簡の見学なら

びに研究交流をおこなうため

職員旅費

浅野啓介 韓国 20年３月７日～９日 日韓共同研究の一環として、国

立加耶文化財研究所における咸

安城山山城出土木簡の見学なら

びに研究交流をおこなうため

職員旅費

杉山洋 カンボジア 20年３月７日～12日 飛鳥資料館企画展示出陳交渉 職員旅費

田辺征夫 中国 20年３月８日～12日 朝陽地区隋唐墓の整理と研究 職員旅費

小林謙一 中国 20年３月８日～15日 日中古代墳墓副葬品の比較研究 科学研究費補助金

加藤真二 中国 20年３月８日～15日 朝陽地区隋唐墓の整理と研究 職員旅費

森本晋 タジキスタン、

ウズベキス

タン

20年３月８日～17日 アジナタバ関連資料調査、文化

遺産専門家会議「日本と中央ア

ジア」出席と関連資料の調査

職員旅費

児島大輔 中国 20年３月10日～22日 中国四川省における唐代仏教摩

崖造像の写真撮影および関連資

料収集

他機関負担

降幡順子 中国 20年３月12日～15日 朝陽地区隋唐墓の整理と研究 職員旅費

脇谷草一郎 中国 20年３月12日～15日 朝陽地区隋唐墓の整理と研究 職員旅費

牛嶋茂 中国 20年３月12日～19日 朝陽地区隋唐墓の整理と研究 職員旅費

中川あや 中国 20年３月12日～19日 朝陽地区隋唐墓の整理と研究 職員旅費

和田一之輔 中国 20年３月12日～19日 墳墓副葬品の調査 科学研究費補助金

金田明大 中国 20年３月12日～19日 日中古代墳墓副葬品の比較研究 科学研究費補助金

島田敏男 ベトナム 20年３月13日～17日 ベトナム国ハテイ省ドゥオンラム

村におけるワークショップ参加

職員旅費

黒坂貴裕 ベトナム 20年３月13日～17日 ベトナム国ハテイ省ドゥオンラム

村におけるワークショップ参加

職員旅費

巽淳一郎 韓国 20年３月19日～23日 2008年度以降の共同研究の計

画、具体的な研究課題の選定、

研究員の派遣日程などについて

の協議をおこなうため

職員旅費

次山淳 韓国 20年３月19日～23日 2008年度以降の共同研究の計

画、具体的な研究課題の選定、

研究員の派遣日程などについて

の協議をおこなうため

職員旅費
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小田裕樹 韓国 20年３月19日～23日 2008年度以降の共同研究の計

画、具体的な研究課題の選定、

研究員の派遣日程などについて

の協議をおこなうため

職員旅費

高田貫太 韓国 20年３月19日～23日 2008年度以降の共同研究の計

画、具体的な研究課題の選定、

研究員の派遣日程などについて

の協議をおこなうため

職員旅費

馬場基 韓国 20年３月19日～23日 2008年度以降の共同研究の計

画、具体的な研究課題の選定、

研究員の派遣日程などについて

の協議をおこなうため

職員旅費

松井章 アメリカ、

カナダ

20年３月20日～30日 カルフォルニア大学バークレー

校のシンポジウムで発表、ワシ

ントン州オリンピア市ピュー

ジェット・サウンドコミュニ

ティー・カレッジでデール・ク

ロース教授とサンケン・ビレッ

ジ遺跡の共同研究の打ち合わ

せ、バンクーバー市で開催され

るアメリカ考古学会で研究発表

先方負担(内、23

～30の滞在費は科

学研究費補助金)

小澤毅 中国 20年３月25日～28日 中国の造瓦技法の変遷に関する

国際シンポジウム

科学研究費補助金

山崎信二 中国 20年３月25日～28日 日中都城の比較研究 職員旅費
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②　調査研究テーマ一覧

国立文化財機構 博物館計 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

126件

76件 22件 25件 13件 16件

文化財研究所計 東京文化財研究所 奈良文化財研究所 共同研究（東京・奈良文化財研究所）

50件 20件 28件 ２件

【東京国立博物館】　22件

○有形文化財の収集・保管・公衆への観覧にかかる調査・研究

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1
特別調査法隆寺献納宝物（第27次）、「聖徳太

子絵伝」第２回

文化財部 上席研究員　松原茂

2 特別調査「書跡」第４回 文化財部 文化財部長　島谷弘幸

3
特別調査金地屏風の金箔地についての調査研究

―尾形光琳風神雷神屏風を中心に

文化財部 上席研究員　松原茂

4 応挙館障壁画の復元に関する調査研究 文化財部 上席研究員　松原茂

5 館蔵の漢籍・洋書に関する基礎的研究 事業部情報課 情報課長　高橋裕次

6

館蔵博物図譜の調査研究（研究成果公開促進

費補助金）

東京国立博物館所蔵

博物図譜データベー

ス作成委員会

情報課長　高橋裕次

7
日本における木彫像の樹種と用材観に関する

調査研究（科学研究費補助金）

文化財部 特任研究員　金子啓明

8
江戸幕府旧蔵資料の総合的研究（科学研究費

補助金）

事業部情報課 情報課長　高橋裕次

9

日本古代手工業史における埴輪工人編制の変

遷と技術移転から見た古墳時代政治史の研究

（科学研究費補助金）

文化財部保存修復課 保存修復課保存修復室長

古谷毅

10
東アジアの書道史における料紙と書風に関す

る基礎的研究（科学研究費補助金）

文化財部 文化財部長　島谷弘幸

11
ガンダーラの仏教寺院の伽藍配置と遺物に関

する研究

文化財部展示課 展示課主任研究員　

小泉惠英

12

文化財の恒久的保存と持続的公開を具現化す

る博物館トータルケアシステムの構築（科学

研究費補助金）

文化財部保存修復課 保存修復課長　神庭信幸

13 環境保存に関する研究 文化財部保存修復課 保存修復課長　神庭信幸

14
耐震性の高い展示手法に関する研究 文化財部保存修復課 保存修復課長　神庭信幸

15
大型油彩画のロール状保存と木枠に張り込ま

ない展示手法の開発に関する調査研究

文化財部保存修復課 保存修復課長　神庭信幸

16

国立博物館の機能と役割の変遷に関する基礎

的研究　－館史資料の分析を中心に－（科学

研究費補助金）

文化財部列品課 列品課主任研究員　

丸山士郎

17
東京国立博物館所蔵写真資料の調査研究

（研究成果公開促進費補助金）

文化財部列品課 列品課列品室長　富田淳
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18
東京国立博物館所蔵古地図の調査研究（研究

成果公開促進費補助金）

事業部情報課 情報課情報管理室長

田良島哲

19
特別展の事前調査 事業部事業企画課 事業企画課長

井上洋一

20
博物館環境デザインに関する調査研究 事業部事業企画課 事業企画課デザイン室長

木下史青

21 博物館美術教育に関する調査研究 事業部教育普及課 教育普及課長　加島勝

22

博物館教育・普及事業の事例分析と日本の伝

統文化に関する先駆的教育・普及理論の構築

（科学研究費補助金）

事業部事業企画課 事業企画課長

井上洋一

【京都国立博物館】　25件

○有形文化財の収集・保管・公衆への観覧にかかる調査・研究

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1 近畿地区（特に京都）社寺文化財の調査研究 学芸課 学芸課長　森田稔

2 平安仏教とその造形に関する研究 学芸課 美術室長　西上実

3 江戸時代京焼の技術基盤に関する研究 学芸課 工芸室長　久保智康

4
日本における木の造形的表現とその文化的背景に関

する総合的考察（科学研究費補助金）

学芸課 館長　佐々木丞平

5
建仁寺両足院に所蔵される五山文学関係典籍書類の

調査研究（科学研究費補助金）

学芸課 企画室長　赤尾栄慶

6
仏教における衣服の寄進と再利用に関する基礎的研究

－袈裟、打敷、幡－（科学研究費補助金）

学芸課 企画室主任研究員　山川暁

7
修復文化財に関する資料収集及び調査研究 学芸課 保存修理指導室長

山本英男

8 永徳に関する調査研究（客員研究員） 学芸課 美術室長　西上実

9 近世絵画に関する調査研究（客員研究員） 学芸課 美術室長　西上実

10 文化財情報に関する調査研究（客員研究員） 学芸課 情報管理室長　難波洋三

11 訓点資料としての典籍に関する調査研究（客員研究員） 学芸課 美術室長　西上実

12 彫刻に関する調査研究 学芸課 美術室長　西上実

13 建仁寺本坊所蔵典籍の調査・研究 学芸課 美術室長　西上実

14 古写経の書誌学的研究 学芸課 美術室長　西上実

15 日本の漆芸品にかかる調査研究 学芸課 工芸室長　久保智康

16

中近世の金属工芸品の製作と受用にみる江南、嶺・

湖南、瀬戸内の地域特質と相互文化認識、交流媒体

の研究（トヨタ財団研究助成）

学芸課 工芸室長　久保智康

17 古代中世山林寺院の調査・研究 学芸課 工芸室長　久保智康

18 仏教工芸の調査・研究 学芸課 工芸室長　久保智康

19 特別展の事前調査 学芸課 美術室長　西上実

20 宸翰（天皇の書）の歴史学的見地からみた調査・研究 学芸課 美術室長　西上実

21
特別展覧会開催に向けての在日ヨーロッパ陶磁の調

査研究

学芸課 工芸室長　久保智康
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22 敦煌写本の保存と修理 学芸課 美術室長　西上実

23
妙心寺本坊、塔頭（麟祥院及び衡梅院）に所蔵され

ている文化財の調査研究

学芸課 学芸課長　森田稔

24 輸出漆器に関する調査研究 学芸課 工芸室長　久保智康

25 本満寺境内蓮乗院廟の発掘調査に伴う出土品の整理 学芸課 学芸課長　森田稔

【奈良国立博物館】　13件

○有形文化財の収集・保管・公衆への観覧にかかる調査・研究

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1 南部諸諸社寺等に関する計画的な調査研究等を実施 学芸課 学芸課長　梶谷亮治

2
大和古代寺院出土遺物の研究を帝塚山大学考古学研

究所との共同研究として実施
学芸課 学芸課資料室長　吉澤悟

3
仏教美術の光学的調査研究（東京文化財研究所との

共同研究）
学芸課 学芸課長　梶谷亮治

4 仏教美術写真集及びその調査研究 学芸課 学芸課資料室長　吉澤悟

5
我が国における仏教美術の展開と中国・韓国の仏教

文化が及ぼした影響の研究
学芸課 学芸課長　梶谷亮治

6 当館所蔵品についての調査研究（客員研究員） 学芸課 学芸課長　梶谷亮治

7 統一新羅期の道具瓦集成（科学研究費補助金） 学芸課
学芸課教育室研究員　

岩戸晶子

8
古墳時代中期における対外交渉の特質と地域圏の形

成・展開過程（科学研究費補助金）
学芸課 学芸課資料室長　吉澤悟

9 特別展の事前調査 学芸課 学芸課資料室長　吉澤悟

10
平安仏教とその造形に関する調査研究成果の「院政

期の絵画」展への反映
学芸課 学芸課長　梶谷亮治

11

南都諸社寺に関する計画的な調査研究成果の「神仏

習合」展並びに特集陳列「おん祭と春日信仰の美術」

への反映

学芸課 学芸課長　梶谷亮治

12
我が国における仏教美術の展開と中国・韓国の仏教文

化が及ぼした影響の調査研究成果の平常展への反映
学芸課 学芸課長　梶谷亮治

13
仏教美術の光学的調査研究成果の親と子のギャラ

リー「仏さまの彩り」への反映
学芸課 学芸課長　梶谷亮治

【九州国立博物館】　16件

○有形文化財の収集・保管・公衆への観覧にかかる調査・研究

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1 日本とアジア諸国との文化交流に関する調査研究 企画課 企画課長　伊藤嘉章

2 文化財の材質・構造等に関する共同研究（客員研究員） 博物館科学課 環境保全室長　今津節生

3
博物館における文化財保存修復に関する研究（客員

研究員）

博物館科学課 保存修復室研究員　

志賀智史
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4
彩色水浸文物の保存科学的研究―中国江蘇省泗水王

陵出土文物の保存―（科学研究費補助金）

博物館科学課 環境保全室長　今津節生

5
弥生時代後期～古墳時代の墳墓大量出土ベンガラに

ついての基礎的研究（科学研究費補助金）

博物館科学課 保存修復室研究員

志賀智史

6
室町時代の中国文物の受容に関する調査研究（科学

研究費補助金）

企画課 特別展室研究員　畑靖紀

7
日本近世宗門改制度に関する基礎的研究（科学研究

費補助金）

文化財課 資料管理室研究員　東　昇

8
ＶＲ画像を活用した日本装飾古墳デジタルアーカイ

ブの構築（科学研究費補助金）

企画課 文化交流展室長

河野一隆

9
博物館危機管理としての市民協同型IPMシステム構築

に向けての基礎研究（科学研究費補助金）

博物館科学課 博物館科学課長

本田光子

10
博物館におけるＸ線ＣＴスキャンデータの活用（科

学研究費補助金）

博物館科学課 環境保全室研究員

鳥越俊行

11
古代東南アジアにおける三尊像図像の研究－タイ・

ミャンマーの図像を中心に－（科学研究費補助金）

企画課 特別展室研究員

原田あゆみ

12
超高精細大容量画像の安全・ダイナミック表示総合

システムの開発（科学技術振興機構）

博物館科学課 環境保全室長　今津節生

13

近代工芸の美術史・産業史・地域史の基礎資料とし

ての内国勧業博覧会出品作品の研究（科学研究費補

助金）

企画課 企画課長　伊藤嘉章

14
特別展の事前調査 企画課 文化交流展室長

河野一隆

15

高齢者・障害者・外国人の利用者に対しての、展示

の内容・方法、施設整備、管理運営面からの改善、

改修方策についての調査研究

企画課 企画課長　伊藤嘉章

16

高齢者・障害者・外国人の利用者に対しての、展示

の内容・方法、施設整備、管理運営面からの改善、

改修方策についての調査研究

展示課 展示課長　赤司善彦

【東京文化財研究所】　計20件

○文化財に関する基礎的・体系的な調査・研究の推進（５件）

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1

民俗技術に関する調査・資料収集　無形民俗

文化財の保存・活用に関する調査研究

（Ⅰ4（１）④と一体で実施）

無形文化遺産部 無形民俗文化財研究室長　

宮田繁幸

2 東アジアの美術に関する資料学的研究 企画情報部 文化形成研究室長　塩谷純

3
近現代美術に関する総合的研究 企画情報部 近現代視覚芸術研究室長　

田中淳

4
美術の技法・材料に関する広領域的研究 企画情報部 広領域研究室長

津田徹英

5 無形文化財の保存・活用に関する調査研究 無形文化遺産部 部長　宮田繁幸
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○文化財に関する新たな調査手法の研究・開発の推進（２件）

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1
高精細デジタル画像の応用に関する調査研究 企画情報部 文化財アーカイブズ研究室長

山梨絵美子

2
文化財の非破壊調査法の研究 保存修復科学センター 保存修復科学センター長

石﨑武志

○文化財の保存科学や修復技術に関する中心的な支援拠点として先端的調査研究等の推進（８件）

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1
文化財の生物劣化対策の研究 保存修復科学センター 保存修復科学センター長　

石﨑武志

2
文化財の保存環境の研究 保存修復科学センター 保存修復科学センター長　

石﨑武志

3
周辺環境が文化財に及ぼす影響評価とその対

策に関する研究

保存修復科学センター 副センター長

川野邊渉

4
文化財の防災計画に関する調査研究 保存修復科学センター 副センター長

川野邊渉

5
伝統的修復材料及び合成樹脂に関する調査研究 保存修復科学センター 副センター長

川野邊渉

6
国際研修｢漆の保存と修復｣ 保存修復科学センター 副センター長

川野邊渉

7
在外日本古美術品保存修復協力事業 保存修復科学センター 副センター長

川野邊渉

8
近代の文化遺産の保存修復に関する研究 保存修復科学センター 近代文化遺産研究室長　　

中山俊介

○文化財の保護制度や施策の国際動向及び国際協力及び国際共同研究（４件）

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1
文化財保存施策の国際的研究 文化遺産国際協力セ

ンター

国際企画情報研究室長　

稲葉信子

2
アジア諸国における文化遺産を形作る素材の

劣化と保存に関する調査研究

文化遺産国際協力セ

ンター

主任研究員　朽津信明

3
龍門石窟及び陜西省唐代陵墓石彫像の保存修

理に関する調査研究

文化遺産国際協力セ

ンター

保存計画研究室長

岡田健

4
敦煌壁画の保護に関する共同研究 文化遺産国際協力セ

ンター

保存計画研究室長

岡田健
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○諸外国における文化財の保存・修復に関する技術移転とアジア諸国の文化財保護担当者や保存・修復専

門家などの人材養成に関する支援事業及び人材養成に必要な教材や教育手法に関する研究開発（１件）

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1
諸外国の文化財保存修復専門家養成 文化遺産国際協力

センター

センター長　清水真一

【奈良文化財研究所】　計28件

○文化財に関する基礎的・体系的な調査・研究の推進（19件）

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1 文化的景観に関する調査研究 文化遺産部 景観研究室長　内田和伸

2 古都所在寺社の歴史資料等に関する調査研究 文化遺産部 主任研究員　吉川聡

3 歴史的建造物の保存・修復・活用の実践的研究 文化遺産部 建造物研究室長　窪寺茂

4
平城宮跡東院地区(第421次)の発掘調査 都城発掘調査部　

平城地区

副部長　山崎信二

5
平城宮跡東院地区(第423次)の発掘調査 都城発掘調査部　

平城地区

副部長　山崎信二

6
平城宮跡東方官衙地区(第429次)の発掘調査 都城発掘調査部　

平城地区

副部長　山崎信二

7
旧大乗院庭園(第424次)の発掘調査 都城発掘調査部　

平城地区

副部長　山崎信二

8
藤原宮跡大極殿院南門発掘調査   都城発掘調査部　

飛鳥藤原地区

部長　巽淳一郎

9
石神遺跡(第20次)発掘調査 都城発掘調査部　

飛鳥藤原地区

部長　巽淳一郎

10
甘樫丘東麓遺跡発掘調査 都城発掘調査部　

飛鳥藤原地区

部長　巽淳一郎

11
平城京跡出土遺物の調査研究 都城発掘調査部　

平城地区

副部長　山崎信二

12
飛鳥・藤原京跡出土遺物・遺構に関する調査

研究等

都城発掘調査部　

飛鳥藤原地区

部長　巽淳一郎

13
古代瓦に関する研究集会の開催 都城発掘調査部　

飛鳥藤原地区

副部長　山崎信二

14
アジアにおける古代都城遺跡、生産遺跡、墓制

及び陶磁器に関する中国、韓国との共同研究

都城発掘調査部 所長　田辺征夫

15 庭園に関する調査研究 文化遺産部 景観研究室長　内田和伸

16 飛鳥地域の歴史に関する調査研究 飛鳥資料館 学芸室長　杉山洋

17
遺跡の保存・整備・活用に関する調査研究 文化遺産部 遺跡整備研究室長

山中敏史

18
遺跡の保存・整備・活用に関する技術開発研究 埋蔵文化財センター 保存修復科学研究室長

肥塚隆保

19
第一次大極殿復原整備研究 都城発掘調査部

平城地区

副部長　山崎信二
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○文化財に関する新たな調査手法の研究・開発の推進（５件）

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1
遺跡データベースの作成と公開 埋蔵文化財センター 文化遺産部遺跡整備研究室長

山中敏史

2
古代官衙・集落に関する研究集会の開催 埋蔵文化財センター 文化遺産部遺跡整備研究室長

山中敏史

3
遺跡の測量・探査技術の有効利用法の研究 埋蔵文化財センター 遺跡・調査技術研究室長　

小澤毅

4
年輪年代学研究 埋蔵文化財センター 年代学研究室長

光谷拓実

5
動物遺存体による環境考古学研究 埋蔵文化財センター 環境考古学研究室長

松井章

○文化財の保存科学や修復技術に関する中心的な支援拠点として先端的調査研究等の推進（１件）

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1
考古資料の材質・構造の調査法及び保存・修

復に関する実践的研究

埋蔵文化財センター 保存修復科学研究室長　

肥塚隆保

○国・地方公共団体の要請に応じた保存措置等のために必要な実践的な調査・研究の実施（１件）

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1
外部機関の要請に基づく文化財の保存修復に

関する実践的研究

埋蔵文化財センター 保存修復科学研究室長

肥塚隆保

○文化財の保護制度や施策の国際動向及び国際協力及び国際共同研究（１件）

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1 アンコールワット遺跡群西トップ寺院の調査 飛鳥資料館 学芸室長　杉山洋
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○諸外国における文化財の保存・修復に関する技術移転とアジア諸国の文化財保護担当者や保存・修復専

門家などの人材養成に関する支援事業及び人材養成に必要な教材や教育手法に関する研究開発（１件）

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1
国際協力機構、ユネスコアジア文化センター

等が実施する研修への協力

企画調整部・文化遺産

部・都城発掘調査部

企画調整部長　岡村道雄

【東京文化財研究所と奈良文化財研究所との共同研究】計２件

○国・地方公共団体の要請に応じた保存措置等のために必要な実践的な調査・研究の実施（１件）

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1

文化庁が行う高松塚古墳・キトラ古墳の壁画

の調査及び保存・活用に関する技術的協力

副所長・保存修復科学

センター（東文研）

都城発掘調査部（飛

鳥藤原地区）埋蔵文

化財センター、文化

遺産部（奈文研）

副所長

三浦定俊（東文研）

副所長

巽淳一郎（奈文研）

○文化財の保護制度や施策の国際動向及び国際協力及び国際共同研究（１件）

調査研究テーマ名 担当部課
事業責任者

(役職・名前)

1
西アジア諸国等文化遺産保存修復協力事業 文化遺産国際協力セ

ンター

センター長　清水真一
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附属資料：事業実績統計表

③　学会、研究会等発表実績一覧　

国立文化財機構 博物館計 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

144件

62件 18件 15件 ４件 25件

文化財研究所計 東京文化財研究所 奈良文化財研究所 共同研究（東京・奈良文化財研究所）

82件 37件 44件 １件

【東京国立博物館】　18件

○有形文化財の収集・保管・公衆への観覧にかかる調査・研究

研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名

1

日本古代手工業史におけ

る埴輪工人編制の変遷と

技術移転から見た古墳時

代政治史の研究

古墳時代中期における埴輪

群の構成と生産

保存修復課保存修

復室長

古谷毅

12月９日 東広島市教育

委員会主催

第12回 安

芸の国まほ

ろば

フォーラム

2

東アジアの書道史におけ

る料紙と書風に関する基

礎的研究

文化財の保存と活用―料紙

を中心として―

文化財部長

島谷弘幸

11月９日 国宝修理装

潢師連盟定

期研修会

3

東アジアの書道史におけ

る料紙と書風に関する基

礎的研究

爛熟期のかなの展開 文化財部長

島谷弘幸

11月11日 現代書道研

究所於オリ

ンピック記

念青少年セ

ンター

4

文化財の恒久的保存と持

続的公開を具現化する博

物館トータルケアシステ

ムの構築

博物館環境のマネージメント 文化財部保存修復

課長

神庭信幸

10月28日 公開シンポ

ジウム「博

物館の役割

と未来」

5

文化財の恒久的保存と持

続的公開を具現化する博

物館トータルケアシステ

ムの構築

臨床保存の意味と意義

－予防保存の最先端－

文化財部保存修復

課長

神庭信幸

文化財部保存修復課

環境保存室研究員

和田浩

文化財部保存修復課

保存修復室主任

研究員

土屋裕子

文化財部保存修復課

環境保存室長

塚田全彦

11月２日 2007東アジ

ア文化遺産

保存シンポ

ジウム

6

文化財の恒久的保存と持

続的公開を具現化する博

物館トータルケアシステ

ムの構築

An approach to 

Preventive Conservation 

at the Tokyo National 

Museum

文化財部保存修復課

保存修復室主任

研究員　

土屋裕子

文化財部保存修復

課長

神庭信幸

11月１日 2007東アジ

ア文化遺産

保存シンポ

ジウム
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7

環境保存に関する研究 相対湿度の安定化とポータ

ブル除加湿器の効果

文化財部保存修復課

環境保存室研究員

和田浩

文化財部保存修復課

環境保存室長

塚田全彦

文化財部保存修復

課長

神庭信幸

６月16日 文化財保存

修復学会第

29回大会

8

環境保存に関する研究 文化財の海外輸送時に計測

された各行程別の振動・加

速度特性

文化財部保存修復

課長

神庭信幸

文化財部保存修復課

環境保存室研究員

和田浩

文化財部保存修復

課環境保存室長　

塚田全彦

６月17日 文化財保存

修復学会第

29回大会

9

環境保存に関する研究 A long-term measurement 

of a museum environment

文化財部保存修復課

環境保存室長

塚田全彦

文化財部保存修復課

環境保存室研究員

和田浩

文化財部保存修復

課長

神庭信幸

11月１日 2007東アジ

ア文化遺産

保存シンポ

ジウム

10

博物館環境デザインに

関する調査研究

『手の表情－東京国立博物

館における展示から－』

事業部事業企画課

デザイン室長

木下史青

７月14日 美術解剖学会

11

博物館環境デザインに

関する調査研究

『東京国立博物館の展示デザ

イン－見やすい展示・居心

地のよい展示室のために』

事業部事業企画課

デザイン室長

木下史青

11月２日 社団法人

日本写真学会

画像保存セ

ミナー

12

博物館美術教育に関する

調査研究

表慶館「みどりのライオン」

における教育普及事業につ

いて

事業部教育普及課長

加島勝

９月22日 美術史学会

東支部例会

13

博物館教育・普及事業の

事例分析と日本の伝統文

化に関する先駆的教育・

普及理論の構築

旭山動物園の教育普及事業

について

事業部教育普及課長

加島勝

教育普及室長

小林牧

文化財部列品課

列品室研究員

高梨真行

８月28日 東京国立博

物館

14

博物館教育・普及事業の

事例分析と日本の伝統文

化に関する先駆的教育・

普及理論の構築

「鑑賞事始」について 事業部教育普及課

教育普及室長

小林牧

９月26日 東京国立博

物館
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15

博物館教育・普及事業の

事例分析と日本の伝統文

化に関する先駆的教育・

普及理論の構築

シカゴ国際会議（AAM）報告 事業部教育普及課

教育普及室主任研究員

鈴木みどり

ボランティア室研究員

藤田千織

10月11日 東京国立博

物館

16

博物館教育・普及事業の

事例分析と日本の伝統文

化に関する先駆的教育・

普及理論の構築

フランスにおける教育普及

事業について

事業部教育普及課

教育講座室長

白井克也

広報室研究員

遠藤楽子

12月12日 東京国立博

物館

17

博物館教育・普及事業の

事例分析と日本の伝統文

化に関する先駆的教育・

普及理論の構築

スイスにおける教育普及事

業について

事業部教育普及課

ボランティア室研究員

藤田千織

教育講座室研究員

神辺知加

20年

１月23日

東京国立博

物館

18

博物館教育・普及事業の

事例分析と日本の伝統文

化に関する先駆的教育・

普及理論の構築

ギリシャにおける教育普及

事業について

事業部事業企画課

国際交流室長

鬼頭智美

教育普及課教育普

及室主任研究員

鈴木みどり

20年

３月12日

東京国立博

物館

【京都国立博物館】　15件

○有形文化財の収集・保管・公衆への観覧にかかる調査・研究

研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名

1
江戸時代京焼の技術基盤

に関する研究

仁清と仁和寺 主任研究員

尾野善裕

５月27日 清風会総会

講演会

2
江戸時代京焼の技術基盤

に関する研究

京焼に見る食の器 主任研究員

尾野善裕

10月12日 野村美術館

講演会

3
江戸時代京焼の技術基盤

に関する研究

京焼・清水焼の歴史と技 主任研究員

尾野善裕

10月14日 和座季楽2007

セミナー

4

古写経の書誌学的研究 Prinate Dunhuang-related 

collections in Japan

企画室長

赤尾栄慶

５月17日 A Hundred 

Years of 

Dunhuang, 

1907-2007 

The Brit-

ish Acad-

emy, Brit-

ish Museum 

and Brit-

ish Li-

brary

5

古写経の書誌学的研究 日本の古写経の調査・研究

について

企画室長

赤尾栄慶

20年

２月21日

古代韓日言

語比較研究

韓国・ソウ

ル大学
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6

中・近世の金属工芸品の

制作と受用にみる江南、

嶺・湖南、瀬戸内の地域

特質と相互文化認識、交

流媒体の研究

14世紀日本の金属工芸と新

安船遺物

工芸室長

久保智康

11月24日 『国際学術

大会　新安

船出土金属

遺物と14世

紀東アジア

金属工芸』

韓国・国立

海洋遺物展

示館

7
古代中世山林寺院の調

査・研究

地方古代寺院の成立と展開 工芸室長

久保智康

10月14日 福井県鯖江

市講演会

8
古代中世山林寺院の調

査・研究

地方古代寺院の成立と展開 工芸室長

久保智康

10月24日 静岡県袋井

市講演会

9

仏教工芸の調査・研究 東アジアにおける〈唐鏡〉

の存在形態とその意味

工芸室長

久保智康

９月15日 『遣隋 使・

遣唐使1400

周年記念国

際シンポジ

ウム「東ア

ジア文化交

流の源流」』

中国・浙江

工商大学日

本文化研究

所

10

仏教工芸の調査・研究 モノに込めた神仏への祈り 工芸室長

久保智康

20年

１月25日

富山市日本

海文化研究

所講演会

11

宸翰（天皇の書）の歴史学

的見地からみた調査研究

法華経要文和歌懐紙の伝来

と復元

－立命館本を中心に－

研究員

羽田聡

７月３日 日本文化史

研究会

12

輸出漆器に関する調査研究 ヨーロッパにおける日本美

術史の成立と発展

－フランス及びイギリスの

主要な日本美術コレクショ

ンの果たした役割－

研究員

永島明子

７月７日 お茶の水女

子 大 学 比

較日本学研

究センター

主催・女性

リーダー育

成プログラ

ム共催　第

９回国際日

本学シンポ

ジウム

13

彫刻に関する調査研究 金戒光明寺の文殊菩薩騎獅

像について

主任研究員

淺湫毅

６月24日 『戒律文化

研究会第６

回 学 術 大

会』
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14

近世絵画に関する調査研究 「日本の場合－実景主題の

絵画を中心に－」

主任研究員

山下善也

10月27日 シンポジウ

ム「18世紀  

東アジアに

おける山水

画の性格と

関係性」韓

国美術史学

会主催　ソ

ウル・国立

中央博物館

15

近世絵画に関する調査研究 「江戸狩野派の魅力」 主任研究員

山下善也

11月11日 「特別展　大

倉集古館所

蔵　江戸の

狩野派－武

家の典雅－」

特別講演　

大和文華館

【奈良国立博物館】　４件

○有形文化財の収集・保管・公衆への観覧にかかる調査・研究

研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名

1

我が国における仏教美術

の展開と中国・韓国の仏

教文化が及ぼした影響の

研究

今年の正倉院展の見どころ

～宝物調査の最前線～

館長

湯山賢一

９月 正 倉 院

フォーラム

2007

2

我が国における仏教美術

の展開と中国・韓国の仏

教文化が及ぼした影響の

研究

飛鳥仏教について 学芸課長

梶谷亮治

11月18日 日・中・韓

学術文化交

流協定締結

記念国際シ

ンポジウム

「百済と古

代東アジア

の 国 際 交

流」

3

我が国における仏教美術

の展開と中国・韓国の仏

教文化が及ぼした影響の

研究

東アジアの仏教と金石文 学芸課企画室長

稲本泰生

12月11日 国際シンポ

ジウム「漢

字文化三千

年－中国と

日本」

4

我が国における仏教美術

の展開と中国・韓国の仏

教文化が及ぼした影響の

研究

シルクロードにおける東西

交流の軌跡

学芸課工芸考古室長

内藤榮

10月６日 国際フォー

ラム「世界

遺産と文化

交流」
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【九州国立博物館】　25件

○有形文化財の収集・保管・公衆への観覧にかかる調査・研究

研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名

1

彩色水浸文物の保存科学

的研究－中国江蘇省泗水

王陵出土文物の保存－

（科学研究費補助金）

中国江蘇省・泗水王陵発見

水浸出土遺物の保存

博物館科学課環境

保全室長

今津節生

６月16日 文化財保存

修復学会第

29回大会

2

彩色水浸文物の保存科学

的研究－中国江蘇省泗水

王陵出土文物の保存－

（科学研究費補助金）

中国江蘇省・泗水王陵発見

水浸出土木材の保存４

博物館科学課環境

保全室長

今津節生

６月17日 文化財保存

修復学会第

29回大会

3

彩色水浸文物の保存科学

的研究－中国江蘇省泗水

王陵出土文物の保存－

（科学研究費補助金）

古代エジプトの壁画の剥ぎ

取りによる保存

－サッカラ地域のイドゥー

トでの試み－

博物館科学課環境

保全室長

今津節生

６月16日 文化財保存

修復学会第

29回大会

4

彩色水浸文物の保存科学

的研究－中国江蘇省泗水

王陵出土文物の保存－

（科学研究費補助金）

出土繊維製品の保存と再分

析における前処理

博物館科学課環境

保全室長

今津節生

６月16日 文化財保存

修復学会第

29回大会

5

彩色水侵文物の保存科学

的研究－中国江蘇省泗水

王陵出土文物の保存－

（科学研究費補助金）

“Lactitol Conservation 

of the 1st c. BC Water-

logged Archaeological 

Wooden Figures and Ob-

jects Excavated at the 

Grave of King Sishui in 

China”

博物館科学課環境

保全室長

今津節生

９月12日 国際博物館

学会文化財

保存会議、

水浸考古遺

物保存部会

6

日本近世宗門改制度に関

する基礎的研究（科学研

究費補助金）

「キリシタン資料」の比較

　－文化２年と現在－

文化財課資料管理

室研究員

東　昇

７月27日 九州文化史

研究会

7

VR画像を活用した日本装

飾古墳デジタルアーカイ

ブの構築（科学研究費補

助金）

古墳研究と新技術の活用 企画課文化交流展

室長

河野一隆

10月20日 進化する博

物館－デジ

タル・アーカ

イブの可能

性を探る～

迫真のアン

コール遺跡

尊顔とバイヨ

ン寺院展シン

ポジウム

8

博物館危機管理としての

市民協同型IPMシステム

構築に向けての基礎研究

（科学研究費補助金）

博物館における環境ボラン

ティアの取り組み　その２

－九州国立博物館のIPM活

動４－

博物館科学課長

本田光子

６月17日 文化財保存

修復学会第

29回大会研

究発表

9

博物館危機管理としての

市民協同型IPMシステム

構築に向けての基礎研究

（科学研究費補助金）

九州国立博物館の環境マネ

ジメント　その４－博物館

におけIPM活動の展開－

博物館科学課長

本田光子

６月17日 文化財保存

修復学会第

29回大会研

究発表
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10

博物館危機管理としての

市民協同型IPMシステム

構築に向けての基礎研究

（科学研究費補助金）

博物館における木質系収蔵

庫のメンテナンス　その２

－九州国立博物館のIPM活

動５－　

博物館科学課長

本田光子

６月17日 文化財保存

修復学会第

29回大会研

究発表

11

博物館危機管理としての

市民協同型IPMシステム

構築に向けての基礎研究

（科学研究費補助金）

熊本城天守閣内における資

料展示環境の整備－IPM活

動に向けた取り組み－

博物館科学課長

本田光子

６月17日 文化財保存

修復学会第

29回大会研

究発表

12

博物館危機管理としての

市民協同型IPMシステム

構築に向けての基礎研究

（科学研究費補助金）

九州国立博物館のIPMハ

ザードマップ　その１

－ヒメマルカツオブシムシ

の出現とその対応①－

博物館科学課長

本田光子

６月２日 市民協同型

IPM活動に

関する研究

会（第２回）

13

博物館危機管理としての

市民協同型IPMシステム

構築に向けての基礎的研

究（科学研究費補助金）

山笠と虫 博物館科学課長

本田光子

10月６日 市民協同型

IPM活動に

関する研究

会（第３回）

14

博物館危機管理としての

市民協同型IPMシステム

構築に向けての基礎研究

（科学研究費補助金）

九州国立博物館のIPM事情

このごろ

（歴史資料文化財用燻蒸庫

第１号機）

博物館科学課長

本田光子

12月１日 市民協同型

IPM活動に

関する研究

会（第４回）

15

博物館危機管理としての

市民協同型IPMシステム

構築に向けての基礎的研

究（科学研究費補助金）

IPM導入の背景と九州国立

博物館

－構想・設計段階や建設中

のエピソード－

博物館科学課長

本田光子

20年

２月24日

市民協同型

IPM活動に

関する研究

会（第５回）

16

博物館におけるＸ線CTス

キャンデータの活用

（科学研究費補助金）

大型Ｘ線CTスキャンを用い

た陶磁器製作技術の解明

博物館科学課環境

保全室研究員

鳥越俊行

６月２日 日本文化財

科学会第24

回大会

17

博物館におけるＸ線CTス

キャンデータの活用

（科学研究費補助金）

Ｘ線CTスキャナによる考古

資料の調査

博物館科学課環境

保全室研究員

鳥越俊行

６月２日 日本文化財

科学会第24

回大会

18

博物館におけるＸ線CTス

キャンデータの活用

（科学研究費補助金）

文化財用Ｘ線CTスキャナを

用いた木彫像の調査

博物館科学課環境

保全室研究員

鳥越俊行

６月16日 文化財保存

修復学会第

29回大会

19

博物館におけるＸ線CTス

キャンデータの活用

（科学研究費補助金）

文化財用Ｘ線CTスキャナを

用いた陶磁器資料の調査

博物館科学課環境

保全室研究員

鳥越俊行

６月16日 文化財保存

修復学会第

29回大会

20

博物館におけるＸ線CTス

キャンデータの活用

（科学研究費補助金）

文化財用大型Ｘ線CTスキャ

ナによる非破壊調査

博物館科学課環境

保全室研究員

鳥越俊行

11月２日 2007東アジ

ア文化遺産

保存国際シ

ンポジウム

21

古代東南アジアにおける

三尊像図像の研究－タ

イ・ミャンマーの図像を

中心に－（科学研究費補

助金）

交流する東南アジア世界 企画課特別展室

研究員

原田あゆみ

10月20日 進化する博物館

－デジタル・アー

カイブの可能性

を探る～迫真の

アンコール遺跡

尊顔とバイヨン

寺院展シンポジ

ウム
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22

古代東南アジアにおける

三尊図像の研究－タイ・

ミャンマーの図像を中心

に－（科学研究費補助金）

今夏のミャンマーのモンと

ピューの遺跡の調査報告

企画課特別展室

研究員

原田あゆみ

10月21日 東南アジア彫

刻史研究会

23

超高精細大容量画像の安

全・ダイナミック表示総

合システムの開発（科学

研究費補助金）

出土文化財保存における3

次元デジタルアーカイブの

活用

博物館科学課

環境保全室長

今津節生

６月16日 文化財保存

修復学会第

29回大会

24

近代工芸の美術史・産業

史・地域史の基礎資料と

しての内国勧業博覧会出

品作品の研究（科学研究

費補助金）

第一回・第二回内国勧業博

覧会写真帖・授賞記録に

関する報告

企画課長

伊藤嘉章

８月11日 第１回研究会

25

近代工芸の美術史・産業

史・地域史の基礎資料と

しての内国勧業博覧会出

品作品の研究（科学研究

費補助金）

第一回・第二回内国勧業博

覧会出品作品の古写真と現

存作品について

企画課長

伊藤嘉章

12月14日 第２回研究会

【東京文化財研究所】　計37件

○文化財に関する基礎的・体系的な調査・研究の推進（16件）

研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名

1

民俗技術に関する調査・

資料収集・無形民俗文化

財の保存・活用に関する

調査研究

日本における無形民俗文化財

の保護－その現状と課題－

無形民俗文化財研

究室長

宮田繁幸

12月８日 文化資源シ

ンポジウム

2
東アジアの美術に関する

資料学的研究

宗湛の研究 主任研究員

綿田稔

７月10日 総合研究会

3

東アジアの美術に関する

資料学的研究

《悲母観音》の生命誌 文化形成研究室長

塩谷純

８月11日 東京国立博

物館月例講

演会

4
東アジアの美術に関する

資料学的研究

敦煌文書の真贋をめぐって 企画情報部長

中野照男

９月26日 企画情報部

研究会

5

東アジアの美術に関する

資料学的研究

光琳の目と手 研究員

江村知子

11月２日 第41回オー

プ ン レ ク

チャー

6

東アジアの美術に関する

資料学的研究

矢代幸雄と美術研究所 文化財アーカイブ

ズ研究室長

山梨絵美子

11月３日 第41回オー

プ ン レ ク

チャー

7

東アジアの美術に関する

資料学的研究

訶梨帝母（鬼子母神）の図

像をめぐる“オリジン”・

“オリジナル”・“オリジナ

リティ”

情報システム研究

室長

勝木言一郎

20年

１月８日

総合研究会

8
東アジアの美術に関する

資料学的研究

聚光院問題を考える 主任研究員

綿田稔

20年

２月27日

企画情報部

研究会
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9

近現代美術に関する総合

的研究

アジアのモダニズムの一側

面－「仁丹」広告が伝える

こと

近現代視覚芸術研

究室長

田中淳

５月25日 第60回美術

史学会全国

大会

10

近現代美術に関する総合

的研究

黒田清輝の生涯と芸術－画

家がいる『場所』から

近現代視覚芸術研

究室長

田中淳

11月10日 上野の山文

化 ゾ ー ン

フェスティ

バル　講演

会シリーズ

(10)月例講

演会

11

近現代美術に関する総合

的研究

「日展100年」を見るために

－「洋画」の変遷を中心に

近現代視覚芸術研

究室長

田中淳

20年

２月24日

広島県立美

術館講演会

12

美術の技法・材料に関す

る広領域的研究

近江の仏像 五大明王 広領域研究室長

津田徹英

12月１日 大津市歴史

博 物 館 第

383回歴史

講座

13
美術の技法・材料に関す

る広領域的研究

平安末期の在地造像をめぐ

る小考

広領域研究室長

津田徹英

12月26日 企画情報部

研究会

14

無形文化財の保存・活用

に関する調査研究

安国寺納入品・龍笛の歴史

的位置づけ

音声・映像記録研

究室長

高桑いづみ

６月23日 公開講演会

15

無形文化財の保存・活用

に関する調査研究

文楽－音の記録－ 主任研究員

飯島満

12月１日 藝能史研究

会第31回東

京例会

16

無形文化財の保存・活用

に関する調査研究

無形文化財『上方寄席下座

音楽』の位置

主任研究員

飯島満

12月12日 第２回無形文

化遺産部公開

学術講座

○文化財に関する新たな調査手法の研究・開発の推進（４件）

研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名

1

高精細デジタル画像の応

用に関する調査研究

高精細画像で見た彦根屏風 専門職員

城野誠治

10月20日 シンポジウ

ム「 よ み

がえった国

宝・彦根屏

風」

2

高精細デジタル画像の応

用に関する調査研究

桂ゆきを中心に～絵画概念

を超えて～

文化財アーカイブ

ズ研究室長

山梨絵美子

12月１日 江東区男女

共同参画推

進センター

3

文化財の非破壊調査法の

研究

伊藤若冲「動植綵絵」の彩

色材料調査

分析科学研究室長

早川泰弘

保存科学研究室長

佐野千絵

副所長

三浦定俊

６月２日

 ～３日

日本文化財

科学会第24

回大会
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4

文化財の非破壊調査法の

研究

顕微反射スペクトル測定に

よる微小試料の染料分析

主任研究員

吉田直人

６月２日

 ～３日

日本文化財

科学会第24

回大会

○文化財の保存科学や修復技術に関する中心的な支援拠点として先端的調査研究等の推進（14件）

研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名

1

文化財の生物劣化対策の

研究

キトラ古墳保存覆屋内の環

境について⑵－土壌水分量

推移と環境管理

保存科学研究室長

佐野千絵

研究員

犬塚将英

研究補佐員

間渕創

生物科学研究室長

木川りか

主任研究員

吉田直人

研究員

森井順之

研究員

加藤雅人

研究員

降幡順子

保存修復科学セン

ター長

石﨑武志

副所長

三浦定俊

６月２日

 ～３日

日本文化財

科学会第24

回大会

2

文化財の生物劣化対策の

研究

キトラ古墳のバイオフィル

ムから分離されたバクテリ

ア・菌類に対するケーソン

CG相当品（抗菌剤）の効果

生物科学研究室長

木川りか

保存科学研究室長

佐野千絵

６月16日

 ～17日

文化財保存

修復学会第

29回大会

3

文化財の保存環境の研究 静岡県立美術館における温

熱環境の測定とシミュレー

ション解析

研究員

犬塚将英

客員研究員

白石靖幸

保存修復科学セン

ター長

石﨑武志

６月16日

 ～17日

文化財保存

修復学会第

29回大会

4

文化財の保存環境の研究 コンピューターシミュレー

ションによる展示・収蔵施

設の温湿度解析

研究員

犬塚将英

保存修復科学セン

ター長

石﨑武志

６月16日

 ～17日

文化財保存

修復学会第

29回大会

5

文化財の保存環境の研究 コンクリート補強された煉

瓦造建造物に見られる白華

現象の低減方法の提案とそ

の効果の検証

保存修復科学セン

ター長

石﨑武志

８月29日

 ～31日

日本建築学

会大会
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6

周辺環境が文化財に及ぼ

す影響評価とその対策に

関する研究

臼杵磨崖仏における凍結破

砕防止策の検討⑵－冷風浸

入制御のための実験－

研究員

森井順之

６月２日

 ～３日

日本文化財

科学会第24

回大会

7

周辺環境が文化財に及ぼ

す影響評価とその対策に

関する研究

磨崖仏の凍結防止策の検討 研究員

森井順之

11月１日

 ～２日

2007東アジ

ア文化遺産

保存国際シ

ンポジウム

8

周辺環境が文化財に及ぼ

す影響評価とその対策に

関する研究

臼杵磨崖仏における表面処

置について

研究員

早川典子

保存修復科学センター

副センター長

川野邊渉

10月18日 「文化財に

おける環境

汚染の影響

と 修 復 技

術の開発研

究」に関す

る日韓共同

研究報告会

2007

9

周辺環境が文化財に及ぼ

す影響評価とその対策に

関する研究

“Conservation Project of 

Usuki Stone Buddha in 

Japan”

研究員

森井順之

11月23日

 ～24日

International 

Symposium on 

Conservation 

of Stone Cul-

tural Proper-

ties, Kongju 

University

10
文化財の防災計画に関す

る調査研究

文化財ハザードマップにつ

いて－海外の事例を中心に

主任研究員

二神葉子

20年

１月28日

ミュージア

ム21研究会

11

伝統的修復材料及び合成

樹脂に関する調査研究

絵画表面に用いる修復材料

の基礎的研究－壁画修復を

中心に－

研究員

早川典子

客員研究員

中右恵理子

生物科学研究室長

木川りか

研究補佐員

沖本明子

保存修復科学センター

副センター長

川野邊渉

６月17日 文化財保存

修復学会第

29回大会

12

伝統的修復材料及び合成

樹脂に関する調査研究

出土資料である漆芸品に用

いられた金属の劣化と保存

処理

伝統技術研究室長

北野信彦

20年

２月27日

第1回伝統

的修復材料

および合成

樹 脂 に 関

す る 研 究

会『漆芸品

に用いられ

た金属の劣

化』

13

近代の文化遺産の保存修

復に関する研究

航空機の保存と活用 近代文化遺産研究

室長

中山俊介

20年

１月25日

近代の文化

遺産の保存

修復に関す

る研究会
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14

近代の文化遺産の保存修

復に関する研究

Country Report －Japan－ 近代文化遺産研究

室長

中山俊介

９月12日 BIG STUFF 

�07 Beyond 

Conserva-

tion －

Industrial 

Heritage 

Management 

Deutsches 

Bergbau 

Museum

○文化財の保護制度や施策の国際動向及び国際協力及び国際共同研究（３件）

研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名

1

アジア諸国における文化

遺産を形作る素材の劣化

と保存に関する調査研究

石造五輪塔表面の生物繁茂と

環境条件との関係について

主任研究員

朽津信明

特別研究員

宇野朋子

６月３日 日本文化財

科学会第24

回大会

2

アジア諸国における文化

遺産を形作る素材の劣化

と保存に関する調査研究

風化に伴う岩石表面の凹凸

状態の計測

主任研究員

朽津信明

主任研究員

二神葉子

10月11日 日本応用地

質学会平成

19年度研究

発表会

3

アジア諸国における文化

遺産を形作る素材の劣化

と保存に関する調査研究

スコータイ遺跡における仏像

の保存に関する研究　その２

含水率変動の影響を考慮し

た藻類の成長モデルの作成

客員研究員

鉾井修一

特別研究員

宇野朋子

客員研究員

小椋大輔

８月29日 日本建築学

会大会

【奈良文化財研究所】　計44件

○文化財に関する基礎的・体系的な調査・研究の推進（18件）

研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名

1

文化的景観に関する調査

研究

文化遺産としての遺跡・庭

園・公園の概念に関する比

較考察

主任研究員

平澤毅

５月20日 日本造園学

会大会

2

文化的景観に関する調査

研究

農村地域における景観形成

に関わる住民の意識と行動

の構造化

特別研究員

惠谷浩子

５月20日 日本造園学

会大会

3

文化的景観に関する調査

研究

文化遺産としての風景の保存 主任研究員

平澤毅

10月20日 第101回 奈

良文化財研

究所公開講

演会

4
古都所在寺社の歴史資料

等に関する調査研究

中世の奈良と大乗院 主任研究員

吉川聡

７月11日 文化講演会

5

歴史的建造物の保存・修

復・活用の実践的研究

山田寺金堂復元案批判 研究員

清水重敦

８月29日 日本建築学

会大会学術

講演梗概集
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6

歴史的建造物の保存・修

復・活用の実践的研究

バーミヤーン石窟寺院遺構

の保存に向けた調査報告⑵

建造物研究室長

窪寺茂

８月31日 日本建築学

会大会学術

講演梗概集

7
石神遺跡（第20次）発掘

調査

石神遺跡 研究員

黒坂貴裕

20年

２月22日

飛鳥京観光

協会

8

庭園に関する調査研究 平城宮の復元と宮中儀礼の

復興について

景観研究室長

内田和伸

７月４日 奈良市国際

交流協会総

会講演

9

庭園に関する調査研究 「宇宙をかたどる宮殿～大

極殿院の設計思想」朝日カ

ルチャー奈良「大極殿とは

何かⅡ」

景観研究室長

内田和伸

７月14日 朝 日 カ ル

チャー奈良

「大極殿と

は何かⅡ」

10
庭園に関する調査研究 奈良時代の庭園文化 景観研究室長

内田和伸

11月17日 奈良女子大

学市民講座

11

庭園に関する調査研究 平城宮の復元と宮中儀礼の

復興について

景観研究室長

内田和伸

20年

３月29日

宮中儀礼の

復興と文化

遺産の活用

講演会

12

庭園に関する調査研究 文化遺産としての風景の保存 主任研究員

平澤毅

７月10日 第101回奈

良文化財研

究所公開講

演会

13
庭園に関する調査研究 縄文・弥生時代における“場

としての庭”

研究員

粟野隆

20年

２月17日

日本庭園学会

14

遺跡の保存・整備・活用

に関する調査研究

遺跡の保存管理・公開活用

と指定管理者制度

文化遺産部長

高瀬要一

20年

１月25

 ～26日

遺跡整備・

活用研究集

会（第２回）

15

遺跡の保存・整備・活用

に関する調査研究

平城宮の復元と宮中儀礼の

復興について

景観研究室長

内田和伸

20年

３月29日

『宮中儀礼

の復興によ

る文化遺産

の活用』講

演会

16

遺跡の保存・整備・活用

に関する調査研究

平城宮第一次大極殿および

朝堂院の設計思想について

景観研究室長

内田和伸

５月19日 日本造園学

会平成19年

度全国大会

17

遺跡の保存・整備・活用

に関する調査研究

平城宮の復元と宮中儀礼の

復興について

景観研究室長

内田和伸

７月４日 奈良市国際

交流協会総

会講演

18

遺跡の保存・整備・活用

に関する調査研究

遺跡の個性の理解と応用 主任研究員

平澤毅

11月８日 第32回全国

遺跡環境整

備会議
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○文化財に関する新たな調査手法の研究・開発の推進（11件）

研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名

1

年輪年代学研究 マイクロフォーカスX線CT

による木造彫刻の非破壊年

輪年代測定

研究員

大河内隆之

６月３日 日本文化財

科学会第24

回大会

2

年輪年代学研究 近世民家の用材とその樹種

－大和・国中地方の一事例

から－

客員研究員

藤井裕之

６月２日 日本文化財

科学会第24

回大会

3

年輪年代学研究 “Nondestructive den-

drochronological study 

using micro-focus X-ray 

computed tomography for 

the analysis of a wooden 

sculpture of a seated 

monk housed in Koku-

gakuin University Shinto 

Museum”

研究員

大河内隆之

年代学研究室長

光谷拓実

９月10日 The First 

Asia 

Dendro-

chronology 

Conference 

and Work-

shop

4

年輪年代学研究 中尊寺金色堂、経蔵、およ

び古文化財の年輪年代調査

年代学研究室長

光谷拓実

９月15日 文化財の解

析と保存へ

の新しいア

プローチ国

際シンポジ

ウム

5

動物遺存体による環境考

古学研究

A New Method to Identify 

Modification of Bones

環境考古学研究室長

松井章

７月14日 Interna-

tional 

Conference 

of Zooar-

chaeology

6

動物遺存体による環境考

古学研究

太平洋沿岸の海人集団

－骨角器から追う、文字な

き人々の躍動の痕跡－

環境考古学研究室長

松井章

９月２日 第56回埋蔵

文化財研究

集会

7

動物遺存体による環境考

古学研究

古代都城の廃棄物処理 環境考古学研究室長

松井章

12月15日 東北文化研

究室シンポ

ジウム

8

動物遺存体による環境考

古学研究

遺跡土壌に秘められた情報

－内陸部の縄文集落におけ

る試みから－

環境考古学研究室長

松井章

20年

１月19日

岩手県埋蔵

文化財公開

講座

9

動物遺存体による環境考

古学研究

「東アジアの中の縄文－日

本・韓国・中国の貝塚遺跡

を中心として－」『縄文と

環太平洋文化圏の考古学』

環境考古学研究室長

松井章

20年

３月21日

カリフォル

ニ ア 大 学

バークリー

校公開シン

ポジウム

10

動物遺存体による環境考

古学研究

‘Jomon Ecological Style, 

Agricultural origins, 

and the Delayed Appear-

ance of Agriculture in 

Japan’

環境考古学研究室長

松井章

20年

３月27日

Society 

For Ameri-

can Ar-

chaeology
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11

動物遺存体による環境考

古学研究

Higashimyo Site, Saga 

City: Excavation and 

Findings’

環境考古学研究室長

松井章

20年

３月28日

Society 

For Ameri-

can Ar-

chaeology

○文化財の保存科学や修復技術に関する中心的な支援拠点として先端的調査研究等の推進（13件）

研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名

1

考古資料の材質・構造の

調査法及び保存・修復に

関する実践的研究

静岡県長泉町（ながいずみ

ちょう）原分（はらぶん）

古墳出土金属製遺物の保存

に関する調査研究

上席研究員

村上隆

６月16日 文化財保存修

復学会大会

2

考古資料の材質・構造の

調査法及び保存・修復に

関する実践的研究

出土繊維製品の保存と再分

析における前処理

客員研究員

佐藤昌憲

６月16日 文化財保存修

復学会大会

3

考古資料の材質・構造の

調査法及び保存・修復に

関する実践的研究

顕微赤外分析法による出土

植物繊維の材質同定

客員研究員

佐藤昌憲

６月16日 文化財保存修

復学会大会

4

考古資料の材質・構造の

調査法及び保存・修復に

関する実践的研究

イースター島モアイ像の保

存科学的研究２－溶出実験

による石造文化財保存処理

法の評価－

特別研究員

脇谷草一郎

主任研究員

高妻洋成

研究員

降幡順子

保存修復科学研究室長

肥塚隆保

６月２日 日本文化財

科学会大会

5

考古資料の材質・構造の

調査法及び保存・修復に

関する実践的研究

ナノファイバー薄膜を用い

る微量天然染料の分光学的

測定

客員研究員

佐藤昌憲

６月３日 日本文化財

科学会大会

6

考古資料の材質・構造の

調査法及び保存・修復に

関する実践的研究

出土絹製遺物の顕微赤外分

析による研究

客員研究員

佐藤昌憲

６月３日 日本文化財

科学会大会

7

考古資料の材質・構造の

調査法及び保存・修復に

関する実践的研究

元興寺における創建期の外

観塗装材料に関する調査

(Ⅰ)

建造物研究室長

窪寺茂

６月３日 日本文化財

科学会大会

8

考古資料の材質・構造の

調査法及び保存・修復に

関する実践的研究

近世の銀精錬技術、「灰吹法」

に関する材料科学的検証

…石見銀山遺跡出土遺物を

中心に…

上席研究員

村上隆

客員研究員

横山精士

６月３日 日本文化財

科学会大会

9

考古資料の材質・構造の

調査法及び保存・修復に

関する実践的研究

石造文化財へのアコース

ティックエミッション法の

応用

主任研究員

高妻洋成

研究員

降幡順子

特別研究員

脇谷草一郎

保存修復科学研究室長

肥塚隆保

６月３日 日本文化財

科学会大会
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10

考古資料の材質・構造の

調査法及び保存・修復に

関する実践的研究

重要文化財島根県加茂岩倉

遺跡出土銅鐸の保存修理

－保存科学調査から－

保存修復科学研究室長

肥塚隆保

主任研究員

高妻洋成

研究員

降幡順子

山崎修（雲南市教

育委員会）

松本岩雄（島根県

立古代出雲歴史博

物館)

６月３日 日本文化財

科学会大会

11

考古資料の材質・構造の

調査法及び保存・修復に

関する実践的研究

国宝高松塚古墳壁画保存修

理のための石室解体

保存修復科学研究室長

肥塚隆保

主任研究員

高妻洋成

研究員

降幡順子

所長

田辺征夫

11月２日 東アジア文

化遺産保存

国際シンポ

ジウム

12

考古資料の材質・構造の

調査法及び保存・修復に

関する実践的研究

イメージングプレートを用

いた日本出土ガラス小玉の

調査

研究員

降幡順子

保存修復科学研究室長

肥塚隆保

11月１

 ～２日

東アジア文

化遺産保存

国際シンポ

ジウム

13

考古資料の材質・構造の

調査法及び保存・修復に

関する実践的研究

鷹島海底遺跡出土大刀の構

造復元－「蒙古襲来」の考

古学的検討へむけて－

主任研究員

高妻洋成

研究員

大河内隆之

11月１日 東アジア文

化遺産保存

国際シンポ

ジウム

○文化財の保護制度や施策の国際動向及び国際協力及び国際共同研究（２件）

研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名

1

アンコールワット遺跡群

西トップ寺院の調査

当研究所の活動を紙上報告 文化財情報研究室長

森本晋

６月18日

 ～21日

第16回国際

調整委員会

技術委員会

2
アンコールワット遺跡群

西トップ寺院の調査

当研究所の活動を紙上報告 展示企画室長

杉山洋

11月26日

 ～28日

第17回国際

調整委員会

【東京文化財研究所と奈良文化財研究所との共同研究】　計１件

○文化財の保護制度や施策の国際動向及び国際協力及び国際共同研究

研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名

1

西アジア諸国等文化遺産

保存修復協力事業

アフガニスタン、バーミ

ヤーン遺跡保存事業－2007

年度の成果－『平成19年度

考古学が語る古代オリエン

ト　第15回西アジア発掘調

査報告会報告集』

東京文化財研究所

地域環境研究室長

山内和也

東京文化財研究所

特別研究員

有村誠

20年

３月16日

日本西アジ

ア考古学会
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④　論文等発表実績一覧

国立文化財機構 博物館計 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

207件

78件 20件 31件 21件 ６件

文化財研究所計 東京文化財研究所 奈良文化財研究所 共同研究（東京・奈良文化財研究所）

129件 40件 86件 ３件

【東京国立博物館】　20件

○有形文化財の収集・保管・公衆への観覧にかかる調査・研究

研究テーマ 発表者（氏名・職名） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 掲載年月日
レフェ
リー
有無

1

江戸幕府旧蔵資料

の総合的研究

高橋裕次（事業部情

報課長）

「帝室博物館蔵

書の変遷と、森

鴎外の『発見』

について」

MUSEUM　610号 東京国立

博物館

10月15日 有

2

日本古代手工業史

における埴輪生産

構造の変遷と技術

移転から見た古墳

時代政治史の研究

古谷毅（文化財部保

存修復課保存修復室

室長）

弥生･古墳時代に

おける手工業生

産の展開と特質

平成19年度國學

院大學文学部共

同研究シンポジ

ウム『生産と権

力、職掌と身分

－社会階層形成

の歴史学研究－』

発表要旨

國學院大

學文学部

20年

２月９

 ～10日

無

3

東アジアの書道史

における料紙と書

風に関する基礎的

研究

島谷弘幸（文化財部

長）

宮廷貴族の生活

と文化－近衛家

伝世の品々を中

心に－

特別展「宮廷の

みやび」展覧会

図録

東京国立

博物館

20年

１月20日

無

4

東アジアの書道史

における料紙と書

風に関する基礎的

研究

島谷弘幸（文化財部

長）

予楽院と書 特別展「宮廷の

みやび」展覧会

図録

東京国立

博物館

20年

１月20日

無

5

東アジアの書道史

における料紙と書

風に関する基礎的

研究

高橋裕次（事業部情

報課長）

近世の近衛家 特別展「宮廷の

みやび」展覧会

図録

東京国立

博物館

20年

１月２日

無

6

ガンダーラの仏教

寺院の伽藍配置と

遺物に関する研究

小泉惠英(文化財部

展示課平常展室主任

研究員)

ガンダーラの仏伝

美術と転輪聖王

ガンダーラ美術と

バーミヤン遺跡

静岡新聞社 12月27日 無
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7

文化財の恒久的保

存と持続的公開を

具現化する博物館

トータルケアシス

テムの構築

神庭信幸(文化財部

保存修復課長)、和

田浩(文化財部保存

修復課環境保存室研

究員)、土屋裕子（文

化財部保存修復課保

存修復室主任研究

員）、塚田全彦(文化

財部保存修復課環境

保存室長)

臨床保存の意味

と意義－予防保

存の最先端－

2007東アジア文

化遺産保存シン

ポジウム要旨集

東アジア

文化遺産

保存学会

11月２日 有

8

文化財の恒久的保

存と持続的公開を

具現化する博物館

トータルケアシス

テムの構築

土屋裕子（文化財部

保存修復課保存修復

室主任研究員）、神

庭信幸(文化財部保

存修復課長)

An approach 

to Preventive 

Conservation 

at the Tokyo 

National Museum

2007東アジア文

化遺産保存シン

ポジウム要旨集

東アジア

文化遺産

保存学会

11月１日 有

9

環境保存に関する

研究

和田浩(文化財部保

存修復課環境保存室

研究員)、塚田全彦

(文化財部保存修復

課環境保存室長)、

神庭信幸(文化財部

保存修復課長)

相対湿度の安定

化とポータブル

除加湿器の効果

文化財保存修復

学会第29回大会

研究発表要旨集

文化財保

存修復学

会第29回

大会実行

委員会

６月16日 有

10

環境保存に関する

研究

神庭信幸(文化財部

保存修復課長）、和

田浩(文化財部保存

修復課環境保存室研

究員)、塚田全彦（文

化財部保存修復課環

境保存室長）

文化財の海外輸

送時に計測され

た各行程別の振

動・加速度特性

文化財保存修復

学会第29回大会

研究発表要旨集

文化財保

存修復学

会第29回

大会実行

委員会

６月17日 有

11

環境保存に関する

研究

塚田全彦(文化財部

保存修復課環境保存

室長)、和田浩(文化

財部保存修復課環境

保存室研究員)、神

庭信幸(文化財部保

存修復課長）

A long-term 

measurement 

of a museum 

environment

2007東アジア文

化遺産保存シン

ポジウム要旨集

東アジア

文化遺産

保存学会

11月１日 有

12

博物館環境デザイン

に関する調査研究

木下史青(事業部事業

企画課デザイン室長)

『復興本館の照

明計画』

「東京博物館と

東京帝室博物館

昭和初期の博物

館 建 築 」(146

～161頁)

東海大学

出版会

４月30日 無

13
博物館環境デザイン

に関する調査研究

木下史青(事業部事業

企画課デザイン室長)

『博物館へ行こ

う』

岩波ジュニア新書

571

岩波書店 ７月20日 無

14

博物館環境デザイン

に関する調査研究

木下史青(事業部事業

企画課デザイン室長)

『展示デザイン

と文化の再発見

－メディアとし

ての博物館』

「表現

Human Contact」

№２

京都精華

大学表現

研究機構

20年

３月31日

無
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15

博物館環境デザイン

に関する調査研究

木下史青(事業部事業

企画課デザイン室長)

『東京帝室博物

館・復興本館の

昼光照明計画』

東京国立博物館

紀要43号

東京国立

博物館

20年

３月31日

無

16

博物館美術教育に

関する調査研究／

博物館教育・普及

事業の事例分析と

日本の伝統文化に

関する先駆的教育・

普及理論の構築

加島勝（事業部教育

普及課長）

表慶館「みどり

のライオン　み

んなで楽しむ教

育スペース」

MUSEUM　611号 東京国立

博物館

12月15日 有

17

博物館美術教育に

関する調査研究／

博物館教育・普及

事業の事例分析と

日本の伝統文化に

関する先駆的教育・

普及理論の構築

小林牧（事業部教育

普及課教育普及室長）

みどりのライオ

ン　教育普及活

動について

MUSEUM　611号 東京国立

博物館

12月15日 有

18

博物館美術教育に

関する調査研究／

博物館教育・普及

事業の事例分析と

日本の伝統文化に

関する先駆的教育・

普及理論の構築

鈴木みどり（事業部

教育普及課教育普及

室主任研究員）

デンバー美術館

の教育普及事業

－ミュージア

ム・エデュケー

ションからビジ

ターズ・エクス

ペリエンスへ－

MUSEUM　611号 東京国立

博物館

12月15日 有

19

博物館美術教育に

関する調査研究／

博物館教育・普及

事業の事例分析と

日本の伝統文化に

関する先駆的教育・

普及理論の構築

藤田千織（事業部教

育普及課ボランティ

ア室研究員）

博物館における

鑑賞補助ツール

の役割－「親と

子のギャラリー

を例に」

MUSEUM　611号 東京国立

博物館

12月15日 有

20

博物館美術教育に

関する調査研究／

博物館教育・普及

事業の事例分析と

日本の伝統文化に

関する先駆的教育・

普及理論の構築

神辺知加（事業部教

育普及課教育講座室

研究員）

「子供のための

文化史展」につ

いて－東京国立

博物館の教育普

及事業史研究　

敗戦直後－

MUSEUM　611号 東京国立

博物館

12月15日 有
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【京都国立博物館】　31件

○有形文化財の収集・保管・公衆への観覧にかかる調査・研究

研究テーマ 発表者（氏名・職名） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 掲載年月日
レフェ
リー
有無

1

近畿地区（特に京

都）社寺文化財の

研究

尾野善裕（主任研究員）本満寺境内所在

蓮乗院廟発掘調

査報告書

『学叢』第29号 京都国立

博物館

５月19日 無

2

江戸時代京焼の技術

基盤に関する研究

尾野善裕（主任研究員）三田焼三輪明神

窯の開窯とその

戦略

『学叢』第29号 京都国立

博物館

５月19日 無

3
江戸時代京焼の技術

基盤に関する研究

尾野善裕（主任研究員）京焼の「本質」

と「定義」

『淡交』№756 淡交社 ９月10日 無

4
江戸時代京焼の技術

基盤に関する研究

尾野善裕（主任研究員）「ぼんぼん」育

ちの尾形乾山

『茶道雑誌』

第72巻第２号

河原書店 20年

２月５日

無

5

江戸時代京焼の技術

基盤に関する研究

尾野善裕（主任研究員）『陶工必用』に

みる尾形乾山の

育ち

『茶道雑誌』

第72巻第３号

河原書店 20年

３月５日

無

6

近世絵画に関する

調査研究

山下善也（主任研究員）「探幽絵画にみ

る叙情―林鵞峰

『富士石記』を

起点に」 

美術フォーラム21

第16号

醍醐書房 10月 無

7

近世絵画に関する

調査研究

山下善也（主任研究員）「日本の場合―

実景主題の絵画

を中心に―」　

『シンポジウム

「18世紀東アジ

アにおける山水

画の性格と関係

性」討議録』

韓国美術

史学会

10月 無

8

古写経の書誌学的

研究

赤尾栄慶（企画室長）「中・韓・日の

古写経にみる見

返し絵（扉絵）

について」

特別展「写経変

相図」

韓国国立

中央博物

館

７月 無

9

古写経の書誌学的

研究

赤尾栄慶（企画室長）「京都国立博物

館蔵大谷探検隊

帯来写本介紹」

『転型期的敦煌

学』

上海古籍

出版社

11月 無

10

日本の漆芸品にか

かる調査研究

永島明子（研究員）「日野椀」　 『近江日野の歴

史』第五巻文化

財編

日野町史

編さん委

員会編

20年３月 有

11

日本の漆芸品にか

かる調査研究

永島明子（研究員）「漆絵椀から蒔絵

椀へ－小倉本就

寺蔵「太閤膳」の

調査報告および

高台寺蒔絵様式

の成立と流行に

関する一考察－」

『学叢』第29号 京都国立

博物館　

５月 無
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12

中・近世の金属工

芸品の制作と受用

にみる江南、嶺・

湖南、瀬戸内の地

域特質と相互文化

認識、交流媒体の

研究

久保智康（工芸室長）作品解説 『木村定三コレク

ション名作選』

愛知県美

術館

20年

２月１日

無

13

仏教工芸の調査・

研究＋古代中世山

林寺院の調査・研

究

久保智康（工芸室長）延暦寺の文化財

＋文化財解説

『古寺巡礼　京都12

延暦寺』

淡交社 ８月６日 無

14

仏教工芸の調査・

研究＋古代中世山

林寺院の調査・研

究

久保智康（工芸室長）山林密教寺院・

神護寺の文化財

＋文化財解説

『古寺巡礼　京都15

神護寺』

淡交社 11月６日 無

15

仏教工芸の調査・

研究

久保智康（工芸室長）作品解説 『乱世を生きる

－真盛上人展』

越前市武

生公会堂

記念館

11月６日 無

16

仏教工芸の調査・

研究

久保智康（工芸室長）妙法院・三十三

間堂の宝物＋文

化財解説

『古寺巡礼　京都18

妙法院・三十三間

堂』

淡交社 20年

２月６日

無

17

宸翰（天皇の書）

の歴史学的見地か

らみた調査研究

羽田聡（研究員） 法華経要文和歌懐

紙の伝来と復元

－立命館本を中

心に－

『 ア ー ト・ リ

サーチ』第８号

立 命 館

ア ー ト・

リサーチ

センター

20年３月 有

18

特別展覧会開催に

向けての在日ヨー

ロッパ陶磁の調査

研究

尾野善裕（主任研究員）ヨーロッパ陶磁

と日本

特別展覧会『憧

れのヨーロッパ

陶磁－マイセ

ン・セーヴル・

ミントンとの出

会い』図録

読売新聞

大阪本社

20年

１月５日

無

19

特別展覧会開催に

向けての在日ヨー

ロッパ陶磁の調査

研究

尾野善裕（主任研究員）扉解説・作品解説 特別展覧会『憧

れのヨーロッパ

陶磁－マイセ

ン・セーヴル・

ミントンとの出

会い』図録

読売新聞

大阪本社

20年

１月５日

無

20

敦煌写本の保存と

修理

赤尾栄慶（企画室長）「古文書修復－

以李柏文書的修

復為中心－」

『融摂与創新：国

際敦煌項目第六

次会議論文集』

中国国家

図書館善

本特蔵部

・英国図

書館敦煌

項目編

中国・北

京図書館

出版社

５月 無
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21

妙心寺本坊、塔頭

に所蔵されている

文化財の調査研究

羽田聡（研究員） 京都国立博物館

所蔵「花園天皇

宸翰消息」につ

いて

『学叢』第30号 京都国立

博物館

５月 無

22

輸出漆器に関する

調査研究

永島明子（研究員）「英仏の主要な蒔

絵コレクション

の成立と日本美

術史上の役割に

ついて－マリー･

アントワネット

のコレクション

を中心に－」

『比較日本学研

究センター研究

年報』第４号

お茶の水

女子大学

比較日本

学研究セ

ンター

20年３月 無

23

仏教工芸の調査研究 淺湫毅(主任研究員）「道長時代の大

仏師康尚」

特別展覧会『藤

原道長　極めた

栄華・願った浄

土』図録

京都国立

博物館

４月24日 無

24

仏教工芸の調査研究

／古代中世山林寺院

の調査・研究

久保智康（工芸室長）道長の時代にお

ける在地仏教

－山林寺院と工

芸にみる－

特別展覧会『藤

原道長　極めた

栄華・願った浄

土』図録

京都国立

博物館

４月24日 無

25
永徳に関する調査

研究

山本英男（保存修理

指導室長）

「狩野永徳の生涯」特別展覧会『狩

野永徳』図録

京都国立

博物館

10月16日 無

26

永徳に関する調査

研究

山本英男（保存修理

指導室長）

作品解説・扉解

説・印章解説・

史料・年表

特別展覧会『狩

野永徳』図録

京都国立

博物館

10月16日 無

27
永徳に関する調査

研究

山本英男（保存修理

指導室長）

「大徳寺に伝来す

る織田信長像」

『紫野』31 大徳寺 ７月 無

28

彫刻に関する調査

研究

淺湫毅(主任研究員）「木造不空羂索

観音坐像・木造

十一面観音坐像

　京都・金戒光

明寺蔵」

『学叢』29 京都国立

博物館

５月 有

29
彫刻に関する調査

研究

淺湫毅(主任研究員）「木造地蔵菩薩

立像」

『國華』1340 國華社 ６月 無

30

彫刻に関する調査

研究

淺湫毅(主任研究員）「講座文化財修復

仏像の修復」

『歴史と地理』

610（日本史の

研究223）

山川出版社 12月 有

31

彫刻に関する調査

研究

淺湫毅(主任研究員）「金戒光明寺の

文殊菩薩騎獅像

および眷属像に

ついて」

『戒律文化』6 戒律文化

研究会

20年３月 無
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【奈良国立博物館】　21件

○有形文化財の収集・保管・公衆への観覧にかかる調査・研究

研究テーマ 発表者（氏名・職名） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 掲載年月日
レフェ
リー
有無

1
当館所蔵品につい

ての調査研究

内藤榮（工芸室長） 密教法具の象徴

表現

古玩逍遥 奈良国立

博物館

６月１日 無

2

当館所蔵品につい

ての調査研究

稲本泰生（企画室長）、

鈴木喜博（上席研究

員）、清水健（研究員）、

吉澤悟（資料室長）、

永井洋之（研究員）

図版解説 古玩逍遥 奈良国立

博物館

６月１日 無

3

平安仏教とその造

形に関する調査研

究成果の「院政期の

絵画」展への反映

梶谷亮治（学芸課長）総説　美麗

院政期の絵画

美麗　院政期の

絵画

奈良国立

博物館

９月１日 無

4

平安仏教とその造

形に関する調査研

究成果の「院政期の

絵画」展への反映

稲本泰生（企画室長）、

岩田茂樹（美術室長）、

梶谷亮治（学芸課長）、

北澤菜月（研究員）、

清水健（研究員）、鈴

木喜博（上席研究員）、

谷口耕生（研究員）、

内藤榮（工芸考古室

長）、中島博（情報サー

ビス室長）、西山厚（教

育室長）、野尻忠（研

究員）、吉澤悟（資料

室長）

作品解説 美麗　院政期の

絵画

奈良国立

博物館

９月１日 無

5

南都諸社寺等に関

する計画的な調査

研究成果の「神仏

習合展」並びに特

集陳列「おん祭り

と春日信仰の美

術」への反映

清水健（研究員） 総論　おん祭と

春日信仰の美術

おん祭と春日信

仰の美術

仏教美術

協会

12月７日 無

6

南都諸社寺等に関

する計画的な調査

研究成果の「神仏

習合展」並びに特

集陳列「おん祭り

と春日信仰の美

術」への反映

北澤菜月（研究員）、

清水健（研究員）、

鈴木喜博（上席研究

員）、谷口耕生（研

究員）、内藤榮（工

芸考古室長）、永井

洋之（研究員）、中

島博（情報サービス

室長）、西山厚（教

育室長）、野尻忠（研

究員）

作品解説 おん祭と春日信

仰の美術

仏教美術

協会

12月７日 無
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7

我が国における仏

教美術の展開と中

国・韓国の仏教文

化が及ぼした影響

の調査研究成果の

反映

谷口耕生（研究員） 総説　神仏習合美

術に関する覚書

神仏習合 奈良国立

博物館

４月７日 無

8

我が国における仏

教美術の展開と中

国・韓国の仏教文

化が及ぼした影響

の調査研究成果の

反映

稲本泰生（企画室

長）、岩田茂樹（美

術室長）、北澤菜月

（研究員）、清水健（研

究員）、鈴木喜博（上

席研究員）、谷口耕

生（研究員）、内藤

榮（工芸考古室長）、

永井洋之（研究員）、

中島博（情報サービ

ス室長）、西山厚（教

育室長）、野尻忠（研

究員）、吉澤悟（資

料室長）

作品解説 神仏習合 奈良国立

博物館

４月７日 無

9

我が国における仏

教美術の展開と中

国・韓国の仏教文

化が及ぼした影響

の調査研究成果の

反映

稲本泰生（企画室長）神仏習合の論理

と造像

神仏習合 奈良国立

博物館

４月７日 無

10

我が国における仏

教美術の展開と中

国・韓国の仏教文

化が及ぼした影響

の調査研究成果の

反映

中島博（情報サービ

ス室長）

宮曼荼羅の性格 神仏習合 奈良国立

博物館

４月７日 無

11

我が国における仏

教美術の展開と中

国・韓国の仏教文

化が及ぼした影響

の調査研究成果の

反映

岩田茂樹（美術室長）神仏習合のサイ

ンと彫像

神仏習合 奈良国立

博物館

４月７日 無

12

我が国における仏

教美術の展開と中

国・韓国の仏教文

化が及ぼした影響

の調査研究成果の

反映

鈴木喜博（上席研究員）彫刻史からみた

神仏習合の宗教

空間

神仏習合 奈良国立

博物館

４月７日 無

13

我が国における仏

教美術の展開と中

国・韓国の仏教文

化が及ぼした影響

の調査研究成果の

反映

内藤榮（工芸考古室長）懸仏について 神仏習合 奈良国立

博物館

４月７日 無
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14

我が国における仏

教美術の展開と中

国・韓国の仏教文

化が及ぼした影響

の調査研究成果の

反映

西山厚（教育室長） 社に参る僧尼 神仏習合 奈良国立

博物館

４月７日 無

15

我が国における仏

教美術の展開と中

国・韓国の仏教文

化が及ぼした影響

の調査研究成果の

反映

清水健（研究員） 熊野からみた神

仏習合

神仏習合 奈良国立

博物館

４月７日 無

16

我が国における仏

教美術の展開と中

国・韓国の仏教文

化が及ぼした影響

の調査研究成果の

反映

北澤菜月（研究員） 現世に姿をあら

わす仏

神仏習合 奈良国立

博物館

４月７日 無

17

我が国における仏

教美術の展開と中

国・韓国の仏教文

化が及ぼした影響

の調査研究成果の

反映

梶谷亮治（学芸課長）正倉院と宝物 第五十九回正倉

院展

仏教美術

協会

10月26日 無

18

我が国における仏

教美術の展開と中

国・韓国の仏教文

化が及ぼした影響

の調査研究成果の

反映

鈴木喜博（上席研究員）刻彫桐金銀花形

合子の宝相華文

について

第五十九回正倉

院展

仏教美術

協会

10月26日 無

19

我が国における仏

教美術の展開と中

国・韓国の仏教文

化が及ぼした影響

の調査研究成果の

反映

稲本泰生（企画室

長）、岩田茂樹（美

術室長）、北澤菜月

（研究員）、清水健（研

究員）、鈴木喜博（上

席研究員）、谷口耕

生（研究員）、内藤

榮（工芸考古室長）、

永井洋之（研究員）、

中島博（情報サービ

ス室長）、西山厚（教

育室長）、野尻忠（研

究員）、吉澤悟（資

料室長）

作品解説 第五十九回正倉

院展

仏教美術

協会

10月26日 無

20

仏教美術の光学的

調査研究成果の親

と子のギャラリー

「仏さまの彩り」

への反映

宮崎幹子（研究員） 仏さまの彩り 仏さまの彩り 奈良国立

博物館

７月14日 無
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21

仏教美術の光学的

調査研究成果の親

と子のギャラリー

「仏さまの彩り」

への反映

稲本泰生（企画室

長）、岩田茂樹（美

術室長）、北澤菜月

（研究員）、鈴木喜博

（上席研究員）、谷口

耕生（研究員）、内

藤榮（工芸考古室

長）、中島博（情報

サービス室長）、西

山厚（教育室長）、

野尻忠（研究員）、

吉澤悟（資料室長）

作品解説 仏さまの彩り 奈良国立

博物館

７月14日 無

【九州国立博物館】　６件

○有形文化財の収集・保管・公衆への観覧にかかる調査・研究

研究テーマ 発表者（氏名・職名） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 掲載年月日
レフェ
リー
有無

1

弥生時代後期～古

墳時代の墳墓大量

出土ベンガラにつ

いての基礎的研究

（科学研究費補助金）

志賀智史（博物館科学

課保存修復室研究員）

中島笹塚古墳群

出土赤色顔料と

その関連資料の

微視的・科学的

調査

『東谷・中島地

区遺跡群９　中

島笹塚古墳群・

中島笹塚遺跡

（１〜８区)』

財 団 法 人

とちぎ生涯

学習文化財

団埋蔵文化

財センター

20年

３月31日

無

2

弥生時代後期～古

墳時代の墳墓大量

出土ベンガラにつ

いての基礎的研究

（科学研究費補助金）

志賀智史（博物館科学

課保存修復室研究員）

塩田北山東古墳

出土赤色顔料の

微視的・科学的

調査

塩田北山東古墳

発掘調査報告書

神戸市教

育委員会

20年

３月31日

無

3

室町時代の中国文

物の受容に関する

調査研究（科学研

究費補助金）

畑靖紀（企画課特別

展室研究員）

文明十八年の大

内氏と雪舟

雪舟等楊－「雪

舟への旅」展研

究図録

山口県立

美術館

11月１日 無

4

室町時代の中国文

物の受容に関する

調査研究（科学研

究費補助金）

畑靖紀（企画課特別

展室研究員）

京都五山の水墨画『足利義満六百

年御忌記念「京

都五山　禅の文

化」展 』展覧

会カタログ

東京国立

博物館お

よび九州

国立博物

館

７月31日 無

5

室町時代の中国文

物の受容に関する

調査研究（科学研

究費補助金）

畑靖紀（企画課特別

展室研究員）

鏡堂覚円賛白衣

観音図

『国華』第1347号 国華社 20年

１月20日

有

6

古代東南アジアに

おける三尊像図

像の研究－タイ・

ミャンマーの図像

を中心に－（科学

研究費補助金）

原田あゆみ（企画課

特別展室研究員）

九州国立博物館

所蔵　モン・ク

メールの青銅製

仏像について

『東風西声』

九州国立博物館

紀要第３号

九州国立

博物館

10月15日 無
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【東京文化財研究所】　計40件

○文化財に関する基礎的・体系的な調査・研究の推進（16件）

研究テーマ 発表者（氏名・職名） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 掲載年月日
レフェ
リー
有無

1

民俗技術に関する

調査・資料収集

俵木悟（主任研究員）無形の民俗文化

財の映像記録作

成への提言

民俗文化財

－保護行政の現

場から－

岩田書院 10月 無

2

東アジアの美術に関

する資料学的研究

皿井舞（研究員） 醍醐寺薬師三尊

像と平安前期の

造寺組織（上）

美術研究392号 東京文化

財研究所

９月28日 無

3

東アジアの美術に関

する資料学的研究

皿井舞（研究員） 醍醐寺薬師三尊

像と平安前期の

造寺組織（中）

美術研究393号 東京文化

財研究所

20年

１月28日

無

4
東アジアの美術に関

する資料学的研究

綿田稔（主任研究員）自牧宗湛（上） 美術研究393号 東京文化

財研究所

20年

１月28日

無

5
東アジアの美術に関

する資料学的研究

綿田稔（主任研究員）自牧宗湛（中） 美術研究394号 東京文化

財研究所

20年

３月28日

無

6

東アジアの美術に関

する資料学的研究

江村知子（研究員） 研究資料　曽我

物語図屏風につ

いて

美術研究394号 東京文化

財研究所

20年

３月28日

無

7

東アジアの美術に関

する資料学的研究

田中淳（近・現代視

覚芸術研究室長）

序論　黒田清輝

《湖畔》を語る

ために

美術研究作品資料5

黒田清輝《湖畔》

中央公論

美術出版

20年

３月25日

無

8

東アジアの美術に関

する資料学的研究

山梨絵美子（文化財アー

カイブズ研究室長）

黒 田 清 輝《 湖

畔》のモデルを

めぐって

美術研究作品資料5

黒田清輝《湖畔》

中央公論

美術出版

20年

３月25日

無

9

近現代美術に関す

る総合的研究

田中淳（近・現代視

覚芸術研究室長）

展覧会評　昭和

前期をめぐる三

人の画家たち

美術研究393号 東京文化

財研究所

20年

１月28日

無

10

近現代美術に関す

る総合的研究

山梨絵美子（文化財アー

カイブズ研究室長）

日本近代絵画に

みる農耕主題と

その背景

田園讃歌展図録 埼玉県立

近代美術

館等

10月 無

11
近現代美術に関す

る総合的研究

塩谷純（文化形成研

究室長）

川端玉章の研究

（一）

美術研究392号 東京文化

財研究所

９月28日 無

12

美術の技法・材料

に関する広領域的

研究

津田徹英（広領域研

究室長）

“Nondestructive 

Investigation of 

the Polychromy of 

Japanese Sculptures 

(Yasuhiro Hayakawa, 

Tetsuei Tsuda, and  

Sadatoshi Miura)”

Procedings of 

Third Forbes 

Symposium at 

the Freer 

Gallery of Art

Scientific 

Research 

on the 

Sculptural 

Arts of Asia

７月 無

13

美術の技法・材料

に関する広領域的

研究

津田徹英（広領域研

究室長）

Ｘ線透過撮影に

よる仏像の調査

文化財と科学技術

－東京文化財研

究所のしごと

(日本の美術492)

至文堂 ５月15日 無
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14

無形文化財の保

存・活用に関する

調査研究

高桑いづみ（音声・

映像記録研究室長）

『過渡期の鼓胴

その後』再び

銕仙560号 銕仙会 ９月14日 無

15

無形文化財の保

存・活用に関する

調査研究

高桑いづみ（音声・

映像記録研究室長）

世阿弥自筆本の

節付を考える

－「難波梅」か

ら「盛久」「江口」

まで

無形文化遺産研

究報告２

東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

16

無形文化財の保

存・活用に関する

調査研究

鎌倉惠子（無形文化

財研究室長）

〔聞書き〕人形浄

瑠璃文楽の裏方

－囃子の世界を

中心に－　吉田

簑助師　藤舎秀

左久師　望月太

明吉氏に聞く

無形文化遺産研

究報告２

東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

○文化財に関する新たな調査手法の研究・開発の推進（７件）

研究テーマ 発表者（氏名・職名） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 掲載年月日
レフェ
リー
有無

1

高精細デジタル画

像の応用に関する

調査研究

城野誠治（専門職員）光学的手法によ

る国宝・彦根屏

風の調査

国宝　彦根屏風 東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

2

高精細デジタル画

像の応用に関する

調査研究

江村知子（研究員） 彦根屏風の表現

について

国宝　彦根屏風 東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

3

高精細デジタル画

像の応用に関する

調査研究

城野誠治（専門職員）光学的手法によ

る国宝・吉祥天

像の調査

薬師寺所蔵　国宝

麻布著色吉祥天像

東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

4

高精細デジタル画

像の応用に関する

調査研究

早川泰弘（分析科学

研究室長）、城野誠

治（専門職員）

吉祥天像のＸ線透

過画像について

薬師寺所蔵　国宝

麻布著色吉祥天像

東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

5

高精細デジタル画

像の応用に関する

調査研究

城野誠治（専門職員）2006年の写真の

進歩　文化財

日本写真学会誌

2007年70巻３号

日本写真

学会

７月 無

6

文化財の非破壊調

査法の研究

早川泰弘（分析科学

研究室長）

蛍光Ｘ線分析によ

る国宝吉祥天像の

彩色材料調査

保存科学 47 東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

7

文化財の非破壊調

査法の研究

吉田直人（主任研究員）ファイバー送受

光型分光光度計

による平面文化

財資料の反射ス

ペクトル測定に

おける誤差に関

する考察

保存科学 47 東京文化

財研究所

20年

３月31日

無
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附属資料：事業実績統計表

○文化財の保存科学や修復技術に関する中心的な支援拠点として先端的調査研究等の推進（15件）

研究テーマ 発表者（氏名・職名） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 掲載年月日
レフェ
リー
有無

1

文化財の生物劣化

対策の研究

木川りか（生物科学

研究室長）、間渕創

（研究補佐員）、高妻

洋成（奈文研・主任

研究員）、降幡順子

（奈文研・研究員）、

肥塚隆保（奈文研・

保存修復科学研究室

長）

高松塚古墳発掘

/石室解体作業

に伴う取合部・

断熱覆屋使用木

材等の防カビ対

策：ＤＤＡＣの

検討

保存科学47 東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

2

文化財の生物劣化

対策の研究

間渕創（研究補佐

員）、佐野千絵（保

存科学研究室長）

コンクリート壁

面における付着

真菌の累積挙動

保存科学47 東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

3

文化財の保存環境

の研究

犬塚将英（研究員）、

石﨑武志（保存修復

科学センター長）

石水博物館千歳

文庫内の温湿度

解析

保存科学47 東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

4

文化財の保存環境

の研究

犬塚将英（研究員）、

石﨑武志（保存修復

科学センター長）

静岡県立美術館

における温熱環

境の測定Ⅱ

保存科学47 東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

5

文化財の保存環境

の研究

Magdi Khalil（客員

研究員）、石﨑武志

（保存修復科学セン

ター長）

Moisture 

Characteristic 

Curve of Tuff 

Bressia Stone

保存科学47 東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

6

周辺環境が文化財

に及ぼす影響評価

とその対策に関す

る研究

朽津信明（主任研究員）文化財石材の硬

さに関する研究

日韓共同研究報

告書2007

東京文化

財研究所

20年

３月28日

無

7

周辺環境が文化財

に及ぼす影響評価

とその対策に関す

る研究

森井順之（研究員） 臼杵磨崖仏にお

ける凍結破砕防

止策について

日韓共同研究報

告書2007

東京文化

財研究所

20年

３月28日

無

8

周辺環境が文化財

に及ぼす影響評価

とその対策に関す

る研究

早川典子（研究員）、

川野邊渉（保存修復

科学センター副セン

ター長）

臼杵磨崖仏にお

ける表面処置に

ついて

日韓共同研究報

告書2007

東京文化

財研究所

20年

３月28日

無

9

文化財の防災計画

に関する調査研究

森井順之（研究員）、

青木繁夫（客員研究員）

6.6 文化財の強

風被害（「６章

強風災害」より）

風工学ハンド

ブック－構造・

防災・環境・エ

ネルギー（日本

風工学会編）

朝倉書店 ４月30日 無
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10

伝統的修復材料及

び合成樹脂に関す

る調査研究

早川典子（研究員）、

木川りか（生物科学

研究室長）、川野邊渉

（保存修復科学セン

ター副センター長）

“Characteriza-

tion of furunori 

(aged paste) and 

preparation of a 

saccharide similar 

to furunori”

Studies in 

Conservation 

52 (3)

THE JOUR-

NAL OF THE 

INTERNATIONAL 

INSTITUTE FOR 

CONSERVATION 

OF HISTORIC 

AND ARTISTIC 

WORKS

10月 無

11

伝統的修復材料及

び合成樹脂に関す

る調査研究

早川典子（研究員）、

中右恵理子（客員研

究員）、木川りか（生

物科学研究室長）、

川野邊渉（保存修復

科学センター副セン

ター長）

絵画表面に用い

る修復材料の基

礎的研究－壁画

修復を中心に－

文化財修復学会

誌 53

文化財保存

修復学会

20年

３月31日

無

12

近代の文化遺産の

保存修復に関する

研究

中山俊介（近代文化

遺産研究室長）

日本における鋼

船の保存に関す

る問題点

近代化遺産の修

復のための諸問

題

東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

13

近代の文化遺産の

保存修復に関する

研究

中山俊介（近代文化

遺産研究室長）

鉄道文化財の利

活用について

鉄道遺産の活用 東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

14

近代の文化遺産の

保存修復に関する

研究

中山俊介（近代文化

遺産研究室長）

路面電車の運用

と文化財の保存

鉄道遺産の活用 東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

15

近代の文化遺産の

保存修復に関する

研究

中山俊介（近代文化

遺産研究室長）

初代南極観測船

“宗谷”の文化

財的価値及び保

存修復に係る調

査研究

初代南極観測船

“宗谷”の文化

財的価値及び保

存修復に係る調

査研究　報告書

東京文化

財研究所

20年

３月31日

無

○文化財の保護制度や施策の国際動向及び国際協力及び国際共同研究（２件）

研究テーマ 発表者（氏名・職名） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 掲載年月日
レフェ
リー
有無

1

アジア諸国における

文化遺産を形作る素

材の劣化と保存に関

する調査研究

朽津信明（主任研究員）茨城県つくば市

周辺の石造美術

の硬さについて

考古学と自然科学56 日本文化

財科学会

12月10日 無

2

アジア諸国における

文化遺産を形作る素

材の劣化と保存に関

する調査研究

朽津信明（主任研究員）カンボジア・タ・

ネイ遺跡におけ

る蘚苔類の繁茂

と砂岩の風化

保存科学47 東京文化

財研究所

20年

３月31日

無
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【奈良文化財研究所】　計86件

○文化財に関する基礎的・体系的な調査・研究の推進（54件）

研究テーマ 発表者（氏名・職名） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 掲載年月日
レフェ
リー
有無

1
文化的景観に関す

る調査研究

内田和伸（景観研究

室長）

四万十川流域の

文化的景観

奈良文化財研究所

紀要2007

奈良文化

財研究所

６月 無

2

文化的景観に関す

る調査研究

平澤毅（主任研究員）文化遺産として

の遺跡・庭園・

公園の概念に関

する比較考察

『遺跡学研究』

第４号

日本遺跡

学会

11月 無

3

文化的景観に関す

る調査研究

惠谷浩子（特別研究員）農村地域におけ

る景観形成に関

わる住民の意識

と行動の構造化

『 ラ ン ド ス

ケ ー プ 研 究 』

vol.70No.5

日本造園

学会

20年３月 無

4

古都所在寺社の歴

史資料等に関する

調査研究

吉川聡（主任研究員）文書の挟み板 奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

5

古都所在寺社の歴

史資料等に関する

調査研究

吉川聡（主任研究員）日本人墨書の研究 カンボジアにお

ける中世遺跡と

日本人町の研究

文部科学省

科学研究

費補助金

成果報告

書

20年３月 無

6

歴史的建造物の保

存・修復・活用の

実践的研究

窪寺茂（建造物研究

室長）、清水重敦（研

究員）、渡邉晃宏（史

料研究室長）

扁額の意匠と構造

－平城宮第一次

大極殿正殿扁額

の復原考察－

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

7

歴史的建造物の保

存・修復・活用の

実践的研究

清水重敦（研究員） 古代寺院建築に

おける特異な基

壇・平面とその

構造

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

8

歴史的建造物の保

存・修復・活用の

実践的研究

窪寺茂（建造物研究

室長）

日中韓文化財研

究所による建築

遺産に関する共

同研究の動向

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

9

歴史的建造物の保

存・修復・活用の

実践的研究

大林潤（研究員） 境外社の造替と

建築形式－出雲

大社境外社の調

査より－

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

10

歴史的建造物の保

存・修復・活用の

実践的研究

島田敏男（遺構研究

室長）

西トップ寺院の

建築調査

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

11

歴史的建造物の保

存・修復・活用の

実践的研究

西田紀子（研究員） 高知県中芸地区

の森林鉄道遺産

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

12

歴史的建造物の保

存・修復・活用の

実践的研究

清水重敦（研究員）、

西田紀子（研究員）

出土部材から見

た山田寺建築

奇偉荘厳　山田寺 奈良文化財

研究所飛鳥

資料館

10月19日 無
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13

歴史的建造物の保

存・修復・活用の

実践的研究

清水重敦（研究員） 山田寺金堂復元

案批判

日本建築学会大会

学術講演梗概集

日本建築

学会

９月 無

14

歴史的建造物の保

存・修復・活用の

実践的研究

窪寺茂（建造物研究

室長）

バーミヤーン石

窟寺院遺構の保

存に向けた調査

報告⑵

日本建築学会大会

学術講演梗概集

日本建築

学会

９月 無

15

平城宮跡　東院地区

（第421次）の発掘調査

金井健（研究員）、

山本崇（研究員）、

森川実（研究員）、

林正憲（研究員）、

浅野啓介（研究員）、

西口壽生（考古第二

研究室長）

東院地区中枢部

の調査－平城第

421次・423次

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

16

平城宮跡　東院地区

（第423次）の発掘調査

西口壽生（考古第二

研究室長）、粟野隆

（研究員）、和田一之

輔（研究員）、浅野

啓介（研究員）

東院地区中枢部

の調査　平城第

423次

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

17

平城宮跡　東方官

衙地区（第429次）

の発掘調査

渡辺晃宏（史料研究

室長）、今井晃樹（研

究員）、大林潤（研

究員）、城倉正祥（研

究員）、加藤雅士（主

任研究員）、石村智

（研究員）、中村一郎

（一般職員・主任）

平城第429次　

東方官衙地区の

調査

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

18
旧大乗院庭園（第

424次）の発掘調査

城倉正祥（研究員） 旧大乗院庭園

（424次）の調査

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

19

藤原宮跡大極殿院

南門発掘調査

高田貫太（研究員）、

青木敬（特別研究

員）、箱崎和久（研

究員）、豊島直博（研

究員）、松村恵司（考

古第一研究室長）

大極殿院南門の

調査－第148次

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

20

石神遺跡（第20次）

発掘調査

黒坂貴裕（研究員）、

関広尚世（特別研究

員）

石神遺跡の調査

－第150次

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

21
甘樫丘東麓遺跡発

掘調査

豊島直博（研究員） 甘樫丘東麓遺跡

の調査－第151次

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

22

平城京跡出土遺物

の調査研究

大林潤（研究員）、

渡辺晃宏（史料研究

室長）、今井晃樹（研

究員）、神野恵（研

究員）、小池伸彦（上

席研究員）

西大寺食堂院跡

の発掘調査

日本考古学協会

『日本考古学』24

発売所：

吉川弘文館

10月20日 無

23

飛鳥・藤原京跡出

土遺物・遺構に関

する調査研究等

長谷川透（研究補佐員）石神遺跡出土の鋸 奈文研ニュース25 奈良文化

財研究所

６月 無
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24

飛鳥・藤原京跡出

土遺物・遺構に関

する調査研究等

中川あや（研究員） 日本一の巨大瓦 奈文研ニュース26 奈良文化

財研究所

９月 無

25

アジアにおける古

代都城遺跡、生産

遺跡、墓制及び陶

磁器に関する中

国、韓国との共同

研究

今井晃樹（研究員） 太液池遺跡の遺

物調査

奈文研ニュース27 奈良文化

財研究所

12月 無

26

アジアにおける古

代都城遺跡、生産

遺跡、墓制及び陶

磁器に関する中

国、韓国との共同

研究

内田和伸（景観研究

室長）、粟野隆（研

究員）、千田剛道（上

席研究員）、山崎信

二（都城発掘調査部

副部長）、市大樹（研

究員）、箱崎和久（研

究員）、清水重敦（研

究員）

日本の古代都城並

びに韓国古代王京

の形成発展に関す

る共同研究

『日韓文化財論

集Ⅰ』奈良文化

財研究所学報第

77冊

奈良文化

財研究所

20年３月 無

27

アジアにおける古

代都城遺跡、生産

遺跡、墓制及び陶

磁器に関する中

国、韓国との共同

研究

内田和伸（景観研究

室長）、粟野隆（研

究員）、千田剛道（上

席研究員）、山崎信

二（都城発掘調査部

副部長）、市大樹（研

究員）、箱崎和久（研

究員）、清水重敦（研

究員）

日本の古代都城並

びに韓国古代王京

の形成発展に関す

る共同研究

『韓日文化財論

集Ⅰ』

韓国国立

文化財研

究所

12月 無

28

アジアにおける古

代都城遺跡、生産

遺跡、墓制及び陶

磁器に関する中

国、韓国との共同

研究

中川あや（研究員） 日韓発掘調査交

流の成果

奈良文化財研究

所第18回総合研

究会資料

奈良文化

財研究所

20年１月 無

29

アジアにおける古

代都城遺跡、生産

遺跡、墓制及び陶

磁器に関する中

国、韓国との共同

研究

中川あや（研究員） 日韓発掘調査交

流の成果

奈文研ニュース28 奈良文化

財研究所

20年３月 無

30

アジアにおける古

代都城遺跡、生産

遺跡、墓制及び陶

磁器に関する中

国、韓国との共同

研究

中川あや（研究員） 日韓発掘調査交

流の成果

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無

31
庭園に関する調査

研究

高瀬要一（文化遺産

部長）

平安時代庭園の

現状

平安時代庭園に

関する研究１

奈良文化

財研究所

10月 無

32
庭園に関する調査

研究

内田和伸（景観研究

室長）

平安時代庭園発

掘調査の概要

平安時代庭園に

関する研究１

奈良文化

財研究所

10月 無
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33

庭園に関する調査

研究

内田和伸（景観研究

室長）

平城宮第一次大

極殿および朝堂

院の設計思想に

ついて

ランドスケープ

研究vol.70No.5

日本造園

学会

７月 無

34
庭園に関する調査

研究

内田和伸（景観研究

室長）

平城宮第一次大極

殿院の設計思想

遺跡学研究第４号 日本遺跡

学会

11月 無

35

庭園に関する調査

研究

内田和伸（景観研究

室長）

日韓宮殿の設計

思想について

韓日文化財論集 韓国国立

文化財研

究所

12月 無

36

庭園に関する調査

研究

内田和伸（景観研究

室長）

平城宮第一次大

極殿院と高御座

の設計思想

古代日本の構造

と原理

青木書店 20年１月 無

37

庭園に関する調査

研究

内田和伸（景観研究

室長）

平城宮の復元と

年中行事の復興

について～古代

の思想と整備活

用のあり方～

埋文ニュース第

130号

奈良文化

財研究所

20年３月 無

38
庭園に関する調査

研究

平澤毅（主任研究員）名勝庭園の歴史

と展望

日本庭園学会誌

第17号

日本庭園

学会

８月 無

39

庭園に関する調査

研究

平澤毅（主任研究員）文化的資産とし

ての近代の庭園

及び公園の保護

日本庭園学会誌

第18号

日本庭園

学会

10月 無

40

庭園に関する調査

研究

平澤毅（主任研究員）文化遺産として

の遺跡・庭園・

公園の概念に関

する比較考察

遺跡学研究第４号 日本遺跡

学会

11月 無

41

庭園に関する調査

研究

粟野隆（研究員） 庭園スタイルの

模倣と創造－苑

池の空間デザイ

ンと古代日韓

韓日文化財論集１ 韓国文化

財研究所

12月 無

42

遺跡の保存・整

備・活用に関する

調査研究

内田和伸（景観研究

室長）

高松塚古墳の仮

整備

文化庁月報№466 文化庁 ７月25日 無

43

遺跡の保存・整

備・活用に関する

調査研究

平澤毅（主任研究員）文化遺産として

の遺跡・庭園・

公園の概念に関

する比較考察

遺跡学研究第４号 日本遺跡

学会

11月 無

44

遺跡の保存・整

備・活用に関する

調査研究

内田和伸（景観研究

室長）

日韓宮殿の設計

思想について

韓日文化財論集Ⅰ 韓国国立

文化財研

究所

12月 無

45

遺跡の保存・整

備・活用に関する

調査研究

内田和伸（景観研究

室長）

平城宮の復元と

年中行事の復興

について～古代

の思想と整備活

用のあり方～

埋 蔵 文 化 財

ニュース

奈良文化

財研究所

20年３月 無
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46

遺跡の保存・整

備・活用に関する

技術開発研究

脇谷草一郎（特別研

究員）、高妻洋成（主

任研究員）、降幡順

子（研究員）、肥塚

隆保（保存修復科学

研究室長）

イースター島モ

アイ像の保存科

学的研究２－溶

出実験による石

造文化財保存処

理法の評価－

日本文化財科学会

第24回大会研究発

表要旨集

日本文化

財科学会

６月 無

47

遺跡の保存・整

備・活用に関する

技術開発研究

脇谷草一郎（特別研

究員）、高妻洋成（主

任研究員）、降幡順

子（研究員）、肥塚

隆保（保存修復科学

研究室長）

妻木晩田遺跡にお

ける保存科学的研

究－土質遺構の露

出展示にむけた環

境調査－

日本文化財科学会

第24回大会研究発

表要旨集

日本文化

財科学会

６月 無

48

遺跡の保存・整

備・活用に関する

技術開発研究

高妻洋成（主任研究

員）、降幡順子（研

究員）、脇谷草一郎

（特別研究員）、肥塚

隆保（保存修復科学

研究室長）

石造文化財への

アコースティッ

クエミッション

法の応用

日本文化財科学会

第24回大会研究発

表要旨集

日本文化

財科学会

６月 無

49

遺跡の保存・整

備・活用に関する

技術開発研究

高妻洋成（主任研究員）音波による石造文

化財の劣化評価

第31回文化財の

保存および修復

に関する国際研

究集会

東京文化

財研究所

20年２月 無

50

遺跡の保存・整

備・活用に関する

技術開発研究

高妻洋成（主任研究員）高松塚古墳石室

石材の運搬

文化庁月報

№466

文化庁 ７月25日 無

51

遺跡の保存・整

備・活用に関する

技術開発研究

肥塚隆保（保存修復

科学研究室長）

高松塚古墳の石

室解体の実施

文化庁月報

№467

文化庁 ８月25日 無

52

遺跡の保存・整

備・活用に関する

技術開発研究

肥塚隆保（保存修復

科学研究室長）、高妻

洋成（主任研究員）、

降幡順子（研究員）、

田辺征夫（所長）

国宝高松塚古墳

壁画保存修理の

ための石室解体

2007東アジア文

化遺産保存国際

シンポジウム

2007東アジ

ア文化遺産

保存国際シ

ンポジウム

準備委員会

11月 無

53

遺跡の保存・整

備・活用に関する

技術開発研究

肥塚隆保（保存修復

科学研究室長）、高

妻洋成（主任研究

員）、降幡順子（研

究員）

石室解体と輸送 月刊文化財532号 文化庁 20年１月 無

54

第一次大極殿復原

整備研究

渡邊晃宏（史料研究

室長）、窪寺茂（建

造物研究室長）、清

水重敦（研究員）

扁額の構造と意匠

－平城宮第一次大

極殿扁額の復原考

察－

奈良文化財研究所

紀要2008

奈良文化

財研究所

６月 無
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○文化財に関する新たな調査手法の研究・開発の推進（10件）

研究テーマ 発表者（氏名・職名） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 掲載年月日
レフェ
リー
有無

1

遺跡データベース

の作成と公開

山中敏史（遺跡整備

研究室長）

地方豪族居宅の

建物構造と空間

的構成

古代豪族居宅の

構造と機能

奈良文化

財研究所

12月 無

2

遺跡の測量・探査

技術の有効利用法

の研究

西村康（客員研究

員）、金田明大（研

究員）

“Geophysical 

Survey at 

Tokushima Castle 

in Japan”

ISAP2007 ISAP ９月 無

3

遺跡の測量・探査

技術の有効利用法

の研究

金田明大（研究員） 瓦礫に花を咲か

せましょう

第１回文化遺産

のデジタルド

キュメンテー

ションと利活用

に関するワーク

ショップ

動体計測

研究会

９月７日 無

4

遺跡の測量・探査

技術の有効利用法

の研究

西村康（客員研究

員）、金田明大（研

究員）

徳島城本丸地区

の探査

日本文化財探査

学会研究発表要

旨集

日本文化財

探査学会

６月 無

5

年輪年代学研究 光谷拓実（年代学研

究室長）、大河内隆

之（研究員）

年輪年代法によ

る興福寺国宝板

彫十二神将像の

年代調査

奈良文化財研究所

紀要2007

奈良文化

財研究所

６月 無

6

年輪年代学研究 大河内隆之（研究員）年輪年代学にお

けるデジタル画

像技術の活用

埋文写真研究

2007　Vol.18

埋蔵文化

財写真研

究会

７月 無

7

年輪年代学研究 大河内隆之（研究員）國學院大學神道

資料館蔵木造僧

形坐像の非破壊

年輪年代測定

館報Vol.8 國學院大

學神道資

料館

20年１月 無

8

年輪年代学研究 光谷拓実（年代学研

究室長）

“Discriminating the 

Indistinguishable 

Sapwood from 

Heartwood in 

Discolored Ancient 

Wood by Direct 

Molecular Mapping of 

Specific Extractives 

Using Time-of-Flight 

Secondary Ion Mass 

Spectrometry”

Analytical 

Chemistry, 

Volume 80

American 

Chemical 

Society

20年３月 有

9
動物遺存体による

環境考古学研究

松井章（環境考古学

研究室長）

縄文人の食物利用 季刊考古学100 雄山閣 ８月

10

動物遺存体による

環境考古学研究

松井章（環境考古学

研究室長）

アメリカオレゴ

ン州サンケン・

ビレッジ遺跡

考古学研究216 考古学研

究会

20年３月 無
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○文化財の保存科学や修復技術に関する中心的な支援拠点として先端的調査研究等の推進（22件）

研究テーマ 発表者（氏名・職名） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 掲載年月日
レフェ
リー
有無

1

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

肥塚隆保（保存修復

科学研究室長）

日本の古代ガラス ガラスの百科事典 朝倉書房 10月20日 無

2

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

肥塚隆保（保存修復

科学研究室長）

鉛バリウムガラ

スから発見され

た青色顔料

ガラスの百科事典 朝倉書房 10月20日 無

3

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

肥塚隆保（保存修復

科学研究室長）

飛鳥時代に始

まった鉛ガラス

の製造

ガラスの百科事典 朝倉書房 10月20日 無

4

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

肥塚隆保（保存修復

科学研究室長）

イメージングプ

レートを利用し

た古代ガラスの

識別

ガラスの百科事典 朝倉書房 10月20日 無

5

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

降幡順子（研究員）、

肥塚隆保（保存修復

科学研究室長）

イメージングプ

レートを用いた

日本出土ガラス

小玉の調査

2007東アジア文

化遺産保存国際

シンポジウム

2007東アジ

ア文化遺産

保存国際シ

ンポジウム

準備委員会

11月 無

6

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

高妻洋成（主任研究員）、

大河内隆之（研究員）

鷹島海底遺跡出土

大刀の構造復元

－「蒙古襲来」

の考古学的検討

へ向けて

2007東アジア文

化遺産保存国際

シンポジウム

2007東アジ

ア文化遺産

保存国際シ

ンポジウム

準備委員会

11月 無

7

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

高妻洋成（主任研究員）リグノフェノー

ルおよびセル

ロース誘導体を

用いた出土木材

の保存処理法の

開発

2007東アジア文

化遺産保存国際

シンポジウム

2007東アジ

ア文化遺産

保存国際シ

ンポジウム

準備委員会

11月 無

8

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

高妻洋成（主任研究員）セルロース誘導

体を用いた出土

木材の保存処理

日本文化財科学会

第24回大会研究発

表要旨集

日本文化

財科学会

６月 無

9

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

高妻洋成（主任研究員） リグノフェノール

を用いた出土木材

の保存処理Ⅲ

－材内における

存在状態－

日本文化財科学会

第24回大会研究発

表要旨集

日本文化

財科学会

６月 無

10

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

高妻洋成（主任研究員）出土スギ材リグ

ニンの化学構造

の解析

日本文化財科学会

第24回大会研究発

表要旨集

日本文化

財科学会

６月 無
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11

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

高妻洋成（主任研究員）、

肥塚隆保（保存修復科

学研究室長）、降幡順子

（研究員）、脇谷草一郎

（特別研究員）

クスノキ製刳り

抜き井戸の真空

凍結乾燥法によ

る保存処理

奈良文化財研究所

紀要2007

奈良文化

財研究所

６月 無

12

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

佐藤昌憲（客員研究員）ナノファイバー

薄膜を用いる微

量天然染料の分

光学的測定

日本文化財科学会

第24回大会研究発

表要旨集

日本文化

財科学会

６月 無

13

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

佐藤昌憲（客員研究員）出土絹製遺物の

顕微赤外分析に

よる研究

日本文化財科学会

第24回大会研究発

表要旨集

日本文化

財科学会

６月 無

14

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

佐藤昌憲（客員研究員）出土有機質遺物

に対するシンク

ロトロン顕微赤

外分光法の応用

～繊維資料を中

心に～

日本文化財科学会

第24回大会研究発

表要旨集

日本文化

財科学会

６月 無

15

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

佐藤昌憲（客員研究員）出土繊維製品の

保存と再分析に

おける前処理

文化財保存修復

学会第29回大会

研究発表要旨集

文化財保

存修復学

会

６月 無

16

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

佐藤昌憲（客員研究員）顕微赤外分析法

による出土植物

繊維の材質同定

文化財保存修復

学会第29回大会

研究発表要旨集

文化財保

存修復学

会

６月 無

17

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

佐藤昌憲（客員研究員） 顕微赤外分析によ

る出土繊維や漆な

どの材質同定

奈良文化財研究所

紀要2007

奈良文化

財研究所

６月 無

18

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

降幡順子（研究員）、

肥塚隆保（保存修復

科学研究室長）

兵庫津遺跡出土

青花（染付）磁

器の自然科学的

調査

文化財保存修復

学会第29回大会

研究発表要旨集

文化財保存

修復学会

６月 無

19

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

肥塚隆保（保存修復

科学研究室長）、高

妻洋成（主任研究

員）、降幡順子（研

究員）

重要文化財島根

県加茂岩倉遺跡

出土銅鐸の保存

修理－保存科学

調査から－

日本文化財科学会

第24回大会研究発

表要旨集

日本文化

財科学会

６月 無

20

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

高妻洋成（主任研究

員）、肥塚隆保（保

存修復科学研究室

長）、降幡順子（研

究員）

小郡市寺福童遺跡

４より出土した銅

戈の保存修理

奈良文化財研究所

紀要2007

奈良文化

財研究所

６月 無
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21

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

肥塚隆保（保存修復

科学研究室長）、高

妻洋成（主任研究

員）、降幡順子（研

究員）

重要文化財加茂

岩倉遺跡出土銅

鐸の保存修理

奈良文化財研究所

紀要2007

奈良文化

財研究所

６月 無

22

考古資料の材質・

構造の調査法及び

保存・修復に関す

る実践的研究

降幡順子（研究員）、

脇谷草一郎（特別研

究員）、高妻洋成（主

任研究員）、肥塚隆

保（保存修復科学研

究室長）

国宝唐招提寺金

堂顔料分析調査

奈良文化財研究所

紀要2007

奈良文化

財研究所

６月 無
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【東京文化財研究所と奈良文化財研究所との共同研究】　計３件

○国・地方公共団体の要請に応じた保存措置等のために必要な実践的な調査・研究の実施

研究テーマ 発表者（氏名・職名） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 掲載年月日
レフェ
リー
有無

1

文化庁が行う高松

塚古墳・キトラ古

墳の壁画の調査及

び保存・活用に関

する技術的協力

佐野千絵（保存科学

研究室長）、犬塚将

英（研究員）、間渕

創（研究補佐員）、

木川りか（生物科学

研究室長）、吉田直

人（主任研究員）、

森井順之（研究員）、

加藤雅人（研究員）、

降幡順子（研究員）、

石﨑武志（保存修復

科学センター長）、

三浦定俊（副所長）

キトラ古墳保護

覆屋内の環境に

ついて⑶－カビ

点検報告記録の

解析－

保存科学47号 東京文化

財研究所

２月 無

2

文化庁が行う高松

塚古墳・キトラ古

墳の壁画の調査及

び保存・活用に関

する技術的協力

松村恵司（考古第一

研究室長）

石室解体修理事業

に伴う発掘調査

月刊文化財532号 第一法規 １月 無

3

文化庁が行う高松

塚古墳・キトラ古

墳の壁画の調査及

び保存・活用に関

する技術的協力

犬塚将英（研究員）、

石﨑武志（保存修復

科学センター長）

高松塚古墳石室

解体時の壁画保

存のための温湿

度環境の制御

保存科学47号 東京文化

財研究所

２月 無
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⑤　調査研究刊行物一覧

【東京国立博物館】

○調査研究刊行物

刊　行　物　名 発行部数 配     布     先

ＭＵＳＥＵＭ 607 ～612号 各1,900 美術館・博物館・大学・研究所等

2,742件(各457件)

東京国立博物館紀要43号 700 美術館・博物館・大学等  329件

東京国立博物館文化財修理報告Ⅷ 500 美術館・博物館・大学等   90件

法隆寺献納宝物特別調査概報ⅩⅩⅧ　聖徳太子絵伝１ 600 美術館・博物館・大学等  186件

重要考古資料学術調査報告書『東大寺山古墳の在銘大刀』 600 美術館・博物館・大学等  186件

○展覧会目録

刊  行  物  名 発行部数 配     布     先

特別展 足利義満600年御忌記念「京都五山　禅の

文化」展

― 美術館・博物館・大学等　112件

大徳川展 ― 美術館・博物館・大学等　112件

陽明文庫創立70周年記念

「宮廷のみやび―近衛家1000年の名宝」

― 美術館・博物館・大学等  112件

平成遷都1300年記念　国宝　薬師寺展 ― 美術館・博物館・大学等　112件

寄贈品図録 東京国立博物館　広田不狐斎コレクション

鑑賞陶器編

2,500 美術館・博物館・大学等  112件

山本達郎氏寄贈品目録　アジアの石彫・絵画 1,000 美術館・博物館・大学等  112件

【京都国立博物館】

○調査研究刊行物

刊  行  物  名 発行部数 配     布     先

研究紀要「学叢」第29号 1,150 美術館・博物館・大学等

文化財保存修理所　修理報告書３ 500 大学・図書館・研究機関等

助成研究会報告書35冊 1,000 美術館・博物館・大学等

図像蒐成ＸＩ 800 美術館・博物館・大学等

○展覧会目録

刊  行  物  名 発行部数 配     布     先

特別展覧会　金峯山埋経一千年記念藤原道長

　　　　　　－極めた栄華・願った浄土－

6,000 美術館・博物館・大学等

特別展覧会　狩野永徳 ― 美術館・博物館・大学等

特別展覧会　修好通商条約締結150周年

憧れのヨーロッパ陶磁－マイセン・セーヴ

ル・ミントンとの出会い－

― 美術館・博物館・大学等
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特別展覧会　京都御所障壁画－御常御殿と御学問所－ ― 美術館・博物館・大学等

【奈良国立博物館】

刊  行  物  名 発行部数 配    布    先

奈良国立博物館だより

（年４回）

春・夏・冬号 各20,000

秋号 40,000

美術館・博物館・大学・研究所等  

約120件

奈良国立博物館リーフレット 日本語版 100,000

英語版 10,000 

中国語版 5,000

韓国語版 8,000

ドイツ語版 2,000

フランス語版 2,000

スペイン語版 2,000

館内で来館者に配布 

奈良国立博物館展示案内 105,000 館内で来館者に配布 

研究紀要「鹿園雑集」９号
―

美術館・博物館・大学・研究所等

へ配布

○展覧会目録

刊  行  物  名 発行部数 配     布     先

神仏習合―かみとほとけが織りなす信仰と美

―

美術館・博物館・研究機関等へ配

布し、一部ミュージアムショップ

で販売

古玩逍遥－服部和彦氏寄贈仏教工芸

―

美術館・博物館・研究機関等へ配

布し、一部ミュージアムショップ

で販売

仏さまの彩り

―

美術館・博物館・研究機関等へ配

布し、一部ミュージアムショップ

で販売

美麗　院政期の絵画

―

美術館・博物館・研究機関等へ配

布し、一部ミュージアムショップ

で販売

第59回正倉院展

―

美術館・博物館・研究機関等へ配

布し、一部ミュージアムショップ

で販売

おん祭と春日信仰の美術

―

美術館・博物館・研究機関等へ配

布し、一部ミュージアムショップ

で販売
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【九州国立博物館】

○調査研究刊行物

刊  行  物  名 発行部数 配     布     先

東風西声第３号 2,000 美術館・博物館・研究機関等へ配

布し、一部ミュージアムショップ

で販売

修理完成記念特集陳列

釈迦誕生図－受け継がれる朝鮮仏画の名品－

3,000 美術館・博物館・研究機関等へ配

布し、一部ミュージアムショップ

で販売

朝鮮白磁－純白・乳白・青白の器－ 2,000 美術館・博物館・研究機関等へ配

布し、一部ミュージアムショップ

で販売

○展覧会目録

刊  行  物  名 発行部数 配     布     先

未来への贈りもの－中国泰山石経と浄土教美術－ 800 美術館・博物館・大学等

未来への贈りもの－中国泰山石経と浄土教美術－

こどもガイド

30,000 館内観覧者

日本のやきもの－選び抜かれた名宝120点－ ― 美術館・博物館・大学等

日本のやきもの－選び抜かれた名宝120点－

やきもの占い

10,000 館内観覧者

本願寺展　－親鸞と仏教伝来の道－ ― 美術館・博物館・大学等

京都五山　禅の文化展 ― 美術館・博物館・大学等

【東京文化財研究所】

○調査研究刊行物

刊  行  物  名 発行部数 配     布     先

東京文化財研究所年報 1,000 博物館・美術館・大学・研究機関等

東京文化財研究所概要 4,000 博物館・美術館・大学・研究機関等

東文研ニュース 第29 ～32号 各3,000 博物館・美術館・大学・研究機関等

東京文化財研究所所蔵目録７　外国語雑誌編 1,000 博物館・美術館・大学・研究機関等

平成18年版　日本美術年鑑 600 博物館・美術館・大学・研究機関等

美術研究 392 ～394号 各400 博物館・美術館・大学・研究機関等

無形文化遺産研究報告 650 博物館・美術館・大学・研究機関等

第２回無形民俗文化財研究協議会報告書 500 博物館・美術館・大学・研究機関等

保存科学 47号 700 博物館・美術館・大学・研究機関等

無形文化遺産の保護―国際的協力と日本の役割― 800 博物館・美術館・大学・研究機関等
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【奈良文化財研究所】

○調査研究刊行物

刊  行  物  名 発行部数 配     布     先

奈良文化財研究所紀要2007 3,000 大学、研究機関、図書館等

奈良文化財研究所概要 4,500 大学、研究機関、図書館等

奈文研ニュースNo.25 ～28号 各3,000 大学、研究機関、教育委員会等

埋蔵文化財ニュース130号 3,200 教育委員会、図書館、博物館等

埋蔵文化財ニュース131 ～133号 各3,500 教育委員会、図書館、博物館等

平安時代庭園に関する研究１ 300 大学、研究機関等

古代豪族居宅の構造と機能 1,000 大学、研究機関等

遺跡の教育面に関する活用－平成18年度遺跡整備・活用

研究集会（第１回）報告書－

600 大学、研究機関等

高知県中芸地区森林鉄道遺産調査報告書 500 大学、研究機関、教育委員会、図

書館等

遺跡整備調査報告－管理運営体制および整備活用手法に

関する類例調査－

1,000 大学、研究機関等

日韓文化財論集Ⅰ 600 大学、研究機関、図書館等

重要文化財建造物現状変更説明1968－1970(本文編) 500 大学、研究機関、教育委員会、図

書館等

重要文化財建造物現状変更説明1968－1970(図版編) 500 大学、研究機関、教育委員会、図

書館等

重要文化財建造物現状変更説明　1965－1967(本文編) 500 大学、研究機関、教育委員会、図

書館等

重要文化財建造物現状変更説明　1965－1967(編)図版 500 大学、研究機関、教育委員会、図

書館等

飛鳥藤原宮発掘調査出土木簡概報(二十一) 1,200 大学、研究機関、教育委員会、図

書館等

平城宮発掘調査出土木簡概報(三十八) 1,000 大学、研究機関、教育委員会、図

書館等

キトラ古墳壁画四神玄武 4,000 大学、研究機関、教育委員会、博

物館等

重要文化財指定記念　奇偉荘厳　山田寺 4,000 大学、研究機関、教育委員会、博

物館等

地下の正倉院展－平城宮木簡の世界－ 10,000 館内観覧者

｢とき」を撮す－発掘調査と写真－ 2,000 大学、研究機関、教育委員会、博

物館等

飛鳥の考古学2007 2,000 大学、研究機関、教育委員会、博

物館等

平城宮跡東院地区中枢部の調査　平城第421次調査 2,000 現地説明会見学者等

平城宮跡東院地区中枢部の調査　平城第423次調査 2,000 現地説明会見学者等

藤原宮大極殿院南門の調査(飛鳥藤原148次)調査現地説

明会資料

7,000 現地説明会見学者等

石神遺跡の調査　石神遺跡第20次調査現地説明会資料 3,000 現地説明会見学者等

甘樫丘東麓遺跡　(飛鳥藤原第151次)現地説明会資料 7,000 現地説明会見学者等
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⑥　科学研究費補助金による調査研究

国立文化財機構 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館 東京文化財研究所 奈良文化財研究所

78件 10件 ３件 ２件 ９件 18件 36件

【東京国立博物館】　10 件

研究テーマ 名　前 役　職 区　分
予算

(千円)

博物館教育・普及事業の事例分析

と日本の伝統文化に関する先駆的

教育・普及理論の構築

井上洋一 事業部事業企画課長 基盤研究(Ａ) 9,750

法隆寺献納宝物聖徳太子絵伝の調

査研究

松原茂 上席研究員 基盤研究(Ａ) 6,630

江戸幕府旧蔵資料の総合的研究 高橋裕次 事業部情報課長 基盤研究(Ｂ) 3,640

日本古代手工業史における埴輪生

産構造の変遷と技術移転から見た

古墳時代政治史の研究

古谷毅 文化財部保存修復課

保存修復室長

基盤研究(Ｂ) 3,640

東アジアの書道史における料紙と

書風に関する基礎的研究

島谷弘幸 文化財部長 基盤研究(Ｂ) 4,940

日本における木彫像の樹種と用材

観に関する調査研究

金子啓明 特任研究員 基盤研究(Ｂ) 3,770

国立博物館の機能と役割の変遷に

関する基礎的研究－館史資料の分

析を中心に－

丸山士郎 文化財部列品課

列品室主任研究員

基盤研究(Ｃ) 1,430

東京国立博物館所蔵写真資料デー

タベース

富田淳 文化財部列品課

列品室長

研究成果公開促進費

（データベース）

2,500

東京国立博物館所蔵博物図譜デー

タベース

高橋裕次 事業部情報課長 研究成果公開促進費

（データベース）

5,400

東京国立博物館古地図データベース 田良島哲 事業部情報課

情報管理室長

研究成果公開促進費

（データベース）

1,400

【京都国立博物館】　３件

研究テーマ 名　前 役　職 区　分
予算

(千円)

日本における木の造形的表現とそ

の文化的背景に関する総合的考察

佐々木丞平 館長 基盤研究(Ａ) 13,650

建仁寺両足院に所蔵される五山文

学関係典籍類の調査研究

赤尾栄慶 学芸課企画室長 基盤研究(Ｂ) 5,070

仏教における衣服の寄進と再利用

に関する基礎的研究　　－袈裟、

打敷、幡－

山川曉 学芸課企画室研究員 若手研究(Ｂ) 1,100
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【奈良国立博物館】　２件

研究テーマ 名前 役職 区分
予算

(千円)

古墳時代中期における対外交渉の

特質と地域圏の形成・展開過程

吉澤悟 学芸課資料室長 若手研究(Ｂ) 1,560

統一新羅期の道具瓦集成 岩戸晶子 学芸課教育室研究員 若手研究(Ｂ) 1,300

【九州国立博物館】　９件

研究テーマ 名前 役職 区分
予算

(千円)

ＶＲ画像を活用した日本装飾古墳

デジタルアーカイブの構築

河野一隆 学芸部企画課

文化交流展室長

基盤研究(Ａ) 10,660

彩色水浸文物の保存科学的研究

－中国江蘇省泗水王陵出土文物の

保存－

今津節生 学芸部博物館科学課

環境保全室長

基盤研究(Ｂ) 3,510

近代工芸の美術史・産業史・地域

史の基礎資料としての内国勧業博

覧会出品作品の研究

伊藤嘉章 学芸部

企画課長

基盤研究(Ｃ) 1,560

博物館危機管理としての市民協同

型ＩＰＭシステム構築に向けての

基礎研究

本田光子 学芸部

博物館科学課長

基盤研究(Ｃ) 2,470

博物館におけるＸ線ＣＴスキャン

データの活用

鳥越俊行 学芸部博物館科学課

環境保全室研究員

基盤研究(Ｃ) 2,470

室町時代の中国文物の受容に関す

る調査研究

畑靖紀 学芸部企画課

特別展室研究員

若手研究(Ｂ) 700

弥生時代後期～古墳時代の墳墓大

量出土ベンガラについての基礎的

研究

志賀智史 学芸部博物館科学課

保存修復室研究員

若手研究(Ｂ) 1,000

日本近世宗門改制度に関する基礎

的研究

東　昇 学芸部文化財課

資料管理室研究員

若手研究(Ｂ) 1,800

古代東南アジアにおける三尊像図

像の研究－タイ・ミャンマーの図

像を中心に－

原田あゆみ 学芸部企画課

特別展室研究員

若手研究(Ｂ) 2,000

【東京文化財研究所】　18 件

研究テーマ 名　前 役　職 区　分
予算

(千円)

文化財の透過撮影および材質調査

を目的とした新しいＸ線検出器の

開発

犬塚将英 保存修復科学センター

保存科学研究室研究員

若手研究(Ａ) 3,900

日本に所在する宋代彫刻の基礎的

調査研究

皿井舞 企画情報部文化財

アーカイブズ研究室

研究員

若手研究(Ｂ) 500
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大規模イベントにおける民俗芸

能・祭礼の利用の実態とその影響

の調査研究

俵木悟 無形文化遺産部

主任研究員

若手研究(Ｂ) 700

ジェルクリーニング剤を用いた

セッコ壁画表面の保存処理法に関

する研究

谷口陽子 特別研究員 若手研究(Ｂ) 500

新しい展示照明光源－白色ＬＥＤ

に対する染料耐光性の検証

吉田直人 保存修復科学センター

主任研究員

若手研究(Ｂ) 2,100

文化的景観における人と水環境の

関係の研究－白川郷・五箇山の景

観形成とその保存－

豊島久乃 特別研究員 若手研究(Ｂ) 1,800

江戸前期町絵師の活動状況につい

ての研究－尾形光琳を中心に－

江村知子 企画情報部文化財

アーカイブズ研究室

研究員

若手研究(Ｂ) 2,200

西アジア・トランスコーカサスに

おける初期農耕経済の受容課程に

関する考古学研究

有村誠 特別研究員 若手研究(Ｂ) 1,000

古墳壁画の保存環境に関する研究 三浦定俊 副所長 基盤研究(Ａ) 11,570

高松塚古墳壁画劣化要因微生物の

遺伝・表現形成等基礎データの総

合的構築

佐野千絵 保存修復科学センター

保存科学研究室長

基盤研究(Ａ) 20,930

太行山脈一帯に点在する仏教石窟

群の包括的保護計画策定に関する

日中共同研究

岡田健 文化遺産国際協力センター

保存計画研究室長

基盤研究(Ｂ) 4,940

日本古代中世金銅仏の荘厳に関す

る調査研究

津田徹英 企画情報部広領域研

究室長

基盤研究(Ｂ) 2,860

文化と景観およびその保護手法の

研究－信仰に関わる文化的景観の

調査・分析－

稲葉信子 文化遺産国際協力センター

国際企画情報研究室長

基盤研究(Ｂ) 5,720

効率的な防災施策提言のための地

震動予測地図と文化財データベー

スの融合手法の構築

二神葉子 文化遺産国際協力センター

主任研究員

基盤研究(Ｃ) 1,300

民俗芸能保護における「記録選択」

の意義に関する調査研究

宮田繁幸 無形文化遺産部長 基盤研究(Ｃ) 780

燻蒸剤等各種殺虫・殺菌処理が文

化財のタンパク質材質へ及ぼす影

響の科学的検討

木川りか 保存修復科学センター

生物科学研究室長

基盤研究(Ｃ) 1,820

日本絵画の彩色材料に関する分析

化学的調査研究

早川泰弘 保存修復科学センター

分析科学研究室長

基盤研究(Ｃ) 2,470

建築文化財における外観塗料材料

の変遷と新塗料開発に関する研究

北野信彦 保存修復科学センター

伝統技術研究室長

基盤研究(Ｃ) 2,340
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【奈良文化財研究所】　36 件

研究テーマ 名　前 役　職 区　分
予算

(千円)

カンボディアにおける中世遺跡と

日本人町の研究

杉山洋 企画調整部展示企画

室長

特別研究促進費 5,800

文化的資産としての名勝地の概念

とその適用に関する基礎的研究

平澤毅 文化遺産部主任研究員 特別研究促進費 1,200

推論機能を有する木簡など出土文

字資料の文字自動認識システムの

開発

渡邉晃宏 都城発掘調査部史料

研究室長

基盤研究(Ｓ) 21,060

日中古代墳墓副葬品の比較研究 金田明大 埋蔵文化財センター

遺跡・調査技術研究

室研究員

基盤研究(Ａ) 7,020

古代東アジアにおける造瓦技術の

変遷と伝播に関する研究

山崎信二 都城発掘調査部副部長 基盤研究(Ａ) 8,450

遺跡出土の建築部材に関する総合

的研究

島田敏男 都城発掘調査部遺構

研究室長

基盤研究(Ａ) 11,440

東アジアにおける家畜の伝播とそ

の展開に関する動物考古学的研究

松井章 埋蔵文化財センター

環境考古学研究室長

基盤研究(Ａ) 19,500

富本銭と和同開珎の系譜をめぐる

比較研究

松村恵司 都城発掘調査部考古

第一研究室長

基盤研究(Ｂ) 4,420

霊廟建築における荘厳手法の総合

的比較研究

窪寺茂 文化遺産部建造物研

究室長

基盤研究(Ｂ) 3,380

「灰吹法」の実証的検証に基づく

わが国における金・銀の製錬技術

の技術史的研究

村上隆 都城発掘調査部

上席研究員

基盤研究(Ｂ) 7,800

打音試験法及びアコースティック

エミッション法による石造文化財

の劣化診断技術の開発

高妻洋成 埋蔵文化財センター

主任研究員

基盤研究(Ｂ) 3,640

南都における廃仏毀釈後の資料動

態に関する調査研究

吉川聡 文化遺産部主任研究員 基盤研究(Ｂ) 4,680

大極殿院の思想と文化に関する研究 内田和伸 文化遺産部景観研究

室長

基盤研究(Ｂ) 1,300

マイクロフォーカスＸ線ＣＴを用

いた非破壊年輪年代法による木彫

神像の研究

大河内隆 埋蔵文化財センター

年代学研究室研究員

基盤研究(Ｂ) 5,980

古代の宮殿および官衙の占地に関

する復元的研究

小澤毅 埋蔵文化財センター

遺跡・調査技術研究

室長

基盤研究(Ｃ) 1,300

古代冶金工房の基礎的構造に関す

る考古学的研究

小池伸彦 都城発掘調査部上席

研究員

基盤研究(Ｃ) 780

東アジアにおける武器･武具の比

較研究

小林謙一 企画調整部企画調整

室長

基盤研究(Ｃ) 1,300

日韓出土土器による３・４世紀国

際交流の研究

次山淳 都城発掘調査部

主任研究員

基盤研究(Ｃ) 650
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蓄積型自然放射線量とＸ線分析に

よる古代ガラス・セラミックス材

質の考古科学的研究

降幡順子 埋蔵文化財センター

保存修復科学研究室

研究員

基盤研究(Ｃ) 1,560

律令国家の国郡成立過程に関する

考古学的研究

山中敏史 文化遺産部遺跡整備

研究室長

基盤研究(Ｃ) 2,340

東アジアの鉛釉陶器－考古資料に

みる鉛釉陶器生産と唐三彩の影響

神野恵 都城発掘調査部考古

第二研究室研究員

若手研究(Ｂ) 800

弥生・古墳時代における日韓墳墓

出土鉄製武器の比較研究

豊島直博 都城発掘調査部考古

第一研究室研究員

若手研究(Ｂ) 700

古代東アジアにおける木造塔の構

造と意匠に関する研究

箱崎和久 都城発掘調査部遺構

研究室研究員

若手研究(Ｂ) 900

古代中世の建築用語とその規格

－造営史料と建築部材の検討を通

して－

西田紀子 企画調整部展示企画室

研究員

若手研究(Ｂ) 600

飛鳥藤原出土木簡の資料的検討と

官司運営の復元

市大樹 都城発掘調査部史料

研究室研究員

若手研究(Ｂ) 700

古代東アジアにおける火葬習俗の

伝播に関する基礎的研究

小田裕樹 都城発掘調査部考古

第二研究室研究員

若手研究(Ｂ) 500

東アジアにおける文化遺産のオー

センティシティに関する比較研究

清水重敦 文化遺産部建造物研究室

研究員

若手研究(Ｂ) 800

倉の立地から見た集落構造とその景

観文化：群倉型集落を事例として

黒坂貴裕 都城発掘調査部遺構

研究室研究員

若手研究(Ｂ) 800

古代都城儀式の歴史的変遷に関す

る研究

山本崇 都城発掘調査部史料

研究室研究員

若手研究(Ｂ) 1,000

定住民と遊牧民における埋葬体系

の比較研究－ヨルダン南部を例と

して－

橋本裕子 埋蔵文化財センター

客員研究員

若手研究(Ｂ) 2,100

銅鏡にみる古代東アジアの文化交流 中川あや 都城発掘調査部考古

第三研究室研究員

若手研究(Ｂ) 800

縄文時代における、縄文原体から

みた社会構造変化

石田由紀子 特別研究員 若手研究(Ｂ) 500

石造文化財と水に関する研究

－溶出実験から捉えた化学的風化－

脇谷草一郎 特別研究員 若手研究(スター

トアップ)

1,200

島嶼環境におけるラピタ人の拡

散・適応戦略を探る考古学的研究

石村智 企画調整部国際遺跡

研究室研究員

若手研究(スター

トアップ)

1,300

加飾壺の成立・展開からみた古墳

祭祀の創出過程

廣瀬覚 特別研究員 若手研究(スター

トアップ)

610

動 物 考 古 学　Fundamentals of 

Zooarchaeology of Japan

松井章 埋蔵文化財センター

環境考古学研究室長

研究成果公開促進費

(学術図書)

4,100
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⑦　客員研究員一覧

国立文化財機構 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館 東京文化財研究所 奈良文化財研究所

79人 15人 ５人 ６人 ２人 32人 19人

【東京国立博物館】　15人

氏　名（所　属） 研  究  課  題

田辺龍太

（財団法人切手の博物館学芸員）

当室所蔵の切手に関する調査研究

水上嘉代子

（財団法人遠山記念館学芸員）

当館所蔵近世日本染織に関する研究

大脇潔

（近畿大学文芸学部教授）

飛鳥から奈良時代の都城・寺院の調査研究、飛鳥から奈

良時代の造瓦技術の研究

金子浩昌

（元早稲田大学講師）

当館所蔵原始・古代骨角製品に関する研究

安藤廣道

（慶應義塾大学文学部助教授）

当館所蔵の日本考古資料に関する研究

東野治之

（奈良大学文学部教授）

法隆寺献納宝物「古今目録抄」に関する研究

針谷武志

（別府大学文学部助教授）

法隆寺献納宝物「聖徳太子絵伝下貼文書」に関する研究

小笠原小枝

（日本女子大学家政学部教授）

当館所蔵のインド更紗に関する研究

松田清

（京都大学大学院人間・環境学研究科教授）

当館所蔵の洋書及び関連資料の調査研究

宮下佐江子

（古代オリエント博物館）

西アジア古代ガラスの研究

沢田正昭

（国士舘大学21世紀アジア学部教授）

金銅製考古遺物の保存と修理の研究

小野博

（美術刀剣研磨技師）

刀剣コレクションに関する保存状態の評価と保存修理の

対策

長谷高史

（愛知県立芸術大学美術学部教授）

当館の環境デザインに関する研究

棟尾聡

（棟尾建築設計工房主宰）

建築空間等の活用方法に関する研究

新井哲夫

（群馬大学教育学部教授）

博物館における美術教育に関する研究

【京都国立博物館】　５人

氏　名（所　属） 研　究　課　題

奥平俊六

（大阪大学大学院文学研究科教授）

永徳に関する調査研究

山田奨治

（国際日本文化研究センター研究部助教授）

文化財情報に関する調査研究
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宇都宮啓吾

（大阪大谷大学文学部教授）

訓点資料としての典籍に関する調査研究

狩野博幸

（同志社大学文化情報学部教授）

近世絵画に関する調査研究

井上一稔

（同志社大学文学部教授）

彫刻に関する調査研究

【奈良国立博物館】　６人

氏　名（所　属） 研　究　課　題

井出誠之輔

（九州大学大学院人文科学研究院教授）

仏教絵画の調査及び整理

木村法光

（元宮内庁正倉院事務所保存課長）

漆工品の調査及び研究

森郁夫

（帝塚山大学人文学部教授）

飛鳥・奈良時代の仏教考古、斑鳩地区出土瓦の調査及び

整理

根立研介

（京都大学大学院文学研究科教授）

仏教彫刻の調査と整理

板倉聖哲

（東京大学東洋文化研究所准教授）

中国・朝鮮絵画の調査及び整理

米倉迪夫

（上智大学国際教養学部教授）

肖像画及び仏教説話画の研究

【九州国立博物館】　２人

氏　名（所　属） 研　究　課　題

篠﨑悠羙子

（別府大学文学部教授）

文化財の保存修復に関する研究

井手誠之輔

(九州大学大学院人文科学研究院教授)

アジア仏教美術に関する研究

【東京文化財研究所】　32人

氏　名（所　属） 研　究　課　題

伊與田光宏

（千葉工業大学教授）

文化財資料データベースの構築に関する研究

相澤正彦

（成城大学文芸学部芸術学科教授）

「東アジアの美術に関する資料学的研究」（美01）の調査

研究と研究助言

青木茂

（文星芸術大学教授）

「近現代美術に関する総合的な研究」（美02）遂行のため、

日本近代美術研究に関する専門的な知識により、助言、

協力を仰ぐ

大島暁雄

（元文化庁文化財保護部伝統文化課主任文化

財調査官）

「民族技術」及び民俗芸能以外の「風俗・慣習」に関す

る調査研究
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深津（福岡）裕子

（女子美術大学・多摩美術大学非常勤講師）

工芸技術（主として染織関係）の伝承実態の調査

森下愛子 工芸技術（主として陶芸）の伝承実態の調査

服部比呂美

（国立国会図書館国際子ども図書館非常勤調

査員）

無形民俗文化財における風俗・慣習及び民俗技術分野の

調査

山野勝次

（文化財虫害研究所常務理事）

文化財の虫害とその防除の研究

白石靖幸

（北九州市立大学国際環境工学部環境空間デ

ザイン学科准教授）

環境のシミュレーション手法の研究

小椋大輔

（京都大学大学院工学研究科建築学専攻助教）

環境のシミュレーション手法の研究

三村衛

（京都大学防災研究所准教授）

古墳墳丘部の地盤工学的調査・研究

小宮山健二

（斎藤株式会社）

漆の保存に関する調査・研究

中右恵理子 キトラ古墳壁画修復に関する調査・研究

安部倫子 高松塚古墳壁画修復に関する調査・研究

板垣義郎

（明和産業株式会社）

修復材料に関する調査・研究

横山晋太郎

（かかみがはら航空宇宙科学博物館参事）

近代の文化遺産の保存修復に関する研究

舘川修 伝統材料に関する調査研究

長島宏行

（日本航空協会）

近代の文化遺産の保存修復、特に航空機保存に関する調

査・研究

小堀信幸

（日本海事科学振興財団）

近代の文化遺産の保存修復に関する調査・研究

前田耕作 西アジア諸国等文化遺産保存修復協力事業の推進に関す

る業務についての研究協力

鉾井修一

（京都大学大学院工学研究科建築学専攻教授）

タイ・スコータイ遺跡スリチュム寺院において、大仏の

表面に生物を発生しにくくさせる環境条件に関する研究

大竹秀実 文化財保護施策の国際的研究にかかる調査研究のうち、

特に動産文化財の保護施策に関する調査研究

津村宏臣

（同志社大学文化情報学部准教授）

文化財保存修復国際情報のデータベース化に関する研究

大和智

（筑波大学大学院人間総合科学研究科教授）

文化財保護施策の国際的研究にかかる調査研究のうち、

特に各国また国際機関の文化財施策に関する調査研究

高林（津村）弘実 壁画に見られる「劣化」現象に焦点をあて、莫高窟壁画

の材料と技法の調査研究
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ウーゴ・ミズコ

（国際基督教大学アジア文化研究所研究員）

文化財保護施策の国際的研究にかかる調査研究のうち、

欧米各国の文化財施策に関する調査研究および専門機

関・専門家ネットワーク構築業務

青木繁夫

（サイバー大学教授）

文化財国際コンソーシアムに関連する研究

西山伸一

（サイバー大学助教授）

西アジア諸国等文化遺産保存修復協力事業の推進に関す

る業務についての研究協力

カリル・マグディ

（エジプト治水・水利省、国際水利研究センター）

環境のシミュレーション手法の研究

岩井俊平

（龍谷大学図書館事務部嘱託職員）

西アジア諸国等文化遺産保存修復事業に参加し、当該地域

の遺跡保存に対して考古学的・美術史学的な研究を行う

上野智子

（文化女子大学非常勤講師）

「文化遺産保護国際貢献事業（無形文化遺産保護パート

ナーシッププログラム）」における海外諸機関との研究

交流

星野紘

（成城大学大学院文学研究科日本常民文化専攻

非常勤講師）

「文化遺産保護国際貢献事業（無形文化遺産保護パート

ナーシッププログラム）」における海外諸機関との研究

交流

【奈良文化財研究所】　19人

氏　名（所　属） 研　究　課　題

綾村宏

（京都女子大学文学部教授）

日本中世史・古文書学

増井正哉

（奈良女子大学生活環境学部教授）

建築史・保存修景計・地域計画

宮城俊作

（奈良女子大学生活環境学部教授）

ランドスケープデザイン・都市デザイン

黒崎直

（富山大学人文学部教授）

日本考古学（弥生時代～古代・中世）

川越俊一

（元奈良文化財研究所都城発掘調査部長）

古代陶硯の集成的研究

７・８世紀の土器編年大綱の整備

寺崎保広

（奈良大学文学部教授）

日本古代史

高橋克壽

（花園大学文学部准教授）

日本考古学及び東アジア考古学

西村康

（㈶ユネスコ・アジア文化センター文化遺産

保護協力事務所研修指導部長）

遺跡探査及び測量

百橋明穂

（神戸大学大学院人文学研究科）

日本美術史

渡邉淳子

（元善通寺市職員）

古墳時代～歴史時代の土器・土製品の生産と流通

横山精士

（元岡山大学非常勤職員研究員）

生産遺跡を中心とする考古遺物の材料科学的調査・研究

機器分析を用いた無機材料解析

加藤雅士

（元奈良文化財研究所都城発掘調査部研究補佐員）

縄文時代墓制の動態・歴史時代土器の研究
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佐藤昌憲

（元京都工芸繊維大学繊維学部教授）

有機質遺物の材質分析

茂原信生

（元京都大学霊長類研究所教授）

自然人類学、動物考古学

藤田正勝

（元ダーラム大学考古学部調査研究員）

動物考古学、第四紀哺乳類化石（東アジア）

松下まり子

（元神戸大学大学教育センター教務職員）

花粉分析

橋本裕子

（元京都大学大学院理学研究科研修員）

埴輪研究・骨考古学（古人骨）

伊東隆夫

（元京都大学生存圏研究所教授）

木材組織学

藤井裕之

（元京都大学大学院生）

年輪年代学
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ｂ．ボランティア受入れ実績
１　受入人数

国立文化財機構 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館 奈良文化財研究所

705人 162人 23人 96人 293人 131人

２　活動内容

【東京国立博物館】

種別（登録人数） 概要

生涯学習ボランティア

（153人）

１）来館者参加型ガイドツアーの実施　

・樹木ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　　64回　  919人参加

・浮世絵展示解説　　　　　　　　　　　　　　　74回　1,462人

・本館ハイライトツアー　　　　　　　　　　　　98回  2,639人

・法隆寺宝物館ガイドツアー　　　　　　　　　　73回　1,162人

・考古展示室ガイド　　　　　　　　　　　　　　44回　  731人

・陶磁室エリアガイド　　　　　　　　　　　　　17回　  308人

・庭園茶室ツアー　　　　　　　　　　　　　　　16回　  318人

・お茶会　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 11回　  311人

・彫刻ガイド　　　　　　　　　　　　　　　　　23回　  592人

・外国人来館者に対する外国語（英語）ガイド　　22回　  306人

・子供たちのアートスタジオ　　　　　　　　　　 6回     80人

・ガイドツアー「博物館で桜めぐり」（「博物館でお花見を」内のプログラム

　20年３月20日～４月６日　計16日間　会期中毎日２～６回実施）

　　　　　　　　全日程　　　　実施回数と人数　　60回　1,093人

　　　　　　　　平成19年度内　実施回数と人数　　28回　　686人

２）各種教育普及事業の補助活動の充実を図る

【総合的学習の時間対応】

・スクールプログラム実施活動補助　（内容：就業体験）

　ボランティア対応学校数50校　生徒数149人 

【教育普及事業の補助】

・親と子のギャラリー「昔のゲームを楽しもう」ハンズオン体験コーナー補助

　（特集陳列「博物館のおもちゃ箱」関連プログラム ７月４日～８月27日）

・親と子のギャラリー「版で遊ぶ」ハンズオン体験コーナー補助

　（特集陳列「版でつくる」関連プログラム　11月27日～12月24日）

・「コピーの元祖　拓本体験」ハンズオン体験コーナー補助

　（特集陳列「拓本の世界」関連プログラム　４月17日～７月１日）

・「制作工程模型展示　仏頭はどうやって作られたのか？」鑑賞補助

　（４月17日～９月30日）

・「銅鐸の響き」ハンズオン体験コーナー補助

　（４月17日～９月30日）

・「屏風って何？」ハンズオン体験コーナー補助

　（特集陳列「屏風」関連プログラム　４月24日～６月３日）

・「ミニミニ模型」ハンズオン体験コーナー補助

　（特集陳列「漢時代の明器」関連プログラム　９月４日～12月２日）
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・「制作工程模型展示　盧舎那仏のひみつ」鑑賞補助

　（10月２日～20年２月24日）

・「魔鏡の不思議」ハンズオン体験コーナー鑑賞補助

　（10月２日～20年６月１日）

・「わたしの鏡」ハンズオン体験コーナー補助

　（平常展示「暮らしの調度」（本館８室）関連プログラム

 ９月４日～12月２日）

・「制作工程模型展示　押出仏のできるまで」鑑賞補助

　（20年2月26日～６月１日）

・特別展「宮廷のみやび」関連ワークショップ補助　

・特集陳列「東京国立博物館コレクションの保存と修理」関連

　「見学ツアー保存と修理の現場へ行こう」ツアー補助

　（20年２月20日・21日）

・「文化財を守る　－保存・修理－」（17室・通年）お客様対応

・列品解説(42回)・各種講演会の実施補助（通年）

・教育普及事業の告知補助（「本日の博物館」シール貼替え・通年）

３）ボランティア自身による自主的な企画立案による活動の充実を図る

　・ボランティア広報誌の作成（季刊発行）

４）その他

【館内案内】

・表慶館　（エントランス、体験の間、探求の間、出会いの間　

　４月17日～通年）

・本館　　（エントランス、２階、17室　　通年実施）

・「博物館でお花見を」期間の庭園開放中、庭園内のお客様案内

　（20年３月20日～４月６日）

【資料印刷・作成】

・配布パンフレット「日本美術の流れ」／４ヶ国語　96,762部

・「たんけんマップ」（小・中学生以上を対象とした館内鑑賞用手引きの作

成・配布）　13,350部

・特集陳列出品目録印刷

・法隆寺宝物館出品目録印刷

・ハンズオン体験コーナーリーフレットの印刷

【各種連携事業】

・日本英語交流連盟事業（ＪＥＴ）での茶会（60名）、英語ガイドの実施、

　館内案内（６月７日）

・「留学生の日」内プログラム　ボランティアによる応挙館茶会（250名）、

　英語ガイドの実施、館内案内（11月18日）

・台東区事業「外国人向け観光体験コース」における本館ハイライトガイド・

英語ガイドの実施（10月27日、11月23日、20年３月22日　合計３回）

・「博物館でお花見を」内のプログラム　ボランティアによる応挙館茶会

「花見で一服」（60名　20年３月28日）

【障害者対応】

・東京国立博物館紹介パンフレットの点訳版　配布

・三菱商事連携事業におけるアートスタジオ（根付作成）実施

　（７月７日　21人参加）

・東京都北区王子養護学校「版で遊ぶ」ワークショップ補助（11月29日）
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【研修の実施】

・表慶館「みどりのライオン」通年開館にともなう研修

・「子どもたちのアートスタジオ」（根付作成）（６月24日）

・「車椅子」（７月27日）

・「東博桜めぐり」　計３回（20年２月12日、２月25日、３月10日）

・平成20年度 生涯学習ボランティア　新規登録研修

　（20年３月19、21、22、23日）

　

【解説会の実施】（以下の展示につき、各１回ずつ実施）

・特集陳列「博物館のおもちゃ箱」　

・特集陳列「版でつくる」

・特集陳列「拓本の世界」

・特集陳列「仏像の道」

・「制作工程模型展示　仏頭はどうやって作られたのか？」

・特集陳列「屏風」

・特集陳列「漢時代の明器」

・「制作工程模型展示　盧舎那仏のひみつ」

・「魔鏡の不思議」

・平常展示「暮らしの調度」

・「制作工程模型展示　押出仏のできるまで」

・博物館の「展示照明」について

・特別展「京都五山　禅の文化展」

・特別展「大徳川展」

・特別展「宮廷のみやび」

・ミュージアムシアター「国宝　聖徳太子絵伝」

【博物館実施イベント事業の補助】

博物館実施のイベントに際し、チラシなどの配布物の準備・入場受付・

お客様の誘導および会場整理などの補助

・イブニングレクチャー「板碑の流通」

・夜桜セミナー「美術の中の桜たち」

・藤原真理　チェロコンサート

・ニューイヤーコンサート

・高田泰治　フォルテピアノリサイタル

・ロマン・ギュイオ＆中島由紀クラリネットとピアノデュオコンサート

・「宮廷のみやび展」関連イベント（連続講演会）

・「薬師寺展」関連イベント（記念対談、特別講演会、ガイダンス）

東京芸術大学学生

ボランティア（９人）

【ギャラリートーク班】６名

各自テーマに基づき６名が５回ずつ（前・後期10回）実施

　〈前期テーマ〉　９～11月　計30回　658人参加

・東南アジアの彫刻 ―カンボジア、さまざまな神々のすがた―

・京都・禅林寺所蔵、国宝「金銅蓮華唐草文磬」―蓮華文にみる平安貴族

の美意識―

・前田青邨筆「切支丹と仏徒」について　―大正期歴史画にみるロマンティ

シズム―

・江戸時代のファッション・モード　―小袖の意匠を読み解く―

・黒田清輝の作品について　―日本近代初期の洋画が目指したもの―

・憧憬の中国絵画　―名品の神髄に迫る―

　〈後期テーマ〉　20年１～３月　計24回　636人参加

　・雪舟筆「秋冬山水図」―伝統からの逸脱―
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　・近代工芸美術 ―鋳金家たちの『生き方革命』―

　・津田信夫 「白熊置物」―『置物』に対する眼差し―

　・浅井忠「春畝」―浅井忠と近代洋画の春 ―

　・国宝・興福寺金堂鎮壇具　―史上最高の土地鎮めの宝物―

【制作班】３名　「制作工程模型展示　押出仏のできるまで」

法隆寺宝物館において展示している阿弥陀三尊および僧形像の模型の作成

およびギャラリートークを実施。

　展示期間　　　　　20年２月26日～６月１日

　ギャラリートーク　20年３月６、８、11、13、15日　計５回　109名参加

【京都国立博物館】

・京都橘大学学生による平常展解説（10月18日～11月９日の木・金（13時～、14時半～、16時～））（18人）

・調査研究補助ボランティア（５人）

種　別（登録人数） 概　　　要

京都橘大学学生による平常展解説

ボランティア（18人）

京都橘大学との学術協定に基づき、当館研究員が事前講習を行い、

10月18日から11月９日までの毎木・金曜日の午後１時、２時半、４

時からの３回、平常展示館１階展示室にて、展示作品の解説を実施

調査研究支援ボランティア

（５人）

当館研究員が行う収蔵品調査・社寺調査等の調査・研究業務を支援

【奈良国立博物館】

解説ボランティア（85人）

・展示会場での作品解説（平常展･特別展･特別陳列等） 延べ316日

・学校団体グループ案内  （事前予約制） 16件

・その他団体グループ案内（事前予約制） 19件

・講堂での作品解説（正倉院展期間中） 96回

・講座、文化財教室等の支援 27回

・世界遺産学習の対応 32回

イベントボランティア（11人）

・イベント開催時の支援 ６回

【九州国立博物館】

種　別（登録人数） 概　　　要

展示解説ボランティア（54人） 文化交流展室で解説

教育普及ボランティア（72人） 「あじっぱ」で来館者への対応

館内案内ボランティア（34人） 館内案内およびバックヤードの案内

外国語通訳ボランティア（48人） 英語・韓国語・中国語で、館内およびバックヤードの案内

環境ボランティア（28人） ＩＰＭ（総合的有害生物管理）活動に関する支援

イベントボランティア（14人） 正月、昭和の日、七夕関連イベントの企画・立案・実施

学生ボランティア（43人） 春・夏休みのイベントの企画・立案・実施

（研修）全体研修17回、班別（部会別）研修105回、グループ研修54回

（対応来館者数）展示解説(6,332人)、館内案内(6,684人)、バックヤードツアー(3,443人)
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【奈良文化財研究所】

種　別（登録人数） 概　　　要

解説ボランティア（131人） 平城京跡資料館、遺構展示館、復原建物等の案内・解説

・各種ボランティアに対する学習会等

　専門研修 6日間／年

　平城宮跡クリーンフェスティバル 1日間／年

　『続日本紀』読書会 1日間／月

　清掃活動 11日間／年

　NPO通歴史文化講演会 3日間／年

　万葉集勉強会 1日間／月

　拓本づくり教室・出前教室 10日間／年

ｃ．ウェブサイト（ホームページ）のアクセス件数

東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館 東京文化財研究所 奈良文化財研究所

5,504,468件 733,885件 1,402,834件 5,943,616件 1,526,409件 923,466件
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ｄ．展示
①　入館者数

年　　　　　度 15 16 17 18 19

国
立
文
化
財
機
構

総 入 館 者 数 2,126,449 2,161,818 3,115,134 3,645,023 3,764,567

平
常
展

計 589,946 543,976 820,033 1,147,804 1,095,925

有
料

一 般 272,178 250,359 421,836 634,662 506,568
高 校 生

64,072 57,819 73,556 102,470 99,428
大 学 生
小 ・ 中 生 － － － － －
友 の 会 43,098 41,875 60,524 68,557 70,641

無
料

一 般 － － － － 106,078
小 ・ 中 生 83,605 67,030 114,371 189,496 175,712
高 校 生 12,591 12,591 11,234 13,828 15,270

招 待 者 等 114,402 112,768 138,512 138,791 122,228

特
別
展

計 1,536,503 1,617,842 2,295,101 2,497,219 2,668,642

有
料

一 般 954,464 1,024,415 1,450,830 1,674,220 1,769,987
高 ・ 大 生 92,467 84,706 110,305 124,212 131,777
小 ・ 中 生 60,061 17,546 52,863 55,681 27,172
友 の 会 54,020 68,958 72,202 91,580 86,194

無料 小 ・ 中 生 － 31,331 24,944 21,681 65,033
招 待 者 等 375,491 390,886 583,957 529,845 588,479

東
京
国
立
博
物
館

総 入 館 者 数 1,196,408 1,527,677 1,443,719 1,417,195 1,768,198

平
常
展

計 328,617 309,884 340,989 361,773 334,297

有
料

一 般 154,014 148,737 158,662 179,924 165,190
高 校 生 － － － － －
大 学 生 33,010 32,906 34,908 32,734 28,514
小 ・ 中 生 － － － － －
友 の 会 等 36,039 34,942 49,451 55,649 52,862

無料
小 ・ 中 生 33,396 27,470 31,844 31,540 26,471
高 校 生 12,591 14,125 11,234 13,828 15,270

招 待 者 等 59,567 51,704 54,890 48,098 45,990

特
別
展

計 867,791 1,217,793 1,102,730 1,055,422 1,433,901

有
料

一 般 497,290 791,838 634,606 685,137 946,113
高 ・ 大 生 45,384 59,416 56,744 59,466 80,862
小 ・ 中 生 18,168 － 314 3,177 －
友 の 会 35,684 51,145 50,598 60,958 52,662

無料 小 ・ 中 生 － 31,331 24,944 19,729 50,499
招 待 者 等 271,265 284,063 335,524 226,955 303,765

京
都
国
立
博
物
館

総 入 館 者 数 578,553 269,111 331,605 556,770 492,414

平
常
展

計 143,454 147,935 153,174 146,752 165,080

有
料

一 般 64,805 63,378 62,974 57,283 67,586
高 ・ 大 生 20,018 17,655 16,628 15,821 21,182
小 ・ 中 生 － - - - -
友 の 会 2,631 4,938 4,814 4,460 5,968

無料 小 ・ 中 生 14,780 12,466 13,635 21,988 15,325
招 待 者 等 41,220 49,498 55,123 47,200 55,019

特
別
展

計 435,099 121,176 178,431 410,018 327,334

有
料

一 般 304,919 67,568 102,393 249,037 197,198
高 ・ 大 生 31,161 8,184 13,656 26,903 17,763
小 ・ 中 生 29,852 1,785 3,676 6,749 4,279
友 の 会 9,538 6,167 7,476 15,133 12,092

無料 小 ・ 中 生 － － － 1,952 －
招 待 者 等 59,629 37,472 51,230 110,244 96,002

奈
良
国
立
博
物
館

総 入 館 者 数 351,488 365,030 444,712 477,638 442,914

平
常
展

計 117,875 86,157 113,983 137,739 131,336

有
料

一 般 53,359 38,244 45,569 59,868 58,914
高 ・ 大 生 11,044 7,258 9,452 10,569 9,919
小 ・ 中 生 － － － － －
友 の 会 4,428 1,995 3,056 4,888 4,188

無料 小 ・ 中 生 35,429 27,094 36,134 39,852 48,069
招 待 者 等 13,615 11,566 19,772 22,562 10,246

特
別
展

計 233,613 278,873 330,729 339,899 311,578

有
料

一 般 152,255 165,009 172,986 264,119 235,865
高 ・ 大 生 15,922 17,106 16,467 13,786 13,430
小 ・ 中 生 12,041 15,761 11,172 19,682 6,463
友 の 会 8,798 11,646 10,545 8,423 9,790

招 待 者 等 44,597 69,351 119,559 33,889 46,030

九
州
国
立
博
物
館

総 入 館 者 数 895,098 1,193,420 854,138

平
常
展

計 211,887 501,540 341,282

有
料

一 般 154,631 337,587 207,350
高 ・ 大 生 12,568 43,346 37,835
小 ・ 中 生 － － －
友 の 会 3,203 3,560 7,623

無料 小 ・ 中 生 32,758 96,116 81,707
招 待 者 等 8,727 20,931 6,767

特
別
展

計 683,211 691,880 512,856

有
料

一 般 540,845 475,927 356,430
高 ・ 大 生 23,438 24,057 16,981
小 ・ 中 生 37,701 26,073 16,430
友 の 会 3,583 7,066 11,650

招 待 者 等 77,644 158,757 111,365

黒田記念館
総 入 館 者 数 13,707

平常展
計 13,707

無料 一 般 13,707

平城宮跡資料館
総 入 館 者 数 85,486

平常展
計 85,486

無料 一 般 85,486

藤原宮跡資料室
総 入 館 者 数 6,885

平常展
計 6,885

無料 一 般 6,885

飛
鳥
資
料
館

総 入 館 者 数 100,825

平常展

計 17,852
有
料

一 般 7,528
高 ・ 大 生 1,978

無料 小 ・ 中 生 4,140
招 待 者 等 4,206

特別展

計 82,973
有
料

一 般 34,381
高 ・ 大 生 2,741

無料 小 ・ 中 生 14,534
招 待 者 等 31,317
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②

　
入

館
者

数
（

過
去

５
ヵ

年
）

0
1
0
0
,0
0
0

2
0
0
,0
0
0

3
0
0
,0
0
0

4
0
0
,0
0
0

5
0
0
,0
0
0

6
0
0
,0
0
0

7
0
0
,0
0
0

8
0
0
,0
0
0

9
0
0
,0
0
0

1
,0
0
0
,0
0
0

1
,1
0
0
,0
0
0

1
,2
0
0
,0
0
0

1
,3
0
0
,0
0
0

1
,4
0
0
,0
0
0

1
,5
0
0
,0
0
0

1
,6
0
0
,0
0
0

1
,7
0
0
,0
0
0

1
,8
0
0
,0
0
0

1
,9
0
0
,0
0
0

15
年
度

16
年
度

17
年
度

18
年
度

19
年
度

東
博
  
  
  
 

京
博

奈
良
博

九
博

※
１
こ
れ
ら
の
特
別
展
は
、

平
常
展
料
金
の
た
め
、

平
常
展
の
み
の
入
館
者

に
計
上
。

※
２
こ
れ
ら
の
共
催
展
は
、

共
通
観
覧
の
た
め
、
人

数
が
重
複
さ
れ
る
。

15
年
度
（
国
立
博
物
館
）

16
年
度
（
国
立
博
物
館
）

17
年
度
（
国
立
博
物
館
）

18
年
度
（
国
立
博
物
館
）

19
年
度
（
国
立
文
化
財
機
構
）

計
総
  
  
 合

  
  
 計

2,
12
6,
44
9

総
  
  
 合

  
  
 計

2,
16
1,
81
8

総
  
  
 合

  
  
 計

3,
11
5,
13
4

総
  
  
 合

  
  
 計

3,
64
5,
02
3

総
  
  
 合

  
  
 計

3,
76
4,
56
7

平
常
展
の
み
の
入
館
者

58
9,
94
6

平
常
展
の
み
の
入
館
者

54
3,
97
6

平
常
展
の
み
の
入
館
者

82
0,
03
3

平
常
展
の
み
の
入
館
者

1,
14
7,
80
4

平
常
展
の
み
の
入
館
者

1,
09
5,
92
5

特
別
（
共
催
）
展
計

1,
53
6,
50
3

特
別
（
共
催
）
展
計

1,
61
7,
84
2

特
別
（
共
催
）
展
計

2,
29
5,
10
1

特
別
（
共
催
）
展
計

2,
49
7,
21
9

特
別
（
共
催
）
展
計

2,
66
8,
64
2

東 博

総
  
  
  
  
計

1,
19
6,
40
8

総
  
  
  
  
計

1,
52
7,
67
7

総
  
  
  
  
計

1,
44
3,
71
9

総
  
  
  
  
計

1,
41
7,
19
5

総
  
  
  
  
計

1,
76
8,
19
8

平
常
展
の
み
の
入
館
者

32
8,
61
7

平
常
展
の
み
の
入
館
者

30
9,
88
4

平
常
展
の
み
の
入
館
者

34
0,
98
9

平
常
展
の
み
の
入
館
者

36
1,
77
3

平
常
展
の
み
の
入
館
者

33
4,
29
7

特
別
（
共
催
）
展
計

86
7,
79
1

特
別
（
共
催
）
展
計

1,
21
7,
79
3

特
別
（
共
催
）
展
計

1,
10
2,
73
0

特
別
（
共
催
）
展
計

1,
05
5,
42
2

特
別
（
共
催
）
展
計

1,
43
3,
90
1

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

特
別
展
「
伊
能
忠
敬
と
日
本
図
」

※
1(
13
2,
74
3)

特
別
展
「
空
海
と
高
野
山
」

27
0,
87
8

特
別
公
開
  
中
宮
寺
  
国
宝
・
菩
薩
半
跏
像

36
,8
35

特
別
展
「
最
澄
と
天
台
の
国
宝
」

19
7,
85
9

特
別
展
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
 天

才
の
実
像
」

68
9,
77
5

特
別
展
　
帰
国
展
「
日
本
の
美
　
日
本
の
心
」

※
1(
99
,8
99
)

特
別
展
「
万
国
博
覧
会
の
美
術
」

15
0,
67
2

特
別
展
「
世
界
遺
産
　
博
物
館
島
ベ
ル
リ
ン
の
至
宝
展
」

33
7,
47
5

特
別
展
「
プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
若
冲
と
江
戸
絵
画
展
」

31
7,
71
2

特
別
展
「
京
都
五
山
　
禅
の
文
化
」
展

10
8,
91
7

特
別
展
「
西
本
願
寺
展
」
(4
/1

～
）

14
2,
80
2

特
別
展
「
中
国
国
宝
展
」

27
2,
75
4

特
別
展
　「

模
写
・
模
造
と
日
本
の
美
術
」

※
1（

10
47
86
）

特
別
展
「
仏
像
　
一
木
に
こ
め
ら
れ
た
祈
り
」

33
5,
48
9

特
別
展
「
大
徳
川
展
」

42
5,
49
2

特
別
展
「
鎌
倉
－
禅
の
源
流
」

10
1,
61
3

特
別
展
「
国
宝
 鑑

真
和
上
像
と
盧
舎
那
仏
展
」

40
2,
92
1

特
別
展
　「

遣
唐
使
と
唐
の
美
術
」
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,8
12

特
別
展
「
悠
久
の
美
　
中
国
国
家
博
物
館
名
品
展
」

98
,1
33

特
別
展
「
宮
廷
の
み
や
び
－
近
衞
家
10
00
年
の
名
宝
」

15
7,
71
8

特
別
展
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
と
東
西
文
明
の
交
流
展
」

23
4,
64
5

特
別
展
「
踊
る
サ
テ
ュ
ロ
ス
」

73
,9
14

特
別
展
「
華
麗
な
る
伊
万
里
・
雅
の
京
焼
」

95
,0
90

特
別
展
「
マ
ー
オ
リ
　
楽
園
の
神
々
」

※
1(
72
,7
20
)

特
別
展
「
平
城
遷
都
13
00
年
記
念
 国

宝
 薬

師
寺
展
」
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,9
99

特
別
展
「
煌
き
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
展
」

12
1,
98
9

特
別
公
開
 「
中
宮
寺
  
国
宝
・
菩
薩
半
跏
像
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～
3/
31
）
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別
展
「
北
斎
展
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93
9
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別
展
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オ
ナ
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別
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国
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大
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共
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」
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」
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我
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悦
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巻
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別
展

「
金
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記
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特
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藤
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た
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土
－
」
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特
別
展
「
ア
ー
ト
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ー
ウ
ォ
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ズ
」
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68
2
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別
展
「
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々
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の
世
界
」

41
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特
別
展
「
龍
馬
の
翔
け
た
時
代
」

49
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30

特
別
展
「
開
館
記
念
11
0周
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記
念
　
美
の
か
け
は
し
」
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別
展
「
狩
野
永
徳
」

23
0,
65
6

特
別
展
「
金
色
の
か
ざ
り
－
金
属
工
芸
に
み
る
日
本
美
」

27
,2
79

特
別
展
「
古
写
経
－
聖
な
る
文
字
の
世
界
－
」

16
,7
80

特
別
展
「
最
澄
と
天
台
の
国
宝
展
」

82
,6
37

特
別
展
「
京
焼
－
み
や
こ
の
意
匠
と
技
－
」
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,2
83

特
別

展
「

修
好

通
商

条
約

締
結

15
0周

年
　

憧
れ

の
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

陶
磁

－
マ
イ
セ
ン
・
セ
ー
ヴ
ル
・
ミ
ン
ト
ン
と
の
出
会
い
－
」

59
,2
67

特
別
展
「
ア
ー
ト
 オ

ブ
 ス

タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
 ２

」
49
,4
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特
別
展
「
京
都
御
所
障
壁
画
－
御
常
御
殿
と
御
学
問
所
－
」

13
8,
68
3
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総
  
  
  
  
計
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総
  
  
  
  
計

44
4,
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総
  
  
  
  
計

47
7,
63
8

総
  
  
  
  
計

44
2,
91
4

平
常
展
の
み
の
入
館
者

11
7,
87
5

平
常
展
の
み
の
入
館
者

86
,1
57

平
常
展
の
み
の
入
館
者

11
3,
98
3

平
常
展
の
み
の
入
館
者

13
7,
73
9

平
常
展
の
み
の
入
館
者

13
1,
33
6

特
別
（
共
催
）
展
計

23
3,
61
3

特
別
（
共
催
）
展
計

27
8,
87
3

特
別
（
共
催
）
展
計

33
0,
72
9

特
別
（
共
催
）
展
計

33
9,
89
9

特
別
（
共
催
）
展
計

31
1,
57
8

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

特
別
展
「
女
性
と
仏
教
　
い
の
り
と
ほ
ほ
え
み
」

26
,9
05

特
別
展
「
法
隆
寺
－
日
本
仏
教
美
術
の
黎
明
－
」

73
,7
16

特
別
展
「
曙
光
の
時
代
-ド

イ
ツ
で
開
催
し
た
日
本
考
古
展
-」

26
,6
88

特
別
展
「
大
勧
進
　
重
源
」

41
,8
13

特
別

展
「

神
仏

習
合

－
〈

か
み

〉
と
〈

ほ
と

け
〉

が
織

り
な

す
信
仰
と
美
－
」

40
,4
93

特
別
展
「
イ
ン
ド
･マ

ト
ゥ
ラ
ー
彫
刻
展
」
※
2

62
,8
04

特
別
展
「
黄
金
の
国
・
新
羅
－
王
陵
の
至
宝
－
」

26
,4
07

特
別
展
「
古
密
教
－
日
本
密
教
の
胎
動
」

32
,2
50

特
別
展
「
北
村
昭
斉
―
漆
の
技
―
」

14
,5
71

特
別
展
「
美
麗
　
院
政
期
の
絵
画
」

22
,6
96

特
別
展
「
パ
キ
ス
タ
ン
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
展
」
※
2

62
,8
04

特
別
展
「
第
56
回
正
倉
院
展
」

13
1,
97
8

特
別
展
「
遣
唐
使
と
唐
の
美
術
」

21
,1
96

特
別
展
「
第
58
回
正
倉
院
展
」

28
3,
51
5

特
別
展
「
第
59
回
正
倉
院
展
」

24
8,
38
9

特
別
展
「
第
55
回
正
倉
院
展
」

14
3,
90
4

特
別
展
「
厳
島
神
社
国
宝
展
」

43
,3
80

特
別
展
「
第
57
回
正
倉
院
展
」

23
4,
39
1

　
　

　
　

　
　

特
別

展
「

曙
光

の
時

代
－

ド
イ

ツ
で

開
催

し
た

日
本

考
古

展
－

」
3,
39
2

特
別
展
「
金
沢
文
庫
の
名
宝
－
鎌
倉
武
家
文
化
の
精
華
－
」

16
,2
04

　
　

　
　

　
　

　
　

特
別
展
「
公
慶
上
人
－
江
戸
時
代
の
大
仏
復
興
と
奈
良
－
」

　
　

　
　

九 博
　

総
  
  
  
  
計

89
5,
09
8

総
  
  
  
  
計

1,
19
3,
42
0

総
  
  
  
  
計

85
4,
13
8

平
常
展
の
み
の
入
館
者

21
1,
88
7

平
常
展
の
み
の
入
館
者

50
1,
54
0

平
常
展
の
み
の
入
館
者

34
1,
28
2

特
別
（
共
催
）
展
計

68
3,
21
1

特
別
（
共
催
）
展
計

69
1,
88
0

特
別
（
共
催
）
展
計

51
2,
85
6

　
　

　
　

　
　

開
館
記
念
特
別
展
「
美
の
国
 日

本
」

44
1,
93
8

特
別
展
「
中
国
　
美
の
十
字
路
」

10
,6
90

特
別

展「
未

来
へ

の
贈

り
も

の
－

中
国

泰
山

石
経

と
浄

土
教

美
術

－
」

77
,3
80

特
別
展
「
中
国
　
美
の
十
字
路
」

24
1,
27
3

特
別
展
「
う
る
ま
　
ち
ゅ
ら
島
　
琉
球
」

17
7,
47
8

特
別
展
「
日
本
の
や
き
も
の
－
選
び
抜
か
れ
た
名
宝
12
0点

」
50
,9
86

　
　

特
別
展
「
南
の
貝
の
も
の
が
た
り
」

63
,5
60

特
別
展
「
本
願
寺
展
－
親
鸞
と
仏
教
伝
来
の
道
」

19
7,
69
7

　
　

特
別
展
「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
20
06
－
新
発
見
考
古
速
報
展
―
」

特
別
展
「
京
都
五
山
　
禅
の
文
化
」
展

17
1,
33
6

　
　

特
別
展
「
海
の
神
々
－
捧
げ
ら
れ
た
宝
物
」

13
9,
98
1

特
別

展
「

国
宝
 
大

絵
巻

展
 
京

都
国

立
博

物
館

所
蔵
・

寄
託

の
名
宝
一
挙
大
公
開
」

15
,4
57

　
　

特
別
展
「
プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
若
冲
と
江
戸
絵
画
展
」

30
0,
17
1
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館
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文
化
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研

究
所
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総
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計
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総
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計
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5
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,
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総
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計
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1
5
,
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2
0

　
平
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の
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の
入

館
者

1
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,
2
0
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平
常

展
の
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の
入
館
者

1
0
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,
5
5
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平
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展
の
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の
入
館
者

1
1
9
,
1
7
5

平
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展
の
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入
館

者
1
1
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,
2
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3

特
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共
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展
計
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,
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特
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計
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,
0
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特
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展
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,
5
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6
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展

計
9
5
,
8
9
7
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総
 
 
 
 
 
 
 
 
計
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総
 
 
 
 
 
 
 
 
計
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,
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平
常
展
の
み
の
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館
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,
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8

平
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入
館
者
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,
0
8
3

平
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展
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の
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館
者

1
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,
5
9
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平
常
展
の

み
の

入
館

者
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9
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計
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総
 
 
 
 
 
 
 
 
計
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平
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,
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総
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附属資料：事業実績統計表

③　入場料収入 (単位：円)

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

国立文化財機構 606,129,050 645,640,470 818,092,976 1,034,937,495 1,081,304,872

東京国立博物館 284,455,445 407,855,470 339,699,448 391,263,820 514,039,330

京都国立博物館 168,992,520 58,892,260 89,638,610 144,399,600 130,218,030

奈良国立博物館 152,681,085 178,892,740 195,659,750 246,395,770 228,342,700

九州国立博物館 193,095,168 252,878,305 182,000,762

飛鳥資料館 24,975,310

東京文化財研究所

黒田作品共催展
1,728,740
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④　平常展・特別展

【東京国立博物館】

⑴　平常展

１）開館期間　４月１日～20年３月31日(310日間)

　　平常展のみの開館日数　101日間

２）会　　場

　①　本　館　　　　　１階、２階

　②　東洋館　　　　　１階、２階、３階

　③　法隆寺宝物館　　１階、２階

　④　平成館　　　　　１階

　 （参考）黒田記念館　２階

３）陳列品総件数　　　　　　　　 10,223件（うち国宝　321件、重要文化財　784件）

　①　本館・平成館企画展示室　　　4,536件（うち国宝　258件、重要文化財　293件）

　②　東洋館　　　　　　　　　　　3,410件（うち国宝　20件、重要文化財　89件）

　③　法隆寺宝物館　　　　　　　　　474件（うち国宝　17件、重要文化財　217件）

　④　平成館考古展示室　　　　　　1,803件（うち国宝　26件、重要文化財　185件）

　 （参考）黒田記念館　43件（うち国宝０件、重要文化財２件）

４）陳列替回数　　延べ319回

５）入場料金　　一般600円、大学生400円

６）特集陳列　　全84件

　①　本館・平成館

　◉国宝　◎重要文化財　○重要美術品

場所 テーマ 開催期間
陳列件数

（国宝・重文）

本館２階

特別１・２室

下絵―悩める絵師たちの軌跡 19年２月20日(火)～４月１日(日) 20(0.0)

＜主な作品＞坪内老大人像画稿、江戸城障壁画下絵(西の丸表 大広間法眼溜・上段の間)、

石山寺縁起稿本

　「下絵(下画)」は工芸品の下図や、書の料紙を装飾する絵を指すこともあるが、絵を描

くための下描き・画稿・稿本という意味もある。絵師たちは実際の画面に描く前に、別

の紙に下絵を描いて構図や配色を練った。一図のために何枚も描かれた下絵や、部分

図を貼り合わせて作られた下絵を見ると、構想の変化の過程や絵師の苦心・工夫のあ

とがよくわかる。また、生き生きとした自由な筆遣いで描かれた下絵には、完成画に

はない迫力を発揮するものもあって、その絵師の力量をあらためて見直すことがある。 

　現代のわれわれはすべての改変が絵師本人の意思で行われていると思いがちだが、実際

は依頼者の注文による変更が少なくない。とりわけお抱え絵師の場合、将軍や藩主の“お

好み”は絶対であった。意にそぐわない命令でも従わなくてはならなかった絵師たちには、

相当なストレスがたまったにちがいない。この展示は、そうした悩める絵師たちの心の軌

跡を下絵から読みとってもらうべく企画した展示である。

本館２階

９室

歌舞伎衣裳「道成寺と桜」 19年２月20日(火)～４月22日(日) 12(0.0)

＜主な作品＞振袖 紅縮緬地桜流水模様 (歌舞伎衣裳)、襦袢 淡紅繻子地立雛貝桶模様 (歌

舞伎衣裳)

歌舞伎の道成寺に用いられる衣装の特集。特に桜をあしらったものを加えた。道成寺を演

じた役者絵の浮世絵も合わせて展示した。
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附属資料：事業実績統計表

本館１階

14室

お雛様と人形 19年２月27日(火)～４月８日(日) 52(0.0)

＜主な作品＞紫檀象牙細工蒔絵雛道具、内裏雛

三月三日の桃の節句にちなむ、毎年恒例の雛飾りの特集。今回は、江戸時代中期以降主流

となった内裏雛を中心に江戸時代、京都の伝統工芸である御所人形を特集して展示した。

本館１階

16室

日本の博物学　「船の世界」 19年２月27日(火)～４月22日(日) 33(0.1)

＜主な作品＞将軍乗船図、阿蘭陀船図

四方を海に囲まれた日本は、昔から海と船から多くの恩恵を受けてきた。古い時代の船は、

出土品を除いてほとんど現存していないが、絵画資料などを手がかりとして、当時の船の

姿を知ることができる。鎌倉時代の海船から、江戸幕府の御座船、商船、漁船、漂着船に

いたるまで、船の歴史を伝える資料を展示した。

本館１階

15室

アイヌの暮らし 19年３月６日(火)～５月27日(日) 46(0.0)

＜主な作品＞船模型、アットゥシ、帯織機、イクパスイ、マキリ

「アイヌの暮らし」をテーマとして展示した。アイヌ民族の主要な生業である紡織および

狩猟・漁撈にちなんだ道具を中心に、船や家の模型もあわせて紹介した。『蝦夷島奇観』

等の写真パネルを多く用いて、展示品の使用された場面がより具体的にイメージできるよ

う工夫した。

平成館

企画展示室

桜 19年３月24日(土)～４月８日(日) 16(0.0)

＜主な作品＞名所江戸百景・上野清水堂不忍池、色絵桜樹図皿、『櫻品』

平安時代より現在に至るまで、日本人の心の琴線に触れる花として愛される桜。絵画や工

芸作品においても桜を扱った作品が数多く作られてきた。更に、江戸時代中期以降には、

博物学的な視点も加わり、桜の種別を詳細に描き分けた図譜類も登場するようになる。

本展示は、上野公園のお花見の季節に合わせ、浮世絵や工芸作品、図譜類に描かれた桜を

通し、イメージの中のお花見を楽しんでいただこうとして企画した。

平成館

企画展示室

黒田記念館　黒田清輝の作品Ⅰ ４月10日（火）～５月６日（日） 22(0.1)

＜主な作品＞◎湖畔、自画像、栗拾い

この特集陳列は、独立行政法人博物館と独立行政法人文化財研究所の統合を記念して行う

陳列である。

文化財研究所は、美術に関する学術的調査研究と研究資料の収集を目的として、昭和５年

(1930)、黒田記念館内に開設された帝国美術院附属美術研究所を前身とする。黒田記念館

は、黒田清輝(1866 ～1924)の美術奨励の遺志にもとづき、彼の作品と遺産の一部が国に

寄贈されたことを受けて昭和３年(1928)に竣工された施設である。当初より、彼の画業を

顕彰するための「黒田記念室」が施設の２階に設けられ、寄贈作品が陳列されてきた。

現在、記念館では毎週木曜・土曜の午後１時から４時まで作品を公開している。今回の特

集陳列では、これまで以上により多くの方々にご覧頂く機会をもってもらうことを主眼と

して、黒田の代表作である「湖畔」(重文)を始めとして、フランス留学時代から晩年まで

に制作された作品から油彩画14件と素描８件を選び、黒田芸術のエッセンスを紹介した。
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本館１階

14室

水滴－動物や野菜をかたどった水

入れ－

４月10日（火）～７月１日（日） 85(3.0)

＜主な作品＞◉水滴（水盂）、自然釉水滴、金銅花鳥文水滴、牛水滴、駱駝水滴、白鳥水滴、

桃水滴、李白水滴、盆栽水滴

水滴は毛筆で文字を書こうとするとき、硯に注ぐ水を蓄えておく容器である。平城宮跡か

らは、丸形や長方形、ラグビーボール状などの陶製の水滴が出土しており、奈良時代には

使われていたことが知られ、法隆寺献納宝物には、聖徳太子所用と伝える水滴（水盂）が

伝世している。日本で水滴といえば、硯、筆、墨とともに、これらをセットとして収納す

る硯箱の中に入れられているものを思いうかべる。硯箱に入っている水滴は、平安時代か

ら明治時代まで、概して箱の高さが低いため、小形で、平らなものが多いが、江戸時代に

なると、銅の鋳造によって牛や兎、犬、桃、瓜、胡瓜、布袋、李白、 蛙、亀といった動物

や植物、人物など、硯箱に収められていたものとは異なり、造形的にみても優れたものが

作られた。この特集陳列では、奈良から江戸時代までの水滴の歴史を概観し、江戸時代の

形象水滴を紹介した。

本館２階

７・８室

屏風 ４月24日(火)～６月３日(日) 23(0.3)

＜主な作品＞正倉院鳥毛篆書屏風(模本)

普段、屏風の展示は、そこに描かれた絵や書そのものの鑑賞を中心としているが、この展

示では、空間を仕切って特定の場を作り出すという調度品としての屏風自体の形式や機能、

歴史の変遷という意識をもって、屏風を全体として眺めてみようとする。１枚１枚をつな

げた形式から紙の蝶番による形式へという構造の変化、それにともなう１枚１枚独立した

画面から連続画面へという画面形式の変化、屏風自体に大きさや６曲・８曲・２曲という

規模の違いなどの観点から選んだ屏風、あるいは絵巻の中に描かれた屏風の使用場面を通

して、変化に富んだ屏風の世界の一端を示した。

本館１階

16室

歴史を伝える　「雛形に学ぶ」 ４月24日（火）～６月３日（日） 22(0.0)

＜主な作品＞模造　逆沢瀉威鎧雛形、京都大仏雛形

雛形には、実物を小さくかたどって作ったもの、模型、形式・様式を示す見本、書式など

の意味がある。流行のきっかけとなったデザインや、伝統的な技法などを今日に伝える、

多彩で楽しい雛形の世界をご覧いただいた。

本館２階

９室

能「杜若」の面・装束 ４月24日（火）～６月17日（日） 10(0.0)

＜主な作品＞長絹 紫地扇牡丹菊模様、縫箔 紅白緑紫段籠目杜若模様

江戸時代の能面・能装束、あるいは舞楽衣裳、歌舞伎衣裳など江戸の芸能に使用された衣

裳を中心に、年６回の陳列を行う。能面・能装束の展示では、謡曲にあわせて能面と装束

を組み合わせて展示した。

平成館

企画展示室

海外の日本美術品の修復 ５月15日(火)～５月27日(日) 6(0.0)

＜主な作品＞見立反魂香図、源平合戦図屏風

博物館と文化財研究所の統合記念の一環として、文化財研究所が行ってきた海外所在の日

本美術の保存修復事業を紹介するための特集陳列である。

1991年、文化庁、外務省、国際交流基金、東京文化財研究所が共同で始めた在外日本古美

術品保存修復事業は、当初アメリカ合衆国内の機関が所蔵する日本絵画の修復への協力と

して始まった。その後、範囲をヨーロッパ諸国へ拡大し、絵画だけでなく漆芸品や武器・

武具なども対象に加えた。現在までに44館、323点の実績を上げている。

海外所在の日本の古美術品は、国内所在のものと比較して損傷が激しいものが多いにもか

かわらず、現地で修復することが難しいため、本事業の重要性は高いといえる。

今回の展示では、2006年度に修復の完了した作品を展示した。事業の紹介とともに、普段

日本国内では見られない、海外所在の日本の古美術作品を陳列した。
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附属資料：事業実績統計表

本館１階

15室

琉球の工芸 ５月29日(火)～９月17日(月・祝) 47(0.0)

＜主な作品＞菊堆錦食籠、龍螺鈿盆、単衣　 紺芭蕉地花織、紅型衣装　薄藍色地水に菊

芦に雁模様、女釵、男釵、金製指輪、カラカラ、厨子甕、樹下人物螺鈿沈金食籠、水瓶

第二尚氏時代を中心とした琉球の工芸作品を陳列した。これまでの琉球民族資料陳列と同

様、『琉球国奇観』等の写真パネルを多く用いて、作品の使い方等を具体的にイメージで

きるよう工夫した。

本館１階

16室

歴史を伝える「古写真－記録と記

憶－」

６月５日(火)～７月１日(日) 49(0.1)

＜主な作品＞聖堂博覧会関係者記念写真、父島大村、◎旧江戸城写真帖、樫野崎燈台、第

一回遣欧使節一行

写真は19世紀前半にヨーロッパで発明されるや、日本には早くも幕末にもたらされた。こ

れは西欧の科学技術との出会いで、苦心の末、日本人の手による撮影に成功したものが「島

津斉彬像」(銀板写真)である。これは近代化を急ぐ鹿児島藩ならではの出来事であったが、

「写真術」は以降国内に普及していった。当館でも幕末・明治期の古写真を数多く所蔵し

ており、それらは失われた記憶の記録であると同時に優れて芸術表現の手段でもある。こ

れまでその一部を公開してきたが、今回の特集では博覧会、景観、人物などのまとまりで

紹介した。

本館１階

13室

根来塗－朱漆の美 ６月12日(火)～９月17日(月・祝) 27(0.2)

＜主な作品＞◎朱漆折敷・擎子、◎朱漆三脚盤

中世の寺院で日常に用いられた器や調度で、黒漆の上に朱漆を塗り重ねたものを根来塗と

称する。永年の使用で中塗の黒漆が表面にあらわれて朱漆と調和し、巧まざる味わいをみ

せるものが多い。瓶子・高杯・折敷など様々な器種をとりあげ、時を経た朱漆塗の魅力を

示した。

本館２階

特別２室

平成18年度新収品 ６月19日(火)～７月16日(月・祝) 39(0.0)

＜主な作品＞相州名勝図帖、如来頭部、色絵花卉図壺

昨年新たに収蔵品に加わった文化財より39件を選び、陳列した。新収品を通じ、文化財の

収集という当館の事業の一端を示す展示とした。

本館２階

特別１室

天皇の書―宸翰からみる書風の変遷― ６月19日(火)～８月19日(日) 18(1.1)

＜主な作品＞○女房奉書、◎書状、◉東寺興隆条々事書御添書

奈良時代から江戸時代にかけて能書として知られる歴代天皇の作品を宸翰を中心に伝承作

品も含めて展示した。天皇の書が時代の影響を受けてどのように変化していったのかを、

来館者に、それらの個性的な作品をたどりながら、確認し、理解してもらうことを目的と

した。

本館２階

９室

能「加茂」の面・装束 ６月19日(火)～８月19日(日) 13(0.0)

＜主な作品＞厚板 紅緑段雲矢襖鱗模様、長絹　 紫地花熨斗桐模様

江戸時代の能面・能装束、あるいは舞楽衣裳、歌舞伎衣裳など江戸の芸能に使用された衣

裳を中心に、年６回の陳列を行う。能面・能装束の展示では、謡曲にあわせて能面と装束

を組み合わせて展示した。
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本館１階

16室

歴史を伝える「博物図譜―ものの

真の姿を探る―」

７月３日(火)～８月26日(日) 25(0.1)

＜主な作品＞◎青花魚藻文壺、鳥類図譜、博物館獣譜

東京国立博物館が所蔵する博物図譜の多くは、明治初年に博物局の田中芳男を中心とする

天産部によって、収集あるいは作成・編集されたものである。田中らは江戸時代の図譜に、

博物局の画家たちの図を加えて、博物館図譜を編集し、その成果は出版されて、西洋の学

問の普及に役立てられた。その後、天産部は廃止され、博物図譜などの資料は帝室博物館

歴史部に引継がれている。今回は、図譜を編集した堀田正敦、木村蒹葭堂や、画家の高橋

由一、関根雲停、中島仰山、服部雪斎らにスポットをあて、動植物などの真の姿が生き生

きと描かれた博物図譜を示し、また、田中芳男が博物館に寄贈した蝙蝠の玩具などの作品

を展示した。

本館１階

14室

親と子のギャラリー「博物館のお

もちゃ箱」

７月３日(火)～９月24日(月・祝) 33(0.3)

＜主な作品＞◎火取水取玉、◎石名取玉、自在龍置物、蘆蒔絵貝桶、武芸立身館双六、紙

製玩具

夏休み恒例の「親と子のギャラリー」として、本年は当館所蔵の「おもちゃ」や「ゲーム」

を集めて展示した。聖徳太子が子どもの頃に遊んだと伝えられる「火取水取玉」や「石名

取玉」（ともに奈良時代、重要文化財）や江戸時代の双六盤、かるた、貝合せなど、今の

おもちゃやゲームとはずいぶん違ったものに見えるが、遊ぶ楽しさは今のおもちゃに通じ

ると思われる。表慶館「みどりのライオン」体験の間では、展示されたおもちゃの体験コー

ナーを設置し、その場で遊べる オリジナル東博すごろく（裏面は展示作品から甲冑着用

備双六）を制作し配布した。そのほか、関連ワークショップも行なった。

平成館

企画展示室

板碑―中世の供養塔― ７月10日(火)～10月28日(日) 45(0.0)

＜主な作品＞板碑（阿弥陀種子）、板碑（阿弥陀三尊種子）、板碑（阿弥陀三尊像）、板碑残欠、

台石

板碑は、五輪塔・宝篋印塔とともに中世に供養塔として盛んに作られたが、近世には廃れ

てしまう。板碑は北海道から九州まで分布するが、特に埼玉を中心とした関東に多くみ

られ、中世の歴史や社会を研究する上で重要な資料の一つである。東京国立博物館には、

178件の板碑が収蔵されているが、表慶館の入口脇に展示されている１個をのぞいて、ほ

とんど展示されたことがない。今回は、『東京国立博物館所蔵　板碑集成』の刊行をうけて、

関東出土の板碑を中心に45件を展示した。

本館１階

特別５室

仏像の道―インドから日本へ ７月27日(金)～20年４月６日(日) 21(0.4)

＜主な作品＞如来坐像、◎如来坐像、◎如来三尊仏龕

これまで東洋館、本館、法隆寺宝物館に展示されていた仏像を一堂に会し、紀元２世紀の

ガンダーラから、中央アジア、中国、朝鮮半島をへて８世紀の奈良に至るまで、600年に

わたる仏像の流れを概観する。仏像の誕生、中国への伝来、唐と奈良などのテーマを設け、

それぞれの時代・地域で、どのような仏像が造られ、人々の信仰を集めていたかを紹介した。

本館２階

特別２室

キリシタン－信仰とその証－ ８月21日(火)～９月30日(日) 70(0.39)

＜主な作品＞◎聖母像（親指のマリア）、◎キリスト像（エッケ・ホモ）

天文18年（1549）８月に日本に伝わったキリスト教は、天下を統一した織田信長のもとで

興隆期を迎えたが、豊臣秀吉、徳川家康の禁教政策によってその信仰は困難を極めた。一

定の信仰の自由が認められたのは、明治６年(1873)新政府が欧米の圧力でキリシタン禁制

の高札を撤廃したときである。今回は、日本におけるキリスト教の布教とその受容の歴史

を、キリシタン関係遺品などによって紹介する。シドッチ将来の聖母像(親指のマリア)や、

『天正 遣欧使節記』、踏絵をはじめ、長崎奉行所による没収品であるロザリオ、十字架な

どの遺品を展示した。
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本館２階

９室

「山姥」の面・装束 ８月21日(火)～10月21日(日) 9(0.0)

＜主な作品＞厚板 浅葱地三崩鳳凰菱模様、唐織 紅白段竹菊模様

江戸時代の能面・能装束、あるいは舞楽衣裳、歌舞伎衣裳など江戸の芸能に使用された衣

裳を中心に、年６回の陳列を行う。能面・能装束の展示では、謡曲にあわせて能面と装束

を組み合わせて展示した。

本館１階

16室

歴史を伝える　「江戸の災害」 ８月28日(火)～10月８日(月・祝) 30(0.0)

＜主な作品＞安政二年江戸大地震附類焼場所図、鯰

９月１日の「防災の日」にちなみ、天明三年の浅間山噴火、安政二年江戸大地震など、江

戸時代の災害に関する資料をとりあげる。また、日頃の備えとして行われていた防災の様

子が知られる絵図や、消防のあり方を伝える大名火消行列図、龍吐水(消防ポンプ)などを

展示した。

本館２階

特別１室

東洋の名品―唐物 ９月11日（火）～10月８日（月・祝） 16(5.4)

＜主な作品＞◉夏景山水図、◉雪景山水図、◎出山釈迦図、◎雪景山水図、◉青磁下蕪瓶

鎌倉時代以降、日本には中国から禅宗とともに多くの書画器物が舶載された。それらの作

品はやがて日本人固有の美意識に基づいて鑑賞されるようになり、新たに唐物としての意

味づけをされ、書院の座敷飾や茶の湯の道具として用いられてきた。特に足利義満の蔵品

を中心とする足利将軍家伝来のものは、東山御物として珍重された。近年、長い年月の間、

分蔵されていた梁楷の出山釈迦図(重要文化財)と雪景山水図(国宝)、伝梁楷の雪景山水図

(重要文化財)が、三幅対として再び揃うことになり、今春、梁楷の三幅対は、東山御物の

最高の品格をもつ作品として、三幅三件の指定を統合して三幅一件の国宝として新たに指

定されることになった。これを記念して、特集陳列「東洋の名品―唐物」を開催し、唐物

の名品を一堂に集めて展示する。

本館１階

15室

アイヌの祈り ９月19日(水)～12月16日(日) 52(0.0)

＜主な作品＞首飾、アイヌ鍬形

「アイヌの祈り」をテーマとして展示した。アイヌ民族が祈りの場で使用した祭具や衣服、

装身具などとともに、熊送りに関する作品を多く展示した。『蝦夷島奇観』等の写真パネ

ルを多く用いて、展示品の使用された場面がより具体的にイメージできるよう工夫した。

本館１階

14室

描くやきもの－奔放なる鉄絵の世界 ９月26日(水)～12月16日（日） 29(0.2)

＜主な作品＞粉青鉄絵魚文瓶、鉄砂草花文壺、志野茶碗 銘 振袖、◎鼠志野鶺鴒文鉢、

◎銹絵観鴎図角皿／「大日本国陶者雍州乾山陶隠深省製于所屋尚古斎」銹絵銘、白釉鉄絵

牡丹文瓶、青磁鉄絵花卉魚文鉢

鉄絵とは、鉄分を含む顔料で文様をあらわす技法をいう。入手しやすい身近な材料を用い

ることから、中国では青磁の完成とともに始まり、最も普遍的な絵付け技法として広く行

われた。コバルトを呈色剤とする染付(青花)がさかんになってからも、民衆の日用の器の

装飾技法として存続した。鉄絵は日本、朝鮮、東南アジアにも伝わり、日本では銹絵、朝

鮮では鉄砂ともよばれる。陶磁史の底流に脈々と受け継がれ、大胆で生気に富んだ表現に

特色がある鉄絵の魅力を、時代・地域の枠を超えて概観した。

本館１階

16室

歴史を伝える「江戸をみる－徳川

将軍家と江戸城－」

10月10日(火)～11月11日(日) 19(0.0)

＜主な作品＞上棟式道具、御本丸城園中菊之御茶屋起絵図

江戸幕府の260年に及ぶ長期政権は、徳川家康、秀忠、家光の三代によってその基礎が確

立された。家康はすぐれた組織者として今日でも高く評価されており、秀忠は五女和子の

入内と二条城行幸を中心とする対朝廷政策や貿易の統制によって将軍権力の強化に大きな

役割を果たした。また家光は、武家諸法度を改定して諸大名に参勤交代を義務付け、大名

の財力を削減させる数々の措置を講じた他、朝廷とも安定した関係を築いたことで知られ

ている。このような幕府権力の象徴が天下に威容を誇った江戸城である。長禄年間に太田

道灌が築城に着手し、家康入封後拡張・整備されていった江戸城は、幕末・維新期の火災

や取り壊しでほとんど失われたが、残された資料から往時の姿を再現し、また将軍権力の

確立過程にかかわる文書等もあわせて紹介した。
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本館２階

特別２室

寛永の三筆とその書流 10月10日(水)～11月18日(日) 18(0.0)

＜主な作品＞和歌屏風、長恨歌、和歌巻

近衛信尹・本阿弥光悦・松花堂昭乗の書は、日本書道史における近世の嚆矢と位置づけら

れ、後世「寛永の三筆」と呼ばれる。型の習得と秘事口伝を重視した中世の流儀書道を母

胎とする彼らの書は、その源流となる平安以来の古筆・古典籍に学んでその書法を根本か

ら革新し、同時に、桃山時代特有の活気ある空気に大胆に洗練され、時代の好みに叶うも

のとなった。記録と表現という観点から日本の書を概観するとき、中世では色濃い記録的

な性格を、近世では表現性への顕著な志向が一つの特質として理解される。つまり、中世

から近世へと脱皮した書の姿を、端的に「寛永の三筆」に看てとることができるのである。

この特集陳列では三名それぞれに展開した書風だけでなく、それぞれの書流の追随者の作

品をあわせて展示し、継承の様相についてもわかりやすい展示とした。

本館２階

９室

歌舞伎衣裳 10月23日(火)～12月24日(月・祝) 10(0.0)

＜主な作品＞羽織 萌黄繻子地的矢模様、着付 萌黄繻子地　(茗荷紋付)

江戸時代の能面・能装束、あるいは舞楽衣裳、歌舞伎衣裳など江戸の芸能に使用された衣

裳を中心に、年６回の陳列を行う。能面・能装束の展示では、謡曲にあわせて能面と装束

を組み合わせて展示した。

平成館

企画展示室

黒田記念館　黒田清輝の作品Ⅱ 11月６日(火)～12月２日(日) 22(0.0)

＜主な作品＞自画像（トルコ帽）、編物、赤髪の少女

平成19年４月に独立行政法人国立博物館と独立行政法人文化財研究所とが統合され、独立

行政法人国立文化財機構が発足したことを記念して行う特集陳列である。

東京文化財研究所は、美術に関する学術的調査研究と研究資料の収集を目的として、昭和

５年(1930)、黒田記念館内に開設された帝国美術院附属美術研究所を前身としている。黒

田記念館は、黒田清輝(1866 ～1924)の美術奨励の遺志にもとづき、彼の作品と遺産の一

部が国に寄贈されたことを受けて昭和３年(1928)に竣工された施設である。当初より、彼

の画業を顕彰するための「黒田記念室」が施設の２階に設けられ、寄贈作品が陳列されて

きた。現在、記念館では毎週木曜・土曜の午後１時から４時まで作品を公開している。

今回の特集陳列では、「編物」を始めとするフランス留学時代の作品を中心とする油彩画

14件と、今回が初公開となるフランスで出版された『フィガロ・イリュストレイ』に掲載

された挿絵の原画「日本風俗絵（人力車）」や「日本風俗絵（芸妓）」といった水彩画など

８件を陳列し、黒田が日本の近代絵画にもたらした新たな造形表現を紹介した。

本館１階

16室

歴史を伝える「日本を歩く－蝦

夷・北海道編－」

11月13日(火)～12月16日(日) 34(0.1)

＜主な作品＞蝦夷闔境輿地全図、幸大夫日記、奥尻島測量製図

現在の「北海道」という名称は、明治２年(1869)８月15日に決定されたものである。中世

頃には、「蝦夷地」や「蝦夷ヶ島」などと呼ばれ、江戸時代においては、「蝦夷」と呼ばれ

た北方地域を構成する一地域として認識されていた。18世紀末頃からの幕府による調査隊

派遣や、個人の踏査を通じ、当時の人々は「蝦夷地」の様子を知ることとなっていく。ま

た北海道の歴史は、アイヌの歴史にも重なる部分を多く持っている。今回の展示では、幕

藩体制化における松前藩とアイヌの関係もふまえながら、江戸期の人々による「蝦夷地」

認識をはじめとして、幕末期に松前藩士今井八九郎が作成した地図や、探検家松浦武四郎

による紀行文のほか、アイヌによって大陸からもたらされた交易品などを通じ、「蝦夷」

と呼ばれた北方地域の広がりを示した。。



― 211 ―

附属資料：事業実績統計表

本館２階

特別２室

親と子のギャラリー「版でつくる」 11月27日(火)～12月24日（月・祝） 16(0.1)

＜主な作品＞◎毘沙門天像印仏（毘沙門天立像像内納入品）

日本美術の中で、版による表現といえば一般的な江戸時代の浮世絵が思い浮かべられる。

しかし、実は、もっと古くから版によって多様な作品が作られてきた。 この展示では、

そうした版で作られた作品の多様な世界の一端に触れていただきたい。仏菩薩等の姿をス

タンプにして沢山押し表した印仏、大量の需要に応える為作られた仏教版画、流麗な書を

引きたたせる多様な文様を摺り出した装飾料紙、また多色木版の工程見本といえる順序摺

りや、版木などを展示する。併せて、 親と子のギャラリーとして、表慶館体験の間で、職

人による摺りの実演や、簡単な装飾料紙制作の体験といった活動を行う。この機会に、版

の世界の楽しさに触れていただいた。

平成館

企画展示室

甲信地域の縄文土器 12月11日(火)～20年２月３日(日) 42(0.9)

＜主な作品＞深鉢形土器(長野市松原遺跡出土)、深鉢形土器(長野県小諸市郷土遺跡出土)、

◎深鉢形土器(山梨県甲州市塩山殿林遺跡出土)、◎有孔鍔付土器(山梨県笛吹市一の沢遺跡

出土)、深鉢形土器(東京都あきる野市草花前出土)、顔面把手(東京都八王子市楢原町出土)

山梨県および長野県は縄文文化が隆盛を極めた地域の一つである。特に縄文時代中期は、

広域に情報伝達がなされているが、そのことは勝坂式、曽利式、加曽利Ｅ式といった土器

が、それぞれに共通の文様をもって広範囲に分布していることからもうかがうことができ

る。今回の特集陳列では、平成19年度考古資料相互貸借事業による長野県立歴史館・山梨

県立考古博物館からの借用資料を中心にして、当館で所蔵している東京都多摩地域出土の

土器を比較展示し、地域間交流の一端を示した。

本館２階

９室

舞楽装束 12月26日(水)～20年２月17日(日) 5(0.0)

＜主な作品＞舞楽装束　貴徳　 萌黄唐草紋紗地窠紋散模様、舞楽装束　陪臚　 赤紗地紋

散模様

江戸時代の能面・能装束、あるいは舞楽衣裳、歌舞伎衣裳など江戸の芸能に使用された衣

裳を中心に、年６回の陳列を行う。能面・能装束の展示では、謡曲にあわせて能面と装束

を組み合わせて展示した。

本館２階

特別１・２室

博物館に初もうで「子年に長寿を

祝う」

20年１月２日(水)～１月27日(日) 70(0.0)

＜主な作品＞鼠草紙、十二神将立像（子神）、染付鼠に大根図菊形皿、篆書百福寿(七歳書)、

叢梨地花鳥山水蒔絵脇差

かつて我々日本人の年齢の数え方は、誕生日を迎えて１歳ずつ年をとるという「満年齢」

ではなく、正月１日で一緒に年をとる「数え年」が一般的であった。そのため、宮廷の貴

族たちは正月の節会などで延年＝天下泰平を願った。また現代においてもこうした風俗が

残されてきている。そこで、新年の干支である「ねずみ」をモチーフにした作品や資料と

ともに、「長寿・延命」の意味をこめた作品を紹介し、われわれ日本人がどのように新年

を迎え、そして長寿を祈ったのかを跡付ける展示とした。

本館１階

16室

歴史を伝える　「文化財－調査と

保護－」

20年１月２日(水)～２月17日(日) 61（0.26)

＜主な作品＞◎古器物目録、◎壬申検査社寺宝物図集

今日文化財の調査は、博物館にとって欠かせない活動のひとつである。草創期の東京国立

博物館にとっても古社寺や華族の所蔵品調査は、陳列品収集のためにも重要な事業であっ

た。明治５年(1872)、このような文化財調査が初めて全国的な規模で行われました。これ

は当時の干支から「壬申検査」と呼ばれ、同年開催の文部省博覧会の出品に備えるもので

あったが、正倉院の開封をはじめ精力的に古社寺の調査が行われた。今回の特集では、当

館に伝来する当時の資料を紹介し初期文化財調査の様子を紹介するとともに、あわせて文

化財の保護について考える契機とした。
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本館１階

14室

甦る天平の宝－正倉院宝物模造 20年１月２日(水)～２月24日(日) 25(0.0)

＜主な作品＞模造 金銀平文琴、模造　螺鈿紫檀阮咸、模造　螺鈿紫檀五絃琵琶　

世界的至宝とも称えられる正倉院宝物は、年１回の正倉院展以外ではほとんど公開される

ことがない。当館にはその正倉院宝物を代表する華やかな作品の模造がまとまって保管さ

れており、これを一堂に展示することにより、天平文化の精髄に触れていただく展示とした。

本館１階

15室

アイヌの文様 20年１月２日(火)～３月30日(日) 56(0.0)

＜主な作品＞上着、樺皮箱、匙、煙草入、木鉢

「アイヌの文様」をテーマとして展示した。アイヌ民族の代表的な文様であるモレウとよ

ばれる渦巻き文を中心に、祭具や衣服、工具や木工品などに施された多彩な飾りや文様を

紹介した。アイヌ民族のものだけでなく、樺太ニブヒや樺太ウィルタの人びとがつくりだ

した文様についても紹介した。『蝦夷島奇観』等の写真パネルを多く用いて、展示品の使

用された場面がより具体的にイメージできるよう工夫した。

本館１階

18室

高野コレクション－浅井忠の油彩画－ 20年１月22日(火)～３月２日(日) 5（0.0)

＜主な作品＞読書

明治・大正・昭和の絵画・彫刻を中心に陳列した。明治５年(1872)の文部省博覧会を創

立・開館のときとする当館は、万国博覧会への出品作や帝室技芸員の作品、岡倉天心が在

籍していた関係から日本美術院の作家の代表作など、日本美術の近代化を考える上で重要

な意味を持つ作品を数多く所蔵している。これらによって明治、大正、そして昭和の戦前

にかけての日本近代の絵画と彫刻を概観した。

本館２階

特別１室

館蔵能面名品撰 20年２月５日(火)～３月２日(日) 35(0.0)

＜主な作品＞能面　父尉、能面　大天神、能面　若曲見、能面　平太、能面　十六

能面の陳列は能装束とあわせて本館９室で行なわれているが、ここでは安土桃山時代以前

の作とみられる名品を中心に展示する。能面は室町時代から安土桃山時代にかけて新たな

種類の面が造られ、また創意工夫が凝らされたが、江戸時代以降は世襲の面打ちが古い面

を模作するようになった。ここで展示する金春座伝来の面は本面だった可能性のあるもの

で、創造の時代の所産であり、造形的に魅力に富む。また、あわせて豊臣秀吉から天下一

の称号を与えられた是閑、近世初期の名工として名高い河内の作も展示とした。

本館２階

特別２室

OYATOI―フォンタネージとラグーザ― 20年２月５日(火)～３月16日(日) 11(0.0)

＜主な作品＞風景（不忍池）、デッサン(工部美術学校鉛筆画手本)、ラグーザ氏半身肖像、

果実図、処女図

幕末・明治の日本は近代国家としての富国強兵をめざして西洋人を顧問、教師、技師など

として雇い入れた。いわゆる「お雇い外国人」と呼ばれる人々である。

その中で、日本の本格的な近代美術の基礎を築いた人物として、洋画家のアントニオ・フォ

ンタネージと彫刻家のビンセンゾ・ラグーザが挙げられる。彼らは1876年に、日本で初め

て官設の本格的西欧風美術教育機関として開設された工部美術学校の美術教師としてイタ

リアより招聘された。政府が求めたものはあくまで欧風建築の装飾技術としての西洋絵

画・彫刻であり、学校自体は政府の財政悪化や国粋主義の高まりを背景として７年で閉校

されてしまう。しかし、フォンタネージらの教育は政府の思惑を超え、その後の本近代美

術の発展に大きな影響を与えるものとなった。今回の展示では、教材としてイタリアから

持参したと見られる銅版画類、フォンタネージ自作の油彩画やデッサン、そして生徒たち

の習作といった、当時の教育の現場を彷彿とさせる作品を展示した。

平成館

企画展示室

東京国立博物館コレクションの保

存と修理

20年２月13日(水)～３月23日(日) 18(0.0)

＜主な作品＞神扇、雪景、菩薩立像、壺形土器

毎年行われる当館所蔵文化財の保存修理100件余りの中から、代表的な例を選び写真解説

などを添えて展示・紹介するもので、今年で８回目となる。今年は分野・形態・技法の点

から18件の作品を陳列し、文化財の修理についての実例を紹介した。なお、同期間には、

座談会、修理現場の見学ツアーも実施した。
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本館１階

16室

歴史を伝える　「東京帝室博物館

歴史部の変遷」

20年２月19日(火)～３月30日(日) 48（0.2)

＜主な作品＞◎聖母子像(ロザリオの聖母)、板踏絵、歴史服装人形(生人形)　天平時代貴

紳女子盛装体

明治六年に博物局（東博の前身）が設置した考証課は、史伝課を経て、明治二十二年の帝

国博物館の開館により歴史部となった。史伝課は「史伝上ノ疑ヲ解ク可キモノ又一日シテ

了解シ難キモノノ図説ヲ作ル事」を行い、歴史部は、「時世ノ沿革ヲ徴スヘキ古今ノ物品

ヲ蒐集陳列保管シ及ヒ之ニ関スル編著ノ事ヲ掌ル」ものだった。しかし昭和十二年の帝室

博物館の大改正は、歴史課を廃止し、その列品を分解して、古美術の中に編入した。当時

の研究員は「資料の文化史的価値を無視した分類」と書いている。過去の資料をみると、

作品の収集、分類、展示が、どのような方針で行われていたかが知られる。今回、歴史部

の変遷を紹介した。

本館２階

９室

能「箙」の面・装束 20年２月19日(火)～４月６日(日) 13(0.0)

＜主な作品＞法被 金地蜀江模様、厚板唐織 緑白段檜垣梶葉模様

江戸時代の能面・能装束、あるいは舞楽衣裳、歌舞伎衣裳など江戸の芸能に使用された衣

裳を中心に、年６回の陳列を行う。能面・能装束の展示では、謡曲にあわせて能面と装束

を組み合わせて展示した。

本館１階

14室

お雛様と人形 20年２月26日(火)～４月６日(日) 35(0.0)

＜主な作品＞享保雛、衣裳人形 鶴亀

三月三日のひなまつりにちなんで、恒例の雛檀飾りのほか、嵯峨人形、衣裳人形、地方の

雛人形などを特集陳列した。江戸時代を中心とする日本の伝統的な人形を展覧し、現代に

息づく人形文化の源流をたどる機会とした。

本館２階

特別１室

絵巻－模本が伝える失われた姿 20年３月11日(火)～４月６日(日) 9(0.0)

＜主な作品＞天狗草紙　興福寺巻(模本)、大山寺縁起絵巻（模本）　巻１

王朝文学や寺社の縁起、高僧の生涯、著名な合戦、朝廷行事の記録など、さまざまな主題

内容を、内容説明の詞書とそれに対応する絵で構成した絵巻物。平安時代以降、やまと絵

の発展とともに多様な展開を遂げ、無数の作品が制作されてきた。それらの中には、現在

に至るまでの間に行方のわからなくなったものや災害等で消失したものも多い。今回の展

示は、そうした失われた絵巻たちを模本を通じて見ていただくものである。同時に、日本

美術における模本制作という行為がもつ意味の一端も知っていただく展示とした。

②　東洋館

　◉国宝　◎重要文化財　○重要美術品

場所 テーマ 会期
陳列件数

（国宝・重文）

第８室 尺牘とその臨書 19年２月27日(火)～４月15日(日) 30(0.0)

＜主な作品＞草書尺牘巻、都尉節使あて尺牘、草書尺牘巻、呂内機学士あて尺牘、草書尺

牘冊、草書尺牘冊、臨柳公権尺牘軸、臨王羲之書軸、臨王羲之思想帖軸

意匠を凝らした美しい料紙に作者平生の書風を伝える宋・元・明・清時代の尺牘ととも

に、古法帖の尺牘を臨書した王鐸、傅山、包世臣ら、明・清時代の書軸の作例をあわせて

展示した。
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第８室 中国近代絵画 19年３月６日(火)～４月８日(日) 28(0.0)

＜主な作品＞富貴図、春静柳煙図、紫藤金魚図、富貴図、山水図、夜景山水図

乾隆年間(1736 ～95)に揚州八怪を中心とする揚州派が活躍したのち、中国絵画はしばら

く低迷を続けたが、アヘン戦争(1840 ～42)後、経済的に急速に発展した上海を中心に、

趙之謙や海上派と呼ばれる画家たちが、伝統的な画風を離れた新しい表現を創始し、中国

近代絵画への道をひらいた。その後、清朝が滅んで中華民国が成立すると、上海、北京な

どには美術学校が設立され、学校派といわれる西洋画や日本画を学んだ画家たちが、清新

で多様な画風を試みた。19世紀後半から20世紀前半までの約百年間、伝統的文人画と訣別

した新しい中国絵画の流れを特集陳列した。

第３室 インドの染織 19年３月６日(火)～５月27日(日) 15(0.0)

＜主な作品＞ミラー刺繍婚礼儀式用具台、刺繍壁掛　赤紫地タージ・マハール花卉文様

インドやインドネシアなど、東南アジアの国や小さな島々で伝統的に製作されてきた更紗、

アフガニスタンの遊牧民族によって製作されたハンドメイドの毛織物、イラン以前にペル

シャで製作された歴史ある錦や日常生活の中で活用された毛織物などを、年４回に分けて

特集陳列した。多様に展開するアジア各国の染織を通して、気候や生活スタイルに沿った

それぞれの国と地域における染織文化を展覧した。

第５室 清朝の服飾 19年３月６日(火)～５月27日(日) 5(0.0)

＜主な作品＞羽状文地山字文鏡、紅地花卉文様刺繍袍

日本だけではなく、世界中に影響を与え続けた中国の絹織物を３回に分けて特集陳列した。

今年度は、当館の名品の１つに数えられる元の緙絲を中心とする遼・元の染織、日本の茶

人の間で特に珍重された、明～清時代の金襴、間道を展覧。また、４回目の陳列で、清朝

の宮廷服飾を通して、華やかな中国刺繍の粋を紹介した。

第３室 15・16世紀インドシナ半島のやき

もの

19年３月６日(火)～５月27日(日) 13(0.0)

＜主な作品＞青磁蓮花文台鉢、青磁蓮花文稜花平鉢、白濁釉三耳壺、○青花魚藻文大皿、

○五彩草花文皿

15･16世紀のインドシナ半島における活発な陶磁器生産のなかでも、中国陶磁の影響の色

濃い、輸出向けと思われるタイとベトナムのやきものを取り上げた。

第４・５室 中国の鏡 19年３月６日(火)～６月３日(日) 18(0.0)

＜主な作品＞｢黄初四年｣対置式神獣鏡、羽状文地山字文鏡

中国の青銅鏡の歴史のなかで、工芸的に優れ、歴史や思想史の研究材料としても重視され

ている戦国時代（前５～前３世紀）から西晋時代（265 ～316年）までの時期に作られた

鏡17面および鏡の鋳型１個を展示した。研究資料として重要な紀年銘鏡は館蔵の５面すべ

てを展示するほか、鏡の文様の変遷がたどれるよう、代表的な形式のものを展示した。す

べての鏡に、文様・銘文について詳しい解説を付した。

第８室 拓本の世界－３館所蔵善本碑帖展

－槐安居中国碑帖コレクション

４月17日(火)～７月１日(日) 35(0.0)

＜主な作品＞漢婁寿碑(宋拓)、晋唐小楷冊(宋拓)、真草千字文(宋拓)、集王聖教序(宋拓)、

群玉堂米帖(宋拓)

本展は、国内でも有数の碑帖を所蔵する東京国立博物館、三井記念美術館、台東区立書道

博物館の同時連携企画である。

東京国立博物館の高島菊次郎コレクション、三井記念美術館の三井高堅コレクション、台

東区立書道博物館の中村不折コレクションをあわせると、国内に所蔵される優品の大多数

をカバーすることになる。各コレクターに焦点をあて、各々のコレクションの特質を明ら

かにするとともに、３館を巡ることで単館では見つくせない大拓本展を実施した。
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第10室 朝鮮王朝の生活の美 ５月22日(火)～７月16日(月・祝) 20(0.0)

＜主な作品＞蓮葉一柱盤、真鍮パンサンギ(飯床器) 飯鋺

ヤンバン(両班)とよばれる支配階層が文化面でも指導的役割を果たした朝鮮王朝時代に

は、簡素で洗練された独特の美意識が生活の隅々にまで浸透した。朝鮮王朝時代に生活の

場を飾った食器、文房具、装身具などを展示した。

第３室 バティック－インドネシアの更紗－ ５月29日(火)～８月26日(日) 11(0.0)

＜主な作品＞ジャワ更紗製作工程見本

インドやインドネシアなど、東南アジアの国や小さな島々で伝統的に製作されてきた更紗、

アフガニスタンの遊牧民族によって製作されたハンドメイドの毛織物、イラン以前にペル

シャで製作された歴史ある錦や日常生活の中で活用された毛織物などを、年４回に分けて

特集陳列、多様に展開するアジア各国の染織を通して、気候や生活スタイルに沿ったそれ

ぞれの国と地域における染織文化を展覧した。

第３室 クメール王国のやきものと金属器 ５月29日(火)～８月26日(日) 18(0.0)

＜主な作品＞灰釉蓮弁文合子、灰釉軒先瓦、黒褐釉象形容器、合子・匙、唾壺

クメール王国時代に生産されたやきものと金属器を概観する。特に10世紀から11、12世紀

にかけて最盛期を迎える黒釉陶と白釉陶や、同時期に位置づけられる金属器など、それら

の器形や装飾に表れた独特の魅力を紹介した。

第５室 敦煌出土裂Ⅰ　幡と夾纈平絹 ５月29日(火)～８月26日(日) 12(0.0)

＜主な作品＞淡赤地花文夾纈平絹幡頭、淡茶地花文夾纈平絹・淡茶地平絹縫い合わせ幡

中国甘粛省敦煌出土の染織品を、各回テーマに沿って陳列した。これらの染織品は、一部

の作品を除いて、これまでほとんど陳列されることがなかった。大部分残欠になっている

が、なかには当初の姿を推測できる作品も含まれている。現状はガラスやアクリルに挟ま

れており、枠部分が無いものなど、状態は決して良好とはいえないが、作品は法隆寺や正

倉院の染織品と比較する上に重要な資料といえる。Ⅰでは「幡と夾纈平絹」について展示

した。

第５室 古代中国の貨幣 ６月５日(火)～９月２日(日) 164(0.0)

＜主な作品＞空首聳肩尖足布、五銖銭陶范

春秋時代から漢時代にかけての多彩な貨幣およびその移り変わりを時代ごとに展示した。

第８室 高島菊次郎氏寄贈中国書画―槐安

居コレクション―

７月３日(火)～９月２日(日) 98(0.0)

＜主な作品＞花卉図、○夢筠図巻、墨竹図屏風、包世臣像、江山縦覧図巻、草書前後赤壁

賦巻

高島氏は実業家として活躍されるかたわら、自らも書画篆刻をよくし、中国書画の収集に

心を砕かれた。東洋館が開館を間近に控えた昭和40年(1965)春、槐安居コレクションとし

て内外に知られていたその収蔵品の中から、高島氏は愛玩の中国書画・碑拓法帖等277件

を当館に寄贈された。さらに高島氏の没後、昭和44年には光子夫人が47件、昭和59年に

はご令息の泰二氏が14件、平成10年には泰二氏が７件の中国書画を寄贈され、その総数は

338件に及んでいる。この特集陳列は、中国の書画をこよなく愛した槐安翁高島菊次郎氏

を偲び、その高邁なご遺志を広く顕彰するため、高島コレクションの中から優品や資料的

価値の高い作品を一堂に集めて展示した。

第10室 朝鮮のうちわと扇子 ７月21日(土)～９月２日(日) 8(0.0)

＜主な作品＞羅州国旗扇、慶州鷲尾扇、彩画華角貼扇子

季節に合わせて、朝鮮時代のうちわと扇子を展示した。うちわは主に女性によって用いら

れ、骨の作り方や全体の形状、文様などに由来するさまざまな名前で呼ばれている。扇子

は男性によって用いられることが多く、芸能などでも用いられ、華角貼などの技法で飾ら

れた。
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第３室 イカット ８月28日(火)～11月18日(日) 50(8.19)

＜主な作品＞肩掛(ヒンギ・コンブ)藍地草木動物文様経絣、肩掛(スレンダン)ワヤン人形

文様経緯絣

インドやインドネシアなど、東南アジアの国や小さな島々で伝統的に製作されてきた更紗、

アフガニスタンの遊牧民族によって製作されたハンドメイドの毛織物、イラン以前にペル

シャで製作された歴史ある錦や日常生活の中で活用された毛織物などを、年４回に分けて

特集陳列した。多様に展開するアジア各国の染織を通して、気候や生活スタイルに沿った

それぞれの国と地域における染織文化を展覧した。

第３室 インドの細密画 ８月28日(火)～11月18日(日) 40(0.0)

＜主な作品＞話し合うユディシュトラとビーシュマ（ラズムナーマ）　ファトゥー筆、藩

王ビーム・シン坐像、ヴァスデーヴァとヤショーダの前に跪くクリシュナとバララーマ

会期を前後期に分け、各々20点ずつ、計40点を展示した。ムガル時代の細密画の各派を概

観できるような構成とした。

第５室 敦煌出土裂Ⅱ　描絵平絹・綾 ８月28日(火)～11月18日(日) 13(0.0)

＜主な作品＞淡縹地草花文描絵平絹、淡縹地唐草文描絵綾

中国甘粛省敦煌出土の染織品を、各回テーマに沿って陳列した。これらの染織品は、一部

の作品を除いて、これまでほとんど陳列されることがなかった。大部分残欠になっている

が、なかには当初の姿を推測できる作品も含まれている。現状はガラスやアクリルに挟ま

れており、枠部分が無いものなど、状態は決して良好とはいえないが、作品は法隆寺や正

倉院の染織品と比較する上に重要な資料といえる。Ⅱでは「描絵平絹・綾」について展示

した。

第５室 錦 ８月28日(火)～11月18日(日) 12(0.0)

＜主な作品＞藍地梅鶯文様錦（清水裂）、名物裂帖

中国の伝統ある織技の中で、最も複雑な技法の歴史と、華麗な文様世界を持つ錦を展示す

る。今回は、中世日本にさかんに輸入され、特に茶人の間で珍重された明代の錦を中心に

展覧した。

第８室 中国書画精華 ９月４日(火)～10月28日(日) 50(8.19)

＜主な作品＞◎二祖調心図、◉十六羅漢図(第三尊者)、◎寒山拾得図、◉紅白芙蓉図、

◉十六羅漢図(第五尊者）、◎山水図、◎四万山水図

毎年秋恒例の唐・宋・元・明・清の歴代にわたる書と絵画の名品を一堂に集めて展示する

特集陳列。絵画の前期は宋元画の精品を展示した。後期は宋画の最優品のほか、明画の精

品を展示した。書跡は、唐時代の楽譜や唐時代の鈔本、宋時代の名品を陳列した。

第５室 漢時代の明器－ミニチュア模型に

みる2000年前のくらし－

９月４日(火)～12月２日(日) 20(0.0)

＜主な作品＞灰陶カマド、褐釉カマド

土器・青銅器・玉器・漆器など、新石器時代から漢時代にかけての中国考古資料の優品を

陳列した。「漢時代の明器－ミニチュア模型にみる2000年前の暮らし－」(９月４日～12月

２日)では、模型明器の陳列を通して、その形や装飾に反映された当時の人々の暮らしぶ

りや思想に迫った。

第10室 高麗翡色青磁の誕生 ９月４日(火)～12月２日(日) 29(0.0)

＜主な作品＞青磁碗、青磁透彫唐草文箱

朝鮮半島では、10世紀頃に中国の浙江省地方からの技術移転で青磁の生産が始まったと考

えられる。高麗青磁はやがて中国の青磁の影響を離れ、12世紀前半には｢翡色青磁｣とよば

れる高い水準に到達した。高麗青磁の誕生から成熟へといたる過程の作品を中心に、高麗

青磁の展開をたどった。
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第８室 明清画精選 10月30日(火)～12月27日(木） 36(0.4)

＜主な作品＞○秋林隠居図、◎四季花鳥図、◎漁夫図、◎秋山行旅図巻、◎離合山水図、

○売貨郎図、○山水図、山水図巻

宋・元時代の作品を中心とした特集陳列「中国書画精華」の続編として、明清時代の精品

を集めて、２期に分けて展示した。前期は、明の画院画家呂紀の代表作である四季花鳥図

(春・夏・秋・冬)４幅のほか、呂紀に対して写意派といわれた林良、浙派を代表する画家

である張路、明末清初の個性的画家として注目されている梅清、蕭雲従などの作品を展示

し、後期は、米法山水図の優品として知られる離合山水図のほか、明の画院画家呂文英、

蘇州の文人盛茂燁、清初の金陵派の徐枋、張風や、清時代の風俗画家の費丹旭、葛尊など

の作品を展示した。

第８室 墨跡―流れ圜悟を中心に― 10月30日(火)～12月27日(木） 21(6.6)

＜主な作品＞◉法語(流れ圜悟)、◉大慧禅師墨蹟、◉無準禅師墨蹟、◉法語(破れ虚堂)、

◉南堂禅師墨蹟

墨跡とは、筆で書かれた書跡一般を指すが、狭義には、宋元時代の禅宗僧侶の書跡と、鎌

倉時代から江戸時代にかけての禅宗僧侶の書跡を指す。とりわけわが国におけるわび茶の

世界においては、茶室の床飾りには墨跡を第一に位置づけ、書としての巧拙を超えて、著

者の人間性をも含めて鑑賞されてきた。最古の墨跡として珍重される圜悟克勤の法語は、

15世紀に薩摩坊の津に流れ着いたとの伝承から、流れ圜悟の別称で知られ、多くの資料が

付属している。この特集陳列では、流れ圜悟およびその付属品をすべて陳列しその伝来を

概観するとともに、館蔵の大慧宗杲、無準師範、虚堂智愚らの墨跡をあわせて展示した。

第３室 カシミヤ・ショール 11月20日(水)～20年１月27日(日) 11(0.0)

＜主な作品＞カシミア裂　赤ペーズリー文様刺繍

インドやインドネシアなど、東南アジアの国や小さな島々で伝統的に製作されてきた更紗、

アフガニスタンの遊牧民族によって製作されたハンドメイドの毛織物、イラン以前にペル

シャで製作された歴史ある錦や日常生活の中で活用された毛織物などを、年４回に分けて

特集陳列する。多様に展開するアジア各国の染織を通して、気候や生活スタイルに沿った

それぞれの国と地域における染織文化を展覧する。

第３室 古代の輝き　西アジアのガラス器 11月20日(火)～20年１月27日(日) 35(0.0)

＜主な作品＞ミルフィオリ皿、スキュフォス、金帯装飾ピュクシス、金帯装飾瓶、多重吊

手付四連瓶、円形切子皿、円形切子碗、円形切子台付杯

寄託・出品中の古代ガラスコレクションから、西アジアを中心とする容器類の代表作品を

展示した。色鮮やかな宝石としてのペースト・ガラス、「吹き」技法の開発により普及し

た透明ガラス、「切子」技法の開発により国際商品としての新たな価値が加わった切子ガ

ラスなどの優品から、古代ガラスの魅力を紹介する。

第４・５室 古代中国の鏡 12月４日（火）～20年３月２日（日） 21(0.0)

＜主な作品＞神仙車馬画像鏡

当館が所蔵する中国鏡のうち、戦国時代から唐時代にかけての代表的な作品を一堂に公開

した。

第８室 吉祥―歳寒三友を中心に― 20年１月２日(水)～１月27日(日) 20(0.1)

＜主な作品＞◎梅花双雀図、鹿鶴図屏風、五松図、花卉図、馬猿猴図(唐絵手鑑｢筆耕園｣の内)

冬の厳しい寒さの中でも、松と竹は常緑を保ち、梅は百花に先駆けて必ず開花し清香を放

つことから、中国において、松、竹、梅は、節度を守り不変の志と豊かな心をもつものと

され「歳寒三友」と称えられた。また、松は不老長寿、竹は平安、子孫繁栄、梅は子孫繁

栄(子授け)などを象徴するものとされてきた。さまざまな自然を描いた花鳥画の多くも、

例えば、蓮、水鳥、魚は豊かさ、牡丹は富貴、桃は長寿、葡萄、瓢箪、石榴などは子孫繁

栄、鳳凰は天下泰平、蝙蝠は福を象徴するものとされ、そこには人々の様々な願いがこめ

られている。それらは、明時代以降、吉祥図として人々に定着して親しまれてきた。新年

にあたり、歳寒 三友(松・竹・梅)を中心に中国の吉祥図を特集して展示した。
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第８室 董其昌とその時代 20年１月２日(水)～３月２日(日) 21(0.0)

＜主な作品＞草書尺牘冊、行草書羅漢賛等書巻、臨懐素自叙帖巻、行書項墨林墓誌銘巻、

草書七言絶句軸

形骸化した伝統書法を排斥し、精神の自由な発露を標榜した明末の董其昌は、優れた作品

を残すだけでなく、『容台集』『画禅室随筆』などに見られるように、 理論家としても卓越

した業績を残し、後世にきわめて大きな影響を与えた。当館所蔵の董其昌の書跡を中心に、

同時代およびその影響を受けた後世の作例を加えて、董其昌の書業を概観した。

第８室 梅花 20年２月13日（水）～３月９日（日） 25(0.1)

＜主な作品＞◎雪梅図、梅花水仙図、墨梅図、月梅図 、紅梅図、羅浮香夢図

厳寒の中で梅は百花に先駆けて開花し清香を放つことから、中国では、松、竹ともに「歳

寒三友」と称えられ、また、蘭、菊、竹とともに「四君子」と称えられた。梅花は古くか

ら詩文に詠われ、文人の好む画題として親しまれてきた。画梅は宋時代以降は着色画のみ

ならず、禅僧の花光仲仁が創始したといわれる墨梅も興った。花光仲仁は月夜に窓に映る

梅影をみて墨梅を創めたといわれるが、その後、梅の蕾から落花までの姿を百図にあらわ

し五言絶句を付した宋伯仁 『梅花喜神譜』(南宋・1238自序)のような墨梅家による梅譜も

編纂されるようになり、また、梅花は美人の譬えにも用いられるなど、画梅は文人を中心

にいよいよ盛んになった。墨梅家として知られる呉太素の雪梅図をはじめとする元時代か

ら近代に至る中国の画梅の多様な世界を通観した。

第３室 西アジア　遊牧民の染織 20年２月13日(水)～５月６日(水) 14(0.0)

＜主な作品＞ソウマク・パイル織袋裂　段花鳥幾何学文様、綴織祈祷用敷物　橙藍地ミフ

ラーブ幾何学形文様

インドやインドネシアなど、東南アジアの国や小さな島々で伝統的に製作されてきた更紗、

アフガニスタンの遊牧民族によって製作されたハンドメイドの毛織物、イラン以前にペル

シャで製作された歴史ある錦や日常生活の中で活用された毛織物などを、年４回に分けて

特集陳列する。多様に展開するアジア各国の染織を通して、気候や生活スタイルに沿った

それぞれの国と地域における染織文化を展覧する。

第３室 山本達郎氏寄贈の東南アジア彫刻

コレクション

20年２月13日(水)～５月６日(火) 20(0.0)

＜主な作品＞女神像、如来頭部、男女像・満瓶浮彫セーマー石

平成18年度に寄贈された故山本達郎氏旧蔵品21件を展示した。山本氏は東南アジア史、南

アジア史、中国史などの研究者で、寄贈品もこれらの地域の作品で構成される。

第５室 端物切本帳 20年２月13日(水)

 ～５月６日(火・祝)

2(0.0)

＜主な作品＞男羽織　古渡唐桟縞、端物切本帳

中国やインドより渡来した唐桟縞を接ぎ合わせて作られた男羽織を中心に、端物切本帳

136冊の中から、中国に由来する裂地を展示した。

第８室 蘭亭序 20年３月４日(火)～５月６日(水) 22(0.0)

＜主な作品＞褚模蘭亭序(宋拓)、呉炳本蘭亭叙、宋拓定武蘭亭帖、独孤本蘭亭叙、國学本

蘭亭序

王羲之が永和９年(353)に揮毫した蘭亭序を入手した唐の太宗は、名家に命じて各種の臨

摸本を作らせた。これ以降、蘭亭序は重摸に重摸を重ねて、宋時代には蘭亭八百本と称さ

れるほどであった。王羲之の最高傑作とされる蘭亭序は、唐時代以降、蘭亭信仰ともいえ

る状況の中で、新の姿が失われ、各種の摸本にその残影を留めるにすぎない。この特集陳

列では、蘭亭序の各種拓本を陳列するとともに、明清時代に王羲之の影響を受けた作や、

蘭亭偽作説を唱えた李文田らの作を取り上げ、蘭亭序の多様な世界を紹介した。
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第４・５室 封泥 20年３月４日(火)～６月１日(日) 203(0.0)

＜主な作品＞「皇帝信璽」封泥

戦国時代から漢時代にかけての制度を知る上で重要な歴史資料であり、同時にすぐれた篆

刻作品でもある封泥を展示した。

第８室 中国の近代絵画 20年３月11日(火)～４月６日(日) 24(0.0)

＜主な作品＞富貴図、九老図、驢図、風鳶図巻、瀟湘夜月図扇面

乾隆年間(1736 ～95)の揚州八怪を中心とする揚州派の活躍を最後に、中国画壇はしばら

く低迷を続けたが、アヘン戦争(1840 ～42)後、経済的に急速に発展した上海を中心に、

趙之謙をはじめとする海上派と呼ばれる画家たちが、伝統的な画風を離れた画風を創始し、

中国近代絵画への道をひらいた。その後、清朝が滅んで中華民国が成立すると、上海、北

京などには美術学校が設立され、学校派といわれる西洋画や日本画を学んだ画家たちが、

清新で多様な画風を試みた。19世紀後半から20世紀前半までの約百年間、伝統的な文人画

と訣別した新しい中国絵画の流れを特集した。

③　法隆寺宝物館

　なし

（参考）黒田記念館

場所 テーマ 開催期間
陳列件数

（国宝・重文）

黒田記念館 写された黒田清輝 11月15日(木)～20年５月17日(土) 23(0.0)

＜主な作品＞大礼服の黒田清輝、黒田清輝ポートレート

平成18年度に、黒田清輝夫人照子のご遺族にあたられる金子光雄氏より、同氏が

永らく保管してきた黒田清輝関係の写真等、208件が東京文化財研究所に寄贈され

た。大半は、黒田清輝の暮らしぶりを知る貴重なポートレート写真などだが、黒田

夫妻が使用していた生活具も含まれる。未公開の写真もあり、黒田清輝という画家

をより深く理解するための貴重な資料である。当研究所企画情報部は、それぞれの

写真の撮影時期、由来等の特定のための調査をする一方、整理作業をすすめてきた。 

今回は、その成果として、比較的大判の写真23点を選び公開した。寄贈写真はすでに原板

が失われており、いずれもオリジナルな焼付写真であるため、公開にあたりオリジナル写

真の風合いを保ちつつ、原寸大に再現した画像を展示した。これは、写真資料の保存公開

という目的のもとにすすめられたデジタル画像形成技術の開発研究の成果の一部でもある。

７）広報

・新企画

「仏像の道」

会　　期：19年７月27日～

広　　報：

　ターゲット：仏教美術の愛好家、広く一般の美術愛好家。

　重点項目：広く一般の美術展愛好家にプロモート。

　特記事項：夏休みの平常展とあわせてプロモート。

①　広報媒体

種類 設置場所・件数等

ポスター・チラシ・ＤＭ送付 約1,600件（全国博物館・美術館、都内学校・ホール・大使館・ギャ

ラリー、図書館等）

交通広告 駅貼り広告（JR、東京メトロ、都営地下鉄、京成）
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新聞・雑誌広告 毎日新聞　１回

テレビ広告 なし

新聞掲載 朝日新聞展覧会ガイド欄など

テレビなど 台東ケーブルテレビ

雑誌掲載 「週刊新潮」「一個人」など

博物館ニュース 告知１回、特集１回

インターネット 当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報配信

②　パブリシティー情報掲載・放映

　　新聞　３件、雑誌　17件、テレビ／ラジオ　１件、インターネット　１件　

・特別企画

　「博物館に初もうで」

会　　　期：20年１月２日～１月27日

広　　　報：

　　ターゲット：広く一般の美術愛好家。

重点項目：家族づれ。外国人観光客。

特記事項：イベント広報を通じて、家族づれや外国人観光客の来館を促進する。

「松林図屏風」の正月特別公開（１月２日～１月14日）のポスターを製作し、「博物館に初

もうで」とあわせてプロモートすることで周知効果を高めた。

①　広報媒体

種類 設置場所・件数等

ポスター・チラシ・DM送付 約1,780件（全国博物館・美術館・学校・ホール・大使館・ギャラ

リー・ホテル等）

交通広告 駅貼り広告（JR、東京メトロ、都営地下鉄、京王、京成）

新聞・雑誌広告 朝日新聞　１回　ジャパンタイムズ　１回　デイリーヨミウリ　１回

テレビ広告 なし

新聞掲載 朝日新聞、東京新聞、ヘラルド朝日　など

テレビなど TBSラジオ　１回

雑誌掲載 「サライ」「ぴあ」など

博物館ニュース 特集１回

インターネット 当館ウェブサイト（ホームページ）での紹介、メールマガジンで

の情報配信

②　パブリシティー情報掲載・放映

　　新聞　７件、雑誌　８件、テレビ／ラジオ　１件、インターネット　６件

⑵　特別展・共催展等（海外展・巡回展を含む）

展覧会名：｢レオナルド・ダ・ヴィンチ－天才の実像｣（共催展）

開会期間：19年３月20日（火）～６月17日（日）（79日間）

会　　場：本館特別５室、平成館２階特別展示室

主　  催：｢イタリアの春　2007｣実行委員会、東京国立博物館、朝日新聞社、NHK、NHKプロモーション

特別後援：イタリア共和国大統領
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後　　援：外務省、文化庁、イタリア外務省、イタリア文化財・文化活動省

特別協賛：日立グループ

協　　力：アリタリア航空、JR東日本、三井住友海上

陳列品総件数：101件

入館者数：79万6,004人(目標50万人・達成率159.2％）

入場料金：一般1,500円 大学生1,200円 高校生900円 中学生以下無料

担当研究員数：2人

展覧会の内容：

　ルネサンスの巨匠、レオナルド･ダ･ヴィンチの傑作「受胎告知」（フィレンツェ・ウフィッツィ美術館蔵）

を日本で初公開し、あわせてレオナルド・ダ・ヴィンチの手稿の写しやそれらをもとに制作されたさまざ

まな模型や映像などを展示することにより、レオナルド･ダ･ヴィンチの芸術と科学に関する広範な試みを

紹介した。

講演会等：

　記念講演会 

　　①　「レオナルドの精神　画家の空間－時間／時空間から光の生み出す陰影へ」

　　　　平成館 大講堂　19年３月21日

講師：本展企画監修者・フィレンツェ科学史博物館館長　パオロ・ガルッツィ氏（イタリア語・

日本語逐次通訳つき） 

　　②　「レオナルドで知るルネサンス―波乱の生涯と、激動の時代の魅力」

　　　　平成館 大講堂　４月21日

　　　　講師：日本側監修者・恵泉女学園大学准教授　池上英洋氏

広報：

ターゲット：広く一般。10代～20代の若年層から70代以降まで幅広い層に訴求。普段は美術館・博物館

に足を運ばない人もターゲットとする。

重点項目：マスコミおよび交通広告による広く一般への情報提供。

　　　　　　キリスト協会関係への周知。

特記事項：レオナルド・ダ・ヴィンチの知名度の高さに注目し、タイトルの文字を大きく打ち出し、いっ

ぽうで意外に知られていない「受胎告知」の絵そのもののイメージを植えつけるために全図

を使った宣伝ビジュアルを大量に露出させ、広く一般への周知を図った。

主催朝日新聞紙上で大型特集記事を複数回掲載。

主催NHKで特集番組を放映。

作品搬送および展示設営時に特例として取材・撮影に応じた。

イタリアプローディ首相夫妻・安倍首相夫妻観覧に伴う報道。

①　広報媒体

種類 設置場所・件数等

ポスター・チラシ・ＤＭ送付 約13,000件（全国博物館・美術館・学校・ホール・ギャラリー等）

交通広告　 車内広告（JR、京王、東急、東武、小田急、京急、京成、西武、新京成）

駅貼り広告（JR、東京メトロ、京王、東急、東武、小田急、京急、京成、

西武、新京成）

駅横断幕（上野駅公園口）

新聞・雑誌広告 朝日新聞　多数回　

テレビ広告 NHKスポット　多数回
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新聞掲載 朝日新聞（特集記事５回、展覧会開催・イベントなどの告知記事、

集荷などの取材記事　多数）

テレビ放映 NHK　６時間スペシャル番組、特集番組、迷宮美術館ダ・ヴィンチ

特集、新日曜美術館（本編）、５分間ミニ番組随時、ニュース放映（複

数回）など

雑誌掲載 「ブルータス」、「ユリイカ」、「芸術新潮」特集など

博物館ニュース 予告１回、特集２回

インターネット 当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報配信

公式ウェブサイト、共催者（朝日新聞・NHK）ウェブサイトでの紹介

②　パブリシティー情報掲載・放映

　新聞　53件、雑誌　247件、テレビ/ラジオ 12件、インターネット　45件

③　記者発表会　12月４日（東京国立博物館大講堂にて　164人出席）

　④　「受胎告知」搬送　特別取材（７媒体）

　⑤　「受胎告知」展示作業　特別取材（９媒体）

⑥　報道内見会　３月19日（158媒体　295人出席）

⑦　教員内見会　４月３日（613人出席）

⑧　上野ロータリークラブ「卓話」にて井上ワーキングチーフによる講演を実施

展覧会名：｢足利義満六百年遠忌記念「京都五山　禅の文化」展（共催展）」

開会期間：７月31日～９月９日(37日間)

会　　場：平成館２階　特別展示室第１室～第４室

主　  催：東京国立博物館、日本経済新聞社

特別協力：大本山相国寺

協　　賛：NEC、JR東海、シティグループ、日興コーディアルグループ

陳列品総件数： 232件（うち国宝８件、重文109件）

入館者数：10万8,917人（目標10万人・達成率108.9％）

入場料金：一般1,500円 高校・大学生900円 中学生以下無料

担当研究員数：4人

展覧会の内容：

　鎌倉時代から室町時代にかけて、朝廷や幕府の庇護を受けて繁栄をきわめ、中国風の禅文化が興隆した

京都五山（南禅寺、天龍寺、相国寺、建仁寺、東福寺、万寿寺）ゆかりの作品を展示し、京都五山の禅の

文化の精華を示す。京都五山をまとめてとりあげる初めての試みである。

　南禅寺、天龍寺、相国寺、建仁寺、東福寺の本山ならびに諸塔頭、各地の美術館・博物館、大徳寺や円

覚寺といった他派寺院の協力も得て、禅僧の肖像画・肖像彫刻、袈裟、墨蹟、水墨画、仏画、仏像など、

ふだん拝観できない宝物、各地に散在する京都五山ゆかりの名宝を一堂に展示した。その結果、出品総件

数232件に占める国宝・重要文化財の数は半数を超える117件となり、たいへん充実した内容となった。

講演会等： 

①　テーマ講演会「京都五山の文化」　全４回

第１回　「五山派の彫刻」　　平成館 大講堂　６月９日

　　　　講師：出版企画室長　浅見龍介

第２回　「京都五山の絵画」　平成館 大講堂　６月30日 

　　　　講師：特別展室長　救仁郷秀明

第３回　「室町幕府外交と京都五山」平成館 大講堂　７月14日
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　　　　講師：北海道大学大学院文学研究科准教授　橋本雄氏

第４回　「五山僧と学芸」　　平成館 大講堂　７月28日

　　　　講師：情報管理室長　田良島哲

②　記念講演会 

　「京都五山の歴史と文化」平成館 大講堂　８月４日

　　講師：出版企画室長　浅見龍介 

　「禅の山河」平成館 大講堂　８月25日

　　講師：臨済宗相国寺派管長　有馬賴底師

広報：

ターゲット：美術愛好家、日本史愛好家。宗教に関心をもつ層、ならびに若年層。

重点項目：マスコミおよび交通広告による広く一般への情報提供。

　　　　　　寺院関係への周知。

特記事項：難解なものと考えられている中世の禅文化をとりあげた展覧会にあえて「Let's zen」とい

うキャッチコピーをつけた。簡明な表現で親しみやすく、また「禅」を「クール」な「zen」

ととらえる若者層の来館のきっかけつくりや話題つくりには有効であった。

　周知印刷物のメインビジュアルである頂相彫刻は、一般の認知度が高いとはいえない作品

であったが、像主の気迫を伝える迫真の描写が強い印象をあたえるものとなった。

　①　広報媒体

種類 設置場所・件数等

ポスター・チラシ・DM送付 約8,820件

（全国博物館・美術館・学校・ホール・ギャラリー、寺院等）

交通広告　 車内広告（JR、東京メトロ、都営地下鉄、東急、東武、京王）

駅貼り広告（JR、東京メトロ、江ノ電、京成）

駅横断幕（上野駅公園口）　など

新聞・雑誌広告 朝日新聞２回、日本経済新聞４回

テレビ広告 なし

新聞掲載 日本経済新聞（特集記事２回、コラム連載５回、展覧会開催・イ

ベントなどの告知記事多数）

テレビ放映 NHK新日曜美術館（アートシーン）など

雑誌掲載 「家庭画報」特集など

博物館ニュース 予告１回、特集２回

インターネット 当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報配信

公式ウェブサイト、ブログ、共催者ウェブサイトでの紹介

②　パブリシティー情報掲載・放映

　　新聞　71件、雑誌　164件、テレビ/ラジオ　６件、インターネット　33件

③　記者発表会　４月23日（日本外国特派員協会にて　52媒体　70人出席）

④　報道内見会　７月30日（66媒体　100人出席）

展覧会名：「大徳川展」（共催展）

開会期間：10月10日～12月２日(47日間)

会　　場：平成館２階  特別展示室第１室～第４室

主　  催：東京国立博物館、德川記念財団、徳川黎明会、水府明徳会、テレビ朝日、朝日新聞社、

　　　　　博報堂DYメディアパートナーズ
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協    賛　トヨタ自動車、キヤノン

陳列品総件数：308件 （うち国宝23件、重要文化財61件）

入館者数：42万5,492人（目標25万人・達成率170.1％）

入場料金：一般1,500円 大学生1,200円 高校生900円 中学生以下無料

担当研究員数：２人

展覧会の内容：

　将軍家・御三家や東照宮などに伝わる徳川家ゆかりの宝物を初めて一堂に集め、江戸の武家文化を形成

した徳川家の全貌を紹介する。

　徳川家康からはじまる江戸時代の徳川家の歴史を、歴代将軍の肖像画や所用の武器・武具あるいは遺愛

の品々によってたどるとともに、将軍家・御三家や東照宮などに伝わるゆかりの宝物を一堂に集めて展示

し、江戸の武家文化を形成した徳川家の全貌を紹介した。将軍家・尾張・紀伊・水戸の各徳川家に伝えら

れた名宝が揃って展示される、初めての機会となった。

講演会等：

　記念講演会　「江戸の遺伝子」　平成館 大講堂　10月20日

　　講師：財団法人德川記念財団理事長 德川恒孝氏 

広報

ターゲット：広く一般の美術愛好家、日本史愛好家。時代劇、時代小説愛好家。

重点項目：徳川将軍家と徳川御三家に伝わる伝世の文化財を一堂に集め、徳川家の全貌を紹介する二度

とない機会であることをポイントにしたプロモート。美術愛好家に加えて、由緒ある武器武

具類など男性歴史ファンに向けた切り口、衣装や婚礼調度など女性層に向けた切り口も設定

した。

また「徳川」はたいへんよく知られた名前であるため、教科書で知った児童、学生にも周知

を図った。

特記事項：徳川吉宗を主人公としたテレビドラマ(テレビ朝日)の放映時間帯にスポット広告を集中して

流すなどテレビならではのプロモートを行なった。

５種類の交通広告を制作、展開することで広く一般への周知を図った。

　①　広報媒体

種類 設置場所・件数等

ポスター・チラシ・ＤＭ送付 約5,500件（全国博物館・美術館・学校・ホール・ギャラリー等）

交通広告 車内広告（JR、東京メトロ、東急、東武）、

駅貼り広告（JR、東京メトロ）、連合ボード（東急メトロ）

新聞・雑誌広告 朝日新聞９回、おかずのクッキング２回、週刊ポスト１回など

テレビ広告 なし

新聞掲載 朝日新聞（特集）、茨城新聞（特集）、中日新聞（特集）、少年写真

新聞社（特集）、ジャパンタイムズ（特集）など

テレビ放映 NHK新日曜美術館（アートシーン）

雑誌掲載 婦人画報　特集など

博物館ニュース 予告１回、特集１回

インターネット 当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報配信

公式ウェブサイト、共催者ウェブサイトでの紹介

②　パブリシティー情報掲載・放映

　　新聞　512件、雑誌　196件、テレビ/ラジオ　10件
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③　記者発表会　６月１日（六本木ヒルズ多目的スペースumuにて　66媒体　81人出席）

④　報道内見会　10月９日（63媒体　79人出席）

⑤　教員鑑賞会　10月12日（348人出席）

⑥　「ぴあ」編集部と共同で、ぴあ読者約250名を招待した特別内覧会を行なった。

展覧会名：「陽明文庫創立70周年記念特別展「宮廷のみやび―近衛家1000年の名宝」」（共催展）

開会期間：20年１月２日～2月24日(46日間)

会　　場：平成館２階　特別展示室第１室～４室

主　　催：東京国立博物館、財団法人陽明文庫、NHK、NHKプロモーション

後　　援：文化庁

協　　賛：日本写真印刷、三井住友海上火災保険

陳列品総件数：214件（うち国宝12件、重文40件）

入館者数：15万7,718人（目標12万人・達成率131.4％）

入場料金：一般1,400円 大学生・高校生900円 中学生以下無料

担当研究員数：５人

展覧会の内容：

　藤原北家の流れを汲み、五摂家の筆頭で公卿第一の名門、近衞家の当主で、内閣総理大臣であった近衞

文麿が設立した陽明文庫のコレクションを中心に、明治の初年に宮廷に献上された宝物などを含めた近世

までの近衞家の名宝を一挙に公開する。

　藤原道長自筆の日記などにうかがわれる宮廷貴族の生活、近衛信尹・信尋・家熈ら、近世の近衛家の文

化的営為、近衛家収集の書跡・絵画・茶道具・刀剣・人形など、多方面にわたる近衛家の活動、近衛家伝

来の品々により、みやびな公家文化の粋を紹介した。

講演会等：（①開催期間　②場所　③参加者数　④講師等）

①　連続講座「近衞家と陽明文庫－公家文化一千年をひもとく－」 会場　平成館大講堂

■第１日目 20年１月12日

　「近衞家熙について」　講師　陽明文庫 理事　文庫長　名和修氏

　「陽明文庫の近世絵画－公家の絵と武家の絵」　講師　平常展室主任研究員　松嶋雅人

■第２日目 20年１月13日

　「戦国時代の近衞家」　講師　情報課長　高橋裕次

　「人形と雛道具と家熈表具」　講師　平常展室研究員　小山弓弦葉

■第３日目 20年１月14日

　「公家の教養と信仰　古筆・日記」　講師　文化財部長　島谷弘幸

②　記念講演会「近衞家・陽明文庫について」

　平成館　大講堂　20年２月２日(土) 

　講師：財団法人陽明文庫 理事 文庫長 名和修氏

広報：

ターゲット：書の愛好家、一般の美術愛好家。日本史ファン。女性層。

重点項目：書道団体、書の愛好家に着実に周知を図るとともに、女性層に向けて貴族文化の優雅さをプ

ロモートした。

特記事項：京都の陽明文庫へのプレスツアーなど、展覧会前に作品を実見する機会をもうけた。

　　　　　女性誌で大型特集を掲載。主催NHKで特集番組を放映。

　　　　　ワークショップの素材を兼ねた子ども向けリーフレットを制作し、学校関係にも周知を図った。
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　①　広報媒体

種類 設置場所・件数等

ポスター・チラシ・ＤＭ送付 約6,000件（全国博物館・美術館・学校・ホール・ギャラリー・書

道団体等）

交通広告　 車内広告（JR、東京メトロ、東急、東武、京王）

駅貼り広告（JR、東京メトロ、都営地下鉄、京王）

駅横断幕（上野駅公園口）など

新聞・雑誌広告 朝日新聞10回

テレビ広告 NHKスポット広告　多数

新聞掲載 京都新聞、ジャパンタイムズ　など

テレビ放映 NHK「名宝探訪　近衞家が生んだ日本の美」「探訪　日本美のルーツ」

「新日曜美術館（本編）」NHK国際放送「平安貴族のスタイル」など

雑誌掲載 「皇室」、「家庭画報」、「書21」、「サライ」、｢和楽｣、「書」、「クロワッ

サンPremium」特集　など

博物館ニュース 予告１回、特集２回

インターネット 当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報配信、

共催者ウェブサイトでの紹介

②　パブリシティー情報掲載・放映

　　新聞348件、雑誌130件、テレビ/ラジオ7件（ほか紹介NHKミニ番組　多数回）、

　　インターネット11件

③　記者発表会　９月13日（日本外国特派員協会にて　35媒体　36人出席）

④　報道内見会　20年１月７日（54媒体　88人出席）

展覧会名：フィラデルフィア美術館「池大雅・徳山玉爛展」

開会期間：５月１日～７月22日(66日間)

会　　場：フィラデルフィア美術館（米国）

　　　　　Dorrance Special Exhibition Galleries, first floor

主　　催：フィラデルフィア美術館

当館特別協力

陳列品総件数：209件（うち国宝２件、重要文化財10件）

入館者数：65,995人

入場料金：一般　15ドル

担当研究員数：２人

展覧会の内容：

　江戸時代、わが国の文人画（南画）の大成者として名高い池大雅とその妻玉瀾の書画作品を大規模かつ

集約的に紹介した展覧会。出品件数209件、内訳は、米国内84件、日本国内125件。日本国内125件のうち、

国宝２件（大雅作品の国宝は全部で３件）、重要文化財10件（同11件）を含み、規模と内容において過去

に例を見ないものとなった。

広報：東京国立博物館ニュース 　告知１回
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【京都国立博物館】

⑴　平常展

　①　開館日数：308日　平常展のみの開館日数：191日　陳列件数：1,611件　陳列替回数：53回

　②　特集陳列　７件

名称 会期
陳列件数

（うち指定品件数）

特集陳列 「新収品展」 ６月20日～７月29日 49件（３件）

「後宇多法皇入山700年記念　大覚

寺の名宝」

８月８日～９月17日 31件（23件）

「能楽と美術」 10月11日～11月11日 16件

「館蔵品のはじまり－京都博物館

からの贈りもの－」

11月21日～12月24日 36件（３件）

「社寺伝来の名刀」 20年１月２日～２月11日 24件（11件）

「仏師　清水隆慶－老いらくのて

んごう－」

20年１月２日～３月30日 11件

「雛まつりとお人形」 20年２月23日～３月30日 68件

⑵　特別展等・共催展等

展覧会名：「金峯山埋経一千年記念　藤原道長－極めた栄華・願った浄土－」 

会　　期：４月24日～５月27日

入場者数：３万7,411人（目標入場者数２万人・達成率187.05％）

陳列件数（うち指定品数）：146件（98件）

主催者：京都国立博物館

講演会：５回　　参加者数合計　895人

・関連土曜講座

４月28日  道長の時代の仏像－仏師康尚の作風を中心に－

　　　　　淺湫毅（学芸課主任研究員）

　　　　　174人参加

５月 5日　藤原道長－金峯山への道－

　　　　　宮川禎一（学芸課考古室長） 

　　　　　176人参加

５月12日　末法と作善－写経を中心に－

　　　　　赤尾栄慶（学芸課企画室長）

　　　　　125人参加

５月19日　｢この世｣はわが世だったのか－藤原道長－※

　　　　　永井路子氏（作家）

　　　　　246人参加 

５月26日　道長時代の仏教絵画

　　　　　大原嘉豊（学芸課研究員）

　　　　　174人参加

 ※土曜講座1600回記念・特別展覧会関連特別講座（会場：智積院会館）

広報媒体：ポスター、ちらし、情報誌、ホームページ、新聞広告、公共放送等
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展覧会名：「狩野永徳」

会　　期：10月16日～11月18日

入場者数：23万656人（目標入場者数７万人・達成率329.5％）

陳列件数（うち指定品数）：71件（17件）

主 催 者：京都国立博物館、毎日新聞社、NHK京都放送局、NHKきんきメディアプラン 

講 演 会：３回　参加者数合計　528人

・関連土曜講座

10月20日　元信から永徳へ－国宝・聚光院障壁画を中心に－

　　　　　山本英男（学芸課保存修理指導室長）

　　　　　176人参加

10月27日　新発見の永徳筆洛外名所遊楽図屏風

　　　　　狩野博幸氏（同志社大学教授）

　　　　　176人参加

11月10日　天下人の造形－永徳と大画－

　　　　　川本桂子氏（美術史家）

　　　　　176人参加

・国際シンポジウム

11月３日　狩野永徳研究の現状と課題

　　　　　国立京都国際会館

　　　　　285人参加

広報媒体：ポスター、ちらし、情報誌、ホームページ、新聞広告、公共放送等

展覧会名：「修好通商条約締結150周年　憧れのヨーロッパ陶磁－マイセン・セーヴル・ミントンとの出会い」

会　　期：20年１月５日～３月９日

入場者数：59,267人（目標入場者数３万人・達成率197.6%）

陳列件数：175件

主 催 者：京都国立博物館、読売新聞大阪本社、読売テレビ

講 演 会：６回　　参加者数合計　647人

・関連土曜講座

１月19日　万国博覧会とヨーロッパ陶磁

　　　　　伊藤嘉章氏（九州国立博物館企画課長）

　　　　　82人参加

２月２日　オランダ渡りの西洋陶器とその影響－江戸時代後期を中心に－

　　　　　岡秦正氏（神戸市立博物館主幹・学芸員）

　　　　　91人参加

２月９日　岩倉使節団の見たヨーロッパ陶磁－ミントン・セーヴル・ベルリン・ジノリ－

　　　　　大平雅巳氏（西洋陶磁史家）

　　　　　82人参加

２月16日　マイセン磁器の動物彫刻

　　　　　櫻庭美咲氏（九州産業大学COE研究員）

　　　　　106人参加

２月23日　近代日本が見た西洋陶磁－旧・国立陶磁試験所コレクションを中心に－

　　　　　佐藤一信（愛知県陶磁資料館学芸員）

　　　　　127人参加



― 229 ―

附属資料：事業実績統計表

３月１日　京都伝来の阿蘭陀焼

　　　　　尾野善裕（学芸課企画室主任研究員）

　　　　　159人参加

広報媒体：ポスター、ちらし、情報誌、ホームページ、新聞広告、公共放送等

【奈良国立博物館】

⑴　平常展

　①　開館日数：315日（平常展のみの開館日数：230日）陳列件数：928件

　②　陳列替回数：21回（本館４回、西新館13回、東新館４回）

名称 会期
陳列件数

（うち指定品件数）

特別陳列 「古玩逍遥」 ６月９日～７月８日 49件（０件）

「新たな国民のたから」 ７月14日～８月19日 9件（７件）

「平城宮の木簡」 ７月14日～８月19日 25件（25件）

「おん祭と春日信仰の美術」 12月８日～20年１月20日 58件（10件）

「お水取り」 20年２月２日～３月16日 69件（17件）

親と子の

ギャラリー

「仏さまの彩り」 ７月14日～８月19日 23件（14件）

特集展示 「塑像と塼仏」 ４月17日 13件（１件）

「僧侶の道具」 ６月９日～７月８日 34件（10件）

「奈良で甦る縄文の世界－小野忠

正コレクション」

12月８日～20年２月11日 12件（０件）

「古代の祭祀遺物」 20年１月16日～３月16日 ３件（０件）

「涅槃」 20年２月14日～３月16日 13件（８件）

⑵　特別展・共催展等

展覧会名：特別展「神仏習合－〈かみ〉と〈ほとけ〉が織りなす信仰と美－」　

会    期：４月７日～５月27日

入場者数：４万493人（目標入場者数３万人・達成率134.9％)

陳列件数（うち指定品数）：205件（109件）

講 演 会：４回　　参加者数合計　777人

公開講座

期日 講座名 講師（所属） 参加者数

４月21日 「神仏習合の論理と

造像－インド・中国

から日本へ」

稲本泰生（学芸課企画室長） 230人

４月28日 「本地垂涎の美術」 谷口耕生（学芸課研究員） 165人

５月12日 「黎明期の神像」 伊東史朗

（元文化庁主任文化財研調査官）

195人

５月19日 「中世神道と神道灌頂」 伊藤聡（茨城大学教授） 187人
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サンデートーク

期日 テーマ 講師（所属） 参加者数

４月15日 「奈良時代の神仏習合」 野尻忠（学芸課研究員） 159人

５月20日 「聖地に宿る神仏」 清水健（学芸課研究員） 119人

広報媒体：テレビ、ラジオ、ポスター、ちらし、博物館だより、新聞広告等

展覧会名：特別展「美麗－院政期の絵画」

会　　期：９月１日～９月30日

入場者数：２万2,696人（目標入場者数１万人・達成率226.9％）

陳列件数（うち指定品数）：125件（106件）

講 演 会：３回　　参加者数合計　363人

公開講座

期日 講座名 講師（所属） 参加者数

９月１日 「院政期、その美意識」 濱田隆（元奈良国立博物館館長） 112人

９月15日 「院政期の絵画

－色とかたち」

梶谷亮治（学芸課長） 126人

９月29日 「院政期の料紙装飾

と文字の荘厳」

松原茂（東京国立博物館上席研究員） 125人

サンデートーク

期日 テーマ 講師（所属） 参加者数

９月16日 「院政期の絵画入門」 北澤菜月（学芸課研究員） 59人

広報媒体：テレビ、ラジオ、ポスター、ちらし、博物館だより等

展覧会名：特別展「第59回正倉院展」

会　　期：10月27日～11月12日

入場者数：24万8,389人(目標入場者数18万人・達成率137.9％)　　　　　

陳列件数：70件

講 演 会：３回　　参加者数合計　385人

公開講座

期日 講座名 講師（所属） 参加者数

10月27日 「正倉院の文房四宝」 角井博（渋谷区立松濤美術館館長） 106人

11月３日 「正倉院事務所の仕

事－受け継いできた

もの、そして今」

杉本一樹

（宮内庁正倉院事務所保存課長）

167人

11月10日 「シルクロードを駆

け抜けた動物たち

－正倉院宝物の動物

文様」

吉澤悟（学芸課資料室長） 112人

広報媒体：ラジオ、ポスター、ちらし、博物館だより、新聞広告、駅構内看板、テレビ特集番組等
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【九州国立博物館】

⑴　平常展

　①　開館日数：314日　平常展のみの開館日数：104日

　　　陳列件数：2,012件（うち国宝10件、重要文化財49件）

　②　陳列替回数：375回

名称 会期
陳列件数

（うち指定品件数）

特別陳列 王塚古墳と北部九州の王たち ６月20日～20年３月31日 12件（５件）

新指定重要文化財　笹塚古墳出

土品と双六古墳出土品

７月２日～10月９日 12件（６件）

第２回　東アジア紙文化財保存

修理シンポジウム記念－文化を

つたえる紙の路－

８月20日～10月８日 17件（９件）

釈迦誕生図―受け継がれる朝鮮

仏画の名品―

10月10日～11月８日 18件　　 　

朝鮮通信使―江戸時代の平和外

交―

11月20日～20年１月６日 14件（２件）

⑵　特別展・共催展等

展覧会名：特別展「未来への贈り物 中国泰山石経と浄土教美術」

会　　期：４月10日～６月10日

入場者数：7万7,380人(目標入場者数10万人・達成率77.4％)

陳列件数（うち指定品数）：118件 (65件)

講 演 会：１回　　参加者数合計　80人

　　　　　記念講演会等

期日 講座名 講師（所属） 参加者数

５月12日 記念講演会「安
あん

道
どう

壹
いつ

と摩
ま

崖
がい

石刻経」

立正大学大学院講師・本納寺住職

桐谷征一氏

80人

５月19日 天台宗開宗1200年記念

天台声明公演

天台宗務庁教学部長　水尾寂芳氏

比叡山延暦寺法儀音律研究部

九州西教区聲明研究会

300人

６月２日 伎楽公演「三蔵法師

求法の旅」

天理大学教授　佐藤浩司氏

天理大学雅楽部　拓本家　井上拓歩氏

300人

５月12日 観覧ツアー

「井上拓歩が語る中

国石経の旅」

九州国立博物館研究員 松川博一

広報媒体：ポスター、ちらし、新聞広告、テレビ、ラジオ等

展覧会名：特別展「日本のやきもの 選び抜かれた名宝120点」

会　　期：７月７日～８月26日

入場者数：５万986人(目標入場者数５万人・達成率102％)　

陳列件数：138件(25件) 
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講 演 会：２回　　参加者数合計　　380人

　　　　　記念講演会

期日 講座名 講師（所属） 参加者数

７月22日 桃山の茶陶 東京国立博物館名誉館員

林屋晴三

230人

８月４日 華やかな江戸の陶磁 九州国立博物館企画課長

伊藤嘉章

150人

広報媒体：ポスター、ちらし、新聞広告、テレビ、ラジオ等

展覧会名：特別展「親鸞聖人750回大遠忌記念 本願寺展－親鸞と仏教伝来の道」

会　　期：９月22日～11月18日

入場者数：19万7,697人(目標入場者数15万人・達成率131.8％)　

陳列件数：132件（うち国宝４件、重要文化財24件）

講 演 会：２回　　参加者数合計　880人

　　　　　記念講演会

期日 講座名 講師（所属） 参加者数

10月５日 親鸞の悲しみ 五木寛之（作家） 580人

10月21日 開催記念シンポジウム

「シルクロード―共

存の道～大谷探検

隊からのメッセージ

～」

樋口隆康（京都大学名誉教授・泉屋博

古館館長）、上山大峻（浄土真宗本願

寺派教学伝道研究センター所長）、入

澤崇（龍谷大学教授）、

大津忠彦（筑紫女学園大学教授）、

掬月誓成（大谷記念館副館長）、

臺信祐爾（九州国立博物館文化財課長）

300人

広報媒体：ポスター、ちらし、新聞広告、テレビ、ラジオ等

展覧会名：特別展「足利義満六〇〇年御忌記念 京都五山 禅の文化」

会    期：20年１月１日～２月24日

入場者数：17万1,336人(目標入場者数８万人・達成率214.2％)

陳列件数（うち指定品数）：205件(119件)

講 演 会：２回　　参加者合計　552人

　　　　　記念講演会

期日 講座名 講師（所属） 参加者数

１月20日 京都五山と禅宗文化 有馬頼底（臨済宗相国寺派管長） 285人

２月３日 対談　禅文化と京都

を語る

真野響子（女優）、

三輪嘉六（九州国立博物館長）

267人

広報媒体：ポスター、ちらし、新聞広告、テレビ、ラジオ等
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附属資料：事業実績統計表

(参考)

【平城宮跡資料館】

⑴　平常展

　①　開館日数：306日　陳列件数：908件　陳列替回数：０回

　②　特集陳列等　４件

名称 会期
陳列件数

（うち指定品件数）

特別企画展 地下の正倉院展－平城宮木簡の

世界

10月23日～12月16日 79件（79件）

速報展 平城宮東方官衙の調査 ６月１日～７月１日 ９件（０件）

平城宮跡東院地区中枢部の調査 11月13日～12月16日 10件（０件）

速報パネ

ル展

西大寺薬師金堂の調査 ８月７日～９月14日 ８件（０件）

【藤原宮跡資料室】

⑴　平常展

　①　開館日数：272日　陳列件数：658件　陳列替回数：０回

　②　特集陳列等　６件

名称 会期
陳列件数

（うち指定品件数）

特別企画展 藤原京ルネッサンスの共催展 ９月７日～11月25日

（会期中無休）

658件（０件）

発掘調査

の速報展

甘樫丘東麓遺跡（第146次）、石

神遺跡（第19次）、藤原宮大極殿

院南門（第149次）の発掘調査成

果、および保存処理の終了した

石神遺跡（第18次）出土鋸およ

びレプリカの展示、藤原宮大極

殿院南門出土地鎮具の速報展示

20年３月18日～４月18日 76件（０件）

特別公開 高松塚古墳壁画フルハイビジョ

ンによる映像公開

11月１日～12月27日 －件（－件）

【飛鳥資料館】

⑴　平常展

　①　開館日数：318日　陳列件数：346件　陳列替回数：０回

　②　特集陳列等　０件

⑵　特別展等・共催展等

展覧会名：「キトラ古墳壁画四神玄武」

会　　期：４月20日～６月24日

入場者数：67,007人

陳列件数（うち指定品数）：20件（０件）

主 催 者：文化庁、奈良文化財研究所

講 演 会：１回
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期日 講座名 講師（所属） 参加者数

５月20日 「キトラ古墳壁画四

神玄武」記念講演会

白石太一郎氏（奈良大学教授）

川野邊渉氏（東京文化財研究所修復材

料研究室長）

－

展覧会名：「ときを撮す －発掘調査と写真－」

会　期：８月１日～９月２日

入場者数：3,344人

陳列件数（うち指定品数）：－件（－件）写真パネルのみ

主催者：奈良文化財研究所

展覧会名：「奇偉荘厳　山田寺」

会　期：10月19日～11月25日

入場者数：9,342人

陳列件数（うち指定品数）：50件（50件）

主催者：奈良文化財研究所

講演会：2回    参加者数合計134人

期日 講座名 講師（所属） 参加者数

10月28日 「山田寺の発掘調査

と重要文化財指定」

土肥孝氏

（文化庁主任文化財調査官）

60人

11月３日 「山田寺の建築を再

考する」

鈴木嘉吉氏

（元奈良文化財研究所所長）

74人

展覧会名：「飛鳥の考古学2007」

会　　期：20年１月４日～２月３日

入場者数：1,589人

陳列件数（うち指定品数）：40件（０件）

主 催 者：奈良文化財研究所

展覧会名：「絵で見る考古学」

会　　期：20年２月９日～３月２日

入場者数：1,691人

陳列件数（うち指定品数）：30件（０件）

主 催 者：奈良文化財研究所飛鳥資料館、早川和子原画展実行委員会、大阪府立近つ飛鳥博物館、綾部市

資料館、明石市立文化博物館、宮崎県立西都原考古博物館、高槻市立しろあと歴史館、横浜市

歴史博物館、島根県立古代出雲歴史博物館、九州国立博物館
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